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まえがき

対象読者

本書は，OpenVMSオペレーティング・システムのすべてのユーザを対象に書かれて
います。

システム管理者は，効率的なシステム環境を構築または維持するための管理作業を行
います。システム管理者，あるいはシステム管理の概念や手順を理解されたい方は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』をお読みください。

本書の構成

随所に，コンピュータによる作業を実行するための概念と手順が説明されています。
どの章も基本的な事柄の説明に始まり，より複雑な概念や手順へと続いていきます。

概要

以下の章はOpenVMSオペレーティング・システムをはじめて使用する際に役立つ情
報を説明しています。

• 第 1章—OpenVMSオペレーティング・システムの概要

システムへのログイン，システムからのログアウト，パスワードの変更，および
ヘルプの使用の各方法について説明します。

• 第 2章—DCLを使用したシステムとの会話

DIGITALコマンド言語 (DCL)について説明します。

• 第 3章—ファイル情報の格納

情報を格納する場所であるファイルについて説明します。また，ファイルの作
成，コピー，名前変更，表示，削除，保護，そして印刷について例を挙げながら
説明します。

• 第 4章—ディレクトリ・ファイルの編成

ファイルを編成または管理するディレクトリについて説明します。

• 第 5章—拡張ファイル指定

ODS-5を使用してのOpenVMS Alphaシステム用 Extended File Specifications
環境について説明します。

• 第 6章—ディスクとテープ・ドライブの使用方法
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テープやディスクを個人 (プライベート)用に予約する方法について説明します。
グループで共用されているデバイスと異なり，プライベート・デバイスは，シス
テム管理者が設定や管理を行うことはできません。

• 第 7章—Mailを使用して他のユーザと通信する

Mailユーティリティ (MAIL)について説明します。Mailは，使用しているシス
テム上，またはDECnet for OpenVMSネットワークで接続されているシステム
上の他のユーザと通信を行うためのユーティリティです。この章では，メール・
メッセージの例を挙げ，メール・メッセージの受信，送信，返信，転送，そして
編成の方法を手順を追って説明します。章末には，Mailコマンドの要約を示しま
す。

テキストの処理とレコードのソート

以下の章では，テキスト・ファイルの編集とレコードのソートについて説明していま
す。

• 第 8章—EVEエディタによるテキスト・ファイルの編集

会話型テキスト・エディタ EVEについて説明します。 EVEは，OpenVMSオペ
レーティング・システムの標準テキスト・エディタです。この章では， EVEを使
用して，新しいファイルを作成し編集する方法，および既存のファイルを編集す
る方法について説明します。章末には， EVEのコマンド要約を示します。

• 第 9章—ファイルのソートとマージ

Sort/Mergeユーティリティについて説明します。 Sort/Mergeは， 1つまたは複
数の入力ファイルの内容をソートしたり，ソートしたファイルをマージするユー
ティリティです。章末には， Sort/Mergeの修飾子の要約を示します。

セキュリティ

以下の章では，セキュリティについて説明しています。

• 第 10章—資源へのアクセスの制御

保護されたオブジェクトへのアクセスの制御やリモート・システムのデータへの
アクセスなど，セキュリティに関する一般的な問題について説明します。

論理名とシンボルの使用方法

以下の章では，論理名とシンボルの使用方法について説明しています。

• 第 11章—デバイスとファイルの論理名定義

ファイル，ディレクトリ，そしてデバイスを表す論理名の作成と使用方法につい
て説明します。システムが作成する論理名の要約も示します。

• 第 12章—シンボル，コマンド，式の定義
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コマンド，文字列，そして数値データを表すシンボルの使用方法について説明し
ます。また，シンボルが表す値を算出する方法についても説明します。

プログラミング

以下の章では，プログラムの作成とプログラミング用関数の使用方法について説明し
ています。

• 第 13章—コマンド・プロシージャの概要

コマンド・プロシージャの作成と使用方法についての導入の章です。DCLコマン
ドとデータ行からなるファイルである，基礎的なコマンド・プロシージャについ
て説明します。

• 第 14章—DCLでの拡張プログラミング

複雑なコマンド・プロシージャの作成と使用方法について説明します。

• 第 15章—レキシカル関数を使用しての情報の取得と処理

レキシカル関数について説明します。レキシカル関数は，コマンド・プロシージ
ャの中で使用され，ユーザのプロセスやシステム環境についての情報を提供しま
す。

プロセスの管理

以下の章では，プロセスの管理について説明しています。

• 第 16章—プロセスとバッチ・ジョブ

プロセスについて説明します。プロセスとは，OpenVMSオペレーティング・シ
ステムによって作成される環境のことで，ユーザとシステムの会話はプロセスを
介して行われます。この章では，サブプロセス，プログラム，そしてバッチ・ジ
ョブを使用する場面とその方法について説明します。

参照情報

以下の参照情報があります。

• 付録 A—文字セット

DECの各国語対応文字セットとDCL文字セットについて説明します。

• 付録 B—コマンド・プロシージャの例

第 13章，第 14章，第 15章で述べたコマンド・プロシージャの概念と実例を示し
ます。

• 用語集

本書で使用される用語を解説します。
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関連資料

OpenVMS製品およびサービスの詳細についてお知りになりたい場合は，弊社の
World Wide Webサイトにアクセスしてください。URLは次のとおりです。

http://www.openvms.compaq.com

本書で使用する表記法

本書では，次の表記法を使用しています。

表記法 意味

Ctrl/x Ctrl/xという表記は， Ctrlキーを押しながら別のキーまたはポインテ
ィング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

PF1 x PF1 xという表記は， PF1に定義されたキーを押してから，別のキー
またはポインティング・デバイス・ボタンを押すことを示します。

Return 例の中で，キー名が四角で囲まれている場合には，キーボード上でその
キーを押すことを示します。テキストの中では，キー名は四角で囲まれ
ていません。

HTML形式のドキュメントでは，キー名は四角ではなく，括弧で囲ま
れています。

. . . 例の中の水平方向の反復記号は，次のいずれかを示します。

• 文中のオプションの引数が省略されている。

• 前出の 1つまたは複数の項目を繰り返すことができる。

• パラメータや値などの情報をさらに入力できる。

.

.

.

垂直方向の反復記号は，コードの例やコマンド形式の中の項目が省略さ
れていることを示します。このように項目が省略されるのは，その項目
が説明している内容にとって重要ではないからです。

( ) コマンドの形式の説明において，括弧は，複数のオプションを選択した
場合に，選択したオプションを括弧で囲まなければならないことを示し
ています。

[ ] コマンドの形式の説明において，大括弧で囲まれた要素は任意のオプシ
ョンです。オプションをすべて選択しても，いずれか 1つを選択して
も，あるいは 1つも選択しなくても構いません。ただし， OpenVMS
ファイル指定のディレクトリ名の構文や，割り当て文の部分文字列指定
の構文の中では，大括弧に囲まれた要素は省略できません。

[ | ] コマンド形式の説明では，括弧内の要素を分けている垂直棒線はオプシ
ョンを 1つまたは複数選択するか，または何も選択しないことを意味
します。

{ } コマンドの形式の説明において，中括弧で囲まれた要素は必須オプショ
ンです。いずれか 1つのオプションを指定しなければなりません。

太字 太字のテキストは，新しい用語，引数，属性，条件を示しています。

italic text イタリック体のテキストは，重要な情報を示します。また，シス
テム・メッセージ (たとえば内部エラーnumber)，コマンド・ライ
ン (たとえば/PRODUCER=name )，コマンド・パラメータ (たとえ
ばdevice-name )などの変数を示す場合にも使用されます。
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表記法 意味

UPPERCASE
TEXT

英大文字のテキストは，コマンド，ルーチン名，ファイル名，ファイル
保護コード名，システム特権の短縮形を示します。

Monospace type モノスペース・タイプの文字は，コード例および会話型の画面表示を示
します。

Cプログラミング言語では，テキスト中のモノスペース・タイプの文字
は，キーワード，別々にコンパイルされた外部関数およびファイルの名
前，構文の要約，または例に示される変数または識別子への参照などを
示します。

- コマンド形式の記述の最後，コマンド・ライン，コード・ラインにおい
て，ハイフンは，要求に対する引数がその後の行に続くことを示しま
す。

数字 特に明記しない限り，本文中の数字はすべて 10進数です。 10進数以
外 (2進数， 8進数， 16進数)は，その旨を明記してあります。
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1
OpenVMSオペレーティング・システムの概要

OpenVMSは，会話型の仮想メモリ・オペレーティング・システムです。コンピュー
タにログインしている間は，DIGITALコマンド言語 (DCL)を使用してシステムと会話
できます。 DCLを使用するには，ユーザがキーボードからコマンドを入力すると，
システムがそのコマンドを読み取って，解釈します。システムはコマンドを実行する
か，または，ユーザが入力したコマンドを解釈できない場合はエラー・メッセージを
画面に表示します。この章では，OpenVMSオペレーティング・システムと会話する
のに必要な，次の基本的な情報について説明します。

• ログイン

• PCからのログイン

• アカウントのパスワードの選択

• 情報メッセージの読み込み

• ログインのタイプとログイン・クラス

• ログインの失敗

• パスワードの変更

• パスワードとアカウントの満了

• パスワードの保護に関するガイドライン

• システム応答の認識方法

• システムのヘルプについて

• システムからのログアウト

• システム・セキュリティを損なわずにログアウトする方法

• ネットワーク

本章で説明するすべてのコマンドの詳しい説明については，『OpenVMS DCLディ
クショナリ』およびオンライン・ヘルプを参照してください。

1.1 ログイン

ログインとは，システムへのアクセス権を取得し，自分自身が登録されたユーザであ
ることをシステムに認識させることです。ログインすると，システムはコマンドを入
力できる環境を作成します。この環境をプロセスと呼びます。

1–1



OpenVMSオペレーティング・システムの概要
1.1ログイン

OpenVMSオペレーティング・システムへのログイン方法，またはOpenVMSオペレ
ーティング・システムからのログアウト方法は，システムの設定によって異なりま
す。本章は，OpenVMSオペレーティング・システムへのログインとオペレーティン
グ・システムからのログアウトについての概論です。個々のシステムに固有な手順に
ついては，システム管理者に問い合わせてください。

オペレーティング・システムと会話するには，ユーザ・アカウントにログインしなけ
ればなりません。アカウントとは，ログイン時にシステムがユーザを識別するための
名前または番号のことです。この名前または番号によって，システムは，ユーザのフ
ァイルがどこに格納されているのかを確認し，他のファイルに対するアクセス権を判
断します。

通常，アカウントの設定はシステム管理者 (または，システムの使用を許可する者)が
行い，ユーザの必要に応じた特権を与えます。アクセス権と特権の種類によって，ユ
ーザ・アカウントがアクセスできるファイル，イメージ，またはユーティリティが決
まります。これらはシステムの性能や他のユーザにも影響を与えるので重要です。

アカウントにアクセスするには，ユーザ名とパスワードを入力する必要があります。
通常，システム管理者がユーザ名と初期パスワードを割り当てます。ユーザ名は，シ
ステムがユーザを識別し，他のユーザと区別するためのものです。パスワードは，シ
ステム保護のためのものです。パスワードを秘密にすることにより，他人のユーザ名
でシステム資源を使用できないようにします。

以下にシステムにログインする手順を示します。

手順 タスク

1 システムがユーザ名を入力するプロンプトが表示される。

Username:
ユーザ名をタイプしてから Enterを押す。なお，ユーザ名の入力は約 30秒以内に終え
る必要がある。 30秒以上経過すると，「タイムアウト」となり，ログイン操作を最初
からやり直さなくてはならない。

スクリーンに入力したユーザ名が表示される。

Username: CASEY
続いて，パスワードを要求するプロンプトが表示される。

Password:
2 パスワードをタイプし， Enterを押す。

パスワードは画面に表示されない。このことを‘‘エコーなし’’と呼ぶことがある。

3 システム管理者がアカウントをどのように設定したかに応じて，第 2パスワードを入
力しなければならないことがあり，また，自動的に生成されたパスワードを使用しなけ
ればならないことがある (第 1.3.4項を参照)。
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1.1.1 ログインの成功

ログインが成功すると，画面の左端にドル記号( $ )が表示されます。ドル記号は，省
略時のDCL プロンプトです。これは，システムが使用可能な状態であることを示し
ます。

次に，ログインの成功例を示します。

Username: CASEY
Password:

Welcome to OpenVMS on node MARS
Last interactive login on Friday, 11-DEC-2002 08:41
Last non-interactive login on Thursday, 10-DEC-2002 11:05

$

1.1.2 ログイン・エラー

ユーザ名やパスワードの入力を間違えたり，パスワードの期限が満了している
と，User authorization failureというメッセージが表示されて，ログインできませ
ん。入力を間違えた場合には， Enterを押して，もう一度入力してください。パスワ
ードの期限が満了している場合には，パスワードを変更しなければなりません。この
ため， Set Password:プロンプトが自動的に表示されます。この場合のパスワードの
変更についての説明は第 1.7節を参照してください。ログインに関して他に問題があ
る場合には，使用しているアカウントの設定者にご相談ください。

1.2 PCからのログイン

以前には，モニタとキーボードで構成されるビデオ・ターミナルからホスト・コンピ
ュータに接続していました。OpenVMSオペレーティング・システムが稼動するホス
ト・コンピュータにすべての処理能力があり，これらのコンピュータは，しばしば，
中央のコンピュータ・ルームに設置されました。今日では，専用の計算機能を備えた
パーソナル・コンピュータ (PC)またはワークステーションで作業する方が一般的に
なっています。この状況で，OpenVMSが稼動するホスト・コンピュータに接続する
には，ターミナル・エミュレーション・プログラムを利用します。

ターミナル・エミュレーション・プログラムは， TCP/IPネットワーク，インターネ
ット，またはイントラネット経由でOpenVMSシステムに接続します。オペレーテ
ィング・システムとの会話は，ターミナル・エミュレーション・プログラムによっ
て提供されるインタフェースを使用して PCのモニタに表示されます。この方法で
OpenVMSに接続するには，ターミナル・エミュレーション・プログラムを起動し，
接続先のシステムを選択した後，本章の説明に従って OpenVMSオペレーティング・
システムにログインします。
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1.3 アカウントのパスワードの選択

安全なパスワードを選択するには，次のガイドラインに従ってください。

• パスワードでは，数字と英字の両方を使用する。英字のみの 6文字のパスワード
もかなり安全であるが，英字と数字の両方を使用した 6文字のパスワードの方が
さらに安全である。

• 6～ 10文字のパスワードを選択する。適切な長さのパスワードを使用すれば，安
全性はさらに向上する。最大 32文字までのパスワードを選択できる。

• 辞書にある言葉や自国語の言葉をパスワードとして選択しない。

• 製品名や車のモデルなど，コンピュータ・システムや自分自身に関連する言葉を
安易に選択しない。

• 毎回新しいパスワードを選択し，古いパスワードは再利用しない。

システム管理者やセキュリティ管理者は，たとえば 10文字未満のパスワードや，パ
スワードの反復を禁止するなど，それ以外に制約を設定することもできます。

次の表は，安全なパスワードと危険性の高いパスワード (他人が簡単に推測できるパ
スワード)の例を示しています。

安全なパスワード 危険なパスワード

意味のないつづり:
aladaskgam
eojfuvcue
joxtyois

個人的な関わりの強い言葉:
自分の名前
恋人の名前
ペットの名前
住んでいる町の名前
自分の自動車の名前

混合文字列:
492_weid
$924spa
zu_$rags

仕事に関連する用語:
会社名
特殊プロジェクト名
作業グループ名

1.3.1 初期パスワードの取得

通常，自分のアカウントがシステムですでに作成されているかどうかを調べれば，ユ
ーザ・パスワードが必要かどうかがわかります。ユーザ・パスワードが有効な場合に
は，システム管理者は通常，最初のログインのために特定のパスワードを割り当てま
す。このパスワードはシステムの利用者登録ファイル (UAF)に登録されており，アカ
ウントの使用方法に関するその他の情報もあわせて登録されています。

他の人が簡単に推測できるようなパスワードは望ましくありません。アカウントを作
成する人に，推測しにくいパスワードを指定するように依頼してください。パスワー
ドの作成にまったく関与できない場合には，自分の名前と同じパスワードが指定され
てしまう可能性があります。その場合には，ログインした後，ただちにパスワードを
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変更してください (パスワードとして自分の名前や姓を使用するのはきわめて一般的
であるため，セキュリティの観点からは望ましくありません)。

アカウントを作成するときに，パスワードの最小長と，自分で新しいパスワードを選
択できるのか，それともシステムから一方的にパスワードが与えられるのかも知って
いなければなりません。

1.3.2 初期パスワードの変更

アカウントが作成された後，そのアカウントにただちにログインし，パスワードを変
更してください。アカウントの作成後，初めてログインするまでに時間が経過した場
合には，他のユーザがアカウントにログインして，システムに損害を与える可能性が
あります。同様に，パスワードを変更しなかったり，パスワードを変更できない場合
には，システムを安全に維持できません。システムがどのような損害を受けるかは，
他にどのようなセキュリティ手段がとられているかに大きく左右されます。パスワー
ドの変更の詳細については，第 1.7節を参照してください。

1.3.3 パスワードの制限事項

システムはパスワードを受け付けることができるかどうかについて，次のことを調べ
ます。

• 新しいパスワードをシステム辞書と自動的に比較する。これは，パスワードが意
味のある言葉にならないようにする点で役立つ。

• 古いパスワードのヒストリ・リストを管理しておき，新しいパスワードを 1つず
つこのリストと比較して，古いパスワードが再利用されないようにする。

• システム管理者がUAFレコードに指定するパスワードの最小長に従うようにす
る。

システム辞書に登録されているパスワード，以前に使用したことのあるパスワード，
UAFに指定されているパスワードの最小長未満のパスワードは指定できません。

1.3.4 使用するパスワードのタイプ

OpenVMSオペレーティング・システムでは，複数のパスワード・タイプが認識され
ます。

• ユーザ・パスワード

ほとんどのアウウントで必要。ユーザ名を入力した後，パスワードを要求するプ
ロンプトが表示される。アカウントで 1次パスワードと 2次パスワトードの両方
が必要な場合には， 2つのパスワードを入力しなければならない。

• システム・パスワード
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特定のターミルへのアクセスを制御し，セキュリティ管理者が設定する。システ
ム・パスワードは通常，ダイアルアップ回線やパブリック・ターミナル・ライン
など，システムの不当な使用の対象となるターミナルへのアクセスを制御するの
に必要である。

• 1次パスワード

1次パスワードと 2次パスワードの両方を必要とするアカウントで最初に入力しな
ければならないパスワード。

• 2次パスワード

1次パスワードと 2次パスワードの両方が必要なアカウントで 2番目に入力しな
ければならないパスワード。 2次パスワードは，ユーザ・アカウントで補足的な
セキュリティ・レベルを提供する。通常， 1次ユーザは 2次パスワードを知らな
い。したがって，スーパーバイサなどが 2次パスワードを指定しなければならな
い。アプリケーションによっては，アカウントの使用中もスーパーバイザがその
まま残ることがある。したがって， 2次パスワードはログインやログイン後の処
理を制御する上で便利である。

2次パスワードを使用すると，時間がかかり，不便である。したがって，最大のセ
キュリティ要件を必要とするシステムでのみ使用する。二重パスワードを使用し
た方がよいアカウントの例としては，通常のアクセス制御を迂回して，データベ
ースを緊急に修復するアカウントがある。

1.3.5 システム・パスワードの入力

使用できる 1つ以上のターミナルにログインするために，システム・パスワードを指
定しなければならないかどうかは，セキュリティ管理者が決定します。現在のシステ
ム・パスワード，パスワードの変更頻度，変更した場合の新しいシステム・パスワー
ドの入手方法については，システム管理者にご質問ください。

システム・パスワードを指定するには，次の操作を実行します。

手順 タスク

1 ターミナルが認識文字を応答するまで， Enterキーを押す。認識文字は通常，ベルで
ある。

2 システム・パスワードをタイプし， Enterを押す。この例に示すように，プロンプト
は表示されず，入力した文字も表示されない。正しいシステム・パスワードを指定しな
かった場合でも，そのことは通知されない (したがって，そのターミナルでシステム・
パスワードが必要であることがわからない場合，最初はシステムが誤動作しているかの
ように見える)。システムから応答がない場合には，誤ったパスワードを入力したもの
と解釈し，正しいパスワードを再入力する。

3 正しいシステム・パスワードを入力すると，システム・アナウンスメント・メッセージ
が表示され (設定されている場合)，その後に Username:プロンプトが表示される。次
の例を参照。

MAPLE - A member of the Forest Cluster
Unauthorized Access is Prohibited

Username:
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1.3.6 2次パスワードの入力

2次パスワードを使用しなければならないかどうかは，アカウントの作成時にセキュ
リティ管理者が設定します。アカウントで 1次パスワードと 2次パスワードが必要な
場合には，ログイン時に 2つのパスワードを指定しなければなりません。セキュリテ
ィ管理者がUAFに指定したパスワードの最小長は，両方のパスワードに適用されま
す。

1つのパスワードでログインできる場合と同様に，システムはログイン全体に対して
特定の時間を割り当てます。その時間内に 2次パスワードを入力しなかった場合に
は，ログインは時間切れになります。

次の例は， 1次パスワードと 2次パスワードを必要とするログインを示しています。

WILLOW - A member of the Forest Cluster
Welcome to OpenVMS on node WILLOW

Username: RWOODS
Password: Enter

Password: Enter

Last interactive login on Friday, 11-DEC-2002 10:22
$

1.3.7 各種アカウントのパスワードの要件

OpenVMSシステムでは， 4種類のユーザ・アカウントを使用できます。

• ユーザまたはセキュリティ管理者が定期的に変更するパスワードによって保護さ
れるアカウント。このアカウントはもっとも一般的なタイプである。

• 常にパスワードを必要とするが，ユーザがパスワードを変更できないアカ
ウント。セキュリティ管理者はパスワードをロックすることにより (UAFで
LOCKPWDフラグを設定する)，パスワードに対するすべての変更を制御する。

• 制限付きアカウントでは，システムの使い方を制限し，場合によってはパスワー
ドを要求する。

• オープン・アカウントでは，パスワートは必要ない。オープン・アカウントにロ
グインする場合には，パスワードを要求するプロンプトは表示されないため，入
力する必要がない。ただちにコマンドの入力を開始できる。オープン・アカウン
トでは，誰もがシステムにアクセスできるため，セキュリティ要件が最低のシス
テムでのみ使用するようにしなければならない。

1–7



OpenVMSオペレーティング・システムの概要
1.4情報メッセージの読み込み

1.4 情報メッセージの読み込み

コンピュータに直接接続されているターミナルからログインする場合には，次の例に
しめすように，OpenVMSシステムは情報システム・メッセージを表示します。

WILLOW - A member of the Forest Cluster 1

Unlawful Access is Prohibited

Username: RWOODS
Password:

You have the following disconnected process: 2
Terminal Process name Image name
VT320: RWOODS (none)
Connect to above listed process [YES]: NO

Welcome to OpenVMS on node WILLOW 3
Last interactive login on Wednesday, 11-DEC-2002 10:20 4
Last non-interactive login on Monday, 30-NOV-2002 17:39 5

2 failures since last successful login 6

You have 1 new mail message. 7

$

以下は，例についての説明です。

1 アナウンスメント・メッセージはノード (および場合によってはOpenVMS
Cluster名)を識別する。また，未登録ユーザに対して，不法なアクセスが禁止さ
れていることも警告する。このメッセージの表示形式と内容は，システム管理者
またはセキュリティ管理者が制御できる。

2 プロセス切断メッセージは，最後にログインに成功した後，プロセスが切断され
たが，まだ存在することを示している。この場合，古いプロセスに再接続すれ
ば，プロセスを切断される前の状態に戻すことができる。

システムは次の条件が満足される場合にのみ，切断メッセージを表示する。

• 割り込みが発生したターミナルが仮想ターミナルとして設定されていること。

• ターミナルが切断可能なターミナルとして設定されていること。

• 最近のセッションで，ログアウトする前に，そのターミナルを通じた CPUへ
の接続が切断されたこと。

一般に，この機能が使用可能であっても，システム・セキュリティに問題はない
ため，セキュリティ管理者はユーザが再接続できるように設定する。ただし，
ターミナルでこの設定を変更し，システムで仮想ターミナルの使用を禁止すれ
ば，この機能を禁止できる (仮想ターミナルの設定と再接続についての説明は，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照)。
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3 ウェルカム・メッセージは，実行中のOpenVMSオペレーティング・システムの
バージョン番号と，ログインしているノードの名前を示す。システム管理者は別
のメッセージを選択したり，メッセージがまったく表示されないように設定でき
る。

4 最後に成功した会話型ログイン・メッセージには，ローカル，ダイアルアップ，
リモート・ログインの最後のログイン完了時間が示される (これらのタイプのいず
れかを親として持つサブプロセスからのログインはカウントされない)。

5 最後に成功した非会話型ログイン・メッセージには，最後の非会話型 (バッチまた
はネットワーク)ログインの完了時間が示される。

6 ログイン失敗メッセージの数は，ログインの失敗回数を示す (ログインの失敗と
してカウントされるのは，誤ったパスワードの入力だけである)。注意を促すため
に，メッセージを表示した後，ベルが鳴る。

7 新規メール・メッセージは，未開封メール・メッセージが到着しているかどうか
示す。

1.4.1 メッセージの無表示

セキュリティ管理者は，ノード名とオペレーティング・システム識別情報を含むウェ
ルカム・メッセージとアナウンスメント・メッセージを表示しないように設定できま
す。ログイン・プロシージャはオペレーティング・システムに応じて異なっているた
め，この情報が表示されなければ，ログインが困難になります。

最終ログイン成功メッセージと失敗メッセージは省略可能です。セキュリティ管理者
はこれらをまとめて有効にしたり，無効にすることができます。中レベルまたは高い
レベルのセキュリティが必要とされるシステムでは，これらのメッセージを表示すれ
ば，不法な侵入 (ブレークイン)を示すことができます。さらに，システムがログイン
を監視していることを示すことができるため，これらのメッセージは不当なユーザに
よるアクセスを抑制する効果があります。

1.4.2 成功ログイン・メッセージ

ログインするたびに，システムは最後に成功したログインとログイン失敗の回数を再
設定します。アカウントに会話方式でアクセスするときに，ログイン時に誤ったパス
ワードを指定しなければ，最後に成功した非会話型ログイン・メッセージとログイン
失敗メッセージは表示されません。

1.5 ログインのタイプとログイン・クラス

ログインは会話型と非会話型に分類できます。会話型ログインの場合には，ユーザ名
とパスワードを入力します。非会話型ログインでは，システムがユーザの識別と認証
を実行します。ユーザ名とパスワードを要求するプロンプトは表示されません。
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会話型ログインと非会話型ログインの他に，OpenVMSオペレーティング・システム
ではさまざまなログイン・クラスも認識されます。システムにログインする方法によ
って，どのログイン・クラスに属しているかが決定されます。ログイン・クラス，お
よび曜日と時刻によって，システム管理者はシステムへのアクセスを制御します。

1.5.1 会話型ログイン

会話型ログインには，次のログイン・クラスがあります。

• ローカル

中央のプロセッサに直接接続されているターミナル，または中央プロセッサと直
接通信するターミナル・サーバからログインします。

• ダイアルアップ

モデムと電話回線を使用してコンピュータ・システムとの接続を確立するターミ
ナルにログインします。システムで使用しているターミナルに応じて，最初に追
加操作を実行しなければならないことがあります。必要な操作については，各シ
ステムのセキュリティ管理者にご質問ください。

• リモート

DCLの SET HOSTコマンドを入力して，ネットワークを介してノードにログイ
ンします。たとえば，HUBBUBというリモート・ノードにアクセスするには，
次のコマンドを入力します。

$ SET HOST HUBBUB

HUBBUBノードのアカウントにアクセスできる場合には，ローカル・ノードか
らそのアカウントにログインできます。HUBBUBノードの機能にアクセスする
ことはできますが，物理的にはローカル・ノードに接続された状態です。

リモート・セッションについての詳しい説明は，第 1.12.2項を参照してくださ
い。

1.5.2 非会話型ログイン

非会話型ログインには，ネットワーク・ログインとバッチ・ログインがあります。

• ネットワーク・ログイン

ディレクトリの内容を表示したり，別のノードにあるディレクトリに格納された
ファイルをコピーするなど，リモート・ノードでネットワーク・タスクを開始す
るときは，システムはネットワーク・ログインを実行します。この場合，現在の
システムとリモート・システムの両方が同じネットワーク内のノードでなければ
なりません。ファイル・システムにターゲット・ノードを指定し，アクセス制御
文字列も指定します。この文字列には，リモート・ノードのユーザ名とパスワー
ドが含まれます。
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たとえば， PARISというリモート・ノードにアカウントを持つGREGというユ
ーザが次のコマンドを入力すると，ネットワーク・ログインが実行されます。

$ DIRECTORY PARIS"GREG 8G4FR93A"::WORK2:[PUBLIC]*.*;*

このコマンドはWORK2ディスクのパブリック・ディレクトリ内のすべてのファ
イルのリストを表示します。また，パスワードが 8G4FR93Aであることもわかり
ます。同じタスクをもっと安全に実行するには， PARISノードで代理アカウント
を使用します。代理ログインの例については，第 10.5.3項を参照してください。

• バッチ・ログイン

キューに登録したバッチ・ジョブを実行する場合には，バッチ・ログインが実行
されます。ジョブを構築するための許可は，ジョブをキューに登録するときに決
定されます。システムがジョブを実行するための準備をするときに，ジョブ・コ
ントローラはアカウントにログインする非会話型プロセスを生成します。ジョブ
がログインする場合には，パスワードは必要ありません。

1.6 ログインの失敗

ログインはさまざまな理由で失敗します。たとえば，パスワードの 1つが変更された
り，アカウントの有効期限が満了した場合や，ネットワークを介して，またはモデム
からログインしようとしたときに，その操作が登録されていないこともあります。次
の表は，ログインの失敗の一般的な理由を示しています。

失敗の症状: 理由:

ターミナルから応答がない ターミナルに欠陥があるか，システム・パス
ワードを必要とするターミナルであるか，ま
たはターミナルに電源が投入されていない。

ターミナルから応答がない システムがダウンしている。

システム・パスワードを入力したが，ターミ
ナルから応答がない。

システム・パスワートが変更された。

システム・メッセージ:

"User authorization failure" ユーザ名またはパスワードを入力ミスした。

アカウントまたはパスワードの有効期限が満
了した。

"Not authorized to log in from this source" 特定のログイン・クラス (ローカル，ダイア
ルアップ，リモート，会話型，バッチ，ネッ
トワーク)が禁止されている。

"Not authorized to log in at this time" この曜日またはこの時刻にログインが許可さ
れていない。

"User authorization failure" (かつ，認識され
るユーザ障害が発生していない)

ユーザ名を使用してターミナルからシステム
への不法侵入が試みられたため，システムは
そのユーザ名によるそのターミナルへのすべ
てのログインを一時的に禁止した。

この後の項では，ログインの失敗の理由について詳しく説明します。
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1.6.1 システム・パスワードを必要とするターミナル

使用するターミナルでシステム・パスワードが必要なときに，そのことを知らない
と，ログインできません。システム・パスワードを入力するまで，ログインはすべて
失敗します。

システム・パスワードがわかっている場合には，第 1.3.5項で説明した操作を実行し
てください。その操作を実行してもログインできない場合には，システム・パスワー
ドが変更されている可能性があります。システム・パスワードを知らず，そのことが
問題であると考えられる場合には，別のターミナルにログインするか，または新しい
システム・パスワードを要求してください。

1.6.2 ログイン・クラスの制限

UAFレコードで禁止されているクラスのログインを試みても，ログインは成功しま
せん。たとえば，セキュリティ管理者がネットワークを介したログインを制限してい
る場合には，ネットワーク・ログインを試みると，このソースからログインする権限
がないことを示すメッセージが出力されます。

セキュリティ管理者は，ローカル，リモート，ダイアルアップ，バッチ，ネットワー
クの各クラスでのログインを制限している可能性があります。

1.6.3 勤務時間に関する制限

勤務時間に関する制限によりログインできないこともあります。システム管理者また
はセキュリティ管理者は，時刻や曜日をもとにシステムへのアクセスを制御すること
があります。このような制限はログイン・クラスに影響します。セキュリティ管理者
は，同じ作業時間制限をすべてのログイン・クラスに適用したり，ログイン・クラス
によって異なる制限を設定することもあります。

該当するログイン・クラスに対して禁止されている時刻にログインしようとしてもロ
グインできません。この場合，この時刻にログインする権限がないことがユーザに通
知されます。

1.6.4 勤務時間制限中でのバッチ・ジョブ

勤務時間制限がバッチ・ジョブに適用される場合には，許可されている作業時間以外
に実行する予定のジョブは，キューに登録しても実行されません。また，次の作業時
間にこのようなジョブをシステムが自動的にキューに再登録することもありません。
同様に，何らかのジョブを開始して，許可されている時間外にそのジョブを実行しよ
うとしても，ジョブ・コントローラは，割り当てられた勤務時間が終了すると，未完
了のジョブを強制終了します。このようなジョブの終了方法は，すべてのジョブに適
用されます。
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1.6.5 ダイアルアップ・ログインでの失敗

セキュリティ管理者は，ダイアルアップ・ログインで，接続が自動的に切断されるま
での間に，ユーザがパスワードを入力できる回数を制限できます。

ログインが失敗しても，指定された回数に到達していない場合には， Enterキーを押
してもう一度ログインを試みてください。ログインが成功するまで，または制限回数
に到達するまで，この操作を繰り返すことができます。接続が切断された場合には，
アクセス・ラインを再ダイアルして，もう一度試みてください。

ダイアルアップ・ログインの回数を制限するのは，権限のないユーザがパスワードを
知ろうとしても，エラーが発生してあきらめざるを得なくするためです。ダイアルア
ップ回線では，権限がなくても匿名での操作が可能です。もちろん，各ダイアルアッ
プ回線ごとにログインの試行回数を制限しても，この種のシステム侵入の試みがまっ
たくなくなるわけではありません。この回数制限は，何回もダイアルしてログインし
ようとする不法アクセス者からシステムを保護することを目的にしています。

1.6.6 システム侵入回避プロシージャ

同じターミナルで同じユーザ名によってログインしようとしても，何回も失敗する
と，システムは侵入の試みが進行中であるかのように応答します。つまり，誰かがこ
のユーザ名を使用してシステムに対して非合法なアクセスを試みていると判断しま
す。

セキュリティ管理者は，自分の裁量で侵入回避手段をシステムのすべてのユーザに対
して有効に設定できます。セキュリティ管理者は，所定の時間内に何回のパスワード
試行を許可するかを制御します。侵入回避手段が一度起動されると，指定された時間
内は，正しいパスワードを使用しても，ターミナルにログインできません。再度ログ
インを試みるまでにどのくらい待たなくてはならないか，あるいは別のターミナルを
使用してログインを試みた方がよいのかは，セキュリティ管理者に質問してくださ
い。

侵入回避手段によってログインが防止されているだけで，個人的にログインが失敗し
たわけではないと考えられる場合には，ただちにシステム管理者に連絡してくださ
い。同時に，もう一度ログインを試みて，最後のログイン以降のログイン失敗回数を
示すメッセージを確認し，侵入の試みについての推測が正しいかどうかを調べてくだ
さい。通常はログイン・メッセージが表示されないシステムの場合，セキュリティ管
理者は Authorizeユーティリティ (AUTHORIZE)を使用して，UAFレコードの中の
データを調べます。誰かが別のターミナルでログインを試みているかどうかは，プロ
ンプトがどのように表示されるかによってわかります。
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1.7 パスワードの変更

定期的にパスワードを変更すれば，システム・セキュリティを向上できます。パスワ
ードを変更するには，DCLの SET PASSWORDコマンドを使用します。

システム管理者は，ユーザが自分で自分のパスワードを選択できるように設定でき，
また，パスワードを変更するときに自動的なパスワード・ジェネレータを使用するよ
うに要求することもできます。ユーザが自分でパスワードを選択できる場合には，パ
スワードが長さやその他の制限に従っていなければなりません (第 1.3.3項を参照)。

一定期間内にパスワードを変更できる回数は制限されていません。

たとえば，選択したパスワードが短すぎる場合には，システムは次のメッセージを表
示します。

$ SET PASSWORD
Old password:
New password:
%SET-F-INVPWDLEN, password length must be between 12 and 32
characters; password not changed

1.7.1 ユーザ自身によるパスワードの選択

システム管理者が自動的なパスワード・ジェネレータの使用を要求していない場合に
は， SET PASSWORDコマンドは新しいパスワードの入力を要求するプロンプトを
表示します。その後，次に示すように，確認のためにもう一度新しいパスワードを入
力するように要求するプロンプトが表示されます。

$ SET PASSWORD
New password:
Verification:

新しいパスワードとして同じパスワードを 2回入力しなかった場合には，パスワード
は変更されません。同じパスワードを 2回入力した場合には，画面に何も表示されま
せん。このコマンドはパスワードを変更し， EnterでDCLプロンプトになります。

セキュリティ管理者がパスワード・ジェネレータの使用を要求していない場合でも，
パスワード・ジェネレータを使用すれば，システムのセキュリティを向上するのに役
立ちます。

1.7.2 生成されたパスワードの使用方法

セキュリティ管理者がシステムで自動的に生成されるパスワードを使用しなけれ
ばならないと判断した場合には，DCLの SET PASSWORDコマンドを入力した
ときに，パスワードのリストが表示されます (システムで自動的に生成されたパス
ワードを使用するように設定されていない場合には， SET PASSWORDコマンド

1–14



OpenVMSオペレーティング・システムの概要
1.7パスワードの変更

に/GENERATE修飾子を指定することにより，自動的に生成されたパスワードを使用
できます)。覚えやすいように普通の言語によく似た文字シーケンスになっています
が，外部の人間がパスワードを推測するのは困難です。システムで生成されるパスワ
ードは長さが一定でないため，さらに推測が困難になっています。

注意

パスワード・ジェネレータでは，基本的な音節規則を使用してワードを生成
しますが，実際の言語に関する知識があるわけではありません。したがっ
て，偶然に不快な言葉が生成されてしまう可能性があります。

次の例では，文字がランダムに並んだパスワードのリストが自動的に生成されていま
す。ユーザのパスワードの最小長はUAFレコードで 8文字に設定されています。

$ SET PASSWORD
Old password: 1

reankuna rean-ku-na 2
cigtawdpau cig-tawd-pau
adehecun a-de-he-cun
ceebatorai cee-ba-to-rai
arhoajabad ar-hoa-ja-bad

Choose a password from this list, or press Enter to get a new list 3
New password: 4
Verification: 5
$ 6

以下は，例についての説明です。

1 ユーザは古いパスワードを正しく指定し， Enterキーを押す。

2 システムは 8～ 10文字の長さの 5つのパスワードを表示する。通常，発音しやす
いパスワードが覚えやすいパスワードである。したがって，そのパスワードが最
適である。

OpenVMS VAXシステムでは，各パスワードの右側に，同じ単語を音節に区切っ
た表現が表示される (この例を参照)。

3 新しいパスワードを要求するプロンプトに対して Enterキーを押すと，新しいリ
ストを要求できることをユーザに示している。

4 ユーザは最初に表示された 5つのパスワードから 1つを入力して， Enterキーを
押す。

5 システムは，このパスワードが自動的なパスワード・ジェネレータによって作成
されたパスワードであることを認識し，確認プロンプトを応答する。ユーザは新
しいパスワードを再入力し， Enterを押す。

6 システムはパスワードを変更し，DCLプロンプトに戻る。
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1.7.3 生成されたパスワード:欠点

生成されたパスワードの使用に当たっては，次の 2つの欠点があります。

• ユーザが選択したパスワードを忘れてしまう可能性があるという欠点がありま
す。しかし，表示されたどのパスワードも気に入らない場合や，どのパスワード
も簡単に覚えられないと思われる場合には，別のリストを要求できます。

• このコマンドを入力したときに，新しいパスワードの候補が表示されてしまうこ
とです。アカウントを保護するためには，誰にも知られないようにパスワードを
変更しなければなりません。ビデオ・ターミナルで変更する場合には，コマンド
が完了した後，画面をただちに消去してください。印刷ターミナルを使用する場
合には，ハードコピー出力をすべて適切に廃棄してください。

このようにしてもパスワードを保護できなかったことが後で判明した場合には，
ただちにパスワードを変更してください。各システムの方針に従って，あるいは
アカウントのセキュリティが侵された時間の長さからユーザが必要であると判断
すれば，自分のアカウントを通じてシステムのセキュリティ侵害が起こりそうで
あることを，システム管理者に知らせてください。

1.7.4 2次パスワードの変更

2次パスワードを変更するには， DCLの SET PASSWORD/SECONDARYコマンド
を使用します。古い 2次パスワードと新しい 2次パスワードを指定するように要求す
るプロンプトが表示されます。これは 1次パスワードを変更するときと同じ操作で
す。 2次パスワードを削除するには，新しいパスワードと確認パスワードを要求する
プロンブトが表示されたときに， Enterキーを押します。

1次パスワードと 2次パスワードは別々に変更できますが，どちらのパスワードも有
効期限が同じであるため，同じ頻度で変更してください。

1.7.5 ログイン時のパスワードの変更

現在のパスワードの有効期限が満了していなくても，ユーザ名とともに/NEW_
PASSWORD修飾子を指定すれば，システムにログインするときにパスワードを変更
できます。ユーザ名の後に/NEW_PASSWORD修飾子を入力した場合には，ログイン
の直後に新しいパスワードを設定するように要求するプロンプトが表示されます。

次の例は，ログイン時にパスワードを変更する方法を示しています。
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WILLOW - A member of the Forest Cluster

Username: RWOODS/NEW_PASSWORD
Password:

Welcome to OpenVMS on node WILLOW
Last interactive login on Tuesday, 7-NOV-2002 10:20
Last non-interactive login on Monday, 6-NOV-2002 14:20

Your password has expired; you must set a new password to log in
New password:
Verification:

1.8 パスワードとアカウントの満了

システム管理者は，パスワードまたはアカウント自体が特定の日時に自動的に満了す
るように，アカウントを設定できます。パスワード満了期限が設定されていると，ユ
ーザは定期的にはパスワードを変更しなければならないため，システムのセキュリテ
ィが向上します。アカウント満了期限は，アカウントを必要な間だけ使用可能にした
いときに便利です。

1.8.1 満了したパスワード

パスワードの満了期限を設定すると，満了日の 5日前に警告メッセージが表示され，
その後もログインするたびに警告メッセージが表示されます。このメッセージは新規
メール・メッセージのすぐ下に表示され，注意を促すためにベルも鳴ります。メッセ
ージには，パスワードが満了することが次のように表示されます。

WARNING -- Your password expires on Thursday 11-DEC-2002 15:00

満了前にパスワードを変更しなかった場合には，ログイン時に次のメッセージが表示
されます。

Your password has expired; you must set a new password to log in
New password:

新しいパスワードを要求するプロンプトが表示されますが，自動パスワード生成機能
が有効に設定されている場合には，リストから新しいパスワードを選択するように要
求されます。ここで Ctrl/Yを押すと，ログインを強制終了できます。次にログインし
ようとしたときに，パスワードを変更するように要求するプロンプトが再度表示され
ます。

1.8.2 2次パスワードを使用している場合

アカウントで 2次パスワードを使用している場合には (第 1.3.4項を参照)， 2次パス
ワードは 1次パスワードと同時に満了します。そのとき， 2つのパスワードをどちら
も変更するように要求するプロンプトが表示されます。 1次パスワードを変更し， 2
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次パスワードを変更する前に， Ctrl/Yを押した場合には，ログインは失敗します。そ
の場合，システム・パスワードの変更は記録されません。

1.8.3 パスワードを変更しなかった場合

システム管理者がユーザに対して，ログイン時に満了したパスワードを変更するよう
に強制していない場合には，パスワードの満了時にログインすると，最終警告メッセ
ージが表示されます。次の例を参照してください。

WARNING -- Your password has expired; update immediately with
SET PASSWORD!

この時点で，パスワードを変更しないか，ユーザ・パスワードを変更する前にシステ
ムで障害が発生すると，二度とログインできなくなります。その場合には，再度アク
セスする方法についてシステム管理者にご相談ください。

1.8.4 満了したアカウント

一定期間だけ特定の目的でアカウントが必要な場合には，アカウントの作成者がアカ
ウントの有効期限を指定できます。たとえば，大学で使用する学生のアカウントは，
1学期ごとに権限を与えるのが通常です。

満了したアカウントは自動的にログインを拒否します。アカウントが満了する前に警
告メッセージは表示されません。したがって，アカウントの有効期限を前もって知っ
ておくことが重要です。アカウントの満了期限はUAFレコードに格納されており，
SYSPRV特権またはそれと同等の権限を持つユーザ (通常はシステム管理者またはセ
キュリティ管理者)がOpenVMS Authorizeユーティリティ (AUTHORIZE)を使用し
なければ，アクセスしたり，表示したりできません。

アカウントが満了した後，次にログインしようとすると，登録障害メッセージが表示
されます。満了期限の延長が必要な場合には，各システムで定義されている手順に従
ってください。

1.9 パスワードの保護に関するガイドライン

正しいパスワートの使用に関して，非合法なシステム・アクセスを追跡してみると，
パスワードの所有者が誤ってパスワードを公開してしまっていることがよくありま
す。パスワードは誰にも教えないことが何より重要です。

次のようにすれば，パスワードを保護できます。

• 簡単には推測できない長いパスワードを選択する。辞書にあるような自国語の言
葉は使用しないようにする。また，パスワードに数字も含むことを検討する。あ
るいは，パスワードの自動生成機能を使用する。
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• パスワードは絶対に書き留めておかない。

• 自分のパスワードは絶対に他人に教えない。パスワードが別のユーザに知られた
場合には，ただちに変更する。

• 電子メール・メッセージの本文も含めて，パスワードをどのファイルにも記録し
ない。 (他人がパスワードを知らせてきた場合には，ただちにその情報を削除す
る。)

実際のパスワードと組み合わせて表示される文字列を見れば，ファイルからパス
ワードを簡単に検索できる。たとえば，アクセス制御文字列でユーザ名とパスワ
ードの後には，必ず二重引用符と 2つのコロン ("::)が続く。したがって，シス
テムに侵入しようとする人は，保護の不十分なファイルからこの文字列を検索
することにより，パスワードを知ることができる。また，テキスト・ファイル
で‘‘password’’という単語を使用することにより，パスワードが知られてしまう可
能性もある。次の例を参照。

My password is GOBBLEDYGOOK.

• 異なるシステムのアカウントに対して同じパスワードを使用しないようにする。

未登録のユーザは，アカウントのあるすべてのシステムで同じパスワードを試み
る可能性がある。最初にパスワードを公表したアカウントには重要な情報がほと
んどない場合でも，別のアカウントでさらに詳しい情報や特権を得れば，最終的
にはきわめて大きなセキュリティ侵害になる恐れがある。

• すでに電源が投入されているターミナルにログインする場合には，その前に
Breakキーを押して安全ターミナル・サーバ機能を起動する (有効な場合)。これ
は特に，公共のターミナル・ルームで作業する場合に注意しなければならない。

• パスワードは 3～ 6か月ごとに変更する。パスワードの共用は望ましくない。パ
スワードを共用する場合には，毎月変更することが必要である。

• 何らかの理由でパスワードが外部に知られたと考えられる場合には，ただちにパ
スワードを変更する。このような場合には，セキュリティ管理者に報告しなけれ
ばならない。

• 席を外す前にターミナルからログアウトする。

許可されていないユーザがパスワード盗用プログラムのロードなどの悪意ある目
的でターミナルを使用する恐れがある。

• 最後のログイン・メッセージを定期的に確認する。ログインの失敗回数に異常が
ないか注意する。ログイン時に異常な失敗が見られる場合は，ただちにパスワー
ドを変更して，セキュリティ管理者に報告しなければならない。
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1.10 システム応答の認識方法

コマンドを入力すると，次に示す 1つ以上の方法で応答があります。

• コマンドを実行する。通常，入力したコマンドが正しく実行されている場合に
は，システム・プロンプト (省略時の設定ではドル記号)に戻る。

• コマンドを実行してから，実行内容をメッセージで知らせる。

• 正しく実行できない場合には，エラーが生じたことを知らせる。

• ユーザが値を入力しなかった場合，省略時の値を与えて実行する。

1.10.1 省略時のアクション

省略時の値とは，ユーザが指定しなかったときに，オペレーティング・システムが
提供する値のことです。たとえば， PRINTコマンドの修飾子としてコピー部数を指
定しないと，省略時の値 1が使用されます。オペレーティング・システムは，コマ
ンド修飾子やパラメータなど，いくつかのエリアに省略時の値を提供しています。
個々のコマンドでオペレーティング・システムが使用する省略時の値については，
『OpenVMS DCLディクショナリ』の各コマンドの説明を参照してください。

1.10.2 情報システム・メッセージ

コマンドには，実行内容についての情報をシステム・メッセージに表示するものもあ
ります。たとえば， PRINTコマンドを使用すると，印刷ジョブに割り当てられたジ
ョブ識別番号と，そのジョブが登録されている印刷キューの名前が表示されます。

$ PRINT MYFILE.LIS
Job MYFILE (queue SCALE_PRINT, entry 210) started on SYS$PRINT

すべてのコマンドが情報メッセージを表示するわけではありません。通常，コマンド
が正しく実行された場合にはドル記号のプロンプトに戻ります。コマンドが正しく実
行されなかった場合には，常に 1つ以上のエラー・メッセージが表示されます。

1.10.3 システム・エラー・メッセージ

コマンドを間違って入力すると，次の例に示すように，エラー・メッセージと，正し
いコマンド文字列を求めるプロンプトが表示されます。

$ CAPY )
%DCL-W-IVVERB, unrecognized command verb - check validity and spelling
\CAPY\
$
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コードDCL-W-IVVERBは 3つの部分からなり，次の情報が含まれます。

DCL-W-IVVERBの各部の意味:

DCL エラーを戻した OpenVMS機能や構成要素名。この例では，メッセージは省略時
のコマンド・インタプリタ DCLから出されたもの。

W 警告を示す重大度。重大度には，この他に S (成功)， I (情報)， E (エラー)， F
(回復不可能なエラーまたは重大エラー)がある。

IVVERB メッセージのタイプ。メッセージは，『OpenVMS System Messages and
Recovery Procedures Reference Manual』のニーモニック IVVERB，または
Help Messageユーティリティ (MSGHLP) (第 1.11.3項を参照)を使用すること
によって識別できる。

要求した機能を実行できない場合も，コマンド実行時にエラー・メッセージが表示さ
れます。たとえば， PRINTコマンドは正しく入力したけれども，指定したファイル
が存在しない場合，次のようなエラー・メッセージが表示されます。

$ PRINT NOFILE.DAT
%PRINT-E-OPENIN, error opening CLASS1:[MAYMON]NOFILE.DAT; as input
-RMS-E-FNF, file not found
$

最初のメッセージは PRINTコマンドから出されたもので，指定されたファイルをオ
ープンできないという意味です。 2番目のメッセージは最初のメッセージの理由で，
「ファイルがみつからない」という意味です。RMSは，OpenVMSファイル処理機
能であるレコード管理サービスのことです。通常，ファイル処理に関連するエラー・
メッセージはOpenVMSの RMSのメッセージです。

1.10.4 現在のプロセスのチェック

プロセスが期待どおりに進んでいないように思われるときには， Ctrl/Tを押します。
Ctrl/Tは，現在のプロセスについての統計情報を 1行に表示します。統計情報には，
ノード名，ユーザ名，現在の時刻，現在のプロセス，中央処理装置 (CPU)の使用率，
ページ・フォルト数，入出力処理レベル， CPU特有のページ番号にリストするメモ
リの使用率があります。

会話形式のターミナル・セッション中に Ctrl/Tを押すと，現在実行中のコマンド，コ
マンド・プロシージャ，またはイメージに割り込んで統計情報を表示します。 Ctrl/T
は画面上の文字出力を中断しますが，プロシージャや編集セッションには影響を及ぼ
しません。たとえば，ノードGREENのユーザMCCARTHYが EVEエディタを使用
しているときに Ctrl/Tを押すと，次のような行が EVEのメッセージ・ウィンドウに
表示されます。

GREEN::MCCARTHY 13:45:02 EVE CPU=00:00:03.33 PF=778 IO=295 MEM=315

画面を再表示する場合には， Ctrl/Wを押します。
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省略時の設定では， Ctrl/Tは無効です。システムの実行中にCtrl/Tを押しても，
統計情報が表示されない場合には，DCLの SET CONTROL=Tコマンドを使
用してCtrl/Tを有効に設定できます。DCLレベル (ドル記号( $ )プロンプトが表
示されるレベル)でこのコマンドを入力し，Ctrl/Tを再度押してください。 SET
NOCONTROL=Tなどのコマンドやプログラムを使用して無効に設定しない限り，
プロセスが終了するまで， Ctrl/Tは有効です。Ctrl/Tを押すことによって画面に
情報を表示するには，ターミナルを BROADCASTモードに設定しなければなりま
せん。 BROADCASTモードは (MAILや REPLYによって発行されるような)ブロ
ードキャスト・メッセージの受信を可能にするかどうかを制御します。ターミナル
を BROADCASTモードに設定するには，DCLプロンプトに対してDCLの SET
TERMINAL/BROADCASTコマンドを入力します。

1.11 システムのヘルプについて

オペレーティング・システムにログインすると，HELPコマンドを使用して，シス
テムやコマンドについての情報を得ることができます。第 1.11.3項に示すように，
HELP/MESSAGEコマンドを入力しても，システム・メッセージについてのヘルプ
を得られます。

1.11.1 オンライン・ヘルプの使用方法

次に，OpenVMSコマンドとユーティリティについてのヘルプを得る手順を示しま
す。

手順 タスク

1 DCLプロンプトに対して HELPを入力してから Enterを押す。

トピックのリストが表示された後， Topic?プロンプトが表示される。

2 いずれかのトピックについての情報が必要な場合には，プロンプトの後にトピック名を
入力してから Enterを押す。

3 いずれかのサブトピックについての情報が必要な場合には，プロンプトの後にサブトピ
ック名を入力してから Enterを押す。

指定したサブトピックについての情報が表示される。

4 SHOW USERSトピックとサブトピックのリストを再表示するには， SHOW USERS
Subtopic?プロンプトに対して疑問符( ? )を入力する。リストされたすべてのサブトピ
ックを読みたいときには，アスタリスク( * )を入力する。

5 別のトピックについての情報が必要な場合には， Enterを押す。 Topic?プロンプトが
表示される。

6 HELPを終了する場合には， DCLプロンプトに戻るまで Enterを (何回か)押す。

次の例は， SHOW USERSコマンドについてのヘルプを見るためのコマンドを示し
ています。
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$ HELP

HELP
.
. (HELP message text and subtopics)
.

Topic? SHOW USERS

SHOW

USERS

Displays the user name and node name (in a VAXcluster environment)
of interactive, subprocess, and batch users on the system.

Format

SHOW USERS [username]

Additional information available:

PARAMETER QUALIFIER
/BATCH /CLUSTER /FULL /INTERACTIVE /NETWORK /NODE
/OUTPUT /SUBPROCESS
Examples

SHOW USERS Subtopic? EXAMPLES

SHOW

USERS

Examples
.
. (SHOW USERS Examples message text and subtopics, if any)
.
SHOW USERS Subtopic?
SHOW Subtopic?
Topic?
$

1.11.2 指定コマンドのヘルプを見る

情報が必要なコマンドがわかっている場合には，HELPの後にコマンド名を入力しま
す。たとえば， SHOW USERSコマンドについてのヘルプが必要な場合は，次のコ
マンドを入力します。

$ HELP SHOW USERS

どのコマンドやシステム・トピックを指定するかわからない場合には，HELPコマン
ドのパラメータとしてHINTSと入力します。HINTSテキストには，どんなタスク
をするときには，どのコマンドを使用するか，またはどのようなシステム情報が必要
かが説明されています。

『OpenVMS DCLディクショナリ』にHELPコマンドについての詳しい説明があり
ます。
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1.11.3 システム・メッセージについてのヘルプ

システム・メッセージについてのオンライン・ヘルプを利用する場合には，Help
Messageユーティリティ (MSGHLP)を使用します。最後のコマンドがどのように実
行されたかを知りたいときには，次のように入力します。

$ HELP/MESSAGE

メッセージ識別子やメッセージ・テキストの中の単語を指定すれば，特定のメッセー
ジについての情報も表示できます。たとえば，次のように入力します。

$ HELP/MESSAGE BADACP

メッセージ状態コードを入力すれば，メッセージとその説明も表示できます。

$ HELP/MESSAGE/STATUS=%X00038090

メッセージ状態コードがわからない場合には， SHOW SYMBOLコマンド
と$STATUSグローバル・シンボルを入力することにより表示できます。次の例
を参照してください。

$ SHOW SYMBOL $STATUS
$STATUS == "%X00038090"

Help Messageユーティリティを使用すると，メッセージ・データベースをユーザ独
自のメッセージで更新したり，既存のメッセージ説明にコメントを追加したりできま
す。メッセージ・データベースからメッセージの一部分を取り出して，自分に合わせ
てカスタマイズしたメッセージ・ドキュメントを作成したり印刷したりすることも
できます。Help Message機能の使用方法についての詳細は，『OpenVMS System
Messages: Companion Guide for Help Message Users』を参照してください。

1.12 システムからのログアウト

システムを使用し終わったら，必ずログアウトしてください。これは，登録されてい
ないユーザがアカウントやシステムにアクセスできないようにするためです。また，
ログアウトすると，必要がなくなった資源を他のユーザが使用できるようになるの
で，システム資源も無駄になりません。

ログアウトするには，DCLプロンプトに対して LOGOUTコマンドを入力します。

$ LOGOUT

システムは次のようなメッセージを表示し，ログアウトしたことの確認メッセージを
表示します。

$ LOGOUT
HARRIS logged out at 11-DEC-2002 12:42:48.12
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システムからログアウトできるのは，DCLプロンプト( $ )が出ているときだけです。
プログラムをコンパイルしていたり実行しているとき，テキスト・エディタ (EDTや
EVEなど)を使用しているとき，ユーティリティ (Mailなど)を実行しているときに
は LOGOUTコマンドは入力できません。まず，プログラム，エディタ，ユーティ
リティを終了し，システムがDCLプロンプトを出してはじめて，ログアウトできま
す。

1.12.1 アカウント情報の取得

どのくらいターミナルを操作したか (経過時間)，どのくらいコンピュータを使用し
たか (CPU使用時間)などのアカウント情報を知るには，DCLプロンプトに対して
LOGOUT/FULLを入力します。

$ LOGOUT/FULL

次のような情報が表示されます。

SIMPSON logged out at 11-DEC-2002 12:42:48.12

Accounting information:
Buffered I/O count: 8005 Peak working set size: 212
Direct I/O count: 504 Peak virtual size: 770
Page faults: 1476 Mounted volumes: 0
Charged CPU time:0 00:00:50.01 Elapsed time:0 02:27:43.06

1.12.2 リモート・セッションの終了

リモート・セッションは次の 2種類の方法で終了できます。

• リモート・システムのログアウト・プロシージャを使用する (たとえば，
OpenVMSシステムで LOGOUTコマンドを使用する)。

• Ctrl/Yを 2回押して，リモート・セッションを強制終了するかどうかを質問する
ホスト・システムのプロンプトを表示する。リモート・セッションを強制終了す
るときは， Yを押す。この方法は，リモート・システムで実行しているシステム
のタイプとは無関係に機能する。

リモート・セッションを終了すると，‘‘%REM-S-END, control Entered to node
NODENAME::’’というメッセージが表示され，リモート・ノード接続を確立したシス
テムのプロセスに戻ります。

1.12.3 ネットワーク接続の消失

リモート・システムとの TCP/IPネットワーク接続が切断される場合， TCP/IPで
はベストエフォート・デリバリ・プロトコルを使用します。これは，回線障害などの
エラーが発生した場合に，エラーの回復をせずにデータの受け渡しが試みられるネッ
トワーク・テクノロジの特徴です。

1–25



OpenVMSオペレーティング・システムの概要
1.12システムからのログアウト

リモート・システムとのDECnetネットワーク接続が失われた場合には，DECnetは
通信を再確立するときにデータを再送します。DECnetが前もって決められた時間
切れの時間内に通信を再確立できない場合には，リモート・システムとの接続は終了
し，‘‘Path lost to partner’’というメッセージが表示されます。

1.13 システム・セキュリティを損なわずにログアウトする

セッションからログアウトすると，システム資源を節約でき，ファイルを保護できま
す。ターミナルをオンライン状態のままにしておくと，内部的な侵入の最大の原因に
なります。ターミナルをオンラインにしたまま，オフィスを開放しておくことは，自
分のパスワートや特権を人に教えてしまうのと同じであり，自分のファイルやグルー
プの他のメンバのファイルが保護されなくなります。このような場合，アカウントを
介してアクセス可能なファイルはすべて，誰もが簡単に転送できます。また，ユーザ
のファイルや，そのユーザが書き込みアクセス権を持つ他のファイルを，内部の人間
が悪意で削除したり，ファイル名を変更することもできます。特殊な特権がある場
合，特に Filesカテゴリや Allカテゴリの特権がある場合には，悪意のあるユーザが
大きな損害を与える可能性もあります。

一定時間使用しなくても自動的にロックされないシステム上で作業する場合には，た
とえ短時間でもオフィスを離れるときは，ログアウトしてください。リモート・ログ
インを実行した場合には，それぞれのノードからログアウトしなければなりません。

セキュリティ管理者は，ログアウトするときにダイアルアップ回線への接続を切断す
るようにユーザに指示することがあります。ダイアルアップ回線への接続を切断して
おく理由は次のとおりです。

• オープンされているアクセス回線を誰も使用できません。その回線にアクセスす
るには，アクセス番号が必要であり，個人的に再ダイアルしなければなりませ
ん。

• 使用しているダイアルアップ回線が公共の場所にある場合や，自分が使用した後
に他のユーザがターミナルを使用する可能性がある場合には，特に回線接続を切
断しておくことが重要です。

• また，この操作を実行すると，必要なダイアルアップ回線の数が少なくなるた
め，資源も節約できます。

1.14 ネットワーク

複数のコンピュータ・システムを 1つに連結すると，ネットワークが形成されます。
OpenVMSネットワーク上のオペレーティング・システムは，相互に通信し，情報や
資源を共用できます。ネットワーク内の各システムをネットワーク・ノードまたはホ
ストと呼び，固有の名前やアドレスで識別します。ここでホストとノードは同義語で
あり，ネットワークに接続されたシステムを意味します。
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OpenVMSでは，ネットワーク・プロトコルを選択できます。 1つのネットワーク
で Compaq TCP/IP Services for OpenVMS製品または弊社DECnet製品のどちらか
を使用する方法と， 1つのネットワークで両方の製品を使用する方法があります。
OpenVMSにおける弊社の基本ネットワーク戦略は業界標準ネットワーク・プロトコ
ル群である TCP/IPです。

1.14.1 ネットワーク・ノード

ネットワーク・ノードにログインすると，他のネットワーク・ノードと通信できるよ
うになります。ログインしたノードをローカル・ノード，ネットワーク上の他のノー
ドをリモート・ノードと呼びます。リモート・ノード上のアカウントにアクセスする
と，自分のログインしたローカル・ノードからそのアカウントにログインでき，自分
のローカル・ノードと接続したまま，そのノード上でタスクを実行できます。

第 1.5.2項で，リモート・ノードにログインする方法を説明しています。リモート・
ノードで実行できる操作については，本書の該当する章を参照してください。

1.14.2 ネットワークを介してのプログラムの実行

TCP/IPおよびDECnetソフトウェアがサポートする機能によって，ネットワークを
介してあたかもローカル・ノードで実行するかのようにリモート・ノード上でプログ
ラムを実行できます。ネットワーク・ソフトウェアはオペレーティング・システム内
部に統合されているため，リモート・ファイルにアクセスするプログラムを簡単に作
成できます。アプリケーション・プログラムの中でリモート・ファイルにアクセスす
るには，リモート・ノードの名前と必要なアクセス制御情報をファイル指定の中に含
めるだけで実現できます。

すべての TCP/IPまたはDECnet環境に共通する機能であるタスク間通信を利用すれ
ば，使用するプログラミング言語にかかわらず，同じまたは異なるオペレーティン
グ・システムで動作する 2つのアプリケーション・プログラム同士で通信することが
できます。ネットワーク・アプリケーションの例としては，分散処理アプリケーショ
ン，トランザクション処理アプリケーション，そしてサーバへの接続を行うアプリケ
ーションがあります。

注意

本書のリモート操作の例では，代理アカウントを使用して，リモート・シス
テムで操作できるようにしています。代理アカウントは，ユーザがリモー
ト・システムにアクセスするための方法の 1つです。リモート・システム
にアクセスする他の方法については，『OpenVMSシステム管理者マニュア
ル』を参照してください。
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DCLを使用したシステムとの会話

DIGITALコマンド言語 (DCL)は，オペレーティング・システムに特定の操作を実行
させる命令からなります。DCLには， 200を超えるコマンドと関数があり，これら
を使用してオペレーティング・システムと通信し，さまざまなコンピューティング・
タスクを実行することができます。DCLコマンドを使用すると，次のことが行えま
す。

• システムについての情報を得る。

• ファイルを操作する。

• ディスクや磁気テープなどのデバイスを操作する。

• 作業環境を変更する。

• プログラムを開発し実行する。

• 機密保護を行って，資源が効率良く使用されるようにする。

次の表は，いくつかの一般的なシステム操作を実行する場合に使用されるDCLコマ
ンドを示しています。

コマンド 操作

COPY 指定されたファイルをコピーする。

COPY/FTP TCP/IPネットワーク上のホスト間でファイルを転送する。

CREATE ファイルまたはディレクトリを作成する。

DELETE 指定されたファイルをディレクトリから削除する。

DIRECTORY ディレクトリの内容 (ファイルのリスト)を表示する。

EDIT テキスト・ファイルの内容を調べて変更する。

LOGOUT セッションを終了する。

PRINT 指定されたファイルをプリンタに送って印刷する。

RENAME 指定されたファイルの名前または位置を変更する。

SET 画面上でのシステムの表示のしかたを制御する。

SHOW システムの状態を表示する。

TYPE 指定されたファイルの内容を画面に表示する。

本章では，DIGITALコマンド言語の使用方法について学びます。特に次のことにつ
いて説明します。

• DCLコマンドの入力

• DCLコマンド・ライン
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• DCLコマンドの入力規則

• パラメータの入力

• 修飾子の入力

• 値としての日付と時刻の入力

• コマンドの再呼び出し

• DCLコマンド行の編集

• ターミナル・キーの定義

• キーの組み合わせ

ローカル環境の違い
本書では，標準的なDCLコマンドについてのみ説明します。システム管理者はロー
カル環境をサポートするためにシステムを変更できます。システム管理者は次のこと
ができます。

• 異なるコマンド言語インタプリタの使用

• 標準的なDCLコマンドの省略時の動作の変更

• 一部のDCLコマンドの使用の禁止

• DCLプロンプトなど，システムの一部の省略時の設定の変更

• 拡張ファイル指定による環境の構成

本章で説明するコマンド，修飾子，およびパラメータについての詳細は，
『OpenVMS DCLディクショナリ』とオンライン・ヘルプを参照してください。

2.1 コマンドの入力

DCLコマンドを入力するためには，DCLプロンプト( $ )に対してコマンドを入力し
てから Enterを押します。DCLは大文字と小文字を区別しません。したがって，コ
マンドは大文字または小文字のどちらでも入力できます。1

たとえば，DCLコマンド SHOW TIMEを使用する場合には，次のコマンドを入力し
ます。

$ SHOW TIME

現在の日付と時間が表示された後DCLプロンプトに戻るので，別のコマンドを入力
できます。

11-DEC-2002 15:41:43
$

1 大文字小文字の区別については第 5章を参照。
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2.1コマンドの入力

2.1.1 使用モード

DCLは，次の 2つのモードで使用できます。

• 会話

会話モードでは，ユーザはターミナルからコマンドを入力します。 1つのコマン
ドの実行が終了すると，次のコマンドを入力できます。

• バッチ

バッチ・モードでは，ユーザの代わりにコマンドを実行する別のプロセスをシス
テムが作成します。バッチ・ジョブとは，独立したユーザ・プロセスとして実行
するためにオペレーティング・システムに発行されるコマンド・プロシージャや
プログラムです。コマンド・プロシージャをバッチ実行のために発行した後は，
ターミナルとの会話を続けることができます。

バッチ・ジョブとネットワーク・プロセスは，DCLをバッチ・モードで使用しま
す。プロセスについての詳細は，第 16章を参照してください。

2.1.2 DCLコマンドの種類

DCLコマンドを入力すると，DCLインタプリタがそれを読み込んで解釈します。コ
マンド・インタプリタのコマンドに対する応答は，入力したコマンドの種類によって
異なります。DCLコマンドには，次の 3つの種類があります。

• 組み込みコマンド

DCLインタプリタに組み込まれているコマンドであり，内部的に実行されます。

• プログラムを起動するコマンド

DCLはこの種類のコマンドを受け取ると内部では実行せず，別のプログラムを呼
び出して実行します。コマンドを実行するために起動されたプログラムをコマン
ド・イメージと呼びます。コマンド・イメージは，会話型のプログラムやユーテ
ィリティ (Mailなど)のこともあれば，非会話型プログラム (COPYなど)のことも
あります。

• フォーリン・コマンド

イメージを実行するシンボルをフォーリン・コマンドと呼びます。フォーリン・
コマンドは，コマンド・インタプリタがDCLコマンドとして認識しない名前のイ
メージを実行します。シンボルについての詳細は，第 12章を参照してください。

2.2 DCLコマンド行

DCLには，他の言語と同様，独自の語彙と使用規則があります。 DCLは，語 (語彙)
と語順 (構文または形式)から構成されます。ここでは，この 2つの要素について説明
するとともに，有効なDCLコマンドの構成方法について解説します。
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2.2 DCLコマンド行

次の例は，DCLコマンド行の一般形式と各要素を示しています。

$ PRINT/COPIES = 5 GROCERY.LIS Enter

1 2 3 4 5 6

DCLコマンド行の各要素について説明します。

1 DCLプロンプト

省略時のDCLプロンプトはドル記号( $ )である。DCLと会話している場合，
DCLのコマンド受け入れ準備が整うと，このプロンプトが表示される。

2 DCLコマンド

コマンドの名前を指定する。コマンドは，組み込みコマンド・プログラムを起動
するコマンド，フォーリン・コマンドのいずれかである。この例では，DCLコマ
ンドは PRINTである。

3 修飾子

コマンドの処理内容を詳細に指定する。コマンド全体を変更する修飾子もあれ
ば，特定のコマンド・パラメータだけを変更する修飾子もある。また，値を取る
修飾子もある。修飾子の前には，常にスラッシュ (/)が付く。この例では，修飾子
は/COPIESである。

4 値

修飾子をさらに詳細に指定する。多くの場合，値の前には等号 (=)が付く。値とし
ては，ファイル指定，文字列，数値，DCL キーワードを指定できる。キーワード
とは，特定の構文形式で使用するために予約された語のことである。

この例では，値は 5 (5部)になっている。

5 パラメータ

コマンドの処理内容を指定する。パラメータは，決まった順序でコマンドに指定
しなければならない。パラメータ値としては，ファイル指定，キュー名，論理名
などを指定できる。

6 Enterキー

Enterキーは，DCLコマンド行の最後にくるもので，「コマンドを実行せよ」と
システムに知らせる。

その他に次の項目も，DCLコマンド行で使用可能です。

• ラベル

コマンド・プロシージャの中の行を識別する。ラベルは，コマンド・プロシージ
ャの内部でだけ使用される。ラベルについては，第 13章と第 14章を参照。
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2.2 DCLコマンド行

• キーワード

キーワードは，特定の構文形式で使用するように定義された語の 1つである。キ
ーワードは，指定するDCLコマンドの説明のとおりに使用しなければならない。
たとえば， SET FILEコマンドの/PROTECTION修飾子に対するDCLキーワー
ドには， SYSTEM，OWNER，GROUP，WORLDを使用できる。DCLキーワ
ードは，値を取ることもある。

• ワイルドカード文字

ワイルドカード文字はアスタリスク( * )，パーセント記号( % )，反復記号( ... )，ハ
イフン( - )である。これらの文字はファイル指定の中でファイル名，ファイル・タ
イプ・ディレクトリ名，バージョン番号の一部として，またはそのかわりに使用
でき，対応するフィールドに対して全部であることを示す。ファイルやディレク
トリでのワイルドカード文字の使用方法については，第 3章，第 4章，および第 5
章を参照。

2.2.1 構文

話し言葉がその語順によって意味が変わるのと同じように，DCLでも，コマンド行
の各要素を特定の語順に並べる必要があります。

次の 2つの例は，典型的なDCLコマンドの構文，つまり形式を示しています。

ラベル:コマンド/修飾子=値=キーワード

ラベル:コマンド　パラメータ/修飾子

DCLコマンドには，いくつかの必須パラメータがあります。これらのパラメータは，
必ずコマンド行に入力しなければなりません。これらのパラメータを入力しなけれ
ば，パラメータの情報を求めるプロンプトが表示されます。アンダスコア ( _ )で始ま
る行は，システムが応答を待っていることを意味します。

任意パラメータの入力を求めるプロンプトが表示された場合， Enterを押せば，その
パラメータを省略できます。どちらのプロンプトの場合でも，必須パラメータを入力
した後，残りのパラメータや修飾子を 1つ以上入力できます。

スラッシュ( / )またはアットマーク( @ )を含むパラメータは，二重引用符( "" )で囲む必
要があります。

次の例では， TYPEコマンドはファイル指定を要求しています。ファイル指定は
TYPEコマンドの必須パラメータであるため，このパラメータを指定しなかった場合
には，システムから要求されます。

$ TYPE
_File: WATER.TXT
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2.2 DCLコマンド行

2.2.2 コマンドの取消し

コマンド・プロンプトの後に Ctrl/Zを押すと，DCLはそのコマンドを無視してDCL
プロンプトを再表示します。

2.2.3 省略時の値の使用

省略時の設定と呼ぶ一部の項目は，コマンド行に指定する必要がありません。DCL
が省略時の設定によって操作を実行する場合には，コマンドに特定の値を割り当てた
り，そのコマンドに関連する特定の機能を実行します。コマンドを入力するときに，
これらの値や機能を指定する必要はありません。一般に，値や機能は，ユーザが期待
するものまたは典型的であると考えられるものです。

DCLは，コマンド・パラメータや修飾子など，いくつかのエリアで省略時の値を提供
します。パラメータの省略時の値については，本書で説明されている特定のDCLコ
マンドについての節を参照してください。修飾子の省略時の値については，第 2.5節
を参照してください。

PRINTコマンドの修飾子として部数を指定しなかった場合には，DCLは省略時の値
である 1を使用します。次の例では， PRINTコマンド行に/COPIES修飾子を指定し
ているため，省略時の値が無効になり，ファイルが 4部印刷されます。

$ PRINT/COPIES=4 MYFILE.TXT

2.2.4 複数行のコマンドの入力

1行を超えるコマンドを入力する場合には，次の操作を実行して，コマンドを次の行
に継続できます。

手順 操作

1 コマンド行の最後にハイフン( - )を指定し， Returnを押す。

アンダスコア( _ )の後に DCLプロンプト( $ )が表示される。

2 このプロンプトの後にコマンド行の残りの部分を入力する。

アンダスコアから始まる行は，システムがユーザの応答を待っていることを示す。

次のことに注意してください。

• コマンド名とパラメータなどの間には，適切なスペースを挿入しなければならな
い。

• ハイフンの後に Returnを押すと，スペースは追加されない。

• コマンドを入力するときの行数に制限はない。ただし， 1024文字という制限を超
えないようにしなければならない。
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2.2 DCLコマンド行

• ハイフンを指定せずに長いコマンド行を入力することもできる。これは，長いコ
マンド行のテキストが自動改行されるからである。しかし，コマンド行をハイフ
ンで分割した方が，コマンド行が読みやすくなる。

次の例では，複数の行に継続されるコマンドの入力方法を示しています。

$ COPY/LOG FORMAT.TXT,FIGURE.TXT,ARTWORK.TXT -
_$ SAVE.TXT

DCLコマンドの PIPEコマンドを使用すると， 1つのDCLコマンドから複雑なコマ
ンド処理文を作成することができます。たとえば，同一DCLコマンド行から，次に
示す 1つまたは複数の操作を実行できます。

• パイプライン (コマンドの連続処理)

• 入出力リダイレクト

• 複数の条件コマンドの実行

• バックグラウント処理

詳細は，第 14.20節および『OpenVMS DCLディクショナリ: N–Z』の PIPEコマン
ドの説明を参照してください。

2.3 DCLコマンドの入力規則

DCLコマンドを入力するときには，次の規則が適用されます。DCLコマンドにおけ
る拡張ファイル名の使用については，第 5章を参照してください。

• 大文字と小文字を組み合わせて使用できます。DCLインタプリタは，小文字
を大文字に変換します。パラメータと修飾子値の中の大文字と小文字は，引用
符( ‘‘ ’’ )で囲まれている場合を除いて，同じものとみなします。

• コマンド名と最初のパラメータの間には，ブランクまたはタブを少なくとも 1つ
挿入する。

• 2番目以降のパラメータと前のパラメータや修飾子の間には，ブランクまたはタブ
を少なくとも 1つ挿入する。

• 修飾子の先頭にはスラッシュ (/)を付ける。スラッシュは分割文字として働くの
で，前にブランクやタブを挿入する必要はない。

• パラメータまたは修飾子の値にブランクやタブが含まれる場合には，パラメータ
または修飾子の値を引用符で囲む。

• DCLコマンド行では，空文字 (<NUL>)を指定することはできません。これは，
たとえ二重引用符で囲んでも同様です。

• 各コマンド行は， 127要素 (パラメータ，修飾子，修飾値)を超えてはなりませ
ん。
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2.3 DCLコマンドの入力規則

コマンドの中の各要素は 255文字を超えてはなりません。また，すべてのシンボ
ル1とレキシカル関数2を値に変換した結果得られる，コマンド全体が 1,024文字
を超えないようにすることが必要です。

• 一意的に識別できるのであれば，DCLコマンド名や修飾子を短縮することができ
ます。DCLは初めの 4文字のみを読みます。

たとえば，次の 2つのコマンドは等しくなります。

$ PRIN/COPI=2 FORMAL_ART.TXT

$ PRINT/COPIES=2 FORMAL_ART.TXT

ただし，コマンド・プロシージャの中ではコマンドを短縮しないでください。こ
れは，コマンド・プロシージャの上位互換性や明確さを維持するためです。コマ
ンド・プロシージャの中のでのコマンドの使い方については，第 13章と第 14章
を参照してください。

2.4 パラメータの入力

ファイル指定は，最も一般的なパラメータです。DCLコマンドは，入力ファイル指
定 (コマンドによって処理されるファイル)と出力ファイル指定 (コマンドによって作
成されるファイル)を受け入れます。

コマンド行でパラメータを指定するときには，次の規則が適用されます。

• コマンド説明の中で，大括弧 ([ ])で囲まれた要素は任意項目を示す。たとえば，
次のコマンドでは，ファイル指定を入力しなくてもかまわない。

DIRECTORY [file-spec]

• コマンド説明の中で，大括弧で囲まれていない要素は必須項目である。たとえ
ば，次のコマンドでは，デバイス名を入力しなければならない。

SHOW PRINTER device-name

• 通常，入力ファイル・パラメータは出力ファイル・パラメータの前に指定する。
たとえば，入力ファイル LISTS.TXTを出力ファイル FORMAT.TXTにコピーす
るには，次のように入力する。

• パラメータは， 1つでも複数でも指定できる。パラメータを複数入力する場合に
は，コンマ( , )かプラス記号( + )で区切る。コンマやプラス記号の前後には，スペ
ースやタブ文字をいくつ入れてもかまわない。コマンドの中には，プラス記号を
分割文字としてではなく連結文字として解釈するものもあるので注意すること。

1 情報を短縮してシステムに渡す場合には，シンボルを使用します (第 12章を参照)。
2 レキシカル関数は，システムから情報を得ます (第 15章を参照)。
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2.4パラメータの入力

例
次の例は，入力ファイル LISTS.TXTを出力ファイル FORMAT.TXTにコピーする方
法を示しています。

$ COPY LISTS.TXT FORMAT.TXT

次の例は，ファイル指定の一覧をパラメータとして入力する方法を示しています。

DELETE file-spec[,...]

次の例は，パラメータを複数指定する方法を示しています。ここでは， 3つのファ
イルが 4番目のファイルにコピーされます。 3つのファイル指定 (PLUTO.TXT，
SATURN.TXT， EARTH.TXT)が最初のパラメータです。 PLANETS.TXTは 2番目
のパラメータです。 PLUTO.TXT， SATURN.TXT， EARTH.TXTの各ファイル指
定の間にはスペースがないことに注意してください。

$ COPY PLUTO.TXT,SATURN.TXT,EARTH.TXT PLANETS.TXT

2.5 修飾子の入力

修飾子には，次の 3種類があります。

• コマンド修飾子

• 定位置修飾子

• パラメータ修飾子

短縮した名前が，同じコマンドのすべての修飾子名の間で固有の名前として識別され
る場合には，修飾子名を短縮できます。しかし，コマンド・プロシージャの互換性を
維持するには，コマンド・プロシージャの内部でコマンドと修飾子を短縮しないよう
にしてください。

コマンドには省略時の修飾子が設定されています。コマンドの省略時の設定と異なる
場合を除き，修飾子を指定する必要はありません。この後の節では，修飾子のタイプ
と修飾子の省略時の設定について説明します。各コマンドの省略時の設定について
は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照してください。

2.5.1 コマンド修飾子

コマンド修飾子はコマンドを詳細に指定します。修飾子はコマンド行のどこに指定し
てもかまいませんが，コマンド名の後に指定するのがよいです。複数の修飾子を指定
する場合には，コマンド名の後にまとめて指定します。

次の例では，/QUEUEがコマンド修飾子です。ファイル SATURN.TXTと
EARTH.TXTが印刷キュー LN03_PRINTに登録されます。
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$ PRINT/QUEUE=LN03_PRINT SATURN.TXT,EARTH.TXT

2.5.2 定位置修飾子

定位置修飾子は，コマンドやパラメータの意味に変更を加えるためのもので，コマン
ド文字列内での指定位置によってコマンド全体の意味が異なります。コマンドと最初
のパラメータの間に定位置修飾子を指定した場合には，コマンド文字列全体が影響を
受けます。パラメータの後に定位置修飾子を指定した場合には，そのパラメータだけ
が影響を受けます。

次の例では，最初の PRINTコマンドは，ファイル SPRING.SUNと FALL.SUMの
コピーを 2部印刷することを要求しています。 2番目の PRINTコマンドは，ファイ
ル SPRING.SUMのコピーは 2部要求していますが， FALL.SUMのコピーは 1部し
か要求していません。

$ PRINT/COPIES=2 SPRING.SUM,FALL.SUM
$ PRINT SPRING.SUM/COPIES=2,FALL.SUM

2.5.3 パラメータ修飾子

パラメータ修飾子は，入力ファイルや出力ファイルなどの特定のタイプのパラメータ
と一緒に使用します。

たとえば， BACKUPコマンドは，入出力ファイル指定にだけ適用されるいくつかの
パラメータ修飾子を受け入れます。

次の例の/CREATEDと/BEFORE修飾子は入力ファイルと一緒にしか指定できない修
飾子です。これらの修飾子は，特定の入力ファイルを選択してバックアップ操作を行
います。なお，アスタリスク( * )は，ファイル名に置き換わるワイルドカード文字で
す。 BACKUPは， 2002年 12月 11日以前に作成されたファイル・タイプ TXTを持
つすべてのファイルを選択します。

$ BACKUP *.TXT/CREATED/BEFORE=11-DEC-2002 NEWFILE.TXT

2.5.4 矛盾する修飾子

1つのコマンド行で矛盾する複数の修飾子を使用すると，最も右側の修飾子が優先さ
れます。

コマンドの中には，同一コマンド行に指定できない相反する修飾子が入っているもの
もあります。互換性のない修飾子を使用すると，コマンド・インタプリタはエラー・
メッセージを表示します。
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次の例は矛盾する修飾子を示しています。 PRINTコマンドは，/COPIES=2修飾子
と/NOBURST修飾子だけを受け付けます。これは，これらの修飾子がコマンド行に
最後に入力された修飾子だからです。

$ PRINT MYFILE/COPIES=3/BURST/COPIES=2/NOBURST EARTH.TXT

2.5.5 修飾子が取る値

修飾子には，キーワード，ファイル指定，文字列，数値を指定できます。修飾子に値
を入力するときには，修飾子と値を等号( = )またはコロン( : )で分けます。

修飾子キーワードの中には，さらに情報が必要なものもあります。この場合には，キ
ーワードと値をコロンまたは等号で分けます。

値を必要とする複数のキーワードを指定するには，キーワードを括弧で囲み，キーワ
ードと値を等号( = )またはコロン( : )で分けます。

例

• この例に示したコマンドはどちらも正しいコマンドである。

$ PRINT/COPIES=3 MYFILE.DAT

$ PRINT/COPIES:3 MYFILE.DAT

• この例は，追加情報が必要な修飾子を示している。 "PROTECTION"キーワード
とその値がコロンまたは等号 (=)によって区切られている。

$ SET SECURITY/PROTECTION:GROUP:RW MYFILE.DAT

$ SET SECURITY/PROTECTION=GROUP=RW MYFILE.DAT

• この例は，複数のキーワードを必要とする修飾子を示しており，各キーワードは
複数の値を必要とする。

$ SET SECURITY/PROTECTION=(OWNER=RWD,GROUP=RW) myfile.dat

$ SET SECURITY/PROTECTION=(OWNER:RWD,GROUP:RW) myfile.dat

2.6 値としての日付と時刻の入力

コマンドや修飾子の中には， PRINT/AFTERコマンドのように日付と時刻を値とし
て取るものがあります。このような値は，次のいずれかの形式で指定します。

• 絶対時刻

• デルタ時間

• 複合時刻
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2.6.1 絶対時刻形式

絶対時刻は，特定の日付または時刻を示します。絶対時刻の形式は次のとおりです。

[dd-mmm-yyyy][:hh:mm:ss.cc]

各フィールドは，次のような意味を持っています。

dd 日。 1～ 31の整数。

mmm 月。 JAN， FEB，MAR， APR，MAY， JUN， JUL， AUG， SEP， OCT，
NOV， DEC。

yyyy 年 (西暦)。整数。

hh 時間。 0～ 23の整数。

mm 分。 0～ 59の整数。

ss 秒。 0～ 59の整数。

cc 1/100秒。 0～ 99の整数。

絶対時刻には，次のような規則が適用されます。

• 日付と時刻の右側部分は省略可能。

• 日付と時刻を両方指定する場合には，日付と時刻の間にコロンを挿入する。

• 日付には，少なくとも 1つのハイフンを挿入する。

• 各フィールドを分割する句読点を使用すれば，日付と時刻内部のどのフィールド
を省略してもかまわない。

• 切り捨てられたまたは省略された日付フィールドの省略時の値は，現在の日付の
該当フィールドに設定される。

• 切り捨てられたまたは省略された時刻フィールドの省略時の値はゼロ。

• 現在の時刻または将来の時刻を入力すべきコマンドの中で誤って過去の時刻を指
定すると，現在の時刻が使用される。

絶対時刻は，次のいずれかのキーワードとしても指定できます。

TODAY 今日の 00:00:00.00時

TOMORROW 明日の 00:00:00.00時

YESTERDAY 昨日の 00:00:00.00時

次に，絶対時刻の指定の例をいくつか紹介します。

時刻指定 結果

11-DEC-2002:13 2002年 12月 11日午後 1時

11-DEC 今年の 12月 11日の午前 0時

15:30 今日の午後 3時 30分

19– 今年の今月の 19日の午前 0時

19–:30 今月の 19日の午前 0時 30分
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2.6.2 デルタ時間の形式

デルタ時間とは，現在の日付および時刻から将来の時刻までのオフセット (時間間隔)
のことです。次に，デルタ時間の一般形式を示します。

"+[dddd-][hh:mm:ss.cc]"

各フィールドは，次のような意味を持っています。

dddd 日数。 0～ 9999の整数。

hh 時数。 0～ 23の整数。

mm 分数。 0～ 59の整数。

ss 秒数。 0～ 59の整数。

cc 1/100秒数。 0～ 99の整数。

絶対時刻，デルタ時間，または 2つの組み合わせとして表現できる値として，修飾子
が説明されている場合には，複合時刻の一部であるかのようにデルタ時間を指定しな
ければなりません。たとえば，現在の時刻から 5分間というデルタ時間を指定するに
は，‘‘+:5’’と指定します (‘‘0-0:5’’とは指定しません)。

デルタ時間の指定には，次のような規則が適用されます。

• デルタ時間の右側部分は省略可能。

• 日数を指定する場合には，ハイフンを使用する。

• 各フィールドを分割する句読点を使用すれば，時間表記内のフィールドを省略し
てもよい。

• 時間フィールドを省略したときの省略時の値はゼロ。

次に，デルタ時間の指定の例をいくつか紹介します。

時刻指定 結果

"+3-" 現在から 3日間 (72時間)

"+3" 現在から 3時間

"+:30" 現在から 30分

"+3-:30" 現在から 3日と 30分

"+15:30" 現在から 15時間 30分

2.6.3 複合時刻の形式

絶対時刻とデルタ時間を組み合わせる場合には，絶対時刻と正 (+)または負 (-)の符号
を付けたデルタ時間を指定します。複合時刻の形式は，次のとおりです。

"[絶対時刻][+デルタ時間]"

[絶対時刻][-デルタ時間]
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絶対時刻値とデルタ時間値の可変フィールドと省略時のフィールドには，前の項で説
明した規則と同じ規則が適用されます。

複合時刻を指定する場合には，次の規則が適用されます。

• デルタ時間値の前に正または負の符号を挿入する。負の符号は，キーボード上で
はハイフンと同じキーになる。

• デルタ時間値の前に正または負の符号が付いている場合には，時間指定全体を引
用符で囲む。

• 現在の日付と時刻からデルタ時間をオフセットしたい場合には，絶対時刻値を省
略する。

• 日付と時刻の情報は，できるだけ詳しく指定する。

次の表に，複合時刻の指定の例をいくつか紹介します。

時刻指定 結果

"+5" 現在から 5 時間後。

"-1" 現在の時刻から 1時間を減算した値。負の符号( - )は負のオフセットを
示す。 1の後にハイフンがないので， 1は日付ではなく，時間として
解釈される。

"+:5" 現在から 5分後。

"-:5" 現在の時刻から 5分を減算した値。

"-1-00" 現在の時刻から 1日を減算した値。負の符号( - )は負のオフセットを示
す。( - )ハイフンが日付フィールドと時刻フィールドを分割している。

"31-DEC:+:5" 今年の 12月 31日の午前 0時 5分。絶対時刻指定 (コロンの前)の省
略時の値は，今年の 12月 31日の午前 0時に設定されている。正の符
号( + )は，正のオフセットを示す。

31-DEC:-00:10 今年の 12月 30日の 23時 50分。絶対時刻指定 (コロンの前)の省略時
の値は，今年の 12月 31日の午前 0時に設定されている。 DEC:の後
の負の符号( - )は，負のオフセットを示す。

2.7 コマンドの再呼び出し

DCLレベルでは，前に入力したコマンド行を再呼び出しできるので，長いコマンド行
を何度も入力する手間が省けます。コマンドを再呼び出しすれば，再実行や編集をす
ることができます。

OpenVMS VAXシステムでは，再呼び出しバッファには前に入力したコマンドを最大
20個まで格納できます。

OpenVMS Alphaシステムでは，再呼び出しバッファには前に入力したコマンドを最
大 254個まで格納できます。

前に入力したコマンドを表示する場合には，次のいずれかの方法を使用します。

• Ctrl/Bを押す。
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• 上下の矢印キーを使用する。

• RECALLコマンドを入力する。

2.7.1 Ctrl/Bの使用

Ctrl/Bを一回押すと，すぐ前のコマンド行が再呼び出しされます。 Ctrl/Bをもう一
度押すと， 2つ前のコマンド行が再呼び出しされ，以下も同様になります。

2.7.2 矢印キーの使用

上向き矢印キーを押すと，直前のコマンドが再呼び出しされ，下向き矢印キーを押す
と，直後のコマンドが再呼び出しされます。また，これらの矢印キーを何回も押し
て，以前に実行したコマンドを順に表示させ選択することができます。

2.7.3 RECALLコマンドの使用

コマンド行を調べるには， RECALL/ALLと入力します。再呼び出しできるコマンド
を調べた後， RECALLと入力してから希望のコマンド番号を指定すれば，特定のコ
マンド行を再呼び出しできます。

RECALLの後に，表示したいコマンド行の最初の文字を指定することもできます。
RECALLは，すでに入力したコマンド行を最後から順に検索して，指定した文字で
始まる最初のコマンド行を戻します。

例
次の例は， RECALL/ALLと入力することによって生成される表示を示しています。

$ RECALL/ALL

1 SET DEFAULT DISK2:[MARSHALL]
2 EDIT ACCOUNTS.COM
3 PURGE ACCOUNTS.COM
4 DIRECTORY/FULL ACCOUNTS.COM
5 COPY ACCOUNTS.COM [.ACCOUNTS]*
6 SET DEFAULT [.ACCOUNTS]

次の例は， 4番目のコマンド行を再呼び出しする方法を示しています。

$ RECALL 4

Enterを押すと，DCLプロンプトに続いてリストの中の 4番目のコマンドが表示さ
れます。なお， RECALLコマンド自体は，バッファには登録されません。

たとえば，以前に入力したコマンド EDIT ACCOUNTS.COMを再呼び出しするに
は，次のコマンドを入力します。

$ RECALL E
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Enterを押すと，次のコマンド行が表示されます。

$ EDIT ACCOUNTS.COM

注意

OpenVMS画面管理ソフトウェアを使用するユーティリティやアプリケーシ
ョン・プログラムを実行している場合には， Ctrl/Bと上下の矢印キーを使用
してコマンドの再呼び出しを行うことができます。この場合，行編集機能が
使用可能でなければなりません。このような機能を持つユーティリティに
は，MAIL，OpenVMSデバッガ， SHOW CLUSTER，システム・ダンプ・
アナライザ (SDA)， EVEエディタがあります。

再呼び出しバッファの内容を削除する場合には，次に示すように， RECALLコマン
ドに ERASE修飾子を指定します。

$ RECALL/ERASE

機密保護上の理由から，パスワードを含むコマンドを入力した後は，再呼び出しバッ
ファの内容を削除するとよいでしょう。

2.8 DCLコマンド行の編集

DCLコマンド・レベルでは， 1つ 1つのキーやキーの組み合わせを使用して，入力
内容を変更することができます。ターミナルのタイプが異なると操作特性も異なりま
すが，大半のターミナルは標準ファンクション・キーとライン・エディタで使用でき
るキーを備えています。

ターミナル上で行編集機能が使用可能かどうかを調べる場合には， SHOW
TERMINALコマンドを入力します。

次の例では，行編集は使用可能です。

$ SHOW TERMINAL

Terminal: _VTA2138: Device_Type: VT200_Series Owner: ROHBA
Physical terminal: _TNA2114:
Remote Port Info: Host: 16.32.216.68 Port: 1409

Input: 9600 LFfill: 0 Width: 80 Parity: None
Output: 9600 CRfill: 0 Page: 24
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Terminal Characteristics:
Interactive Echo Type_ahead No Escape
Hostsync TTsync Lowercase Tab
Wrap Scope No Remote Eightbit
Broadcast No Readsync No Form Fulldup
No Modem No Local_echo No Autobaud Hangup
No Brdcstmbx No DMA No Altypeahd Set_speed
No Commsync Line Editing Overstrike editing No Fallback
No Dialup No Secure server Disconnect No Pasthru
No Syspassword No SIXEL Graphics No Soft Characters Printer port
Numeric Keypad ANSI_CRT No Regis No Block_mode
Advanced_video Edit_mode DEC_CRT DEC_CRT2
No DEC_CRT3 No DEC_CRT4 No DEC_CRT5 No Ansi_Color
VMS Style Input

2.8.1 SET TERMINALコマンド

SET TERMINALコマンドを使用すると，ターミナルがDCLコマンド行を編集する
方法を変更することもできます。省略時の設定では， SET TERMINALコマンドに
よる編集内容の変更は，現在のセッションのみに適用されます。ログインするたびに
ターミナルを設定する場合には， LOGIN.COMファイルに SET TERMINALコマン
ドを入れるようにします。

この例では，行編集機能はできません。行編集機能を使用可能にする場合には， SET
TERMINAL/LINE_EDITコマンドを入力します。

$ SET TERMINAL/LINE_EDIT

挿入モードと上書モード
コマンド行は，挿入モードまたは上書モードで編集できます。挿入モードでは，入力
した文字がカーソルの左側に挿入されます。上書モードでは，入力した文字がカーソ
ルの上に示された文字に重ね書きされます。

コマンド行の編集モードを変更する場合には， Ctrl/Aを押します (Ctrl/Aがスイッ
チの働きをします)。セッションの編集モードを変更するには， SET TERMINAL
/INSERTまたは SET TERMINAL/OVERSTRIKEコマンドを入力します。

テキストのラップ
SET TERMINAL/WRAPコマンドを使用すると，画面の 1行に収まらない数の文
字を入力する場合に，テキストは次の行に自動改行されます。 SET TERMINAL
/NOWRAPコマンドで，ターミナル画面の 1行に限度以上に文字を入力すると，その
行の最後の文字の位置に上書きされます。

編集できるのは，カーソルが存在する行だけです。テキストを自動改行するときは，
上向き矢印キーを使用してカーソルを上に移動して，前の行を編集することはできま
せん。カーソルを前の行に移動するには，Deleteキーを使用して現在の行にあるす
べての文字を削除します。
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2.8.2 コマンド行の要素の削除

Backspaceキーを押すと，カーソルが後退し，その場所にある文字が削除されま
す。行編集機能が使用可能な場合には， Ctrl/Uを使用して，行の先頭から現在のカ
ーソル位置までの文字を削除できます。行編集機能が使用できない場合には， Ctrl/U
を使用すると行全体が取り消されます。このとき，システムはその行を無視して，
DCLプロンプトを再表示します。

2.9 ターミナル・キーの定義

キー定義とは，特定のターミナル・キーに文字列を割り当てることです。DEFINE
/KEYコマンドを使用します。キーを定義しておくと，定義したキーを押すだけで文
字列を入力する代わりになります。キー定義には，通常，コマンド行全体またはその
一部が入っています。キー定義を使用すると，キーストロークを減らしてDCLコマ
ンドを入力できるようにキーボードをカスタマイズできます。定義したキーを押す
と，コマンドを/TERMINATE修飾子で定義したかどうかにより，コマンドがターミ
ナルに表示されたり実行されたりします。

省略時には，ターミナルは数値キーパッド・モードに設定されています。 SET
TERMINALコマンドを使用して，数値キーパッドのキーを再定義できます。詳
細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』の SET TERMINAL/APPLICATION_
KEYPAD， SET TERMINAL/NONUMERIC，およびDEFINE/KEYコマンドの説
明を参照してください。

2.9.1 キー・シーケンス

入力したDCLコマンドに加えて，キーの組み合わせを使用してもタスクを実行でき
ます。キーの組み合わせは，別のコマンドを処理しながらシステムを使用するための
手段です。

キーの組み合わせを入力するためには， Ctrlキーを押しながらもう 1つのキーを押し
ます。次の表は，機能ごとにキー・シーケンンスをまとめたものです。

表 2–1 DCLコマンドを入力

キー・シーケンス 機能

Ctrl/Zおよび F10 ターミナルから入力されたデータのファイルの終端を知らせる。

Enter 現在行をシステムに送信して処理させる。ログインしていない場合に
は， Enterはログイン・シーケンスを開始する。
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表 2–2 DCLコマンドに割り込む

キー・シーケンス 機能

Ctrl/T ターミナル出力に割り込んで，現在のプロセスについての統計情報を表
示する。ノード名，ユーザ名，時間，実行中のイメージの名前，現在の
ターミナル・セッションで使用されているシステム資源についての情報
が表示される。

Ctrl/Tキーを使用すると，システムが，動作中かどうかも判別
できる。システムが一時的に応答不能な場合や，ターミナルが
NOBROADCASTに設定されている場合には情報は表示されない。
Ctrl/Tを使用するには，最初に (システム・ログイン・コマンド・プロ
シージャや個人ログイン・コマンド・プロシージャ，または会話の中
で) SET CONTROL=Tコマンドを入力しなければならない。

Ctrl/Y, Ctrl/Cおよ
び F6

コマンド処理に割り込む。 Ctrl/Yを使用不能にするには， SET
NOCONTROL=Yコマンドを使用する。

ほとんどの場合は， DCLプロンプトが戻る。このとき，プログラ
ムは実行中である。いずれかの組み込みコマンドを入力すれば，
CONTINUEコマンドでプログラムの実行を継続できる。なお，
CONTINUEコマンドを入力した後で画面を消去する場合には， Ctrl
/Wを押す。

表 2–3 コマンドを再呼び出しする

キー・シーケンス 機能

Ctrl/B，上向き矢印 以前に入力した最大 20個（VAX）または 254個（Alpha）のコマンド
を再呼び出しする。

下向き矢印 再呼び出しバッファにある次の行を表示する。

表 2–4 カーソル位置を制御する

キー・シーケンス 機能

Backspace 最後に入力された文字を削除する。

Ctrl/A, F14 上書モードと挿入モードを切り替える。省略時のモード (SET
TERMINAL/LINE_EDITINGコマンドで設定)は，各行の冒頭で
再設定される。

Ctrl/D，左矢印 カーソルを 1文字だけ左に移動する。

Ctrl/E カーソルを行末に移動する。

Ctrl/F，右矢印 カーソルを 1文字だけ右に移動する。

Ctrl/H， F12 カーソルを行頭に移動する。

Ctrl/I， Tab カーソルをターミナル上の次のタブ・ストップに移動する。タブ・ス
トップは， 1行の中で 8文字ごとに設定されている。タブ設定値はハ
ードウェア・ターミナル特性で，通常はユーザが変更可能。 Tabキー
は，行編集機能が使用不能の場合も動作する。

Ctrl/J カーソルの左にある単語を削除する。

Ctrl/K 現在行を次の垂直タブ・ストップに進める。

Ctrl/L カーソルを次のページの冒頭に移動する。行編集機能が使用可能な場合
には，このキーの機能は無視される。

(次ページに続く)
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表 2–4 (続き) カーソル位置を制御する

キー・シーケンス 機能

Ctrl/R 現在のコマンド行を繰り返す。カーソルは， Ctrl/Rを押したときの位
置に残る。

Ctrl/U 現在の入力行のカーソルの左にあるテキストを削除する。

Ctrl/V 行編集ファンクション・キーの一部をオフにする。たとえば， Ctrl/V
の後に Ctrl/Dを押すと，カーソルが 1文字左に移動する代わりに，
Ctrl/Dが生成される。 Ctrl/Dは， DCLレベルでの行終了文字。

Ctrl/Vと組み合わせると，行終了文字でない文字は影響を及ぼさな
い。 Ctrl/Hや Ctrl/Jなどがこの例である。ただし， Ctrl/Uなどの制
御キーは，行編集機能を保持したままである。

Ctrl/X 現在行を取り消して，先読みを可能にするバッファにあるデータを削除
する。

F7， F8， F9， F11 予備。

表 2–5 画面表示を制御する

キー・シーケンス 機能

Ctrl/O ターミナルへの表示を一時停止したり再開したりする。 Ctrl/Oを押す
と， Output offまたは Output onと表示される。

Ctrl/S Ctrl/Qが押されるまで，ターミナル出力を一時停止する。

Ctrl/Q Ctrl/Sによって一時停止されていたターミナル出力を再開する。

Ctrl/W 画面表示をリフレッシュする。
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3
ファイル情報の格納

ファイルは，情報を含むシステム・オブジェクトです。この情報は，コンピュータが
理解できる機械可読データのこともあれば，ユーザが入力して操作するテキストのこ
ともあります。ファイルの内容には，ドキュメント，プログラム，アドレス・リスト
などがあります。テキスト・ファイルの内容は，オンラインで表示したり，印刷する
ことによって調べることができます。

プログラムは，イメージまたは実行可能イメージとも呼ばれ，命令やデータを機械が
読み取り可能な形式で含んでいるファイルのことです。一部のプログラムは，DCL
コマンドに関連付けられています。たとえば，DCLの COPYコマンドを入力する
と，システムは SYS$SYSTEM:COPY.EXEというプログラムを実行します。また，
DCLの RUNコマンドの後にプログラム名を入力して起動するプログラムもありま
す。

イメージ・ファイルには，オペレーティング・システムが提供するものと，ユーザ
が作成するものがあり，通常，イメージ・ファイルのファイル・タイプは.EXEで
す。イメージ・ファイルはASCII文字では構成されていないので，DCLコマンドの
TYPE， PRINT，または EDITによって内容を見ることはできません。 (一方，テキ
スト・ファイルは，英字，句読点，数字などの特殊記号を表す標準的な方式である
ASCII文字で構成されています。)

本章では，ファイルを作成したり，処理する方法について，ローカルで作業する場合
と， TCP/IPまたはDECnet for OpenVMSネットワークを介して作業する場合につ
いて説明します。特に，次のことについて説明します。

• ファイル名とファイル指定

• ファイル名でのワイルドカードの使用方法

• その他のファイル名

• ファイルの作成と変更

• ファイルの内容の表示

• ファイルの削除

• 他のユーザからのファイルの保護

• ファイルの印刷

詳細は，以下のマニュアルを参照してください。

• extended file specifications環境でのファイル名については，第 5章

3–1



ファイル情報の格納

• 本章で説明しているコマンドについては，『OpenVMS DCLディクショナリ』お
よびオンライン・ヘルプ

• リモート・ノードへのアクセスについては，『OpenVMSシステム管理者マニュ
アル』

• TCP/IPユーザ・ユーティリティおよびコマンドの使用については，『Compaq
TCP/IP Services for OpenVMS User’s Guide』

• DECnetネットワークについては，『DECnet for OpenVMS Networking
Manual』

• DECnet Phase Vネットワークについては，『DECnet-Plus for OpenVMS
Introduction and User’s Guide』

3.1 ファイル名とファイル指定

ファイルとは，人間と機械の双方が扱えるデータを格納するために，OpenVMSオペ
レーティング・システムが使用する単位のことです。ファイルに名前を付ける場合に
は，システムがそのファイルの格納場所や内容を使用できる情報を指定する。

ファイル名は，ファイルの名前とファイル・タイプで構成されます。名前とファイ
ル・タイプはピリオド (.)で区切られます。また，ファイルにはバージョン番号が設
けられ，複数のファイル・バージョンのファイルを扱うことができます。バージョン
番号を指定しなければ，既存のファイル番号で最も大きな値のバージョン番号が使用
されます。ファイルを編集すると，元のバージョンは変更されず，新しい出力ファイ
ルが作成されます。省略時の設定では，出力ファイルの名前とファイル・タイプは元
のファイルと同じものが使用されますが，バージョン番号は同じ名前の既存のファイ
ルより 1つ大きな値になります。

ファイルの名前，ファイル・タイプ，およびバージョン番号を合わせてファイル指
定と呼びます。

3.1.1 完全なファイル指定

ファイルは，ネットワーク上の特定のコンピュータ (すなわちノード)，そのコンピュ
ータに接続されている特定のデバイスまたはデバイスのセット (ボリュームと呼ばれ
ます)，そのボリューム上の特定のディレクトリにあります。完全なファイル指定と
は，次のとおりです。

• システムがファイルを配置したり識別したりするためのアクセス・パスをもらさ
ず記述している。

• ファイル名に加えてファイルが格納されているディレクトリと，ファイルが存在
するネットワーク・ノードを指定する。

• 完全なファイル指定のことを，ネットワーク・ファイル指定と呼ぶこともある。
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3.1ファイル名とファイル指定

完全なファイル指定を指定する必要はありませんが，システムとユーザの両方が識別
できるようなファイル名あるいはファイル・タイプを指定しなければなりません。た
だし，省略時の構成要素と組み合わせる場合，システムがファイルの位置付けや識別
をするためのファイル指定をする必要があります。1

システムの省略時の設定を無効にする場合，またはネットワークを介してファイル操
作を行う場合には，完全なファイル指定が必要です。完全なファイル指定とは，次の
形式のファイル指定のことです。

ノード::デバイス:[ルート.][ディレクトリ]ファイル名.ファイル・タイプ;バージョン

次に，各構成要素について説明します。

ノード ネットワーク・ノードまたはホスト名。 TCP/IPまたは DECnetをサポ
ートするシステムのみに適用。磁気テープに保存するファイルには適用
しない。ログインしたシステムと同じシステム上のファイルの指定には
使用しない。

デバイス OpenVMSオペレーティング・システムを実行しているコンピュータに
接続されたディスク・ドライブ，テープ・ドライブ，またはその他の周
辺機器を指す用語。各デバイスには，そのデバイスの種類と位置を示
す一意の名前が付けられる。ディスクは， ODS-2 (省略時の値)または
ODS-5 (OpenVMS Alphaのみ)としてフォーマットできる。

ディレクトリ ファイルが格納されるディレクトリの名前。ディレクトリは，大括弧 ([ ])
またはアングル括弧 (<>)で区切る。保存するファイルには適用しない。

ファイル名 ファイルの名前。

ファイル・タイプ ファイル構造やファイル・タイプの識別。

バージョン ファイルのバージョン番号。バージョンは 10進数で表され，ファイルの
新しいバージョンを作成するたびに 1ずつ大きくなる。ユーザが指定し
ない場合には，システムが自動的にバージョン番号を割り当てる。

3.1.2 ファイル指定の規則

ファイル指定の各要素を指定する場合には，次の規則に従います。

• わかりやすいファイル名を付けます。ODS-2ディスクを備えたOpenVMS Alpha
システムとOpenVMS VAXシステムでは，ファイル名には Aから Z(大文字また
は小文字)，数字の 0から 9，( _ )，( - )，チルド (~)，( $ )からなる 39文字を指定で
きます。

• ファイル名の先頭にハイフンは使用しないでください。OpenVMSの一部の旧
いバージョンでは，これをサポートしていない形式のファイル指定があるためで
す。

• ファイル・タイプの先頭はピリオド (.)とします。ODS-2ディスクを備えた
Alphaシステムと VAXシステムにおけるファイル・タイプには，文字の Aから
Z(大文字と小文字のどちらでも指定可)，数字の 0から 9，アンダースコア (_)，ハ
イフン (-)，ドル記号 ($)から選ばれた文字を最高で 39文字 (ピリオドを含む)指定
できます。

1 レコード・マネージメント・サービス (RMS)は，ファイルの処理と管理においてアプリケーション・プログラムを支援す
る OpenVMSの機能です。 RMSは，ファイル指定解析の規則を保持します。 RMSによる部分ファイル指定への省略時の
設定の適用方法については，『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。
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• バージョン番号の先頭文字はセミコロン (;)またはピリオド (.)です。システムがフ
ァイル指定を表示するとき，バージョン番号にはセミコロンが表示されます。

• 磁気テープ上のファイルの参照にディレクトリ・フィールドは使用しないでくだ
さい。 (ディレクトリを使用できるのはディスク上のファイルだけです。)

• ノード名はシステムがネットワークの一部で，目的のファイルがログインしたノ
ードにある場合に使用します。

• ODS-2ディスクのOpenVMS AlphaシステムとOpenVMS VAXシステムでは，
UFD(ユーザ・ファイル・ディレクトリ)名またはサブディレクトリ名には，文字
の Aから Z(大文字と小文字のどちらでも指定可)，数字の 0から 9，アンダースコ
ア (_)，ハイフン (-)，ドル記号 ($)から選ばれた文字を最高で 39文字指定できま
す。サブディレクトリ名の先頭にハイフンは使用できません。

• OpenVMS Alphaバージョン 7.2およびそれ以降では，ディレクトリとルート
名のサブディレクトリ内の文字の合計数 (かぎ括弧と区切り記号のピリオドを
除く)は最高で 512文字です。また，UFDとサブディレクトリ名にもファイ
ル名，ファイル・タイプ，バージョン番号の制限が適用され，ディレクトリ
は<directory-name>.DIR;1形式のファイルとして保存されます。

• 拡張ファイル指定をサポートするシステムとサポートしないシステムが混在する
環境では，制限の多いシステムからは，その能力を越える名前を持つファイルや
ディレクトリをアクセスできません。

詳細については『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。

注意

Extended File Specificationsを使用する環境の場合，これらの規則は異なり
ます。拡張ファイル名について詳しくは，第 5章を参照してください。

3.1.3 DCLコマンドの省略時のファイル・タイプ

コマンドによっては，ファイル・タイプを省略した場合に，システムが省略時の値を
適用することがあります。次の表に，DCLコマンドが使用する一般的な省略時のフ
ァイル・タイプの一部を示します。

ファイル・タイプ 内容

.CLD コマンド定義ファイル

.COM コマンド・プロシージャ・ファイル

.DAT データ・ファイル

.DIF DIFFERENCESコマンドによって作成される出力ファイル

.DIR ディレクトリ・ファイル

.DIS MAILコマンドの配布リスト・ファイル
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ファイル・タイプ 内容

.EXE リンカによって作成される実行可能プログラム・イメージ・ファイル

.HLB ヘルプ・テキスト・ライブラリ・ファイル

.HLP ヘルプ・ライブラリの入力ソース・ファイル

.INI 初期化ファイル

.LIS 言語コンパイラまたはアセンブラによって作成されるリスト・ファイ
ル，または PRINTコマンドと TYPEコマンドの省略時の入力ファイル

.LOG バッチ・ジョブ出力ファイル

.MAI MAILメッセージ・ファイル

.PS PostScript形式のファイル

.SYS システム・イメージ

.TJL DECTPUと ACLエディタによって作成されるジャーナル・ファイル

.TLB テキスト・ライブラリ・ファイル

.TMP 一時的ファイル

.TPU EVEエディタのコマンド・ファイル

.TPU$JOURNAL EVEエディタによって作成されるジャーナル・ファイル

.TXT テキスト・ライブラリの入力ファイルまたはMAILコマンド出力

3.1.4 言語ソース・プログラムの省略時のファイル・タイプ

次の表に，高級言語ソース・プログラムの省略時のファイル・タイプを示します。

ファイル・タイプ 内容

.ADA Compaq Adaコンパイラの入力ソース・ファイル

.BAS BASICコンパイラの入力ソース・ファィル

.B32 VAX BLISS-32コンパイラの入力ソース・ファイル

.C Compaq Cコンパイラの入力ソース・ファイル

.COB Open VMS VAXシステム上のVAX COBOLコンパイラおよび
OpenVMS Alphaシステム上の Compaq COBOLコンパイラの入力
ソース・ファイル

.FOR Compaq Fortran (OpenVMS VAXシステム用 Compaq Fortranはこ
れまで VAX Fortranだった)の入力ソース・ファイル

.M64 OpenVMS Alpha MACRO-64アセンブラの入力ソース・ファイル

.MAP リンカ・ユーティリティによって作成されるメモリ割り当てマップ

.MAR OpenVMS Alpha用VAX MACROアセンブラまたはMACRO-32コン
パイラの入力ソース・ファイル

.MLB MACROアセンブラのマクロ・ライブラリ

.MSG メッセージのテキストを指定するソース・ファイル

.OBJ 言語コンパイラまたはアセンブラによって作成されるオブジェクト・
ファイル

.OLB オブジェクト・モジュール・ライブラリ

.OPT LINKコマンドへの入力用オプション・ファイル

.PAS Pascalコンパイラの入力ソース・ファイル
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ファイル・タイプ 内容

.PLI PL/Iコンパイラの入力ソース・ファイル

.STB リンカ・ユーティリティによって作成されるシンボル・テーブル・フ
ァイル

.UPD VAX MACROソース・プログラムの変更用更新ファイル (SUMSLP
エディタへの入力ともなる)

3.1.5 ファイルのバージョン番号

すべてのファイルには，ファイル名とファイル・タイプに加えて，バージョン番号が
あります。バージョン番号は，ファイルのバージョンを表す 1～ 32,767の 10進数で
す。ファイルを作成すると，ファイルに 1というバージョン番号が割り当てられま
す。

1つのファイルに対して複数のバージョンが存在することもあります。バージョン番
号の指定がない場合には，バージョン番号の最も大きいファイルが使用されます。バ
ージョン番号として 0を指定した場合には，既存の最大バージョンが使用されます。
ファイルの新しいバージョンを作成するコマンド，アプリケーション，テキスト・エ
ディタ (EVEなど)を使用してファイルを変更した場合，ファイル名は変更されませ
んが，バージョン番号は１だけ大きくなります。

バージョン番号の前には，セミコロンまたはピリオドを入れます。ファイル指定を表
示する場合は，ファイル・バージョン番号の前にセミコロンが表示されます。

ゼロまたは負のバージョン番号を指定すると，ファイルのバージョンを相対的に表す
ことができます。ゼロを指定すると，ファイルの最新 (最も大きい)バージョンが使用
されます。 -1を指定すると最新バージョンの前のバージョン， -2を指定するとその
前のバージョンが使用されます。以下同様です。ファイルの最も古い (最も小さい)バ
ージョンを探す場合には，バージョン番号として -0を指定します。バージョン番号が
32767より大きいファイルを作成することはできません。バージョン番号が 32767よ
り大きい新しいファイルを作成しようとした場合には，エラー・メッセージが表示さ
れます。

CREATE/DIRECTORY， SET DIRECTORY，または SET FILEコマンドで
/VERSION_LIMIT修飾子を指定すると，ファイルのバージョン番号を制御できま
す。バージョンの上限値を超えると，最も小さいバージョン番号のファイルが自動
的に削除されます。たとえば，バージョンの上限値が 5の場合には，ファイルの 6
番目のバージョン (ACCOUNTS.DAT;6)を作成すると，ファイルの最初のバージョ
ン (ACCOUNTS.DAT;1)が削除されます。DIRECTORY/FULLコマンドを実行す
ると，作成できるバージョンの制限を確認できます。作成できるバージョンの制限
は，File attributes:フィールドに表示されます。
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3.1.6 ネットワーク・ノード名

ノードとは，コンピュータ・ネットワークを構成する個々のシステムのことです。使
用しているシステムがネットワークの一部である場合は，ログインしたときにアクセ
スするノードのことをローカル・ノードと呼びます。そして，ネットワークの中のこ
れ以外のノードをリモート・ノードと呼びます。リモート・ノードのファイルを指定
する場合には，ノード名を使用します。
ノード指定の形式は，次のとおりです。

ノード["アクセス制御文字列 "]::

ファイル指定の一部としてノード名を入力する場合には，次の規則に従います。

• ノード名には 1～ 6文字の英数字を指定できるが，少なくとも 1文字の英字が必
要である。次の例を参照。

AFTP1
F2OTR2
MYNODE

• ノード名の後には，アクセス制御文字列の有無にかかわらず必ずダブルコロン
を( :: )を付ける。

• ノード名を指定する場合には， 0～ 42文字のアクセス制御文字列を含めることが
できる。アクセス制御文字列には，リモート・ノードに送信するログイン情報を
含める。アクセス制御文字列については，第 3.1.12項を参照すること。

アクセス制御文字列の後に，ダブルコロンを付けること。

• ノード名の代わりに論理ノード名を使用できる。論理ノード名については，第 11
章を参照。

3.1.7 DECnet-Plusの完全なノード名の指定

OpenVMSシステムでは，完全なノード名を指定できます。しかし，完全なノード名
を認識するためには，DECnet–Plusソフトウェアがインストールされていなければな
りません。

完全なノード名の長さは最大 255文字であり，次の文字を除き，他の文字はすべて使
用できます。

• スペース

• タブ

• 特殊文字:カンマ( , )，引用符( " " )，スラッシュ( / )，感嘆符( ! )，等号( = )，プラス
記号( + )，アットマーク( @ )，一重引用符( ’ )，括弧( ( ) )，二重コロン( :: )

• 最初の文字または最後の文字として使用する場合の 1つのコロン( : )
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完全なノード名が引用符( " " )で囲まれている場合には，単独で使用する引用符を除
き，他のすべての文字を使用できます。ノード名の内部で引用符を使用するときは，
2つの連続する引用符を指定し，引用符も含めて文字列全体を引用符で囲まなければ
なりません。

OpenVMSソフトウェアでは，ノード名の構文に関していくつかの規則を設定してい
ますが，実際の正しいノード名は，システムで実行されているDECnetソフトウェア
によって制限されます。完全なノード名についての詳しい説明は，DECnet–Plusに関
するマニュアルを参照してください。 (有効な文字コードを含め)構文規則についての
詳細は，『DECnet–Plus DECdns Management Guide』を参照してください。

次の例では，ノード名の内部で引用符を使用しているため，文字列全体が引用符に囲
まれています。

"MARY:.UNIVERSITY.""SCIENCE LAB"""

次の例は正しい完全なノード名を示しています。

MYNODE
MASSACHUSETTS:.BUSINESS.YOURNODE
A.B;C

3.1.8 TCP/IP名およびアドレスの指定

TCP/IPでは，特に指定のない限り，コマンド行でホストを指定する場合，ホスト
名，完全修飾ドメイン名，またはホストの IPアドレスを使用できます。ホストの相
対名は，完全修飾ドメイン名を含まない単純名です。すなわち，ピリオド (.)を含み
ません。 TCP/IP構文規則については，『Compaq TCP/IP Services for OpenVMS
User’s Guide』を参照してください。

3.1.9 DECnet使用によるリモート・ノード上のファイルへのアクセス

リモート・ノードのファイルにアクセスすると，DECnetはリモート・ノードでログ
インします。このためには，そのノードについてのログイン情報が必要になります。
ノードについてのログイン情報は，アクセス制御文字列で指定できます。アクセス制
御文字列を省略した場合には，リモート・ノードに送られるログイン情報は次のよう
にして判別されます。

• リモート・ノードに代理ログイン・アカウントがある場合には，システムはその
アカウントを使用してログインする。代理ログイン・アカウントを使用すると，
指定されたユーザだけがノードにログインできる。

• 代理ログイン・アカウントが存在しない場合には，リモート・ノードのシステム
管理者によって指定された，省略時のDECnetアカウントが使用される。
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アクセス制御文字列を指定すると，システムはその文字列を使用してリモート・ノー
ドにログインします。ファイル指定の残りの部分は，リモート・ノードに渡されてか
ら，そこで解釈されます。

ファイル指定の一部としてローカル・ノードを指定すると，ローカル・ノードにファ
イルが存在していても，システムはネットワークを介してログインしてファイル操作
を行います。リモート・システムへのアクセス方法については，『OpenVMSシステ
ム管理者マニュアル』を参照してください。

注意

これ以降，この章のノード名を指定する例には，必ずしもアクセス制御文字
列は入っていません。これは，代理アカウントを使用すれば，ユーザはリモ
ート・システムで操作を実行できるからです。

3.1.10 TCP/IP使用によるリモート・ノード上のファイルへのアクセス

Compaq TCP/IP Services for OpenVMSでは，ネットワークの他のホストにある
ファイルのアクセスや転送に FTP(ファイル転送プロトコル)を使用します。 FTPを
使用するには， Compaq TCP/IP Services for OpenVMSへのアクセス許可がある
OpenVMSシステムのアカウントと，リモート FTPホスト上のユーザ・アカウント
が必要です。場合によっては， TCP/IPでアカウントとパスワードを指定せずにリモ
ート・ホストに接続できます。その機能が有効でなければ，リモート・ホスト用のユ
ーザ認証情報が必要です。 FTPコマンドの使用方法については，『Compaq TCP/IP
Services for OpenVMS User’s Guide』を参照してください。

3.1.11 ネットワーク・ファイル指定の使用方法

ネットワーク・ファイル指定には，次の 3つの形式があります。

• 一般的なファイル指定

• フォーリン・ファイル指定

• タスク・ファイル指定

どの形式でも，ノード指定にアクセス制御文字列を入れることができます。詳細は，
『DECnet User’s Manua』および『Compaq TCP/IP Services for OpenVMS User’s
Guide』を参照してください。

3.1.11.1 従来のファイル指定

ファイルの一般的な形式を以下に示します。

ノード::デバイス:[ディレクトリ]ファイル名.タイプ;バージョン
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3.1.11.2 フォーリン・ファイル指定

フォーリン・ファイル指定とは，OpenVMS構文に従わないファイル指定のことで
す。たとえば，次のようなものがあります。

ノード::"フォーリン・ファイル指定文字列 "

次の例では，ファイル名に，疑問符 (?)という有効なファイル名文字として認識され
ない文字が含まれているため，ファイル名は引用符 (" ")で囲まなくてはなりません。
また，アクセス中のリモート・ノードのオペレーティング・システムが認識する形式
になっていなければなりません。

$ COPY BOSTON::"TEST?.DAT" *

3.1.11.3 タスク指定文字列

タスク指定文字列は，リモート・ノードで実行されるプログラムを識別します。プロ
グラムの内部でタスク指定文字列を使用すれば，プログラムはリモート・ノードの他
のプログラムと通信できます。タスク指定文字列の形式は次のとおりです。

ノード::"タスク指定文字列 "

この例のタスク指定は，リモート・ノード BOSTONのプログラム TEST2を表して
います。

BOSTON::"TASK=TEST2"

注意

ファイルを UNIXシステムにコピーしたり，ファイルを UNIXシステムからコ
ピーしたりする場合には制限事項があります。詳細は，『OpenVMS Record
Management Utilities Reference Manual』を参照してください。

3.1.12 アクセス制御文字列の指定方法

アクセス制御文字列は，リモート・ノード上でログインできるアカウントを指定しま
す。アクセス制御文字列を持つノード名は，次のような形式になります。

ノード "アクセス制御文字列 "::

アクセス制御文字列は引用符 ("")で囲み，その後にダブルコロン (::)を付けます。

OpenVMSシステムの場合，アクセス制御文字列は，ユーザ名と，それに続く 1つ以
上のスペースまたはタブとパスワードから構成されます。 ACLについての詳しい説
明は，第 10章を参照してください。

次の例では， BOSTONはネットワーク・ノード名です。 "HIGGINS
ETUHCARAP"はアクセス制御文字列です。

• HIGGINSは BOSTONノードでのユーザ名である。
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• ETUHCARAPは，その名前に割り当てたパスワードである。

$ DIR BOSTON"HIGGINS ETUHCARAP"::WEASEL2:[BORIS]ACCOUNTS.DAT

3.2 ファイル名でのワイルドカードの使用方法

1つのDCLコマンドを，一度に 1つのファイルではなく，複数のファイルに適用す
る場合には，ワイルドカード文字を使用します。入力されたファイル指定の一部に一
致するファイルであれば，コマンドが適用されます。

本章で示す例の多くは，ファイル操作でのワイルドカード文字の使い方を示していま
す。DCLコマンドでのワイルドカード文字の使い方は，コマンドによって異なりま
す。

多くのDCLコマンドでは，ディレクトリ名，ファイル名，またはファイル・タイプ
を指定する場合，ワイルドカードとしてアスタリスク( * )またはパーセント記号( % )の
両方を使用できます (ディレクトリに対して使用できるワイルドカードについての説
明は，第 4.5節を参照してください)。バージョン番号はアスタリスク (;*)を使用でき
ますが，パーセント記号，ワイルドカードと数詞の組み合わせは使用できません。

OpenVMSバージョン 7.2およびそれ以降を実行する Alphaシステムでは，パーセン
ト記号 (%)のかわりに疑問符 (?)を使用できます。

Extended File Specificationsを使用するシステムで作業をしている場合，別のワイ
ルドカード・オプションについては，第 5章を参照してください。

3.2.1 アスタリスク( * )・ワイルドカード文字

アスタリスク( * )・ワイルドカード文字を使用する場合には，次の条件を満たしてく
ださい。

• ディレクトリ名，ファイル名，ファイル・タイプの各フィールドのフィールド全
体またはその一部になっていること。

• バージョン番号フィールドの全体。一部のみを指定することはできない。

アスタリスク( * )・ワイルドカード文字は次の場合に使用できます。

• 個々のファイル名を指定せずに，多くのファイルを処理する場合

• 選択されるファイルを特定のグループに制限する場合

• ディレクトリ指定の内部で使用する場合
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例
次の例では，ファイル指定は，[FROGMAN]ディレクトリの中のすべてのファイルの
すべてのバージョンを選択します。

$ PRINT [FROGMAN]*.*;*

次の例では，現在の省略時のディレクトリの中で，ファイル・タイプ.DATを持つフ
ァイルだけが表示されます。

$ TYPE *.DAT;*

次の例は，[FROGMAN]から 1レベル下のサブディレクトリの中で，ファイル・タイ
プ.DATを持つすべてのファイルを選択します。

$ DIRECTORY [FROGMAN.*]*.DAT

次の例では，ワイルドカード文字をディレクトリ指定に使用しています。

$ TYPE [*.*.*]AVERAGE.*;*

このファイル指定は，現在の省略時のディスク上の 2番目のレベルのサブディ
レクトリの中で，任意のファイル・タイプの AVERAGEというファイル名のす
べてのファイルの全バージョンを選択します。たとえば，このファイル指定で
は，[A.B.C]AVERAGE.DATは選択しますが，[X.Y]AVERAGE.DATは選択しませ
ん。

3.2.2 パーセント記号( % )ワイルドカード文字

パーセント記号( % )ワイルドカード文字は，ファイル指定の中の任意の 1文字の代わ
りとして使用します。パーセント記号は，ディレクトリ，ファイル名，ファイル・タ
イプの各フィールドで使用できます。ただし，バージョン番号フィールドや ANSI磁
気テープ・ファイル指定では使用できません。パーセント記号は， 1つのフィールド
の中の 1文字と置き換えられるので，置き換える対象となる文字が必要だからです。

パーセント記号はいくつでも指定でき，他のワイルドカード文字と組み合わせること
もできます。

次の例は，DISTRICTの後に 1文字が続くファイル名で，ファイル・タイプが.DAT
であるファイルの最新バージョンを表示します。

$ TYPE [JONES.TAXES.PROPERTY]DISTRICT%.DAT

この例で表示されるのは，ファイルDISTRICT1.DAT，DISTRICT2.DAT，
DISTRICT3.DATなどです。ファイルDISTRICT4_5.DATは，DISTRICTの後
に 2文字以上続いているので表示されません。また，ファイルDISTRICT.DATも表
示されません。
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たとえば，次のような指定も可能です。

$ [MA*]INS%%%A*.J*;*

3.3 その他のファイル名

これ以降の節では，OpenVMS環境でサポートされるファイル名の他のタイプについ
て説明します。

3.3.1 空のファイル名とファイル・タイプ

ファイル名やファイル・タイプなどのファイル指定の構成要素を指定しない場合，そ
の多くはDCLコマンドやユーティリティによる (組み込み)構文解析時に省略時の値
に置き換えられます。たとえば， FORTRANコマンドでは省略時のファイル・タイ
プまたは.FORを使用します。以下のコマンドを実行すると， FORTRANコンパイラ
はファイル FILE.FORをコンパイルします。
$ FORTRAN FILE

また，DIRECTORYコマンドでは欠落した要素のかわりにアスタリスク・ワイルド
カードが使用されます。たとえば以下のコマンドでは，ファイル・タイプに関係なく
(ピリオド (.)を含む)ファイル名 FILEを持つすべてのファイルが表示されます。

$ DIRECTORY FILE

ファイルには空 (ヌル値)のファイル名，または区切りピリオドだけのファイル・タイ
プ (空のファイル・タイプともいう)を指定できます。たとえば，以下のファイル名は
有効です。

.TMP
TEMP.

3.3.1.1 空のファイル・タイプによるファイル参照

以下に示すように，区切り記号のピリオドだけのタイプによるファイル参照を使用で
きます。

$ DIRECTORY TEMP. !

ファイル名区切り記号がないので，空のファイル名によるファイル参照はできませ
ん。ファイル名がないファイル参照は，ファイル名がないものと解釈されます。

以下のコマンドでは，ファイル.TMPだけでなく，タイプ.TMPのすべてのファイル
のリストが表示されます。ディレクトリ・ユーティリティが，欠落しているファイル
名を "*"に自動的に置き換えるからです。

$ DIRECTORY .TMP
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3.3.2 磁気テープの代替ファイル名の使用方法

標準 (ODS-2互換)ファイル名に加えて，オペレーティング・システムは ANSIラベ
ルの磁気テープの代替ファイル命名規則もサポートします。次の形式をとります。

"ファイル名 ".;バージョン

ファイル名には， ASCII "a"文字セットの 1～ 17文字を指定できます。この文字セッ
トには，数字，英大文字，スペースに加えて，次の文字も含まれます。

! " % ’ ( ) * + , - . / : ; < => ? & _

また， ANSI磁気テープ・ファイル名では，アスタリスク( * )文字も使用できます。

詳細は，『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。

3.4 ファイルの作成と変更

これ以降の節では，OpenVMS環境でサポートされるツールやコマンドを使用して，
ファイルを作成および変更する方法を説明します。

テキスト・ファイルを作成および変更できる会話型エディタです。OpenVMSに標準
装備されているテキスト・エディタは， EVEと EDTですが，これ以外のエディタも
使用できます。

また，DCLのコマンド CREATE， COPY， RENAMEを使用しても，ファイルを作
成したり変更したりできます。この節では，これらのコマンドを使用して，ファイル
を作成したり変更したりする方法について説明します。

Extended File Specificationsを使用する環境で作業を行っている場合，その環境に
おけるファイルの作成，コピーについての詳しい情報については，第 5章を参照して
ください。

3.4.1 ファイルの作成

CREATEコマンドはテキスト・ファイルを作成します。 CREATEコマンドでファイ
ルを変更することはできません。また， Enterを押した後は，前の行に戻って変更す
ることもできません。 CREATEコマンドで作成したファイルを変更するには，テキ
スト・エディタを使用します。 Ctrl/Zはファイルの終端を知らせるもので，これを押
すと，DCLコマンド・レベルに戻ります。

次の例では， CREATEコマンドを入力し，テキスト行を入力することにより，
TEST.TXTという名前のファイルを作成します。

$ CREATE TEST.TXT
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this is a test
12345678

Ctrl/Z

3.4.2 ファイルのコピー

COPYコマンドを使用すると，次のものを複製 (コピー)できます。

• 既存のファイルの内容を新しいファイルに複製できる。

• 一度に多くのファイルを複製できる。

• COPYコマンドに/SINCE修飾子を指定すると，指定した条件を満足するファイ
ルだけを複製できる。

例
次の例では， FEES.DATファイルが RECORDS.DATにコピーされる。

$ COPY FEES.DAT RECORDS.DAT

次の例では，省略時のディレクトリ内のすべての.TXTファイルが別のディレクトリ
にコピーされる。

$ COPY *.TXT;* [SAVETEXT]*.*;*

次の例では，[JONES.LICENSES.DOG]ディレクトリ内のファイルのうち， 1999年
12月 11日以降に変更されたファイルだけが省略時のディレクトリにコピーされる。

$ COPY/SINCE=11-DEC-1999/MODIFIED [JONES.LICENSES.DOG]*.* *

3.4.3 ファイルの連結

COPYコマンドで，ファイルを連結することができます。たとえば，省略時のディレ
クトリで FEES1.DATを FEES.DATに追加する (FEES.DATの新しいバージョンを
作成する)場合には，次のように入力します。

$ COPY FEES.DAT,FEES1.DAT FEES.DAT

FEES.DATの後のコンマとファイル名 FEES1.DATの間に，スペースは必要ありま
せん。

3.4.4 DECnetを使用してリモート・ノードからファイルをコピーする

別のノードにあるファイルを使用中のノードにコピーするには， COPYコマンドを使
用します。たとえば，ノード CHAOS上のディレクトリDISK2:[PUBLIC]にあるす
べてのファイルの最新バージョンを，省略時のディレクトリに同じ名前でコピーする
場合には，次のように入力します。
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$ COPY CHAOS::DISK2:[PUBLIC]*.* *

3.4.5 DECnetを使用して使用中のノードにあるファイルをリモート・ノードにコ
ピーする

使用中のノードにあるファイルをリモート・ノードにコピーする場合には， COPYコ
マンドを使用します。システム間でファイルをコピーしようとしたときに，保護違反
またはDECnetエラー・メッセージが表示された場合には，メールでファイルをコピ
ーするか，または，アクセス制御文字列を使用して回避することができます。

たとえば，省略時のディレクトリにあるすべてのファイルの最新バージョンを，ノー
ド CHAOS上のディレクトリDISK2:[STAFF_BACKUP]に同じ名前でコピーする場
合には，次のように入力します。

$ COPY *.* CHAOS::DISK2:[STAFF_BACKUP]

3.4.6 TCP/IPを使用してリモート・システム上へファイルをコピーする

TCP/IPでは，ネットワークの他のホストにあるファイルのアクセスや転送に FTP(フ
ァイル転送プロトコル)サービスを使用します。リモート・ホストからローカル・ホ
ストにファイルを転送するには，GETコマンドを使用します。ローカル・ホストか
らリモート・ホストにファイルをコピーするには， PUTコマンドを使用します。こ
れらのコマンドを使用するには，リモート・ホストとのアクティブな FTPセッショ
ンが必要です。セッション時には，いくつでも FTPコマンドを入力できます。 FTP
コマンドの使用方法については，『Compaq TCP/IP Services for OpenVMS User’s
Guide』を参照してください。

たとえば，次のコマンドは，ファイル FEES.DATをノード CHAOSの JONESアカ
ウントに送信します。

$ MAIL/SUBJECT="Fee schedule" FEES.DAT CHAOS::JONES

3.4.7 ファイルをコピーするためのアクセス制御文字列の使用

保護違反を受信した後，ファイルをコピーするには，ファイル指定のノード名の後に
アクセス制御文字列を指定できます ( 第 3.1.12項を参照)。

次の例では，ユーザは CHAOSノードに，ユーザ名が SMITHで，パスワードが
SPG96PRTであるアカウントを持っています。ユーザは，省略時のディレクトリの
すべてのファイルの最新バージョンを CHAOSのアカウントにコピーします。

$ COPY *.* CHAOS"SMITH SPG96PRT"::DISK2:[STAFF_BACKUP]
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3.4.8 ファイル名の変更

RENAMEコマンドは，ファイルに新しい名前を付けます。また，場合によっては，
そのファイルを異なるディレクトリに格納します。ファイルの変更後は，ファイル
FEES.DAT;4は省略時のディレクトリには存在しなくなることに注意してください。
RENAMEコマンドを使用するときは，入力位置と出力位置が同じデバイス上になけ
ればなりません。

次の例では，ファイル FEES.DATが新しい名前 RECORDS.DATに変更され，省略
時のディレクトリから[SAVETEXT]ディレクトリに移動されます。

$ RENAME FEES.DAT;4 [SAVETEXT]RECORDS.DAT

3.5 ファイルの内容の表示

これ以降の節では，OpenVMS環境でサポートされるツールやコマンドを使用して，
ファイルの内容を表示する方法を説明します。

3.5.1 TYPEコマンドの使用

ファイルの内容を画面に表示する場合には，DCLプロンプトに対して TYPEコマン
ドとファイル名を入力します。省略時の設定では，ファイルの最新バージョンが表示
されるので，ファイル指定にバージョン番号を指定する必要はありません。

次の例では， STAFF_VACATIONS.TXTファイルの最新のバージョンが表示されま
す。

$ TYPE STAFF_VACATIONS.TXT

3.5.2 表示内容を制御する

TYPEコマンドに/PAGE修飾子を指定すると，一度に 1画面分の情報だけを表示する
ことができます。 Enterを押せば，次の画面を見ることができます。

/READ_ONLY修飾子を付けて会話型のテキスト・エディタ (たとえば， EVEや
EDT)を起動した場合も，会話形式の編集コマンドを使用して，ファイルの中で移動
したり特定の文字シーケンスを検索することができます。 READ_ONLY修飾子を指
定すれば，ファイルの変更ができないので会話型のエディタを終了するときにファイ
ルを誤って変更してしまう恐れがなくなります。
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3.5.3 リモート・ノードのファイルを表示する

DECnetを使用している場合，リモート・ノード上のファイルの内容を表示するに
は，ファイル指定の中にノード名，ディスク，そしてディレクトリを指定します。

次の例では，COMPANY_HOLIDAYS.TXTファイル (リモート・ノード CHAOSに存
在するファイル)が表示されます。

$ TYPE CHAOS::DISK2:[PUBLIC]COMPANY_HOLIDAYS.TXT

TCP/IPでファイルやリモート・ノードの内容を表示するには， FTP VIEWコマン
ドを使用し，ファイル名を指定します。ファイルが現在の作業ディレクトリにない場
合，ディレクトリ名を加えてファイル名を指定してください。 FTP VIEWコマンド
については，『Compaq TCP/IP Services for OpenVMS User’s Guide』を参照して
ください。

3.5.4 ワイルドカードによるファイルの表示

アスタリスク (*)・ワイルドカードを使用すると，特定のファイルの全バージョンを表
示できます。

たとえば，ディレクトリ[JONES]のファイル LOGIN.COMの全バージョンを表示す
る場合には，次のように入力します。

$ TYPE [JONES]LOGIN.COM;*

ディレクトリ[JONES]の中で， STAFFで始まるあらゆるファイル・タイプを持つす
べてのファイルの全バージョンを表示する場合には，次のように入力します。

$ TYPE [JONES]STAFF*.*;*

3.5.5 複数のファイルの表示

TYPEコマンド行に 2つ以上のファイルを指定すると，指定した順序でファイルが表
示されます。ワイルドカード文字を使用すると，ファイルはアルファベット順に表示
されます。

3.6 ファイルの削除

DELETEコマンドは，ファイルをディレクトリから削除し，そのファイルが占有し
ていたディスク領域を解放して他のファイルが使用できるようにします。DELETE
コマンド使用するときは，各ファイル指定にバージョン番号を指定するか，バージョ
ン番号としてアスタリスク (*)・ワイルドカード文字を指定しなければなりません。
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たとえば，ファイル POUND.LISのバージョン 17を削除する場合には，次のように
入力します。

$ DELETE POUND.LIS;17

POUND.LISのバージョン 16と 17を削除する場合には，次のように入力します。

$ DELETE POUND.LIS;16,;17

ファイル POUND.LISのすべてのバージョンを削除する場合には，次のように入力し
ます。

$ DELETE POUND.LIS;*

ワイルドカード文字で複数のファイルを削除する場合には，/CONFIRM修飾子を使
用して，削除するたびに確認するとよいでしょう。また，削除する場合には，ファイ
ルの名前を表示するとよいでしょう。この場合は，DELETEコマンドと一緒に/LOG
修飾子を指定します。

たとえば，サブディレクトリ[JONES.LICENSES.DOG]のすべてのファイルを削除し
てよいかどうかを確認する場合には，次のコマンドを入力します。

$ DELETE/CONFIRM *.*;*
DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]FEES.DAT;4, delete? [N]: Y
DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]FEMALE.LIS;6, delete? [N]: Y
DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]MALE.LIS;3, delete? [N]: N
DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]POUND.LIS;17, delete? [N]: Y

次の例では，コマンドを入力すると，ファイルを削除した後でそのファイルの名前が
表示されます。

$ DELETE/LOG *.LIS;*
_%DELETE-I-FILDEL, DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]FEMALE.LIS;6 deleted (35 blocks)
_%DELETE-I-FILDEL, DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]MALE.LIS;3 deleted (5 blocks)
_%DELETE-I-FILDEL, DISK1:[JONES.LICENSES.DOG]POUND.LIS;17 deleted (9 blocks)

3.6.1 PURGEコマンドの使用方法

PURGEコマンドは，省略時のディレクトリまたは指定されたディレクトリに存在す
る指定されたファイル (または全ファイル)の最新バージョン以外のバージョンをすべ
て削除します。ファイルを更新した後でファイルの古いバージョンをパージするよう
にすると，ディスク上に未使用領域を確保できます。

たとえば，省略時のディレクトリにある各ファイルの 2つの最新バージョンを残して
すべてのバージョンをパージする場合には，次のように入力します。

$ PURGE/KEEP=2
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3.7 他のユーザからのファイルの保護

これ以降の節では，ファイルを保護する方法を説明します。詳細は，以下を参照して
ください。

• ディレクトリの保護については第 4章

• ファイル保護の変更については第 10章

3.7.1 アクセス制御リスト (ACL)

自分以外のユーザがファイルをアクセスできないようにする場合には，保護を設定す
るか，ファイルの ACLを変更します。保護を設定したりファイルの ACLを変更する
場合には，ファイルを所有しているか，ファイルの制御アクセス権を持っているか，
GRPPRV， SYSPRV， BYPASS， READALL特権を持っていなければなりません。

3.7.2 ファイル保護の種類

ファイル保護には，省略時の保護と明示的な保護の 2種類があります。ファイルを作
成すると，そのファイルには通常，親ディレクトリと同じ保護が割り当てられます。
これが省略時の保護です。 CREATE/PROTECTIONコマンドを使用してファイルを
作成した場合や， SECURITY/PROTECTIONコマンドを使用して既存のファイルの
保護を変更する場合には，明示的なファイル保護を使用します。

ファイルを完全に保護するには，そのファイルが存在するディレクトリにも同等の保
護またはそれ以上の保護を適用しなければなりません。

3.8 ファイルの印刷

これ以降の節では，ファイルを印刷する手順を説明します。

1つまたは複数のファイルを印刷する場合には， PRINTコマンドを使用します。
PRINTコマンドは，印刷キューといわれる印刷するジョブのリストに印刷ジョブ (印
刷するすべてのファイル)を登録します。 PRINTコマンドに指定されるファイルの省
略時のファイル・タイプは，.LISまたは最後に明示的に指定されたファイル・タイプ
になります。システムは，ジョブ名，キュー名，ジョブ番号を表示するとともに，ジ
ョブの状態も示します。

省略時の設定では，ジョブ名は， PRINTコマンドの最初の (または唯一の)ファイル
指定の名前になります。ジョブをキューに登録した後は，ジョブ番号を使用してその
ジョブを指定します。ジョブをキューに登録すると，他のジョブがそれ以前にキュー
に登録されていなくて，プリンタが物理的に印刷を開始できる状態であれば，ジョブ
が印刷されます。
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次の例では， 3つのファイルを含むプリント・ジョブが省略時のプリント・キューで
ある SYS$PRINTに登録されます。

$ PRINT POUND,MALE,FEES.DAT
Job POUND (queue SYS$PRINT, entry 202) started on SYS$PRINT

PRINTコマンドの省略時のファイル・タイプは.LISであるため， POUND.LIS，
MALE.LIS， FEES.DATファイルがキューに登録されます。ジョブ名は POUNDで
あり，キュー名は SYS$PRINTであり，ジョブ番号は 202です。

3.8.1 印刷ジョブの優先順位

印刷キューは，一度に 1つのジョブしか実行できません。印刷ジョブは，その優先順
位に従って印刷順がスケジューリングされ，最も高い優先順位を持つジョブが最初に
印刷されます。同じ優先順位を持つジョブが 2つ以上あるときには，普通は最も小さ
いジョブが最初に印刷されます。優先順位が同じでサイズも等しいジョブが 2つ以上
あるときは，キューへの登録順に印刷されます。優先順位は，システム管理者が決定
するか， PRINTコマンドに/PRIORITY修飾子を入力することによって決定できま
す。優先順位のスケジューリングについての詳しい説明は，『OpenVMSシステム管
理者マニュアル』を参照してください。

3.8.2 キュー情報の表示

通常，省略時の印刷キュー SYS$PRINTは，ユーザのシステムに固有なスタートアッ
プ・プロシージャの一部として起動されます。次の表は，キューに関する情報を表示
するために使用できるコマンドを示しています。

表示対象 入力するコマンド

サイトのキュー SHOW QUEUE

プリント・ジョブの状態 SHOW ENTRY

他のユーザがキューに登録したジョブ SHOW ENTRY/USER_NAME=username

特定の 1つ以上のジョブに関する情報 SHOW ENTRY job-name

SHOW ENTRY entry-number

次の例では， SHOW ENTRYコマンドを使用して，キューに登録されているプリン
ト・ジョブに関する情報を表示します。

$ SHOW ENTRY

Entry Jobname Username Blocks Status
----- ------- -------- ------ ------
202 POUND JONES 38 Pending

On stopped printer queue SYS$PRINT)
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3.8.3 プリント・フォーム

プリント・フォームは次の機能を実行します。

• 特定のページ形式属性 (マージンやページ長など)を指定する。

• フォームに指定された用紙ストックに応じて，ジョブが印刷可能であるかどうか
を判断する。

印刷に対する要件が限られている場合には，特殊なフォームを使用する必要はあり
ません。弊社はすべてのキューに対して，システム全体で有効な省略時のフォーム
(DEFAULTという名前)を提供しています。また，システム管理者もプリント・フォ
ームを作成できます。出力を書式化しなければならない場合や，特定のプリント・ジ
ョブで特殊な用紙が必要な場合には，システム管理者にご相談ください。

3.8.4 印刷ジョブの停止

印刷ジョブを停止して，印刷キューからその印刷ジョブを削除する場合には，
DELETE/ENTRYコマンドにエントリ番号パラメータを入力します。

たとえば，エントリ 202を削除する場合には，次のように入力します。

$ DELETE/ENTRY=202

3.8.5 別のノードにあるファイルの印刷

DECnetや TCP/IP Servicesでは，別のシステムにファイルの印刷ができます。

システム・マネージャは， TCP/IPを使用してリモート・ネットワーク・ホスト上
のプリント・キューにDCL PRINTコマンドでプリント・ジョブを転送するための
LPR(Line Printer Remote)ネットワーク・サービスと LPD(Line Printer Daemon)
ネットワーク・サービスをシステムに構成します。リモート・ホストはUNIXシ
ステムでも， LPR/LPDを実行する別のOpenVMSシステムでもかまいません。
LPR/LPDネットワーク・サービスでは，以下の操作ができます。

• リモート・ネットワーク・ホストに接続したプリンタにプリント・ジョブを送信

• プリント・キュー・ステータスを表示

• プリント・ジョブの取り消し

• UNIXシステムで開始したプリント・ジョブをローカルOpenVMSシステムのプ
リント・キューで受信

• SMTPメールで「終了」通知を受信

LPR/LPDコマンドによるファイルの印刷方法については，『Compaq TCP/IP
Services for OpenVMS User’s Guide』を参照してください。
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DECnetでは，別のシステム上のファイルを印刷できます。また，そのファイルをリ
モート・ノードにコピーしたり， PRINTコマンドに/REMOTE修飾子を指定するこ
とができます。

次の例では， COMPANY_HOLIDAYS.TXTファイルがローカル・ノードからリモー
ト・ノード CHAOSにコピーされ，ファイルは印刷のために， CHAOSノードの省略
時のシステム・プリント・キュー (SYS$PRINT)に登録されます。

$ COPY COMPANY_HOLIDAYS.TXT CHAOS"JONES PANDEMONIUM"::DISK2:[JONES]*
$ PRINT/REMOTE CHAOS::DISK2:[JONES]COMPANY_HOLIDAYS.TXT

この例では，アクセス制御文字列は，ユーザ JONESが，ノード CHAOS上のディレ
クトリ[JONES]にファイルをコピーする権限を持つことを示しています。ファイル指
定の最後のアスタリスク (*)・ワイルドカードは，ファイルをリモート・ノードにコピ
ーする場合に，ファイル名 COMPANY_HOLIDAYS.TXTを使用するようにシステム
に指示します。

注意

PRINTコマンドのすべての修飾子が/REMOTE修飾子と互換性があるとは限
りません。たとえば，印刷キューの中にはジョブを特定のキューに登録でき
ないものがあり，ジョブはすべて省略時のシステム印刷キュー (SYS$PRINT)
に登録されます。/REMOTE修飾子と互換性のある PRINTコマンドの修飾子
のリストについては，『OpenVMS DCLディクショナリ』の PRINTコマンド
の/REMOTE修飾子の説明を参照してください。

3.8.6 印刷コマンドの修飾子

プリント・ジョブは， PRINTコマンドに対する修飾子を使用して，さまざまな方法
で制御できます。たとえば，印刷部数を指定したり，印刷ジョブが完了したときに通
知を出すようにシステムに要求したりできます。

ここに示した修飾子の他に，システムでDECprint Supervisorソフトウェアを実行し
ている場合には，ランドスケープ印刷や両面印刷など，さまざまな方法で印刷するた
めに/PARAMETER修飾子を使用できます。システムで使用できるプリント・オプシ
ョンの一覧については，システム管理者に質問してください。

次の表は PRINTコマンドの修飾子を示しています。 PRINTコマンドについての詳
細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』またはオンライン・ヘルプを参照してく
ださい。
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印刷操作 印刷ジョブ・コマンドと修飾子

コピー部数
ジョブ別
ファイル別
指定されたファイルのみ

PRINT/JOB_COUNT=n1

PRINT/COPIES=n1

ファイル指定/COPIES=n1

ページ数 PRINT/PAGES=1

印刷機能
フラグ・ページ
用紙タイプ
特殊機能
ダブルスペーシング
ページ見出し

PRINT/FLAG=1

PRINT/FORM=1

PRINT/CHARACTERISTICS=1

PRINT/SPACE1

PRINT/HEADER1

ジョブ実行の通知 PRINT/NOTIFY

ジョブ実行の延期
実行時刻指定
無期限

PRINT/AFTER
PRINT/HOLD

延期しているジョブの解放 SET QUEUE/ENTRY/RELEASE

印刷ジョブの表示 SHOW ENTRY

印刷ジョブの停止
ジョブの削除
現在印刷しているジョブを
停止して，キューの中の次
のジョブの印刷を開始する

DELETE/ENTRY=ジョブ番号
STOP/ABORT

現在印刷しているジョブを
停止して，再登録して印刷
し直す

STOP/REQUEUE

ジョブ完了後，ジョブをキューに残す PRINT/RETAIN

1SET QUEUE/ENTRYコマンドに修飾子を使用すると，キューに登録されているが，まだ印刷されていな
い印刷ジョブにこれらの操作を指定できる。

3.8.7 WWPPSユーティリティ (Alphaのみ)

WWPPS(World-Wide PostScript Printing Subsystem)は，さまざまな言語の文字で
構成されたテキスト・ファイルを任意の PostScriptプリンタで印刷するためのユーテ
ィリティです。 PostScript印刷可能ファイルにフォント・データを組みこめば，ロー
カル言語フォントがないプリンタにもその言語文字を印刷できます。

注意

PostScript印刷可能ファイルにフォント・データを組みこむと，プリンタ・メ
モリがサポートできるサイズを越える場合があります。その場合，WWPPS
では印刷された出力の最後にエラー・ページを追加してファイル・サイズが
プリンタの容量を越えたことを知らせます。

中国語，韓国語，日本語などのローカル言語文字を印刷する場合，少なくと
も 24MBのメモリを備えたプリンタを使用してください。
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サポートされる言語
WWPPSは以下の言語をサポートしています。

• キリル語 (ISO8859-5)

• ギリシア語 (ISO8859-7)

• ヘブライ語 (ISO8859-8)

• 日本語 (Super DEC Kanji)

• 韓国語 (DEC Korean)

• Latin 1 (ISO8859-1)

• Latin 2 (ISO8859-2)

• Latin 4 (ISO8859-4)

• 簡体字中国語 (DEC Hanzi)

• タイ語 (TACTIS)

• 繁体字中国語 (Taiwanese EUC/DEC Hanyu)

• トルコ語 (ISO8859-9)

• Unicode

文字の処理では，WWPPSは文字を現在のロケールで印刷できるかどうかを確認し
ます。ロケール設定は，OpenVMSのインストール時に Compaq C for OpenVMS
Run-Time Library(RTL)で提供されます。 16ビットUnicodeや ISO 10646(USC-4)
形式以外のファイルでは，英語以外の言語文字によるファイルを印刷する場合，あら
かじめ適切なロケールを設定する必要があります。プロセスのロケール設定が入力フ
ァイルに適していない場合，/LOCALE修飾子でロケールをそのプリント・ジョブに
指定できます。

サポートされるコードセット
OpenVMSシステムでは，以下のコードセットをサポートしています。

コードセット コードセット名

DECHANYU 繁体字中国語用の DECHanyu (プレーン 1とプレーン 2のみ)

DECHANZI 簡体字中国語用の DECHanzi

DECKOREAN 韓国語用の DECKorean

GB18030 簡体字中国語および繁体字中国語用の GB18030-2000

ISO8859-1 ISO Latin-1

ISO8859-2 ISO Latin-2

ISO8859-5 ISO Latin-5

ISO8859-7 ISO Latin-7

ISO8859-8 ISO Latin-8

ISO8859-9 ISO Latin-9

SDECKANJI 日本語用の Super DEC Kanji

TACTIS タイ語用の TIS-620
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上記のコードセットは，いずれもWWPPSでサポートしていますが， 1度に関連付け
ることができるフォントは各コードセットごとに 1言語だけです。

WWPPSでは，タイ語を除く上記のすべてのコードセットについて，Unicode文字変
換機能もサポートしています。Unicode文字は上記のコードセットのどれかの文字に
変換され， PostScriptファイルでは，そのコードセットをサポートするフォントがそ
の文字に適用されます。文字を変換できない場合，その位置にはスペースが印刷され
ます。

3.8.7.1 WWPPSの呼び出し

WWPPS用のフォーリン・コマンドがシステム・マネージャによって設定されていな
い場合，以下の行を LOGIN.COMに追加して設定します。

$ WWPPS :== $SYS$SYSTEM:WWPPS.EXE

DCLプロンプトからWWPPSユーティリティを呼び出すには，以下のように入力し
ます。

$ WWPPS

3.8.7.2 WWPPSユーティリティ・コマンド

以下に，WWPPSユーティリティで使用できるコマンド，パラメータ，修飾子を説明
します。説明の後に例を示します。

EXIT

WWPPSセッションを終了し，DCLコマンド・レベルに戻ります。 Ctrl/Zまたは
Ctrl/Cを入力してもWWPPSセッションは終了します。

WWPPS> EXIT

HELP

WWPPS (World-Wide PostScript Printing Subsystem)に関する情報を入手できま
す。

WWPPS> HELP PRINT

個々のコマンドやトピックに関する情報を入手するには，コマンド名やトピック名を
指定してHELPコマンドを入力します。

HELP [topic]

PRINT

1度にテキスト・ファイルを 1つずつ，印刷可能な PostScriptファイルに変換し，プ
リンタ・キューに発行します。文字は標準フォントまたは太字で印刷できます。

PRINT/QUEUE=queue-name [/qualifiers] file-spec

/QUEUE修飾子は，file-specによって指定されたテキスト・ファイルを送るキュー
の名前を指定するために，すべての PRINTコマンドに必要です。たとえば，次のコ
マンドは，ファイル REPORT.TXTを PRT_QUEUEプリンタ・キューに発行して，
American English (/LOCALE修飾子で指定された言語)で印刷します。
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WWPPS> PRINT/QUEUE=PRT_QUEUE/LOCALE=EN_US_ISO8859-1 REPORT.TXT

PRINTコマンドのオプションの修飾子は以下のとおりです。

• /COPIES

印刷するコピー数を指定します。省略時のコピー数は 1です。

• /INDENTATION

左マージンからのインデントを文字数で指定します。省略時の設定は
/INDENTATION=0(インデントなし)です。使用できる最大値は/PAPER_SIZE
と/ORIENTATIONの指定 (または省略時の設定)値によって異なります。

/PAPER_SIZE /ORIENTATION /INDENTATIONの最大値

LETTER PORTRAIT 39

A4 PORTRAIT 38

LETTER LANDSCAPE 65

A4 LANDSCAPE 67

• /LENGTH

行数でページ長を指定します。省略時の長さは LETTERサイズで 66行， A4サ
イズで 68行です。

• /LOCALE

WWPPSで入力ファイルを変換するときのロケール設定を指定します。Unicode
形式 (UTF-20)のテキスト・ファイルに/LOCALEは指定する必要はありません。

ロケールは以下の規則で構成されています。

language_country_codeset.LOCALE

言語と国はいずれもOSF命名規則で定義した 2文字で表します (使用できる値に
ついては/LOCALEサブトピックを参照)。たとえば， EN_US_ISO8859-1は米国
で話される英語のロケールを表します。

省略時の設定で，WWPPSはシステム指定ロケールまたはプロセス指定ロケール
を使用します。システム指定ロケールまたはプロセス指定ロケールがない場合，
省略時の設定は/LOCALE=Cです。

システムで指定したロケールを表示するには，以下のコマンドを入力します。

$ LOCALE SHOW PUBLIC

表 3–1は，一般に組み合わせとなっている言語コードと国コードを整列します。
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表 3–1 一般的な言語コードと国コードの組み合わせ

言語コード 言語 国コード 国

CA カタロニア語 ES スペイン

ES スペイン語

CS チェコ語 CZ チェコ共和国

DA デンマーク語 DK デンマーク

DE ドイツ語 CH スイス

DE ドイツ

EL ギリシア語 GR ギリシア

EN 英語 GB イギリス

US アメリカ合衆国

FI フィンランド語 FI フィンランド

FR フランス語 BE ベルギー

CA カナダ

FR フランス

HE ヘブライ語 IL イスラエル

IW ヘブライ語

HU ハンガリー語 HU ハンガリー

IS アイスランド語 IS アイスランド

IT イタリア語 IT イタリア

JA 日本語 JP 日本

KO 韓国語 KR 韓国

LT リトアニア語 LT リトアニア

NL オランダ語 NL オランダ

NO ノルウェー語 NO ノルウェー

PL ポーランド語 PL ポーランド

PT ポルトガル語 PT ポルトガル

RU ロシア語 RU ロシア

SK スロヴァキア語 SK スロヴァキア

SL スロヴェニア語 SI スロヴェニア

SV スウェーデン語 SE スウェーデン

TH タイ語 TH タイ

ZH 中国語 HK 香港

TW 台湾

CN 中華人民共和国

OpenVMSシステムでサポートされるコードセットの一覧は，第 3.8.7項のサポー
トされるコードセットにあります。

• /ORIENTATION

論理ページ上の印刷出力の向きを PORTRAIT(省略時の設定)または
LANDSCAPEで指定します。
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• /PAPER_SIZE

LETTER(省略時の設定)または A4で用紙のサイズを指定します。

• /RANGE

開始ページ番号mと終了ページ番号nで，印刷するページを指定します。または，
ページを指定して印刷するかわりにODDと指定すると奇数ページが印刷され，
EVENと指定すると偶数ページが印刷されます。省略時の設定では，ドキュメン
ト全体が印刷されます。

• /VERTICAL

中国語，韓国語，日本語のマルチバイト文字用に縦書きモードを指定します。
/VERTICALを指定すると，マルチバイト文字が反時計回りに 90度回転し，左か
ら右に行が印刷されます。印刷するページを時計回りに 90度回転すると，文字は
右から左に縦書きで読み取られます。縦書きモードでも，英語などの言語のシン
グルバイト文字は左から右に横に印刷されます。

• /WIDTH

ページ幅をカラム数で指定します。有効値は以下のとおりです。

80 (LETTERサイズ用紙と PORTRAIT方向用)

132 (LETTERサイズ用紙と LANDSCAPE方向用)

78 (A4サイズ用紙と PORTRAIT方向用)

136 (A4サイズ用紙と LANDSCAPE方向用) 省略時の値は/WIDTH=80です。
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4
ディレクトリ・ファイルの編成

ディレクトリは，ファイルの名前と位置を含む特殊なファイルです。たとえば，シス
テム管理者がユーザ・アカウントを作成すると，そのユーザ名と同じ名前を持つディ
レクトリが作成されます。ユーザ名が JONESの場合，ディレクトリは[JONES]にな
ります。

サブディレクトリは，別のディレクトリ・ファイルやサブディレクトリ・ファイルの
中にあるディレクトリ・ファイルです。サブディレクトリを使用すれば，ファイルを
用途ごとに編成することができます。たとえば，メモ用のサブディレクトリと状態レ
ポート用のサブディレクトリを作成することができます。

ディレクトリと同じように，サブディレクトリにも，その中に登録されているファイ
ルの名前とポインタが格納されます。サブディリクトリの中にも別のサブディレクト
リを登録することができます。このような構造 (最上位ディレクトリとサブディレク
トリ)を階層ディレクトリ構造と呼びます。

ユーザがアクセスするファイルは，ディスクに格納されています。各ディスクにはメ
イン・ディレクトリがあり，これをMFD (マスタ・ファイル・ディレクトリ)といいま
す。MFDには，UFD (ユーザ・ファイル・ディレクトリ)を格納します。UFDをユ
ーザの最上位ディレクトリといいます。ほとんどの場合，システム上の各ユーザにつ
いて 1つのUFDが存在します。UFDには，ユーザのディレクトリに登録されてい
るファイルの名前とポインタが格納されます。最上位ディレクトリは，通常はプロセ
ス・デフォルト・ディレクトリです。アカウントを特に変更しない限り，システムは
自動的にユーザの最上位ディレクトリをログイン時のプロセス・デフォルト・ディレ
クトリにします。

完全なファイル指定のデバイス (ディスク)およびディレクトリ部分を一般にファイ
ル・パスと呼びます。パスは，ファイル名とファイル・タイプ (およびバージョン)と
ともに，完全なファイル指定を構成します。完全なファイル指定には，システムがフ
ァイルを検索して識別するために必要なすべての情報が含まれています。1

部分的なファイル指定に対するシステムによる省略時の設定の適用方法についての詳
細は，『Guide to OpenVMS File Applications』を参照してください。

本章では，ディレクトリを使用してファイルを編成し，管理する方法を説明します。
以下のことについて説明します。

1 ファイルは磁気テープに格納することもできますが，磁気テープはディレクトリ構造ではありません。テープに格納された
ファイルにアクセスするには，ファイル情報だけを含んだファイル指定を使用します。
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• ディレクトリ構造

• ディレクトリについて

• 省略時の設定

• 他のユーザからのディレクトリの保護

• ワイルドカードを使用したディレクトリ構造の検索

• UIC形式でのディレクトリの操作

注意

この例ではノード名を指定するときに，アクセス制御文字列を指定していな
いこともあります。このような例では，代理アカウントを使用すれば，リモ
ート・システムで操作を行えるからです。

Extended File Specificationsを使用する環境で作業を行っている場合，ディレクト
リ構造と構文は，ここで説明している従来からの構造とは異なります。このような環
境でのディレクトリ操作については，第 5章を参照してください。

4.1 ディレクトリ構造

図 4–1に，ディレクトリ階層のサンプルを示します。このディレクトリ構造の最上部
は，マスタ・ファイル・ディレクトリ (MFD)です。このマスタ・ファイル・ディレ
クトリには，[000000]という名前が付けられています。図 4–1に示すMFDには，ユ
ーザ・ファイル・ディレクトリMARTINO.DIR， PUBLIC.DIR， JONES.DIRのエ
ントリが登録されています。最上位ディレクトリ[JONES]は，マスタ・ファイル・デ
ィレクトリ[000000]中の JONES.DIR;1という名前のユーザ・ファイル・ディレクト
リのことです。

図 4–1に示したサンプル・ディレクトリ構造は，本章の多くの例で使用します。
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図 4–1 ディレクトリ構造

JRD−1746−GE

以下は，このディレクトリ構造についての説明です。

• ここでは，ユーザが[JONES]である場合を想定します。ログインすると，ユーザ
は省略時のディレクトリである[JONES]に入ります。

• [JONES]には，次の 4つのディレクトリでないファイルが入っています。

LOGIN.COM;3
LOGIN.COM;4
STAFF.DIS;3
STAFF_VACATIONS.TXT;2

• [JONES]には，次の 2つのディレクトリ・ファイルも入っています。

LICENSES.DIR;1
TAXES.DIR;1

• ディレクトリ・ファイル LICENSES.DIR;1は，[JONES.LICENSES]サブディレ
クトリを指しています。

• TAXES.DIR;1は，[JONES.TAXES]サブディレクトリを指しています。

• [JONES.LICENSES]サブディレクトリには， 3つの非ディレクトリ・ファイルと
2つのディレクトリ・ファイルが入っています。

• ディレクトリ・ファイルDOG.DIR;1は，[JONES.LICENSES.DOG]サブディレ
クトリを指しています。
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• MARRIAGE.DIRは，[JONES.LICENSES.MARRIAGE]サブディレクトリを指
しています。

4.2 ディレクトリとは

ファイル指定のディレクトリの内容は最上位ディレクトリ名 (UFDなど)からなり，
最上位ディレクトリ名の後には多くのサブディレクトリ名を続けて指定できます。サ
ブディレクトリ名はピリオド (.)で区切ります。

バージョン 7.2より前のバージョンのOpenVMS AlphaおよびOpenVMS VAXのす
べてのバージョンは，UFDと最大 7つのサブディレクトリ名をサポートします。
OpenVMS Alphaバージョン 7.2およびそれ以降では，ディレクトリに最大 255の名
前 (UFDとサブディレクトリ)をサポートします。

ディレクトリ指定は，次の形式になります。

[ディレクトリ.サブディレクトリ]

1つ以上のサブディレクトリ・レベルを追加するには，各サブディレクトリごとに，
ピリオドとサブディレクトリ名を 1つ追加します (限度まで)。別のサブディレクトリ
のサブディレクトリを指定するには，階層で 1つ上のサブディレクトリにそのサブデ
ィレクトリ名 (前にピリオドを指定)を結合します。

OpenVMS Alphaバージョン 7.2より前のバージョン，OpenVMS VAXのすべての
バージョン，およびODS-2ディスクを使用するOpenVMS Alphaシステムでは，サ
ブディレクトリ名は最長 39文字です。

ODS-5ディスクを使用するOpenVMS Alphaバージョン 7.2およびそれ以降では，
サブディレクトリ・ファイルが<subdirectory-name>.DIR;1の形式で保存されるた
め，サブディレクトリ名はファイル名の制限を受けます。ファイル指定におけるディ
レクトリとルート名の合計文字数 (区切り記号の括弧とピリオドを除く)は 512文字ま
でです。

4.2.1 ディレクトリの作成

ディレクトリを作成する場合， CREATE/DIRECTORYコマンドを使用します。現在
のディレクトリの下にサブディレクトリを作成する場合には，現在のディレクトリ名
の代わりにピリオドを指定できます。

たとえば，[JONES.TAXES]ディレクトリを作成する場合には，次のように入力しま
す。

$ CREATE/DIRECTORY [JONES.TAXES]
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現在の省略時のディレクトリが[JONES]の場合，次のように入力します。

$ CREATE/DIRECTORY [.LICENSES]

4.2.2 ディレクトリの表示

ディレクトリの中にあるファイルの名前を表示する場合は，DIRECTORYコ
マンドを使用します。サブディレクトリの中のファイルを表示する場合には，
DIRECTORYコマンドにサブディレクトリ名を指定します。

DIRECTORYコマンドに特定のコマンド修飾子を指定すると，ファイルの名前以外
の情報を検索することができます。DIRECTORYコマンドで使用できる修飾子につ
いては，『OpenVMS DCLディクショナリ』またはオンライン・ヘルプを参照して
ください。

たとえば，[JONES]の中のファイルを表示する場合には，次のよう
に入力します。この例では，[JONES]の中に 2つのサブディレクトリ
([JONES.LICENSES]と[JONES.TAXES])と 4つの非ディレクトリ・ファイル
(STAFF.DIS， STAFF_VACATIONS.TXT，および LOGIN.COMの 2つのバージョ
ン)が入っています。

$ DIRECTORY

Directory DISK1:[JONES]

LICENSES.DIR;1
LOGIN.COM;3
LOGIN.COM;4
STAFF.DIS;3
STAFF_VACATIONS.TXT;2
TAXES.DIR;1

Total of 6 files.

省略時のディレクトリが[JONES]である場合，[JONES.LICENSES]サブディレクト
リの内容を表示するには，次のように入力します。

$ DIRECTORY [.LICENSES]

Directory DISK1:[JONES.LICENSES]

DEPT.DAT;3
DOG.DIR;1
MAILING.LIS;6
MARRIAGE.DIR;1
TOTAL.DAT;2

Total of 5 files.
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4.2.3 ディレクトリの削除

ディレクトリを削除する場合は，次の手順に従ってください。

手順 操作

1 ディレクトリにファイルが登録されていないことを確認する。ディレクトリにファイル
が登録されているかどうかを調べる場合は， DIRECTORYコマンドを入力する。

ディレクトリの中にファイルがない場合には，次のようなメッセージが表示される。

%DIRECT-W-NOFILES, no files found
2 ディレクトリの中にファイルがある場合には，それを別のディレクトリにコピーして保

存する。ファイルを保存しない場合には，ファイルを削除する。ディレクトリにサブデ
ィレクトリがある場合には，そのサブディレクトリを調べ，中にあるファイルをコピー
または削除してから，そのサブディレクトリを削除する。

3 削除したいディレクトリより 1レベル上のディレクトリに移動する。サブディレクト
リは，ディレクトリにファイルとして存在する。ディレクトリを削除するには，そのデ
ィレクトリを指すファイルを削除する。

4 ファイルの削除が許容されるように，ディレクトリのファイル保護を変更する。マス
タ・ファイル・ディレクトリに登録されているディレクトリ・ファイルを削除するため
には， SYSPRV特権が必要。ファイル保護についての詳細は，第 3章を参照のこと。

5 DELETEコマンドを使用してディレクトリ・ファイルを削除する。

次の例に，[JONES.LICENSES]サブディレクトリを削除する方法をまとめて示しま
す。

$ SET DEFAULT [JONES.LICENSES]
$ DIRECTORY
%DIRECT-W-NOFILES, no files found
$ SET DEFAULT [JONES]
$ SET SECURITY/PROTECTION=OWNER:D LICENSES.DIR
$ DELETE LICENSES.DIR;1

4.3 省略時のディレクトリの設定

省略時のディレクトリを変更する場合は， SET DEFAULTコマンドを使用します。
新しく変更した省略時の値は，別の SET DEFAULTコマンドを入力するか，システ
ムからログアウトするまで有効です。省略時のサブディレクトリを設定する場合に
は，それより 1レベル上のディレクトリの名前に，サブディレクトリ名を追加しま
す。

次の例では，省略時の設定はディレクトリ[JONES]に設定され，ファイ
ル[JONES]STAFF_VACATIONS.TXTが表示されます。

$ SET DEFAULT [JONES]
$ TYPE STAFF_VACATIONS.TXT
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次の例では，サブディレクトリ[JONES.TAXES]に格納されているファイル
BILLING.DATが表示されます。

$ SET DEFAULT [JONES.TAXES]
$ TYPE BILLING.DAT

4.3.1 省略時の値を存在しないディレクトリに設定する

このオペレーティング・システムでは，省略時の値を存在しないディスクまたはディ
レクトリに設定できます。省略時の値を存在しないディレクトリに設定した後，ファ
イルを操作しようとすると，ディレクトリが存在しないことを示すメッセージが表示
されます。現在の設定が存在しないディスクまたはディレクトリであるため，必要な
操作を実行できない場合には，省略時の値を既存のディスクまたはディレクトリに設
定してください。

4.3.2 SHOW DEFAULTコマンド

現在の省略時のディレクトリを表示する場合には，次の例に示すように， SHOW
DEFAULTコマンドを入力します。

$ SHOW DEFAULT
DISK1:[JONES.TAXES]

$ SET DEFAULT [PUBLIC]
$ SHOW DEFAULT

DISK1:[PUBLIC]

SET DEFAULTコマンドを使用すると，省略時のデバイスも変更できます。省略時
の値は，別の SET DEFAULTコマンドを入力するか，システムからログアウトする
まで有効です。コマンドの中にディレクトリを指定しなくても，省略時に設定したい
デバイスを指定することができます。

次の例に，省略時のデバイスの変更方法を示します。

$ SHOW DEFAULT
DISK1:[JONES]

$ SET DEFAULT DISK2:[GROUP]
$ SHOW DEFAULT

DISK2:[GROUP]

次の例では，[JONES]というディレクトリが，DISK1とDISK2の両方のデバイスに
存在することを示しています。

$ SHOW DEFAULT
DISK1:[JONES]

$ SET DEFAULT DISK2:
$ SHOW DEFAULT

DISK2:[JONES]
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4.3.3 一時的な省略時の値の使用

複数のファイルを入力する場合，それぞれのファイルに完全なファイル指定を指定し
ないと，ノード名，デバイス名，ディレクトリ名に対して一時的な省略時の値が適用
されます。現在の省略時のディレクトリを一時的な省略時の値として使用する場合
は，空の大括弧を使用します。複数のファイル指定の 1つにノード名を指定した場合
には，ダブルコロンを使用して，一時的な省略時の値を無効にできます。

たとえば，次のコマンドは，[STATS]ディレクトリにある A.LISと B.LISファイル
を[RESULTS]ディレクトリにコピーします。

$ COPY [STATS]A.LIS,B.LIS [RESULTS]

この例において，[STATS]は B.LISファイルに対する一時的な省略時のディレクトリ
となります。システムは，[STATS]A.LISの前半のファイル指定を使用して，省略時
のディレクトリを判別します。

次のコマンドは， 1つの一時的な省略時のデバイスと 2つのディレクトリを使用して
います。

$ COPY BASE:[STATS]A.LIS,[TIME]B.LIS,C.LIS [RESULTS]

この例では， 3つのファイル (A.LIS， B.LIS， C.LIS)がすべて BASEデバイスから
コピーされています。 A.LISファイルは[STATS]ディレクトリからコピーされ，残り
の 2つのファイルは[TIME]ディレクトリからコピーされます。

現在の省略時のディレクトリが[BETA]である場合，次のコマンド
は，[ALPHA]TEST.DATと[BETA]FINAL.DATファイルを[RESULTS]ディレク
トリにコピーします。

$ COPY [ALPHA]TEST.DAT,[]FINAL.DAT [RESULTS]

4.4 他のユーザからのディレクトリの保護

ファイルを完全に保護するためには，ファイルが格納されているディレクトリにも同
じ保護が必要です。たとえば，あるファイルへのアクセスがすべて拒否されているの
に，そのファイルのディレクトリへの読み込みアクセスが許可されている場合には，
ファイルは存在することを確認できるが中身を見ることができない，という現象が起
きます。逆に，あるファイルへのアクセスは許容されているのに，そのファイルのデ
ィレクトリ (またはその親ディレクトリ)へのアクセスが拒否されている場合には，そ
のファイルが存在することさえわかりません。

注意

重要なファイルを保護するためには，ディレクトリ保護だけでは不十分で
す。ディレクトリの中のそれぞれのファイルも保護しなければなりません。
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省略時の設定において，最上位ディレクトリはUICに基づく保
護S:RWE,O:RWE,G:RE,W:Eを受け， ACLに基づく保護は受けません。サブデ
ィレクトリは，親ディレクトリからUICに基づく保護を受けます。保護コードにつ
いての詳細は，第 10.3節を参照してください。

ディレクトリを作成するときにUICに基づく保護を明示的に指定する場合は，
CREATE/DIRECTORYコマンドに/PROTECTION修飾子を指定します。ディレクト
リの ACLはディレクトリ作成時に指定することはできません。既存のディレクトリ
に対するUICベースの保護を変更するには， SET SECURITY/PROTECTIONコマ
ンドをディレクトリ・ファイルに適用します。

ディレクトリへのアクセスを禁止せずにある制限を加えるためには，読み込みアクセ
スを指定せずに実行アクセスを指定します。ディレクトリに対する実行アクセス権が
ある場合には，そのディレクトリに格納されているファイルを調べたり，読み込むこ
とができます。つまり，ファイル指定がわかっている場合には，そのファイルを調べ
ることができますが，ディレクトリ内のファイルの一覧を表示することはできませ
ん。セキュリティについての詳細は，『OpenVMS Guide to System Security』を参
照してください。

4.5 ワイルドカードを使用したディレクトリ構造の検索

ディレクトリ構造のどこからでも，そのディレクトリ構造の中の別のディレクトリや
サブディレクトリを参照することができます。この場合，参照したいディレクトリや
サブディレクトリを名前で直接指定するか，反復記号( . . . )やハイフン( - )のワイル
ドカード文字を使用します。ワイルドカードについての詳細は，第 3.2節を参照して
ください。

Extended File Specificationsを使用する環境で作業を行う場合，ワイルドカード文
字によるディレクトリ構造の検索については，第 5章を参照してください。

4.5.1 反復記号( . . . )ワイルドカード文字

ディレクトリ構造を下向きに検索する場合，反復記号( . . . )ワイルドカード文字を使
用します。現在のディレクトリとその中のすべてのサブディレクトリの中を検索する
場合には，次に示すように反復記号だけを使用します。

$ DIRECTORY [...]

ディレクトリ指定の先頭に反復記号を置くと，現在のディレクトリから検索が開始さ
れます。ただし，ディレクトリ指定の先頭にピリオドを付けると，現在のディレクト
リより 1レベル下のサブディレクトリだけが検索されます。
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ディレクトリ構造の中から，すべての最上位ディレクトリとそのサブディレクトリを
検索する場合は，アスタリスク( * )の後に反復記号( . . . )を使用します。

たとえば，現在のディレクトリが[JONES]の場合，[JONES]ディレクトリ
と[JONES]のすべてのサブディレクトリの中にある FEES.DATという名前を持
つすべてのファイルの最新バージョンを表示するためには，次のように入力します。

$ TYPE [JONES...]FEES.DAT

たとえば，現在の省略時のディレクトリが[JONES]の場合，ディレクトリ指定の末尾
が.SALESであるすべてのサブディレクトリにおいて， FEDERAL.LISというファイ
ルの最新バージョンを表示するには，次のように入力します。

$ TYPE [...SALES]FEDERAL.LIS

次のコマンドは，[JONES]と[JONES]のすべてのサブディレクトリにおいて
DEPT.DATという名前を持つすべてのファイルの最新バージョンを表示します。

$ TYPE [...]DEPT.DAT

現在のディレクトリが[JONES]の場合，次のコマンドは，[JONES]より 1レベル下
の[.LETTERS]サブディレクトリにおいて，MAILING.LISという名前を持つすべて
のファイルを検索します。このとき，[JONES.LICENSES]サブディレクトリは検索
されますが，[JONES.LICENSES.MARRIAGE]は検索されません。

$ TYPE [.LICENSES]MAILING.LIS

現在のディレクトリが[JONES]の場合，次のコマンドは，[JONES]ディレクトリ
の[.LICENSES]サブディレクトリと，[.LICENSES]サブディレクトリの中のすべて
のサブディレクトリにおいて，DEPAT.DATという名前を持つすべてのファイルの最
新バージョンを表示します。

$ TYPE [...LICENSES...]DEPT.DAT

次のコマンドは (READALL特権が必要)，最大 8つのレベルのディレクトリ名 (最上
位ディレクトリと 7つのサブディレクトリ)を検索します。MFDは検索しません。

$ DIRECTORY [*...]

4.5.2 ハイフン( – )・サブディレクトリ文字

ハイフン文字は，現在のデフォルト・ディレクトリより上の[サブ]ディレクトリの短
縮指定方法として使用します。ハイフンはそれぞれが 1つのレベルを表します。ハイ
フンの後にはサブディレクトリ名 (区切りはピリオド)を続けてディレクトリ階層の下
のパスを指定します。
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多くのハイフンを入力して参照が最上位ディレクトリより上を指定した場合は，エラ
ー・メッセージが表示されます。

次の例では，現在のデフォルト・ディレクトリは[JONES.LICENSES]です。以下の
コマンドでは[JONES]内の STAFF.DISの最新バージョンが表示されます。

$ TYPE [-]STAFF.DIS

現在のディレクトリが[JONES.LICENSES]の場合，[JONES.TAXES]ディレクトリ
において， BILLING.DATの最新バージョンを表示するためには，次のように入力し
ます。

$ TYPE [-.TAXES]BILLING.DAT

以下の例では，表示されるコマンドがデフォルト・ディレクトリからディレクトリ階
層で現在のレベルから 2レベル上のディレクトリに変更されます。

$ SET DEFAULT [--]

ODS-5ディスクを使用するOpenVMS Alphaバージョン 7.2またはそれ以降では，
ハイフンだけでファイル名とサブディレクトリ名を指定できます。ハイフンと相対指
定による(サブ)ディレクトリと区別するため，前者は少なくとも 1つの RMSエスケ
ープ文字 (^)を指定します。以下の指定では，現在のプロセス・デフォルトより 3つ
上のレベルのディレクトリを参照します。

[---]

以下の指定では，ディレクトリ (UFD)"-"を参照します。

[^---]

4.6 UIC形式でのディレクトリの操作

本章では，ディレクトリを名前で指定する方法 (名前形式と呼ぶ)について説明して
きました。ただし，ディレクトリはUIC形式で指定することもできます。UIC形式
は， 2つの 8進数から構成されます。この 2つの 8進数がユーザ・ファイル・ディ
レクトリ (UFD)を指すUIC (利用者識別コード)を表します。ファイル指定が可能な
DCLコマンドのほとんどが，UIC形式のディレクトリ名を認識できます。リアルタ
イム Resource Sharing Executive (RSX)オペレーティング・システムを操作する場
合を除いて，通常，この形式を使用する必要はありません。

UICディレクトリ指定の形式は，次のとおりです。

[グループ,メンバ]
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たとえば，[122,1]は，グループ 122のメンバ 1を表すUICディレクトリ指定です。
通常，UIC形式のディレクトリ名はディレクトリの所有者のUICに対応しますが，
必ず対応するわけではありません。

UICディレクトリを表す場合には，次の規則に従います。

• グループの指定には， 1～ 37776の範囲の 8進数を使用する。

• メンバの指定には， 0～ 177776の範囲 8進数を使用する。

• ハイフン( - )または反復記号( . . . )ワイルドカードは，UICディレクトリ指定に
おいて使用できない。

4.6.1 UICディレクトリでのワイルドカードの使用

アスタリスク( * )ワイルドカードはUICディレクトリ指定に使用できます。たとえ
ば，[*,6]は，任意のグループ番号において，メンバ番号 6を持つすべてのディレクト
リを示します。検索されるのは，UIC形式のディレクトリだけです。[*,*]というデ
ィレクトリ指定は，UIC形式ですべてのディレクトリを検索します。UIC形式と同
様，名前形式のすべてのディレクトリを検索する場合，[*]と指定します。

4.6.2 UIC形式から名前形式への変換

UIC形式のディレクトリ名は名前形式のディレクトリ名に変換できます。必要であれ
ば，グループ番号とメンバ番号の左にゼロをいくつか追加して 6文字の名前を作成す
れば，名前形式のディレクトリ名となります。

UIC形式と名前形式を組み合わせることはできません。UIC形式の名前を持つディ
レクトリのサブディレクトリの 1つを指定する場合には，UIC形式を名前形式に変
換します。

UICディレクトリ指定[122,1]と次の名前形式とは同じです。

[122001]

[122,1]SUB.DIRというサブディレクトリを表す場合には，[122001.SUB]という名前
形式のディレクトリを使用します。
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5
拡張ファイル指定

OpenVMS Alphaバージョン 7.2で，次の 2つの構成要素から成る拡張ファイル指定
がインプリメントされました。

• 幅広い範囲の文字を含む長いファイル名をサポートするオプションのボリューム
構造On-Disk Structure Level 5 (ODS-5)

• 深いディレクトリ

これらの構成要素を利用することによって，OpenVMS Alphaシステムは (Advanced
Server for OpenVMSを使用して)，Windows環境と同様の名前を持つファイルの格
納，管理，サービスの提供，およびアクセスを，これまでよりもはるかに柔軟に行う
ことができます。

深いディレクトリと拡張ファイル名には，次の利点があります。

• OpenVMSのユーザは，長いファイル名，新しい文字のサポート，および小文字
によるファイル名と大文字小文字が混在したファイル名の両方の処理機能を利用
することができる。これらの新しい機能により， OpenVMSファイル・サーバ上
のファイルの使用状況が，Windowsユーザにとってより透過的になる。

• OpenVMSシステム管理者は，Windowsユーザが指定した名前を使用して，
OpenVMSシステム上のファイルを表示することができる。

• アプリケーション開発者は，深いディレクトリをサポートしている他の環境から
アプリケーションを移植する場合に，OpenVMS上でも同等の構造を使用でき
る。

5.1 ODS-5ボリューム構造

On-Disk Structure (ODS)とは，ディスクに格納された情報に与えられる論理構造を
指します。ODS-2は，OpenVMSオペレーティング・システムの省略時のディスク
構造です。ODS-5はODS-2のスーパーセットであり，特にマルチプラットフォーム
環境で便利です。ODS-5ボリューム構造には，次の機能があります。

• 長いファイル名

• ファイル名の中で使用できる文字の種類の拡大

• ファイル名の中での大文字と小文字の区別の保存
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5.1.1 長いファイル名

従来 (ODS-2)のファイル指定の形式は 39.39であり，ファイル名とファイル・タイプ
を区切るには 1個のピリオド (.)しか使用できません。

ODS-5ボリュームでは，ファイル名とファイル・タイプを合わせた長さの上限は， 8
ビット文字では 236， 16ビット文字では 118です。1たとえば，次のようなファイル
名を使用することができます。

$ CREATE This.File.Name.Has.A.Lot.Of.Periods.DAT
$ CREATE -
_$ ThisIsAVeryLongFileName^&ItWillKeepGoingForLotsAndLotsOfCharacters.Exceed -
_$ ingThe39^,39presentInPreviousVersionsOfOpenVMS
$ DIRECTORY

Directory TEST$ODS5:[TESTING]

ThisIsAVeryLongFileName^&ItWillKeepGoingForLotsAndLotsOfCharacters.Exceeding
The39^,39presentInPreviousVersionsOfOpenVMS;1
This^.File^.Name^.Has^.A^.Lot^.Of^.Periods.DAT;1

Total of 2 files.

5.1.2 ファイル名の中で使用できる文字の種類の拡大

従来 (ODS-2準拠)のファイル名では，英数字 (A-Z， a-z， 0-9)，ドル記号 ($)，アン
ダースコア (_)，およびハイフン (-)を使用することができます。ODS-5では，より多
くの種類の文字セットをファイル名に使用することができます。

ISO LATIN-1および Unicode (UCS-2)文字セット
ODS-5は， 8ビットの ISO Latin-1文字セットと 16ビットのUnicode (UCS-2)文字
セットを使用したファイル名をサポートしています。 ISO Latin-1各国語文字セット
は，従来の ASCII文字セットのスーパーセットです。拡張ファイル指定では， 8ビッ
トの ISO Latin-1各国語文字セットにあるすべての文字をファイル指定の中で使用す
ることができますが，アスタリスク (*)と疑問符 (?)は使用できません。

特殊文字
一部の ISO Latin-1文字をファイル指定の中で使用して正しく解釈されるためには，
エスケープ文字を前に付ける必要があります。 RMSおよびDCLは，拡張ファイル名
に含まれているサーカンフレックス (^)をエスケープ文字として解釈します。次のリ
ストは，エスケープ文字を使用する場合の規則を示しています。

• エスケープ文字 (^)の後にアンダースコア (_)またはスペースを続けると，スペー
スを表す。

• エスケープ文字 (^)の後に次の文字を続けると，続けた文字がファイル指定の中で
持つ特別な意味ではなく，ファイル名の一部として使用されることを意味する。

. , ; [ ] % ^ &

1 ODS-5用に変更されていないプログラムやユーティリティでは，完全なファイル指定の長さが合計で 255バイト以内に制
限されたり，省略される可能性があります。
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• ユーザがファイル名の中でリテラル文字としてのピリオド (.)を使用する場合は，
エスケープ文字 (^)を使用してもしなくてもよい。ピリオドがファイル・タイプと
バージョン番号の間の区切り文字として機能する場合を除き，システムはすべて
のピリオドに対してエスケープ文字を追加する。ディレクトリ名の中で使用する
リテラル文字としてのピリオド (.)の場合は，その前に必ずエスケープ文字を付け
る必要がある。

• エスケープ文字の後に 16進数が続く場合には， 2番目の 16進数が必要になる。
その後の 2文字が，任意の 1バイト文字の 16進数値として解釈される。たとえ
ば，^20はスペースを表す。

• ファイル指定の中でエスケープ文字の後に‘‘U’’が続く場合には，その後の 4つの
16進数がUnicodeとして解釈されることを表す。たとえば，^U012F。

ファイル指定の中で前にエスケープ文字 (^)が付いていないすべての文字は， ISO
Latin-1と想定される。

注意

ファイル名に特殊文字が含まれている場合には， VAXシステムからアクセス
することができません。複合アーキテクチャ環境についての詳細は，第 5.7
節を参照してください。

ピリオド (.)の解釈
拡張ファイル名の中でピリオド (.)をリテラル文字として使用するには，ピリオドが
ファイル名文字であるかまたは区切り文字であるかを， RMSが判断できなければな
りません。

拡張ファイル名の中で使用されているピリオド (.)が 1つだけの場合には，そのピリ
オドは区切り文字として解釈されます。以前のバージョンのOpenVMSと同様に， 1
つのピリオドの後に数字が続いた場合にも，この処理が実行されます。

$ CREATE Test.1

このコマンドによって，次のファイルが作成されます。

Test.1;1

バージョン番号の判断
1つのファイル名の中に複数のピリオド (.)がある場合には， RMSは，最後のピリオ
ドの後のすべての文字を調べます。

最後のピリオドの後の文字 判断

すべて数値 バージョン番号であると判断される。

すべて数値であり，その前にマイナス記号
(-)が付いている

バージョン番号であると判断される。

6個以上の数字 RMSはこのファイル名を無効なファイル名と判
断し，受け付けない。
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最後のピリオドの後の文字 判断

数字でない文字 最後のピリオドはファイル・タイプ区切り文字
として解釈される。

たとえば，次のコマンドを使用したとします。

$ CREATE Test4.3.2.1

この結果，次のファイルが作成されます。

Test4^.3.2;1

このとき，2はファイル・タイプ，1はファイル・バージョンです。

バージョン番号がセミコロン (;)によって明示的に区切られている場合には， 5文字
以下の数値文字でなければならず，前にマイナス記号 (-)を付けることができます。

5.1.3 大文字と小文字の区別の保存

以前のバージョンのOpenVMSでは，DCLおよび RMSは，すべてのファイル指定
を大文字に変換していました。

ODS-5ボリュームでは，すべてのファイル名の大文字と小文字の区別は，ユーザが作
成したときの状態のまま保存されます。次に例を示します。

$ CREATE KitContents.Txt

$ DIRECTORY

Directory DISK1:[USER1]

KitContents.Txt;1

大文字と小文字の区別が異なるだけで，同じ名前のファイル名を複数作成すると，
DCLは後でできたファイルを新しいバージョンとして扱い，大文字と小文字の区別を
元のファイルと同じ状態に変換します。次に例を示します。

$ CREATE CaPri
$ CREATE CAPRI
$ CREATE capri
$ DIRECTORY

Directory DISK1:[USER1]

CaPri.;1 CaPri.;2 CaPri.;3

5–4



拡張ファイル指定
5.1 ODS-5ボリューム構造

5.1.4 ワイルドカードの使用

ワイルドカードは，単一文字の場合でも複数文字の場合でも，ODS-5ファイルでは
予想どおりに動作します。単一文字のワイルドカードは，ファイル名またはファイ
ル・タイプの中の特定の 1文字だけを表しますが，ファイル・バージョン文字列の中
で使用することはできません。複数文字のワイルドカードは，ファイル名またはファ
イル・タイプの中の (0個も含む)任意の数の文字を表します。複数文字のワイルドカ
ードは，バージョン文字列の代わりに使用することができます。

5.1.4.1 ワイルドカード文字

次の文字は，常に有効なワイルドカード文字です。

• アスタリスク (*):複数文字のワイルドカード

• パーセント記号 (%):単一文字のワイルドカード

• 疑問符 (?):単一文字のワイルドカード

パーセント記号 (%)は，既存のアプリケーションとの互換性を保つため，引き続き
単一文字のワイルドカードとして使用されます。パーセント記号 (%)の前にサーカ
ンフレックス (^)を付けるとリテラル文字として使用することができます。また，
Windowsファイル名の中では，リテラル文字として使用されます。 RMSは，パー
セント記号の他に疑問符 (?)も単一文字のワイルドカードとして認識します。疑問符
は，OpenVMS 7.2以降では，パーセント記号とまったく同様に，ワイルドカード文
字として機能します。パーセント記号と疑問符は共に，検索パターンの中の 1文字だ
けとマッチします。

注意

エスケープ文字 (^.など)またはエスケープ・シーケンス (^EFや^U0101など)
は，ワイルドカードのマッチングで使用するための単一文字と考えられてい
ます。

5.1.4.2 ワイルドカードの構文

DCLでは拡張ファイル名の大文字と小文字の区別が保存されますが，ワイルドカード
のマッチングでは，大文字と小文字は区別されません。

ワイルドカードを含む検索処理では，引き続き，対象となるファイルの同じ部分にあ
る対応する文字だけとマッチします。表 5–1は，ワイルドカードを使用した検索の例
を示しています。
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表 5–1 ワイルドカードおよびパターン・マッチングの例

パターン... マッチする例... マッチしない例...

A*B;* AHAB.;1 A.B;1

A.*.B* A^.DISK.BLOCK;1 A^.C^.B.DAT;1

A?B.TXT;* A^.B.TXT;5 A^.^.B.TXT;1

*.DAT Lots^.of^.Periods.dat;1 DAT.;1

Mil?no.dat Milano.dat;1 Millaano.dat;1

NAPOLI.?.DAT napoli.q.dat;1 napoli.abc77.dat;1

5.2 深いディレクトリ構造

ODS-2およびODS-5ボリューム構造はどちらも，OpenVMS Alpha上で深いディレ
クトリのネスティングをサポートしています。

• 255レベルまでのディレクトリ

• ODS-2では，ディレクトリ名の形式は 39.39

• ODS-5では，各ディレクトリ名は 8ビット文字で 236， 16ビット文字で 118ま
で

たとえば，次のような深いネスティング構造を持つディレクトリを作成することがで
きます。

$ CREATE/DIRECTORY [.a.b.c.d.e.f.g.h.i.j.k.l.m]

ODS-5ボリューム上では，次のように長いファイル名を持つディレクトリを作成する
ことができます。

$ CREATE/DIRECTORY
[.AVeryLongDirectoryNameWhichHasNothingToDoWithAnythingInParticular]

完全なファイル指定が 255バイトより長い場合，変更されていないアプリケーション
で表示するときには，完全なファイル指定は RMSによって短縮されます。

5.2.1 ディレクトリの命名構文

ODS-5ボリュームでは，ディレクトリ名は， ISO Latin-1を使用した場合のファイ
ル名と同じ規則に準拠します。ピリオドと特殊文字は，ディレクトリ名の中で使用
することができますが，リテラル文字として認識されるためには，表 5–2に示すよ
うに，エスケープ文字としてのサーカンフレックス (^)を前に付けなければなりませ
ん。
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表 5–2 ODS-5ボリューム上のディレクトリ名

CREATE/DIRECTORY. . . 結果

[Hi^&Bye] Hi^&Bye.DIR;1

[Lots^.Of^.Periods^.In^.This^.Name] Lots^.Of^.Periods^.In^.This^.Name.DIR;1

5.2.2 ディレクトリ IDおよびファイル IDの短縮形

状況によっては，完全なファイル指定に，変更されていないアプリケーションで許
可されている 255バイトより多くの文字が含まれている場合があります。そのよう
なアプリケーションが必要とするファイル指定の長さが 255バイトを超えている場
合， RMSはディレクトリをディレクトリ ID(DID)に短縮し，ファイル名をファイル
ID(FID)に短縮することによって，より短いファイル指定を生成します。

ファイル指定が長すぎる場合， RMSはまずディレクトリをそのディレクトリ IDに変
換することにより，より短いディレクトリを生成しようとします。この短い指定は，
DIDと呼ばれます。

TEST$ODS5:[5953,9,0]Alghero.TXT;1

UIC形式のディレクトリ名との混同を避けるため，この形式のディレクトリ名
には， 3つの数字と 2つのコンマがなければならないことに注意してください。
DIRECTORYコマンドを使用すると，ファイル指定の短いバージョンのほか，完全
なバージョンも表示することができます。

5.3 DCLでの拡張ファイル指定解析機能の使用

ファイル名に対する省略時のDCL解析スタイルは，ODS-2スタイルのファイル名で
す。

拡張ファイル名をDCLコマンド行で使用する場合には，拡張ファイル指定を受け付
けて表示できるように，解析スタイルを EXTENDEDに設定する必要があります。解
析スタイルを設定するには，次のコマンドを入力します。

$ SET PROCESS/PARSE_STYLE=EXTENDED

このコマンドは，OpenVMS VAXシステムにはまったく影響を与えないことに注目
してください。

このコマンドを入力すると，DCLは，次のようなファイル名を受け付けるようにな
ります。

$ CREATE MY^[FILE
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詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ: N–Z』の SET PROCESS/PARSE_
STYLEコマンドに関する説明を参照してください。

DCLを省略時の解析スタイルに再設定するには，次のコマンドを入力します。

$ SET PROCESS/PARSE_STYLE=TRADITIONAL

このコマンドを入力すると，DCLは，ODS-2のファイル名形式だけを受け付けるよ
うになります。

5.4 拡張ファイル指定を使用できる状況

一部のDCLコマンドとOpenVMSユーティリティは，拡張ファイル指定を完全にサ
ポートしています。これらのコマンドおよびユーティリティは，拡張ファイル名のす
べての特徴を活用できるように変更されており，拡張ファイル指定をエラーなしに，
また，大文字と小文字の区別を変更せずに受け付け，処理することができます。さら
に，ディレクトリ ID(DID)またはファイル ID(FID)形式に短縮せずに，従来課せら
れていた 255バイトの制限を超える長いファイル指定を受け付け，また生成すること
ができます。1

省略時サポート・レベルのDCLコマンドおよびOpenVMSユーティリティには，拡
張ファイル名を活用するための変更がほとんど，またはまったく加えられていませ
ん。これらのユーティリティおよびコマンドは，拡張ファイル指定のほとんどの属性
(新しい文字や深いディレクトリ構造など)を正しく処理します。ただし，ファイル名
を作成したり表示するときに，大文字と小文字の区別に誤りが生じる可能性がありま
す。

完全サポート・レベルのユーティリティとは異なり，省略時サポート・レベルのユー
ティリティは，長いファイル指定を扱うために RMSが提供するDIDおよび FIDの
短縮機能に依存しています。このため，これらのユーティリティには，DIDおよび
FIDの短縮に関連した次の制限事項があります。

• FIDの短縮が使用されている環境でのマッチング操作は，必ずしも期待どおりに
動作しません。たとえば，ワイルドカードを使用してのマッチング操作は，長い
ファイル名が数値 FID短縮形式で表現されている可能性があるので，必ずしもす
べてのターゲット・ファイル名が操作対象として認識されないことがあります。
この制限事項は， RMSの外部で実行されるマッチング操作に適用されます。

• ワイルドカードや省略時の値は， FIDの短縮では使用できません。たとえば，次
のコマンドは無効です。

$ DIRECTORY a[1,2,3]*.txt
$ COPY a[1,2,3].txt *.txt2

1 DCLコマンド行に長いファイル指定を入力する場合でも，コマンド行の長さは 255バイトに制限されます。
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FIDの短縮形は 1つのファイルの一意の数値表現であるため，これを使って他の
ファイルを表現したり，マッチングを実行することはできません。

• FIDの短縮形を使ってファイルを作成することはできません。

DIDおよび FIDの短縮形についての詳細は，『Guide to OpenVMS File
Applications』を参照してください。

特定のコマンドまたはユーティリティについての詳細は，OpenVMSドキュメント・
セットの中の該当するマニュアルを参照してください。

◆拡張ファイル名非サポート
拡張ファイル名をサポートしていないOpenVMSユーティリティおよびコマンドは，
ODS-5ボリューム上で機能することができるものの，処理できる対象が従来のファイ
ル指定に限られます。これらのユーティリティおよびコマンドは，拡張ファイル指定
を処理するときに正しく動作することが保証されていないため，ODS-5ボリューム
上では慎重に使用する必要があります。

◆ODS-5非サポート
ODS-5ボリューム構造をサポートしていないOpenVMSユーティリティおよびコマ
ンドは，拡張ファイル名を処理することができません。これらのユーティリティおよ
びコマンドは，従来のファイル指定を処理するときでも正しく動作することが保証さ
れていないため，ODS-5ボリューム上では慎重に使用する必要があります。

表 5–3には，拡張ファイル名またはODS-5構造の処理に制限があるため， Extended
File SpecificationsをサポートしていないOpenVMSユーティリティおよびコマンド
が示されています。

表 5–3 サポートされていないOpenVMSコンポーネント

コンポーネント 注意事項

ODS-5非サポート

ディスク・デフラグメンタ 特定のデフラグメンテーション・ツールが ODS-5ボリュー
ムをサポートするように更新されたという記述がある場合を
除き，サポートされない。1

拡張ファイル名非サポート

コード・コンパイラ 拡張ファイル名をオブジェクト・ファイル名として使用する
ことはできない。ただし，コード・コンパイラが，拡張ファ
イル名をサポートするアプリケーションを作成することはで
きる。

INSTALL既知イメージ 拡張ファイル名を持つイメージを，既知イメージとしてイン
ストールしてはならない。

LINK 拡張ファイル名を持つイメージを出力することはできない。

1DFOは ODS-5ボリュームをサポートするように変更されていることに注意してください。

(次ページに続く)
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表 5–3 (続き) サポートされていないOpenVMSコンポーネント

コンポーネント 注意事項

拡張ファイル名非サポート

MONITOR 拡張ファイル名を信頼の置ける形で処理することができな
い。

ネットワーク・ファイル
(NET*.DAT)

拡張ファイル名を使った名前に変更してはならない。

オブジェクト・モジュール
(.OBJ)

拡張ファイル名を使った名前に変更してはならない。

ページ・ファイルとスワッ
プ・ファイル

拡張ファイル名を使用してはならない。

SYSGEN 拡張ファイル名を使ってパラメータ・ファイルを作成しては
ならない。

システム・スタートアップ・
ファイル

拡張ファイル名を使った名前に変更してはならない。

5.5 拡張ファイル名の表示

一部のDCLコマンドでは，次のように新しい修飾子を使用して拡張ファイル名の表
示を制御することができます。

/STYLE= [CONDENSED | EXPANDED]

この修飾子を使用すると，更新されたDCLコマンドが拡張ファイル名およびそれら
に関連するプロンプトを表示する方法を制御することができます。

キーワード CONDENSEDを使用すると，多くのユーティリティで 255バイトと定
められている文字列の上限以内に収まるように生成されたファイル指定が表示されま
す。必要に応じて，このファイル指定には，DID短縮形または FID短縮形が含まれ
ている場合があります。キーワード EXPANDEDを使用すると，ディスク上に格納さ
れているファイル指定が完全な形で表示され， DID短縮形や FID短縮形は含まれま
せん。

この後の項では，DIRECTORY， TYPE， PURGE，およびDELETEコマンド
に/STYLE修飾子を使用した例が示されています。

5.5.1 DIRECTORYコマンド

DIRECTORYコマンドを使用すると，ディレクトリの内容を表示するときに，ファ
イル名を表示する形式を選択することができます。

DIRECTORY/STYLE=(keyword[,keyword])
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DIRECTORYコマンドを使用すると，省略時の設定では，次の例のように，必要に
応じてDIDを使用し，DIDが不要な場合には完全なディレクトリ指定に切り替わっ
て，ファイル名が表示されます。

$ DIRECTORY

Directory TEST$ODS5:[23,1,0]

abcdefghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdefghijklmnopqrs
tuvwxyABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdefghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXY.abcdefghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdef
ghijklmnopqrst;2

Total of 1 file.

Directory TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]

AddressFiles.DIR;1 LOGIN.COM;3 test.1;1 test^.1.clue;1
Travel.LIS;1 whee.;5 work.dat;8

Total of 8 files.

Grand total of 2 directories, 9 files.

DIRECTORYコマンドで/STYLE修飾子を使用し，両方のキーワードを指定すると，
2列から成るディレクトリ・リストが表示されます。それぞれの列には，すべての
ファイル名が含まれています。 CONDENSEDの列には，必要に応じてDIDおよび
FIDが含まれ， EXPANDEDの列には，完全なディレクトリ名および完全なファイ
ル名が含まれています。ファイル・エラーがあると， CONDENSED列に表示されま
す。次の例は，DIRECTORYコマンドで/STYLE修飾子を使用し，両方のキーワー
ドを指定した結果を示しています。

$ DIRECTORY/STYLE=(CONDENSED,EXPANDED)

Directory TEST$ODS5:[23,1,0] TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDO
M]

abcdefghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJ abcdefghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJ
KLMNOPQRSTUVWXYabcdefghijklmnopqrst KLMNOPQRSTUVWXYabcdefghijklmnopqrst
uvwxyABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcde uvwxyABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcde
fghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJKLMNO fghijklmnopqrstuvwxyABCDEFGHIJKLMNO
PQRSTUVWXY.abcdefghijklmnopqrstuvwx PQRSTUVWXY.abcdefghijklmnopqrstuvwx
yABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdefghi yABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdefghi
jklmnopqrst;2 jklmnopqrst;2
AddressFiles.DIR;1 AddressFiles.DIR;1
LOGIN.COM;3 LOGIN.COM;3
test.1;1 test.1;1
test^.1.clue;1 test^.1.clue;1
Travel.LIS;1 Travel.LIS;1
whee.;5 whee.;5
work.dat;8 work.dat;8

Total of 8 files.

DIRECTORYコマンドでは，/STYLE修飾子に一方または両方のキーワードを使用す
ることができます。
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5.5.2 TYPEコマンド

TYPEコマンドは，/STYLE修飾子を受け付けます。この修飾子を使用すると，ファ
イルやプロンプトを入力するときにシステム・メッセージに表示されるファイル名形
式を選択することができます。

$ TYPE/STYLE=(keyword)

次の例では， TYPEコマンドに修飾子 TYPE=EXPANDEDおよび CONFIRMを使用
しています。

$ TYPE/CONFIRM/STYLE=EXPANDED abc*.*rst;2
TYPE TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]abcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEF
GHIJKLMNOPQRSTUVWXYZabcdefghijklmnopqrstuvwxyzABCDEFGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabc
defghijklmnopqrstuvwxyzGHIJKLMNOPQRSTUVWXYabcdefghijklmnopqrst;2 ? [N]: Y

[System outputs contents of file]

5.5.3 DELETEコマンド

DELETEコマンドは/STYLE修飾子を受け付けます。この修飾子を使用すると，コ
マンドを実行するときに表示されるファイル名形式を選択することができます。

$DELETE/STYLE=(keyword)

次の例の反復記号 (...)は，ファイル名の中に多くの文字が含まれていることを示しま
す。これらの例では， CONFIRM修飾子を使用して，システム・メッセージを生成
しています。

省略時の値 (CONDENSED)を使用したDELETE:

$ DELETE/CONFIRM abc*.*.*
DELETE TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]abcAlphabet.stuff;1 ? [N]: Y
DELETE TEST$ODS5:[23,1,0] abcdefg. . .QRSTUVWXY.abcdefg. . .tuvw
xy;1 ? [N]: Y

完全なファイル指定が必要な場合には，DELETEコマンドで/STYLE修飾子と
EXPANDEDキーワードを使用します。

$ DELETE/CONFIRM/STYLE=EXPANDED abc*.*.*
DELETE TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]abcAlphabet.stuff;1 ? [N]: Y
DELETE TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]abcdefg. . .QRSTUVWX
Y.abcdefg. . .tuvwxy;1 ? [N]: Y
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5.5.4 PURGEコマンド

PURGEコマンドは/STYLE修飾子を受け付けます。この修飾子を使用すると，コマ
ンドを実行するときに表示されるファイル名形式を選択することができます。

$ PURGE/STYLE=(keyword)

次の例の反復記号 (...)は，ファイル名の中に多くの文字が含まれていることを示しま
す。これらの例では， CONFIRM修飾子を使用して，システム・メッセージを生成
しています。

省略時の値 (CONDENSED)を使用した PURGE:

$ PURGE/CONFIRM
DELETE TEST$ODS5:[23,1,0]abcdefg. . .QRSTUVWXY.abcdefg. . .tuvwxy;1
? [N]: Y

完全なファイル指定が必要な場合には， PURGEコマンドで/STYLE修飾子と
EXPANDEDキーワードを使用します。

$ PURGE/CONFIRM/STYLE=EXPANDED
DELETE TEST$ODS5:[TEST.RANDOMTESTING.RANDOM]abcdefg. . .QRSTUVWXY.ab
cdefg. . .tuvwxy;1 ? [N]: Y

5.6 拡張ファイル名の端末表示

端末に拡張ファイル名を表示するには，端末で表示する文字セットとして ISO
Latin-1を指定しなければなりません。このように設定しないと，画面に表示される
文字は， PCで表示される文字と一致しなくなります。端末に表示される文字セット
を確認または変更するには，端末セットアップ・ダイアログ・ボックスを使用しま
す。表示する文字セットを選択するためのオプションは，通常Generalタブにありま
す。

付録 Aには，DEC MCSと ISO Latin-1文字セットの間で異なる文字のリストが示
されています。

5.7 複合環境での作業

OpenVMS Alphaバージョン 7.2またはそれ以降のバージョンを実行しているシステ
ムでは，ODS-5ボリューム上で拡張ファイル指定機能のすべてを利用することがで
きます。また，バージョン 7.2より前のファイルおよびディレクトリも，引き続き扱
うことができます。たとえば，次のようなことができます。

• ODS-2ボリューム上に深いディレクトリ構造を作成し，アクセスする。
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• 以前のバージョンのOpenVMSで作成された BACKUPセーブセットを読み込
む。

• ODS-5形式の名前を持つファイルを，以前のバージョンのOpenVMSを実行して
いるシステム上のODS-2形式の名前のファイルにコピーする。

複数のバージョンまたは複数のアーキテクチャが混在するOpenVMS Clusterで作
業する場合は，いくつかの制限事項があります。以前のバージョンのOpenVMSを
実行しているシステムは，ODS-5ボリュームをマウントできず，拡張ファイル名を
正しく扱えず，拡張ファイル名を表示することもできません。バージョン 7.2より前
のバージョンのOpenVMS上のユーザは， ODS-5ボリューム上のファイルにアクセ
スできません。ボリュームが CIまたは SCSIバスに物理的に接続されている場合で
も，MSCPまたはQIOサーバによって接続されている場合でも同様です。また，こ
れらのユーザはODS-5イメージ・セーブセットを作成したり復元することもできま
せん。ただし，ODS-5セーブセットからODS-2準拠のファイル名を復元することは
できます。

OpenVMSバージョン 7.2 VAXシステムで使用可能な拡張ファイル指定機能は，次の
ものに限られます。

• ODS-5ボリュームをマウントする。

• ODS-5ボリューム上にODS-2準拠ファイルを書き込み，管理する。

• ODS-5ファイル指定にアクセスしたときには，擬似名 (\pISO_LATIN\.???また
は\pUNICODE\.???が表示される

OpenVMS AlphaシステムとOpenVMS VAXシステムの両方が含まれている環境で
作業を行う場合には，ユーザが次のことを認識していることが重要です。

• システム・タイプとオペレーティング・システムのバージョン

• 省略時のディレクトリはODS-2とODS-5のどちらか

• 新しいファイルを作成するのはODS-2とODS-5のどちらのボリュームか

OpenVMSバージョン 7.2を使用すると， VAXシステムからODS-5ボリュームをマ
ウントすることができます。ただし，OpenVMS VAXシステム上のユーザがアクセ
スできるのは，ODS-2準拠のファイル名を持つファイルだけです。

OpenVMS Alphaシステム上のボリュームをODS-5に変換するかどうかを選択する
ことができます。ODS-2ボリュームとODS-5ボリュームの複合環境で作業を行う場
合には，ODS-5ボリューム上でファイルを作成するときの ODS-2ファイル名の制限
事項に注意してください。ファイル名に特殊文字が含まれているODS-5ボリューム
上のファイルをODS-2ボリューム上にコピーするには， ODS-2準拠の名前を付ける
必要があります。
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6
ディスクとテープ・ドライブの使用方法

この章では，OpenVMSシステムでのディスク・ドライブとテープ・ドライブの使用
に関する一般的な概念を説明します。OpenVMSシステムに接続された周辺機器は，
ディスク・ドライブとテープ・ドライブも含めて，デバイスと呼ばれます。ユーザが
ログインすると，ユーザの省略時のデバイスとディレクトリへのアクセスが自動的に
許可されます。また，パブリック・デバイスおよびディレクトリにアクセスすること
もできます。ほとんどの場合，複数のユーザが共用するデバイスの設定と管理はシス
テム管理者が行います。

個人的に使用できるドライブがある場合には，そのようなデバイスの割り当て，初期
化，およびマウントの方法を知っておく必要があります。本章では，個人専用のディ
スク・ドライブおよびテープ・ドライブへのアクセスをインプリメントするユーザの
ために，以下の概念を説明します。

• 物理デバイス名

• デバイス情報の表示

• 論理デバイス名

• 汎用デバイス名

• OpenVMS Clusterデバイス名

• ボリュームとボリューム・セット

• デバイス管理

補足説明については，以下を参照してください。

• 本章で説明したコマンドについての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』
またはオンライン・ヘルプを参照。

• デバイスの使用方法は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル (上巻)』を参
照。

• MOUNTコマンドについての詳細は，『OpenVMSシステム管理ユーティリテ
ィ・リファレンス・マニュアル』を参照。

• OpenVMS Cluster環境内でのデバイスについての詳細は，『OpenVMS Cluster
システム』を参照。
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6.1 物理デバイス名

システムは各物理デバイスを物理デバイス名によって一意に識別します。物理デバイ
ス名によって，ディスク・ドライブかターミナルかなど，デバイスの種類がわかりま
す。

ほとんどの物理デバイス名は，次の項目からできています。

• ハードウェアの種類を表すデバイス・コード

• デバイスが接続されているハードウェア・コントローラを識別するコントローラ
指示子

• 特定のコントローラ上のデバイスを識別するユニット番号

VTA12， FX09，およびDAD44は，デバイス名の一例です。

デバイス名の具体的な形式については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を
参照してください。

6.2 デバイス情報の表示

システム上にあるボリュームについての情報を表示するには， SHOW DEVICESコ
マンドを使用します。さらに詳しい情報や特定のデバイスについての情報を得るに
は，次のいずれかの方法で SHOW DEVICESコマンドを入力します。

• 記録密度，ボリューム・ラベル，UIC，マウントされたボリュームの相対ボリュ
ーム番号を調べるには， SHOW DEVICES/FULLコマンドを入力する。

• システムで構成されている特定のタイプのすべてのドライブについての情報を表
示するには，汎用デバイス・コード (たとえば， SHOW DEVICES DK)を指定す
る。

• 特定のドライブにマウントされているボリュームの情報を表示するには，物理デ
バイス名 (たとえば， SHOW DEVICES DKA1)を指定する。

次の例では， SHOW DEVICESコマンドはDAD40:についての情報を表示していま
す。

$ SHOW DEVICES DAD40

Device Device Error Volume Free Trans Mnt
Name Status Count Label Blocks Count Cnt
DAD40: Mounted wrtlck 0 CHICAGO 540088 1 1
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6.3 論理デバイス名

システム管理者は，システム上のデバイスを表す論理デバイス名を設定できます。論
理デバイス名を使用すると，複雑なデバイス名を短くて分かりやすい名前に対応させ
ることができます。そして，物理デバイス名の代わりにこの論理デバイス名を使用し
てデバイスを参照できます。

論理名の使用法についての詳細は，第 11章を参照してください。

6.4 汎用デバイス名

汎用デバイス名はデバイス・コードからできており，個々のコントローラやユニット
番号は省略されています。MOUNTコマンドや ALLOCATEコマンドで汎用デバイ
ス名を使用した場合，システムは，指定された汎用デバイス名の部分を満足する物理
名を持つ最初に利用できるコントローラまたはデバイス・ユニットを探します。

他のコマンドで汎用デバイス名を指定する場合，次の省略時の値が使用されます。

• コントローラ指示子を省略した場合， Aが使用される。

• ユニット番号を省略した場合， 0が使用される。

6.5 OpenVMS Clusterデバイス名

OpenVMS Clusterデバイス名には，デバイスが接続されているノードの名前と物
理デバイス名を指定します。 2つの名前はドル記号( $ )で区切ります。たとえば，
ROXXY$DUA1は，ノード ROXXY上のディスクDUA1を表します。

デュアル・パスのOpenVMS Clusterディスクには，割り当てクラスのデバイス名を
使用するのが普通です。このデバイス名は，すべてのOpenVMS Clusterノードが常
に認識できる唯一の名前です。

OpenVMS Clusterの環境におけるデバイス名の形式についての詳細は，
『OpenVMS Clusterシステム』を参照してください。

デバイスがデュアル・パスの (2つのノードに接続されている)場合，次の形式の
OpenVMS Clusterデバイス名を指定します。

$ノード割り当てクラス$ddcu

要素の意味は次のとおりです。

ノード割り当て
クラス

デュアル・パス・デバイスに接続されているノードに割り当てられた値。
たとえば，$1$DJA16は，両方ともクラス値 1を持つ 2つのノードに接続
されたディスクを識別する。
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dd ハードウェア・デバイス・タイプのデバイス・コードを表す。たとえば，
デバイス・コード DKは RZ23ディスクを表す。

c デバイスが接続されているハードウェア・コントローラを識別する。コン
トローラ・デスティネーションは，ユニット番号といっしょにシステムの
ハードウェア構成内のデバイスの場所を識別する。コントローラは英字 A
から Zによって指示される。

u 個々のコントローラ上のデバイスのユニット番号を識別する。ユニット番
号は， 0から 65535までの 10進数であり，重複しない値を持つ。

6.6 ボリュームとボリューム・セット

OpenVMSオペレーティング・システムは，ディスクとテープをそれらが存在する実
際のハードウェア・ドライブと区別して，ボリュームとして認識します。ボリューム
は，編成されたデータの集まりです。OpenVMSオペレーティング・システムは，ボ
リューム・セットも認識します。ボリューム・セットは， 2つ以上の関連するボリュ
ームから成ります。ボリュームを結合してボリューム・セットにすると，複数の新し
いボリュームを定義しなくても， 1つのセットにボリュームを追加できるので，ファ
イルに使用できる領域を拡張することができます。単一のボリュームではなくボリュ
ーム・セットを作成する手順については，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』
を参照してください。

6.7 デバイスの管理

個人的に使用できるディスク・ドライブがある場合は，ディスク・ドライブの設定手
順を知っておく必要があります。

手順 操作

1 DCLの ALLOCATEコマンドを使用して，ディスク・ドライブをユーザのプロセスに
割り当てる。

2 DCLの INITIALIZEコマンドを使用して，ディスク・ボリュームをフォーマットして
から，必要があれば，そのボリュームに識別用のラベルを書き込む。

3 DCLのMOUNTコマンドを使用して，ボリュームまたはボリュームに含まれているフ
ァイルやデータをプロセスがアクセスできるようにする。

6.7.1 デバイスの割り当て

デバイスを割り当てると，そのデバイスはそのユーザ・プロセス専用となります。こ
のデバイスは，DCLコマンドのDEALLOCATEによって明示的にデバイスの占有
を解除するまで，またはログアウトするまでプロセスに割り当てられたままになりま
す。

DCLコマンドの ALLOCATEを使用してディスクやテープ・ドライブを自分のプロ
セスに割り当てる (ローカル割り当て)。 ALLOCATEコマンドの形式は，次のとおり
です。
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ALLOCATEデバイス名[:][,...] [論理名[:]]

要素の意味は次のとおりです。

デバイス名 ボリュームをロードするドライブを表す。デバイス名には物理名，汎用
名，または論理名を指定できる。

論理名 デバイスに関連付ける論理名を指定する。この名前は省略可能である。

6.7.2 ボリュームの初期化

ディスクまたは磁気テープ・ボリュームを初期化すると，そのボリュームはフォーマ
ットされます。ボリュームを使用するたびに初期化する必要はありません。初期化
は，ボリュームを最初に使用する前と，ボリュームを完全に消去したいときに行い
ます。ボリュームを初期化するには，DCLコマンドの INITIALIZEを使用します。
INITIALIZEコマンドは次の処理を行います。

• ボリュームに新しいファイル構造を作成する。初期化時にディスクに格納されて
いたデータは，初期化処理中に削除される。

• ボリューム上に識別のためのラベルを付ける。

• 所有者UICとボリュームの保護を定義する。

注意

INITIALIZEコマンドを使用すると，別のユーザのボリュームを初期化するこ
とも可能です。このため，このコマンドを使用するときには，あらかじめ目
的のデバイスを割り当ててから個人専用のボリュームを初期化するようにし
てください。

別のユーザにボリュームを初期化してもらう場合 (たとえば，十分な特権が自分には
ない場合)には，そのボリュームのボリューム・ラベル，所有者UIC，保護コードを
そのユーザに知らせなければなりません。

INITIALIZEコマンドの形式は，次のとおりです。

INITIALIZEデバイス名[:]ボリューム・ラベル

フィールドの意味は次のとおりです。

デバイス名 ボリュームを物理的にマウントするデバイスの名前を表す。

ボリューム・ラ
ベル

ボリュームを識別するためのものである。ディスク・ボリュームには最大
12文字の英数字，磁気テープ・ボリュームには最大 6文字の英数字のラベ
ルを指定できる。
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ディスク・ボリュームの初期化
省略時の設定では， INITIALIZEコマンドは新しいボリューム上に Files–11構造
を作成します。OpenVMSオペレーティング・システム用に，またはOpenVMSオ
ペレーティング・システムによって初期化されたディスク・ボリュームの省略時の
形式を， Files–11ディスク構造レベル 2 と呼びます。 INITIALIZEコマンドは，
Files–11ディスク構造レベル 1形式でディスク・ボリュームを初期化することもでき
ます。

ブランクのディスク・ボリューム (すなわち，書き込みが一切行われていないボリュ
ーム)や現在のUICまたはUIC [0,0]によって所有されたディスク・ボリューム上で
の論理保護を変更にするには，特別な特権は必要ありません。これ以外の場合，ディ
スク・ボリュームを初期化するには，ユーザ特権 VOLPROが必要です。

次の例は，DKA300上でボリュームを初期化し，そのボリュームに ACCOUNTSと
いうラベルを付けています。

$ INITIALIZE DKA300: ACCOUNTS

6.7.3 ボリュームのマウント

割り当てたディスク・ボリューム上のファイルを使用するためには，そのボリューム
をマウントする必要があります。DCLのMOUNTコマンドは，ボリュームとボリュ
ームに格納されているファイルがプロセスにアクセスできるようにします。

MOUNTコマンドを入力すると，システムは，次の条件が満足されているかどうかを
検証します。

• デバイスが別のユーザによって割り当てられていない。

• デバイスを割り当てることができるようにデバイス保護が設定されている。

• ボリュームが物理的に指定されたデバイスにロードされている。

• ボリューム上のラベルが指定されたラベルと一致している。

単独のボリュームをマウントすることもできますし，ボリューム・セットをマウン
トすることもできます。ボリューム・セットの作成とマウントの手順については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。

MOUNTコマンドの形式は，次のとおりです。

MOUNTデバイス名[:][,...] [ボリューム・ラベル[,...]] [論理名[:]]

要素の意味は次のとおりです。

デバイス名 ボリュームをマウントするデバイスの物理デバイス名または論理名を表
す。
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ボリューム・ラ
ベル

ボリュームを初期化するときに使用したラベルを表す。MOUNT修飾子
の/FOREIGN，/NOLABEL，/OVERRIDE=IDENTIFICATIONのいずれ
かを使用する場合には，ボリューム・ラベルを指定する必要はない。

論理名 デバイスに関連付ける名前を表す。論理名を省略すると，MOUNTコマン
ドは，ディスク・ドライブとテープ・ドライブに省略時の論理名 DISK$ボ
リューム・ラベルと TAPE$ボリューム・ラベルをそれぞれ割り当てる。

6.7.4 オペレータの手助けが必要な場合

オペレータは，システム・ボリュームとプライベート・ボリュームの両方の物理マウ
ント (およびディスマウント)を行うことができます。使用するドライブにすでにボリ
ュームが存在する場合は，オペレータの手助けは必要ありません。

MOUNTメッセージは， TAPEおよびDISKメッセージを受信する権限のあるすべ
てのオペレータに送信されます。たとえば，ディスク・デバイスをマウントするのに
オペレータの手助けが必要な場合には，ディスク・オペレータにメッセージを送信し
ます。MOUNT要求を受信してそれに応答できるオペレータがいない (オペレータに
その権限がない)場合には，その状況を知らせるメッセージが表示されます。オペレ
ータの手助けが必要なければ，/NOASSIST修飾子を指定することもできます。

MOUNTコマンドを出すと，オペレータにマウント要求が通知され，ターミナルにメ
ッセージが表示されます。

$ MOUNT DKA300: DISK VOL1
%MOUNT-I-OPRQST, PLEASE MOUNT DEVICE _MARS$DKA300:

デバイスが正しくマウントされると，次のメッセージが出されます。

%MOUNT-I-MOUNTED, DISK mounted on _DKA300:

次の例は，ディスク・ボリュームを割り当てて，初期化し，マウントする方法を示し
ています。

$ ALLOCATE DKA300: TEMP
%DCL-I-ALLOC, _MARS$DKA300: allocated
$ INITIALIZE TEMP: BACKUP_FILE
$ MOUNT TEMP: BACKUP_FILE
%MOUNT-I-MOUNTED, BACKUP_FILE mounted on _DKA300:
$ CREATE/DIRECTORY TEMP:[ARCHIE]

ボリューム上にファイルを格納するには，上記の例の CREATE/DIRECTORYコマン
ドの部分に示されているように，ディレクトリを作成しなければなりません。

フォーリン・ディスク・ボリュームのマウント
フォーリン・ディスク・ボリューム (すなわち， Files–11以外のファイル構造を持つ
ディスク・ボリューム)をマウントするには，次のように，/FOREIGN修飾子を指定
します。
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$ MOUNT/FOREIGN DISK
%MOUNT-I-MOUNTED, BACKUP_FILE mounted on DISK$DMA2:

MOUNT/FOREIGNコマンドは，フォーリン・ディスクのボリュームの内容をシス
テムで使用できるようにしますが，ファイル構造に関しては特別な処理は行いませ
ん。前の例では，MOUNTはボリューム・ラベルを表示して，フォーリン・デバイ
スとしてマウントされているにもかかわらず，ディスクが Files–11構造であること
を示しています。ディスクが認識されたファイル構造を持たない場合には，MOUNT
はラベルを表示しません。

/FOREIGN修飾子を指定して Files–11構造のディスクをマウントするには，所有者
UICが自分のUICと一致する場合を除いて，ユーザ特権 VOLPROが必要です。

6.8 プライベート・デバイス上のファイルのアクセス

プライベート・デバイス上にあるファイルをアクセスするには，デバイス名を指定す
るか， SET DEFAULTコマンドを使用してそのデバイスを省略時のデバイスおよび
ディレクトリ名に設定しなければなりません。

デバイスを参照するには，物理名，論理名，または汎用名が使用できます。さらにシ
ステムがOpenVMS Clusterの一部である場合，OpenVMS Clusterのすべてのメン
バが特定のデバイスをアクセスできます。テープ・ボリューム・セット上のファイル
にアクセスするには，割り当てられたデバイスを指定します。

個人用のボリュームからファイルを印刷することができますが，印刷するファイルを
含んでいるボリュームは，ファイルの印刷が完了するまでマウントしたままにしてお
く必要があります。

出力ファイル指定を使用できるコマンドもあります。この場合，出力ファイル指定を
プリンタやターミナルなどのレコード単位取り扱いデバイスの名前に置き換えること
ができます。たとえば，次のように指定します。

$ COPY DFILE.DAT TTB4:

この COPYコマンドは，ファイルDFILE.DATを TTB4というターミナルに送りま
す。ターミナルはファイルを受け取り， 1レコードずつ表示します。ファイル指定と
してデバイス名を使用する場合，デバイス名の後にコロン (:)を付けます。

6.8.1 ボリュームのディスマウント

ディスクやテープ・ボリュームでのファイル操作が終了したら，DISMOUNTコマン
ドを使用して，ボリュームをディスマウントできます。DISMOUNTコマンドは，ボ
リュームをディスマウントする前に，ディスマウント操作を妨げる条件がないかどう
かをチェックします。たとえば，ボリュームにインストール済みのスワップ・ファイ
ルやページ・ファイル，インストール済みのイメージ，オープンされたユーザ・ファ
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イルが含まれる場合には，ボリュームをディスマウントできないことを知らせるエラ
ー・メッセージを出します。

省略時の設定では，DISMOUNTコマンドは，ドライブからボリュームを自動的にア
ンロードします。ボリュームをもう一度マウントしたり初期化したりする予定がある
ときには，次に示すように，ボリュームをディスマウントした後で，/NOUNLOAD
修飾子を使用すれば，ボリューム処理に要する無駄な時間を節約できます。

$ DISMOUNT/NOUNLOAD MTA1:

この例では，磁気テープ・ボリュームは論理的にディスマウントされ，テープが巻き
戻されますが，物理的にはテープはMTA1ドライブにロードされたままです。

ボリュームを物理的にアンロードする場合には，DISMOUNTコマンドによってボ
リュームを明示的にディスマウントしなければなりません。ドライブがアンロード
されるのを待ってから，ボリュームを取り出すようにしてください。DCLコマンド
SHOW DEVICESを入力すれば，ディスマウント操作が完了したかどうかを確認で
きます。

ボリュームをマウントしたジョブからログアウトすれば，ボリュームは自動的に
ディスマウントされてアンロードされます。ただし，システムに障害が生じた場合
には，ボリュームは自動的にはディスマウントされません。ディスマウントしてい
るデバイスが， ALLOCATEコマンドによって割り当てられたデバイスである場合
には，DISMOUNTコマンドを使用してディスマウントしても，割り当ては解除
されません。MOUNTコマンドによってデバイスを暗黙に割り当てた場合には，
DISMOUNTコマンドによって割り当てが解除されます。
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Mailを使用して他のユーザと通信する

OpenVMS Mailユーティリティ (MAIL)は，メッセージをシステム上の他のユーザ
や， Compaq TCP/IP for OpenVMSまたはDECnetネットワークで接続されている
他のコンピュータのユーザに送ることができるようにします。本章では，以下のこと
について説明します。

• Mailの起動と終了

• メッセージの開封

• メッセージの送信

• ネットワークを介したメールの送信

• 複数のユーザへのメッセージの送信

• メールでのファイルの操作

• メッセージを送信するための他の方法

• メッセージの整理

• メッセージの削除

• メール・メッセージの印刷

• メール・ファイルの保護

• Mailでのテキスト・エディタの使用方法

• Mail環境のカスタマイズ

• Mailコマンドの要約

• MIMEユーティリティの使用

詳細は，以下を参照してください。

• Mailコマンドと修飾子の詳細情報については，HELP MAILコマンドを入力する
か，MAIL>プロンプトに対してHELPコマンドを入力。

• ユーザ・アカウントを通じてMailの使用を制御する方法の説明については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照。

• TCP/IPメール・コマンドと修飾子については，DCLプロンプトにHELP
TCPIP_SERVICESを入力します。

• TCP/IP Servicesによるメールの送受信の詳細については，『Digital TCP/IP
Services for OpenVMS User’s Guide』を参照してください。
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次の図は，メールのメッセージと構成を示しています。

JRD−0980A−GE

7.1 Mailの起動と終了

これ以降の節では，Mailの起動方法および終了方法を説明します。

7.1.1 Mailの起動

Mailユーティリティを起動するには，MAILと入力します。

$ MAIL
MAIL>

いったんMailユーティリティに入り，MAIL>プロンプトで適切なコマンドを入力
し， Enterキーを押すと，次の操作を実行できます。

• メール・メッセージの開封

• メール・メッセージの送信

• メール・メッセージの返信

• メール・メッセージの転送

• フォルダとファイルによるメール・メッセージの整理

• メール・メッセージの削除

• メール・メッセージの印刷
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7.1.2 Mailの終了

Mailを終了するには，MAIL>プロンプトに対して EXITコマンドを入力します。

MAIL> EXIT
$

Ctrl/Zを押すか，QUITコマンドを使用してもMailを終了できます。

7.2 メッセージの開封

Mailは，受け取ったメッセージをメール・ファイル (省略時のファイル・タイ
プ.MAI)に格納します。省略時の設定では，このファイルには，古いメッセージと新
しいメッセージを格納する 2つのフォルダがあります。新しいメッセージは自動的に
NEWMAILと呼ばれるフォルダに格納され，古いメッセージはMAILと呼ばれるフ
ォルダに格納されます。

通常，新しいメッセージを読み終えると，そのメッセージは自動的にNEWMAILフ
ォルダからMAILフォルダに移されます。また， FILEコマンドやMOVEコマンド
を使用して格納するフォルダを変更したり，DELETEコマンドを使用してメッセー
ジを削除することもできます。新しいメール・メッセージをすべて読み終えた後，別
のフォルダを選択するか，Mailを終了すると，NEWMAILフォルダは削除されま
す。

7.2.1 新しいメールを読む

自分のアカウントにログイン中にメール・メッセージを受信すると，新しいメッセー
ジを受信したという通知が画面に表示されます。たとえば， FELLINIというユーザ
から送信されたメッセージを受信すると，次のような通知が表示されます。

New mail on node DOODAH from STONE::FELLINI (10:02:23)

新しいメッセージを読む場合には，Mailを起動して，MAIL>プロンプトに対して
Enterキーを押します。

$ MAIL

You have 1 new message.

MAIL>

新しいメッセージが複数ある場合には，MAIL>プロンプトに対して Enterキーを押
すと次のメッセージを読むことができます。新しいメッセージをすべて読み終える
と， "%MAIL-E-NOMOREMSG, no more messages"というメッセージが表示され，
コマンドの入力待ち状態になります。

7–3



Mailを使用して他のユーザと通信する
7.2メッセージの開封

Mailコマンドの実行中にメール・メッセージを受け取った場合には， READ/NEW
コマンドを入力すれば，新しいメッセージを読むことができます。

7.2.2 古いメッセージの開封

省略時のMAILフォルダにある古いメール・メッセージを読む場合には，次の手順に
従ってください。

手順 操作

1 MAIL>プロンプトに対して SELECTコマンドを入力する。

MAIL> SELECT MAIL
MAILフォルダに移動する。

2 省略時のMAILフォルダにある最初のメッセージを読むには，MAIL>プロンプトに対
して Enterを押すか， READコマンドを入力する。

省略時のメール・ファイルにある最初のメッセージ( 1 )が表示される。

3 次のメッセージを表示するには， Enterを押す。

メッセージが長すぎて 1つの画面に収まらない場合には， Enterを押せば，メッセー
ジの次の部分が表示される。

メッセージの残りの部分をスキップして次のメッセージを表示する場合には， NEXT
コマンドを入力する。

省略時のMAILフォルダにある特定のメッセージを読む場合には，次の手順に従って
ください。

手順 操作

1 MAIL>プロンプトに対して DIRECTORYコマンドを入力する。

>Fromや Subjに特定の文字列を含むメッセージのみのリストを表示するには，
DIRECTORYコマンドと一緒に/FROMまたは/SUBJECT修飾子を使用する。

2 MAIL>プロンプトに対して，読みたいメッセージの番号を入力する。

選択したメッセージが表示される。

次の例では，DIRECTORYコマンドを使用して古いメッセージを表示し，その後，
開封するメッセージとして， 2というラベルの付いたメッセージを選択しています。

MAIL> DIRECTORY
MAIL

# From Date Subject
1 STONE::FELLINI 11-DEC-1999 Sales presentation on May 11
2 DOODAH::JONES 11-DEC-1999 Status

MAIL> 2
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7.2.3 メッセージの検索

複数のメッセージがあるときは， SEARCHコマンドを使用すれば特定のメッセージ
を見つけることができます。 SEARCHコマンドは， 1つ以上のメッセージの中から
特定の文字列を探し出すコマンドです。

新しい文字列を検索する場合には， SEARCHコマンドのパラメータとして別の文字
列を指定します。新しい文字列を指定するたびに， SEARCHコマンドはメッセージ
番号 1から検索を開始します。同じ文字列を検索し続ける場合には，パラメータを
指定せずに SEARCHコマンドを使用します。異なるフォルダから同じ文字列を検索
する場合には， SELECTまたは SET FOLDERフォルダ名のコマンドを入力してか
ら，パラメータを指定せずに SEARCHコマンドを使用します。

次の例では，現在のフォルダの中から，文字列 appointmentが含まれている最初のメ
ッセージが選択され，表示されています。

MAIL> SEARCH "appointment"

7.3 メッセージの送信

メール・メッセージを同じシステムの他のユーザに送信する場合には，次の手順に従
ってください。

手順 操作

1 MAIL>プロンプトに対して SENDを入力する。

メッセージを受け取るユーザの名前を求めるプロンプトが表示される。

2 メッセージを受け取るユーザの名前を入力して Enterを押す。

メッセージの題目を求めるプロンプトが出される。

3 メッセージの題目を入力して Enterを押す。この情報は省略することもできる。

メッセージのテキストを求めるプロンプトが表示される。

4 メッセージのテキストを入力して Enterを押す。この情報は省略することもできる。

5 Ctrl/Zを押してメッセージを送信する。メッセージを送信しない場合には， Ctrl/Cを
押す。 Ctrl/Cは，Mailを終了せずに送信操作を取り消す。

次の例では，メッセージは THOMPSONという名前のユーザに送信されます。

MAIL> SEND
To: THOMPSON
Subj: Meeting on April 20
Enter your message below. Press CTRL/Z when complete, or CTRL/C to quit:
I have some new ideas about the Hubbub Cola account.
Let me know when you are available to talk about them.

--Jeff
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7.4 ネットワークを介したメールの送信

これ以降の節では，ネットワークを介してメールを送信する方法を説明します。

7.4.1 ネットワーク・プロトコルの指定

メッセージを受信すると，以下のようにMailは指定アドレスを解釈します。

• アドレスのノード名にピリオド( . )が含まれる場合，アドレスはインターネット・
アドレスに解釈されます。MAIL$INTERNET_TRANSPORT論理名で代替プロ
トコルを定義して別のインターネット・プロトコルを使用するようあらかじめシ
ステムを設定しておかない限り，Mailは省略時の設定で SMTPプロトコルを使
用します。

• アドレスのノード名にピリオドがなければ，アドレスはDECnetアドレスとして
解釈されます。

ただし，特定のプロトコルを選択するようMail環境をカスタマイズできます。この
オプションは，インターネット・プロトコルとDECnetプロトコルのどちらでもメー
ル・アドレスを有効に解釈できる場合に便利です。

プロトコルを指定するには，以下のようにMAIL$INTERNET_MODE論理名を指定
します。

• HYBRID (省略時の設定)

アドレスのノード名にピリオド( . )を使用すると，Mailではインターネット・プ
ロトコルを使用します。ピリオドがなければ，MailではDECnetプロトコルを使
用します。

• DECNET

Mailでは，つねにアドレスのノード名をDECnetノード指定として解釈します。

• SMTP

Mailでは，つねにアドレスのノード名をインターネット・アドレス指定として解
釈します。省略時の伝送プロトコルは，MAIL$INTERNET_TRANSPORT論理
名で代替インターネット伝送プロトコルを使用しない限り SMTPです。

以上のどの方法でもMail環境を変更する場合， Compaqでは LOGIN.COMファイ
ルにMAIL$INTERNET_MODE論理名とMAIL$INTERNET_TRANSPORT論理名
を指定することを推奨します (論理名の使用方法と定義方法については第 11章を参
照)。

たとえば，システムが省略時の設定 (HYBRID)を使用するセットアップの場合，
Mailアドレス smith@plutoはDECnetアドレスとして解釈されます。これは，アド
レスにピリオドがないためです。しかし，MailでDECnetではなく SMTPを使用し
たい場合は， LOGIN.COMファイルに以下の行を追加します。
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$ DEFINE MAIL$INTERNET_MODE SMTP

smith@plutoを指定すると，Mailはこのアドレスを Internetアドレスとして解釈
し， SMTPプロトコルを使用します (例; SMTP%"smith@pluto.xyz.dec.com")。

7.4.2 ノード名の指定

ユーザのコンピュータ・システムがネットワークに接続されている場合には，ネッ
トワーク上の他のユーザにメールを送信できます。別のノード上のユーザにメール
を送信する場合には， To:プロンプトに対してユーザのノード名とユーザ名を入力し
ます。ユーザ名に特殊文字やスペースが含まれている場合は，ユーザ名を二重引用
符( " " )で囲む必要があります。次の形式を使用します。

ノード名::ユーザ名

リモート・ノードへネットワーク接続できない場合には，メッセージが表示されま
す。少し待ってからメッセージの送信を再び試みてください。

ノード名の指定についての詳細は，第 3.1.6項を参照してください。

たとえば， CHEETAノード上のHIGGINSというユーザにメッセージを送信する場
合には，次のように入力します。

MAIL> SEND
To: CHEETA::HIGGINS

7.4.3 インターネット・メール・アドレスの使用

ネットワーク経由でユーザにメールを送信するために，完全な形式のインターネッ
ト・メール・アドレスも使用することができます。特に組織の外へメールを送信する
場合，このアドレスは一般的なものです。

username@company.com

To:プロンプトに対して，メールを送信したいユーザのインターネット・アドレスを
完全な形式で入力します。アドレスは，ほとんどの場合，大文字小文字が区別されま
せん。

MAIL> SEND
To: J_SMITH@COMPANYNAME.COM, Kate.Muir@school.edu

7.4.4 論理ノード名の使用方法

論理名を使用して，ユーザ名とノードを表すこともできます。Mailは，ノード名や
論理名の中のアクセス制御情報を無視するので注意してください。
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次の例では， CHEETA::HIGGINSのかわりにHENRYが使用されています。まず，
論理名 (HENRY)が定義され，次にユーザ名とノードのかわりに，その論理名使用さ
れます。

$ DEFINE HENRY CHEETA::HIGGINS
$ MAIL
MAIL> SEND
To: HENRY

7.5 複数のユーザへのメッセージの送信

これ以降の節では，複数のユーザにメールを送信する方法を説明します。

7.5.1 個人名の使用方法

同時に複数のユーザにメールを送信する場合には， To:プロンプトに対して個々のユ
ーザ名を入力するか，配布リストを使用します。ユーザ名を使用して複数のユーザに
同じメッセージを送信するには， To:プロンプトに対して各ユーザ名を入力します。
このとき，ユーザ名はコンマかスペースで区切ります。

たとえば，メッセージを Thompson， Jones， Barneyの 3人に送信する場合には，
次のように入力します。

MAIL> SEND
To: THOMPSON,JONES,BARNEY
Subj: Meeting on January 9

7.5.2 配布リストの作成

配布リストとは，ユーザ名とそのノード名のリストが収められたファイルのことで
す。テキスト・エディタを使用して，配布リストを作成しなければなりません。配布
リストは，Mailユーティリティ内では作成できません。

オープン・ファイル・クォータ (アカウントに割り当てられた制限値)によって，メー
ルを 1度に送信できるノード数と，配布リストをネストできる深さが決定されます。
クォータを超えると，エラー・メッセージが表示されます。このような場合は，シス
テム管理者に相談してクォータを大きくするか，一度にメールを送信するノード数を
少なくしてバッチ形式で送信します。

省略時の設定では，検索される配布リスト・ファイルのファイル・タイプは.DISで
す。配布リスト・ファイルがこれと異なるファイル・タイプを持つ場合には， To:プ
ロンプトに対してファイル名とファイル・タイプを指定します。配布リスト・ファイ
ルがMailを起動したときのディレクトリとは別のディレクトリに登録されている場
合には， To:プロンプトに対して配布リストの完全なディレクトリ名を入力します。
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配布リストを作成するには，次の手順で行います。

手順 操作

1 テキスト・エディタを使用して，ファイル・タイプ.DISの配布リスト・ファイルを作
成する。

2 配布リスト・ファイルの 1行ごとにユーザ名を 1つずつ入力する。

3 ファイルに他の配布リストの名前を含める (リストを「ネスト」する)場合には，アッ
トマーク( @ )の後に配布リストの名前を指定する。

4 ファイルにコメントをいれるには，コメントの前に感嘆符( ! )を入力する。

次に，配布リスト・ファイルの例を示します。

! ALLBUDGET.DIS
!
! Budget Committee Members
@BUDGET ! listed in BUDGET.DIS.
! Staff

Thompson
BRUTUS::JONES
PORTIA::BARNEY

BUDGET.DISファイルが，作成中の新しい配布リスト・ファイル
(ALLBUDGET.DIS)と同じディレクトリにない場合には， BUDGET.DISのファ
イル指定を新しい配布リストにする必要があります。 ALLBUDGET.DISを作成する
場所によっては， BUDGET.DISを登録するデバイスとディレクトリを指定しなけれ
ばならないこともあります。ファイル指定についての詳細は，第 3章を参照してくだ
さい。

7.5.3 配布リストによるメッセージの送信

配布リストを使用して複数のユーザにメールを送信する場合には，次の手順で行いま
す。

手順 操作

1 Mailを起動する。

2 MAIL>プロンプトに対して SENDと入力してから Enterを押す。

3 To:プロンプトに対してアットマーク( @ )と配布リストのファイル名を入力してから，
Enterを押す。

4 Subj:プロンプトに対してメッセージの題目を入力してから Enterを押す。

5 テキスト・プロンプトに対してメッセージのテキストを入力する。

次の例では，メッセージは配布リスト ALLBUDGET.DISに送信されます。
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MAIL> SEND
To: @ALLBUDGET
Subj: Tomorrow’s Meeting
Enter your message below. Press CTRL/Z when complete, or CTRL/C to quit:

The meeting about the Hubbub Cola account is tomorrow at 2:00.

--Jeff

DCLレベルから配布リストにファイルを送信することもできます。ファイル・タイ
プ (.DIS)を省略する場合には，アットマークとファイル名の前後に二重引用符を付け
て，ファイルを配布リストとして識別します。題目をいれるには，MAILコマンド
で/SUBJECT修飾子を使用します。

次の例は，MEETING.TXTファイルを THOMASというユーザと FRIENDS.DIS配
布リスト内のユーザに送信します。

$ MAIL/SUBJECT="update" MEETING THOMAS,"@FRIENDS.DIS"

次の例は，NOTICE.TXTファイルをWRITERS.DIS配布リスト内のユーザに送信し
ます。ここでは，/SUBJECT修飾子が入っていないので，メッセージの送信時の題目
は省略されます。

$ MAIL NOTICE "@WRITERS"

7.6 Mail内でのファイルの操作

ファイルの送信は，Mail内部からでも，またはDCLレベルからでもできます。
Mail内部からファイルを送信する場合には，次の手順で行います。

手順 操作

1 MAIL>プロンプトに対して， SENDと，送信したいファイルの名前を入力する。

2 To:プロンプトに対して，ファイルの受信者の名前を入力する。

3 Subj:プロンプトに対して，ファイルの題目を入力する。

4 ファイルを送信する場合には， Enterを押す。ここで，送信操作を取り消す場合に
は， Ctrl/Cまたは Ctrl/Yを押す。 Ctrl/Cを押すとMAILプロンプトに戻り， Ctrl/Y
を押すと DCLレベルに戻る。

次の例では，ファイルMEMO.TXTがユーザ EDGELLに送信されます。

MAIL> SEND MEMO.TXT
To: EDGELL
Subj: Another memo

メールによってファイルを送信するときには，次の制限事項に注意してください。

• COPYコマンドを使用してファイルをコピーするときには，オペレーティング・
システムによるデータ整合性チェックが行われます。このチェックはメールによ
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ってファイルを送信するときには行われないので，フォーリンファイル (実行可能
ファイルなど)を送信するときにファイルが破損することがあります。

• 大きなファイルを送信するときには注意が必要です。一部のシステムのユーザ
は，大きなファイル (POSTSCRIPTファイルなど)を受信できない場合があります。

7.6.1 DDIFファイルの送信

ファイルがDIGITAL Document Interchange Format (DDIF)仕様に従って作成され
た複合文書である場合には，OpenVMS AXP Version 1.0または VAX VMS Version
5.2-2，またはそれ以降のシステムの場合にだけ，MailはOpenVMS RMSファイ
ル・タグとDDIFセマンティックを保存します。DDIFファイルを含むメール・メ
ッセージを，OpenVMS AXP Version 1.0または VAX VMS Version 5.2-2より前の
OpenVMSシステムに送信した場合や，OpenVMS以外のオペレーティング・システ
ムに送信した場合には，Mailはエラー・メッセージを戻します。

7.6.2 DCLからのファイルの送信

DCLレベルからファイルを送信する場合にもMailは起動されますが，会話型セッ
ションは開始されず，MAIL>プロンプトも表示されません。ファイルが送信される
と，自動的にDCLレベルに戻ります。MAILコマンドと適切な修飾子を入力した
後，ファイルを送信するときは Enterを押し，送信操作を取り消すときは Ctrl/Cを
押します。

以下の点にも注意してください。

• ファイル指定では，ワイルドカード文字を使用できません。ファイル・タイプを
省略すると，省略時のファイル・タイプは.TXTになります。

• ファイル指定として SYS$INPUTを指定した場合には，DCLレベルから直
接，メッセージ文の入力を求めるプロンプトを表示させることができます。
SYS$INPUTの使用についての詳細は，第 11章を参照してください。

• DCLレベルからファイルを送信する場合，省略可能な/SUBJECT修飾子への引数
にスペースや英数字以外の文字が含まれているときには，引数を二重引用符で囲
まなくてはなりません。

次の例では，DCLレベルでMEMO.TXTファイルを CHEETAノードの EDGELLと
いうユーザに送信しています。

$ MAIL/SUBJECT="Another memo" MEMO.TXT CHEETA::EDGELL

次の例では，ファイル指定として SYS$INPUTを指定した場合に，DCLレベルから
直接，メッセージ文の入力を求めるプロンプトが表示されています。
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$ MAIL SYS$INPUT:
To: ARMSTRONG
Enter your message below. Press CTRL/Z when complete, or CTRL/C to quit:
The text of the message is here.

Ctrl/Z

$

7.6.3 メッセージからのファイルの作成

メッセージからテキスト・ファイルを作成する場合には，メッセージの読み込み中
(選択中)にMAIL>プロンプトに対して EXTRACTコマンドとファイル名を入力しま
す。Mailを終了すると，ファイルは現在のディレクトリに格納されます。別のディ
レクトリを指定すれば，そのディレクトリに格納されます。ファイルが DDIFファイ
ルの場合には，OpenVMS RMSファイルのタグとDDIFのセマンティクスが保持さ
れます (VAX/VMSバージョン 5.2-2またはそれ以降)。

メールのヘッダは， From:， To:， Subj:の各行から構成されていますが，ヘッダ情
報を含まないファイルを作成するには， EXTRACTコマンドに/NOHEADER修飾子
を指定します。メッセージにヘッダが複数ある場合には (たとえば，転送されたメッ
セージなど)，一番上のヘッダだけが削除されます。

メッセージを既存のファイルの終端にコピーするには， EXTRACTコマンドに
/APPEND修飾子を指定します。/ALL修飾子を使用すると，現在のフォルダにある
すべてのファイルが既存のファイルにコピーされます。

次の例では，DEC_MEETINGS.TXTという名前のファイルがメール・メッセージか
ら作成されています。

#1 01-DEC-1999 14:12:27 NEWMAIL

From: STONE::FELLINI
To: Thompson
Subj: Dates for December sales meetings

Sales meetings in December will be held on the following dates:
Wednesday Dec. 8, 1999
Tuesday Dec. 14, 1999
Monday Dec. 20, 1999
Thursday Dec. 30, 1999

MAIL> EXTRACT DEC_MEETINGS.TXT
%MAIL-I-CREATED, DISK:[THOMPSON]DEC_MEETINGS.TXT

次の例に，メッセージ番号 3のテキストを JANUARY_MEETINGS.TXTというファ
イルに格納する方法を示します。
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MAIL> READ 3
.
.
.
MAIL> EXTRACT/NOHEADER JANUARY_MEETINGS.TXT
%MAIL-I-CREATED, DISK1:[JONES]JANUARY_MEETINGS.TXT;1 created
MAIL>

7.6.4 メッセージへのファイルの追加

メール・メッセージの最後に小さなファイルを自動的に追加するときは， SET
SIGNATURE_FILEコマンドを使用します。このコマンドで指定したファイルは，
ANSWER， FORWARD，MAIL， REPLY， SENDの各コマンドを使用して送信す
るすべてのメール・メッセージに自動的に追加されます (省略時の場合)。署名ファイ
ルの例として，ユーザの会社名，住所，電話番号， Internetアドレスを名刺形式で編
集したテキスト・ファイルなどが考えられます。

ファイルを特定のメッセージのみに追加したり，省略時の署名ファイル設定を指定変
更したりする場合は， ANSWER， FORWARD，MAIL， REPLY， SENDの各コマ
ンドに/SIGNATURE_FILE[=ファイル名]修飾子を付けて使用します。

省略時の署名ファイルを指定しているかどうか確認するときは， SHOW
SIGNATURE_FILEコマンドを使用します。また， SHOW ALLコマンドを使
用する場合も，署名ファイル情報が表示されます。

DCLコマンドMAILに/SIGNATURE_FILE[=ファイル名]修飾子を付けて使用する
と，省略時の署名ファイルをDCLレベルで設定することも可能です。

署名ファイルを含むメール・メッセージを作成するときには，通常のメッセージの場
合よりも大きな一時ディスク領域が必要になります。これは，オペレーションの際に
一時的ファイルが作成されるためです。メッセージが送られたら，これらの一時的フ
ァイルは削除されます。

署名ファイルの名前を指定するとき，次の事項に注意してください。

• ファイル・タイプを指定していない場合，省略時の値は.SIGになります。

• ディレクトリを指定していない場合，Mailユーティリティは，ユーザのメール・
ディレクトリで署名ファイルを検索します。

次の例では， FORWARD，MAIL， REPLY， SENDの各コマンドを使用してメー
ル・メッセージを送信する場合，すべてのメッセージに自動的に追加される省略時フ
ァイルとして，ファイルBUSINESS_CARD.SIGが指定されます。

MAIL> SET SIGNATURE_FILE BUSINESS_CARD.SIG
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次の例では，省略時の署名ファイルの代わりに，特定の応答に自動的に追加されるフ
ァイルとして，ファイルGREETINGS.SIGが指定されます。

MAIL> REPLY/SIGNATURE_FILE=GREETINGS.SIG

7.7 その他のメッセージの送信方法

これ以降の節では，Mailユーティリティを使用してメッセージを送信する他の方法
を説明します。

7.7.1 メッセージの返信

受信したメッセージに返信する場合には，次の手順で行います。

手順 操作

1 MAIL>プロンプトに対して REPLYを入力してから Enterを押す。

2 メッセージを入力した後， Ctrl/Zを押すとメッセージが送信される。または， Ctrl/C
を押すと，送信が取り消される。

次の例では，返信が STONE::THOMPSONに送信されます。返信コマンドを入力し
た後，Mailから To:プロンプトと Subj:プロンプトが自動的に表示されます。

To: STONE::THOMPSON
Subj: RE: Budget Meeting
Enter your message below. Press CTRL/Z when complete. CTRL/C to quit:

7.7.1.1 入れ子になった引用符を含むアドレスへの返信

ほとんどの場合は，Mailの REPLYコマンドを使用して，入れ子になった引用符を
含むアドレスにメッセージを返信できます。ただし，使用しているシステムで返信で
きない場合は，システム管理者に相談してください。

7.7.2 メッセージの転送

メール・メッセージを他のユーザに転送する場合には，メッセージの読み込み中 (選
択中)にMAIL>プロンプトに対して FORWARDコマンドを入力します。受信者名と
題目行を求めるプロンプトが表示されます。必要な情報を入力した後， Enterを押し
てメッセージを送信します。

DDIFファイルから構成されるメッセージを転送すると，DDIFでのセマンティクス
とDDIFタグを含むDDIFファイル全体が受信者に送信されます。

次の例では，メッセージがユーザ STONE::JONESに転送されます。

MAIL> FORWARD
To: STONE::JONES
Subj: FYI - Status of proposed budget meeting

7–14



Mailを使用して他のユーザと通信する
7.7その他のメッセージの送信方法

7.7.2.1 SET FORWARDコマンド

送信されたすべてのメッセージを，別のOpenVMSクラスタ上の，またはまったく異
なるシステム上の別のアカウントに転送するために， SET FORWARDコマンドを使
用することができます。基本的に，このコマンドは電子的な転送アドレスを作成しま
す。定期的にチェックしたくないアカウントについてのみ，転送アドレスを設定して
ください。たとえば，OLDクラスタ上のメール・アカウントから， STARクラスタ
上のメール・アカウントへすべてのメールを転送したいとします。OLDにログイン
してから，Mailユーティリティを起動して，次のコマンドを入力してください。

MAIL> SET FORWARD STAR::SMITH

OLD::SMITHに送信されたすべてのメッセージは， STARノード上のメール・アカ
ウントに自動的に転送されます。転送アドレスとして，インターネット・メール・ア
ドレスを設定することもできます。

MAIL> SET FORWARD SMITH@Company.com

この場合，OLD::SMITHに送信されたすべてのメールは， SMITH@Company.com
に送信されます。

常に，古いアカウントに対してテストメッセージを送信して，そのアカウントが転
送を正しく行っていることを確認してください。転送が無限に行われて，決して届
かない転送ループを作るのを避けるために，自分自身宛てに，または別の転送アカ
ウント宛てに転送を行うアカウントを設定しないでください。OLD::SMITHから
OLD::SMITHに転送してはいけません。OLD::SMITHから STAR::SMITHへ転送し
て，さらに STAR::SMITHからOLD::SMITHへ転送してもいけません。

どのアカウントが転送を行っているかをチェックするには，次のコマンドを入力して
ください。

MAIL> SHOW FORWARD
Your mail is being forwarded to STAR::SMITH.

転送アドレスを削除するには，次のコマンドを入力してください。

MAIL> SET NOFORWARD
MAIL> SHOW FORWARD
You have not set a forwarding address.

転送アドレスが削除されたことを確認して，そのアカウントにテスト・メッセージを
送信してください。

注意

以前のバージョンのOpenVMSオペレーティング・システムでは， SET
FORWARDコマンドで引用符を指定する場合には，引用符を 2つ指定しな
ければなりませんでした。これは， SET FORWARDコマンドが自動的に
引用符を 1つ削除してしまうためでした。OpenVMS V7.0以降では， SET
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FORWARDコマンドが引用符を削除しないようになったので，引用符を 2つ
指定する必要がなくなりました。

7.8 メッセージの整理

これ以降の節では，メッセージを整理する方法を説明します。

7.8.1 フォルダの作成

メール・メッセージを整理する場合には，自分独自のメール・ファイルとフォルダを
作成します。メール・ファイルにはフォルダが入り，フォルダにはメール・メッセー
ジが入ります。それぞれのファイルとフォルダには任意の数のメッセージを入れるこ
とができます。

通常，メッセージを編成する場合には，メール・ファイルを作成するのではな
く，フォルダを作成します。省略時のメール・フォルダ (NEWMAIL，MAIL，
WASTEBASKET)と同様に，通常，作成したフォルダはメール・ファイル
MAIL.MAIに格納されます。現在のフォルダの名前は， READまたはDIRECTORY
コマンドを入力するたびに，画面の右上角に表示されます。操作が可能なメッセージ
は，現在のフォルダにあるメッセージだけです。

メール・ファイルがきわめて大きい (500ブロックを超える)場合には，別のメール・
ファイルを作成し，フォルダを大きくしてください。Mailユーティリティの性能が
向上します。

7.8.2 メール・サブディレクトリの作成

受信したメール・メッセージは，省略時の設定では，最上位ディレクトリにある
MAIL$xxxxxxxxxx.MAIというファイルに書き込まれます。ここで， xは，任意のフ
ァイル指定です。省略時のメール・ファイルであるMAIL.MAIは，初めてメール・
メッセージを受信したときに，最上位ディレクトリに作成されます。

.MAIファイルが最上位ディレクトリに表示されないようにするには，Mailコマンド
の SET MAIL_DIRECTORYを使用します。このコマンドは，メール・サブディレク
トリを作成して，.MAIファイルをすべてそのサブディレクトリに移動するコマンド
です。.MAIファイルをサブディレクトリから最上位ディレクトリに戻すには， SET
NOMAIL_DIRECTORYコマンドを使用します。

すべての.MAIファイルが登録されているサブディレクトリ名を表示するには，
MAIL>プロンプトに対して SHOW MAIL_DIRECTORYコマンドを入力します。
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次の例では，ユーザ (FRED)が.MAILディレクトリを作成しています。

MAIL> SET MAIL_DIRECTORY [.MAIL]
MAIL> SHOW MAIL_DIRECTORY
Your mail file directory is SY$LOGIN:[FRED.MAIL]

7.8.3 フォルダへのメッセージの移動

現在選択されているメッセージを別のフォルダに格納する場合には， FILEコマンド
またはMOVEコマンドのいずれかを使用します。フォルダが存在しない場合には，
フォルダを作成するかどうかを尋ねるメッセージが表示されます。メッセージが指定
されたフォルダに格納されると，自動的に現在のフォルダから削除されます。

7.8.4 フォルダ間でのメッセージのコピー

Mailの COPYコマンドは，現在選択されているメッセージを指定したフォルダにコ
ピーします。フォルダが存在しない場合には，作成するかどうかを尋ねるメッセージ
が表示されます。

次に示すコマンドは，MEETINGという文字列が入っているすべてのメッセージ
を，現在のフォルダから SCHEDULEというフォルダにコピーします。コマンドの実
行後，メッセージごとにコピーが 2部作成され， 1部は現在のフォルダに，もう 1部
は SCHEDULEフォルダに格納されます。

MAIL> SEARCH MEETING
MAIL> COPY SCHEDULE
Folder SCHEDULE does not exist.
Do you want to create it (Y/N, default is N)?Y
%MAIL-I-NEWFOLDER, folder SCHEDULE created

次のコマンドは，meetingという文字列が入っている次のメッセージを選択して表示
します。

MAIL> SEARCH

MAIL> COPY SCHEDULE
MAIL> SEARCH
%MAIL-E-NOTFOUND, no messages containing ’MEETING’ found

7.8.5 フォルダの選択

現在選択されているメール・ファイルにあるフォルダのリストを表示する場合には，
DIRECTORY /FOLDERコマンドを入力します。新しいフォルダを選択する場合に
は，次のいずれかのコマンドを使用します。
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• SELECT フォルダ名

指定されたフォルダを現在のフォルダとして選択します。これ以降に入力する
READ，DIRECTORYなどのMailコマンドは，指定されたフォルダを使用しま
す。コマンドごとにフォルダ名を指定する必要はありません。

• SET FOLDER フォルダ名

SELECTコマンドと同じように動作します。

• DIRECTORY フォルダ名

指定されたフォルダを現在のフォルダとして選択し，そのフォルダの中のメッセ
ージをリストします。

• READ フォルダ名

指定されたフォルダを現在のフォルダとして選択し，指定されたメッセージ (省略
時の設定では，フォルダの中の最初のメッセージ)を表示します。

次の例では，MEMOSフォルダが選択されます。

MAIL> DIRECTORY/FOLDER
Listing of folders in SYS$LOGIN:[FRED]MAIL.MAI;1

Press CTRL/C to cancel listing
MAIL MEETING_MINUTES
MEMOS PROJECT_NOTES
STAFF

MAIL> SELECT MEMOS

7.8.6 フォルダの削除

メール・フォルダを削除するには，フォルダの中のすべてのメッセージを削除する
か，別のフォルダに移動します。フォルダ内のすべてのメッセージを削除すると，別
のフォルダを選択したときに，空のフォルダは自動的に削除されます。

次の例では，MUSICフォルダの中のメッセージを削除する場合には，次のコマンド
を入力しています。

MAIL> SELECT MUSIC
%MAIL-I-SELECTED, 2 messages selected
MAIL> DELETE/ALL

7.8.7 メール・ファイルの作成とアクセス

メール・メッセージを整理するファイルを作成することもできます。メール・ファイ
ルを作成する場合には，フォルダと同様， COPY，MOVE， FILEのいずれかのコ
マンドを使用します。フォルダの名前を求めるプロンプトの後に，ファイル名を求め
るプロンプトも表示されます。 File:プロンプトに対して新しいファイル名を入力す
ると，そのファイルが新規に作成されます。
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省略時のメール・ファイル以外のメール・ファイルを操作する場合には，Mailコマ
ンドの SET FILEを使用して別のファイルを指定します。 SHOW FILEコマンドを
使用すると，現在選択されているメール・ファイルの名前が表示されます。メール・
ファイルを変更すると，現在選択されているメール・ファイルのWASTEBASKETフ
ォルダが空にされてから削除され (AUTO_PURGEが設定されている場合)，メール・
ファイルはクローズされます。

図 7–1にメールの一般的な構成例を示します。

図 7–1 メール・ディレクトリ構成

たとえば，現在選択されているメッセージを ACCOUNTSファイルの中の FEEDと
いうフォルダに移動する場合には，次のように入力します。MOVEコマンドは，メ
ール・ファイル ACCOUNTS.MAIを作成して，現在選択されているメッセージを
FEEDフォルダに移動し，現在選択されているフォルダとファイルからメッセージを
削除します。

MAIL> MOVE
_Folder: FEED
_File: ACCOUNTS

次の例では， ACCOUNTSファイル内にある FEEDフォルダが選択されています。

MAIL> SET FILE ACCOUNTS
MAIL> SET FOLDER FEED
MAIL> SHOW FILE
Your current mail file is SYS$LOGIN:[FRED.MAI]ACCOUNTS.MAI;1.

7.8.8 メール・メッセージ・カウントの訂正

画面に表示される新しい (未読の)メール・メッセージの数が実際の新しいメッセージ
数と一致しない場合には，新しいメールがなくなったときに， READ/NEWコマンド
を入力します。 READ/NEWコマンドを入力して次のいずれかのシステム・メッセー
ジが表示された場合には，新しいメールがないことを示しています。
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"%MAIL-W-NONEWMAIL, no new messages"

"%MAIL-E-NOMOREMSG, no more messages"

7.9 メッセージの削除

現在選択されているフォルダからメール・メッセージを削除する場合には，メッセー
ジの読み込み中 (選択中)にDELETEコマンドを入力するか，DELETEコマンドの
後に削除したいメッセージの番号 (または番号の範囲)を入力します。削除するメッセ
ージの範囲は，ハイフン( - )またはコロン( : )を使用して指定します。

たとえば，メッセージ 4， 5， 6， 11， 12， 14， 15， 16， 17を削除するには，
MAIL>プロンプトに対して，次のように入力してから Returnを押します。

MAIL> DELETE 4-6,11,12,14:17

7.9.1 削除したメッセージの回復

メッセージを削除すると，メッセージはWASTEBASKETフォルダに移されます。
削除されたメッセージは，Mailを終了するか，別のメール・ファイルを指定するか
して現在のメール・ファイルを終了するまでWASTEBASKETフォルダに残されま
す。 SET AUTO_PURGEコマンドを実行した場合は，現在のメール・ファイルを終
了すると，WASTEBASKETは空になり，WASTBASKETフォルダ自体が削除され
ます。つまり，Mailユーティリティを会話形式で使用している間は，メッセージを
WASTEBASKETフォルダから移動すれば，削除したメッセージを回復することがで
きます。 PURGEコマンドを入力して，WASTEBASKETフォルダを空にすること
もできます。

次の例では，番号 12によって識別されるメール・メッセージが削除され，その後，
WASTEBASKETフォルダから回復されます。

MAIL> DELETE 12

MAIL> SELECT WASTEBASKET
%MAIL-I-SELECTED, 1 message selected

MAIL> DIRECTORY
# top

>From Date Subject

1 FABLES::WEST 11-DEC-1999 Meeting this week

MAIL> MOVE MAIL
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7.10 メール・メッセージの印刷

メール・メッセージを印刷する場合には，MAIL>プロンプトに対して PRINTコ
マンドを入力します。省略時の設定では，メッセージは SYS$PRINTキューに送
信されます。メール・ファイルは， Ctrl/Zを押すか， EXITと入力するか，または
PRINT/PRINTコマンドを入力するまで印刷キューに送信されません。

別のキューを指定する場合には， PRINTコマンドの/QUEUE修飾子を使用します。
SET QUEUEキュー名コマンドを使用すれば，別のキューを選択することもできま
す。このキューは，Mailを終了しても，別の SET QUEUEコマンドを入力するまで
は省略時の印刷キューのままです。

次の例では，メール・メッセージは AK34$PRINT印刷キューに発信されています。

MAIL> PRINT/QUEUE=AK34$PRINT

次の例では，省略時の印刷キューが SYS$PRINTから AK34$PRINTに変更されてい
ます。

MAIL> SET QUEUE AK34$PRINT

7.11 メール・ファイルの保護

これ以降の節では，メール・ファイルの保護について説明します。

7.11.1 省略時の保護の設定

メール・ファイル (たとえば，MAIL.MAI)は，他のユーザが読んだり，間違って削
除してしまうことがないように保護されています。.MAIファイルの保護コードは
(S:RW,O:RW,G:,W:)です。システム (Mail自体も含む)と所有者は，ファイルを読み
込んだりファイルに書き込んだりできますが，グループとワールドはすべてのアクセ
スが拒否されます。

Mailユーティリティには，メールへの不正アクセスを防止するための省略時のファイ
ル保護も設定されています。ただし，Mailは完全に不正アクセスから保護されるわ
けではなく，十分な特権をもっていれば，保護を変更してメール・ファイルにアクセ
スすることも可能です。

7.11.2 セキュリティの測度

メール・ファイルはそれぞれユーザのディレクトリに格納されていますので，第 10
章に説明するようなファイル保護手法を重要なファイルに適用することもできます。
加えて，次の点にも注意してください。
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• メール要求に応える際にも，ユーザの適切な判断が要求されます。ノードがロー
カルなOpenVMS Clusterの外部にある場合には，そのノードが故意にまたは偶
然に間違って識別される可能性もあります。

• メール・メッセージの内容の決定や送信相手の選択にあたっては，慎重さが要求
されます。

• パスワードやアカウントの詳細な使用方法は，決して漏らさないようにしてくだ
さい。メール・メッセージの情報は，一旦送信してしまうと，後で取り消すこと
はできません。

7.12 Mailでのテキスト・エディタの使用方法

これ以降の節では，Mailでテキスト・エディタを使用する方法を説明します。

7.12.1 EVEの使用方法

テキスト・エディタを使用してメッセージを作成してからメッセージを送信すること
もできます。この場合， SENDコマンドに/EDIT修飾子を指定します。 To:プロンプ
トと Subj:プロンプトに応答すると，テキスト・エディタが起動されます。別のエデ
ィタを選択しない限り，DECTPUに基づく EVEエディタが起動されます。

[End of file]マーカは，テキストを入力すると下に移動していきます。 EVEエディタ
についての詳細は，第 8章を参照してください。メッセージを送信する場合には，
Doキーを押してから EXITコマンドを入力します。送信を取り消す場合には，Doキ
ーを押してからQUITコマンドを入力します。

次の例では，メール・メッセージの作成に EVEが使用されています。

MAIL> SEND/EDIT

[End of file]

Buffer: MAIN | Write | Insert | Forward

注意

.DDIFメール・ファイルは編集しないでください。一度編集してしまう
と.DDIFファイルとして使用できなくなるためです。.DDIFメール・ファイル
を編集してしまうと，以後そのファイルのテキストにしかアクセスできなく
なります。
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7.12.2 /EDIT修飾子キーワードの使用方法

Mailを起動するときに/EDIT修飾子を指定すると，Mailを終了するまで，エディタ
を使用した送信，返信，転送操作を行うことができます。/EDITと一緒にキーワード
を使用すれば，Mailの省略時の値を設定することもできます。

メッセージを返信するときにだけエディタを起動する場合には，MAIL/EDITコマン
ドに REPLYキーワードを指定します。エディタを起動して，返信先のメッセージを
表示する場合には，=EXTRACTオプションとともに REPLYキーワードを指定しま
す。/EDITにキーワードを指定しない場合，省略時の値は/EDIT=(SEND,REPLY)に
なります。

メッセージを送信または返信する場合には，Doキーを押して EXITコマンドを入力
してエディタを終了します。 SENDまたは REPLY操作を取り消す場合には，Doキ
ーを押してQUITコマンドを入力してエディタを終了します。

例
次の例では，送信または転送される各メール・メッセージに対して，エディタが起動
されます。

$ MAIL/EDIT=(SEND,FORWARD)

次の例では，返信される各メッセージに対して，エディタが起動されます。

$ MAIL/EDIT=(REPLY)

次の例では，エディタが起動され，メッセージに返信するたびに，返信の対象となっ
ているメッセージがテキストとして含まれます。

$ MAIL/EDIT=(REPLY=EXTRACT)

7.12.3 エディタの選択

省略時の設定では，Mailコマンドの SEND/EDITを指定すると，DECTPUに基づ
く EVEエディタが起動されます。Mailコマンドの SET EDITORを入力すれば，
EVEの代わりのエディタを起動するように指定できます。たとえば， EDTエディタ
を選択する場合には， SET EDITOR EDTと入力します。 SET EDITORコマンドを
入力するまでは (たとえ一度ログアウトしても)， EDTエディタが省略時のMailエデ
ィタになります。

選択されたMailエディタの名前を表示するには， SHOW EDITORを入力します。
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7.12.4 コマンド・ファイルを使用したメールの編集

Mailを入力する前に，論理名MAIL$EDITをコマンド・ファイルとして定義するこ
とができます。ここでエディタを起動するMailコマンドを実行すると，コマンド・
ファイルが呼び出されて編集操作が実行されます。コマンド・ファイルでは，スペ
ル・チェッカなど，コマンド・ファイルで実行できるユーティリティや機能を指定す
ることができます。MAILEDIT.COMコマンド・プロシージャの注釈付きの例につ
いては，付録 Bを参照してください。コマンド・ファイルについての詳細は，第 13
章および第 14章を参照してください。

7.12.5 選択したエディタの一時的な無効化

選択したエディタを一時的に無効にする場合は，文字列 "CALLABLE_"の後に使用す
るエディタ名を追加したものをMAIL$EDITとして定義します。たとえば， EVEの
代わりに EDTを使用する場合には，次のコマンドを入力します。

$ DEFINE MAIL$EDIT CALLABLE_EDT

MAIL$EDITが定義された状態で起動されたセッションにおいて SET EDITORコマ
ンドを実行すると，永久エディタと現在のエディタの設定値が両方とも無効になりま
す。MAIL$EDITによって定義されたコマンド・ファイルをもう一度使用するには，
Mailを起動し直さなくてはなりません。

7.13 メール・キーパッドの使用方法

Mailでは，キーボード上にある数値キーパッドを使用してコマンドを実行できます。
ほとんどのキーパッド・キーには， 2つのコマンドが割り当てられています。

図 7–2に示す各キーの上側のコマンドを入力する場合には，該当キーだけを押しま
す。下側のコマンドを入力する場合には， PF1キーを押してから該当キーを押しま
す。
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図 7–2 Mailユーティリティ・キーパッド
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たとえば，Mailコマンドの SENDを実行する場合には，KP7を押します。これに
対して，Mailコマンドの SEND/EDITを実行する場合には，最初に PF1キーを押し
てから，KP7を押します。

7.13.1 キーパッド・キーの再定義

キーパッド・キーの定義を変更して，Mailコマンドを実行させることもできます。
キーを再定義する場合，それまでのキー定義は新しい定義で置き換えられることに注
意してください。

Mailでのキーパッド・キーの定義は，DCLコマンドでのキーパッド・キーの定義と
似ています。

次の例では，KP2キーはMailコマン
ドPRINT/PARAM=PAGE_ORIENT=LANDSCAPEとして定義されます。このよ
うに定義しておけば，KP2を押すだけで PRINT/PARAM=PAGE_
ORIENT=LANDSCAPEコマンドを実行することができます。

MAIL> DEFINE/KEY KP2 "PRINT/PARAM=PAGE_ORIENT=LANDSCAPE"
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7.13.2 追加キー定義のアサイン

/STATE修飾子を使用すれば，ターミナルで使用できるキー定義数を増やすことがで
きます。状態 (STATE)を設定することによって，同じキーにも複数の機能を定義で
きます。状態名には，任意の英数字文字列を指定できます。状態を指定することによ
って，キーを 1回目に押したときはコマンドを入力し， 2回目に押したときは修飾子
を入力するようにできます。

次の例では， PF1 (2回押す)はDIRECTORY/FOLDERとして定義されます。

MAIL> DEFINE/KEY PF1 "DIRECTORY"/SET_STATE=FOLDER /NOTERMINATE
MAIL> DEFINE/KEY PF1 "/FOLDER" /IF_STATE=FOLDER /TERMINATE

PF1を 2回押して，DIRECTORY/FOLDERコマンドを入力します。/TERMINATE
修飾子がコマンド行を終了するので， Enterキーを押す必要はありません。

7.13.3 永久キーの定義

Mailセッション時に定義したキーパッド・キーは，Mailを終了すると無効になりま
す。Mailセッションを終了してもキーパッド・キーの定義が保持されるようにする
場合には，キー定義を格納するファイル (たとえば，MAIL$KEYDEF.INI)を最上位
ディレクトリに作成します。たとえば，次のサンプルMAIL$KEYDEF.INIには， 6
つのキー定義が格納されています。

DEFINE/KEY PF1 "DIRECTORY " /NOTERMINATE /SET_STATE=folder
DEFINE/KEY PF1 "/FOLDER" /TERMINATE /IF_STATE=folder
DEFINE/KEY PF2 "SELECT " /NOTERMINATE /SET_STATE=mail
DEFINE/KEY PF2 "MAIL" /TERMINATE /IF_STATE=mail
DEFINE/KEY PERIOD "READ " /NOTERMINATE /SET_STATE=new
DEFINE/KEY PERIOD "/NEW" /TERMINATE /IF_STATE=new

Mailを起動するたびにこれらのコマンドを実行するには，ログイン・コマンド・ファ
イル (LOGIN.COM)に次のコマンド行を入力します。

$ DEFINE MAIL$INIT SYS$LOGIN:MAIL$KEYDEF.INI

7.14 Mailコマンドの要約

この節では，すべてのMailユーティリティ・コマンドの要約を示します。これらの
コマンドで使用される修飾子についての詳細は，オンライン・ヘルプを参照してくだ
さい。

MIMEユーティリティを使用しての，MIMEでエンコードされたメッセージの読み
込み，編集については，第 7.15節を参照してください。
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7.14.1 メッセージを読む

メッセージを読むには，次のコマンドを使用します。

• BACK

最後のコマンドが READの場合，現在または最後に読んだメッセージの前のメッ
セージを表示する。最後のコマンドがDIRECTORYの場合，ディレクトリ・リス
トの前の画面を表示する。

• CURRENT

現在読んでいるメッセージの冒頭を表示する。

• DIRECTORY [フォルダ名]

現在のメール・ファイルにあるメッセージのリストを表示する。メッセージ番
号，送信者の名前，日付，題目も表示する。

• ERASE

ターミナル画面を消去する。

• EXTRACT

現在のメッセージのコピーを，指定されたファイルに出力する。メール・メッ
セージをメール・ファイルの中のフォルダにコピーする場合， COPY， FILE，
MOVEコマンドのいずれか 1つを使用する。

• FIRST

現在のフォルダの最初のメッセージを表示する。

• LAST

現在のフォルダの最後のメッセージを表示する。

• NEXT

次のメッセージにスキップし表示する。

• READ [フォルダ名] [メッセージ番号]

メッセージを表示する。 Enterキーだけの入力は，パラメータなしの READコマ
ンドと同じ。

• SEARCH検索文字列

現在選択されているフォルダから，指定されたテキスト文字列を含むメッセージ
を検索する。

• SHOW NEW_MAIL_COUNT

未読のメール・メッセージ数を表示する。
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7.14.2 メッセージの交換

メッセージを交換するには，次のコマンドを使用します。

• ANSWER [ファイル指定]
REPLY [ファイル指定]

現在または最後に読んだメッセージの送信者に，メッセージを送信する。

• FORWARD

現在または最後に読んだメッセージのコピーを， 1人以上のユーザに送信する。

• MAIL [ファイル指定]
SEND [ファイル指定]

メッセージを 1人以上のユーザに送信する。

7.14.3 メッセージの削除

メッセージを削除するには，次のコマンドを使用します。

• DELETE [メッセージ番号]

現在読んでいるメッセージ，ある範囲のメッセージ，または最後に読んだメッセ
ージを削除して，WASTEBASKETフォルダに移動する。

• PURGE

WASTEBASKETフォルダにあるすべてのメッセージを削除する。Mailを終了
するか， SET FILEコマンドを入力 (新しいメール・メッセージを選択する)し
た場合，暗黙にパージが実行されてWASTEBASKETフォルダが空にされる。
ただし，あらかじめ SET NOAUTO_PURGEコマンドを実行している場合，
WASTEBASKETフォルダの内容は保持される。

• SET [NO]AUTO_PURGE

EXITまたは SET FILEコマンドの入力時にWASTEBASKETフォルダを空にす
るかどうかを決定する。 SET NOAUTO_PURGEコマンドを使用する場合，定期
的に PURGEコマンドを入力して，WASTEBASKETフォルダの中のメッセージ
を削除しなければならない。

• SHOW AUTO_PURGE

EXITまたは SET FILEコマンドの入力時にWASTEBASKETフォルダを空にす
るかどうかを表示する。
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7.14.4 メッセージの印刷

メッセージを印刷するには，次のコマンドを使用します。

• PRINT

現在読んでいるメッセージのコピーを印刷キューに追加する。 PRINTコマンドに
よって作成されたファイルは，Mailを終了すると印刷キューに渡される。つま
り， 1つの印刷ジョブに複数のメッセージが連結される (/NOWまたは/PRINT修
飾子を使用する場合を除く)。

• SET [NO]FORM形式名
SHOW FORM

Mailから PRINTコマンドを実行する場合の省略時の印刷形式を設定する。 SET
NOFORMコマンドは，省略時の印刷形式をクリアする。 SHOW FORMコマン
ドは，省略時の印刷形式を表示する。

• SET [NO]QUEUEキュー名
SHOW QUEUE

Mailから PRINTコマンドを入力する場合の省略時の印刷キューを設定する。
SET NOQUEUEは，定義された印刷キューをクリアし，キューを省略時の印刷
キュー SYS$PRINTに設定する。 SHOW QUEUEコマンドは，省略時の印刷キ
ューを表示する。

7.14.5 メッセージの整理

メッセージを整理するには，次のコマンドを使用します。

• COPYフォルダ名[ファイル名]

メッセージを現在のフォルダから別のフォルダにコピーする。指定されたフォル
ダが存在しない場合，フォルダを作成する。

• FILEフォルダ名[ファイル名]
MOVEフォルダ名[ファイル名]

メッセージを現在のフォルダから指定されたフォルダに移動する。

• SELECT [フォルダ名]
SET FOLDER [フォルダ名]

複数のメッセージをグループとして設定する。これらのメッセージは，フォル
ダ間でのコピー/移動，表示，削除，検索，抽出ができる。加えて， SELECTと
SET FOLDERコマンドは，フォルダの変更にも使用できる。

• SET FILEファイル名

現在のメール・ファイルとして別のファイルを設定 (またはオープン)する。省略
時のメール・ファイルはMAIL.MAI。 COPY， FILE，MOVEのいずれか 1つの
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コマンドを使用して別のメール・ファイルを作成すると， SET FILEコマンドで
メール・ファイルをオープンできる。

• SHOW FILE

現在オープンされているメール・ファイルの名前を表示する。

• SHOW FOLDER [フォルダ名]

現在のフォルダ名を表示する。

• SET WASTEBASKET_NAMEフォルダ名

WASTEBASKETフォルダの名前を変更する。このフォルダには，削除するメッ
セージが格納される。 PURGEコマンドを入力すると，WASTEBASKETフォル
ダの中のすべてのメッセージが削除される。 AUTO_PURGEが設定されている場
合， EXITコマンドを入力すると，WASTEBASKETフォルダの中のメッセージ
が削除される。 AUTO_PURGEが設定されている場合，QUITコマンドを入力し
てWASTEBASKETフォルダの中のメッセージの削除を行わないこともできる。

• SHOW WASTEBASKET_NAME

WASTEBASKETフォルダの名前を表示する。

• SHOW DELETED

現在のメール・ファイルにおいて，削除されたメッセージ・スペースの量を表示
する。

7.14.6 メッセージのマーク付け

メッセージにマークを付けるには，次のコマンドを使用します。

• MARK [メッセージ番号]

現在のメッセージまたは指定されたメッセージにマークを設定する。ディレクト
リ・リストにおいて，マークが設定されたメッセージの左端はアスタリスク( * )が
付けられる。マークが設定されたメッセージを選択したり編成したりする場合，
SELECTコマンドに/MARKED修飾子を指定する。

• UNMARK [メッセージ番号]

現在のメッセージまたは指定されたメッセージのマークの設定を解除する。ディ
レクトリ・リストの左端のアスタリスク( * )は削除される。

7.14.7 メール環境のカスタマイズ

メール環境をカスタマイズするには，次のコマンドを使用します。

• DEFINE/KEYキー名文字列

Mailコマンドを実行するキーを定義する。コマンド名を入力しなくても，定義し
たキーを押すだけでコマンドを実行できる。
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• SHOW KEY [キー名]

DEFINE/KEYコマンドによって作成されたキー定義を表示する。

• EDIT [ファイル名]

選択したエディタを起動して，メッセージを編集する。エディタの終了後，メッ
セージは送信される。

• HELP [トピック]

Mailについての情報を表示する。個々のコマンドやトピックについての情報を得
るには，HELPの後にコマンド名またはトピック名を入力する。

• SET [NO]CC_PROMPT

メッセージの送信時にカーボン・コピー・プロンプト (CC:)が現れるようにする
かを決める省略時の値を設定する。

• SET COPY_SELFコマンド[,コマンド]

SEND， REPLY， FORWARDのいずれか 1つを入力した場合，送信中のメッセ
ージのコピーを送信者に戻すかどうか，省略時の値を設定する。

• SHOW COPY_SELF

どのコマンド (SEND， REPLY， FORWARD)によってメッセージのコピーが自
動的に送信されているのかを表示する。

• SET [NO]SIGNATURE_FILE

ANSWER， FORWARD，MAIL， REPLY， SENDの各コマンドを使用すると
き，メール・メッセージの最後に署名テキスト・ファイルが自動的に追加される
よう，Mailユーティリティを設定する。

• SHOW SIGNATURE_FILE

省略時の署名ファイルを指定したかどうか示し，指定している場合はそのファイ
ルの名前も表示する。 SHOW ALLコマンドを使用する場合も，署名ファイル情
報が表示される。

• SET EDITORエディタ名

SEND/EDITなどによってメッセージを編集するときに使用されるテキスト・エ
ディタを選択する。システム上で使用できるエディタを指定する。このコマンド
は，コマンド・プロシージャMAIL$EDITが設定した定義を無効にする。

• SHOW EDITOR

選択したテキスト・エディタの名前を表示する。

• SET [NO]FORWARDアドレス

メールの転送先アドレスを設定する。

• SHOW FORWARD

現在転送中のアドレス名を表示する。

• SET [NO]MAIL_DIRECTORY[.サブディレクトリ名]
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SYS$LOGINディレクトリ中のすべてのメール・ファイル (ファイル・タイ
プ.MAI)を，指定されたサブディレクトリに移動するかどうか設定する。

• SHOW MAIL_DIRECTORY

すべての. MAIファイルが格納されているデバイスとディレクトリの名前を表示
する。

• SET [NO]PERSONAL_NAME"テキスト文字列 "

メール・メッセージの From:フィールドに表示するテキスト文字列を指定する。
このフィールドには，ユーザの本名やニックネームなどを入力する。ただし，文
字列は英字で始まり，スペースを 2つ以上続けてはならないことに注意。

• SHOW PERSONAL_NAME

SET PERSONAL_NAMEコマンドによって設定されたテキスト文字列を表示す
る。

• SHOW ALL

現在のMail設定値についての詳しい情報を表示する。

7.14.8 終了または制御の移行

Mailを終了したり，制御を移行するには，次のコマンドを使用します。

• ATTACH [プロセス名]

現在のプロセスを中断せず，ターミナルの制御を別のプロセスに切り替える。
たとえば，ファイルの編集中， SPAWNコマンドを使用すれば，サブプロセス
(Mail)に移動して新しいメール・メッセージを読み込むことができる。この後，
ATTACHを入力すれば，編集セッションに戻ることができる。

• EXIT

Mailを終了する。 EXITコマンドを入力すると， SET NOAUTO_PURGEコマ
ンドを入力した場合を除いて，WASTEBASKETフォルダの中のメッセージが削
除される。 Ctrl/Zを押してもMailを終了できる。

• QUIT

Mailを終了する。しかし，WASTEBASKETフォルダは空にならない (EXITコ
マンドを入力するか， Ctrl/Zを押さない限り，削除されたメッセージは破壊され
ない)。QUITは Ctrl/Yと同じ働きをする。

• SPAWN [コマンド]

現在のプロセスのサブプロセスを作成する。 SPAWNコマンドを使用すると，
Mailを一時的に終了して他の機能 (ディレクトリ・リストの表示やファイルの印
刷など)を実行してから，Mailに戻ることができる。
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7.14.9 メール・ファイルの圧縮

メール・ファイルを圧縮するには，次のコマンドを使用します。

• COMPRESS [ファイル指定]

指定されたメールを圧縮する。ファイル名が指定されないと，現在オープンされ
ているメール・ファイルを圧縮する。オープンされているメール・ファイルがな
い場合には，省略時のメール・ファイル (MAIL.MAI)を圧縮する。

7.14.10 システム管理コマンド

次のコマンドはシステム管理のために使用します。

• REMOVEユーザ名

システムのメール・プロフィール，データ・ファイル
SYS$SYSTEM:VMSMAIL_PROFILE.DATAからユーザのレコードを削除す
る。 SYSPRV特権が必要。

• SHOW FORWARD

ユーザの現在転送中のアドレス名を表示する。

• SHOW PERSONAL_NAME

ユーザが SET PERSONAL_NAMEコマンドで設定したテキスト文字列を表示す
る。

7.15 MIMEユーティリティ

MIME (多目的インターネット・メール拡張機能)は，テキスト以外のファイルをメー
ル・メッセージに添付するために使用される標準規則です。MIMEユーティリティ
により，MIMEエンコードしたメール・メッセージを作成，あるいは読み込むこと
ができます。MIMEを使用すると，グラフィックスや音声ファイルなどのテキスト
以外のファイルを，プレーン・テキストとしてエンコードして送信することができま
す。ただし，このテキストは読めません。MIMEユーティリティは，MIMEファイ
ルを元の形式にデコードすることができ，またMIMEエンコード・ファイルを作成
できます。このファイルをOpenVMS Mailユーティリティを使用してメール・メッ
セージとして送信することができます。

7.15.1 MIMEユーティリティの起動

MIMEのためのフォーリン・コマンドは，システム管理者によって設定済みのはずで
すが，設定されていない場合は， LOGIN.COM:に次の行を追加することによって設
定できます。

$ MIME :== $SYS$SYSTEM:MIME.EXE
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MIMEでは，MIMEエンコード・テキスト・ファイルのみを開きます。まずMailで
MIMEエンコード・メッセージをテキスト・ファイルに抽出する必要があります (詳
細については第 7.6.3項を参照)。

DCLプロンプトからMIMEユーティリティを起動するには，次のように入力しま
す。

$ MIME ファイル名.TXT

ファイル名修飾子はオプションです。指定したファイルが存在する場合，そのファイ
ルは， READ_ONLYで開けられます。

• /READ_ONLYは，そのファイルが，デコードしようとしているユーザが受信した
メッセージの中身であることを示します。これは省略時の設定です。

• /DRAFTは，先のセッションで作成されたメッセージがファイルにあって，それ
がWRITE_ACCESSで開かれていることを示します。

MIMEユーティリティでは， To:フィールドや From:フィールドなどのヘッダ情報が
作成されません。MIMEユーティリティではMIMEヘッダとメッセージの本体テキ
ストのみが作成され，後でテキストはMailが送信するファイルに保存されます。指
定したファイルに認識可能なヘッダまたは RFC822ヘッダがあると，ファイルは開か
れ，省略時ののアクセス許可は/READ_ONLYとなります。

指定ファイルに認識可能なヘッダがない場合やそのファイル自体がない場合，OPEN
FILE ERRORメッセージが表示されます。

MIMEエンコード・メッセージを表示するシステム単位の省略時の設定
は，MIME$MAILCAP.DATとMIME$FILETYPES.DATという 2つのファイル
を作成して定義できます。

MIME$MAILCAP.DATには，それぞれローカル認識されるコンテンツ・タイプの
MIMEエンコード・ファイルを定義するアプリケーションが組み込まれています。
MIME$FILETYPES.DATでは，それぞれのコンテンツ・タイプをファイル拡張子に
関連付けます。ユーザは， SYS$LOGINにこれらのファイルを作成して省略時の設
定に上書きできます。

7.15.2 MIMEユーティリティの初期化

MIMEユーティリティを開始すると，初期化プロセスが以下のステップで行われま
す。

1. ユーザの VMSmailプロファイルで，MIMEユーティリティは，MIMEユーティ
リティで使用するためのユーザのメール・ディレクトリと省略時のエディタを探
します。
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2. MIMEユーティリティは，ファイル
MIME$MAILCAP.DATとMIME$FILETYPES.DATを読み取ります。

3. MIMEユーティリティは，以下の内部省略時の設定リストを参照します。

• コンテンツ・タイプ

MIMEユーティリティは，入力メッセージを表示する前にコンテンツ・タイ
プ・リストを参照します。このリストは，MIMEユーティリティが認識する
コンテンツ・タイプと，各コンテンツ・タイプを元の形式にデコードするとき
に必要な情報がおさめられています。

以下に示すのは， RFC 1524で作成したMAILCAPエントリの例です。

image/*; xview %s

コンテンツ・タイプは，MIME$MAILCAP.DATファイルを作成してリスト
MIME認識に追加できます。 (例 7–1はMIME$MAILCAP.DATファイルの例
です。)

• ファイル拡張子

MIMEユーティリティは，出力メッセージの構成時にファイル拡張子リストを
参照します。このリストにはOpenVMSファイル拡張子と，各拡張子に関連付
けられたコンテンツ・タイプがおさめられています。MIMEユーティリティ
では，構成するMIMEフォーマットのメッセージ本体に，これらの拡張子が
必要です。

ファイル拡張子リストの各行は，以下の項目からなります。

　　　　　　　　拡張子,コンテンツ・タイプ/サブタイプ,(オプションで)Content-Transfer-Encoding文字列

以下に示すのは，ファイル拡張子リストの行の例です。

doc, application/ms-word, base64

表 7–1で説明したMIME$FILETYPES.DATファイルを作成すれば，MIME
ユーティリティが認識するファイル拡張子と照合用のコンテンツ・タイプをリ
ストに追加できます。

7.15.3 オプションのMIMEユーティリティ・ファイルの作成

表 7–1に，システム上のMIMEユーティリティをカスタマイズするときに作成する
可能性のあるファイル名と説明を示します。
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表 7–1 MIMEユーティリティのオプション・ファイル

ファイル 目的

MIME$MAILCAP.DAT 入力メッセージの表示と構文解析用

MIME$FILETYPES.DAT 出力アタッチ・ファイルへのコンテンツ・タイプ割り当て用

以上のファイルはSYS$LOGINディレクトリに配置します。

7.15.3.1 MIME$MAILCAP.DATファイル処理

MIME$MAILCAPファイル形式は， RFC 1524， 1993年 9月発行のN. Borenstein
著，『A User Agent Configuration Mechanism for Multimedia Mail Format
Information』に端を発します。MIMEユーティリティでは，このファイルの命令で
メッセージとアタッチメントを解釈，表示します。これらの命令により，MIMEユ
ーザ・エージェントは外部プログラムを呼び出してMIMEメッセージであるコンテ
ンツ・タイプを表示します。

MIME$MAILCAP.DATファイルをカスタマイズして，特定のコンテンツ・タイプの
FDL(File Descriptor Language)を指定すれば，特定のコンテンツ・タイプでシステ
ムのメッセージ・パーツを抽出できます。例 7–1は，MIME$MAILCAP.DATファイ
ルの例です。

注意

プログラム名の参照は，論理名か有効なファイル指定とします。

例 7–1 MIME$MAILCAP.DATファイル

#
# MIME$MAILCAP.DAT
#
# Local customizations of content types and processing options
#
# Use xv.exe to display images
image/*; xv %s
#
# Use Netscape for html attachments
text/html; netscape %s
#

7.15.3.2 MlME$FILETYPES.DATファイルの処理

オプションのMlME$FILETYPES.DATファイルには，互いに関連付けられた
OpenVMSファイル拡張子とMIMEコンテンツ・タイプのリストがおさめられてい
ます。 ADDコマンドの処理では，構成するメッセージにアタッチするOpenVMSフ
ァイルのコンテンツ・タイプを FILETYPE構造で指定します。

7–36



Mailを使用して他のユーザと通信する
7.15 MIMEユーティリティ

ファイル形式の構文は，MIME$MAILCARDATファイルの構文に似ており，コメン
トは‘‘#’’文字で表します。ファイルの各行には拡張子を 1つ (前に ’.’なし)，続けてコン
テンツ・タイプ，拡張子を使用するファイルに関連付けられたサブタイプを指定しま
す。

オプションで，行には Content-Transfer-Encoding文字列 (7ビット， 8ビット，
Base64または引用符で囲んだ印刷可能文字列)を追加できます。これは，メッセー
ジの伝送字にファイル・コンテンツをエンコードする文字列です。 7ビット， 8ビッ
ト， Base64または引用符で囲んだ印刷可能文字列は，標準MIMEエンコードであ
り，これ以外は使用できません。エンコードを指定しないと，MIMEユーティリテ
ィは 7ビットが使用されます。

7.15.4 MIMEユーティリティを使用したMIMEエンコード・ファイルの抽出

MIMEユーティリティを使用してMIMEエンコード・ファイルを抽出するには，ま
ずデコードしたいファイルをオープンします。ファイル名を指定してMIMEユーテ
ィリティを起動するか，またはMIMEユーティリティでファイルをオープンすると
いういずれかの方法で，ファイルをオープンすることができます。 EXTRACTコマン
ドは，ネイティブ・ファイル形式または/FDL修飾子で指定した別の形式で指定アタ
ッチメントを抽出します。

以下に示すのは，メッセージ・ファイルを開き，読み取り可能なテキストでメッセー
ジを表示し，メッセージ属性をリストするための代表的なMIMEユーティリティ・
コマンドです。

MIME> OPEN file-name
MIME> READ
MIME> LIST

アタッチメントを抽出するには，以下のコマンドを入力します。

MIME> EXTRACT /ATTACHMENT=n destination-file-name

アタッチメントを単独で指定するには，/ATTACHMENT=n修飾子を追加します。こ
れで，抽出するアタッチメント番号を指定します。また指定アタッチメントを出力フ
ァイルに変換するときに使用する FDL(File Descriptor Language)定義ファイルを指
定する/FDL=ファイル名も使用できます。各アタッチメントの番号は， LISTコマン
ドで表示します。

MIMEユーティリティで使用するコマンドの全リストは，第 7.15.6項を参照してく
ださい。
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7.15.5 MIMEユーティリティを使用したファイルのエンコード

アタッチメントとして送信するファイルをエンコードするには，まずMIMEユーテ
ィリティを呼び出してNEWコマンドを指定して新しいファイルを作成します。ファ
イル名を指定しないと，NEWのプロンプトでファイル名が要求されます。

$ MIME NEW new-file-name

また，MIMEユーティリティではOPENコマンドでドラフト・メッセージ・ファイ
ルを開くことができます。

MIME> OPEN/DRAFT file-name

以前のセッションで作成したファイルをオープンするには，コマンドに修飾子
/DRAFTを指定します。

ファイルに添付ファイルを追加するには，次のコマンドを入力します。

MIME> ADD ファイル名

このコマンドのオプションの修飾子の全リストは，第 7.15.6項を参照してください。

このファイルに現在の情報を書き込むには， SAVEコマンドを使用します。いったん
セーブするとMIMEエンコード・ファイルは，OpenVMS Mailユーティリティを使
用してファイルとして送信することができます。

MIMEユーティリティを終了するには，QUITまたは EXITコマンドを入力します。

MIMEユーティリティで使用できるコマンドの完全なリストについては，第 7.15.6
項を参照してください。

7.15.6 MIMEユーティリティ・コマンド

以下のリストに，コマンド，パラメータ，MIMEユーティリティで使用できる修飾
子について説明します。説明の後にそれぞれ例を示します。

ADD —新しい本体部分または添付ファイルを編集しているメッセージに追加しま
す。 ADDコマンドには，パラメータとして添付したいファイルの名前が必要です。
オプションの修飾子は次のとおりです。

• /BINARY —コンテンツ・タイプを "application/octet-stream"に指定し，コンテ
ンツ転送エンコードを "base64"に指定します。この形式で任意バイナリ・デー
タ・ストリームを表現します。

• /CONTENT-TYPE=タイプ —省略時の設定のコンテンツ・タイプを指定された文
字列に変更します。たとえば "IMAGE/JPEG."です。
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• /ENCODING_TYPE={7Bit | 8Bit | Base64 | Quoted-Printable} —省略時設定の
エンコード・タイプを指定されたエンコード・タイプに変更します。

• /MESSAGE —添付ファイルはメッセージ・ファイルです (標準 RFC822)。

• /TEXT —添付ファイルはテキストのコンテンツタイプです。

MIME> ADD ファイル名/TEXT

CLOSE —現在のメッセージ・ファイルをクローズします。最新の変更内容を保存し
ていない場合には，クローズする前にMIMEユーティリティがプロンプトで知らせ
ます。ファイルが/READ_ONLYである場合は，ファイルは変更されません。

MIME> CLOSE

EDIT —指定された添付ファイルに対するユーザの省略時設定のテキスト・エディタ
を起動します。

MIME> EDIT attachment-number

EXIT —処理中の作業を保存して，MIMEエディタを終了します。

MIME> EXIT

EXTRACT -ネイティブ・ファイル形式でファイルに指定アタッチメントを抽出しま
す。

• /ATTACHMENT=n — 抽出するアタッチメント番号を指定します。

• /FDL=filename —指定アタッチメントを出力ファイルに変換するときに使用する
FDL(File Descriptor Language)定義ファイルを指定します。

MIME> EXTRACT ファイル名/ATTACHMENT=n

HELP — MIMEユーティリティのヘルプ・ファイルを表示します。

MIME> HELP

LIST —本体部分およびアタッチメント番号のような属性のリストを含む現在のメッ
セージに関する情報を表示します。

MIME> LIST

NEW —新しいメッセージを作成します。

MIME> NEW ファイル名

OPEN —指定されたファイル名を持つメッセージをオープンします。使用できる修飾
子は次のとおりです。

• /DRAFT —メッセージ・ファイルは以前のセッションで作成されたドラフトで
す。
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• /READ —メッセージは読み込み専用で更新することができません。

MIME> OPEN ファイル名/NEW

QUIT —現在のメッセージを保存せずに，現在のMIME編集セッションを強制終了
します。

MIME> QUIT

READ —読み取り可能なテキストで現在のメッセージを表示します。必要に応じてア
タッチメントを表示します。

MIME> READ

REMOVE —現在のメッセージから指定された添付ファイルを削除します。

MIME> REMOVE 1

SHOW — 指定したオプションにもとづいて，MIME環境に関する情報を表示しま
す。使用できるオプションは， CONTENT_TYPE， FILE_TYPES， VERSIONで
す。

MIME> SHOW option

SAVE —現在のメッセージをファイルに書き込みます。ファイル名が指定されている
場合は，それを使用します。

MIME> SAVE ファイル名

7.15.7 エラー処理

エラー条件は，OpenVMSシグナリング・サブシステム，具体的には lib$signal( )お
よび lib$stop( )を使用して報告されます。エラー条件には，回復不可能，エラー，警
告という 3つのレベルの重大度があります。これらのレベルは，条件からどのような
結果が予測されるかを示します。重大度と対応する結果については，以下のリストで
説明します。

• Fatal (-F-)は，プログラムを即時終了させます。

• Error (-E-)は，現在アクティブなコマンドを終了させ，既存のメッセージ・コンテ
ンツは保持します。

• Warning (-W-)は，MIME編集セッションに割り込むことなく，現在のコマンド
を終了させます。ただし，これはコマンドがそのタスクを正常にすべて完了した
ということではありません。エラーがないかチェックしてください。
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テキスト・エディタを使用すると，テキスト・ファイルを作成したり変更したりでき
ます。テキスト・エディタで，キーボードから入力したテキストをテキスト編集コマ
ンドを使用して変更できます。たとえば，レポート用のデータを入力した後で，段落
を編成したり，情報をコピーしたり，句を置換したり，テキストを編集したりするこ
とが可能です。また，テキスト・エディタは，プログラミング言語のソース・ファイ
ルの作成や変更に使用することもできます。 OpenVMSオペレーティング・システム
は，複数のテキスト・エディタをサポートしています。

Extensible Versatile Editor (EVE)は，DEC Text Processing Utility (DECTPU)を
基盤とする汎用テキスト・エディタです。DECTPUは高性能のプログラム可能なテ
キスト・プロセッサです。本章では，次のことについて説明します。

• EVEの特徴

• ヘルプ情報

• 編集セッションの開始

• コマンドの入力

• 編集内容のセーブと EVEの終了

• カーソルの移動

• テキストの入力

• テキストの削除と復元

• テキストの移動

• テキストのコピー

• ボックス編集

• 保留削除の使用方法

• テキストの検索と置換

• コマンド行修飾子の使用方法

• EVEの別の起動方法

• ジャーナリングと回復

• EVE書式化コマンド

• バッファの使用方法

• サブプロセスの作成
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EVEについて詳しくは， EVEのオンラインヘルプおよび『Extensible Versatile
Editor Reference Manual』を参照してください。

EDTについて詳しくは，『OpenVMS EDT Reference Manual』を参照してくださ
い。

表記法
本章では， EVEのキー名の表記法として ( SHOW KEYコマンドまたはHELP
KEYSコマンドを使用したときの)次のように表示します。すなわち，コントロー
ル・キー，シフト・ファンクション・キー，および Altキーの組み合わせにはスラ
ッシュを使用し，GOLDキー・シーケンスにはスペースまたはダッシュを使用しま
す。したがって， 1つのキー (Ctrlなど)を押したまま別のキーを押す必要がある場
合は，スラッシュで示します。また， 1つのキーを押した後に別のキーを押す場合 (
GOLD-Helpなど)は，スペースまたはダッシュで示します。

8.1 EVEの機能

DECTPUは高性能のプログラム可能なテキスト・プロセッサです。 EVEを使用す
れば，ビジネス文書，技術文書，およびプログラム・ソース・ファイルなどのテキス
ト・ファイルを作成および編集できます。

EVEは，OpenVMSオペレーティング・システムの省略時のエディタです。他の省
略時のエディタを指定しないかぎり， EDITコマンドを入力すると EVEが起動され
ます。

EVEを使用すると，次のことができます。

• 手紙，報告書，プログラム・ソースなどのテキスト・ファイルを作成および編集
できる。

• 削除，カット，ペースト，行詰め，検索，置換，およびページ付けなどの整形作
業を実行できる。

• 複数のバッファおよびウィンドウを使用して，同一の編集セッション内で異なる
ファイルを表示および編集できる。

• 編集用にキー操作を定義できる。たとえば，学習シーケンス (いくつかのコマ
ンドやキーストロークを 1つのキーに対応づける)および EDTキーパッドまた
はWPS–PLUSキーパッドの設定などがある。

• カット・アンド・ペーストやその他の編集用に，ボックスで囲むかまたは行単位
で範囲を選択できる。

• 文字列パターンの検索にワイルドカードが使用できる。

• エディタ内でDCLコマンド (DIRECTORYなど)が実行できる。

• DECspellを実行して，選択範囲または全バッファのスペルチェックができる。

• サブプロセスを生成したり，他のプロセスに接続することができる。

8–2



EVEエディタによるテキスト・ファイルの編集
8.1 EVEの機能

• DECTPUプロシージャをコンパイルおよび実行して， EVEを拡張できる。

• DECwindowsインタフェースのメニュー項目を追加および削除できる。

• コンパイルされたプロシージャ，メニュー定義，キー定義，およびその他のカス
タマイズ内容を，後のセッションで使用するために保存できる

• スタートアップ時または編集セッション中に初期化ファイルを使用できる。

• システムの障害によって編集セッションが中断したとき，キーストロークまたは
バッファ・ジャーナリングを使用して作業内容を復元できる。

• EVEのコマンド，キー，メニュー項目，およびDECTPUの組み込みプロシージ
ャを含むその他のトピックに関するオンライン・ヘルプを参照できる。

EVEの起動方法とコマンドの入力方法がわかると，各種の EVEコマンドを使用して
ファイルを作成したり編集したりできます。編集キーや編集コマンドを使用すれば，
カーソルを移動したり，バッファ・モードを設定したり，テキストの入力，削除，復
元，移動などの編集を行うことができます。

8.2 ヘルプ情報の参照

編集セッション中はいつでもオンライン・ヘルプを参照できます。 EVEエディタで
は， 2種類のオンライン・ヘルプを使用できます。

• キーパッド・ヘルプ：ターミナル上のHelpキーを使用してアクセスする。

• EVEヘルプ： EVEのコマンド・プロンプトに対してHELPコマンドを入力する
ことによってアクセスする。

8.2.1 キーパッド・ヘルプの使用方法

キーパッド・ヘルプにアクセスするには，次のようにします。

1. Helpキーを押す。

Helpユーティリティがキーパッドの図を表示する。

2. 画面上の指示に従って必要な情報を得る。

• EVEコマンド

EVEコマンドのヘルプを参照するには，コマンド名または疑問符( ? )を入力し
て Enterキーを押す。

• 定義済みのキー

ユーザが定義したキーのヘルプを参照するには，そのキーを押すか，または
SHOW KEYコマンドを使用する。
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• キー定義の一覧表示

すべてのキー定義の一覧を表示するには，keysと入力して Enterキーを押す
か，またはGOLD HELPキーを押す。GOLDキーは，数値キーパッド上の
PF1キーまたはNumLockキーである。

3. Helpを終了するには， Enterキーを押す。

8.2.2 EVEヘルプの使用方法

HELPコマンドを使用して EVEヘルプにアクセスするには，次のようにします。

1. Doキーを押す。

2. HELPコマンドを入力する。

Prev ScreenキーまたはNext Screenキーを使用して，使用可能なヘルプ・トピ
ックの一覧をスクロールする。

3. Helpを終了するには， Enterキーを押す。

特定のコマンドに関する情報を得るには，HELPの後にそのコマンド名を入力してか
ら Enterキーを押します。ヘルプ・テキストが画面に現れます。HELP TPUコマン
ドを入力することによって，DECTPU組み込みプロシージャのヘルプ情報を得るこ
ともできます。

次の例では，MOVE BY LINEコマンドのヘルプ・テキストを示しています。

MOVE BY LINE

Moves the cursor a line at a time in the current direction.

Keys: EVE Default VT100 Keypad
-------------------------------------------------
F12 MINUS on keypad

Steps:

1. If necessary, set the direction to move in --- forward or reverse.

2. Use MOVE BY LINE (see key list above).

Usage notes:

o In forward direction, moves to the end of the current line, or to the
end of the next line, if any.

o In reverse direction, moves to the start of the current line, or to
the start of the next line, if any.

Related topics:

CHANGE DIRECTION END OF LINE LINE START OF LINE
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8.3 セッションの開始と終了

EVEは，OpenVMSオペレーティング・システムの省略時のエディタです。ユーザ
またはシステム管理者が他に省略時のエディタを指定しない限り，次のように EDIT
コマンドを入力すると EVEエディタが起動します。

$ EDIT

EVEが省略時のエディタになっていないシステムで EVEを起動するには， EDIT
/TPUコマンドを使用します。編集セッションが開始されたら，既存ファイルの名前
または作成する新しいファイルの名前を入力します。編集セッションの開始時にファ
イル名を指定しないと， EVEは，編集セッションの終了時にMainと呼ばれる省略
時のバッファにテキストが追加されているかどうかを確認し，追加されている場合は
ファイル名の入力を要求します。バッファの使用については，第 8.18節を参照して
ください。

次の例は， EVEを起動して，NEWFILE.DATという名前の新しいファイルを作成
します。

$ EDIT NEWFILE.DAT

[End of file]1

2

Buffer: NEWFILE.DAT | Write | Insert | Forward 3
Command: 4
Editing new file. Could not find: FABLES.TXT 5

EVEの画面表示を確認する場合には，次のことに注意してください。

1 [End of file]マーカ

EVEバッファの終わりを示している。これは，画面上に見えるだけで，ファイル
の一部ではない。バッファにテキストを追加すると，[End of file]マーカが下に移
動する。ターミナル画面の長さによっては，大量のテキスト行を含むバッファの
冒頭を表示すると，このマーカが見えなくなることがある。

2 ウィンドウ

バッファの内容を表示する画面領域である。 EVEのバッファは編集セッションの
間だけ存在する。編集セッションの終了後に，ユーザは，バッファの内容を保存
するか，または破棄するかを選択できる。
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3 ステータス・ライン

EVEウィンドウの一番下に強調表示され，ウィンドウに表示中のバッファについ
ての情報が示される。ステータス・ラインには，バッファ名，編集状態 (書き込み
可または読み込み専用)，現在のモード (挿入または上書)，現在の方向 (順方向また
は逆方向)が示される。

4 コマンド行

行モードコマンドを入力するために使用する (第 8.4節を参照)。コマンド行は，
Doキーを押すと表示される。

5 メッセージ・ウィンドウ

EVEを起動して，コマンド行にファイル名を指定すると，強調表示されたステー
タス・ラインの下に表示される。このウィンドウには，最初，新規ファイルであ
ること，または既存のファイルから一定の行数が読み込まれたことのどちらかを
示すメッセージが入っている。編集セッションの間， EVEはメッセージ・ウィン
ドウ内にさまざまなメッセージを表示する。

8.4 コマンドの入力方法

EVEコマンドには，次の 2つの入力方法があります。

• コマンド行にコマンドを入力する。

• EDTキーパッドまたはWPSキーパッド上で，定義済みキーを使用する。

8.4.1 コマンドの入力

コマンドをコマンド行に入力するには，次のようにします。

1. Doキーを押す。

カーソルがコマンド・ウィンドウに移動し， EVEがコマンドの入力を要求してく
る。

2. コマンドを入力する。

コマンドの最初の数文字だけを使用して，コマンド名を省略することもできる。
EVEは，大文字と小文字を区別しない。コマンド行には， FINDコマンドまたは
REPLACEコマンドに文字列を指定する場合を除いて，大文字と小文字の任意の
組み合わせを使用できる。

3. Doキーまたは Enterキーを押す。

EVEはコマンドを実行するか，より詳細な情報の入力を要求する。
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8.4.2 定義済みキーによる入力方法

定義済みキーを使用して EVEコマンドを入力することもできます。各定義済みキー
は， 1つの編集コマンドを実行します。 EVE関数を実行するためにユーザ独自のキ
ーを定義することもできます。

EVEでは，いくつかのキーが省略時の値として設定されています。 VT200，
VT300，および VT400の各シリーズのターミナルには，次のキーがあらかじめ定義
されています。

• ミニキーパッド (メイン・キーボードのキーと数値キーパッドの間の，矢印キーの
上にある)

• ファンクション・キー

• コントロール・キーのシーケンス

コントロール・キー・シーケンス，矢印キー， Tab， Return，Deleteの各キーは，
3つのタイプのターミナルで同じように定義されています。

図 8–1は， VT200， VT300，および VT400の各シリーズのターミナルの定義済みキ
ーを示しています。

図 8–1 EVEのキー: VT200シリーズ， VT300シリーズ，および VT400シリーズのターミナル

VT100シリーズ・ターミナルでは， EVEは，ほとんどの数値キーパッド・キー，
4つの矢印キー，およびコントロール・キーのシーケンスを自動的に定義します。
図 8–2は， VT100シリーズ・ターミナルの定義済みキーを示しています。
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図 8–2 EVEのキー: VT100シリーズ・ターミナル

JRD−6301−GE

8.5 編集内容のセーブとEVEの終了

編集内容をセーブして EVEを終了するには，次の 3つの方法があります。

• WRITE FILEコマンド

編集セッションを終了することなくファイルをセーブする。

• EXITコマンド

変更内容をファイルにセーブして，編集セッションを終了する。

• QUITコマンド

変更内容をファイルにセーブしないで，編集セッションを終了する。

8.5.1 WRITE FILEコマンドの使用

EVEを終了することなく，バッファ内のテキストをファイルに書き出してセーブする
には，WRITE FILEコマンドを使用します。バッファがファイルと関連付けられて
いない場合， EVEは，次のようにファイル名の入力を要求します。

Type filename for buffer Main (press RETURN to not write it):

バッファの内容をファイルに書くには，ファイル名を入力して Enterキーを押しま
す。
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8.5.2 EXITコマンドの使用方法

編集したテキストをセーブするには， EXITコマンドを使用します。 EXITコマンド
は， F10キーまたは Ctrl/Zを押すことによって実行できます。

現在のバッファを変更した場合は，元のバージョンと同じファイル名と同じファイ
ル・タイプを持ち，バージョン番号が 1だけ大きい新しいバージョンのファイルが作
成されます。たとえば， FUN.DAT;1というファイルを変更した後に EXITコマンド
を使用すると， FUN.DAT;2という名前のファイルが作成されます。

8.5.3 QUITコマンドの使用

編集内容をセーブせずにセッションを終了するには，QUITコマンドを入力します。
編集内容をセーブせずにセッションを終了する場合は， Yを入力してから Enterキー
を押します。編集内容をセーブすることにした場合には，Nを入力して Enterキーを
押してから， EXITコマンドを使用してバッファを終了します。

現在のバッファ以外のバッファを変更した場合には， EVEは，そのバッファの内容
をセーブするかどうかを聞いてきます。 Yを入力すると，バージョン番号が 1だけ大
きい既存ファイルの新しいバージョンが作成されます。既存ファイルが存在しない場
合は，ファイル名の入力を求めるプロンプトが表示されます。

どのバッファの内容も変更されていない場合には， EXITとQUITは同じになりま
す。たとえば，ファイルを編集するのではなく参照するために EVEを使用する場合
は， Ctrl/Zを押して終了できます。

次の例では， FUN.DATという名前のバッファが変更されており，QUITコマンドが
入力されています。

Command: QUIT
Buffer modifications will not be saved, continue quitting (Y or N)?

8.6 カーソルの移動

EVEを使用してファイルを編集する場合，編集を行う場所までカーソルを移動しま
す。テキスト内でより速くかつより効率的にカーソルを移動できれば，それだけ編集
必要な時間を節約できます。カーソルの移動には，キーボードまたはコマンドを使用
できます。

表 8–1は，カーソル移動に使用する EVE編集キーの一覧です。GOLDキーとの組み
合わせについての詳しい説明は，オンライン・ヘルプの「GOLD」というトピックを
参照してください。
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表 8–1 カーソルを移動させる EVE編集キー

キーまたは
キー・シーケンス 機能

上向き矢印キー MOVE UPと同じ。カーソルを 1行上に移動する。 VT100シリ
ーズ・ターミナルでは， KP5もMOVE UPとして定義されてい
る。

下向き矢印キー MOVE DOWNと同じ。カーソルを 1行下に移動する。 VT100
シリーズ・ターミナルでは， KP2もMOVE DOWNとして定義
されている。

左向き矢印キー MOVE LEFTと同じ。カーソルを 1文字左に，つまり 1桁左に
移動する。 VT100シリーズ・ターミナルでは， KP1もMOVE
LEFTとして定義されている。

右向き矢印キー MOVE RIGHTと同じ。カーソルを 1文字右に，つまり 1桁右に
移動する。 VT100シリーズ・ターミナルでは， KP3もMOVE
RIGHTとして定義されている。

Ctrl/Eまたは
GOLD右向き矢印キー

END OF LINEと同じ。カーソルを現在行の行末まで移動する。

Ctrl/Hまたは
GOLD左向き矢印

START OF LINEと同じ。カーソルを現在行の行頭まで移動す
る。

GOLD上向き矢印 TOPと同じ。カーソルを現在のバッファの先頭まで移動する。

GOLD下向き矢印 BOTTOMと同じ。カーソルを現在のバッファの終わりに移動す
る。

GOLD Next Screen NEXT WINDOWと同じ。 2つ以上のウィンドウを使用している
場合に，カーソルを画面上の次のウィンドウに移動する。カーソ
ルは，そのウィンドウで最後に置かれていた場所に現れる。

GOLD Prev Screen PREVIOUS WINDOWと同じ。 2つ以上のウィンドウを使用し
ている場合に，カーソルを画面上の前のウィンドウに移動する。
カーソルは，そのウィンドウで最後に置かれていた場所に現れ
る。

表 8–2は，カーソル移動に使用する EVEコマンドの一覧です。

表 8–2 EVEのカーソル移動用コマンド

コマンド 機能

BOTTOM カーソルを現在のバッファの終わりに移動する。省略時の設定で
は， GOLD下向き矢印が BOTTOMとして定義されている。

CHANGE DIRECTION 現在のバッファの方向を変更する。バッファの方向はステータ
ス・ラインに示される。

END OF LINE カーソルを現在行の行末まで移動する。省略時の設定では，
Ctrl/Eと GOLD下向き矢印が END OF LINEとして定義されて
いる。

FORWARD 省略時の設定である。現在のバッファの方向を順方向 (右下方向)
に設定する。バッファの方向はステータス・ラインに示される。

GO TO MARKコマンドによってラベルが付けられた場所にカーソルを移
動する。

LINE 行番号によって指定された行の先頭にカーソルを移動する。

(次ページに続く)
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表 8–2 (続き) EVEのカーソル移動用コマンド

コマンド 機能

MARK 見えない現在の位置にマーカを置き，指定された名前とそのマー
カを関連づける (マーカ自体は画面に表示されない)。後で， GO
TOコマンドを使用して，マークの付いた位置に戻ることができ
る。

MOVE BY LINE 順方向では，カーソルを現在行の行末まで移動する。カーソルが
すでに行末にある場合には，次の行の行末に移動する。逆方向
では，カーソルを現在行の先頭に移動する。カーソルがすでに
行の先頭にある場合には，前の行の先頭に移動する。 VT200，
VT300，および VT400の各シリーズのターミナルでは， F12キ
ーがMOVE BY LINEとして定義されている。 VT100シリーズ
のターミナルでは，キーパッド上のマイナス・キー (-)がMOVE
BY LINEとして定義されている。

MOVE BY PAGE 現在の方向に応じて，カーソルを前後のページ・ブレーク (改ペー
ジ)に移動する。現在の方向にページ・ブレークがない場合には，
カーソルはバッファの終わりまたは先頭に移動する。

MOVE BY WORD 順方向では，カーソルを次の単語の先頭に移動する。カーソルが
すでに行末にある場合には，次の行の先頭に移動する。逆方向で
は，カーソルを前の単語の先頭に移動する。カーソルがすでに行
の先頭にある場合には，前の行の行末に移動する。

NEXT SCREEN 現在のバッファの中で現在のウィンドウの行数から 1を引いた
行数だけ順方向にスクロールする。たとえば，現在のウィンドウ
が 12行の場合， NEXT SCREENコマンドは，カーソルを順方
向に 11行スクロールする。 VT200， VT300，および VT400の
各シリーズのターミナルでは， E6キー (Next Screen)が NEXT
SCREENとして定義されている。 VT100シリーズのターミナル
では，キーパッド上の KP0キーが NEXT SCREENとして定義さ
れている。

NEXT WINDOWまたは
OTHER WINDOW

画面上に次のウィンドウがあれば，カーソルをそのウィンドウに
移動する。カーソルは，そのウィンドウで最後に置かれていた場
所に現れる。 GOLD Next Screenが NEXT WINDOWとして定
義されている。

PREVIOUS SCREEN 現在のバッファの中で現在のウィンドウの行数から 1を引いた
行数だけ逆方向にスクロールする。たとえば，現在のウィンドウ
が 12行の場合， PREVIOUS SCREENコマンドは，カーソル
を 11行だけ逆方向にスクロールする。 VT200， VT300，および
VT400の各シリーズのターミナルでは， E5キー ( Prev Screen
)が PREVIOUS SCREENとして定義されている。 VT100シ
リーズのターミナルでは，キーパッド上のピリオド・キー (.)が
PREVIOUS SCREENとして定義されている。

PREVIOUS WINDOW 画面上に前のウィンドウがあれば，カーソルをそのウィンドウに
移動する。カーソルは，そのウィンドウで最後に置かれていた場
所に現れる。 GOLD Prev Screenが PREVIOUS WINDOWとし
て定義されている。

REVERSE 現在のバッファの方向を逆方向，すなわち左上方向に設定する。
バッファの方向はステータス・ラインに示される。

SET CURSOR BOUND カーソルがテキストの流れに沿って移動するようにする。カーソ
ルは，バッファの未使用部分には入れない。 EDT，WPS，その
他のエディタのカーソル動作と似ている。

SET CURSOR FREE 省略時の設定値である。カーソルをバッファ内のどこにでも置く
ことができ，その場所にテキストを入力することができる。

(次ページに続く)
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表 8–2 (続き) EVEのカーソル移動用コマンド

コマンド 機能

SET SCROLL
MARGINS

カーソルの上下の移動につれて自動的にスクロールを開始する，
ウィンドウの最上部または最下部からの距離を設定する。この距
離は，行数またはウィンドウ・サイズのパーセンテージで指定す
る。省略時の設定値は 0である。すなわち，ウィンドウの最上部
または最下部を超えなければ，スクロールしない。

SHIFT LEFT EVEの現在のウィンドウを指定の桁数だけ左に移動する。
SHIFT RIGHTコマンドと SHIFT LEFTコマンドを使用すれ
ば，ウィンドウ幅を変更せず， 132桁モードも使用しなくても，
長いテキスト行の未表示部分を見ることができる。 SHIFT LEFT
コマンドは， SHIFT RIGHTコマンドを使用してウィンドウを右
に移動していた場合に，ウィンドウ位置を元に戻すために使用す
る。

SHIFT RIGHT EVEの現在のウィンドウを指定の桁数だけ右に移動する。
SHIFT RIGHTコマンドと SHIFT LEFTコマンドを使用すれ
ば，ウィンドウ幅を変更しなくても，長いテキスト行の未表示部
分を見ることができる。

START OF LINE カーソルを現在の行の先頭に移動する。省略時の設定では，
Ctrl/Hと GOLD左向き矢印キーの両方が， START OF LINEと
して定義されている。

TOP カーソルを現在のバッファの先頭 (左上隅)に移動する。省略時
の設定では， GOLD上向き矢印キーが TOPとして定義されてい
る。

操作手順: EVEでのカーソルの移動
次の操作手順は，バッファ内でカーソルを移動する方法を示しています。

1. EVEを起動し，次のコマンドを使用してバッファ SCHEDULE.DATを作成す
る。

$ EDIT SCHEDULE.DAT

EVEは，バッファの先頭にカーソルを位置づけ，入力待ちの状態になっている。

2. 次のテキストを入力する。

Schedule for 1 July
10:00 AM meeting with supervisor
Read and review memo from Sally
Work on Pascal program

テキストを入力するにつれて[End of file]マーカがバッファ内を下へ移動し，入力
したテキストの最後にカーソルが位置づけられる。

3. TOPコマンドを入力して，カーソルをファイルの先頭に移動する。

4. Ctrl/Eを押して，カーソルを (テキストの最初の行の)行末に移動する。 Ctrl/E
は，DCL内と同じように働く。

5. BOTTOMコマンドを入力して，カーソルをバッファの終わりに移動する。

6. 上向き矢印キーを押して，カーソルを 1行上，すなわちテキストの 4行目に移動
する。

7. Change Directionキーを押して，現在のバッファの方向を逆方向に変更する。
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8. Move by Lineキーを押して，カーソルを 3行目の行頭に移動する。

9. コマンド LINE 1を入力して，カーソルをバッファの 1行目の行頭に移動する。

10. Ctrl/Zを押して EVEを終了する。

8.7 テキストの入力

ユーザは，現在編集中のバッファに，キーボードの文字，ファイル全体，および印刷
不可能な特殊文字 (制御文字など)を入力できます。テキストを入力するには，キーパ
ッドまたはコマンドを使用します。また，バッファにテキストやファイル，特殊文字
を追加することもできます。

8.7.1 テキストの追加

キーボードから文字を入力し，バッファの現在のカーソルの位置の後に追加すること
ができます。入力した文字は，バッファが挿入モードであるのか，上書モードである
のかに応じて，既存の文字の前に挿入されるか，または既存の文字の上に上書きされ
ます。

8.7.2 ファイルの挿入

ファイル全体を追加するには，Doキーを押してから EVEコマンドの INCLUDE
FILEを入力します。 File to include:プロンプトに対してファイル指定を入力してか
ら Enterキーを押します。バッファの現在のモード (挿入または上書き)にかからわ
ず，指定されたファイルの全内容が現在のカーソル行の前に挿入されます。

ファイルを指定するには，ワイルドカードが使用できます。あるワイルドカードのフ
ァイル指定に一致するファイルが複数存在する場合には，それらがすべて表示され，
より完全なファイル指定の入力を求めるプロンプトが表示されます。指定されたファ
イルが存在しない場合は，そのファイルを取り込めなかったことを知らせるメッセー
ジが表示されます。

8.7.3 印刷不可能な特殊文字

QUOTEコマンドを使用すれば， Ctrl/Vを押してから特殊文字を入力することによっ
て，印刷不可能な特殊文字を追加できます。たとえば，バッファ内にエスケープ文字
を追加するには， Ctrl/Vを押してから Ctrl/[ を押します。特殊文字は，バッファの現
在のモード (挿入または上書き)に応じて追加されます。
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8.7.4 EVEのテキスト入力用編集キー

次の表は，テキスト入力に使用する EVEの編集キーの一覧です。

キーまたは
キー・シーケンス 機能

Ctrl/A CHANGE MODEコマンドと同じ。現在のバッファの編集モード
を変更する。編集モードは強調表示のステータス・ラインに示さ
れる。挿入モードでは，テキストは現在の文字位置に挿入され，
既存のテキストは右に移動する。上書モードでは，テキストは現
在の位置で上書きされる。 VT200， VT300，および VT400の各
シリーズのターミナルでは， F14キーが CHANGE MODEとし
て定義されている。 VT100シリーズのターミナルでは，キーパッ
ド上の Enterキーが CHANGE MODEとして定義されている。

Ctrl/V QUOTEコマンドと同じ。印刷不可能な文字や制御コードを挿入
できるようにする。特殊文字を検索するには，最初に Findキー
を押してから， Ctrl/Vと検索対象の特殊文字のキーを押す。次
に， Enterキーを押して，検索を実行する。

8.7.5 テキスト入力用 EVEコマンド

次の表は，テキストの入力に使用するコマンドの一覧です。

コマンド 機能

CHANGE MODE Ctrl/Aと同じ。現在のバッファの編集モードを変更する。編集モ
ードは強調表示のステータス・ラインに示される。挿入モードで
は，テキストは現在の文字位置に挿入され，既存のテキストは右
に移動する。上書モードでは，テキストは現在の位置で上書きさ
れる。 VT200， VT300，および VT400の各シリーズのターミナ
ルでは， F14キーが CHANGE MODEとして定義されている。
VT100シリーズのターミナルでは，キーパッド上の Enterキーが
CHANGE MODEとして定義されている。

INCLUDE FILE 指定されたファイルの内容を現在のバッファのカーソル位置の上
にある行に挿入する。このコマンドはファイルのマージのときに
役立つ。

INSERT MODE 現在のバッファのモードを，上書モードではなく挿入モードに設
定する。挿入モードでは，現在位置にテキストが挿入され，既存
のテキストは右に移動する。

OVERSTRIKE MODE 現在のバッファのモードを，挿入モードではなく上書モードに設
定する。上書モードでは，現在位置でテキストが上書きされる。

QUOTE Ctrl/Vと同じ。あるキーを押すことによって，そのキーの印刷不
可能な文字または制御コードを入力する。 FINDコマンドまたは
REPLACEコマンドに文字列を指定する場合に，制御コードまた
はその他の文字をクォートできる。たとえば， Tabキーをクォー
トすればタブ文字を検索できる。

8.7.6 バッファ・モードの設定

テキストを入力する前に，バッファの現在のモードが挿入モードか上書モードかを確
認してください。
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バッファのモードを確認するには，強調表示のステータス・ラインを見ます。挿入モ
ードでは，テキストはカーソル位置に挿入され，既在のテキストは右に移動します。
上書モードでは，キーボードから入力したテキストがカーソル位置で上書きされ，バ
ッファ内の既存のテキストはカーソルが移動するにつれて順に上書きされます。

モードを変更するには， Ctrl/Aを押してください。

操作手順:挿入，または上書モードでのテキストの追加
次の操作手順に従って，挿入モードと上書モードの両モードでファイルにテキストを
追加してみてください。

1. EVEを起動して，既存のファイル SCHEDULE.DATを編集する。

2. 強調表示のステータス・ラインを見て，挿入モードであることを確認する。

3. 上書モードの場合は， Ctrl/Aを押して挿入モードに変更する。

4. カーソルをsupervisorという単語の先頭の文字sに移動してからEngineeringと入力
してスペース・バーを押す。

Engineeringという単語がテキスト・バッファに追加され，同じ行の残りの部分は
右に移動する。

Schedule for 1 July
10:00 AM meeting with Engineering supervisor
Read and review memo from Sally
Work on Pascal program
[End of file]

Buffer: SCHEDULE.DAT | Write | Insert | Forward

5. Ctrl/Aを押して，上書モードに変更する。

6. カーソルをSallyという単語の先頭の文字Sに移動してからPeggyと入力する。

バッファ内のSallyという単語が，Peggyという単語に置き換わる。

Schedule for 1 July
10:00 AM meeting with Engineering supervisor
Read and review memo from Peggy
Work on Pascal program
[End of file]

Buffer: SCHEDULE.DAT | Write | Overstrike | Forward

7. Ctrl/Zを押して EVEを終了する。

8.8 テキストの削除と復元

EVEを使用すると，容易にテキストを削除したり，編集中の間違いを修正したりでき
ます。誤ってテキストを削除してしまった場合でも，最後に削除したテキストを元の
位置に復元したり，またはカーソルを移動することによって異なる位置に復元するこ
とができます。
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バッファからテキストを削除するには，削除したいテキストにカーソルを移動してか
ら適切な編集キーを押すか，または適切な EVEコマンドを入力します。

テキストの削除および復元に使用する編集キーの一覧を表 8–3に示します。

表 8–3 テキストの削除および復元に使用する EVEの編集キー

キーまたは
キー・シーケンス 機能

Deleteキーまたは Delete カーソルの左の 1文字を削除する。 DELETEコマンドと同じ。
保留削除が使用可能な場合は，選択範囲のテキストを削除し，
Restore Selectionバッファ内に格納する。保留削除についての詳
しい説明は，第 8.9節を参照。

Ctrl/J ERASE WORDと同じ。現在の単語を削除する。カーソルが単語
間にあるときは，次の単語を削除する。 VT200， VT300，およ
び VT400の各シリーズのターミナルでは， F13キーが ERASE
WORDとして定義されている。 VT100シリーズのターミナルで
は，キーパッド上のコンマ・キー (,)が ERASE WORDとして定
義されている。

Ctrl/U ERASE START OF LINEと同じ。カーソルの左から行の先頭ま
での文字を削除する。

GOLD Insert Here RESTOREと同じ。 EVEコマンドや編集キーによって最後に削
除した単語，行，文を現在のカーソル位置に挿入し直す。

GOLD F13 RESTORE WORD (WPSキーパッドの場合は除く)と同じ。最後
に削除した単語を現在のカーソル位置に挿入し直す。

テキストの削除と復元に使用する EVEコマンドの一覧を表 8–4に示します。

表 8–4 テキストの削除および復元に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

DELETE カーソルの左の 1文字を削除する。挿入モードでは，行
の残りの部分が左に移動して削除された文字を埋める。
上書モードでは，削除された文字はスペースに置き換え
られる。行の先頭では， DELETEは，モードにかかわ
らず，前の行のキャリッジ・リターンを削除して，現在
の行が上に移動する。保留削除が使用可能な場合は，選
択範囲のテキストを削除し， Restore Selectionバッファ
内に格納する。保留削除についての詳しい説明は，第 8.9
節を参照。

ERASE CHARACTER カーソル位置にある文字を削除する。挿入モードでは，
行の残りの部分が左に移動して削除された文字を埋め
る。上書モードでは，削除された文字はスペースに置き
換えられる。カーソルが行末にある場合は，モードにか
かわらず，キャリッジ・リターンが削除されて次の行が
上に移動する。

ERASE LINE 現在の文字から行末までを削除して，次の行を現在の行
の終わりに追加する。カーソルが行末にある場合は，キ
ャリッジ・リターンだけが削除されて，次の行が上に移
動する。

(次ページに続く)
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表 8–4 (続き) テキストの削除および復元に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

ERASE PREVIOUS WORD 前の単語またはカーソル位置にある単語を削除する。カ
ーソルが単語間にあるときや単語の最初の文字の上にあ
る場合は，前の単語が削除される。カーソルが単語の途
中にあるときは，その単語全体が削除される (ERASE
WORDと同じ)。カーソルが行の先頭にあるときは，前
の行の行末にあるキャリッジ・リターンが削除されて，
現在の行が上に移動する。

ERASE START OF LINE カーソルの左から行の先頭までの文字を削除する。カー
ソルがすでに行の先頭にある場合は，何も削除されな
い。

ERASE WORD 現在の単語を削除する。カーソルが単語間にあるとき
は，次の単語を削除する。 Ctrl/Jと同じ。 VT200，
VT300，および VT400の各シリーズのターミナルでは，
F13キーが ERASE WORDとして定義されている。
VT100シリーズのターミナルでは，キーパッド上のコン
マ・キー (,)が ERASE WORDとして定義されている。
カーソルが行末にあるときは，キャリッジ・リターンだ
けが削除されて，次の行が上に移動する。

RESTORE EVEコマンドや編集キーによって最後に削除した単語，
行，文を現在のカーソル位置に挿入し直す。 RESTORE
は 1文字だけの復元は行わない。 GOLD Insert Hereキ
ーが RESTOREとして定義されている。

RESTORE CHARACTER EVEコマンドや編集キーによって最後に削除した 1文字
を現在のカーソル位置に挿入し直す。上書モードでは，
復元された文字はカーソル位置の文字の代わりに置き換
えられる。挿入モードでは，復元された文字がカーソル
位置に挿入され，したがって既存のテキストが右に移動
する。

RESTORE LINE EVEコマンドや編集キーによって最後に削除した 1行を
現在のカーソル位置に挿入し直す。

RESTORE SELECTION 保留削除を使って，最後に削除したテキストを現在のカ
ーソル位置に挿入し直す。保留削除についての詳しい説
明は，第 8.12節を参照。

RESTORE WORD EVEコマンドや編集キーによって最後に削除した単語を
現在のカーソル位置に挿入し直す。 GOLD F13キーが
RESTORE WORDとして定義されている (WPSキーパ
ッドの場合は除く)。

作成手順:テキストの削除と復元
次の作成手順を使用して，テキストを削除および復元してみてください。

1. EVEを起動してバッファ RHYMES.DATを作成し，次のテキストを入力する。

She rhymes with tree,
also with bee,
and this one makes three.

2. カーソルをalsoという単語の文字lに移動してから， ERASE LINEコマンドを入
力する。
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alsoのlから行末までのすべての文字が削除され，次の行が現在の行の終わりに追
加される。

She rhymes with tree,
aand this one makes three.

3. カーソルをrhymesという単語の文字yに移動してから， ERASE WORDコマンド
を入力する。

rhymesという単語が削除され，行の残りのテキストが左に移動する。

She with tree,
aand this one makes three.

4. カーソルを 2行目の 2番目の文字aに移動し， RESTORE LINEコマンドを入力
する。

最後に削除された行，すなわちlso with bee,が復元される。

She with tree,
also with bee,
and this one makes three.

5. カーソルを最初の行にあるwithという単語の文字wに移動してから， RESTORE
WORDコマンドを入力する。

最後に削除された単語，すなわちrhymesが復元される。

She rhymes with tree,
also with bee,
and this one makes three.

6. Ctrl/Zを押して， EVEを終了する。

第 8.9節に， SELECTコマンドと REMOVEコマンドの機能を示します。これらの
コマンドをともに使用すると，バッファからテキストを削除できます。

8.9 テキストの移動

EVEコマンドを使用すると，テキストの一部を選択して，コピー，移動，削除，およ
びその他の編集作業を行うことができます。ここではテキストを移動する方法につい
て説明します。

データ移動の際のバッファ操作についての詳細は，第 8.18節を参照してください。

また，行単位ではなく長方形の領域 (ボックス)単位で，テキストを移動，削除，およ
びコピーすることもできます。ボックス編集コマンドについての詳細は，第 8.11節を
参照してください。
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テキストを移動するには，次の手順に従ってください。

手順 操作

1 EVEでファイルをオープンし，移動するテキストの最初の文字にカーソルを移動す
る。

2 Selectキーを押す。

3 移動するテキストの最後の文字の次の文字位置までカーソルを移動する。逆方向の場合
は，最後の文字の次の文字位置までではなく，最後の文字まで移動する。移動するテキ
ストが反転属性によって強調表示される。テキストをバッファに移動しないことにした
場合は，再度 Selectキーを押して，選択を取り消す。

4 Removeキーを押す。強調表示されたテキストが画面から削除され， Insert Hereバッ
ファに格納される。

5 Insert Hereキーを押して，テキストを挿入する。

カーソル位置にテキストが挿入される。 Insert Hereバッファにいったん格納されたテ
キストは，新しいテキストが選択されて Insert Hereバッファに格納されるまで，何度
でもどのカーソル位置にも挿入できる。 Insert Hereバッファには，最後にコピーまた
は削除されたテキストが格納されている。

次の表に，テキストの移動に使用する EVE編集キーを示します。

表 8–5 テキストの移動に使用する EVE編集キー

キーまたは
キー・シーケンス 機能

Insert Here INSERT HEREコマンドまたは PASTEコマンドと同じ。削除またはコピー
したテキストを現在のカーソル位置に挿入する。

Remove REMOVEコマンドまたは CUTコマンドと同じ。 SELECTコマンドによっ
てマークされたり， FINDコマンドによって強調表示されたテキストを削除
して， Insert Hereバッファに格納する。

Select 最初のカーソル位置からカーソルを移動した先までのテキストにマークを
つける (反転属性で強調表示する)。強調表示されたテキストを選択範囲と呼
ぶ。選択範囲を取り消すには， Selectキーをもう一度押すか， RESETを使
用する。

GOLD Select RESETと同じ。次のいずれかを取り消して，現在のバッファの方向を順方向
に再設定する。

• 選択範囲または検出範囲の強調表示。

• GOLDキーの押下 (または，繰り返し回数に対応する GOLDキーと数字
キーnの組み合わせ)。

• 不完全なコマンド行または再呼び出しされたコマンド行，あるいは
Choicesバッファ表示。

• SHOW， SHOW DEFAULTS BUFFER， SHOW SUMMARY，
SHOW WILDCARDSの出力。作業していたバッファに戻る。

GOLD Remove STORE TEXTコマンドまたは COPYコマンドと同じ。 SELECTまたは
FINDによってマークされたテキストをコピーして， Insert Hereバッファ
に格納する。コピーされたテキストは元の位置から削除されない。

次の表に，テキストの移動に使用する EVEコマンドを示します。
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表 8–6 テキストの移動に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

INSERT HERE
または PASTE

コピーまたは削除したテキストを挿入する。省略時の設定では，
E2キー (VT200， VT300，および VT400の各シリーズのターミ
ナルのミニキーパッド上の Insert Here)または KP9キー (VT100
シリーズ・ターミナルの場合)が INSERT HEREとして定義され
ている。

REMOVE
または CUT

SELECTによってマークされたり， FINDによって強調表示され
たテキストを削除し，それを Insert Hereバッファに格納する。
省略時の設定では， E3キー (VT200， VT300，および VT400の
各シリーズのターミナルのミニキーパッド上の Remove)または
KP8キー (VT100シリーズ・ターミナルの場合)が REMOVEと
して定義されている。

RESET 次のいずれかを取り消して，現在のバッファの方向を順方向に再
設定する。

• 選択範囲または検出範囲の強調表示。

• GOLDキーの押下 (または，繰り返し回数に対応する GOLD
キーと数字キーnの組み合わせ)。

• 不完全なコマンド行または再呼び出しされたコマンド行，あ
るいは Choicesバッファ表示。

• SHOW， SHOW DEFAULTS BUFFER， SHOW
SUMMARY， SHOW WILDCARDSの出力。作業してい
たバッファに戻る。

RESTORE SELECTION 保留削除で削除されたテキストを挿入し直す。保留削除について
の詳しい説明は，第 8.12節を参照。

SELECT 最初のカーソル位置からカーソルを移動した先までのテキストを
反転属性で強調表示する。強調表示されたテキストを選択範囲と
呼ぶ。選択範囲を取り消すには， SELECTコマンドをもう一度
入力するか， RESETを使用する。省略時の設定では， E4キー
(VT200， VT300，および VT400の各シリーズのターミナルのミ
ニキーパッド上の Select)または KP7キー (VT100シリーズ・タ
ーミナルの場合)が SELECTとして定義されている。

SELECT ALL カーソル位置にかかわらず，現在のバッファにあるすべてのテキ
ストを反転属性で強調表示する。強調表示されたテキストを選択
範囲と呼ぶ。選択範囲を取り消すには， SELECTコマンドを入力
するか， RESETを使用する。 SELECT ALLコマンドは，すべ
てのバッファ内容を間違って削除しないよう，保留削除を一時的
に使用不能にする。

SET NOPENDING
DELETE

省略時の設定である。 Deleteキーを使用したり新しいテキスト
を入力したときに，選択されたテキストが削除されないようにす
る。バッファ中にテキストを選択してある場合に，新しいテキス
トを入力すると文字が選択範囲に追加され， Deleteキーを使用す
るとカーソルの左にある 1文字だけが削除される。

(次ページに続く)
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表 8–6 (続き) テキストの移動に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

SET PENDING
DELETE

保留削除に設定し，テキスト・ブロックを迅速に削除できるよう
にする。最初に保留削除を使用可能にし，次に SELECTコマンド
を使用して削除したいテキストを選択する。 Deleteキー (または
英数字キーパッド上の任意のキー)を押してテキストを削除する。
削除した内容を挿入し直すには，テキストを挿入したい位置まで
カーソルを移動して， RESTORE SELECTIONコマンドを入力
する。省略時の設定は， SET NOPENDING DELETEである。

STORE TEXT
または COPY

SELECTまたは FINDによってマークされたテキストをコピーし
て， Insert Hereバッファに格納する。コピーされたテキストは
元の位置から削除されない。

操作手順:テキストの移動
ある場所からテキストを選択し，削除し，それを別の場所に挿入するには，次の手順
に従ってください。

1. ファイル RHYMES.DATを編集するために EVEを起動する。

2. RHYMES.DATの 2行目の先頭にカーソルを移動してから， Selectキーを押す。

3. 下向き矢印キーを 1回押す。

テキストの 2行目が強調表示される。

4. Removeキーを押す。

現在のバッファからテキストの 2行目が削除される。

She rhymes with tree,
and this one makes three.
[End of file]

5. Enterキーを 2回押してから， Insert Hereキーを押す。

Insert Hereバッファ内のテキストが，現在のカーソル位置に挿入される。

She rhymes with tree,

also with bee,
and this one makes three.
[End of file]

6. Ctrl/Zを押して， EVEを終了する。

8.10 テキストのコピー

COPYコマンドを使用すれば，テキストを任意の場所へコピーできます。 STORE
TEXTコマンドは COPYコマンドと同じ働きをします。次の例で使用されている
COPYコマンドはすべて， STORE TEXTコマンドで置き換えることができます。
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操作手順:テキストのコピー
バッファを順方向に設定しているときに，テキストをコピーするには，次の手順に従
ってください。

1. ファイル RHYMES.DATを編集するために EVEを起動する。

2. テキストの最初の行にカーソルを移動する。

3. Selectキーを押す。

4. Ctrl/Eを押して，カーソルを最初の行の行末に移動する。

5. COPYコマンドを入力する。これで，選択されたテキストのコピーが， Insert
Hereバッファ内に格納される。

6. カーソルをalso with bee,の 1行上に移動する。

7. Insert Hereキーを押す。バッファは次のようになる。

She rhymes with tree,

She rhymes with tree,
also with bee,
and this one makes three.
[End of file]

8. カーソルをテキストの最初の行の行頭に移動する。 Selectキーと Removeキーを
使用して，テキストの最初の行を削除する。

9. Ctrl/Zを押して， EVEを終了する。

8.11 ボックス編集

ユーザは，標準の行単位の範囲だけでなく，長方形の領域，すなわちボックス内のテ
キストも編集できます。たとえば，リストまたは表内の列を含むボックスを選択して
から，それをカットおよびペーストしたり，その他の編集を実行したりできます。

8.11.1 テキスト・ボックスの選択

テキスト・ボックスを選択するには，次の手順に従ってください。

1. 選択開始位置，通常はボックスの左上隅にカーソルを置く。

2. BOX SELECTコマンドを入力する。

3. 通常は左上から右下に向かってカーソルを移動し，ボックスの対角線上の反対側
の頂点を決める。

カーソルを移動するにつれて，カーソル通過部分のテキストがボールド体属性で強調
表示されます (通常の選択の場合は反転属性を使用します)。ボックスは，対角線上の
頂点の組によって定義されます。左上から右下に向かってカーソルを移動する場合
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は，カーソル位置の文字はボックスの外側になります。すなわち，カーソルのすぐ左
側がボックスの右下隅になります。

テキストを選択したら，通常の行単位またはボックス単位の編集に使用する任意のコ
マンドを使用してボックスを編集できます。キーを再定義する必要はありません。詳
細は，『Extensible Versatile Editor Reference Manual』を参照してください。

検索対象の選択範囲が複数行にまたがらなければ， FIND SELECTEDやOPEN
SELECTEDも使用できます。また保留削除も使用できます。

複数のボックス編集を実行する場合，たとえば，複数カラムの表とリストを編集する
場合には， SET BOX SELECTコマンドを使用します。 SET BOX SELECTは，複
数のコマンドとキーを対応する BOXコマンドとして再定義し，他の編集操作を行単
位ではなく，ボックスに対して実行するようにします。

ボックスの選択を取り消すには，再度 SELECTまたは BOX SELECTを入力する
か， RESETを使用します。

8.11.2 テキスト・ボックスのカットとペースト

ボックスをカットすると，カットされた部分に通常はスペースが埋め込まれるので，
ボックスの右側にあったテキストが左に動くことはありません。したがって，列の位
置も揃ったままです。ボックスをペーストすると，通常，そのボックスは既存のテキ
ストの上に上書きされます。ボックス内またはボックスにまたがるタブ文字は，テキ
ストの左右の位置が変わらないようにするためにスペースに置き換えられます。

次の表は，ボックス編集に使用する EVEコマンドの一覧です。

表 8–7 ボックス編集に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

BOX COPY 別の場所にペーストできるよう，テキスト・ボックスを
削除せずにコピーする。

BOX CUT テキスト・ボックスをカットして，別の場所にペースト
できるようにする。通常は，ボックスのあった領域には
スペースが埋め込まれるので，ボックスの右側にあった
テキストが左に動くことはない。

BOX CUT INSERT ボックスをカットし，ボックスの右側にあったテキスト
を左に‘‘ずらして’’すき間を埋める。

BOX CUT OVERSTRIKE ボックスをカットして該当領域にスペースを埋め込み，
ボックスの右側にあったテキストが左に動かないように
する。

BOX PASTE コピーまたはカットしたテキスト・ボックスをペースト
する。通常は，既存のテキストに上書きする。

(次ページに続く)
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表 8–7 (続き) ボックス編集に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

BOX PASTE INSERT ボックスをペーストして，既存のテキストを右に動か
す。

BOX PASTE OVERSTRIKE ボックスをペーストして，既存のテキストに上書きす
る。

BOX SELECT テキスト・ボックスを選択する。一般には，ボックスの
左上隅を決めてから，カーソルを右下方向に必要なだけ
移動する。

RESTORE BOX SELECTION 保留削除で削除されたボックスを元に戻す (削除を取り消
す)。通常は，既存のテキストに上書きする。

SET BOX NOPAD バッファが上書モードの場合を除いて，ボックス編集の
スペース埋込みや上書きを禁止する。

SET BOX NOSELECT 省略時の設定である。ボックスの選択，カット，ペ
ーストを行えないようにする。 SELECT， COPY，
REMOVEなどのコマンドは，標準の行単位の範囲を使
用する。ボックスを編集するには， BOXの各種コマンド
を使用する。

SET BOX PAD 省略時の設定である。バッファ・モードにかかわらず，
ボックス編集で自動スペース埋込みと上書きを有効にす
る。

SET BOX SELECT ボックス選択を行えるようにする。 SELECT，
REMOVE， INSERT HEREなどのコマンドを BOX
コマンドの同じようなコマンドと対応させることができ
るので，キーを再定義する必要がない。

操作手順:テキストの切り取りと貼り付け
テキストのボックスを選択して，切り取り，貼り付けるには，次の手順に従ってくだ
さい。

1. EVEを起動してバッファ CITIES.DATを作成し，次のテキストを入力する。

Rome Paris New York
London Tunis Boston
Tokyo Bonn Lisbon

2. Parisという単語の文字Pの左にカーソルを移動する。 BOX SELECTコマンドを
入力する。

3. Bonnという単語の 2番目のnの 2文字右側，すなわちボックスの対角線上の反対
側の頂点にカーソルを移動する。選択範囲のテキストがボールド体で強調表示さ
れる。 BOX CUTコマンドを入力する。

テキスト・ボックスが削除される。

4. New Yorkという単語で始まる列の右側にカーソルを移動する。

5. BOX PASTEコマンドを入力する。

次のように，新しい列にテキスト・ボックスがペーストされる。
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Rome New York Paris
London Boston Tunis
Tokyo Lisbon Bonn

[End of file]

8.11.3 SET BOX SELECTコマンド

次の表は， SET BOX SELECTコマンドの一覧です。

表 8–8 SET BOX SELECTコマンド

コマンド 対応する BOXコマンド

INSERT HEREまたは PASTE BOX PASTE

REMOVEまたは CUT BOX CUT

RESTORE SELECTION RESTORE BOX SELECTION

SELECT BOX SELECT

STORE TEXTまたは COPY BOX COPY

SET BOX SELECTを使用すれば，キーを再定義せずに， Select， Remove，および
Insert Hereの各キーを使用してボックスを選択，カット，ペーストできるようにな
ります。

8.12 保留削除の使用方法

ユーザは保留削除を使用して，選択したテキストを削除できます。保留削除とは，新
しいテキストまたはスペースを入力するか，または削除を実行する (通常はDeleteキ
ーを押す)ことによって，選択範囲を削除することをいいます。

ボックス選択を使用した場合，保留削除は BOX CUTのように働き，通常ボックスの
あった場所にはスペースが埋め込まれるので，ボックスの右側にあったテキストは左
に動きません。したがって，列の位置も揃ったままです。

保留削除は Insert Hereバッファを使用しないので，テキストをカットしたりペース
トするための別の方法になります。保留削除についての詳しい説明は， EVEオンラ
イン・ヘルプの「Pending Delete」というトピックを参照してください。

8.12.1 保留削除による選択範囲の削除

保留削除を使用して選択範囲を削除するには，次の手順に従ってください。

1. EVEでファイルをオープンする。

2. 保留削除を使用可能にするために SET PENDING DELETEコマンドを使用す
る。省略時の設定は， SET NOPENDING DELETEである。
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3. 削除するテキストを選択する。 SELECTまたは BOX SELECTを使用する
(SELECT ALLは使用できない)。

4. 新しいテキストを入力するか，またはDELETEコマンドを入力する。

8.12.2 保留削除を使用して削除した選択範囲の復元

保留削除を使用して削除した選択範囲を元に戻す (復元する)には，次の手順に従って
ください。

1. テキストを復元する位置にカーソルを置く。ボックス選択範囲を復元する場合
は，ボックスの左上隅に当たる部分にカーソルを置く。

2. RESTORE SELECTIONを使用する。保留削除によってボックス選択範囲を削除
した場合には， RESTORE BOX SELECTIONを使用する。 SET BOX SELECT
を使用した場合は，そのまま RESTORE SELECTIONを使用できる (キーを再定
義する必要はない)。

ボックスの復元は BOX PASTEのように働き，通常，既存のテキストに上書きしま
す。 SET BOX NOPADコマンドを使用した場合，ボックス編集の効果は，そのとき
のバッファ・モード (ステータス・ラインに表示される挿入モードまたは上書モード)
によって決まります。

• 挿入モードでは，ボックスをカットすると，ボックスの右側にあったテキストが
左に‘‘ずれて’’すき間が埋まる。ボックスの右側にあったタブ文字は，スペースに変
換されるので，テキストが左へ移動しても，列の位置は揃ったままである。この
方法は，たとえば 4列の表を 2列の表に変換する場合など，表またはリストから
列を削除する場合に役立つ。ボックスをペーストすると，既存のテキストが右に
移動する。これは，表の途中に列を追加する場合に役立つ。

• 上書モードでは，ボックスをカットすると，ボックスのあった位置にスペースが
埋め込まれるので，ボックスの右側にあったテキストは左に動かない。ボックス
をペーストすると，既存のテキストが上書きされる。これは，省略時の設定値で
ある SET BOX PADと同じである。

保留削除を使用してボックスを削除する場合，また削除したボックスを復元する場合
の動作も，バッファ・モードによって決まります。

8.13 テキストの検索と置換

EVEコマンドを使用すれば，バッファ内の特定のテキストを検索できます。ユーザ
は，特定のテキストの存在位置をすべて検索したり， 2行にまたがる検索文字列を検
索したりできます。また，ワイルドカードを使用して検索することもできます。この
節では，テキストの検索と置換について説明します。
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表 8–9に，バッファ内のテキストの検索に使用する EVEコマンドを示します。

表 8–9 バッファ内のテキスト検索用 EVEコマンド

コマンド 機能

FIND 現在のバッファから指定の文字列を検索して，見つかった
ら強調表示する。強調表示された文字列を検出範囲と呼
ぶ。

FIND NEXT FIND， REPLACE，WILDCARD FINDのうちいずれか
1つのコマンドによって最後に指定された文字列を検索す
る。

FIND SELECTED 入力された文字列ではなく，選択された文字列を検索す
る。選択範囲は， 2行以上にまたがることはできない。

SET FIND CASE EXACT 大文字，小文字を区別して検索するように設定する。この
コマンドは，小文字だけの検索文字列を見つけて置換する
場合に役立つ。

SET FIND CASE NOEXACT 省略時の設定である。大文字，小文字を区別しないで検索
するように設定する。検索文字をすべて小文字で入力した
としても，大文字，小文字に関係なく該当するすべての文
字列が検索される。

SET FIND NOWHITESPACE 省略時の設定である。タブとスペースが検索文字列の指定
と正確に一致し，全体が 1行に収まる文字列を検索するよ
うに FINDコマンドとWILDCARD FINDコマンドを設定
する。

SET FIND WHITESPACE スペース，タブ，改行記号 (改行記号は 1回のみ)を‘‘空
白’’として処理するように FINDコマンドとWILDCARD
FINDコマンドを設定する。 2語以上の単語からなる検索
文字列を分割の仕方にかかわらず検索できるようになる。

SET WILDCARD VMS OpenVMSの省略時の設定である。 OpenVMSのワイルド
カード・パターンを有効にする。

SHOW WILDCARDS WILDCARD FINDコマンドで使用できるワイルドカード
のパターンを一覧表示する。

WILDCARD FIND ワイルドカードを使用して，テキスト・パターンを検索す
る。

8.13.1 テキストの検索

現在のバッファ内の特定のテキストを検索するには， FINDコマンドを使用します。
省略時の設定では， E1キー (VT200， VT300，および VT400の各シリーズのターミ
ナルの Findキー， VT100シリーズ・ターミナルの PF1キー)が FINDコマンドとし
て定義されています。

検索文字列がすべて小文字の場合，大文字と小文字の区別は無視され，一致するすべ
ての文字列が検索されます。したがって，検索文字列 theは，the，THE，THe，およ
びthEのいずれにも一致します。検索文字列に大文字が含まれている場合は，大文字
と小文字が正確に一致する文字列だけを検索します。したがって，検索文字列 tHis
と一致するのはtHisだけです。次に例を示します。

1. FINDコマンドを入力する。

2. 検索したいテキスト (検索文字列と呼ぶ)を入力する。
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バッファの現在の方向によって，順方向の検索か，逆方向の検索かが決まります。

検索文字列が現在の方向にはないが，逆方向にはある場合は，方向の変更を求めるプ
ロンプトが出されます。

逆方向の検索を行う場合は， YES (Y)と入力して Enterキーを押します。こうする
と，逆方向に最初に現れた検索文字列にカーソルが移動します。ただし，この場合，
強調表示されたステータス・ラインの現在の方向は変わりません。

8.13.1.1 検索文字列が見つかった場合

検索文字列が見つかると，その文字列が強調表示され，その最初の文字にカーソルが
移動します。強調表示された検索文字列に対して実行できる編集コマンドの一覧につ
いては，『Extensible Versatile Editor Reference Manual』を参照してください。

強調表示を消すには，カーソルを検索文字列の外に移動するか， RESETコマンドを
使用します。

その検索文字列が現れる次の位置を検索するには， Findキーを 2回押すか， FIND
NEXTコマンドを入力します。

8.13.2 大文字と小文字を区別する検索の設定

小文字の文字列の検索時に，検索文字列の大文字と小文字を正確に区別したい場合
は， SET FIND CASE EXACTコマンドを入力します。以後，すべて小文字で検索
文字列を入力すると，小文字だけの文字列が検索され，大文字を含む文字列は無視さ
れます。

この設定は， FIND， REPLACE，およびWILDCARD FINDの各コマンドにも適用
されます。この設定は，自分のセクション・ファイルまたはコマンド・ファイルに保
存しておけば，後の編集セッションで使用できます。省略時の設定は， SET FIND
CASE NOEXACTです。

EVEは発音区別 (アクセント)符号の有無を区別するので，発音区別符号がまったく
同じに付けられている文字列だけを検索します。たとえば，ëを検索するとき，ë以外
の文字 (eなど)はどれも無視されます。

たとえば，次のコマンドは大文字と小文字を区別する検索を設定していますから，小
文字だけのdigitalが見つかり，DigitalやDIGITALは無視されます。

Command: SET FIND CASE EXACT
Command: FIND digital
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操作手順:テキストの検索
既存のファイル RHYMES.DATに対して FINDコマンドを使用するには，次の手順
に従ってください。

1. RHYMES.DATを編集するために EVEを起動する。カーソルがバッファ内の最初
の行の先頭文字に位置づけられ，現在の方向が順方向に設定される。

2. Findキーを押して，reeという文字列を入力してから Enterキーを押す。カーソ
ルが，treeという単語の文字rに移動し，文字列reeが強調表示される。

3. Findキーを 2回押して，次に現れる文字列reeを検索する。カーソルが，threeと
いう単語の文字rに移動し，文字列reeが強調表示される。

検索文字列が見つかると，その文字列が強調表示され，選択範囲または検出範囲
に対して実行できる任意のコマンド (SPELLを除く)が使用できるようになる。ま
た，検出範囲に対しては保留削除を実行することもできない。

4. UPPERCASE WORDコマンドを入力する。

UPPERCASE WORDコマンドは，次の例に示すように，強調表示された文字列
を小文字から大文字に変更する。

She rhymes with tree,
also with bee,
and this one makes thREE.
[End of file]

操作手順: FIND SELECTEDコマンドの使用方法
特に複雑な文字列やスペリングや入力を間違えやすい文字列を検索するために FIND
SELECTEDを使用するには，次の手順に従ってください。

1. テキストをコピーして，バッファ内に同じテキストを 2つ表示する。

2. 最初の行の文字列rhymes with tree,の先頭にカーソルを移動する。

3. SELECTコマンドを入力する。

4. カーソルを移動し文字列を強調表示させることによって，テキストを選択する。
選択範囲は 2行以上にまたがることができないことに注意する。

5. FIND SELECTEDコマンドを入力する。

カーソルは次に現れる文字列rhymes with tree,に移動する。選択範囲は取り消さ
れ，検出文字列がボールド体属性で表示される。

8.13.3 ワイルドカードの使用方法

テキストの検索にはワイルドカードを使用することができます。 SHOW
WILDCARDSコマンドを使用すれば，現在のワイルドカード設定のパターンを
表示できます。
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操作手順:ワイルドカードの使用
ワイルドカードを使用するには，次の手順に従ってください。

1. バッファの先頭にカーソルを位置づける。

2. コマンドWILDCARD FIND *eeを入力して，eeで終わる文字列を検索する。

She rhymes with tree,
also with bee,
and this one makes thREE.
[End of file]

先頭行のtreeという文字列のrにカーソルが位置づけられる。

8.13.4 空白を含めて検索する方法

SET FIND WHITESPACEコマンドおよび SET FIND NOWHITESPACEコマンド
を使用すると，WILDCARD FINDコマンドと FINDコマンドが，スペース，タブ，
改行記号などの単語の間の空白を処理する方法を指定できます。

SET FIND NOWHITESPACEコマンドを使用すると， 1行以内に収まる複数の単語
からなる文字列を，文字列中のスペースやタブが現れるとおりに照合しながら検索で
きます。 SET FIND NOWHITESPACEは，省略時の検索方法です。

SET FIND WHITESPACEコマンドを使用すると，WILDCARD FINDコマンドと
FINDコマンドは， 2つ以上の単語からなる文字列を分割の仕方に関係なく検索でき
ます。これによって， FINDの各コマンドは，単語の間に 1つ以上のスペースまたは
タブを含む， 2行にまたがる文字列を検索できます。

8.13.5 テキストにマークを付ける方法

MARKコマンドおよびGO TOコマンドは，大きなファイルの編集時に，特定の位
置にマークを付けておいて，後で編集セッション中にその位置に戻るときに役立ちま
す。次の表は，MARKコマンドおよびGO TOコマンドについて説明します。

コマンド 機能

MARK マークを現在のカーソル位置に置く。このマークは表示されない。このマ
ークは，編集セッションの間，またはマークを変更するまで変わらない。
マークは終了時に保存されない。

GO TO カーソルをMARKコマンドによってマークされた場所に移動する。マー
クが別のバッファにある場合には，カーソルをそのバッファに移動して，
そのバッファを現在のウィンドウに表示する。

マークを付けるには，MARKコマンドの後にラベル名を入力します。ラベル名に
は，英数字，区切り文字，スペース，およびタブ文字を含む 1つ以上の印刷可能な文
字が使用できます。マークの付いた位置に戻るには，GO TOコマンドの後にラベル
名を入力します。
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8.13.6 テキストの置換

REPLACEコマンドを使用すれば，現在のバッファ内の文字列を別の文字列に置換す
ることができます。このコマンドは，長いファイル全体で特定の単語のスペルを間違
って入力したとき，それを全部訂正するような場合に便利です。

8.13.6.1 REPLACEコマンドと大文字と小文字の区別

REPLACEコマンドは大文字と小文字を区別します。検索文字列に大文字が含まれて
いる場合，大文字，小文字が正確に一致する文字列が検索されます。検索文字列がす
べて小文字の場合は，大文字と小文字に関係なく一致するすべての文字列が検索され
ます。置換文字列に大文字が含まれている場合は，その新しい文字列にそのまま正確
に置換されます。置換文字列もすべて小文字の場合は，次の規則に従って文字列の置
換が行われます。

• 検索文字列の先頭文字だけが大文字で残りは小文字である文字列が見つかると，
置換文字列も先頭文字だけが大文字になって置き換えられる。

• 検索文字列のすべてが大文字である文字列が見つかると，置換文字列もすべてが
大文字になって置き換えられる。大文字と小文字が混在している文字列が見つか
ると，新しい文字列はすべて小文字で置き換えられる。

次の表に， EVEが大文字と小文字を処理する方法を示します。

検索文字列 置換文字列 強調表示される文字列 実際に置き換えられる文字列

butter margarine butter margarine

Butter Margarine

BUTTER MARGARINE

BUtteR margarine

Butter margarine Butter margarine

butter Margarine butter Margarine

Butter Margarine

BUTTER Margarine

BUtteR Margarine

Butter Margarine Butter Margarine

小文字の文字列だけを検索または置換する場合は， SET FIND CASE EXACTコマ
ンドを入力します。このコマンドを入力してから，すべて小文字の検索文字列を入力
すると，小文字だけの文字列が検索され，大文字を含む文字列は無視されます。この
設定は， FIND， REPLACE，およびWILDCASE FINDのコマンドに適用されま
す。
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次の表は， SET FIND CASE EXACTコマンドを入力したときに，小文字だけの文
字列が検索および置換される場合を示しています。

検索文字列 置換文字列 強調表示される文字列 実際に置き換えられる文字列

butter margarine butter margarine

省略時の設定は， SET FIND CASE NOEXACTです。

8.13.6.2 REPLACEコマンドの応答

次の表に， REPLACEコマンドに対する応答とその機能を要約します。

応答 機能

Yes この文字列を置換して次の文字列を検索する。省略時の設定である。
Enterキーを押すだけでよい。

No この文字列は置換しないで次の文字列を検索する。

All 該当するすべての文字列を置換する。ここ以降，反対方向で文字列が見つ
かった場合を除き，確認を求めるプロンプトは出されない。

Last この文字列を置換して検索を中止する。

Quit この文字列を置換しないで検索を中止する。

8.14 コマンド行修飾子の使用方法

EVEの起動時には，コマンド行修飾子を使用して EVEの高度な編集機能を指定する
ことができます。文字セル更新画面を使用している場合は，ターミナルの設定によっ
て省略時に挿入モードになるか，または上書モードになるかが決まります。

次の表に， EVEの起動時に EDITコマンドとともに指定できる修飾子の一覧を示し
ます。

表 8–10 EVEの起動時に指定できる EDITコマンド行修飾子

修飾子 省略時の設定

コマンド・ファイル /COMMAND=TPU$COMMAND.TPU

ファイル作成 /CREATE

パッケージのデバッグ /NODEBUG

表示モードの指定 /DISPLAY=CHARACTER_CELL

ファイルの初期化 /INITIALIZATION=EVE$INIT.EVE

ジャーナリング /JOURNAL

Mainバッファの変更 /MODIFY

出力ファイルの指定 /OUTPUT=output-file

(次ページに続く)
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表 8–10 (続き) EVEの起動時に指定できる EDITコマンド行修飾子

修飾子 省略時の設定

読み込み専用アクセス /NOREAD_ONLY

回復 /NORECOVER

セクション・ファイル /SECTION=TPU$SECTION

開始位置 /START_POSITION=(1,1)

作業ファイル /WORK=SYS$SCRATCH:TPU$WORK.TPU$WORK

8.14.1 別の開始位置の指定

開始位置修飾子は，コマンド行に指定したバッファを開いたときに，最初にカーソル
が表示される行および桁の位置を決定します。

省略時の開始位置は， 1,1 –すなわち 1行 1桁で，バッファの左上隅に設定されてい
ます。開始位置修飾子を指定しても，編集セッション中に作成した別のバッファの初
期カーソル位置は変わりません。また，バッファ・サイズが制限されることもありま
せん。

開始位置修飾子の書式は次のとおりです。

/START_POSITION=(row[,column])

各フィールドの意味は次のとおりです。

/START_POSITION EDITコマンドには，/START_POSITION=修飾子を使用しなけれ
ばならない。

row EVEの起動時の初期カーソル位置の行。

column EVE起動時の初期カーソル位置の桁。

開始位置修飾子は，特定の行または特定の桁から編集を開始する場合に使用します。
たとえば，バッチ・ログ・ファイルやエラー・メッセージによって，プログラム内の
特定の行にエラーが存在することが分かっている場合や，ファイル内の標準見出しを
スキップする場合は，その行を無視するように新しい開始行位置を指定すれば，プロ
グラム・ソース・ファイルの編集開始時にカーソルが直接指定の開始行に移動しま
す。次のコマンドは， test.comというファイルの編集開始時に，カーソルを 10行 5
桁に表示します。

$ EDIT TEST.COM /START_POSITION=(10,5)

ファイル内の特定の行の 1桁目から編集を開始する場合は， 2番目のパラメータ (桁)
は省略できます。
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8.14.2 作業ファイルの使用

作業ファイル修飾子は，非常に大きなファイルを編集するときのメモリ領域のスワッ
プ用に使用される作業ファイルを決定します。作業ファイルとは，編集セッションご
とに 1つ存在し，終了時に自動的に削除される一時ファイルのことです。

省略時の作業ファイルの名前は， TPU$WORK.TPU$WORKです。作業ファイル
は，ユーザがその位置を指定しなければ SYS$SCRATCH内に作成されます。

省略時の設定と異なる作業ファイルを指定するには，次の 2つの方法があります。

• 論理名 TPU$WORKを定義する。

この方法は， SYS$SCRATCH以外の場所，たとえば大容量のディスク上に作業
ファイルを作成する場合に便利である。論理名定義は， LOGIN.COMファイル内
に格納できる。

• /WORK=修飾子を使用して作業ファイルを指定する。

/WORK=修飾子を指定すると， TPU$WORK論理名の定義は無効になる。たとえ
ば，次のコマンドは， EVEを起動して
SYS$SCRATCH:MYWORK.TPU$WORKという作業ファイルを作成する。

$ EDIT /WORK=MYWORK

SYS$SCRATCH以外の場所に作業ファイルを作成したい場合は，デバイス名 (ディス
ク名)とディレクトリを含む完全なファイル指定を使用します。作業ファイルの指定
にワイルドカードは使用できません。

8.14.3 Mainバッファの変更

変更修飾子は，コマンド行に指定したバッファを変更できるかどうかを決定します。
ただし，編集セッション中に作成した他のバッファには影響を与えません。

省略時の設定では，バッファ内のテキストを編集することによってバッファの内容を
変更できます。編集を終了すると，バッファ内容が変更されている場合は，バッファ
がファイルに書き込まれます。

ファイルを変更せずに内容を調べるだけの場合には，/NOMODIFYを使用しま
す。/NOMODIFYを指定すると，カーソル移動コマンドは使用できますが，テキスト
は変更できません。

/MODIFYと/NOMODIFYのどちらも指定しない場合と，バッファを変更できるかど
うかはアプリケーションが決定します。省略時の動作では，バッファを変更します。
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/MODIFYを指定すると，/READ_ONLYや/NOWRITEの指定が無効になります。
編集操作の練習をするだけで，終了時にファイルに書き込まない場合は，/READ_
ONLYまたは/NOWRITEとともに/MODIFYを指定します。たとえば，次のコマン
ドは EVEを起動し，コマンド行に指定したバッファを読み込み専用 (書き込み不可)
にして，変更可能にします。

$ EDIT /READ_ONLY /MODIFY

SET BUFFERコマンドを使用すれば，バッファの変更属性を設定または変更できま
す。

8.15 EVEの別の起動方法

EVEは 4種類の方法で起動できます。それは，検索リストから起動する方法，ワイ
ルドカードを使用する方法，ワイルドカード・ディレクトリ名を使用する方法，複数
の入力ファイルを使用する方法です。

8.15.1 検索リストからの EVEの起動

EVEを起動する際に，検索リストを指定して編集を開始することができます。

$ DEFINE STAFFMEMOS HIRING.DAT,PROMOTION.LIS,SALARY.TXT
$ EDIT STAFFMEMOS

次の例では，検索リスト内の最初のファイルが存在する場合，そのファイル (
HIRING.DAT )がバッファ内にコピーされ，そのファイル名とファイル・タイプが
バッファ名として使用されます。最初のファイルが見つからない場合は， 2番目の
ファイル (PROMOTION.LIS)が検索され，それも見つからなければ，その次の 3番
目のファイルという具合に検索されます。検索リスト内のすべてのファイルが存在
しない場合は，空のバッファが作成され，検索リスト内の最初のファイル名である
HIRING.DATがバッファ名として使用されます。

8.15.2 ワイルドカードを使用した EVEの起動

既存のファイルを編集するために EVEを起動する場合，ワイルドカード文字である
アスタリスク( * )をファイル名やファイル・タイプの一部または全部の文字の代わり
に使用することができます。 EVEでワイルカードを使用するには，DCLでワイルド
カードを使用するときと同じ規則に従います。パーセント記号( % )は 1つで 1文字の
代わりに，反復記号 ([...])はディレクトリ指定の代わりに使用できます。該当するフ
ァイルが 1つしかない場合は，そのファイルが画面に表示されます。該当するファイ
ルが 2つ以上ある場合は，それらのリストが表示され，より詳しいファイル指定を求
めるプロンプトが出されます。該当するファイルが存在しない場合は，Mainという
名前のバッファが作成されます。
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ワイルドカード要求に一致するファイルが 2つ以上存在する場合は，表示されたリス
トの中から必要なファイルを選択できます。

一致するファイルが存在しない場合は，Mainという名前の空のバッファが作成され
ます。検索リストまたはワイルドカード・ディレクトリを使用して入力ファイルを指
定した場合は，$CHOICES$バッファは表示されずに，最初に見つかった一致ファイ
ルが使用されます。$CHOICES$バッファについての詳細は，オンライン・ヘルプの
「Choices Buffer」というトピックを参照してください。

次の例では，ファイル・タイプが.TXTであるすべてのファイルの一覧が表示されま
す。

$ EDIT *.TXT

*.TXTを指定すると， EVEはワイルドカード要求に合ったファイルをシステム・バ
ッファの$CHOICES$という名前の第 2ウィンドウにリストします。

8.15.3 ワイルドカード・ディレクトリを使用した EVEの起動

ディレクトリ名にワイルドカード( [...] )を使用して EVEを起動するには，各システム
の構文を使用します。ディレクトリ名にワイルドカードを使用すると，現在のディレ
クトリまたは現在のディレクトリのサブディレクトリが検索対象になります。

このような検索リストとワイルドカード・ディレクトリの処理方法は， EDITコマン
ドだけでなく，パラメータにファイル指定を使用する EVEコマンドにも適用されま
す。次の EVEコマンドは，パラメータにファイル指定を使用します。

@ (at sign)
GET FILE
INCLUDE FILE
OPEN
OPEN SELECTED
RECOVER BUFFER

次の例では，ディレクトリ・ツリーが上から下に検索され，最初に見つかった
PINK.TXTという名前のファイルが使用されます。

$ EDIT [...]PINK.TXT

8.15.4 複数の入力ファイルを使用した EVEの起動

EVEの起動コマンド行には，複数の入力ファイルを指定できます。各ファイルは，コ
ンマ (空白は入れても入れなくてもよい)で区切る必要があります。ファイル名にワイ
ルドカード文字が含まれている場合は， 2つ以上のファイルに一致する最初のワイル
ドカード・ファイル名について，一致ファイルが表示されます。その他のあいまいな
ファイル名については，警告メッセージが表示されます。
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8.16 ジャーナリングと回復

バッファ・ジャーナリングは，各テキスト・バッファごとに異なるジャーナル・ファ
イルを作成します。

このジャーナリング方式は， EVEの省略時の設定です。バッファ・ジャーナリング
は，DECwindowsと文字セル・ターミナルの両方で機能します。通常は， EVEの
RECOVER BUFFERコマンドを使用して， 1度に 1つずつバッファを回復します。
異なる編集セッションのバッファも回復できます。回復されるのはテキストだけで，
設定値，キー定義，システム障害が生じる前のシステム・バッファ (Insert Hereバッ
ファなど)の内容は回復されません。

EVEの起動時にジャーナル機能を使用不能にするには，コマンド行に/NOJOURNAL
修飾子を指定します。この修飾子は，ファイルを編集せずに調べるだけの場合，また
はデモ用のセッションに EVEを使用する場合に便利です。

OpenVMSのファイル・システムがバージョン番号を管理しているため， EVEのフ
ァイル・バックアップは使用不可能になっており，使用可能にはできません。したが
って， EVEのバックアップ機能は必要ありません。

8.16.1 バッファ・ジャーナリングの使用方法

バッファ・ジャーナリングは，各テキスト・バッファごとにジャーナル・ファイルを
作成します。 Insert Hereバッファ，DCLバッファ，$RESTORE$バッファなどの
システム・バッファのバッファ・ジャーナル・ファイルは作成されません。バッファ
を編集すると，ジャーナル・ファイルにはテキストの削除，挿入，整形などの変更内
容が記録されます。 EVEを終了するか，バッファを削除すると，ジャーナル・ファ
イルは削除されます。編集セッション中にシステム障害が生じると，ジャーナル・フ
ァイルはセーブされます。ただし，システム障害が生じる直前のいくつかのキースト
ロークは消失することがあります。

次の表に，バッファ・ジャーナリングと回復に使用する EVEコマンドをまとめま
す。

表 8–11 バッファ・ジャーナリングと回復に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

RECOVER BUFFER 指定されたバッファのジャーナル・ファイルを使用して
バッファを回復する。回復したいバッファまたはファイ
ルの名前か，バッファのジャーナル・ファイルの名前を
指定する。

(次ページに続く)
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表 8–11 (続き) バッファ・ジャーナリングと回復に使用する EVEコマンド

コマンド 機能

RECOVER BUFFER ALL バッファのジャーナル・ファイルが存在する場合に，そ
れを使用して一度に 1つずつすべてのテキスト・バッフ
ァを回復する。

SET JOURNALING 指定されたバッファでバッファ変更ジャーナリング機能
が実行されるようにする。

SET JOURNALING ALL すべてのバッファでバッファ・ジャーナリング機能が実
行されるようにする。省略時の設定である。

SET NOJOURNALING 指定されたバッファでバッファ変更ジャーナリング機能
が実行されないようにする。

SET NOJOURNALING ALL すべてのバッファでバッファ・ジャーナリング機能が実
行されないようにする。

バッファ・ジャーナル・ファイルは，論理名 TPU$JOURNALによって定義されたデ
ィレクトリ内に作成されます。省略時のディレクトリは通常，ログイン時の最上位デ
ィレクトリである SYS$SCRATCHです。論理名 TPU$JOURNALを再定義すれば，
異なるディレクトリにジャーナル・ファイルを作成できます。たとえば，次のコマン
ドは[USER.JOURNAL]という名前のサブディレクトリを作成し， TPU$JOURNAL
をこのサブディレクトリに再定義しています。

$ CREATE/DIRECTORY [USER.JOURNAL]
$ DEFINE TPU$JOURNAL [USER.JOURNAL]

論理名の定義は， LOGIN.COMファイル内に格納できます。

バッファ・ジャーナル・ファイルは，非常に大きなファイルになることがあります。
編集中のテキスト・ファイルよりも大きくなるかもしれません。バッファ・ジャーナ
ル・ファイルのサイズはかなり大きくなる可能性があること，またジャーナル・ファ
イルは各テキスト・バッファごとに存在することを考慮して， TPU$JOURNALは，
SYS$SCRATCHではなく，大容量ディスク上のディレクトリまたはサブディレクト
リに再定義することをおすすめします。

バッファ変更ジャーナル名の命名
バッファ・ジャーナル・ファイル名は，編集中のファイルまたはバッファの名前か
ら取られ，オペレーティング・システムの省略時のファイル・タイプがつけられま
す。現在のバッファのジャーナル・ファイル名を確認するには， EVEプロンプトに
SHOWコマンドを入力します。 SHOWコマンドは，入力ファイル，出力ファイル，
ジャーナル・ファイル，および現在のバッファに関するその他の情報を表示します。

表 8–12に，バッファ・ジャーナル・ファイル名を示します。
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表 8–12 バッファ・ジャーナル・ファイル名

テキスト・バッファ名 バッファ・ジャーナル・ファイル

JABBER.TXT JABBER_TXT.TPU$JOURNAL

GUMBO_RECIPE.RNO GUMBO_RECIPE_RNO.TPU$JOURNAL

MAIN MAIN.TPU$JOURNAL

LATEST NEWS LATEST_NEWS.TPU$JOURNAL

バッファ・ジャーナリングを使用した回復方法
バッファ・ジャーナル・ファイルを使用して編集内容を回復するには，次の 2つの方
法があります。

• EVEの起動時に EDITコマンド行に/RECOVER修飾子を指定する。

• EVE内で RECOVER BUFFERコマンドを使用する。

次の例では，JABBER.TXTという名前のファイルを編集中にシステム障害が発生し
て，編集セッションが中断しています。その後，システム回復機能を使用して編集内
容を回復しています。

$ EDIT JABBER.TXT
.
.
.

*** system failure ***
.
.
.

$ EDIT JABBER.TXT/RECOVER

RECOVER BUFFERコマンドの使用方法
バッファ回復コマンドを使用するには，次のようにします。

手順 操作

1 EVEを起動し，次のコマンドを入力してテキストを回復する。

Command: RECOVER BUFFER file-name.txt

バッファ・ジャーナル・ファイルが使用できる場合は，次の情報が表示され，そのバッ
ファを回復するかどうかが尋ねられる。

バッファの名前
バッファの元の入力ファイル (あれば)
バッファの出力ファイル (あれば)
回復のためのソース・ファイル (あれば)
編集セッションの開始日時
ジャーナル・ファイルの作成日時
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手順 操作

2 バッファを回復したい場合には， Enterキーを押す。

バッファを回復したくない場合は， Noと入力してから Enterキーを押す。回復しよう
とするソース・ファイルを削除したり，名前を変更したりすると，回復は失敗する。回
復するソース・ファイルは，バッファに最初に読み込まれたファイルか，システム障害
が発生する直前に書き出されたファイルである。

回復しようとするバッファが存在すると (通常はMainバッファ)，最初にそのバッファ
が削除されてから回復が行われる。回復しようとするバッファに変更が加えられている
場合には，回復する前にバッファを削除するかどうか確認するプロンプトが出される。

ファイル名が分からないときの回復
バッファ名やジャーナル・ファイル名が分からないときには，次のようにワイルドカ
ード文字であるアスタリスク( * )を指定します。

Command: RECOVER BUFFER *

この場合，使用可能なすべてのジャーナル・ファイルのリストが表示されるため，そ
こからいずれかを選択します。このリストは， 2番目のウィンドウの$CHOICES$と
いう EVEシステム・バッファに現れます。このバッファについての詳細は， EVEオ
ンライン・ヘルプの「Choices Buffer」というトピックを参照してください。

すべてのバッファの回復
すべてのテキスト・バッファを 1つずつ回復するには， RECOVER BUFFER ALL
コマンドを使用します。バッファ・ジャーナル・ファイルが使用可能な各テキスト・
バッファについて回復が行われます。この RECOVER BUFFER ALLコマンドは，
バッファ名やジャーナル・ファイル名を何度も指定しながら RECOVER BUFFERコ
マンドを繰り返す場合と同じ結果になります。各テキスト・バッファごとに，バッフ
ァ名，バッファに関連付けられているファイル名，ジャーナル・ファイルが作成され
た日時などの情報が表示されます。そして，次のうちの 1つを選択するよう求めるプ
ロンプトが出されます。

応答 機能

Yes バッファを回復してから，次のバッファが存在する場合には，そのバッフ
ァを回復するかどうか聞いてくる。省略時の設定である。 Enterキーを押
すだけでよい。

No 回復を行わない。回復する別のバッファがある場合は，そのバッファにつ
いて聞いてくる。

Quit 取り消し。バッファを回復しないで回復操作を中止する。

バッファ・ジャーナリングを使用不可能にする方法
特定のバッファのバッファ・ジャーナリングを使用不能にするには， SET
NOJOURNALINGコマンドを使用します。すべてのバッファのバッファ・ジャ
ーナリングを使用不能にするには， SET NOJOURNALING ALLコマンドを使用し
ます。
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バッファ・ジャーナリングを使用可能にする方法
バッファ・ジャーナリングが使用不能になっている場合は， SET JOURNALING
コマンドを使用してジャーナリングを使用可能にできます。次のコマンド
は，JABBER.TXTという名前のバッファのジャーナリングを使用可能にします。

Command: SET JOURNALING JABBER.TXT

ジャーナリングを使用せずに EVEを起動した後，編集セッション中にバッファ・ジ
ャーナリングを使用可能にする場合は， SET JOURNALING ALLコマンド (省略時
の設定)を使用します。

バッファに変更が加えられている場合は，バッファ・ジャーナリングを使用可能にで
きません。その場合は，次のメッセージが表示されます。

Command: SET JOURNALING MEMO.TXT
Buffer MEMO.TXT is not safe for journaling

このような場合は，まずWRITE FILEコマンドまたは SAVE FILEコマンドを使用
してバッファの内容を書いて (セーブして)から，ジャーナリングを使用可能にしま
す。

8.17 EVEの書式化コマンド

EVEには，マージン，タブ，ワード・ラップを設定するテキストを書式化するコマ
ンドがあります。この機能には，行のセンタリング，テキストからの余分な空白の削
除，改ページの挿入などがあります。

次の表に， EVEの編集キーとその機能を説明します。

表 8–13 EVEの編集キーとその機能

キーまたは
キー・シーケンス 機能

Returnまたは Ctrl/M キャリッジ・リターンを現在位置に挿入して，新しい行を開始
するか，コマンド入力を終了する。 VT200， VT300，および
VT400の各シリーズのターミナルでは， Enterキーも Returnと
して定義されている。

Tabまたは Ctrl/I タブ・モードに応じた現在位置と，現在設定されているタブ・ス
トップにタブ文字を挿入する。

Ctrl/L 現在位置に改ページ文字を挿入して，新しいページの開始位置を
示す。改ページは小さな F 2つ (F

F
)で表され，常にそれだけで 1

行を占有する。 INSERT PAGE BREAKと同じ。

次の表に， EVEのテキスト書式化コマンドの一覧を示しその機能を説明します。
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表 8–14 EVEのテキスト書式化コマンド

コマンド 機能

CAPITALIZE WORD 単語の先頭文字を大文字にし，残りの文字を小文字に変更
する。選択範囲，ボックス，単語に対して機能する。

CENTER LINE 現在の行を左右のマージンの中央にセンタリングする。カ
ーソルは行とともに移動し，行が移動しても同じ文字の上
に留まる。

CONVERT TABS ボックス，選択範囲，全バッファ内のタブ文字を適切な数
のスペースに変換する。

FILL バッファのマージンに応じて，現在のパラグラフ，選択範
囲，またはボックス内の書式を変更して， 1行に収まる
単語数を最大にする。選択範囲または検出範囲に対して実
行するとき， FILLコマンドまたは FILL RANGEコマン
ドは，改ページ記号， DIGITAL Standard Runoff (DSR)
コマンド，または DOCUMENTタグで始まる行の書式は
変更せずに，範囲内の残りの行の書式を変更する。範囲に
FILLコマンドを使用しても，空白行は削除されない。選
択範囲についての詳細は，第 8.9節を参照。

FILL PARAGRAPH バッファに設定されているマージンに応じて，カーソルが
現在あるパラグラフの書式を変更する。パラグラフの場
合， FILLコマンドは，改ページ記号， DSRコマンド，ま
たは DOCUMENTタグで始まる行の書式は変更せずに，
パラグラフ内の残りの行の書式を変更する。

FILL RANGE 現在のマージン設定値に応じて，選択範囲またはボックス
の書式を変更する。選択範囲または検出範囲の場合には，
FILLコマンドまたは FILL RANGEコマンドは，改ペー
ジ記号， DSRコマンド，または DOCUMENTタグで始ま
る行の書式は変更せずに，範囲内の残りの行の書式を変更
する。範囲に FILL RANGEコマンドを使用しても，空白
行は削除されない。

INSERT PAGE BREAK 現在の位置に改ページ文字を挿入して，新しいページの始
まりを示す。改ページは小さな F 2つ (F

F
)で表され，常

にそれだけで 1行を占有する。省略時の設定では， Ctrl/L
が INSERT PAGE BREAKとして定義されている。

LOWERCASE WORD 現在の単語，選択範囲，またはボックスを小文字に変更す
る。

PAGINATE 54行ごとに‘‘ソフト’’改ページを 1つ挿入する。ソフト改ペ
ージは，後ろに空文字が続く改ページ文字 (F

F
N
L

)として

表示される。 PAGINATEコマンドを入力すると，直前の
改ページから次の 54行の中で改ページの有無がチェック
される。この 54行の中でソフト改ページが見つかった場
合は，それを削除し， 54行下に移動してソフト改ページ
を挿入する。カーソルは次の行に置かれる。ソフト改ペー
ジは，それだけで 1行を占有する。 54行の中にハード改
ページ (改ページのみ)が見つかった場合，ハード改ページ
の後の行で停止する。このとき，必要であればこの改ペー
ジを削除できる。

SET LEFT MARGIN 現在のバッファの左マージンを設定する。左マージンは 0
より大きく，右マージンより小さくなくてはならない。省
略時の設定では，左マージンは 1 (左端の桁である)。

(次ページに続く)
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表 8–14 (続き) EVEのテキスト書式化コマンド

コマンド 機能

SET RIGHT MARGIN 現在のバッファの右マージンを設定する。右マージンは，
左マージンより大きい値でなければならない。省略時の設
定では，右マージンは画面幅より 1桁だけ小さい。通常の
幅は 80なので，省略時の右マージンは 79になる。

SET PARAGRAPH INDENT 作成または書式変更したパラグラフの最初の行に追加す
る，または最初の行から差し引くスペース数を指定する。
省略時の値は 0(インデントなし)である。

SET TABS AT 指定された桁にタブ・ストップを設定する。桁番号は昇順
に設定し，スペースで区切る。省略時の設定では，タブ・
ストップは 8桁ごとに設定されている。ターミナルのハー
ドウェア・タブ設定値には影響を及ぼさない。

SET TABS EVERY 指定された間隔でタブ・ストップを設定する。省略時の設
定では，タブ・ストップは 8桁ごとに設定されている。タ
ーミナルのハードウェア・タブ設定値には影響を及ぼさな
い。

SET TABS INSERT 省略時の設定である。 Tabキーを押すと，現在の桁にタブ
文字が挿入されるようにタブ・モードを変更する。カーソ
ルとテキストは次のタブ・ストップに移動する。

SET TABS MOVEMENT Tabキーがカーソル移動キーになるようにタブ・モードを
変更する。 Tabキーを押すと，カーソルは次のタブ・スト
ップに移動するが，タブ文字は挿入されない。

SET TABS SPACES Tabキーを押したときに，タブ文字ではなく，該当する数
のスペースが挿入されるようにタブ・モードを変更する。
以前から存在していたタブ文字は影響を受けない。

SET TABS INVISIBLE 省略時の設定値である。タブ文字は画面上では見えず，空
白となる。

SET TABS VISIBLE タブ文字を画面上で見えるようにし，H
T

(水平タブ)として

表示する。

SET NOWRAP バッファの右マージンで単語を自動改行できないようにす
る。新しい行を開始するときには， Enterキーを押すか，
FILLコマンドを使用しなくてはならない。

SET WRAP 省略時の設定値である。バッファの右マージンで単語が自
動改行されるようにする。 Enterキーを押したり FILLコ
マンドを使用しなくても，新しい行が開始される。

UPPERCASE WORD 現在の単語，選択範囲，ボックスを大文字に変更する。

8.18 バッファの使用方法

バッファは，編集セッションの間だけ存在する記憶領域です。既存のファイルを編集
する場合は，そのファイルの内容がバッファに読み込まれます。強調表示されたステ
ータス・ラインには，バッファ名，編集状態 (読み込み専用または書き込み)，編集モ
ード (挿入または上書)，方向 (順方向または逆方向)が表示されます。

次の表に，バッファを作成，操作，および削除するために使用する EVEコマンドを
説明します。
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表 8–15 バッファを操作するために使用する EVEコマンド

コマンド 機能

BUFFER 指定されたバッファを現在のウィンドウに置いて，カーソルをそ
のバッファの中で最後に置かれていた場所に移動する。指定され
たバッファが存在しない場合は，新しいバッファを作成する。

DELETE BUFFER 名前で指定したバッファを削除する。

GET FILE
または OPEN

必要なら新しいバッファを作成して，指定されたファイルを現在
のウィンドウに表示する。ファイルが存在する場合は，そのファ
イルを現在のウィンドウ内の新しいバッファにコピーする。ファ
イルが存在しない場合は，新しい空のバッファを作成し，指定さ
れたファイル名とファイル・タイプをバッファ名にする。同じ名
前のバッファが既に存在する場合は，異なる名前の入力が要求さ
れる。

GO TO カーソルをMARKコマンドによってラベルが付けられた場所に
移動する。ラベルが付いた場所が別のバッファにある場合は，カ
ーソルをそのバッファに移動して，そのバッファを現在のウィン
ドウに表示する。編集セッションで複数のバッファを使用する方
法については，第 8.18.5項を参照。

INCLUDE FILE 指定されたファイルの内容を現在のバッファのカーソル位置の上
にある行に挿入する。このコマンドはファイルをマージする場合
に便利である。

NEW Mainという名前の新しいバッファを作成して現在の EVEウィン
ドウに表示する。Mainというバッファがすでに存在する場合に
は，新しいバッファ名の入力を求めるプロンプトが出される。

NEXT BUFFER 次のバッファがあれば，それを現在のウィンドウに表示し，カー
ソルをそのバッファの中で最後に置かれていた場所に移動する。
このコマンドを使用すれば，バッファ名を入力しなくてもバッフ
ァ間を移動できる。

OPEN SELECTED 選択または検索された名前を持つファイルをオープンする。この
コマンドは， GET FILEコマンドまたは OPENコマンドと同じ
あるが，ファイル名を入力する必要がない。

REMOVE
または CUT

Buffer Listバッファにいる場合は， DELETE BUFFERと同
じ。バッファ名を入力せずにバッファを削除するには，次のよう
に REMOVEコマンドを使用する。 SHOW BUFFERSコマンド
を入力して (Buffer Listバッファに移動する)，削除するバッファ
名にカーソルを移動してから， REMOVEコマンドを入力する。

SAVE FILE 編集セッションを終了せずに，現在のバッファの内容をバッファ
に関連付けられているファイルに書き込む。 SAVE FILEコマン
ドでファイル名を指定しないと，出力ファイル指定を求めるプロ
ンプトが出される。WRITE FILEと似ている。

SAVE FILE AS 編集セッションを終了せずに，現在のバッファの内容を指定の
ファイルに書き込む。たとえば， FIRST.DATというファイルを
編集中の場合，それを SECOND.TXTとしてセーブできる。こ
のコマンドはバッファの名前は変更しない。ただし，バッファ
を指定のファイルに関連付けるので，これ以降に SAVE FILEコ
マンド，WRITE FILEコマンド，または EXITコマンドを使用
すると，バッファはその指定のファイルに書き込まれる。 SAVE
FILE ASコマンドには出力ファイルを指定する必要がある。

(次ページに続く)
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表 8–15 (続き) バッファを操作するために使用する EVEコマンド

コマンド 機能

SELECT
または RETURN

Buffer Listバッファにいる場合は，指定されたバッファを選択
する。バッファ名を入力せずにバッファを選択するには，次のよ
うに SELECTコマンドを使用する。 SHOW BUFFERSコマン
ドを入力し，選択するバッファ名にカーソルを移動してから，
SELECTコマンドを入力する。

SET BUFFER バッファの編集状態，すなわちバッファを変更可能にするか，ま
た EVEの終了時にバッファをファイルに書き込むかどうかを指
定できるようにする。

SHOW 編集セッション中に作成されたバッファについての情報を表示す
る。編集セッション時に 2つ以上のバッファが処理されている場
合には，現在編集中のバッファについての情報を表示する。他の
バッファについては， Doキーを押す。編集を再開するには，そ
れ以外のキーを押す。

SHOW BUFFERS 編集セッション中に作成されたバッファのリストを表示する。リ
スト内でカーソルを移動して，特定のバッファを指定してから
Selectキーを押せば，そのバッファを表示できる。

SHOW DEFAULTS
BUFFER

マージン，タブ・ストップ，方向，モード，最大行数などの EVE
システム・バッファ$DEFAULTS$についての情報を表示する。こ
れらは，新しいバッファの作成時に使用される省略時の設定であ
る。

SHOW SYSTEM
BUFFERS

Messageバッファ， Helpバッファ， Insert Hereバッフ
ァ，$RESTORE$バッファなどの EVEによって作成されたシ
ステム・バッファのリストを表示する。リスト内でカーソルを移
動して，特定のバッファを指定してから Selectキーを押せば，そ
のバッファを表示できる。

WRITE FILE 編集セッションを終了せずに，現在のバッファの内容をバッファ
に関連付けられているファイルか，またはコマンド行に指定され
たファイルに書き込む。現在のバッファに関連付けられているフ
ァイル指定が存在しない場合は，出力ファイル指定を求めるプロ
ンプトが出される。 SAVE FILEと似ている。

8.18.1 バッファ情報の取得

現在のバッファについての詳しい情報を表示するには， SHOWコマンドを入力しま
す。 SHOWコマンドは，次の情報以外に，バッファが変更されたかどうかも示しま
す。

• バッファの名前

• 入力ファイル，出力ファイル，およびバッファ・ジャーナル・ファイルの名前

• 現在のモードと方向

• 行数

• マージンと画面幅の設定

• パラグラフ・インデント

• WPSワード・ラップ

• ラップ・インデント
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• タブ・ストップ

編集セッション中に 2つ以上のバッファが処理されている場合は，現在のバッファ以
外のバッファの情報を表示するには，Doキーを押すよう求めるプロンプトが出され
ます。

8.18.2 バッファの削除

バッファを削除するには，DELETE BUFFERコマンドを入力し，削除するバッファ
の名前を指定します。バッファが空であるか変更されていない場合は，そのバッファ
は削除されます。しかし，バッファが変更されている場合は，選択を求めるプロンプ
トが出されます。バッファ名には，完全な名前を指定しなければなりません。省略は
できません。削除しようとするバッファを表示中の場合は，そのバッファが，編集セ
ッション中で最も古いバッファに置き換えられます。

次の表に，入力できる選択肢を示します。

キーワード 機能

DELETE_ONLY 指定されたバッファを削除する。

WRITE_FIRST 指定されたバッファを書き出して (セーブして)から，削除する。

QUIT 省略時の選択である。バッファを削除しない。

たとえば，次のコマンドは，変更されたバッファMYFILE.TXTの削除を要求しま
す。

Command: DELETE BUFFER MYFILE.TXT
That’s a modified buffer. Type delete_only, write_first, or quit:

8.18.3 バッファ状態の変更

バッファの編集状態，すなわちバッファが変更可能かどうか，また終了時にバッファ
をファイルに書き込むかどうかを変更するには， SET BUFFERコマンドを使用しま
す。

各コマンドには，次のいずれかの SET BUFFERキーワードを指定できます。

キーワード 機能

MODIFIABLE 省略時の設定である。バッファを変更できるようにする。また，前のバ
ッファ・モード (挿入または上書)を復元する。

READ_ONLY バッファが変更された場合でも，終了時にバッファをセーブしない (書
き出さない)。WRITEの反対である。バッファを変更不可能にするこ
ともできる。ただし，変更可能にできる。

UNMODIFIABLE バッファを変更できなくする。バッファ・モード (挿入または上書)を
無効にする。
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キーワード 機能

WRITE 省略時の設定である。バッファが変更された場合に，バッファをセーブ
する (書き出す)。 READ_ONLYの反対である。バッファが読み込み専
用または変更不可能の場合は， SET BUFFER WRITEコマンドによっ
て変更可能にし，前のモード (挿入または上書)を復元する。

省略時の設定では，バッファ状態はMODIFIABLEかつWRITEに設定されており，
バッファの内容は変更可能で，変更されたバッファはファイルにセーブされます。

バッファ状態を変更してバッファの内容を誤って変更することがないようにするに
は，次のコマンドを使用してバッファを READ_ONLY (変更不可能)に設定します。

Command: SET BUFFER READ_ONLY

バッファ状態を変更して一時格納領域‘‘スクラッチパッド’’として使用するには，次の
コマンドを使用してバッファを READ_ONLYとMODIFIABLEに設定します。

Command: SET BUFFER READ_ONLY
Command: SET BUFFER MODIFIABLE

上のコマンドによって，バッファは編集できるようになりますが，終了時にセーブさ
れません。

8.18.4 メッセージ・バッファの表示方法

メッセージ・ウィンドウは，画面の最下部に表示され，編集セッション中にエラ
ー・メッセージおよび情報メッセージを通知します。メッセージ・ウィンドウには，
Messagesバッファ内の最新のメッセージが表示されます。

これらのメッセージは， BUFFERコマンドを使用して表示できます。Messagesバ
ッファの内容を表示するには，Doキーを押してから BUFFER MESSAGESコマン
ドを入力します。編集していたバッファに戻るには，Doキーを押して BUFFERコ
マンドの後に戻り先のバッファ名を入力します。

SHOW BUFFERSコマンドを入力すると，作成したバッファを表示できます。そこ
で， Selectキーを押せばバッファを選択できます。

8.18.5 複数バッファの編集

2つ以上のファイルを編集する場合，または複数のテキスト・ブロックを操作する一
時格納領域が必要な場合には，複数のバッファを使用できます。新しいバッファを作
成するには，GET FILE，OPEN，OPEN SELECTED，および BUFFERの各コマ
ンドのうちいずれか 1つを使用できます。
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GET FILEコマンドの使用方法
新しいバッファを作成するには，GET FILE，OPEN，OPEN SELECTED，およ
び BUFFERの各コマンドのうちいずれか 1つを使用できます。既存のファイルを使
用して新しいバッファを作成するには，GET FILE (またはOPEN )コマンドの後
に，バッファにコピーしたいファイルの名前を入力します。アスタリスク( * )のワイ
ルドカード文字を使用すれば，ファイル名およびファイル・タイプの全部または一部
を代用できます。また，パーセント記号( % )のワイルドカード文字はファイル名およ
びファイル・タイプ内の 1文字の代わりに，反復記号( [...] )のワイルドカードはディ
レクトリ指定の代わりに使用できます。

OPEN SELECTEDコマンドの使用方法
次のようにOPEN SELECTEDコマンドを使用して，新しいバッファを作成すること
もできます。

1. オープンするファイルの名前にカーソルを移動する。

2. OPEN SELECTEDコマンドを入力する。

BUFFERコマンドの使用方法
現在の EVEウィンドウ内に特定のバッファを表示するには， BUFFERコマンドの
後に，現在のウィンドウ内に表示したいバッファの名前を入力します。バッファ名
にワイルドカード文字を使用してはなりません。アスタリスク( * )とパーセント記
号( % )は，バッファ名の中リテラル文字と見なされます。指定されたバッファが存在
しない場合は，新しいバッファが作成されます。

指定されたファイルが既に存在する場合は，そのファイルの内容が新しいバッファに
読み込まれ，現在のウィンドウにバッファが表示されます。ワイルドカードを使用し
たファイル指定に一致するファイルが 2つ以上存在する場合は，$CHOICES$バッフ
ァに選択リストが表示され，より詳しいファイル指定を求めるプロンプトが出されま
す。検索リストまたは反復記号( [...] )のワイルドカードを使用した場合は，最初に一
致したファイルがオープンされます。一致するファイルが存在しない場合は，空のバ
ッファが作成され，現在のウィンドウに表示されます。

現在のウィンドウ内のバッファを変更するには，Doキーを押して， BUFFERコマ
ンドの後に，表示したいバッファの名前を入力してから， Enterキーを押します。バ
ッファ名を忘れた場合は， SHOW BUFFERSコマンドを入力して，編集セッション
内で処理中のバッファの名前を表示し， Selectキーを使用してバッファを指定しま
す。

8.18.6 EVEへのファイルの読み込み

EVEバッファにファイルを読み込むには，次の 4つの方法があります。

• ファイル指定を使用して EVEを起動する。

• INCLUDE FILEコマンドと組み込みファイルの名前を入力する。
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ファイルの全内容がカーソル行の直前のバッファに読み込まれます。 INCLUDE
FILEコマンドを使用しても，ステータス・ラインのバッファの名前は変わりませ
ん。

• GET FILEコマンドまたはOPENコマンドと使用ファイルの名前を入力する。

どちらのコマンドを入力しても，新しいバッファが作成され既存のファイルの内
容がそのバッファに読み込まれます。ステータス・ラインのバッファの名前は，
GET FILEコマンドまたはOPENコマンドで指定するファイル名と同じです。第
8.18.5項を参照してください。

• ファイル名を選択するか検索してから，OPEN SELECTEDコマンドを入力す
る。

8.18.7 EVEからのファイルの書き込み

現在のバッファの内容をファイルに書き込むには，WRITE FILEコマンドを入力し
ます。WRITE FILEコマンドには，ファイル指定を使用できます。ファイル指定を
使用しないと，入力ファイル指定がファイルの書き込みに使用されます。 BUFFER
コマンドまたはNEWコマンドで現在のバッファを作成した場合には，ファイルの書
き込み先のファイル指定を求めるプロンプトが表示されます。

次の例は，バッファに関連付けられている出力ファイルを使用して，ファイルへバッ
ファを書く方法を示しています。

Command: GET FILE RHYMES.DAT
.
.
.

Command: WRITE FILE

3 lines written to WORKDISK:[USER]RHYMES.DAT;2

8.18.8 ウィンドウの使用方法

EVEの編集セッション中は，編集中のバッファが画面上のウィンドウに表示されま
す。強調表示されたステータス・ラインがウィンドウの最下部に現れ，バッファ名，
現在の編集モード，および現在のバッファ方向が表示されます。

ターミナル画面上に 2つ以上のウィンドウを同時に表示することもできます。たとえ
ば，画面上に 2つのウィンドウをオープンして，同じバッファ内の異なる部分を表示
および編集できます。

次の表では，ウィンドウの作成と操作に使用する EVEのキーについて説明します。
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表 8–16 ウィンドウの作成と操作に使用する EVEのキー

キーまたは
キー・シーケンス ウィンドウ環境での機能

GOLD Next Screen カーソルを次の (もう一方の)ウィンドウに移動する。 NEXT
WINDOWコマンドと同じ。

GOLD Prev Screen カーソルを前の (もう一方の)ウィンドウに移動する。
PREVIOUS WINDOWコマンドと同じ。

次の表は，ウィンドウを作成および操作するために使用される EVEコマンドを示し
ています。

表 8–17 EVEウィンドウ・コマンド

コマンド ウィンドウ環境での機能

DELETE WINDOW 2つ以上のウィンドウを使用している場合に，現在のウィンド
ウを削除する。

ENLARGE WINDOW 現在のウィンドウを指定された行数だけ拡大する。たとえば，
ENLARGE WINDOW 5はウィンドウを 5行だけ拡大する。
このとき，隣接するウィンドウは拡大された行数分だけ縮小さ
れる。

NEXT WINDOW
または OTHER WINDOW

カーソルを次の (もう一方の)ウィンドウに移動する。

ONE WINDOW 現在のウィンドウを単独の大きなウィンドウに戻す。他のウィ
ンドウはすべて画面から削除される。ただし，それらのウィン
ドウに関連するバッファは削除されない。

PREVIOUS WINDOW カーソルを前の (もう一方の)ウィンドウに移動する。

SET WIDTH 画面上に表示される行の幅を設定する。幅は正の整数で指定す
る。省略時の設定では，ターミナルごとに設定されている画面
幅 (通常は 80桁)が使用される。 80より大きい幅が設定され
ると，現在の編集セッションでターミナルが 132桁モードに
設定される。 EVEを終了すると，ターミナルは省略時の設定
値に戻る。幅を設定すると，すべてのウィンドウのテキスト表
示が変更される。

SHIFT LEFT 現在のウィンドウを指定された桁数だけ左に移動する。
SHIFT LEFTコマンドは， SHIFT RIGHTコマンドの効果を
逆に戻すときにだけ使用する。

SHIFT RIGHT 現在のウィンドウを指定された桁数だけ右に移動して，現在タ
ーミナルの画面に現れていない文字桁を表示できるようにす
る。

SHRINK WINDOW 現在のウィンドウを指定された行数だけ縮小する。たとえば，
SHRINK WINDOW 5は，ウィンドウを 5行だけ縮小する。
このとき，隣接するウィンドウは縮小された行数だけ拡大され
る。

SPLIT WINDOW 現在のウィンドウを分割して， 2つの小さいウィンドウを表示
する。このコマンドとともに数を指定すれば，ウィンドウを 3
つ以上に分割できる。たとえば， SPLIT WINDOW 3は，ウ
ィンドウを 3つのウィンドウに分割する。

(次ページに続く)
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表 8–17 (続き) EVEウィンドウ・コマンド

コマンド ウィンドウ環境での機能

TWO WINDOWS SPLIT WINDOW 2コマンドと同じ。

8.18.9 単一バッファの 2つのセクションの表示

1つのファイル内の 2つの異なる部分を同時に表示するには， SPLIT WINDOWコマ
ンドを使用します。 SPLIT WINDOWコマンドは，画面を分割して， 2つの同じウ
ィンドウを作成します。カーソルはバッファ内の同じ場所に置かれますが，下のウィ
ンドウにしか現れません。どちらのウィンドウのステータス・ラインにも，同じバッ
ファ名が表示されます。

大きなファイルの 2つの異なる部分を同時に表示すれば，ファイル内で効率的にテキ
ストを移動することができます。ファイル内のある部分のテキストを選択および削除
して，もう一方の部分に挿入できます。カーソルをもう一方のウィンドウに移動する
には，NEXT WINDOWコマンドを使用します。

2番目のウィンドウを画面から削除して，現在のウィンドウを編集領域いっぱいに拡
大するには，Doキーを押してONE WINDOWコマンドを入力してから， Enterキ
ーを押します。

8.18.10 2つのバッファの編集

次の手順は，異なるファイルを含む 2つのバッファの編集方法について説明していま
す。

手順 操作

1 SPLIT WINDOWコマンドを入力して，画面上に 2つのウィンドウを作成する。

画面が 2つに分割され， 2つのウィンドウが作成される。カーソルはバッファ内の同
じ場所に置かれるが，下のウィンドウにしか現れない。各ウィンドウの強調表示された
ステータス・ライン内には，同じバッファ名が表示される。

2 GET FILE， OPEN，または OPEN SELECTEDのうちいずれかのコマンドを使用し
て， 2番目のファイルを現在のウィンドウに表示する。

今まで編集セッション中に作成したバッファを現在のウィンドウに表示するには，
BUFFERコマンドと表示バッファの名前を入力する。

ターミナルの画面には， 2つの異なるバッファが表示される。一方のバッファ内のテ
キストを選択および削除して，もう一方のバッファに挿入できる。もう一方のウィンド
ウにカーソルを移動するには， NEXT WINDOWコマンドを入力する。
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8.19 サブプロセスの作成

サブプロセスを作成すれば，編集セッションを終了せずに， EVE編集セッションと
DCLコマンド・レベルとの間を切り替えることができます。サブプロセスを作成する
には， SPAWNコマンドを入力します。 SPAWNコマンドは，現在の編集セッショ
ンを中断して新しいサブプロセスにターミナルを接続します。ターミナル画面には，
DCLプロンプト ($)が現れます。

8.19.1 SPAWNコマンドの使用

サブプロセスは主に，Mailユーティリティを起動したり，画面指向のプログラム
を実行するために生成しますが，任意のOpenVMSユーティリティを起動したり，
DCLコマンドを実行することもできます。

編集セッションに戻るには，DCLコマンドの LOGOUTを入力して，サブプロセス
からログアウトします。編集セッションが再開され，カーソルは，サブプロセスを生
成する前に置かれていた位置に現れます。 SPAWNコマンドのパラメータにDCLコ
マンドを指定すれば，特定のサブプロセスを生成できます。

次の例では，Mailユーティリティが EVEから生成されます。

[End of file]

Buffer: MAIN | Write | Insert | Forward
Command: SPAWN MAIL

画面には，Mailユーティリティのプロンプト (MAIL>)が現れます。Mailを終了す
ると，自動的にサブプロセスからログアウトされ，編集セッションが再開されます。

8.19.1.1 DCLから EVEへのサブプロセスの生成

DCLを使用するためにサブプロセスを生成する代わりに， EVEの編集セッション
を実行するためにサブプロセスを生成して，親のDCLプロセスにアタッチすれば，
DCLコマンドとユーティリティを使用できます。

DCLコマンド・レベルに戻りたいときは， EVEコマンドの ATTACHを使用して親
プロセスに戻ります。

編集セッションを再開するには，DCLコマンドの ATTACHにサブプロセス
名(SMITH_1)を指定して実行し，編集サブプロセスに再接続します。編集セッシ
ョンが再開され，カーソルが親プロセスにアタッチする前に置かれていた位置に現れ
ます。次に例を示します。

次の例では，DCLコマンド SPAWNを使用してサブプロセスが生成されます。
SPAWNコマンドはSMITH_1というサブプロセスを生成します。サブプロセス・レ
ベルで EVEが起動され，編集セッションが実行されます。編集セッションの最後
に ATTACHコマンドが入力され，DCLに戻ります。その後，編集セッションを再
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開するには，サブプロセスSMITH_1をプロセス名として使用して，DCLコマンド
ATTACHを入力します。

$ SPAWN
%DCL-S-SPAWNED, process SMITH_1 spawned
%DCL-S-ATTACHED, terminal now attached to process SMITH_1

[End of file]

Buffer: MAIN | Write | Insert | Forward
Command: ATTACH SMITH

$ ATTACH SMITH_1
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9
ファイルのソートとマージ

本章では，OpenVMSの Sort/Mergeユーティリティ (SORT/MERGE)の使用方法に
ついて説明します。 Sort/Mergeユーティリティは，次の 2種類の作業を実行しま
す。

• 選択したフィールドに従い， 1つまたは複数の入力ファイルからレコードを読み
込んでソートし，順序変更した出力ファイルを生成する。

• あらかじめ同じキー・フィールドでソートした入力ファイルを，最高で 10ファイ
ルをマージし， 1個の出力ファイルを生成する (高性能 Sort/Mergeユーティリテ
ィの場合，最高で 12個の入力ファイルがサポートされている)。

Alphaシステムでは，高性能 Sort/Mergeユーティリティを選択することもできま
す。このユーティリティでは， Alphaアーキテクチャを活用することにより，ほとん
どの Sort操作およびMerge操作で性能を向上させることができます。詳細は第 9.1
節を参照してください。

本章では，次のことを説明します。

• 高性能 Sort/Merge

• ファイルのソート

• 照合順序の指定

• バッチ・ジョブとしてのソートの実行

• ファイルのマージ

• ターミナルからのレコードの入力

• Sort/Merge指定ファイルの使用方法

• ソートまたはマージ操作の最適化

• Sort/Mergeの修飾子の要約

その他の情報については，次のマニュアルを参照してください。

• この章で使用するコマンドについては，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参
照してください。

• Sort/Mergeユーティリティ使用時のシステム管理者による効率化については，
『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してください。
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9.1 高性能Sort/Mergeユーティリティの使用

Alphaシステムでは，高性能 Sort/Mergeユーティリティを選択することもできま
す。このユーティリティでは， Alphaアーキテクチャを活用することにより，ほとん
どの Sort操作およびMerge操作で性能を向上させることができます。

高性能 Sort/Mergeユーティリティは， SORT/MERGEと同じコマンド行インタフェ
ースを使用します。高性能 Sort/Mergeユーティリティと SORT/MERGEとの違いに
ついては，本章で紹介します。

高性能 Sort/Mergeユーティリティを使用するときは，論理名 SORTSHRを使用しま
す。次のように SORTSHRを定義して， SYS$LIBRARYにある高性能ソート実行可
能プログラムを指定します。

$ define sortshr sys$library:hypersort.exe

SORT/MERGEに戻るときは， SORTSHRの割り当てを解除します。 SORTSHRが
定義されていない場合， SORT/MERGEユーティリティが省略時の値として設定さ
れます。

注意

メモリ割り当ての差分により，高性能 Sort/Mergeユーティリティで実行する
ときの性能は， Sort/Mergeユーティリティと同サイズの仮想メモリで実行可
能なソート操作数と同数の操作回数に制限されることがあります。

この場合，プロセスに使用できる仮想メモリのサイズを増やすか，ワーキン
グ・セットの範囲を減らします。システム・パラメータにより，仮想メモリ
のサイズ増加やワーキング・セット範囲の削減については，『OpenVMSシ
ステム管理ユーティリティ・リファレンス・マニュアル』を参照してくださ
い。

高性能 Sort/Mergeユーティリティの動作は，ほとんど SORT/MERGEユーティリテ
ィの動作と同じです。相違点は，表 9–1に示します。

サポートされていない修飾子を使用しようとしたり，サポートされていない値を修飾
子に指定しようとしたりすると，高性能 Sort/Mergeユーティリティはエラーを表示
します。
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表 9–1 高性能 Sort/Mergeユーティリティ: SORT/MERGEとの相違点

キー・データ・タイプ H-FLOATINGおよび ZONED 10進データ・タイプはサポートさ
れていません。

BINARYデータ・タイプ・キーのサイズは， 1バイト， 2バ
イト， 4バイト， 8バイトのいずれかでなければなりません。
16バイトのバイナリ・キーはサポートされていません (これは
OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定です)。

照合順序 NCS(National Character Set)照合順序はサポートされていま
せん (これは OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートさ
れる予定です)。/COLLATING_SEQUENCE修飾子に NCS照
合順序を指定しないでください。 ASCII， EBCDIC，および
MULTINATIONAL照合順序はサポートされています。省略時の
設定は ASCIIです。

指定ファイルを使用して，照合順序を定義したり変更したりする
ことはできません (これは OpenVMS Alphaの将来のリリースで
解決される予定です)。

指定ファイル 指定ファイルはサポートされていません (これは OpenVMS
Alphaの将来のリリースでサポートされる予定です)。
/SPECIFICATION修飾子は使用しないでください。

内部ソート・プロセス レコードのソート・プロセスのみサポートされています (こ
れは OpenVMS Alphaの将来のリリースで解決される予定で
す)。/PROCESS=RECORD修飾子を指定することも，または
/PROCESS修飾子を省略することもできます。/PROCESS修飾
子で TAG， ADDRESS，および INDEXを指定しないでくださ
い。

統計情報 現在サポートされているのは次の統計情報です。

Records read (読み込まれたレコード数)
Records sorted (ソートされたレコード数)
Records output (出力されたレコード数)
Input record length (入力レコード長)

次の統計情報は利用できません。

Internal length (内部長)
Output record length (出力レコード長)
Sort tree size (ソート・ツリー・サイズ)
Number of initial runs (初期実行回数)
Maximum merge order (最大マージ順)
Number of merge passes (マージ・パス回数)
Work file allocation (ワーク・ファイル割り当て)

この機能の完全な実装は将来の OpenVMS Alphaリリースで行わ
れる予定です。

9.2 ファイルのソート

ファイルをソートするときは，DCLの SORTコマンドを使用します。ソートする入
力ファイルを複数指定するときは，それぞれのファイルをコンマで区切り，最終的に
作成されるソート済みの出力ファイルの名前をその後に続けます。
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オプションとして，ソートに使用する各フィールドのキーを指定することができま
す。それぞれのキーには，次の情報が含まれます。

• レコード内にあるキー・フィールドの開始位置 (必須)

• キーのサイズ (必須)

• キーのデータ型

• レコードのソート順

• キーの優先順位

キーを指定しないでソートを行う場合，キーが 1つだけ存在しており，このキー・フ
ィールドが次のようになっているものと想定されます。

• レコードの最初の位置から開始する。

• すべてのレコードが含まれる。

• 文字データが含まれる。

• 昇順にソートが行われる。

次の 2つの例は，省略時のキーが使用されています。

1. 次の例では，NAMES.LSTが昇順にソートされます。

$ SORT NAMES.LST BYNAME.LST

このコマンドは，図 9–1に示すように，出力ファイル BYNAME.LSTを作成しま
す。

図 9–1 昇順にソートした結果

ZK−5055A−GE

NAMES.LST
MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY

BYNAME.LST

ROSENBERG  HARRY

BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER
IMPOSTER  HARRY
KNIGHT  MARTHA
LOWELL  FRANK
MCMAHON  JANE

LOWELL  FRANK

KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

2. この例では，ファイルNAMES.LSTとNAMES2.LSTをソートして，出力ファイ
ル BYNAME.LSTに出力します。 2つのファイルは， 1つの大きなファイルとし
て扱かわれ，ソートされます。

$ SORT NAMES.LST,NAMES2.LST BYNAME.LST

すべての SORTの修飾子の一覧については，第 9.9節を参照してください。

9–4



ファイルのソートとマージ
9.2ファイルのソート

9.2.1 キーの定義

キーを定義するときは，/KEY修飾子を使用します。複数のキーを指定するときは，
それぞれのキーごとに/KEY修飾子を使用します。

表 9–2は，キーを構成する 5つの要素について説明しています。

表 9–2 /KEY修飾子の値

キー要素 値 説明

キーの位置 POSITION:n レコード内にあるキー・フィールドの 1バイト目の位置を表す。レコードの
1バイト目が 1になる。 POSITION:nは必ず指定しなければならない。

キー・サイズ SIZE:n キー・フィールドの長さを表す。浮動小数データの場合を除き， SIZE:nは必
ず指定しなければならない。

キーに指定するデータ型により，サイズを指定するときに受け付けられる値
が決まる。次の表は，それぞれのデータ型に対応する値と，キーのサイズを
指定するときに使用する単位を表す。

データ 有効な範囲 単位

文字 1～ 32,767 文字

バイナリ 1， 2， 4， 8， 16(高性能 Sort
/Mergeユーティリティでは，バイ
ナリ・データ・タイプのサイズは
1バイト， 2バイト， 4バイト，
または 8バイトでなければなるな
い。 16バイトのバイナリ・デー
タは OpenVMS Alphaの将来のリ
リースでサポートされる予定であ
る。)

バイト

10進 1～ 31 桁

浮動小数点 値は必要なし

10進データでは， 10進記号が別のバイトに格納される場合，そのバイトは
データのサイズにカウントされない。

指定したキーがレコードの終わりを越えた場合，失われた文字は空文字とし
て扱われる。

データ型 CHARACTER 文字データ。 CHARACTERが省略時のデータ型になる。

BINARY バイナリ・データ。

SIGNED—符号付きバイナリ・データまたは符号付き 10進データ。バイナ
リ・データおよび 10進データの場合， SIGNEDが省略時の値になる。

UNSIGNED—符号なしバイナリ・データまたは符号なし 10進データ。

F_FLOATING F_FLOATING形式のデータ。

D_FLOATING D_FLOATING形式のデータ。

G_FLOATING G_FLOATING形式のデータ。

H_FLOATING VAXシステムでは， H_FLOATING形式のデータになる (現在，高性能
Sort/Mergeユーティリティではサポートされていない)。

S_FLOATING Alphaシステムでは， IEEE S_FLOATING形式のデータになる。

(次ページに続く)
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表 9–2 (続き) /KEY修飾子の値

キー要素 値 説明

T_FLOATING Alphaシステムでは， IEEE T_FLOATING形式のデータになる。

DECIMAL 10進データ。

TRAILING_SIGN—後続符号 10進データ。 10進データの場合，
TRAILING_SIGNが省略時の値になる。

LEADING_SIGN—先行符号 10進データ。先行符号はフィールドの最初に
なければならず，フィールドの残りのスペースにはゼロが埋め込まれる。

OVERPUNCHED_SIGN—オーバパンチ 10進データ。 10進データの場
合， OVERPUNCHED_SIGNが省略時の値になる。

SEPARATE_SIGN—分割符号 10進データ。

ZONED ゾーン 10進データ (現在，高性能 Sot/Mergeユーティリティではサポート
されていない)。

PACKED_DECIMAL パック 10進データ。

ソート順 ASCENDING ソート操作を，英数字の昇順でソートする。 ASCENDINGが省略時の順序
になる。

DESCENDING ソート操作を，英数字の降順でソートする。

キーの優先順
位

NUMBER:n 複数のキーが優先順位に従ってリストされていない場合，それぞれのキーの
優先順位を指定する。 1～ 255までの値が指定できる。

キー・フィールドのデータが文字データでない場合は，データ型を指定する必要があ
ります。 Sort/Mergeユーティリティでは，次のデータ型が認識されます。

BINARY, [SIGNED]
BINARY, UNSIGNED
CHARACTER
DECIMAL, LEADING_SIGN, SEPARATE_SIGN [SIGNED]
DECIMAL, LEADING_SIGN, [OVERPUNCHED_SIGN, SIGNED]
DECIMAL [,SIGNED, TRAILING_SIGN, OVERPUNCHED_SIGN]
DECIMAL, [TRAILING SIGN], SEPARATE_SIGN, [SIGNED]
DECIMAL, UNSIGNED
D_FLOATING
F_FLOATING
G_FLOATING
H_FLOATING
S_FLOATING, IEEE (Alphaシステムのみ)
T_FLOATING, IEEE (Alphaシステムのみ)
PACKED_DECIMAL
ZONED

[ ]かっこ内の項目は省略時の値になるため，指定する必要はありません。

注意

10進文字列データの場合， VAXシステムや Alphaシステムと違って，
Sort/Mergeユーティリティが，入力文字列の無効な桁について報告します。
VAXシステムの場合，比較のために無効な桁 (または予約オペランド)が有効
な 10進文字列に変換されたというメッセージが表示されます。 Alphaシステ
ムの場合， Sort/Mergeユーティリティによって同じ変換が行われますが，メ
ッセージが表示されません。どちらの場合も，入力ファイルのデータがその
まま出力ファイルに記述されます。
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各レコードが(1)部門名，(2)アカウント番号，(3)従業員名の 3つのフィールドから構
成される EMPLOYEE.LSTファイルを例として考えてみます。図 9–2にこの 3つの
フィールドを示します。

図 9–2 リストの中のレコード・フィールド

ZK−5056A−GE

EMPLOYEE.LST

1 2 3

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

次に， EMPLOYEE.LSTのレコードをソートする例を示します。

1. 次の例では， EMPLOYEE.LSTはアカウント番号によってソートされ，アカウン
ト番号フィールドを記述するために/KEY修飾子を使用しています。

$ SORT/KEY=(POSITION:5,SIZE:4,DECIMAL) EMPLOYEE.LST BILLING1.LST

このコマンドは，キー・フィールド (アカウント番号)が位置 5から始まること，
長さが 4文字であること， 10進データが格納されていること，昇順 (省略時の設
定)でソートすることを指定しています。ソート結果を図 9–3に示します。

図 9–3 キー・フィールドによるソート

ZK−5058A−GE

EMPLOYEE.LST BILLING1.LST

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

MCMAHON  JANEBST 7828

IMPOSTER  HARRY7933ADM
ROSENBERG  HARRY7933ADM

KNIGHT  MARTHA8102COM
BENTLEY  PETER8042ANS

BENTLEY  PETER5243ANS

LOWELL  FRANK7951BIO

2. 次の例は，キー・フィールドを指定せずに，ファイル EMPLOYEE.LSTをソート
する方法を示しています。

$ SORT EMPLOYEE.LST BYDEPT.LST
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キーを指定していないので省略時の特性が使用されます。ソートの結果を図 9–4
に示します。

図 9–4 ソート済みリスト (キー・フィールドなし)

ZK−5057A−GE

EMPLOYEE.LST BYDEPT.LST

MCMAHON  JANEBST 7828

IMPOSTER  HARRY7933ADM
ROSENBERG  HARRY7933ADM

KNIGHT  MARTHA8102COM

BENTLEY  PETER8042ANS
BENTLEY  PETER5243ANS

LOWELL  FRANK7951BIO

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

Sortは， EMPLOYEE.LSTの中のそれぞれレコードを 1つの文字データ・キーと
して使用します。この例では，各レコードは，部門名，アカウント番号，従業員
名で構成されています。重複する部門名がある場合，それらの部門名をアカウン
ト番号の昇順にソートします。さらにアカウント番号もいくつか重複していた場
合は，従業員名のアルファベット順にソートします。ここでアカウント番号はレ
コードの一部であることに注意してください。特に指定しない限り，アカウント
番号は文字データとして処理されます。

9.2.2 複数のキー・フィールドの使用方法

2つ以上のキー (255キーが上限)でソートを行うことができます。この場合には，複
数のキーを優先順位順に指定します。すなわち，最初に 1次キーを，次に 2次キーを
指定し，以下も同様になります。また別の方法として，NUMBER:nを使用して，キ
ーの優先順位を指定する方法もあります。それぞれのキーは昇順でも降順でもかまい
ません。

たとえば，次のコマンドは， EMPLOYEE.LSTを最初に従業員名をキーとしてソー
トし，次に (同一名があれば)アカウント番号順にソートします。

$ SORT /KEY=(POSITION:10,SIZE:15,CHARACTER) -
_$ /KEY=(POSITION:5,SIZE:4,DECIMAL) EMPLOYEE.LST BILLING2.LST

ソート結果を図 9–5に示します。
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図 9–5 複数のキー・フィールドによるソート結果

ZK−5059A−GE

EMPLOYEE.LST BILLING2.LST

MCMAHON  JANEBST 7828

IMPOSTER  HARRY7933ADM

ROSENBERG  HARRY7933ADM

KNIGHT  MARTHA8102COM

BENTLEY  PETER8042ANS
BENTLEY  PETER5243ANS

LOWELL  FRANK7951BIO

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

それぞれのキーは昇順でも降順でもかまいません。たとえば，次のコマンドは，最初
にレコードを部門名別に降順にソートしてから，次に従業員名別に昇順にソートしま
す。

$ SORT/KEY=(POSITION:1,SIZE:3,DESCENDING) -
_$ /KEY=(POSITION:10,SIZE:15) -
_$ EMPLOYEE.LST BILLING3.LST

ソート結果を図 9–6に示します。

図 9–6 昇順および降順キーによるソート結果

ZK−5060A−GE

EMPLOYEE.LST BILLING3.LST

MCMAHON  JANEBST 7828

IMPOSTER  HARRY7933ADM
ROSENBERG  HARRY7933ADM

KNIGHT  MARTHA8102COM

BENTLEY  PETER8042ANS
BENTLEY  PETER5243ANS
LOWELL  FRANK7951BIO

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

9.2.3 同一キー・フィールドによるレコードのソート

省略時の設定では， Sort/Mergeは同一キー・フィールドでレコードを保持します
が，それらのレコードを，入力ファイル中で現れた順序と同じ順序で保持するとは限
りません。このようなレコードが存在すると思われる場合には，次の修飾子のいずれ
かを使用してその扱い方を指定することができます。

• /STABLE

同じキーを持つレコードを入力順序で残す。複数の入力ファイルをソートすると
きにこの修飾子を使用すると，同じキーを持つレコードが最初のファイルにあれ
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ば， 2番目のファイルの前に並べられることになる。 2番目以降についても同様
の方法で処理される。

• /NODUPLICATES

1つを残し，他の重複レコードをすべて排除する。そのまま残す重複レコードを指
定する場合，プログラム・レベルで Sortを起動し，同一キー・ルーチンを指定す
る。

/STABLE修飾子と/NODUPLICATES修飾子は互換性がないため，同一コマンド行
で両方の修飾子を指定することはできません。

次の例では，アカウント番号が重複するレコードは，ファイル EMPLOYEE.LSTか
ら削除されます。

$ SORT /KEY=(POSITION:5,SIZE:4)/NODUPLICATES EMPLOYEE.LST BUDGET.LST

図 9–7はこのソート操作の結果を示しています。

図 9–7 同じキーを持つ場合のソート結果

ZK−5061A−GE

EMPLOYEE.LST
BUDGET.LST

MCMAHON  JANEBST 7828
IMPOSTER  HARRY7933ADM

KNIGHT  MARTHA8102COM
BENTLEY  PETER8042ANS

BENTLEY  PETER5243ANS

LOWELL  FRANK7951BIO

LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE
IMPOSTER  HARRY
ROSENBERG  HARRY
KNIGHT  MARTHA
BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

BST 7828
7933
7933
8102
8042
5243
7951

ADM
ADM
COM
ANS
ANS
BIO

9.2.4 非文字データ・ファイルのソート

文字データ以外の項目を含むレコードをソートする場合は，それぞれのキーでデータ
型を指定します。また，比較する項目が 2バイト以上占有することもあるため，開始
位置とサイズを注意深く計算するようにします。

20個の文字の後に， F_floating形式の浮動小数を 3つ含むファイルをソートする場
合，位置は次のようになります。

• 文字データは， 1から 20までの位置を占有する (20文字)。

• 最初の F浮動小数は， 21から 24までの位置を占有する。

• 2番目の F浮動小数は， 25から 28までの位置を占有する。

• 3番目の F浮動小数は， 29から 32までの位置を占有する。
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3番目の浮動小数でファイルをソートするときは，キー・フィールドを次のように指
定します。

$ SORT/KEY=(POSITION:29,F_FLOATING) STATS.RAW STATS.SOR

浮動小数のサイズは 4バイトに固定されているため，サイズを指定する必要はありま
せん。

9.2.5 出力ファイルの編成

省略時の設定では， Sortは，最初の入力ファイルと同じファイル編成の出力ファイ
ルを生成します。入力ファイルと異なる出力ファイル編成を指定するときは， Sort
のコマンド行で出力ファイルを指定した後に次のいずれかの修飾子を指定します。

• /FORMAT (レコード形式)

この出力修飾子を使用すると，ファイル・レコードの形式，長さ，ブロック・サ
イズを定義できます。

• /INDEXED_SEQUENTIAL

この修飾子を使用すると，出力を索引順編成ファイル編成に定義できます。出力
ファイル編成として索引順編成を指定する場合は，次の操作も行わなければなり
ません。

– ソート操作を行う前に，出力ファイルとして使用する空のファイルを作成して
おかなければなりません。これは，ソート操作では，既に存在する空の出力フ
ァイルが必要だからです。

– SORTコマンド行で，出力ファイル名の後に/OVERLAY修飾子を指定しなけ
ればなりません。/OVERLAY修飾子は，既存のファイルの上に入力ファイル
のソートしたレコードをオーバレイするよう指定します。

• /RELATIVE

この修飾子を使用すると，出力を相対ファイル編成に定義できます。

• /SEQUENTIAL

この修飾子を使用すると，出力を順ファイル編成に定義できます。

次の例では，索引付き順編成ファイル EMPLOYEE.LSTをソートした後，順編成フ
ァイルが作成されます。

$ SORT/KEY=(POSITION:10,SIZE:15) -
_$ EMPLOYEE.LST BYNAME.LST/SEQUENTIAL
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9.2.6 ソートのプロセス

Sortは，レコード，タグ，アドレス，索引などの内部プロセスを 1つ使用して，フ
ァイルの整列を行います。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，レコード・プ
ロセスのみがサポートされます。タグ，アドレス，索引の各プロセスについては，
OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定です。)指定するプロセス
によっては， Sort操作の効率が変わることもあります。 Sort操作，Merge操作の最
適化については，第 9.8節を参照してください。

次の表は，プロセスの 4つのタイプを示しています。ソート・プロセスを指定すると
きは，/PROCESS=タイプ修飾子を使用します。

ソート・プ
ロセス タイプ 説明

レコード RECORD ソートを行うときレコードを完全な状態のまま残し，完全なレコードで
構成される出力ファイルを作成する。レコードが省略時のソート・プロ
セスになる。

タグ TAG キー・フィールドのみをソートしてから，入力ファイルを読み込み直
し，完全なレコードの出力ファイルを作成する。実際の結果は，完全な
レコード・ソートの場合と同じになる。

タグ・ソートは通常，ソート時に作業ファイルの領域をあまり使用しな
いため，ディスク領域が少ない場合に使用するのに適している。ほとん
どの場合，タグ・ソートは，レコード・ソートよりも処理速度が遅くな
る。これは，入力ファイルを読み込み直すときに余分の時間が必要にな
るためである。

アドレス ADDRESS キー・フィールドのみをソートし，レコード・ファイル・アドレス
(RFA)の索引になる出力ファイルを，バイナリ形式で作成する。

アドレス・ソートは，レコード・ソートよりも高速であるが，レコー
ド・アドレスを入力ファイルのレコードと対応させるプログラムを記述
する必要がある。

索引 INDEX キー・フィールドのみをソートし，キーと RFAの出力ファイルを (バイ
ナリ形式で)作成する。

アドレス・ソートの場合と同様に，索引ソートもレコード・ソートより
高速であるが，レコード・アドレスを入力ファイルのレコードと対応さ
せるプログラムを記述する必要がある。
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9.3 照合順序の指定

文字は，照合順序の順番に従って，ソートされます。文字データを含むファイルの場
合は，/COLLATING_SEQUENCE=sequence修飾子を使用して，照合順序を指定し
ます。次の表は，照合順序オプションについて説明しています。

照合順序 順序 説明

ASCII ASCII 文字データの場合，省略時の照合順序になる。 ASCII順序では，数字 (0～ 9)，
大文字 (A～ Z)，小文字 (a～ z)の順番になる。

EBCDIC EBCDIC EBCDIC順序で並べられた出力ファイルを生成する。データは ASCII表現のま
まになる。 EBCDIC順序では，小文字 (a～ z)，大文字 (A～ Z)，数字 (0～ 9)
の順番になる。

DECで定義して
いる文字セット

MULTINATIONAL MULTINATIONAL照合順序では， DECで定義している文字セットに従って文
字を整列させる (付録 Aを参照)。MULTINATIONALの文字順序では，文字は
次の規則で並べられる。

• 発音区別形式のすべての文字には，その文字の照合値が指定される (A’，
A"， A‘の場合 Aで照合)。

• 小文字には，それに相当する大文字の照合値が指定される (aでは A， a"で
は A")。

• 2つの文字列が比較されて同じものと判断された場合，タイブレークが実行
される。文字列が比較され，発音区別符号，無視される文字，実際には異な
るにもかかわらず同じものとして扱われる文字などにより，両者の違いが検
出される。 2つの文字列がそれでも同じものと判断される場合，文字の数値
コードに基づいた比較が再度行われる。この最終的な比較では，小文字が大
文字の前に並べられる。

国別文字セット
(NCS)

照合順序名 指定する照合順序は， NCSライブラリで定義されていなければならない。詳細
は，『OpenVMS National Character Set Utility Manual』を参照。

(高性能 Sort/Mergeユーティリティは， NCS照合順序をサポートしていない。
OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定である。)

ユーザ定義順序 (順序文字列) ユーザ定義照合順序を指定する。ユーザ定義照合順序は，指定ファイルでのみサ
ポートされており，コマンド行インタフェースではサポートされていない。

(高性能 Sort/Mergeユーティリティは，ユーザ定義順序をサポートしていない。
OpenVMS Alphaの将来のリリースではサポートされる予定である。)
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照合順序 順序 説明

単一文字または二重文字の文字列，あるいは単一の文字を複数集めた文字の集ま
りを指定することによって，照合順序を定義する。二重文字は，単一の文字を 2
つ集めて 1文字のように扱う。たとえば，整列するときに "CH"を "C"として扱
うよう定義することができる。この文字列は括弧で囲んで指定する。

基数演算子%O，%D，%Xを使用して，それぞれ 8進， 10進， 16進の値で，
文字を表現することもできる。

照合順序を定義するとき，次の規則を守らなければならない。

• 文字を二重引用符( "" )で囲む。

• それぞれの文字と一連の文字をコンマ( , )で区切り，リスト全体を括弧で囲
む。

• Sort操作，Merge操作の文字キーで使用するすべての文字に照合値
を付ける。照合値の付いていない文字は， FOLDオプションまたは
MODIFICATIONオプションが指定されていない限り無視される。

• 文字を複数回定義しないようにする。

• 空文字を指定するとき，二重引用符 ("")を使用しないようにする。二重引用
符ではなく，%X0などの基数演算子を使用する。

• 二重引用符を指定するときは，別の二重引用符で囲む ("" "")か，基数演算子
を使用する。

次の文字列は，二重文字 LLが Lと Mの間の単一文字として照合される照合順
序を定義する。

("A"-"L","LL","M"-"Z")

注意

DECで定義している照合順序を使用して，ファイルをソートまたはマージす
るときには注意が必要です。ほとんどのプログラミング言語のシーケンス・
チェック・プロシージャは，数字を比較します。 DECで定義している照合順
序は，グラフィック文字を表すコードを比較するのではなく，実際のグラフ
ィック文字を比較するため，通常のシーケンス・チェックは正しく動作しま
せん。

次の例は，指定ファイルで使用するために，ユーザ定義照合順序を作成する方法を示
しています。指定ファイルについての詳細は，第 9.7節を参照してください。

1.

(/COLLATING_SEQUENCE=(SEQUENCE=ASCII,IGNORE=("-"," "))

このように，/COLLATING_SEQUENCE修飾子に IGNOREオプションを指定し
た場合，次のフィールドが比較されるとき同じものとして扱われ，タイブレーク
になります。

252-3412
252 3412
2523412
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2.

/COLLATING_SEQUENCE=(SEQUENCE=("A"-"L","LL","M"-"R","RR","S"-"Z"))

この/COLLATING_SEQUENCE修飾子は，二重文字 LLが LとMの間の単一文
字として照合され，二重文字 RRが Rと Sの間の単一文字として照合される順序
を定義します。このような定義がなければ，これらの二重文字は，通常のアルフ
ァベット順と同様になります。省略時の場合，このユーザ定義順序によって，小
文字の aから zのような，他の文字が定義されることはありません。

9.4 バッチ・ジョブによるソートの実行

バッチ・ジョブとは，現在のセッションとは独立して実行するプログラムやDCLコ
マンド・プロシージャのことです。大きなファイルをソートする場合には，ソート操
作を終了するまでに時間がかかるので，ソート操作をバッチ・ジョブとして登録する
ことを検討してみてください。バッチ・ジョブは，現在のセッションとは独立してバ
ッチ・ジョブとコマンド・プロシージャについての詳細は，第 16章，第 13章，およ
び第 14章を参照してください。

9.4.1 コマンド・プロシージャ

コマンドを画面に記述するのと同様の方法で，コマンド・プロシージャに SORTコマ
ンドを指定します。省略時のディレクトリにソートするファイルがない場合は，コマ
ンド・プロシージャで省略時のディレクトリを明示的に設定するか，コマンド・ファ
イル指定にディレクトリを入れるようにします。

次の例では，DCLコマンド・プロシージャ SORTJOB.COMをバッチ・ジョブとし
て登録しています。コマンド・プロシージャのテキストをコマンド行の後に示しま
す。

$ SUBMIT SORTJOB

! SORTJOB.COM
!
$ SET DEFAULT [USER.PER] ! Set default to location of input files
$ SORT/KEY=(POSITION:10,SIZE:15) EMPLOYEE.LST BYNAME.LST
$ TYPE BYNAME.LST
$ EXIT

9.4.2 入力レコードの包含

バッチ・ジョブには，入力レコードを含めておくことができます。これには， SORT
コマンドの後に入力レコードを 1行に 1つずつ指定します。ただし，個々のソート・
レコードは 2行以上になってもかまいません。
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レコードをターミナルから入力する場合と同様に，入力ファイル・パラメータには
SYS$INPUTを指定します。その後に/FORMAT修飾子を使用して，レコード・サイ
ズ (バイト数)とおおよそのファイル・サイズ (ブロック数)を指定します。 80文字の
行が 6行で 1ブロックとほぼ等しくなります。

次の例は，入力レコードを含めたコマンド・プロシージャを示しています。

$ SUBMIT SORTJOB

! SORTJOB.COM
!
$ SET DEFAULT [USER.PER]
$ SORT/KEY=(POSITION:10,SIZE:15) -
SYS$INPUT-
/FORMAT=(RECORD_SIZE:24,FILE_SIZE:10) -
BYNAME.LST
$ DECK
BST 7828 MCMAHON JANE
ADM 7933 ROSENBERG HARRY
COM 8102 KNIGHT MARTHA
ANS 8042 BENTLEY PETER
BIO 7951 LOWELL FRANK
$ EOD

9.5 ファイルのマージ

MERGEコマンドは，最大で 10個 (高性能 Sort/Mergeユーティリティの場合は，最
高で 12個)のソート済みのファイルをまとめて，レコードが順に並べられた 1つの出
力ファイルを作成します。マージする入力ファイルは，同じ形式を持ち，同じキー・
フィールドに基づいてソートされていなければなりません。

省略時の設定では，Mergeは，入力ファイルの中のレコードをチェックして，正しい
順序で並べられているかどうかを確認します。Mergeで順序をチェックする必要がな
ければ，/NOCHECK_SEQUENCE修飾子を指定します。/CHECK_SEQUENCE修
飾子を指定し，レコードの順序が正しくない場合， (たとえば，入力ファイルのどれ
かをソートしていなかった場合)，Mergeでは以下のエラーをレポートします。

%SORT-W-BAD_ORDER, merge input is out of order

MERGEコマンドと SORTコマンドは，同じ修飾子を使用できます。ただし，次の 2
つの例外があります。

• マージ操作にはプロセス (/PROCESS)を指定できない。

• /CHECK_SEQUENCE修飾子はマージ操作にだけ使用される。
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次の例では，ファイル BYNAME1.LSTと BYNAME2.LSTは，従業員名によってす
でに昇順にソートされています。ここに示したコマンドは，これらをマージします。

$ MERGE BYNAME1.LST,BYNAME2.LST BYNAME3.LST

出力ファイル BYNAME3.LSTには，次の図に示すように， BYNAME1.LSTと
BYNAME2.LSTの両方のファイルのすべてのレコードが含まれます。

ZK−5062A−GE

BYNAME3.LST

BYNAME1.LST

BYNAME2.LST
LOWELL  FRANK

MCMAHON  JANE

IMPOSTER  HARRY

ROSENBERG  HARRY

KNIGHT  MARTHA

BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER
COLE  STUART
DUPUIS  KIM
FLEMING  MARIE

MAHONEY  RICK

LOWELL  FRANK
MCMAHON  JANE

IMPOSTER  HARRY

ROSENBERG  HARRY

KNIGHT  MARTHA

BENTLEY  PETER
BENTLEY  PETER

COLE  STUART
DUPUIS  KIM
FLEMING  MARIE
MAHONEY  RICK

9.5.1 ソート済みのファイル

特定のキーを使用してソートしたファイルをマージする場合は，MERGEコマンド行
の/KEY修飾子で同じキーを指定する必要があります。

キーを指定しない場合は，Mergeは第 9.2節で説明している省略時設定のキーを使用
します。

たとえば，ファイル BILLING1.LSTと BILLING4.LSTがアカウント番号によって
ソート済み (/KEY=POSITION:5,SIZE:4,DECIMAL)であるとします。この 2つのフ
ァイルを出力ファイルMAILING.LSTにマージするには，次のコマンド行を入力し
ます。

$ MERGE/KEY=(POSITION:5,SIZE:4,DECIMAL) -
_$ BILLING1.LST,BILLING4.LST MAILING.LST

マージ結果は次のとおりです。
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ZK−5063A−GE

BILLING1.LST

BILLING4.LST

MAILING.LST

BENTLEY  PETER5243ANS

MCMAHON  JANEBST 7828
ROSENBERG  HARRY7933ADM
IMPOSTER  HARRY7933ADM
LOWELL  FRANK7951BIO
BENTLEY  PETER8042ANS

COM 1192 DUPUIS  KIM
ADM 2398 COLE  STUART

BST 6342 MAHONEY  RICK
ADM 7483 FLEMING  MARIE

KNIGHT  MARTHA8102COM

COM
ADM
BST
ADM

1192 DUPUIS  KIM
COLE  STUART
MAHONEY  RICK
FLEMING  MARIE

2398
6342
7483

BENTLEY  PETER5243ANS
MCMAHON  JANEBST 7828
ROSENBERG  HARRY7933ADM
IMPOSTER  HARRY7933ADM
LOWELL  FRANK7951BIO
BENTLEY  PETER8042ANS
KNIGHT  MARTHA8102COM

マージしたいファイルがソート順になっていることを知っている場合は，
/NOCHECK_SEQUENCE修飾子を指定することにより，順序チェックを省略す
ることができます。

9.5.2 同一キー・フィールドによるレコードのマージ

ソート操作の場合と同様に，入力ファイルに同じキー・フィールドを持つレコー
ドが 2つ以上ある場合，レコード順序が入力ファイルと同じになるとはかぎりませ
ん。同じキーを持つレコードの入力順序をそのまま残すには，MERGEコマンド行
に/STABLE修飾子を指定します。同じキーを持つレコードのうち 1つだけを残すに
は，/NODUPLICATES修飾子を指定します。

9.6 ターミナルからのレコードの入力

ソートまたはマージしようとするレコードは，ファイルに格納されている必要はあり
ません。 SORTまたはMERGEコマンドを入力するときに，ターミナルからレコー
ドを直接入力することができます。次の表に，その手順を示します。

手順 操作

1 SORTまたはMERGEコマンド行で，入力ファイルとして SYS$INPUTを指定する。

入力ファイル修飾子/FORMATを使用して，最も長いレコードのサイズ (バイト数)と
それに対応する入力ファイルのサイズ (ブロック数)を指定する。

2 後続の行にレコードを入力する。

Returnを押して各レコードを終了させる。

3 Ctrl/Zを押してファイルを終了させる。
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次の例は，ソートしようとする入力レコードを，ターミナルから直接に入力する場合
のソート操作を示しています。

$ SORT/KEY=(POSITION:8,SIZE:15) -
_$ SYS$INPUT/FORMAT=(RECORD_SIZE:24,FILE_SIZE:10) BYNAME.LST
BST 7828 MCMAHON JANE
ADM 7933 ROSENBERG HARRY
COM 8102 KNIGHT MARTHA
ANS 8042 BENTLEY PETER
BIO 7951 LOWELL FRANK

このコマンド・シーケンスは，レコードをソートし，その結果を BYNAME.LSTとい
う名前のファイルに格納します。

9.7 Sort/Merge指定ファイルの使用方法

Sort/Mergeでは，指定ファイルを使用してソート定義を格納しておき，必要があれば
さらに複雑なソート条件を指定することができます。 (高性能 Sort/Mergeユーティリ
ティでは，指定ファイルはサポートされていません。この機能は，OpenVMS Alpha
の将来のリリースでサポートされる予定です。)指定ファイルを作成するときは，任
意の標準エディタやDCLの CREATEコマンドが使用できます。

Sort/Merge指定ファイルを使用すると，次の操作を行えます。

• ソート/マージの対象とするレコードの選択

• 出力ファイルに格納されるレコードのフォーマットの変更

• 条件付きキーまたはデータの使用

• 複数のレコード形式の指定

• 照合順序シーケンスの作成や変更

• 作業ファイルの再割り当て

• 頻繁に使用するソート/マージ操作をファイルに格納

指定ファイルを作成したら，/SPECIFICATION修飾子を使用してファイル名を指定
します。指定ファイルの省略時のファイル・タイプは.SRTです。

指定ファイル内では，各コマンドの先頭にスラッシュ (/)を付けます。コマンドが 2
行以上にわたる場合でも，行継続文字は必要ありません。

注意

指定ファイルで使用する修飾子の多くは， Sort/Mergeコマンド行で使用する
DCL修飾子と似ています。ただし，これらの修飾子の構文は異なる場合があ
ります。たとえば， DCLレベルの/KEY修飾子は，指定ファイルの/KEY修飾
子とは構文が異なります。指定ファイルの修飾子については，第 9.9.3項を参
照してください。
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コマンド行で指定するDCLコマンド修飾子は，指定ファイルの中の対応する項
目を無効にします。たとえば，DCLコマンド行で/KEY修飾子を指定しても，
Sort/Mergeは指定ファイルの中の/KEY修飾子を無視します。

一般に，指定ファイルの中の修飾子はどのような順序で指定してもかまいません。た
だし，次のような場合には，順序が重要になります。

• NUMBER:nキー要素を指定しない場合に，複数のキー・フィールドでソートす
る。

• 出力形式を記述する。

• 複数のレコード・タイプを定義する。

/COLLATING_SEQUENCE修飾子と同時に FOLD，MODIFICATION，および
IGNOREキーワードを指定する場合には，MODIFICATION句と IGNORE句をす
べて指定してから FOLD句を指定します。/COLLATING_SEQUENCE修飾子につ
いての詳細は，第 9.9.3項を参照してください。

指定ファイルの中にコメントを挿入するには，各コメント行の先頭に感嘆符( ! )を付
けます。DCLのコマンド行と異なり，指定ファイルは行を継続するときにハイフ
ン( - )を必要としません。

例

1. 次の例は，負と正のデータを昇順にソートするための指定ファイルです。

! Specification file for sorting negative and positive data
! in ascending order
!
/FIELD=(NAME=SIGN,POS:1,SIZ:1) 1
/FIELD=(NAME=AMT,POS:2,SIZ:4) 2
/CONDITION=(NAME=CHECK1, 3

TEST=(SIGN EQ "-"))
/CONDITION=(NAME=CHECK2, 4

TEST=(SIGN EQ " "))
/INCLUDE=(CONDITION=CHECK1, 5

KEY=(AMT,DESCENDING),
DATA=SIGN,
DATA=AMT)

/INCLUDE=(CONDITION=CHECK2, 6
KEY=(AMT,ASCENDING),
DATA=SIGN,
DATA=AMT)

指定ファイルを確認する際には，次の点に注意してください。

1 このコマンド行は，レコードの第 1バイトで始まる，長さ 1バイトのフィール
ドを定義し，このフィールドに名前 SIGNを割り当てる。

2 このコマンド行は，レコードの第 2バイトで始まる，長さ 4バイトのフィール
ドを定義し，このフィールドに名前 AMTを割り当てる。
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3 これは条件文である。 SIGNバイトに負符号 (�)がある場合，条件 CHECK1
を満たす。

4 これは条件文である。 SIGNバイトがブランクの場合，条件 CHECK2を満た
す。

5 条件 CHECK1を満たす場合，レコードを降順にソートする。

6 条件 CHECK2を満たす場合，レコードを昇順にソートする。

図 9–8は，上の指定ファイルの例を BALANCES.LISという入力ファイルに使用
した結果を示しています。

図 9–8 指定ファイルを使用した出力

ZK−5448A−GE

BALANCES.LIS BALANCES_BYSIGN.LIS

4124
−2355

2538

5264

−3359
3423

−1744
5264

−3359
−2355
−1744

2538
3423
4124

2.

/FIELD=(NAME=RECORD_TYPE,POS:1,SIZ:1) ! Record type, 1-byte
/FIELD=(NAME=PRICE,POS:2,SIZ:8) ! Price, both files
/FIELD=(NAME=TAXES,POS:10,SIZ:5) ! Taxes, both files
/FIELD=(NAME=STYLE_A,POS:15,SIZ:10) ! Style, format A file
/FIELD=(NAME=STYLE_B,POS:20,SIZ:10) ! Style, format B file
/FIELD=(NAME=ZIP_A,POS:25,SIZ:5) ! Zip code, format A file
/FIELD=(NAME=ZIP_B,POS:15,SIZ:5) ! Zip code, format B file
/CONDITION=(NAME=FORMAT_A, ! Condition test, format A

TEST=(RECORD_TYPE EQ "A"))
/CONDITION=(NAME=FORMAT_B, ! Condition test, format B

TEST=(RECORD_TYPE EQ "B"))
/INCLUDE=(CONDITION=FORMAT_A, ! Output format, type A

KEY=ZIP_A,
DATA=PRICE,
DATA=TAXES,
DATA=STYLE_A,
DATA=ZIP_A)

/INCLUDE=(CONDITION=FORMAT_B, ! Output format, type B
KEY=ZIP_B,
DATA=PRICE,
DATA=TAXES,
DATA=STYLE_B,
DATA=ZIP_B)

この例では，不動産代理店の 2つの支社から送られた 2つの入力ファイルが，指
定ファイルの指示に従ってソートされます。 1つ目のファイルのレコードは，最
初の位置に Aがついており，次の形式になっています。
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|A|PRICE|TAXES|STYLE|ZIP|
1 2 10 15 25

2つ目のファイルのレコードは，最初の位置に Bがつき， styleフィールドと zip
codeフィールドが，次のように逆になっています。

|B|PRICE|TAXES|ZIP|STYLE|
1 2 10 15 20

これらの 2つのファイルを，レコード Aの形式の zip codeフィールドでソートす
るとき，最初に両方のレコードのフィールドを，/FIELD修飾子で定義します。そ
の後，/CONDITION修飾子で， 2つのタイプのレコードを区別するためのテスト
を指定します。最後に/INCLUDE修飾子を指定して，タイプ Bのレコード形式を
タイプ Aのレコード形式に変更して出力します。

/INCLUDE修飾子でキー・フィールドまたはデータ・フィールドのいずれかを指
定する場合，/INCLUDE修飾子の Sort操作で明示的にすべてのキー・フィール
ドとデータ・フィールドを指定する必要があります。

また，タイプ Aでもタイプ Bでもないレコードは，ソート時に排除されます。

3.

/COLLATING_SEQUENCE=(SEQUENCE=
("AN","EB","AR","PR","AY","UN","UL",
"UG","EP","CT","OV","EC","0"-"9"),
MODIFICATION=("’"="19"),
FOLD)

この/COLLATING_SEQUENCE修飾子では，ユーザ定義順序を指定します。こ
の指定により，それぞれの月に，日付順の固有の値が定義されます。たとえば，
SEMINAR.DATというファイルを日付順に並べたい場合， SEMINAR.DATファ
イルは次のようになっています。

16 NOV 1983 Communication Skills
05 APR 1984 Coping with Alcoholism
11 Jan ’84 How to Be Assertive
12 OCT 1983 Improving Productivity
15 MAR 1984 Living with Your Teenager
08 FEB 1984 Single Parenting
07 Dec ’83 Stress --- Causes and Cures
14 SEP 1983 Time Management

一次キーが yearフィールドで，二次キーがmonthフィールドです。monthフィ
ールドは数値ではありませんが，日付順に並べたいため，独自の照合順序を定義
する必要があります。この場合，それぞれの月に固有のキー値を指定して，それ
ぞれの月の 2番目と 3番目の文字を (日付順に)ソートすることにより，これを行
います。

MODIFICATIONオプションでは，アポストロフィ (’)が 19と同等になるよう指
定していますが，これによって， ’83と 1984が比較できるようになります。また
FOLDオプションは，大文字と小文字が同等に扱われるよう指定します。
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この Sort操作の出力は，次のようになります。

14 SEP 1983 Time Management
12 OCT 1983 Improving Productivity
16 NOV 1983 Communication Skills
07 Dec ’83 Stress --- Causes and Cures
11 Jan ’84 How to Be Assertive
08 FEB 1984 Single Parenting
15 MAR 1984 Living with Your Teenager
05 APR 1984 Coping with Alcoholism

ユーザ定義照合順序の他の例については，第 9.3節を参照してください。

4.

/FIELD=(NAME=AGENT,POSITION:20,SIZE:15)
/CONDITION=(NAME=AGENCY,

TEST=(AGENT EQ "Real-T Trust"
OR
AGENT EQ "Realty Trust"))

/DATA=(IF AGENCY THEN "Realty Trust" ELSE AGENT)

この例では， 2つの不動産ファイルをソートします。 1つのファイルは，ある代
理店が Real-T Trustと呼ぶもので，もう 1つのファイルは Realty Trustと呼ばれ
ます。/CONDITION修飾子と/DATA修飾子により， Realty Trustのソート出力
ファイルに AGENTフィールドがリストされることになります。

5.

/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:60,SIZE:6)
/CONDITION=(NAME=LOCATION,

TEST=(ZIP EQ "01863"))
/KEY=(IF LOCATION THEN 1

ELSE 2)

この例では，郵便番号 01863を持つすべてのレコードがソート出力ファイルの最
初にリストされます。条件テストは，/FIELD修飾子で定義されているように ZIP
フィールドで行われます。条件名は LOCATIONになっています。/KEY修飾子に
ある値 1と 2は，条件を満たすレコードと条件を満たさないレコードの相対順序
を表すものです。

6.

/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:60,SIZE:6)
/CONDITION=(NAME=LOCATION,

TEST=(ZIP EQ "01863"))
/DATA=(IF LOCATION THEN "NORTH CHELMSFORD"

ELSE "Outside district")

この例では，/CONDITION修飾子により，郵便番号 01863についてテストが行
われます。/DATA修飾子は，テスト結果に従って， townフィールドの名前が出
力レコードに追加されるよう指定します。
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7.

/FIELD=(NAME=FFLOAT,POS:1,SIZ:0,F_FLOATING)
/CONDITION=(NAME=CFFLOAT,TEST=(FFLOAT GE 100))
/OMIT=(CONDITION=CFFLOAT)

この例では，/FIELD修飾子でフィールド FFLOATが F_FLOATINGと定義され
ているため，数値 100が F_FLOATINGデータ型とみなされます。

8.

/FIELD=(NAME=AGENT,POSITION:1,SIZE:5)
/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:6,SIZE:3)
/FIELD=(NAME=STYLE,POSITION:10,SIZE:5)
/FIELD=(NAME=CONDITION,POSITION:16,SIZE:9)
/FIELD=(NAME=PRICE,POSITION:26,SIZE:5)
/FIELD=(NAME=TAXES,POSITION:32,SIZE:5)
/DATA=PRICE
/DATA=" "
/DATA=TAXES
/DATA=" "
/DATA=STYLE
/DATA=" "
/DATA=ZIP
/DATA=" "
/DATA=AGENT

この/FIELD修飾子は，次の形式を持つ入力ファイルのレコードのフィールドを定
義します。

AGENT ZIP STYLE CONDITION PRICE TAXES

/DATA修飾子では，/FIELD修飾子で定義されているフィールド名を使用します
が，レコードを再フォーマットして，次の形式の出力レコードを作成します。

PRICE TAXES STYLE ZIP AGENT

9.8 ソートまたはマージ操作の最適化

ソート操作またはマージ操作の効率は，ソート環境により，いくつかの方法で向上さ
せることができます。 SORTコマンドまたはMERGEコマンドに/STATISTICS修飾
子を使用すると，ソート環境の変数を表示できます。

この統計情報を調べてから，この後に説明する最適化オプションの使用を検討してみ
てください。

SORTコマンドまたはMERGEコマンドに/STATISTICS修飾子を指定すると，次の
ような出力が表示されます。
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$ SORT/STATISTICS PAGEANT.LIS DOCUMENT.LIS

OpenVMS Sort/Merge Statistics

Records read: 3 1 Input record length: 26
Records sorted: 3 Internal length: 28
Records output: 3 Output record length: 26
Working set extent: 16384 2 Sort tree size: 42
Virtual memory: 392 Number of initial runs: 0
Direct I/O: 10 Maximum merge order: 0
Buffered I/O: 11 Number of merge passes: 0
Page faults: 158 3 Work file allocation: 0 4
Elapsed time: 00:00:00.54 Elapsed CPU: 00:00:00.03 5

この統計表示から次のことが分かります。

1 Records read

ソート操作中に読み込まれたレコードの数を示す。ソート操作で特定のレコード
を省略する方法についての詳細は，第 9.8.2項を参照。

2 Working set extent

ソート操作を実行するために確保されたブロックの数を示す。ワーキング・セッ
トを大きくする方法についての詳細は，第 9.8.4項を参照。

3 Page faults

オペレーティング・システムが，物理メモリからページング・デバイスへプロセ
スを転送した回数を示す。ページングをしないようにする方法についての詳細
は，第 9.8.4項を参照。

4 Work file allocation

作業ファイルのために確保されたディスク領域のサイズを示す。作業ファイルに
ついての詳細は，第 9.8.3項を参照。

5 Elapsed CPU

オペレーティング・システムがソート操作の処理に費やした CPU時間を示す。別
のソート方法を選択して時間を節約する方法についての詳細は，第 9.8.1項を参
照。

9.8.1 ソートのプロセス

Sortでは，内部でデータをソートするときに使用する，レコード，タグ，アドレス，
索引の 4つのプロセスを定義します。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，レコ
ード・プロセスのみがサポートされます。タグ，アドレス，索引の各プロセスについ
ては，OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定です。) RECORD
が省略時のプロセスになります。指定するプロセスのタイプによっては，必要な記憶
域の量と同様に， Sort操作の効率も変わることがあります。その他のソート・プロ
セスについての詳細は，第 9.2.6項を参照してください。
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どのタイプのソート方法を使用するかは，次の点を考慮して決定してください。

• 出力ファイルをどのように使用するか

レコード・ソートとタグ・ソートは，ソート済みの全レコードを含むファイル
を生成するため，これらのファイルはいつでも使用できる。

アドレス・ソートと索引順編成ソートの出力ファイルは， Pascal，
FORTRAN，MACRO， Cなどのプログラミング言語で作成されたプロ
グラムによって処理できる。

アドレス・ソートは，入力ファイルの中のレコードに対するポインタのリスト
を作成する。このリストは，バイナリ形式の RFAと，複数の入力ファイルを
ソートするときのファイル番号から構成される。プログラムは，ポインタを使
用してレコードにアクセスする。

索引順編成ソートは， RFAとキー・フィールドに加えて，複数のファイルを
ソートするときのファイル番号が含まれる出力ファイルを作成する。これらの
キー・フィールドの形式は入力ファイルと同じ。キー・フィールドの内容に従
ってそれ以降の処理を決定する必要があるプログラムの場合には，アドレス・
ソートではなく，索引順編成ソートを選択する。

あるファイルのレコードを様々な目的で並べ換える必要がある場合には，アドレ
ス・ソートまたは索引順編成ソートによって生成された複数の出力ファイルを格
納する。望ましい順序で並べられたメイン・ファイルの中のレコードにアクセス
するには，この出力ファイルを使用する。

• ソートに使用可能な一時的な格納領域

タグ・ソートは，レコード・ソートに比べて，使用する一時格納領域が少なくて
すむ。レコード・ソートは，ソート中はレコードに手を加えないので，ファイル
が大きい場合には使用する作業領域が多くなる。アドレス・ソートと索引順編成
ソートは，一時格納領域をほとんど使用しない。

• 使用する入力デバイスと出力デバイスのタイプ

カード，磁気テープ，ディスクから入力を受け付けるプロセスは，レコード・ソ
ートだけである。タグ・ソートとレコード・ソートの結果はどの出力デバイスに
も出力できるが，アドレス・ソートと索引順編成ソートの結果は，バイナリ・デ
ータを受け付けるデバイスに出力しなければならない。

• 処理速度の相違

ソートしたレコードを操作の最中に検索する予定がある場合，通常，レコード・
ソートが最も処理速度が速くなる。それ以外の場合には，アドレス・ソートと索
引順編成ソートの処理速度が速くなる。
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9.8.2 レコードとフィールドの排除

Sortの効率は，指定ファイルを使用して高めることもできます。/CONDITION，
/INCLUDE，/OMIT修飾子を使用すると，必要なレコードだけを選択して出力ファ
イルに格納できます。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，指定ファイルはサポ
ートされていません。この機能は，OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートさ
れる予定です。)また，指定ファイル修飾子を使用すれば，レコードのフォーマット
を変更して，不必要なフィールドを出力ファイルに出さないようにすることもできま
す。これらの修飾子は，コマンド行修飾子として使用することはできません。

9.8.3 作業ファイルの割り当て

ソート中，入力ファイルのレコードはメモリに読み込まれています。 Sortでは，割
り当てられたメモリにすべてのレコードを収めることができない場合は，ソート済み
のデータが， 1つまたは複数の一時的作業ファイルに転送されます。Mergeの場合
は，作業ファイルが使用されません。

作業ファイルの数を変更し，それらのファイルを特定のデバイスに割り当てることに
より，ソートの効率を向上させることができます。

• コマンド行修飾子/WORK_FILES=nを使用することにより，割り当てられた作業
ファイルの数が指定変更される。

• 通常，作業ファイルはデバイス SYS$SCRATCHに置かれ，任意の順序でアクセ
スされる。作業ファイルを特定のデバイスに割り当てる方法として，次の 2つの
方法がある。

指定ファイルで/WORK_FILES=(device,...)修飾子を使用すると，作業ファイ
ルが，指定されたデバイスに置かれる。指定ファイル内で/WORK_FILES修
飾子を使用する方法についての詳細は，

指定ファイルを使用しない場合，DCLコマンドの ASSIGNを使用することに
よって，作業ファイルを特定のデバイスに割り当てる。

作業ファイルに対応するユーザ指定デバイス名を識別するときは，
SORTWORKn論理名が使用される。この場合nは 0から 9までのいずれか
の値になる。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，nは 0から 254までの
いずれかの値になる)。 SORTWORKn論理名を次のように定義する。

ASSIGNデバイス: SORTWORKn

例

$ ASSIGN WORK$2: SORTWORK1
$ ASSIGN WORK$3: SORTWORK2

この例では， SORTWORK1がデバイスWORK$2:として定義され，
SORTWORK2がデバイスWORK$3:として定義される。論理名について
の詳細は，第 11章を参照。
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作業ファイルをデバイスに割り当てるとき，次の事項に注意します。

• RAMや大容量ディスクのような，できる限り高速なデバイスに，作業ファイルを
割り当てるようにする。

• あまり使用しないデバイスで，もっとも容量のあるものを選択する。

• それぞれの作業ファイルを異なる物理デバイスに割り当て，入力と出力のオーバ
ラップを最大限にする。

9.8.4 ワーキング・セット拡張領域の変更

Sortが作業ファイルを必要とする場合 (たとえば，大きなファイルをソートする場合)
には，ワーキング・セットを大きくすると，ソート効率が向上します。ただし，シス
テムの負荷が大き過ぎると，ワーキング・セット拡張領域の全ページをプロセスに割
り当てられないこともあります。このような場合，オペレーティング・システムが物
理メモリとページング・デバイス上のメモリの間でプロセスの一部を転送するとき
に，ページングが起こることがあります。そのため，プロセスのアクティブな部分だ
けが物理メモリ内に残ります。過度なページングの発生を避けるためには，プロセス
のワーキング・セット拡張領域を小さくします。ワーキング・セット拡張領域を小さ
くするときは， SET WORKING_SETコマンドを使用します。

9.9 Sort/Merge修飾子の要約

ここでは， SORTコマンドとMERGEコマンドで使用されるコマンド修飾子につい
て説明します。コマンド修飾子を使用するには， SORTまたはMERGEコマンドの
すぐ後に修飾子を指定します。

/[NO]CHECK_SEQUENCE

MERGEコマンドのみに適用。MERGE入力ファイル内のレコードの順序を検査
する。省略時の設定では，レコードの順序がチェックされる。

また/CHECK_SEQUENCE修飾子を使用すると， 1つまたは複数 (最高で 10フ
ァイル，高性能 Sort/Mergeユーティリティの場合は 12ファイルまでサポート)の
ファイルのレコードがソートされているかどうかチェックすることができる。こ
の場合もレコードは出力ファイルに送られるが，そのファイルは指定する必要が
ある。レコードが，レコード全体以外のキー・フィールドでソートされているか
どうかチェックする場合，順序の他に，キー情報も指定する必要がある。

マージ操作で，レコードの順序をチェックしないようにするには，/NOCHECK_
SEQUENCE修飾子を使用する。

例

$ MERGE/KEY=(SIZE:4,POSITION:3)/NOCHECK_SEQUENCE -
_$ PRICE1.DAT,PRICE2.DAT PRICE.LIS
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/NOCHECK_SEQUENCE修飾子により，入力ファイル PRICE1.DATおよび
PRICE2.DATの順序についてはチェックする必要のないことが指定されている。

/COLLATING_SEQUENCE=sequence

文字キー・フィールドに対して，定義されている 3つの照合順序から 1つを選択
するか，文字キーの比較に使用する国別文字セット (NCS)照合順序の名前を指定
する。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，NCS照合順序はサポートされて
いない。NCS照合順序は，OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされ
る予定。)文字は ASCII(省略時)， EBCDIC，MULTINATIONALのいずれかの
順序で整列される。

例

$ SORT/COLLATING_SEQUENCE=MULTINATIONAL -
_$ NAMES.DAT,NOM.DAT LIST.LIS

この SORTコマンドでは，MULTINATIONAL照合順序で入力ファイル
NAMES.DATおよびNOM.DATが整列され，出力ファイル LIST.LISが作成され
る。

/[NO]DUPLICATES

省略時の設定では，重複キーを持つ複数レコードがすべて保持される。
/NODUPLICATES修飾子を使用すると，重複キーを持つ複数レコードのうち 1
つを除いてすべてが削除される。保持されるレコードは，入力ファイルの順序と
同じ順序にならない場合がある。重複レコードの順序を保持するよう指定したい
場合は，プログラム・レベルで Sortを起動し，同一キー・ルーチンを指定する。

/STABLE修飾子と/NODUPLICATES修飾子は，相互に排他的な関係にある。

例

$ SORT/KEY=(POSITION:3,SIZE:5,DECIMAL)/NODUPLICATES -
_$ ACCT1,ACCT2 ACCT.LIS

この SORTコマンドにより，指定されたキーに従って， 2つの入力ファイルが整
列され，同一のキーを持つ複数レコードは， 1つのレコードを除いてすべて消去
される。

/KEY=(POSITION:n,SIZE:n[,field,...])

位置，サイズ，ソート順 (ASCENDINGまたはDESCENDING)，優先順位
(NUMBER:n)，データ型 (文字，バイナリ， h_floatingなど)を含むキー・フィー
ルドを記述する。省略時の設定では，文字データを持つレコード全体を昇順にソ
ートすることにより，ファイルの並べ替えが行われる。

/KEY修飾子についての詳細は，第 9.2.1項を参照。
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/PROCESS=type

(SORTコマンドのみに適用。)内部ソート・プロセスを定義する。/PROCESS修
飾子により，レコード，タグ，アドレス，索引の 4つのプロセスのうち 1つを選
択することができる。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，レコード・プ
ロセスのみがサポートされる。タグ，アドレス，索引の各プロセスについては，
OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定。)

/PROCESS修飾子についての詳細は，第 9.2.6項を参照。

例

$ SORT/KEY=(POS:40,SIZ:2,DESC)/PROCESS=TAG YRENDAVG.DAT -
_$ DESCYRAVG.LIS

この Sort操作では，タグ・ソート・プロセスが使用され，出力ファイル
DESCYRAVG.LISが作成される。

/SPECIFICATION=filespec

(高性能 Sort/Mergeユーティリティでは，この修飾子はサポートされていない。この
機能は，OpenVMS Alphaの将来のリリースでサポートされる予定。)

Sort操作またはMerge操作で使用する Sort指定ファイルまたはMerge指定ファ
イルを識別する。省略時のファイル・タイプは.SRTになる。

指定ファイルの使用方法については，第 9.7節および第 9.9.3項を参照。

/[NO]STABLE

省略時の設定では，同一のキーを持つレコードは，出力ファイルで入力ファイル
の順序と同じになるとは限らない。/STABLE修飾子を使用すると，レコードが同
じ順序のまま保持される。

/STABLE修飾子と/NODUPLICATES修飾子は，相互に排他的な関係にある。

例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:5,DECIMAL)/STABLE PRICESA.DAT, -
_$ PRICESB.DAT,PRICESC.DAT SUMMARY.LIS

この Sort操作では，同一のキーを持つレコードは， PRICESA.DATにあるもの
が最初にリストされ，その後 PRICESB.DATのレコード，さらに PRICESC.DAT
のレコードがリストされる。

/[NO]STATISTICS

統計情報の要約が SYS$OUTPUTに出力され，これを最適化に使用することが
できる。これらの統計情報をファイルに保存するときは，次のコマンドを使用す
る。

$ DEFINE/USER SYS$ERROR output-file
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統計情報の要約には，次の情報が含まれる。

統計情報 説明

Records read Sort操作またはMerge操作によって読み込まれたレコードの数。

Records sorted Sortを使用したときに処理されたレコードの数。 Sort操作または
Merge操作で，指定ファイルを使用して特定のレコードのみを選択し
た場合，この数値が，読み込まれたレコードの数より少なくなること
もある。

Records output 出力ファイルに書き込まれたレコードの数。/NODUPLICATESが選
択された場合や，出力レコードが書き込まれたときに入出力エラーが
発生した場合，この数値が，ソートされたレコードの数より少なくな
ることもある。

Working set
extent

プロセスのワーキング・セット拡張領域のページの数。この値は，ソ
ート・データ構造体のサイズの上限に使用される。この値を調節する
ことにより， Sort操作の効率を向上させることができる。

Virtual memory データを保持するソート・イメージに追加される仮想記憶のページ
数。

Direct I/O +
buffered I/O

この合計値は，データの読み込みおよび書き込みに必要な入出力移動
の数になる。この合計値を小さくするほど，整列操作の効率は向上す
る。

Page faults データがメモリに収まる度合いを示す値。この値が大きいほど，整列
操作の効率は低下する。

Elapsed time Sort操作またはMerge操作で使用される，時間，分，秒， 1/100秒単
位の合計クロック時間。

Input record
length

この値は，ユーザが指定しない場合レコード管理サービス (OpenVMS
RMS)から取得される。

Internal length 内部フォーマット・ノードの，バイト単位のサイズ。これには，キ
ー，データ，長さを保管するワード，長さ，レコード・ファイル・ア
ドレス (RFA)，変換されたキーなどが含まれる。

Output record
length

出力レコードの長さ。この長さは入力レコードの長さ，ソート・プロ
セス，必要なレコードの再フォーマットにより計算される。

Sort tree size Sortの内部データ構造体に収まるレコードの数。

Number of
initial runs

データがメモリに収まる程度を示す 1つの指針。

Maximum
merge order

同時にマージされるソート文字列の最大数。

Number of
merge passes

ソートされた出力文字列が作成されるまで， Sortユーティリティが文
字列をマージする回数。 Number of initial runsと Number of merge
passesにより，データがメモリに収まる程度が示される。これらの値
が大きいほど，ワーキング・セットのサイズにデータが収まらなくな
り，同時にソートに時間がかかるようになる。

Work file
allocation

作業ファイルに使用されるブロックの数。マージ・パスが複数必要な
場合，このサイズは，入力ファイル割り当てのサイズの約 2倍にな
る。

Elapsed CPU 整列操作で使用される CPU時間。入出力オペレーションが終了するの
を待つ時間や，別のプロセスが動作しているときにそれを待っている
時間などは含まれない。

例

$ SORT/STATISTICS PRICE1.DAT,PRICE2.DAT PRICE.LIS
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SORT /STATISTICSコマンドを使用すると，次のような統計情報が表示される。

OpenVMS Sort/Merge Statistics

Records read: 793 Input record length: 80
Records sorted: 793 Internal length: 80
Records output: 793 Output record length: 80
Working set extent: 100 Sort tree size: 412
Virtual memory: 433 Number of initial runs: 2
Direct I/O: 22 Maximum merge order: 2
Buffered I/O: 9 Number of merge passes: 1
Page faults: 3418 Work file allocation: 114
Elapsed time: 00:00:05.98 Elapsed CPU: 00:00:03.63

/WORK_FILES[=n]

(SORTコマンドのみに適用。) 1から 10(高性能 Sort/Mergeユーティリティの場
合は， 255ファイルまでサポート)までの任意の数だけ， Sortの作業ファイルの
数を増加させ，それぞれの作業ファイルを小さくする。使用可能なディスクが小
さすぎる場合，または作業ファイルの大きさと比べてあまりに余裕がない場合，
ファイルの数を増やすことにより， Sort操作の効率を向上させることができる。

作業ファイルは，必要にならない限り作成されない。作業ファイルが必要
になった場合は，省略時の設定として， 2つのファイル (SORTWORK0，
SORTWORK1)が作成され， SYS$SCRATCHディレクトリに置かれる。

例

$ ASSIGN DRA5: SORTWORK0
$ ASSIGN DB0: SORTWORK1
$ ASSIGN DB1: SORTWORK2
$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80)/WORK_FILES=3 -
_$ STATS1,STATS2,STATS3,STATS4 SUMMARY.LIS

この Sort操作では，入力ファイルが大きなファイルであるため，作業ファイルを
3つ指定することにより，ソート操作の効率を向上させることができる。

ディレクトリ名を中に含めることにより，作業ファイルをデバイス上の特定の
ディレクトリに割り当てることもできる。たとえば， SORTWORK0をDRA5
の[WORKSPACE]ディレクトリに割り当てるとき，次のコマンドを入力する。

$ ASSIGN DRA5:[WORKSPACE] SORTWORK0

9.9.1 入力ファイル修飾子

次の入力修飾子は， SORTまたはMERGEコマンド行に入力ファイル指定を指定し
た直後に指定しなければなりません。

/FORMAT=(RECORD_SIZE:n,FILE_SIZE:n)
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入力ファイルの特性を定義する。レコード・サイズやファイル・サイズを指定ま
たは変更できる。入力ファイル修飾子は， SortまたはMergeコマンド行の出力フ
ァイル指定の直後に指定します。

Sortでは，必要なメモリ量を判断するとき， Sort操作に使用する作業ファイルの
サイズの他に，入力ファイル・サイズの情報が使用される。このファイル・サイ
ズが未知の場合 (たとえばディスクや標準 ANSI磁気テープ上にないファイルをソ
ートしている場合)，非常に大きなファイル・サイズが想定される。

次の修飾子の値を指定することができる。

RECORD_SIZE:n 入力ファイルの最長レコード長 (LRL)をバイト単位で指定す
る。指定できる最長のレコード長は，ファイル編成により異
なる。

順次 32,767
相対 16,383
索引順次 16,362

これらの値には，固定長制御付き可変 (VFC)形式レコードの
制御バイトが含まれる。

FILE_SIZE:n 入力ファイル・サイズをブロック単位で指定する。指定でき
る最大ファイル・サイズは， 4,294,967,295ブロックになる。

出力ファイルの修飾子としても/FORMATを使用することができる。詳細は第
9.9.2項を参照。

例

$ SORT/KEY=(POS:40,SIZ:2,DESC) -
_$CRA0:YRENDAVG.DAT/FORMAT=(RECORD_SIZE:41,FILE_SIZE:3) -
_$DESCYRAVG.LIS

入力ファイル YRENDAVG.DATは，ディスク・デバイス上にも ANSI磁気テープ
上にもないため，ファイル編成を/FORMAT修飾子で記述する必要がある。

9.9.2 出力ファイル修飾子

次の出力修飾子は， SORTおよびMERGEコマンドに対して使用できます。出力フ
ァイル修飾子を使用するには， SORTまたはMERGEコマンド行の出力ファイル指
定の直後に指定します。

/ALLOCATION=n

最適化のための出力ファイルに事前に割り当てておくブロック数に， 1から
4,294,967,295の値を指定する。出力ファイルの割り当てと入力ファイルの割り当
てとが大きく異なることが分かっている場合 (たとえば，データのフォーマットを
変更する場合やレコードを省略する場合)にこの修飾子を使用する。

/CONTIGUOUS修飾子が使用されている場合，/ALLOCATION修飾子が必要に
なる。
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例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT -
_$ SUMMARY.LIS/ALLOCATION=1000/CONTIGUOUS

この SORTコマンドにより，出力ファイル SUMMARY.LISに 1000の連続ブロッ
クが割り当てられる。

/BUCKET_SIZE=n

最適化のために，相対編成出力ディスク・ファイルや索引順編成出力ディスク・
ファイルで使用する，OpenVMS RMSバケット・サイズ (バケットあたりの 512
バイト・ブロック数)を指定する。 1から 32までの値が指定できる。

出力ファイルの編成が入力ファイルと同じ場合，省略時の値は，最初の入力ファ
イルのバケット・サイズと同じ値になる。出力ファイルの編成が異なる場合，省
略時の値は 1になる。

例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS1.DAT,STATS2.DAT -
_$ SUMMARY.LIS/BUCKET_SIZE=16/RELATIVE

この SORTコマンドにより，バケット・サイズが 16の出力ファイル
SUMMARY.LISが，相対編成で作成される。

/CONTIGUOUS

出力ファイルを連続するディスク・ブロックに格納してアクセス時間を短縮する
ことを要求する。/ALLOCATION修飾子と一緒に使用しなければならない。省略
時の設定では， Sort/Mergeは，出力ファイルに連続ディスク・ブロックを割り当
てない。

例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT -
_$ SUMMARY.LIS/ALLOCATION=1000/CONTIGUOUS

この SORTコマンドにより，出力ファイル SUMMARY.LISに 1,000の連続ブロ
ックを割り当てる。

/FORMAT=(type:n[,...])

出力ファイルのレコード形式が入力ファイル形式と異なるときに，出力ファイル
のレコード形式 (FIXED:n， VARIABLE:n， CONTROLLED:n)を指定する。フ
ァイル・レコードのサイズ (SIZE:n)またはブロック・サイズ (BLOCK_SIZE:n)
も指定できる。

Sort操作がレコード・ソートまたはタグ・ソートの場合，省略時の出力レコード
の形式は，最初の入力ファイル・レコードの形式と同じになる。 Sort操作がアド
レス・ソートまたは索引ソートの場合，省略時の出力レコードの形式は，固定レ
コード形式になる。入力ファイルにさまざまなレコード形式がある場合，出力レ
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コード・サイズは，入力ファイルにある最大のレコードを収められるだけの大き
さになる。

次の修飾子の値を指定することができる。

BLOCK_SIZE:n ファイルを磁気テープに出力する場合，出力ファイルのブロッ
ク・サイズをバイト単位で指定する。入力ファイルがテープ・
ファイルの場合，出力ファイルのブロック・サイズは，省略時
の設定で入力ファイルと同じサイズになる。それ以外の場合，
出力ファイルのブロック・サイズは，省略時の設定でテープが
マウントされたときに使用されるサイズになる。

nの値は， 20から 65,532のいずれかになる。ただし，弊社の
他のシステムとデータ交換を正しく行えるようにするために
は， 512バイト以上のブロック・サイズは指定できない。ま
た弊社製以外のシステムと互換性を保つためには，そのブロッ
ク・サイズに， 2,048バイト以下の値を指定するようにする。

CONTROLLED:n 出力ファイルに，固定長制御付き可変 (VFC)レコードを指定す
る。

FIXED:n 出力ファイルに固定長レコードを指定する。

SIZE:n VFC (CONTROLLED)レコードの固定部分のサイズを， 255
バイト以下のバイト数で指定する。 SIZEを指定していない場
合，省略時の値として，最初の入力ファイルの固定部分のサイ
ズになる。サイズに 0を指定した場合， OpenVMSRMSは，省
略時の値として， 2バイトになる。

VARIABLE:n 出力ファイルに可変長レコードを指定する。

オプションとして，上記の修飾子の値に，出力レコードの最大レコード・サイ
ズnを (バイト単位で)指定することができる。指定できる最大レコード・サイズ
は，ファイル編成によって異なる。

順次ファイル 32,767
相対ファイル 16,383
索引順次ファイル 16,362

これらの最大レコード・サイズの値には，固定長制御付き可変 (VFC)形式レコー
ドの制御バイトが含まれる。

例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT SUMMARY.LIS/FORMAT=FIXED:80

入力ファイル STATS.DATは，長さ 80バイトの可変長のレコードで構成さ
れる。/FORMAT修飾子には，固定長レコードで構成される出力ファイル
SUMMARY.LISを指定する。

/INDEXED_SEQUENTIAL

出力ファイルのファイル編成を索引順編成として定義する。出力ファイルはあら
かじめ存在し，かつ空でなければならない。また，空のファイルは，/OVERLAY
修飾子を使用してソート済みレコードが上書きされるように指定しなければなら
ない。
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例

$ CREATE/FDL=NEW.FDL AVERAGE.DAT
$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) DATA.DAT,STATS.DAT -
_$ AVERAGE.DAT/INDEXED_SEQUENTIAL/OVERLAY

CREATE/FDLコマンドを使用することにより，空のファイル AVERAGE.DATが
作成される。 SORTコマンドは，出力ファイルが索引順次編成になり，空のファ
イル AVERAGE.DATに書き出されることを指定する。

/OVERLAY

出力ファイルによってオーバレイされたり，直接書き込まれたりする，既存
の空のファイルを指定する。/INDEXED_SEQUENTIAL修飾子を使用すると
き，/OVERLAY修飾子が必要になる。

入力ファイル編成が索引順次になっている場合，出力ファイルがすでに存在して
おり，空になっている必要がある。出力ファイルが空でない場合も，/OVERLAY
により，そのファイルが上書きされることはない。その代わり，ソートの結果が
既存の出力ファイルに追加される。

CREATE/FDLユーティリティを使用すると，空のデータ・ファイルを作成する
ことができる。空のファイルを作成するときに指定する属性は，その後 Sortの出
力ファイルの属性になる。

例

$ CREATE/FDL=NEW.FDL AVERAGE.DAT
$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT AVERAGE.DAT/OVERLAY

FDLファイルNEW.FDLは，ファイル AVERAGE.DATに対して特殊な属性を指
定する。そのファイルに出力が書き込まれるとき， Sortの出力ファイルは， FDL
ファイルによって指定された属性になる。

/RELATIVE

出力ファイルのファイル編成を相対編成として定義する。

例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT SUMMARY.LIS/RELATIVE

入力ファイル STATS.DATが相対ファイルでなく，出力ファイル SUMMARY.LIS
が相対ファイルになるため，/RELATIVEで，出力ファイル指定を修飾する。

/SEQUENTIAL

出力ファイルのファイル編成を順編成として定義する。アドレス・ソート操作お
よび索引ソート操作の場合，これが省略時の設定になる。レコード・ソート操作
およびタグ・ソート操作の省略時の設定は，最初の入力ファイルの編成になる。
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例

$ SORT/KEY=(POS:1,SIZ:80) STATS.DAT SUMMARY.LIS/SEQUENTIAL

入力ファイル STATS.DATが順次ファイルでなく，出力ファイル SUMMARY.LIS
が順次ファイルになるため，/SEQUENTIALで，出力ファイル指定を修飾する。

9.9.3 指定ファイル修飾子

次の修飾子は指定ファイルの中で使用されます。 (高性能 Sort/Mergeユーティリティ
では，指定ファイルはサポートされていません。この機能は，OpenVMS Alphaの将
来のリリースでサポートされる予定です。)これらの修飾子は Sort/Merge指定ファイ
ルの中でのみ有効であることに注意してください。

/CDD_PATH_NAME=‘‘cdd-path-name’’

CDD/Repositoryコマンドを使用して，共通データ・ディクショナリ (CDD/Plus)
で使用するために定義されたフィールドと属性を識別する。一度フィールドを識
別したら，/KEY，/CONDITION，/INCLUDE，/OMITなどの他の指定ファイル
修飾子でもそのフィールドを使用できる。

/CDD_PATH_NAMEは，/FIELD文の代わりに使用したり，/FIELD文と一緒に
使用したりすることができる。

‘‘cdd-path-name’’の値は， CDD/Plus内の CDD/Plusレコード定義になる。
/CDD_PATH_NAME修飾子は，システムに CDD/Plusがインストールされている
場合のみ使用できる。

例

/CDD_PATH_NAME="employee"

/CDD_PATH_NAME修飾子は，前に CDD/Plusで定義されている employeeレコ
ードを識別する。

/[NO]CHECK_SEQUENCE

( MERGEコマンドでのみ適用。)入力ファイル内のレコードの順序をチェックす
るかどうか指定する。省略時の設定では，レコードの順序をチェックする。

例

/NOCHECK_SEQUENCE

/NOCHECK_SEQUENCE修飾子は，Mergeユーティリティの省略時の動作を指
定変更する。

/COLLATING_SEQUENCE=(SEQUENCE=sequence-type

[,MODIFICATION=(‘‘char1’’ operator ‘‘char2’’)]

[,IGNORE=文字または文字範囲,...]

[,FOLD]
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[,[NO]TIE_BREAK])

文字キー・フィールドに定義済みの 3つの照合シーケンス ASCII， EBCDIC，
MULTINATIONALのうちいずれか 1つ，またはユーザが定義するシーケンスを
指定する。定義済みの照合シーケンスまたは前もって定義されたユーザ定義シー
ケンスを変更できるようにする。

ASCII， EBCDIC，MULTINATIONALの各照合順序についての詳細は，第 9.3
節を参照。

次の修飾子の値を指定することができる。

SEQUENCE 指定ファイルは， ASCII， EBCDIC，MULTINATIONALの各照
合順序の他，ユーザ定義照合順序もサポートする。これらの照合順
序についての詳細は，第 9.3節を参照。

MODIFICATION SEQUENCEオプションで指定した照合順序を変更するよう指定す
る。 ASCII， EBCDIC，MULTINATIONALの各照合順序の他，
ユーザ定義照合順序も変更することができる。たとえ順序が省略時
の値 (ASCII)であっても，変更する順序は， SEQUENCE修飾子
で指定されているものでなければならない。

character 照合順序の文字を指定する。

operator 文字を比較するときに使用する演算子を指定す
る。大なり (>)，小なり (<)，等号 (=)を指定する
ことができる。

MODIFICATIONオプションでは，次の種類の変更が認められて
いる。

– 単一文字または二重文字が，すでに照合値の割り当てられてい
る単一文字と等しくなる ("a"="A")。

– 単一文字または二重文字が，すでに照合値の割り当てられてい
る単一文字の後に照合される ("CH">"C")。

– 単一文字または二重文字が，すでに照合値の割り当てられてい
る単一文字の前に照合される ("D"<"A")。

– 二重文字が，前に定義されている二重文字と等しくなる ("CH"
="SH")。

– 単一文字が，二重文字の順序と等しくなる ("C" = "CH")。

IGNORE 最初に比較を行うとき，照合順序内の 1つまたは複数の文字が無視
されるよう指定する。タイブレークが発生するとき， IGNORE値
で指定されている文字についても考慮される。

FOLD すべての小文字に対して，大文字に相当する照合値が定義されるよ
う指定する。 ASCII， EBCDIC，ユーザ定義順序の場合，小文字
は aから zになる。

MULTINATIONAL順序の小文字には，大文字に相当する照合値が
すでにあるため， FOLDを使用する必要はない。

[NO]TIE_BREAK 同等の値を持つ文字でタイブレークの比較を行うとき，数値を使用
するかどうか指定する。省略時の場合，MULTINATIONAL順序
ではタイブレークが発生する。 NOTIE_BREAKを指定すると，こ
の省略時の設定が指定変更され，最初の比較が行われた後は比較が
行われなくなる。

ASCII， EBCDIC，ユーザ定義順序でタイブレークが発生するよう
にしたい場合， TIE_BREAKオプションを指定する必要がある。
これらの順序で FOLD値またはMODIFICATION値を指定すると
き， TIE_BREAKを使用する。
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例

指定ファイルにおける照合順序の使用例については，第 9.3節および第 9.7節を参
照。

/CONDITION=(NAME=condition-name,

TEST=(field-name operator test-condition

[logical-operator...]))

レコードの相対順序を変更したり，レコード内の特定のフィールドの内容を変更
したりするときは，指定ファイルを使用することができる。最初に/CONDITION
修飾子で条件テストを定義する。/CONDITIONAL修飾子を使用してテストを
定義したら，レコードの順序を変更するときに，/KEY修飾子や/DATA修飾子で
その同じテストを使用することができる。またレコードの内容を変更するとき
に，/OMIT修飾子や/INCLUDE修飾子でこのテストを使用することもできる。

出力ファイルのレコードの順序を変更したい場合，最初に/CONDITION修飾子で
条件名を指定し，その条件に適合するかどうかを試すテストを設定する。次にそ
の形式の/KEY修飾子で相対順序を指定する。

/KEY=(IF condition-name THEN value ELSE value)

レコードの相対順序を指定するとき，任意の値を使用することができる。

/CONDITION修飾子を使用すると，出力レコードのフィールドの内容も変更する
ことができる。最初に条件名を指定し，次にその条件に適合するかどうかを試す
テストを設定する。その形式の/DATA修飾子で，フィールドに入れる内容を指定
する。

/DATA=(IF condition-name THEN "new-contents"
ELSE "new-contents")

次の修飾子の値を指定することができる。

NAME テストする条件の名前を指定する。この条件名は，/CONDITION修飾子で定義
した後，/KEY，/DATA，/OMIT，/INCLUDEのそれぞれの修飾子で使用する
ことができる。
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TEST 条件テストを指定する。

field-name テストするフィールドの名前を指定する。このフィールド名
は，/FIELD修飾子であらかじめ定義しておく必要がある。

operator 条件テストで使用する論理演算子または相対演算子を指定す
る。使用できる論理演算子には， ANDと ORがある。指定
できる相対演算子には，次のようなものがある。

EQ =等しい
NE =等しくない
GT =より大きい
GE =より大きいか等しい
LT =より小さい
LE =より小さいか等しい

test-condition テストを行う，定数またはフィールド名を指定する。定数は
次の形式で指定する。

Decimal_digits (省略時)
%Ddecimal_digits
%Ooctal_digits
%Xhexadecimal_digits
"character"

基数演算子 (%D)の場合，通常指定する必要はない。ただし
テスト条件では，フィールド名と同じデータ型が想定され
る。

例

指定ファイルにおける/CONDITION修飾子の使用例については，第 9.7節を参
照。

/DATA=field-name

/DATA=(IF condition THEN ‘‘new contents’’

ELSE ‘‘new contents’’)

出力レコードからフィールドを除去したり，並べ替え直したりするときは，
/DATA修飾子を使用する。出力レコードに表示させたい順序でデータ・フィール
ドを指定する。/DATA修飾子では，出力フィールドに指定する，レコード内のす
べてのフィールドを識別する必要がある。/DATA修飾子で識別されたフィールド
のみが，出力ファイルに出力される。

/CONDITION修飾子で設定した条件を指定することにより,出力レコードのフィ
ールドの内容を条件によって変更することができる。/DATA修飾子のフィールド
に設定したい内容を指定する。

/DATA=(IF condition-name THEN "new-contents" ELSE "new-contents")

次のような修飾子の値を設定できる。

field-name レコードのフィールド名を指定する。フィールド名は事前に/FIELD修飾子で
定義されていなければならない。

condition-name 事前に/CONDITION修飾子で定義されている条件名を指定する。

new-contents レコードをどのように変更するかを指定する。定数値でも/FIELD修飾子で定
義されたフィールド名でも可。
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例

指定ファイル内での/DATA修飾子の使用例については，第 9.7節を参照。

/FIELD=(NAME=field-name,POSITION:n,SIZE:N, [DIGITS:n,]data-type)

/FIELD=(NAME=field-name,VALUE:n,SIZE:N,[DIGITS:n,] data-type)

出力レコードのフィールドの順序を変更したりフォーマットを変更する場合は，
入力ファイルのフィールドを定義する。これらのフィールドには，キー・フィー
ルド，比較されるフィールド，出力ファイルに転送されるフィールドがある。そ
れぞれのフィールドは，その名前，レコード上での位置とサイズ，データ・タイ
プを指定することにより識別する。

フィールド名は一意でなければならない。また，フィールド定義の数は 255以内
でなければいけない。

また, /FIELD修飾子を使用して定数値を定義し，/CONDITION，/DATA，およ
び/KEY文で使用するデータ・タイプの値に割り当てることができる。

次のような修飾子の値を指定できる。

NAME フィールド名を指定する。フィールド名にはスペースを含めることはできない。
英字で始まり， 31文字以内でなければいけない。

POSITION:n レコード内でのこのフィールドの位置を指定する。

VALUE:n /CONDITION, /DATA，/KEY文で使用される定数フィールドに値を割り当て
る。 VALUE:nを指定した場合，/POSITION:nを指定してはいけない。これは，
このフィールドは定数フィールドであり，入力レコードのフィールドではないか
らである。

SIZE:n 文字あるいはバイナリ・データを含むフィールドのサイズをバイト数で指定す
る。データ・タイプにより，以下のように指定可能なサイズが決まっている。

– 文字データ—32,767以内

– バイナリ・データ—1, 2, 4, 8, 16

– 浮動小数点データ—サイズは指定しない

DIGITS:n 10進データを含むフィールドのサイズを指定する。ここで指定するサイズは 31
以内でなければいけない。 DIGITS:nは 10進データを含んだフィールドを表現
するときのみ使用する。

data-type データ・タイプを指定する。文字型の場合は指定する必要はない。省略時の設定
では， Sortは文字データ・タイプを想定する。 Sort/Mergeにより認識されるデ
ータのタイプについては第 9.2.1項を参照。

例

/FIELD=(NAME=SALARY,POSITION:10,DIGITS:8,DECIMAL)

この/FIELD修飾子により，レコード内のこのフィールドは SALARYにより認識
され，フィールドは 10バイト目から 8桁の長さ， 10進データであることが指定
される。

/INCLUDE=(CONDITION=condition[,KEY=...] [,DATA=...])

条件により，あるフィールドを出力レコードに出力することを指定することがで
きる。/CONDITION修飾子により条件を定義したのち，/INCLUDE修飾子で選
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択するレコードを定義する。/INCLUDE修飾子は，出力ファイルに出力すべき条
件を満たすレコードを選択する。

1つのファイルに対して，複数の/INCLUDE，/OMIT修飾子を指定すること
ができる。それらを指定した順序により，入力レコードがテストされる。最後
の/INCLUDE修飾子のあとで，選択対象とならなかったレコードまたは明示的に
削除されたレコードがすべて削除される。

事前に削除されなかったレコード，または条件を指定せずに/INCLUDE修飾子を
指定することにより選択されたレコードを，出力に含めることもできます。

複数の形式のレコードをソートする場合は，ソートするそれぞれの形式のレコー
ド形式に対して/INCLUDE修飾子を指定する。/INCLUDE修飾子でKEYオプ
ションを指定しない場合は， Sortは省略時のキー定義を使用する。/INCLUDE
修飾子でKEYオプションを指定した場合は，省略時のキー定義は使用されな
い。/INCLUDE修飾子のKEYフィールドの順序により，ソートのための内部キ
ーが作成される。/INCLUDE修飾子のDATAフィールドの順番により，出力レコ
ードのフォーマットが決定される。/INCLUDE修飾子で 1つでもKEYフィール
ドまたはDATAフィールドを指定した場合は，出力したいすべてのKEYフィー
ルドまたはDATAフィールドを指定する必要がある。

以下のような修飾子の値を指定できる。

CONDITION /CONDITION修飾子で既に定義されている条件名を指定する。

KEY /KEY修飾子で定義された省略時のレコード・タイプが使用されないので，キー・
フィールドを定義する。

DATA /DATA修飾子で定義された省略時のレコード・タイプが使用されないので，デー
タ・フィールドを定義する。

例

/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:20,SIZE:6)
/CONDITION=(NAME=LOCATION,

TEST=(ZIP EQ "01863"))
/INCLUDE=(CONDITION=LOCATION)

/CONDITIONおよび/INCLUDE修飾子を使用して，出力ファイルに zipコード
が 01863のレコードを含めることを指定している。

/KEY=field-name

/KEY=(field-name,order)

/KEY=([IF condition THEN value ELSE]...) value [,order]

ソート処理で使用するキー・フィールドを指定する。文字データを使用している
レコードすべてをソートする場合は，キー・フィールドを指定する必要はない。
そうでない場合は，その優先順位に従って，それぞれのキーを/KEY修飾子で指定
する。最大 255キーでソートすることができる。

3種類の/KEY修飾子の使用方法がある。

• キー・フィールド名を指定する。
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• キー・フィールド名，およびソート順を指定する。この場合，フィールド名お
よびソート順は括弧で囲む。

• 条件修飾子のように，出力ファイルのレコード順序を変更する。まず
/CONDITION修飾子で条件名を指定し，この条件を照合するための準備をす
る。その後，/KEY修飾子でソートの前後関係を指定する。

/KEY=(IF condition-name THEN value ELSE value)

レコードの相対順序を指定するするためには，任意の値を使用することができ
る。

以下の修飾子の値を指定できる。

field-name キー・フィールド名を指定する。フィールド名は，事前に/FIELD修飾子で定義
されている。

order ソート順を指定する。 ASCENDINGは昇順， DESCENDINGは降順にソートす
る。省略時の設定は ASCENDING。

value キーを指定する。値は，定数値でも/FIELD修飾子で定義されたフィールド名で
も可。

例

1.

/FIELD=(NAME=SALARY,POSITION:10,DIGITS:8,DECIMAL)
/KEY=(SALARY,DESCENDING)

この/KEY修飾子は，キーは SALARYで，降順にソートすることを示す。

2.

/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:20,SIZE:6)
/CONDITION=(NAME=LOCATION,

TEST=(ZIP EQ "01863"))
/KEY=(IF LOCATION THEN 1

ELSE 2)

この例では， zipコードが 01863のすべてのレコードがソート済みの出力ファ
イルの最初にくる。/CONDITIONで定義された条件 LOCATIONは， ZIPフ
ィールドが判定の対象であることを示す。この/KEY句における 1と 2は，こ
の条件を満たすレコードとそうでないレコードの順序を明示する。

/OMIT=(CONDITION=condition-name)

/CONDITION修飾子で定義された条件に基づいて，出力ファイルから除外す
るレコードを指定する。

はじめに/CONDITION修飾子で条件を定義しなければならない。ソート処理
から除外される条件を満たすレコードを指定するために，/OMIT修飾子を指
定する。省略時の設定では，条件に該当しないすべてのレコードは出力ファイ
ルに出力される。
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指定ファイルで，複数の/OMITと/INCLUDE修飾子を指定できる。指定の順
序により，除外のための入力レコードのチェックの順序が決定される。まだ出
力されていないすべてのレコード，または最後の/OMIT修飾子の後まで除外
されていないすべてのレコードが出力される。/OMIT修飾子のみを指定する
ことにより，除外されていなかったレコードを無条件に取り除くこともでき
る。

例

/FIELD=(NAME=ZIP,POSITION:20,SIZE:6)
/CONDITION=(NAME=LOCATION,

TEST=(ZIP EQ "01863"))
/OMIT=(CONDITION=LOCATION)

この/CONDITIONと/OMIT修飾子は， zipコードが 01863のレコードを出力
ファイルに出力しないことを指定している。

/PAD=single-character

レコード形式を変更したり，長さの等しくないレコードを比較する際に，領域
を拡張するために埋め込む文字を指定する。省略時の設定では，前バージョン
との互換性を保証するために空 (null)を使用する。 1文字として定義可能な 2
文字 ("ch" > "c")は，埋めこみ文字として使用できない。文字， 10進数， 8進
数， 16進数が使用可。

埋めこみ文字は以下のように指定する。

• 文字に対しては引用符を使用する。たとえば " # "は番号記号を指定する。

• 10進数には 10進記号を使用する。たとえば%D35は 10進数の 35を示
す。

• 8進数には 8進記号を使用する。たとえば%O043は 8進数の 043を示す。

• 16進数には 16進記号を使用する。たとえば%X23は 16進数の 23を示
す。

例

/PAD="."

この/PAD修飾子の例では，レコードをピリオドで埋め込むことを指定してい
る。

/PROCESS=type

(SORTコマンドにのみ適用される。)ソート・プロセスの方法 (レコード，タ
グ，アドレス，または索引)を指定する。出力されたレコードを再書式化する
場合は，アドレス・ソートやインデックス・ソートを使用することはできな
い。プロセス・タイプには RECORD， TAG， ADDRESS， INDEXのいずれ
かを指定する。

4タイプのプロセスの比較については第 9.8.1項を参照。
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例

/PROCESS=tag

この/PROCESS修飾子の例では，タグ・ソート・プロセスを使用することを
指定している。

/[NO]STABLE

同じキーのレコードがあった場合，出力ファイルに出力する順序を指定する。
省略時の設定は/NOSTABLE。

省略時の設定では，同一キーでレコードがソートされた場合，出力ファイルで
のレコードの順序は，必ずしも入力ファイルでの順序と同じではない。指定フ
ァイルで/STABLE修飾子を指定すると，キーの同じレコードがあった場合，
入力ファイルの順序で出力ファイルに出力される。複数の入力ファイルがある
場合にこの修飾子を使用した場合，キーが同じレコードは， 1番目の入力ファ
イルが最初に，次に 2番目の入力ファイルのレコードが出力される。

例

/STABLE

この/STABLE修飾子の例では，キーが同じレコードがあった場合，出力ファ
イルには入力ファイルと同じ順序で整列されることが保証される。

/WORK_FILES=(device[,...])

(SORTコマンドにのみ適用される。)処理速度を向上させるために，異な
ったディスク構造のデバイスに作業ファイルを割り当てる。作業ファイル
で/WORK_FILES修飾子を使用することにより，コマンドあるいはプログラ
ムレベルでソートを呼び出す前に論理名を割り当てる必要がなくなる。

DCLでの修飾子/WORK_FILES=nと異なり，指定ファイル修飾子/WORK_
FILES=(device[,...])は，作業ファイルの数ではなく作業ファイルの割り当てを
指定する。

作業ファイルについての詳細は，第 9.8.3項を参照。

例

/WORK_FILES=("WRKD$:")

この/WORK_FILES修飾子の例では，ソートの作業ファイルの 1つをデバイ
スWRKD$を割り当てる。これは，このデバイスがもっとも使用可能スペース
が多いからである。
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10
資源へのアクセスの制御

システムにはそれぞれ，独自のセキュリティに関する要件があります。このため，シ
ステムごとに，システム管理者とユーザに対する物理的およびソフトウェア的なセキ
ュリティ要件を示すシステム・セキュリティ方針を明らかにしておく必要がありま
す。システム・セキュリティを確実にするために，OpenVMSオペレーティング・シ
ステムでは，システムへのアクセスと，共用可能情報を登録したオブジェクトへのア
クセスの両方を制御します。デバイスやボリューム，論理名テーブル，ファイル，キ
ューなどのオブジェクトを保護されたオブジェクトと呼びます。保護されたオブジェ
クトはすべて，誰がそのオブジェクトに特定の方法でアクセスできるかを指定するア
クセス条件一覧を定義しています。

オペレーティング・システムで使用可能なセキュリティ機能と，アカウントとシ
ステムのセキュリティを保つためにシステム管理者が実行可能なタスクについて
は，『OpenVMS Guide to System Security』を参照してください。本章では，
OpenVMSがシステム・リソースを保護し，監査する方法について説明します。特に
次のことについて説明します。

• プロセスのライト識別子の表示

• オブジェクトのセキュリティ・プロファイル

• 保護コードの解釈

• 省略時のファイル保護

• ネットワークを通してのファイルのアクセス

• アカウントとファイルへのアクセスの監査

セキュリティについての補足説明は，以下の資料を参照してください。

• オブジェクトの保護およびシステム・セキュリティの一般的な説明は，
『OpenVMS Guide to System Security』

• この章で説明するコマンドについての詳しい説明は，『OpenVMS DCLディクシ
ョナリ』またはオンライン・ヘルプ
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セキュリティ機能
たとえば，次の操作を通じてこれらの機能を理解することができます。

• プロセスに割り当てられているライト識別子を知ること。ライト識別子は，どの
資源にアクセスできるかを決定する。プロセスに適切な識別子が割り当てられて
いない場合には，特定の保護されたオブジェクトにアクセスできないことがあ
る。

ライト識別子の表示についての説明は第 10.1節を参照。

• 保護されたオブジェクトのセキュリティ・プロファイルを表示すること。セキュ
リティ・プロファイルには，保護されたオブジェクトに関する情報が格納されて
いる。自分で所有しているオブジェクトのセキュリティ・プロファイルは，他の
ユーザからアクセス可能またはアクセス不可能に変更できる。

セキュリティ・プロファイルについての説明は第 10.2節を参照。

• ネットワークを介してファイルにアクセスする方法を知ること。このためには，
アクセス制御文字列または代理ログイン・アカウントを使用する。

リモート・ファイルへのアクセスについての説明は，第 10.5節を参照。

• アカウントとファイルへのアクセスを監査すること。このためには，ログイン・
メッセージを詳しく調べ，システム管理者と協力してファイルを監査する。

アカウントとファイルへのアクセスの監査についての説明は第 10.6節を参照。

10.1 プロセスのライト識別子の表示

保護されたオブジェクトにアクセスしようとするプロセスはすべて，ライト識別子と
呼ぶ保護機能を実行します。保護されたオブジェクトはすべて，特定の方法でそのオ
ブジェクトに誰がアクセスできるかを指定できるアクセス条件を指定しています。ア
クセスするプロセスのライト識別子がオブジェクトのライト識別子と一致しない場合
には，アクセスは拒否されます。

次の例では， SHOW PROCESSコマンドを使用して，現在のプロセスの識別子を表
示する方法を示しています。

$ SHOW PROCESS/ALL
25-NOV-2002 15:23:18.08 User: GREG Process ID: 34200094

Node: ACCOUNTS Process name: "GREG"

Terminal: VTA2195: TNA2170: (Host: 16.32.123.45 Port: 6789)
User Identifier: [DOC,GREG] 1
Base priority: 4
Default file spec: WORK1:[GREG.FISCAL_96]
Number of Kthreads: 1
Devices allocated: ACCOUNTS$TWA2:
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10.1プロセスのライト識別子の表示

Process Quotas:
.
.
.

Process rights:
INTERACTIVE 2
LOCAL 3
SALES 4
MINDCRIME resource 5

System rights:
SYS$NODE_ACCOUNTS 6

ライト識別子には，UIC，環境，汎用の 3種類があります。 SHOW PROCESSコマ
ンドからの出力はこの 3種類の識別子をすべて示しています。

1 UIC識別子は，GregというユーザがDOCグループのメンバてあることを示して
いる。

2 環境識別子は，Gregというユーザが会話型ユーザであることを示している。

3 環境識別子は，Gregというユーザがローカルからログインしたことを示してい
る。

4 汎用識別子は，Gregというユーザがセールス・グループのメンバでもあることを
示している。

5 汎用識別子は，Gregが資源属性を持つMINDCRIME識別子を保有しているた
め，識別子に対してディスク容量を要求できることを示している。

6 環境識別子は，Gregというユーザが ACCOUNTSノードから作業していること
を示している。

10.2 オブジェクトのセキュリティ・プロファイル

オペレーティング・システムは多くのユーザを同時にサポートするため， 1人のユー
ザの操作が別のユーザによって妨害されないように保護するためのセキュリティ・メ
カニズムが組み込まれています。保護コード，アクセス制御，ハードウェア設計の組
み合わせにより，多くのユーザがシステムを共用できるように，メモリ，共用可能装
置，データの使用が保護されます。オブジェクトのセキュリティ・プロファイルは利
用者識別コード (UIC)， ACL，そのオブジェクトに割り当てられた保護コードで構成
されます。自分で所有しているオブジェクトのセキュリティ・プロファイルは表示し
たり，変更することができます。

保護されたオブジェクトのセキュリティ・プロファイルを表示するには，DCL
の SHOW SECURITYコマンドを使用します。たとえば，次のコマンドは 95_
FORECAST.TXTファイルに関するセキュリティ情報を要求しています。
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10.2オブジェクトのセキュリティ・プロファイル

$ SHOW SECURITY 95_FORECAST.TXT

WORK_DISK$:[GREG]95_FORECAST.TXT;1 object of class FILE
Owner: [ACCOUNTING,GREG]
Protection: (System: RWED, Owner: RWED, Group: RE, World)
Access Control List: <empty>

このコマンドからの表示を見ると， 95_FORECAST.TXTファイルがGregというユ
ーザによって所有されていることがわかります。また，ファイルの保護コードも示さ
れます。保護コードはシステム・ユーザと所有者に対して読み込み，書き込み，実
行，削除アクセス権を与えています。また，グループ・ユーザに対して読み込みアク
セス権と実行アクセス権を与え，ワールド・ユーザに対してはアクセス権を与えてい
ません (詳細は第 10.3節を参照してください)。このファイルに対して ACLは設定さ
れていません。

10.2.1 セキュリティ・プロファイルの変更

保護されたオブジェクトの所有者，保護コード， ACLに対して新しい値を指定で
き，また， SET SECURITYコマンドを使用して 1つのオブジェクトから別のオブジ
ェクトにプロファイルをコピーすることもできます。

たとえば，第 10.2節に示した SHOW SECURITYの表示結果では，
95_FORECAST.TXTファイルがGregというユーザによって所有されていることがわ
かります。このユーザは所有者として，ファイルの保護コードを変更できます。もと
もと，この保護コードでは，ワールド・ユーザに対してアクセス権が与えられていま
せんでした。ここでGregは保護コードを変更し，ワールド・ユーザに対して読み込
みアクセス権と書き込みアクセス権を許可します。

$ SET SECURITY/PROTECTION=(W:RW) 95_FORECAST.TXT

SHOW SECURITYコマンドはファイルの新しい保護コードを確認します。

$ SHOW SECURITY 95_FORECAST.TXT

95_FORECAST.TXT object of class FILE

Owner: [GREG]
Protection: (System: RWED, Owner: RWED, Group: RE, World: RW)
Access Control List: <empty>

10.3 保護コードの解釈

保護コードは，特定のユーザまたはユーザ・グループに対して許可 (または禁止)され
るアクセス・タイプを制御します。保護コードの形式は次のとおりです。

[カテゴリ:許可されるアクセスのリスト (,カテゴリ:許可されるアクセスのリスト,...)]
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10.3保護コードの解釈

カテゴリは， system (S)， owner (O)， group (G)，world (W)のいずれかです。各
カテゴリは最初の 1文字に短縮できる。各カテゴリの定義は次のとおりです。

System UICが 1～ 10 ( 8進数)であるか， SYSPRV特権を持つか，または所有者と同じグループ
に属し， GRPPRVを保有するユーザ・プロセスまたはアプリケーション。

Owner オブジェクトの UICと等しい UICを持つユーザ・プロセスまたはアプリケーション。

Group オブジェクトのグループ UICと等しいグループ UICを持つユーザ・プロセスまたはアプリ
ケーション。

World システムの任意のユーザ・プロセスまたはアプリケーション。

複数のユーザ・カテゴリを指定するときは，各カテゴリをコンマで区切り，コード全
体を括弧で囲みます。ユーザ・カテゴリとアクセス・タイプはどの順序で指定しても
かまいません。

アクセス指定としてヌルを指定した場合には，アクセスを許可しないことを示しま
す。したがって，ユーザ・カテゴリに対してアクセス・タイプを省略すると，そのユ
ーザ・カテゴリはそのタイプのアクセスを実行できません。ユーザ・カテゴリに対し
てすべてのアクセスを禁止するには，ユーザ・カテゴリだけを指定し，アクセス・タ
イプを省略します。ユーザ・カテゴリに対してアクセスを禁止するときは，ユーザ・
カテゴリの後のコロンを省略します。

ファイルに対して， read (R)，write (W)， execute (E)， delete (D)を指定する。ア
クセス・タイプは各カテゴリに割り当てられます。カテゴリとアクセス・タイプの間
はコロン (:)で区切ります。ファイル・アクセス・タイプの意味は次のとおりです。

Read ディスク・ファイルの読み込み，印刷，コピーを許可する。ディレクトリ・ファイルに対し
て読み込みアクセス権がある場合には，ファイルを読み込むか，またはファイル・リストを
表示でき，ワイルドカード文字を含むファイル名を使用してファイルを検索できる。読み込
みアクセス権があるときは，実行アクセス権も与えられる。

Write ファイルに書き込むか，またはファイルの内容を変更することはできるが，ファイルを削除
することはできない。書き込みアクセス権がある場合には，ファイルの内容を記述するファ
イル属性を変更できる。ディレクトリ・ファイルに対する書き込みアクセス権がある場合に
は，ファイル・カタログにエントリを作成したり，エントリを削除することができる。

Execute 実行可能プログラム・イメージまたは DCLコマンド・プロシージャを格納したファイルを
実行することができる。ディレクトリ・ファイルに対して実行アクセス権が割り当てられて
いる場合には，名前がわかっているファイルを検索できる。

Delete ファイルを削除することができる。ファイルを削除するには，ファイルへの削除アクセス権
と，そのファイルが格納されているディレクトリへの書き込みアクセス権が必要である。

10.4 省略時のファイル保護

新しいファイルには省略時のUICベースの保護が与えられ，その親ディレクトリの
省略時のアクセス制御リスト (ACL)が与えられます。 ACLは，ユーザまたはユー
ザ・グループがファイルやディレクトリ，装置などの特定の保護されたオブジェクト
に対して実行できるアクセス権を定義したエントリの集合です。

新しいファイルに割り当てられる省略時のUICベースの保護を変更するには，次の
いずれかの操作を実行します。
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10.4.1 省略時の UIC保護

オペレーティング・システムは各プロセスに対して次のUICベースの保護を割り当
てます。

(S:RWED, O:RWED, G:RE, W)

省略時の設定では，システムUICを持つユーザとオブジェクトの所有者は，そのオ
ブジェクトに対して完全なアクセスを実行でき，オブジェクト所有者と同じUICグ
ループに属すユーザは，そのオブジェクトに対して読み込みアクセスと実行アクセス
を実行でき，他のすべてのユーザはオブジェクトにアクセスできません。作成するフ
ァイルの省略時の保護を変更するには， SET PROTECTIONコマンドと/DEFAULT
修飾子を使用します。たとえば，ログイン・コマンド・プロシージャに次のコマンド
を登録しておけば，すべてのプロセスに対して作成するファイルへの読み込みアクセ
ス権と実行アクセス権を割り当てることができます (このコマンドを実行するには，
ログイン・コマンド・プロシージャを実行しなければなりません)。

$ SET PROTECTION = (S:RWED,O:RWED,G:RE,W:RE)/DEFAULT

10.4.2 省略時の ACL保護

指定ディレクトリやサブディレクトリの省略時のUIC保護を無効にするには，適
切なディレクトリ・ファイルの ACLに省略時の保護アクセス許可制御エントリ
(ACE)を配置します。 ACEに指定する省略時の保護は，指定したディレクトリまた
はディレクトリのサブディレクトリに作成される新しいファイルにすべて適用されま
す。後続の ACE(ディレクトリ・ファイルの ACL内に指定しなければならない)は，
そのディレクトリおよびディレクトリのサブディレクトリの省略時の保護により，シ
ステムおよび所有者プロセスに対して完全なアクセス権を割り当て，グループ・プロ
セスに対して読み込みアクセス権と実行アクセス権を割り当て，ワールド・ユーザに
対してアクセス権を割り当てないことを指定します。

$ SET SECURITY/ACL = (DEFAULT_PROTECTION,S:RWED,O:RWED,G:RE,W:)
[JONES]PERSONAL.DIR

ディレクトリにこの後作成されるファイルの ACLにコピーする省略時の識別子 ACE
を指定するには，ディレクトリ・ファイルの識別子 ACLにDEFAULTオプションを
指定します。

たとえば，次の ACEはディレクトリ・ファイルに適用され，ネットワーク・ユーザ
が，ディレクトリに作成されたすべてのファイルにアクセスすることを禁止します。

$ SET SECURITY/ACL = (IDENTIFIER=NETWORK,OPTIONS=DEFAULT,ACCESS=NONE) -
_$ [JONES]PERSONAL.DIR
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10.4.3 ファイル名の変更

ファイル名を変更しても，そのファイルの保護は変更されません。既存のファイル
の新しいバージョンには，前のバージョンと同じ ACLおよびUICベースの保護が割
り当てられます (省略時のUICベースの保護を変更するには， BACKUP， COPY，
CREATE， SET FILEコマンドの/PROTECTION修飾子を使用します)。

10.4.4 明示的なファイル保護

/PROTECTION修飾子を使用すれば (この修飾子は BACKUP， COPY， CREATE
コマンドで使用可能)，新しいファイルに対してUICベースの保護を明示的に指定で
きます。

既存のファイルに対するUICベースの保護を変更するときは， SET SECURITY
/PROTECTIONコマンドを使用します。

ファイルを作成し，そのファイルの ACLを作成した後， ACLを変更し，必要な数だ
け ACLにエントリを追加できます。 ACLによって指定される保護は，ファイルのユ
ーザ識別コード保護より優先します。

次の例では，UICベースの保護を指定しています。

$ CREATE MAST12.TXT/PROTECTION=(S:RWED,O:RWED,G,W)

次の例では，ファイルMAST12.TXTでUICベースの保護を変更しています。

$ SET SECURITY/PROTECTION=(S:RWED,O:RWED,G:RE,W) MAST12.TXT

10.5 ネットワークを介してのファイルへのアクセス

これ以降の節では，ネットワークを介してのファイルへのアクセスについて説明しま
す。

10.5.1 アクセス制御文字列

DECnet for OpenVMSネットワークで使用できるDCLコマンドのファイル指定に，
ネットワーク・アクセス制御文字列を取り込むことができます。アクセス制御文字列
を使用すると，ローカル・ノードのユーザがリモート・ノード上のファイルにアクセ
スすることができます。

アクセス制御文字列では，次に示すように，リモート・アカウントのユーザ名とその
パスワードが二重引用符で囲まれています。

NODE"ユーザ名パスワード "::ディスク:[ディレクトリ]ファイル・タイプ
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注意

アクセス制御文字列に収められている情報を知ることができれば，誰でもリ
モート・アカウントに侵入できるため，重大なセキュリティの侵害が発生し
かねません。

10.5.2 アクセス制御文字列の保護

アクセス制御文字列の情報を保護するには，次のようにします。

• ハードコピー・ターミナルやビデオ・ターミナルで情報を漏らさないようにす
る。

ハードコピー・ターミナルを使用する場合は，ハードコピー出力を正しく処置す
る。ビデオ・ターミナルを使用する場合は，ネットワーク・ジョブが完了したら
画面を消去し，DCLの RECALL/ERASEコマンドによって再呼バッファを空に
する。こうしておけば，別のユーザが Ctrl/Bによってコマンド行を表示したり
DCLの RECALL/ALLコマンドを使用してもパスワードを見ることはできない。

• アクセス制御文字列を含むネットワーク・コマンドをコマンド・プロシージャに
指定すると発見されやすいので，指定しないようにする。

• アクセス制御文字列をコマンド・プロシージャに指定しなければならない場合に
は，それらのファイルに最適ファイル保護を設定する。

10.5.3 代理ログイン・アカウントを使用してパスワードを保護する方法

アクセス制御文字列を使用しなくてもすむように，代理ログイン・アカウントを使用
するとよいでしょう。代理ログインを使用すると，アクセス制御文字列にユーザ名や
パスワードを指定しないでも，ネットワーク内でファイルをアクセスできます。代理
ログインには，次のようなセキュリティ上の利点があります。

• 要求を出すターミナル上でパスワードがエコー表示されない。

• パスワードが暗号化されない形式で傍受されることのあるシステム間でのパスワ
ードの受け渡しがない。

• リモート・アクセスを行うコマンド・ファイルでパスワードが必要ない。

ユーザが代理ログインを開始するには，リモート・ノードのシステムまたはセキュリ
ティ管理者が代理アカウントを作成していなければなりません。代理アカウントは，
通常のアカウントと同様，OpenVMS Authorizeユーティリティ ( AUTHORIZE )に
よって作成されます。通常，特権なしのアカウントです。ユーザは， 1つの省略時の
代理アカウントと最大 15個の省略時以外の代理アカウントにアクセスできます。代
理ログインを使用すると，システム管理者にとっては設定に手間がかかりますが，よ
り安全なネットワーク・アクセスができ，ユーザがアクセス制御文字列を入力する手
間も省けます。
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次の例は，通常のネットワーク・ログイン要求と代理ログイン要求の違いを示してい
ます。次の条件を想定しています。

• KMAHOGANYユーザは，次の 2つのユーザ・アカウントを持っている。

パスワードが "XYZ123ABC"の BIRCHノード上のアカウント

パスワードが "A25D3255"のWALNUTノード上のアカウント

• KMAHOGANYは BIRCHノードにログインした。

• KMAHOGANYは，WALNUTノード上のアカウントの省略時のデバイスとディ
レクトリにある BIONEWS.MEMファイルをコピーしようとしている。

次の図は，これらの条件を示しています。

BIONEWS.MEM

ZK−2036−GE

Password: A25D3255
Username: KMAHOGANY

Password: XYZ123ABC
Username: KMAHOGANY

WALNUT
Remote Node

BIRCH
At Home Node

Seeks from

A copy of the file

STAFFDEV:[KMAHOGANY] STAFFDEV:[KMAHOGANY]

• KMAHOGANYユーザは，アクセス制御文字列を使用して， BIONEWS.MEMフ
ァイルをコピーできます。

$ COPY WALNUT"KMAHOGANY A25D3255"::BIONEWS.MEM BIONEWS.MEM

A25D3255というパスワードはエコー表示されるので，画面を見ればパスワード
が分かります。

• これとは対照的に，KMAHOGANYが BIRCHノードからWALNUTノードのア
カウントに代理アクセスを行う場合には， BIONEWS.MEMファイルをコピーす
るためのコマンドは，次のようになります。

$ COPY WALNUT::BIONEWS.MEM BIONEWS.MEM

KMAHOGANYがアクセス制御文字列にパスワードを指定しなくても，システム
が BIRCHノードのアカウントからWALNUTノードのアカウントに代理ログイ
ンを行います。このとき，パスワードの交換は行われません。
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10.5.4 汎用アクセス代理アカウント

セキュリティ管理者が，フォーリン・ノードのユーザのグループに汎用アクセス代理
アカウントを共用する権限を付与することもあります。たとえば，WALNUTノード
のセキュリティ管理者が次の条件で汎用アクセス・アカウントを作成するとします。

• ユーザ名はGENACCESS。

• アクセスはネッワーク・ログインに制限される。

• パスワードはアカウントの所有者しか知らない。リモート・ユーザはパスワード
を知る必要はなく，アカウントの保護に役立つ。

• 省略時のデバイスとディレクトリは STAFFDEV:[BIOSTAFF]。

セキュリティ管理者がGENACCESSアカウントへの BIRCH::KMAHOGANY
代理アクセスを許可すれば，KMAHOGANYユーザは，次のコマンドによって
BIONEWS.MEMファイルをコピーできます。

$ COPY WALNUT::[KMAHOGANY]BIONEWS.MEM BIONEWS.MEM

BIONEWS.MEMファイルはGENACCESSアカウントの省略時のデバイス
とディレクトリ ( STAFFDEV:[BIOSTAFF] )にないため，KMAHOGANY
は[KMAHOGANY]ディレトクリを指定しなければなりません。また，
BIONEWS.MEMファイルの保護は，GENACCESSアカウントへのアクセスを許可
するものでなければなりません。そうでないと，コマンドは正しく実行されません。

特定のノード上の複数の代理アカウントにアクセスするときに，省略時の代理アカウ
ントを使用したくない場合には，代理アカウントの名前を指定します。たとえば，
GENACCESSアカウント (省略時の値)の代わりに PROXY2という代理アカウント
を使用するには，次のコマンドを入力します。

$ COPY WALNUT"PROXY2"::[KMAHOGANY]BIONEWS.MEM BIONEWS.MEM

このコマンドは， PROXY2アカウントを使用して，WALNUTノード上
の[KMAHOGANY]ディレクトリにある BIONEWS.MEMファイルをコピーしま
す。
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10.6 アカウントとファイルへのアクセスの監査

侵入の試みがないかどうかシステムを監視するのはセキュリティ管理者の仕事です
が，ユーザがアカウントやファイルへのアクセスの監査を手伝うこともできます。

10.6.1 最終ログイン時間

OpenVMSシステムは，ユーザが最後にアカウントにログインした時間についての情
報をUAFレコードに保管します。ログイン時にこの情報を表示するかどうかは，セ
キュリティ管理者が決定します。中程度から高水準のセキュリティ要件を持つシステ
ムでは，頻繁にこの情報を表示して，異常な成功ログインや説明のつかない成功ログ
インがないかどうか，説明のつかない障害ログインがないかどうかをユーザがチェッ
クします。

ユーザがログインしなかったのに会話型または非会話型ログインの報告があれば，た
だちにセキュリティ管理者に知らせるとともに，パスワードを変更します。セキュリ
ティ管理者は，システム・アカウント・ログと監査ログを使用して詳しく調査しま
す。

ログイン障害メッセージを受け取ったが，障害が生じたとは考えられない場合には，
誰か他のユーザがアカウントにアクセスしようとして，失敗したのかもしれません。
パスワードをチェックして，第 1.9節に説明するパスワード保護のガイドラインに準
拠しているかどうかを調べます。ガイドラインに反することがあれば，ただちにパス
ワードを変更します。

ログイン障害メッセージが表示されるはずなのに，表示されなかったり，障害数が少
なすぎる場合には，パスワードを変更し，ログイン障害の問題がありそうなことをセ
キュリティ管理者に報告します。

セキュリティ管理者が，発生した場合には特別な注意を払う必要のあるイベント・タ
イプを指定していることがあります。このようなイベントが検出された場合には，セ
キュリティ管理者は，システム・セキュリティ監査ログ・ファイルに監査結果を送信
するか，セキュリティ・オペレータ・ターミナルとして使用可能なターミナルにアラ
ームを送信するようにシステムに指示します。たとえば，セキュリティ管理者が書き
込みアクセスが禁止されている 1つ以上のファイルを指定している場合に，監査機能
を使用可能にするか，アラームを設定しておけば，このようなファイルへのアクセス
が発生したことが分かります。

アカウントへの侵入があると考えられる場合には，パスワードを変更します。重要な
ファイルに監査機能を適用するように，セキュリティ管理者に要求してもよいでしょ
う。
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10.6.2 監査機能やアラームを起動するイベント

監査機能やアラームを起動するイベントには，次のものがあります。

セキュリティ監査またはアラームを開始するイベント

イメージのインストール

ファイル・アクセスのタイプ

ボリュームのマウントとディスマウン
ト

システム・パスワードとユーザ・パスワード，システム登
録ファイル，ネットワーク代理ファイル，または権利デー
タベースの変更

ACLファイルまたはグローバル・セクショ
ンが要求したアクセス・イベント

ログイン，ログアウト，ログイン障害，侵入の試み

たとえば， CONFIDREVIEW.MEMというファイルを監査するとします。
ABADGUYというユーザが CONFIDREVIEW.MEMというファイルをアクセス
するときに削除アクセス権を持っていると，次のような監査レコードがシステム・セ
キュリティ監査ログ・ファイルに書き込まれます。

%%%%%%%%%%% OPCOM 11-DEC-1999 09:21:11.10 %%%%%%%%%%%
Message from user AUDIT$SERVER on BOSTON
Security audit (SECURITY) on BOSTON, system id: 19424
Auditable event: Attempted file access
Event time: 11-DEC-1999 09:21:10.84
PID: 23E00231
Username: ABADGUY
Image name: BOSTON$DUA0:[SYS0.SYSCOMMON.][SYSEXE]DELETE.EXE
Object name: _BOSTON$DUA1:[RWOODS]CONFIDREVIEW.MEM;1
Object type: file
Access requested: DELETE
Status: %SYSTEM-S-NORMAL, normal successful completion
Privileges used: SYSPRV

監査メッセージには，不法アクセス者の名前，アクセス方法
([SYSEXE]DELETE.EXEプログラムを使用して行われた削除操作)，アクセス
時間 (9:21 A.M)，ファイルにアクセスするのに使用した特権 (SYSPRV)が示されてい
ます。セキュリティ管理者は，これらの情報に基づいて処置をします。

10.6.3 セキュリティ監査ログ・ファイル

いずれかのファイルがアクセスされ，そのファイルの ACLの監査エントリ ( 第
10.6.4項を参照)に指定された条件が満たされるたびに，セキュリティ監査メッセー
ジが監査ログ・ファイルに書き込まれます。 CONFIDREVIEW.MEMファイルにア
クセスがあると，セキュリティ監査機能によって保護されているシステム上のファイ
ルにアクセスがあった場合と同様，監査レコードをセキュリティ監査ログ・ファイル
に書き込むようにプロンプトが出されます。

監査機能を導入したら，セキュリティ管理者とともに，別の侵入が生じていないかど
うかを定期的にチェックします。
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10.6.4 重要なファイルにアクセス制御リスト・エントリ (ACE)を追加する場合

不正にアクセスされた重要ファイルがあれば，セキュリティ管理者に相談して，それ
らのファイルへのアクセスを監査する戦略を立てるとよいでしょう。

状況を調べて，標準保護コードや汎用 ACL (『OpenVMS Guide to System
Security』を参照)を使用してファイルを保護するためのすべての手段を実行し
つくした場合には，セキュリティ監査が必要であると判断してよいでしょう。

セキュリティ監査機能を指定するには，所有しているファイルまたはアクセス制御権
を持つファイルに特別なアクセス制御リスト・エントリ (ACE)を追加します。ただ
し，監査ログ・ファイルはシステム全般に適用されるので，システムごとのセキュリ
ティ管理者がファイル監査の使い方を制御することをおすすめします。制御権を持
つファイルにはユーザでも監査 ACEを追加できますが，セキュリティ管理者の場合
は，システム・レベルでファイルの監査機能を使用可能にしなければなりません。

アカウントに侵入の試みがあったと考えられる場合には，セキュリティ管理者は，す
べてのファイル・アクセスの監査機能を一時的に使用可能にすることができます。ま
た，監査機能を使用可能にすれば，ファイルに対する読み込みアクセスを監視して，
ファイルにアクセスして内容を閲覧したユーザを見つけることもできます。

1つのファイルにアクセス違反があると，他のファイルにもアクセス上の問題が存在
することがよくあります。したがって，セキュリティ管理者は，セキュリティ監査
ACLを持つすべての重要ファイルに対するアクセスを監視した方よいでしょう。重要
ファイルに望ましくないアクセスがあった場合には，ただちに処置を講じなければな
りません。

たとえば，ユーザ RWOODSとセキュリティ管理者が，極秘ファイルである
CONFIDREVIEW.MEMをいつアクセスしたらよいかを知らなければならないと同
意した場合には，ユーザ RWOODSは，次のようにして CONFIDREVIEW.MEMフ
ァイルの既存の ACLにエントリを追加します。

$ SET SECURITY/ACL=(ALARM=SECURITY,ACCESS=READ+WRITE-
_$ +DELETE+CONTROL+FAILURE+SUCCESS) CONFIDREVIEW.MEM
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デバイスとファイルの論理名定義

論理名とは，ファイル，ディレクトリ，デバイス，またはキューなどのシステム・オ
ブジェクトを表す名前の代わりに使用できる名前をいいます。たとえば，省略時のデ
ィスクやディレクトリに論理名を割り当てることが可能です。論理名は，読みやすさ
とファイルの独立性の 2つの働きをします。

頻繁に使用するファイル，ディレクトリ，またはデバイスに，短く分かりやすい論理
名を定義することができます。こうした論理名は，完全なファイル指定より覚えやす
く，入力も簡単です。使用頻度の高い名前は，ログイン・コマンド・プロシージャの
中で定義します。ユーザが頻繁に使用する名前は，システム管理者がシステム・スタ
ートアップ・コマンド・プロシージャの中で定義します。

論理名を使用すれば，プログラムやコマンド・プロシージャを物理的なファイル指定
に依存しない形にすることができます。\たとえば，あるコマンド・プロシージャが
論理名 ACCOUNTSを参照している場合， ACCOUNTSの定義を変えることによっ
て，そのコマンド・プロシージャはどのディスク上のどのファイルへもアクセスする
ことができます。本章では，次のことについて説明します。

• 論理名の特徴

• システム定義論理名の使い方

• 論理名の作成

• 論理名の削除

• 論理名の変換

• 論理名の表示

• 検索リストの作成と使用

• 論理名テーブルの特徴

• 省略時の論理名テーブル

• 論理名テーブルの作成

• 論理名変換の順序の変更

• 論理名テーブルの削除

• プロセス永久論理名の使用

本章で説明するコマンドについての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』ま
たはオンライン・ヘルプを参照してください。

11–1



デバイスとファイルの論理名定義
11.1論理名の特徴

11.1 論理名の特徴

論理名は次のような特徴を持っています。

• 1つの文字列 (等価文字列または等価名と呼ばれる)である場合と，等価文字列の
リスト (検索リストと呼ばれる)である場合がある。論理名を使用すると，その論
理名は解釈時に対応する等価文字列に置き換えられる。

• 省略時の論理名テーブル，またはユーザが作成した論理名テーブルに格納され
る。

• 長いファイル指定の入力の手間を軽減する目的で使用できる。

• ユーザが定義することもできるし，システムによって定義することもできる。

• プログラムやコマンド・プロシージャを，物理的なファイル指定から独立させる
こともできる。たとえば，コマンド・プロシージャに論理名 ACCOUNTSを指定
しておくと，コマンド・プロシージャの実行前に ACCOUNTSの定義を変更する
ことにより，任意のディスク上の任意のファイルを実行することができる。

一般に，コマンドはシステム・オブジェクトを受け取ると，その名前が論理名かどう
かをチェックします。論理名の場合には，論理名が実際の値に置き換えられてからコ
マンドが実行されます。

たとえば，DISK7:[WALSH.COMMAND_PROC]ディレクトリを指す論理名 COMS
を定義しておけば，DCLコマンド行での入力が次のように簡単になります。

$ DEFINE COMS DISK7:[WALSH.COMMAND_PROC]

次のように，論理名はDCLコマンドの中でも使用することができます。

$ SET DEFAULT COMS

$ TYPE COMS:PAYROLL.COM

11.2 システムが定義する論理名

システムを起動してログインすると，そのシステムで使用される論理名が作成されま
す。これらの論理名を使用すると，物理デバイス名を使用しないでも，頻繁に使用さ
れるファイルやデバイスを参照することができます。これらの論理名一覧は第 11.9.3
項を参照ください。

ログインするたびに，ユーザ・プロセス用の論理名グループが作成され，それらの論
理名がプロセス・テーブルに置かれます。これらの論理名一覧は第 11.9.1項を参照く
ださい。
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たとえば，オペレーティング・システムのプログラムの一覧を表示するには，次のよ
うに，プログラムが実際に格納されているディスクやディレクトリの名前ではなく，
論理名 SYS$SYSTEMを使用できます。

$ DIRECTORY SYS$SYSTEM

たとえば，論理名 SYS$LOGINは，ログインしたときの省略時のデバイスとディレ
クトリを表しています。 SET DEFAULTコマンドを使用して現在の省略時の値を変
更した場合には，次のコマンドを使用すれば，当初の省略時のディレクトリにあるフ
ァイルを表示できます。

$ TYPE SYS$LOGIN:DAILY_NOTES.DAT

11.3 論理名の作成

論理名は， ASSIGNコマンドまたはDEFINEコマンドで作成します。本章では，例
のなかでDEFINEコマンドを使用することとします。

通常，論理名はログイン・コマンド・プロシージャ (LOGIN.COM)で定義するので，
ログインするたびに論理名を使用することができます。論理名は会話形式でも作成で
きます。ただし，この場合には，現在のプロセスが終了した時点でそれらの論理名は
使用できなくなります。

ユーザが自分のプロセス・テーブルに作成した論理名は，他のユーザのプロセスでは
使用することができません。システム管理者，または特権をもったユーザは，システ
ムにログインするあらゆるユーザが使用できる論理名を共用テーブル上に作成できま
す。グループ，またはシステム論理名テーブルは共用テーブルの例です。

共用テーブルの詳細については，第 11.9.4項を参照してください。

11.3.1 DEFINEコマンドの使用方法

DEFINEコマンドで論理名を定義するときの形式は，次のとおりです。

DEFINE論理名等価名[,...]

同じ形式を使用して，ノード名，ファイル指定，デバイス名，アプリケーション固有
情報，他の論理名も作成できます。

省略時の設定では，DEFINEコマンドは，ユーザ・プロセスの論理名テーブルに
論理名を登録します ( 第 11.8節を参照)。これらの論理名は，そのプロセスとサブ
プロセスだけで使用できるものです。他の論理名テーブルに論理名を追加する場
合は，/JOB，/GROUP，/SYSTEM，または/TABLE=テーブル名のいずれかの修
飾子を 1つ付けて別のテーブルを指定します。この修飾子のうち，最初の 3つは，
それぞれ，省略時設定のジョブ，グループ，システムの論理名テーブルを指定しま
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す。/TABLE=テーブル名は，どのような種類のテーブルでも指定でき，また，クラス
タ単位のテーブルを指定する際に使用できる唯一の修飾子です。

たとえば，次の例では，論理名WORKFILEを
等価文字列DISK2:[WALSH.REPORTS]WORK_SUMMARY.DATと対応づけるよう
定義しています。

$ DEFINE WORKFILE DISK2:[WALSH.REPORTS]WORK_SUMMARY.DAT

WORKFILEを論理名として定義しておけば，等価文字列の代わりに論理名を使用で
きます。

たとえば，次のコマンドは，印刷キュー BLDGC_LPS20_ANSIに対応する論理名
MY_Qを作成します。

$ DEFINE MY_Q BLDGC_LPS20_ANSI

以後は，次のコマンドによってファイル FABLES.TXTを印刷キュー BLDGC_
LPS20_ANSIにプリントできます。

$ PRINT/QUEUE=MY_Q FABLES.TXT

次の例は/TABLE=テーブル名修飾子の使用例であり，プロセス論理名テーブル以外の
テーブルに論理名を作成します。 LNM$SYSCLUSTERを指定すると，論理名は省略
時のクラスタ単位テーブルである LNM$SYSCLUSTER_TABLEに置かれるので，ク
ラスタ内のすべてのユーザがこの論理名にアクセスできます。

$ DEFINE/TABLE=LNM$SYSCLUSTER CUSTOMERS DISK1:[CUSTOMER_VISITS]CUSTOMERS.TXT

11.3.2 ファイル入出力用コマンド・プロシージャ内の論理名の作成

コマンド・プロシージャ内で論理名を使用してファイル入出力を行うことができま
す。OPENコマンドを使用してファイルをオープンする際には，そのファイルの論
理名も作成することができます。これに続く READ，WRITE， CLOSEコマンドで
は，このファイルを参照するために実際のファイルを指定せずに論理名を使用するこ
とができます。

次の例では，OPENコマンドは論理名 INFILEを作成し， CLOSEコマンドはこの
論理名を削除しています。

$ OPEN INFILE DISK3:[WALSH]DATA.DAT
$ READ INFILE RECORD
$ CLOSE INFILE
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11.3.3 論理名の作成規則

DEFINEコマンドで論理名を作成するときには，次の規則に従います。

• 等価名と論理名はともに， 255文字以内とする。論理名には，英数字，アンダス
コア( _ )，ドル記号( $ )，ハイフン( - )を使用できる。

• 等価名を指定する場合には，ファイル指定で必要な句読点 (コロン，大括弧，ピリ
オド)を使用する。たとえば，デバイス名の終わりにはコロンを付け，ディレクト
リ指定は大括弧で囲む。また，ファイル・タイプの前にはピリオドを付ける。

• 論理名がファイル指定の一部分だけを表す場合には，論理名とファイル指定の残
りの部分とをコロンで区切る。ただし，論理名が完全なファイル指定を表すとき
には，最後のコロンは必要ない。

また，論理名は，ファイル指定の左端の構成要素になるようにすること。

• 場合によっては，論理名の終わりにコロンを付ける。

ASSIGNコマンドは，コロンを削除してから論理名を論理名テーブルに登録する
が，DEFINEコマンドは，論理名の一部としてコロンをセーブすることに注意。

• 論理名をある等価文字列に対応づけてから，同じ論理名を別の等価文字列に対応
づける場合，両者を異なる論理名テーブルの中で定義するか，異なるアクセス・
モードで定義しないかぎり， 1番目の定義ではなく 2番目の定義が有効になる。

次のコマンドは，DISK1:[SALES_STAFF]PAYROLL.DAT:ファイルを表示します。

$ DEFINE PAY DISK1:[SALES_STAFF]PAYROLL.DAT
$ TYPE PAY

$ DEFINE PAY_FILE DISK1:[SALES_STAFF]PAYROLL
$ TYPE PAY_FILE:*.DAT

$ DEFINE PAY_DIR DISK1:[SALES_STAFF]
$ TYPE PAY_DIR:PAYROLL.DAT

$ DEFINE PAY_DISK DISK1:
$ TYPE PAY_DISK:[SALES_STAFF]PAYROLL.DAT

11.3.4 変換属性

論理名を作成する場合には，システムが等価名をどのように解釈するかを決定する変
換属性を指定できます。

2つの変換属性を等価名に適用するには，DEFINEコマンドに/TRANSLATION_
ATTRIBUTES修飾子を使用します。これは，定位置修飾子で，この修飾子をコマン
ド行のどこに置くかによって，すべての等価名に変換属性が適用されたり，特定の等
価名だけに変換属性が適用されたりします。
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次の例では，デバイス名DJA3:は論理名DISKで隠されます。

$ DEFINE/TRANSLATION_ATTRIBUTES=CONCEALED DISK DJA3:
$ SHOW DEFAULT
DISK:[SAM.PUP]

$ SHOW LOGICAL DISK
"DISK" = "DJA3" (LNM$PROCESS_TABLE)

論理名DISKは物理装置DJA3を表わします。したがって， SHOW DEFAULT
コマンドは，物理デバイスDJA3ではなく，論理名DISKを表示します。 SHOW
LOGICALコマンドは論理名DISKが実際に指しているものを明らかにします。

CONCEALED属性を指定すると，システム・メッセージにデバイスの物理名ではな
く，論理名が表示されるようになります。普通， CONCEALED属性は物理デバイス
を表す論理名と一緒に使用します。隠されたデバイスを使用すると，どの物理デバイ
スにディスクやテープが保持されているかを考えずに，プログラムやコマンド・プロ
シージャを作成したり，他の操作を実行したりできます。また，物理デバイス名より
分かりやすい名前を使用できます。

TERMINAL属性は，論理名の反復変換が行われないようにします。すなわち，等価
名が論理名であるかどうかを調べなくなり，最初の変換で「終わり」になります。

11.3.5 アクセス・モード

OpenVMSは次のアクセス・モードを持っています。

• ユーザ・モード (最も外側で，最も特権の少ないモード)

• スパバイザ・モード

• エグゼクティブ・モード

• カーネル・モード (最も内側で最も特権を持つモード)

DCLコマンドDEFINEまたは ASSIGNを使用して，最初の 3つのモード (ユーザ，
スーパバイザ，エグゼクティブ)で論理名を作成することができます。各論理名の定
義に異なるアクセス・モードを指定して，同じ論理名を同じ論理名テーブルの異なる
等価文字列に等しいと定義することができます。論理名テーブルにエグゼクティブ・
モードで論理名を作成するには， SYSNAMまたは SYSPRV特権を持つ必要があるの
で注意してください。

ユーザ・モード
ユーザ・モードで作成される論理名は一時的なものです。次のコマンドやイメージの
実行のためにだけ論理名を使用したい場合には，ユーザ・モードで論理名を定義しま
す。

次の例では， PAYABLEプログラムの実行後，論理名 ADDRESSESが自動的に削除
されます。
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$ DEFINE/USER_MODE ADDRESSES DISK1:[SAM.ACCOUNTS]OVERDUE.LIS
$ RUN PAYABLE

スーパバイザ・モード
モードを指定せずにDEFINEコマンドを使用すると，スーパバイザ・モードで論理
名が作成されます。

次の例では，コマンドは論理名 ACCOUNTSをプロセス論理名テーブルの中の 2つの
異なる等価名に， 1つはスーパバイザ・モードで，もう 1つはエグゼクティブ・モー
ドで定義しています。

$ DEFINE ACCOUNTS DISK1:[ACCOUNTS]CURRENT.DAT
$ DEFINE/EXECUTIVE_MODE ACCOUNTS DISK1:[JANE.ACCOUNTS]OBSOLETE.DAT

エグゼクティブ・モード
すべての特権イメージおよび LOGINOUTのようなユーティリティは，論理名を検
索する際に，ユーザ・モードとスーパバイザ・モードの名前とテーブルを参照しませ
ん。論理名を，ユーティリティを含む特権イメージで使用する場合には，これはエグ
ゼクティブ・モード・テーブルまたはカーネル・モード・テーブルに，エグゼクティ
ブ・モードまたはカーネル・モードで定義する必要があります。エグゼクティブ・モ
ードで定義される論理名の候補としては他に，プリント・キューやシステム・ディス
クなどの，作業グループとシステム資源が使用する公用ディレクトリの名前がありま
す。

カーネル・モード
カーネル・モードで論理名を作成できるのは，オペレーティング・システムと特権プ
ログラムだけです。

11.3.6 論理ノード名の作成

ネットワーク・ノード名の代わりに，またはノード名とアクセス制御文字列の代わり
に論理ノード名を使用することができます。論理ノード名を定義しておくと，これを
使用して画面上でユーザ名とパスワードを入力 (して表示)する手間を省くことができ
ます。

論理ノード名を定義する場合には，次の規則にしたがってください。

• 論理名の始まりはアンダスコア( _ )にしない。

• 等価文字列の終わりはダブル・コロン( :: ) にし，二重引用符( " " )で囲む。

• アクセス制御文字列で二重引用符を表示する場合は， 二重引用符を 2組( "" "" ) 使
用する。

(アクセス制御文字列については，本書の第 3.1.6項，第 3.1.12項，第 10.5節を参
照してください)。
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• 1～ 255の文字を含む論理名を指定する。

注意

ファイルにパスワードを含んだ DEFINEコマンドをファイルに記述しないで
ください (ログイン・コマンド・プロシージャなど)。他の人がファイルを読
み込むと，パスワードが知られてしまいます。

次のコマンドは，論理名 BOSをノード名 BOSTONとアクセス制御文字列に等しい
と定義しています。ここで ADAMSはユーザ名で，OLMEKIKAはパスワードで
す。

$ DEFINE BOS "BOSTON""ADAMS OLMEKIKA""::"

11.3.6.1 ファイル指定に論理ノード名を使用

ファイル指定には，論理ノード名 (ローカル・ノードでシステムが変換する)と論理装
置名 (リモート・ノードでシステムが変換する)をともに含むことができます。論理名
を使用してノード名だけを表す場合，ファイル指定のノード位置に論理名を使用する
ときにダブル・コロン( :: )を記述する必要があります。

システムは，ローカル・ノードで論理ノード名を変換した後に，ファイル指定の残り
の部分を解析してその形式が有効であるかどうか判断します。

次の例では，システムがローカル・ノードで論理ノード名NYCを変換します。シス
テムは，リモート・ノード (NEWYRK)で論理装置名 (DOC:)を変換します。

$ DEFINE NYC NEWYRK::
$ TYPE NYC::DOC:[PERKINS]TERM_PAPER.DAT

11.3.6.2 アクセス制御文字列の上書き

論理ノード名のアクセス制御文字列を上書きするには，コマンド行に論理名とアクセ
ス制御文字列の両方を指定します。

次の例では，アクセス制御文字列 "REVERE HTEBAZILE"が， BOSの等価文字列で
与えられたアクセス制御文字列を上書きします。

$ DEFINE BOS "BOSTON""ADAMS OLMEKIKA""::"
$ TYPE BOS"REVERE HTEBAZILE"::RIDE.DAT

システムが論理ノード名を反復して変換すると，最初に変換された論理ノード名のア
クセス制御情報が次のアクセス制御情報を上書きします。たとえば，論理名 TEST1
は， TORONTO"TEST NAMWENLUAP"::DBA1:に変換されます。

$ DEFINE TORONTO "TRNTO""TEST EIZNEKCAM""::"
$ DEFINE TEST1 "TORONTO""TEST NAMWENLUAP""::DBA1:"
$ TYPE TEST1:PROC.DAT
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TORONTOは論理ノード名なので，反復変換が行われます。つまり，オペレーティ
ング・システムは，定義内の全レベルの論理名が見つかる間で論理名テーブルを検索
します。ただし，論理名割り当てコマンドDEFINE TEST1のアクセス制御文字列
は，論理ノード名割り当てコマンドDEFINE TORONTOのアクセス制御文字列を上
書きします。したがって， TYPEコマンドにより，次のファイルが表示されます。

TRNTO"TEST NAMWENLUAP"::DBA1:PROC.DAT

11.3.7 同一オブジェクトに複数論理名を作成

複数のDEFINEコマンドを使用すると，同一のオブジェクトを参照する複数の論
理名を作成することができます。たとえば，次のコマンドは論理名$TERMINALと
CONSOLEをターミナルの物理名に等しいと定義するので， 2つの論理名は同じ装置
( LTA69 )に変換されます。

$ DEFINE $TERMINAL LTA69
$ DEFINE CONSOLE LTA69

11.4 論理名の削除

論理名を削除するには，DEASSIGNコマンドを使用します。プロセスとジョブ論
理名テーブルで論理名を定義すると，プロセスが終了するかまたはユーザの操作で
明示的に削除しない限り，論理名は削除されません。ただし，DEFINEコマンド
に/USER_MODE修飾子を指定すると，論理名はプロセス論理名テーブルに定義され
て，次のコマンド・イメージを実行した後に自動的に削除されます。

コロンで終わっている論理名を削除するには， 2つのコロンを指定します。
DEASSIGNコマンドは， ASSIGNコマンドと同様，コロンを 1つ削除してから一致
する論理名を捜して論理名テーブルを検索します。

11.5 論理名の変換

システムは，DCLコマンド行のファイル指定または装置名を読み込むと，左端のコ
ンポーネントが論理名であるかどうかファイル指定または装置名を調べます。左端の
コンポーネントがコロン，スペース，カンマ，行終了文字 ( Enterなど)のいずれかで
終わっている場合には，システムはこれを論理名として変換しようとします。左端の
コンポーネントが他の文字で終わっている場合には，システムはこれを論理名として
は変換しようとしません。

次の例に示すコマンドを入力すると， PUPがファイル指定の左端のコンポーネント
なので，システムは PUPが論理名であるかどうかチェックします。左端のコンポー
ネントが Enterで終わっているため，システムは PUPを変換しようとします。

$ TYPE PUP Enter
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次の例に示すコマンドを入力すると，システムはDISKが論理名であるかどうかチェ
ックします。DISKが左端のコンポーネントであり，コロンで終わっているため，シ
ステムはこれを変換しようとします。システムは， PUPのチェックを行いません。

$ TYPE DISK:PUP Enter

第 3の例では，左端のコンポーネントが右角括弧( ] )で終わっているの
で，[DRYSDALE]PUPを変換しようとはしません。

$ TYPE [DRYSDALE]PUP Enter

11.5.1 反復変換

論理名変換は，反復されることがあります。システムは論理名を変換すると，見つけ
た論理名に対して最初の論理名に含まれていた変換プロセスを繰り返します。

システムは，論理名の変換を実行するレベル数を制限します。レベルの数はシステム
の機能によって異なりますが，最低 9レベルです。システムによって決まるレベル数
を超える数を定義した場合，または循環する定義を作成した場合は，論理名を使用す
るとエラーが発生します。

次の例では，最初のDEFINEコマンドが論理名DISKを装置名DUA1に等し
いと定義します。第 2のDEFINEコマンドは，論理名MEMOをファイル指定
DISK:[JEFF.MEMOS]COMPLAINT.TXTに等しいと定義します。

$ DEFINE DISK DUA1:
$ DEFINE MEMO DISK:[JEFF.MEMOS]COMPLAINT.TXT

システムは，論理名MEMOを変換すると，等価文字列
DISK:[JEFF.MEMOS]COMPLAINT.TXTを捜します。次にシステムは，このフ
ァイル指定の左端のコンポーネントがコロン，スペース，カンマ，行末終了文字のい
ずれで終わっているかチェックをします。DISKの後のコロンが見つかると，システ
ムは，その論理名も変換します。ファイル指定の最終的な変換は，次のようになりま
す。

DUA1:[JEFF.MEMOS]COMPLAINT.TXT

11.5.2 システムの省略時の設定で補完されるフィールド

システムは，論理名を変換する際，ファイル指定の中で欠けているフィールドを，現
在の省略時設定の装置，ディレクトリ名，バージョン番号で補完します。論理名を使
用してコマンドに入力ファイルを指定すると，コマンドは論理名を使用してファイル
指定を出力ファイルにも割り当てます。
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等価文字列にファイル名とファイル・タイプが含まれる場合，出力ファイルは同じフ
ァイル名とファイル・タイプを与えられます。等価文字列にファイル・タイプが含ま
れない場合には，省略時設定のファイル・タイプが補充されます。補充されるファイ
ル・タイプは，使用しているコマンドによって異なります。

入力ファイルのリストを指定する際に論理名を使用すると，各論理名の等価文字列は
一時的な省略時の設定値を使用します。

次の例では，装置名が論理名HIGに対して指定されていないので，MALに対する装
置名が一時的省略時設定装置としてDBA1を定義します。

$ SET DEFAULT DBA2:[CASEY]
$ DEFINE MAL DBA1:[MALCOLM]
$ DEFINE HIG [HIGGINS]
$ PRINT ALPHA,MAL:BETA,HIG:GAMMA

PRINTコマンドは，次のファイルをさがします。

DBA2:[CASEY]ALPHA.LIS
DBA1:[MALCOLM]BETA.LIS
DBA1:[HIGGINS]GAMMA.LIS

11.5.3 論理名変換に対する省略時の検索順序

同一の論理名が 1つ以上の論理名テーブルに存在することがあります。システムは，
ファイル指定にある論理名を変換する場合，一致するものが見つかるまで論理名テー
ブルのリストを検索します。システムは，見つけた最初の一致する論理名を使用しま
す。

検索が行われる論理名テーブルのリストは，論理名 LNM$FILE_DEVの定義で指定
されます。省略時設定のリストには，プロセス，ジョブ，グループ，システム，ク
ラスタ単位のシステム論理名テーブルから構成されます。検索は，この順序 (プロセ
ス，ジョブ，グループ，システム，クラスタ単位のシステム)で行われます。

第 11.11節で説明するように，検索順序を変更することもできます。

11.6 論理名の表示

SHOW LOGICALコマンドを使用して，論理名とその等価文字列を表示します。

場合によっては，論理名の定義に別の論理名が含まれることがあります。 SHOW
LOGICALコマンドは，反復変換を実行します。次に等価文字列と変換のレベルを表
示します。レベル数は， 0が第 1レベル， 1が第 2レベル，というようにゼロが基準
になっています。指定された論理名に対して検索した最初の変換だけを表示するに
は， SHOW TRANSLATIONコマンドを使用します (詳細については，『OpenVMS
DCLディクショナリ』を参照してください)。
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SHOW LOGICALコマンドを使用して，プロセスパーマネント・ファイル ( 第 11.13
節を参照)に等価文字列を定義する場合，コマンドにより表示されるのは，文字列の
装置部分だけです。例を次に示します。

$ SHOW LOGICAL SYS$INPUT
"SYS$INPUT" = "_TTB4:" (LNM$PROCESS_TABLE)

次の例では，論理名MYDISKが表示されます。 2つの変換がおこなわれ，数値 1は
変換の第 2レベルを示しています。

$ SHOW LOGICAL MYDISK
"MYDISK" = "WORK4" (LNM$PROCESS_TABLE)

1 "WORK4" = "$255$DUA17:" (LNM$SYSTEM_TABLE)

次の例では，論理名WORKFILEの等価文字列が表示されます。

$ SHOW LOGICAL WORKFILE
"WORKFILE" = "DISK2:[WALSH.REPORTS]WORK_SUMMARY.DAT" (LNM$PROCESS_TABLE)

システムは，論理名，その変換，および論理名を含む論理名テーブルの名前を表示し
ます。

11.6.1 論理名テーブル検索の指定

省略時設定により， SHOW LOGICALコマンドは，プロセス，ジョブ，グループ，
システム，クラスタ単位のシステム・テーブルを検索して，一致するものすべて
を表示します。ただし，/TABLE修飾子を使用すると特定の論理名テーブルを検索
するように指定することができます。また，修飾子/GROUP，/SYSTEM，/JOB，
/PROCESS を使用して，グループ，システム，ジョブ，プロセス論理名テーブルの
論理名をそれぞれ表示することもできます。

次の例では，/TABLE修飾子を使用して SHOW LOGICALコマンドがプロセス論理
名テーブル (LNM$PROCESS)にある論理名を表示します。

$ SHOW LOGICAL/TABLE=LNM$PROCESS
(LNM$PROCESS_TABLE)
"DECW$DISPLAY" = "_WSA30:"
"SYS$COMMAND" = "_FIFI$VTA65:"
"SYS$DISK" [super] = "WORK1:"
"SYS$DISK" [exec] = "WORK1:"
"SYS$ERROR" = "_FIFI$VTA65:"
"SYS$INPUT" = "_FIFI$VTA65:"
"SYS$OUTPUT" [super] = "_FIFI$VTA65:"
"SYS$OUTPUT" [exec] = "_FIFI$VTA65:"
"TT" = "_VTA65:"
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11.6.2 変換属性とアクセス・モードの表示

論理名の変換属性とアクセスモードを表示するには，次のように SHOW LOGICAL
/FULLコマンドを使用します。

$ SHOW LOGICAL/FULL SYS$ERROR
"SYS$ERROR" [exec] = "_PADRAIC$TDA824:" [terminal] (LNM$PROCESS_TABLE)

この例では，エグゼクティブ・モードの論理名 SYS$ERRORを表示し，変換属性，
ターミナルを示します。

11.7 検索リストの作成と使用

論理名が，単一のDEFINE (または ASSIGN)コマンド内の複数の等価文字列に等し
いと定義されると，検索リストが作成されます。

ファイル指定にある検索リストを使用すると，検索リストは次のように変換されま
す。

• 検索リストに含まれる装置が 1つだけの場合，元の省略時設定のディレクトリが
検索されます。

• 検索リストに 1つの装置と 1つのディレクトリが含まれる場合，完全なファイル
指定を構成するためにその両方が使用されます。

システムは，一致するものを見つけるまで，等価文字列を指定した順序で論理名を変
換します。

コマンドの効果が及ぶのは，見つけた最初のファイルだけです。その時点で検索は終
了します。一致するものが見つからない場合には，システムは見つけようとした最後
のファイルに関してエラーを報告するだけです。

検索リストはワイルドカードではありませんので注意してください。これは調べるべ
き場所のリストです。

次の例では，論理名GETTYSBURGが検索リストです。

$ DEFINE GETTYSBURG [JONES.HISTORY],[JONES.WORKFILES]
$ SHOW LOGICAL GETTYSBURG

"GETTYSBURG" = "[JONES.HISTORY]" (LNM$PROCESS_TABLE)
= "[JONES.WORKFILES]"

次の例では， TYPEコマンドは等価文字列[JONES.HISTORY]を検索してか
ら，[JONES.WORKFILES]を検索します ( GETTYSBURGに指定した論理名の優先
定義に指定した順序)。
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$ TYPE GETTYSBURG:SPEECH.TXT

DISK1:[JONES.HISTORY]SPEECH.TXT;2

Fourscore and seven years ago, our fathers brought
forth on this continent a new nation, conceived
in liberty, and dedicated to the proposition that
all men are created equal.

.

.

.

TYPEコマンドは， SPEECH.TXTという名前のファイルを見つけると，検索を終了
してそのファイルを表示します。

11.7.1 ワイルドカードを使用できるコマンドでの検索リストの使用

ワイルドカードを使用できるコマンドでは検索リストを使用することができます。ワ
イルドカードを使用すると，システムは検索リストの各等価文字列を使用してファイ
ル指定を形成します。コマンドは，既存のファイルを示す各ファイル指定コマンドで
動作します。

次の例で，DIRECTORYコマンドは，バージョン・フィールドにワイルドカード文
字を指定しています。このコマンドは，GETTYSBURGで定義された検索リスト内
の SPEECH.TXTの全バージョンを探し出します。

$ DIRECTORY GETTYSBURG:SPEECH.TXT;*

Directory DISK1:[JONES.HISTORY]

SPEECH.TXT;2 SPEECH.TXT;1

Total of 2 files.

Directory DISK1:[JONES.WORKFILES]

SPEECH.TXT;1

Total of 1 file.

Grand total of 2 directories, 3 files.

(たとえばDIRECTORYコマンドを使用して)検索リストを入力すると，オペレーテ
ィング・システムはリストの一部にある要素を使用して，リストの他の部分から省略
されているファイル指定の部分を補充します。ファイル指定が完全ではない場合 (次
の例の SYS$LOGINで示すように)，コマンド行がmultiple files and file-not-found
条件を生成します。

$ DIRECTORY SYS$MANAGER:LOGIN.COM,SYS$LOGIN
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次に示すように，ファイル指定の後にセミコロンを入れるとmultiple files and
file-not-found条件を回避することができます。

$ DIRECTORY SYS$MANAGER:LOGIN.COM;,SYS$LOGIN

11.7.2 SET DEFAULTコマンドによる検索リストの使用

SET DEFAULTコマンドのパラメータの最初の部分として検索リストを指定する
と，システムは検索リスト名を変換せずに SYS$DISKに割り当てます (SYS$DISK
は省略時設定のディスクに変換する論理名です)。検索リストを SET DEFAULTコマ
ンドのパラメータの最初の部分として指定すると，検索リスト内の各等価文字列には
装置名が含まれている必要があります。

次の例では，装置とディレクトリの両方が指定されています。 したがって， 両方が
ファイル指定の構成に使用されます。

$ DEFINE FIFI DISK1:[FRED],DISK2:[GLADYS],DISK3:[MEATBALL.SUB]
$ DIRECTORY FIFI:MEMO.LIS

このコマンドにより次のファイルのリストが表示されます。

DISK1:[FRED]MEMO.LIS
DISK2:[GLADYS]MEMO.LIS
DISK3:[MEATBALL.SUB]MEMO.LIS

次の例では， SHOW DEFAULTコマンドは省略時設定のディスクとディレクトリ
をDISK2:[MEATBALL.SUB]として示します。次に，検索リスト FIFIが定義されま
す。 SET DEFAULTコマンドは，そのパラメータとして検索リストを使用します。
SHOW DEFAULTコマンドを 2度めに実行すると，省略時のディレクトリが変更さ
れていないことが示されます。ただし，検索リスト FIFIがその等価文字列とともに
省略時設定の装置として表示されます。 SHOW DEFAULTコマンドは，検索リスト
がシステムに定義された順序で，検索リストを表示します。

$ SHOW DEFAULT
DISK2:[MEATBALL.SUB]

$ DEFINE FIFI DISK1:[FRED], DISK2:[GLADYS], DISK3:
$ SET DEFAULT FIFI
$ SHOW DEFAULT

FIFI:[MEATBALL.SUB]
= DISK1:[FRED]
= DISK2:[GLADYS]
= DISK3:[MEATBALL.SUB]
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11.7.3 RUNコマンドによる検索リストの使用

RUNコマンドの後に検索リストが続く場合，システムは前述のようにファイル指定
を形成します。ただし，システムはリスト内のファイルがインストールされたイメー
ジであるかどうかをチェックします。システムは，検索リスト内のインストールされ
たイメージの中の最初に指定されたファイルを実行します。その後 RUNコマンドが
終了します。

ファイル指定のいずれもインストールされたイメージではない場合には，システムは
ファイル指定を形成するプロセスを繰り返します。今度は，システムはディスク上の
各ファイル指定を調べます。そこで最初に見つけたファイルを実行します。指定され
たファイルのいずれも既知のファイル・リストまたはディスク上に見つからない場合
は，エラー・メッセージが表示されます。

11.7.4 複数の検索リストの検索順序

ファイル指定には，複数の検索リストが含まれることがあります。その場合，ファイ
ル名検索リスト内の各項目が使用されますが，最初の装置名は一定のまま保持されま
す。ファイル名検索リスト内のすべての項目が最初の装置名と組み合わされると，今
度は第 2の装置名と組み合わされます。このプロセスは，それぞれの装置が検索され
るまで継続します。

検索リスト内の 1つの名前が別の検索リストに変換される場合には，反復 (ネストし
た)検索リストを持つこともあります。この場合には，システムはサブリスト内のそ
れぞれの名前を使用してから，次の上位レベル名へと継続していきます。

次の例では，ファイル名と装置名に検索リストを持つファイル指定を示します。

$ DEFINE FILE CHAP1.RNO, CHAP2.RNO
$ DEFINE DISK WORK1:[ROSE], WORK2:[THORN]
$ SET DEFAULT DISK
$ DIRECTORY FILE

Directory WORK1:[ROSE]

CHAP1.RNO;2 CHAP2.RNO;1

Total of 2 files.

Directory WORK2:[THORN]

CHAP1.RNO;1 CHAP2.RNO;1

Total of 2 files.

Grand total of 2 directories, 4 files.

各ファイル名を一覧するディレクトリ・コマンドは，最初にWORK1:[ROSE]おを表
示し，次にWORK2:[THORN]を表示しています。
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次の例では，反復検索リストを示しています。

$ DEFINE NESTED FRED.DAT, NEW_LIST, RICKY.DAT
$ DEFINE NEW_LIST ETHEL.DAT, LUCY.DAT

検索リストNESTEDの検索順序は次のとおりです。

FRED.DAT
ETHEL.DAT
LUCY.DAT
RICKY.DAT

11.8 論理名テーブルの特徴

論理名テーブルには，次の属性があります。

• 有効範囲 (共有可能かプロセス固有かどうか)

• アクセス・モード

• 名前

• 親論理名テーブル

• アクセス制御 (共用可能論理名テーブルのみ)

• 制限 (論理名により専有されるプールの量を制限する)

システムの初期化中に，共用可能論理名テーブルがいくつか作成されます。新しいプ
ロセスが作成されると，システムはそのプロセスに対して共用可能でプロセス固有の
テーブルを他にいくつか作成します。表 11–1にこれらのテーブルのすべてを示しま
す。

論理名テーブルのアクセス・モードは，その作成時に指定できます。これが指定され
ないとモードは，テーブル作成が要求されたアクセス・モードに省略時設定されます
が，通常これはスーパバイザ・モードまたはユーザ・モードです。論理名テーブルに
は，それ自身のアクセス・モードとより低い特権アクセス・モードの論理名が含まれ
ることがあります。論理名テーブルは，同じまたはそれ次の特権アクセス・モードの
別のテーブルに対する親テーブルである場合もあります。

論理名テーブルは，その名前で識別されますが，名前自体が論理名です。論理名とし
て各名前テーブル名が論理名テーブル内に含まれている必要があります。
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11.8.1 論理名テーブルのディレクトリ

ディレクトリという 2つの特殊な論理名テーブルが，論理名テーブル名のコンテナと
して存在します。

• プロセス・ディレクトリ LNM$PROCESS_DIRECTORY

プロセス・ディレクトリには，そのプロセスに対するすべてのプロセス固有テー
ブルの名前と自身のテーブル名が含まれます。各プロセスには，それ自身のプロ
セス固有ディレクトリがあります。

• システム・ディレクトリ LNM$SYSTEM_DIRECTORY

システム・ディレクトリには，すべての共用可能テーブルの名前と自身のテーブ
ル名が含まれます。 LNM$SYSTEM_DIRECTORYは，システムごとに 1つしか
ありません。

これらのディレクトリには，テーブル名に反復的に変換する名前が含まれます。すべ
ての論理名テーブル名と，テーブルに変換する論理名は，これらのディレクトリに保
持されます。

論理名テーブルの親テーブルは，必ずしもディレクトリ・テーブルである必要はあり
ません。つまり，この階層構造は論理名テーブル名の位置から明白です。

11.8.2 ディレクトリ・テーブルの構造の表示

論理名テーブルに対する論理名ディレクトリ・テーブルの関係を表示するには，次の
例に示すように， SHOW LOGICAL/STRUCTUREコマンドを入力します。

$ SHOW LOGICAL/STRUCTURE
(LNM$PROCESS_DIRECTORY)

(LNM$PROCESS_TABLE)
(LNM$SYSTEM_DIRECTORY)

(LNM$SYSTEM_TABLE)
(LMF$LICENSE_TABLE)
(LNM$CLUSTER_TABLE)

(LNM$SYSCLUSTER_TABLE)
(LNM$GROUP_000123)
(LNM$JOB_824E98E0)

.

.

.

この例では，各論理名テーブル・ディレクトリ内に常駐する論理名テーブル名を示し
ます。またこれは， LNM$CLUSTER_TABLEと LNM$SYSCLUSTER_TABLEと
の関係も示します。
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11.9 省略時設定の論理名テーブル

システム・ディレクトリとプロセス・ディレクトリ・テーブルを含む，エグゼクティ
ブによって作成された省略時設定のテーブルを表 11–1に示します。

表 11–1 省略時設定の論理名テーブル

テーブル名 完全なテーブル名 論理名 説明

プロセス論理名テーブル

プロセス・デ
ィレクトリ

LNM$PROCESS_
DIRECTORY

(他の論理名なし) プロセス固有論理名テーブル名とテーブル
名に反復的に変換する名前の定義を含む。

プロセス・テ
ーブル

LNM$PROCESS_
TABLE

LNM$PROCESS SYS$DISKおよび SYS$INPUTなどのプ
ロセス固有論理名を含む。

共用論理名テーブル

システム・デ
ィレクトリ

LNM$SYSTEM_
DIRECTORY

(他の論理名なし) 共用可能論理名テーブルとテーブル名に反
復的に変換する名前の定義を含む。

システム・テ
ーブル

LNM$SYSTEM_
TABLE

LNM$SYSTEM システム内のすべてのプロセスに共用さ
れる名前を含む。 SYS$LIBRARYおよび
SYS$SYSTEMなど。

クラスタ単位
システム・テ
ーブル

LNM$SYSCLUSTER_
TABLE

LNM$SYSCLUSTER OpenVMS Clusterシステムのすべてのプ
ロセスが共用する名前を含む。

クラスタ単位
親テーブル

LNM$CLUSTER_
TABLE

LNM$CLUSTER LNM$SYSCLUSTER_TABLEを含む，す
べてのクラスタ単位の論理名テーブルの親
テーブル。

グループ・テ
ーブル

LNM$GROUP_gggggg
1

LNM$GROUP UICグループのすべてのプロセスが共用す
る名前を含む。

ジョブ・テー
ブル

LNM$JOB_xxxxxxxx 2 LNM$JOB ジョブ・ツリーのすべてのプロセスが共
用する名前を含む。 SYS$LOGINおよび
SYS$SCRATCHなど。

1文字列ggggggは，プロセスの UICグループ番号を含む 6桁の 8進数を表す。
2文字列xxxxxxxxは，ジョブ情報ブロックのアドレスである 8桁の 16進数を表す。
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11.9.1 プロセス論理名ディレクトリ

ログイン時にプロセス論理名ディレクトリ・テーブル LNM$PROCESS_
DIRECTORYで作成されるプロセス固有論理名を表 11–2に示します。

表 11–2 プロセス論理名ディレクトリの省略時設定の論理名

名前 説明

LNM$GROUP LNM$GROUP_ggggggとして定義されるグループ論理名。ここでggggggはグループ番号
を表す。 LNM$GROUP_gggggg1は UICグループが使用する論理名テーブル。テーブル
LNM$GROUP_ggggggは，システム・ディレクトリ・テーブル内でカタログ化される。
したがって， LNM$GROUPはグループの論理名テーブルの名前に反復的に変換する論
理名である。

LNM$JOB LNM$JOB_xxxxxxxxとして定義されるジョブ論理名。ここでxxxxxxxx2はそれぞれのジョ
ブ・ツリーに固有の数値を表す。 LNM$JOB_xxxxxxxxは，ジョブで使用する論理名テー
ブル。テーブル LNM$JOB_xxxxxxxxは，システム・ディレクトリ・テーブル内でカタロ
グ化される。したがって， LNM$JOBはジョブ論理名テーブルの名前に反復的に変換す
る論理名である。

LNM$PROCESS プロセス論理名テーブルの名前である LNM$PROCESS_TABLEに反復的に変換するプ
ロセス論理名。

LNM$PROCESS_
DIRECTORY

プロセス・ディレクトリ論理名テーブルの名前。

1文字列ggggggは，プロセスの UICグループ番号を含む 6桁の 8進数を表す。
2文字列xxxxxxxxは，ジョブ情報ブロックのアドレスである 8桁の 16進数を表す。

11.9.2 プロセス論理名テーブル

システム上のすべてのプロセスには， LNM$PROCESS_TABLEという名前のプロセ
ス論理名テーブルがあります。プロセス・テーブルにある名前を使用できるのは，そ
のプロセスとそれに従属するサブプロセスだけです。ログイン時に，システムはプロ
セスに対する論理名を作成し，それをそのプロセス・テーブルに配置します。

名前 LNM$PROCESSを通じて間接的に LNM$PROCESS_TABLEを参照すること
ができます。この間接参照により， LNM$PROCESSを複数の等価名として再定義し
て，次の例で示すようにその中に各自のテーブルを 1つ以上含めることができるよう
になります。

$CREATE/NAME_TABLE APPLICATION_NAMES
$DEFINE/TAB=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$PROCESS APPLICATION_NAMES,
LNM$PROCESS_TABLE

省略時設定により，プロセス・テーブルには表 11–3に示す論理名が含まれます。こ
れらの論理名 SYS$INPUT， SYS$OUTPUT， SYS$ERROR， SYS$COMMAND
は，プロセスパーマネント・ファイル (プロセスの処理中にオープンしたままのファ
イル)を参照します。プロセスパーマネント・ファイルについての詳細は，第 11.13
節を参照してください。
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表 11–3 プロセス論理名テーブルの省略時設定の論理名

名前 説明

SYS$COMMAND DCLが入力を読み込む初期ファイル (通常は使用するターミナル)。 DCLが入力を読み込む
ファイルは，入力ストリームと呼ぶ。コマンド・インタプリタは SYS$COMMANDを使用
して元の入力ストリームを‘‘記憶’’しておく。

SYS$DISK ログイン時に設定された，または SET DEFAULTコマンドによって変更された省略時設定
の装置。

SYS$ERROR DCLが，警告，エラー，および重大なエラーによって生成されたエラー・メッセージを書き
込む省略時設定の装置またはファイル。

SYS$INPUT DCLが入力を読み込む省略時設定のファイル。

SYS$NET DECnet for OpenVMSタスク間通信のターゲット・プロセスを起動するソース・プロセ
ス。ターゲット・プロセスによってオープンされると， SYS$NETはプロセスがその相手と
データを交換できる論理リンクを表す。 SYS$NETが定義されるのは，タスク間通信の期間
中に限られる。

SYS$OUTPUT DCLが出力を書き込む省略時設定のファイル (通常は使用するターミナル)。 DCLが出力を
書き込むファイルは，出力ストリームと呼ぶ。

TT ターミナルに対する省略時設定の装置名。

11.9.3 システム論理名ディレクトリ

システム・ディレクトリ・テーブル LNM$SYSTEM_DIRECTORYに含まれる省略
時設定のシステム論理名を表 11–4に示します。

表 11–4 システム論理名ディレクトリの省略時設定の論理名

名前 説明

LNM$CLUSTER LNM$CLUSTER_TABLEに反復的に変換するクラスタ単位の親テーブルの論理
名。

LNM$DCL_LOGICAL LNM$FILE_DEVとして定義される DCL論理名。 LNM$DCL_LOGICALは，
SHOW LOGICALコマンド， SHOW TRANSLATIONコマンド， F$TRNLNMレ
キシカル関数によって検索され表示される論理名テーブルのリストに反復的に変換
する。省略時設定により，これらのコマンドは，プロセス，ジョブ，グループ，シ
ステム，およびクラスタ単位のシステム論理名テーブルをこの順に検索して表示す
る。

LNM$DIRECTORIES LNM$PROCESS_DIRECTORYおよび LNM$SYSTEM_DIRECTORYとして定義
されるディレクトリ論理名。

LNM$FILE_DEV ファイル指定を処理する場合にシステムが検索する論理名テーブルのリスト
として定義される検索リストの論理名。 LNM$PROCESS， LNM$JOB，
LNM$GROUP， LNM$SYSTEMとして定義され，システムは，プロセス，ジ
ョブ，グループ，システム，およびクラスタ単位のシステム論理名テーブルをこの
順に検索する。

LNM$GROUP グループ・テーブル LNM$GROUP_gggggg 1に定義されるグループ論理名。

LNM$JOB LNM$JOB_xxxxxxxx2として定義されるジョブ論理名。

1文字列ggggggは，プロセスの UICグループ番号を含む 6桁の 8進数を表す。
2文字列xxxxxxxxは，ジョブ情報ブロックのアドレスである 8桁の 16進数を表す。

(次ページに続く)
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表 11–4 (続き) システム論理名ディレクトリの省略時設定の論理名

名前 説明

LNM$PERMANENT_
MAILBOX

LNM$SYSTEMとして定義されるパーマネント・メールボックス論理名。パーマネ
ント・メールボックスに関連付けられた論理名は，論理名 LNM$PERMANENT_
MAILBOXが反復して変換する論理名テーブルに入力される。

LNM$SYSCLUSTER LNM$SYSCLUSTER_TABLEに反復的に変換するクラスタ単位のシステム論理名
テーブルの論理名。

LNM$SYSTEM LNM$SYSTEM_TABLE， LNM$SYSCLUSTERに反復して変換するシステム論理
名テーブル名。

LNM$TEMPORARY_
MAILBOX

LNM$JOBとして定義される一時メールボックス論理名。一時メールボックスに関
連付けられた論理名は，論理名 LNM$TEMPORARY_MAILBOXが反復して変換す
る論理名テーブルに入力される。

11.9.4 共用論理名テーブル

ここでは，次の省略時設定の共用論理名テーブルについて説明します。

• クラスタ単位のシステム・テーブル

• クラスタ単位の親テーブル

• グループ・テーブル

• ジョブ・テーブル

• システム・テーブル

クラスタ単位のシステム・テーブル LNM$SYSCLUSTER_TABLE

LNM$SYSCLUSTER_TABLEは，クラスタ単位のシステム論理名テーブルの名前で
す。このテーブルには，クラスタのすべてのユーザが使用できる論理名が含まれてい
ます。

名前 LNM$SYSCLUSTERを通じて間接的に LNM$SYSCLUSTER_TABLEを参照
することができます。間接参照により， LNM$SYSCLUSTERを複数の等価名として
再定義して，その中に各自のテーブルを含めることができます。

クラスタ単位の親テーブル LNM$CLUSTER_TABLE

LNM$CLUSTER_TABLEは， LNM$SYSCLUSTER_TABLEを含む，すべてのクラ
スタ単位の論理名テーブルの親テーブルです。論理名 LNM$CLUSTERを使用してこ
れを参照します。

グループ・テーブル LNM$GROUP_gggggg

それぞれのグループ・テーブルの名前は LNM$GROUP_ggggggです ( ggggggはユー
ザ IDコード[UIC]グループ番号を表します)。このテーブルにある名前は，同じUIC
グループ番号を持つすべてのユーザが使用できます。システム上のすべてのグループ
には，対応するグループ論理名テーブルがあります。

名前 LNM$GROUPを通じて間接的に LNM$GROUP_ggggggを参照することができ
ます。間接参照により， LNM$GROUP_ggggggを複数の等価名として再定義して，
その中に各自のテーブルを含めることができます。またこれは，自分のUICグルー
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プ番号を記憶しておく必要を省き，最も新しく定義されたテーブルを必ず使用できる
ようにします。

ジョブ・テーブル LNM$JOB_xxxxxxxx

それぞれのジョブ・テーブルの名前は LNM$JOB_xxxxxxxxです (xxxxxxxxはジョブ・
ツリーに対してシステムが定義したジョブ情報ブロック[JIB]アドレスを表します)。

ジョブ・テーブルには，ジョブ・ツリー，つまりプロセスとそのサブプロセスにある
すべてのプロセスで使用できる論理名が含まれます。システムには各ジョブ・ツリー
に対して 1つのジョブ・テーブルがあります。ジョブ・テーブルは共用可能なので，
ジョブ・ツリー内のすべてのプロセスがアクセスできます。

名前 LNM$JOBを通じて間接的に LNM$JOB_xxxxxxxxを参照することができます。
この間接参照により， LNM$JOBを複数の等価名として再定義して，その中に各自
のテーブルを含めることができます。さらに， LNM$JOBを使用すると， JIBアド
レスを見つける必要がなく，最も新しく定義されたテーブルを必ず使用できるように
なります。

システムは，マウントされたディスク，マウントされたテープ，一時メールボックス
に対して作成された論理名をジョブ論理名テーブルに配置します。さらに，システム
は次の論理名を作成します。

• SYS$LOGIN

ログイン時の省略時設定の装置およびディレクトリ。

• SYS$LOGIN_DEVICE

ログイン時の省略時設定の装置。

• SYS$REM_ID

DECnet for OpenVMSネットワーク接続を通じて開始されたジョブに対して，ジ
ョブが発信されたリモート・ノード上のプロセスの ID。OpenVMSオペレーティ
ング・システムでは，代理ログインが使用可能な場合，この IDがプロセスのユー
ザ名です。代理ログインが使用できない場合には，これがプロセス ID (PID)番号
です
(代理アカウントへの代理ログインにより，ユーザはアクセス制御文字列を指定せ
ずにネットワーク上でファイルにアクセスできます。)

• SYS$REM_NODE

DECnet for OpenVMSネットワーク接続を通じて開始されたジョブに対して，ジ
ョブが発信されたリモート・ノードの名前。

• SYS$SCRATCH

一時ファイルが書き込まれる省略時設定の装置およびディレクトリ。
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システム・テーブル LNM$SYSTEM_TABLE

システム・テーブルの名前は LNM$SYSTEM_TABLEです。システム・テーブルに
は，システム・レベルでシステムのすべてのユーザが使用できる論理名が含まれま
す。

システム・テーブルは通常， LNM$SYSTEMを通じて間接的に参照することがで
き，これは検索リスト LNM$SYSTEM_TABLE， LNM$SYSCLUSTERとして定義
されます。 LNM$SYSTEMを使用して，このノードにローカルなシステム名と，ク
ラスタ上のすべてのノードに共通なシステム名を含めることができます。

システムの起動時にシステム・テーブルで自動的に定義される論理名を表 11–5に示
します。

表 11–5 システム論理名テーブルの省略時設定の論理名

名前 説明 省略時アドレス

DBG$INPUT プロセス・レベルで SYS$INPUT
に等しいと定義される， OpenVMS
Debuggerの省略時入力ストリーム。

適用せず

DBG$OUTPUT プロセス・レベルで SYS$OUTPUT
に等しいと定義される， OpenVMS
Debuggerの省略時出力ストリーム。

適用せず

SYS$COMMON SYS$SYSDEVICE:[SYSn.SYSCOMMON.]の
共通部分に対する装置およびディレク
トリ名。

ここでnはプロセッサのルート・ディレクト
リ番号。

SYS$ERRORLOG エラー・ログ・データ・ファイルの装
置およびディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSERR]

SYS$EXAMPLES システム例の装置およびディレクトリ
名。

SYS$SYSROOT:[SYSHLP.EXAMPLES]

SYS$HELP システム・ヘルプ・ファイルの装置お
よびディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSHLP]

SYS$INSTRUCTION システム命令データ・ファイルの装置
およびディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSCBI]

SYS$LIBRARY システム・ライブラリの装置およびデ
ィレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSLIB]

SYS$LOADABLE_
IMAGES

オペレーティング・システムのエグゼ
クティブでロード可能なイメージ，デ
バイス・ドライバ，その他エグゼクテ
ィブでロードされたコードの装置およ
びディレクトリ。

SYS$SYSROOT:[SYS$LDR]

SYS$MAINTENANCE システム保守ファイルの装置およびデ
ィレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSMAINT]

SYS$MANAGER システム・マネージャ・ファイルの装
置およびディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSMGR]

SYS$MESSAGE システム・メッセージ・ファイルの装
置およびディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSMSG]

(次ページに続く)
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表 11–5 (続き) システム論理名テーブルの省略時設定の論理名

名前 説明 省略時アドレス

SYS$NODE DECnet for OpenVMSがシステム上で
アクティブであり，ネットワークに接
続中の場合，ローカル・システムに対
するネットワーク・ノード名。

適用せず

SYS$PROCDMP イメージ・ダンプが書き込まれるディ
レクトリ (ユーザが設定)。

省略時の設定なし

SYS$SHARE システム共用イメージのの装置および
ディレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSLIB]

SYS$SPECIFIC SYS$SYSDEVICEのノード固有部分に
対する装置およびディレクトリ名。

SYS$SYSDEVICE:[SYSn.]，ここでnはプロ
セッサのルート・ディレクトリ番号。

SYS$STARTUP システム起動ファイルの装置およびデ
ィレクトリ名。

まず SYS$SYSROOT:[SYS$STARTUP]，次
に SYS$MANAGERを指す検索リスト。

SYS$SYSDEVICE システム・ディレクトリを含むシステ
ム・ディスク。

通常は SYS$DISK

SYS$SYSROOT システム・ディレクトリに対する装置
およびディレクトリ名。

まず SYS$SYSDEVICE:[SYSn.] (nはプロ
セッサのルート・ディレクトリ番号)，次に
SYS$COMMONを指す検索リスト。

SYS$SYSTEM オペレーティング・システムのプログ
ラムとプロシージャの装置およびディ
レクトリ。

SYS$SYSROOT:[SYSEXE]

SYS$TEST 環境設定テスト・パッケージ (UETP)
ファイルの装置およびディレクトリ
名。

SYS$SYSROOT:[SYSTEST]

SYS$UPDATE システム更新ファイルの装置およびデ
ィレクトリ名。

SYS$SYSROOT:[SYSUPD]

11.9.5 共用論理名テーブルの省略時保護

オペレーティング・システムから提供される共用論理名テーブルは，省略時の保
護設定付きで作成されます。それぞれの共用論理名テーブルに対する省略時保護を
表 11–6に示します。

表 11–6 共用論理名テーブルの省略時保護

テーブルの種類 テーブル名 省略時の保護

ジョブ・テーブル LNM$JOB_xxxxxxxx1 SYSTEM=RWCD,
OWNER=RWCD, GROUP=NO
ACCESS, WORLD=NO ACCESS

グループ・テーブル LNM$GROUP_gggggg2 SYSTEM=RWCD, OWNER=R,
GROUP=R, WORLD=NO ACCESS

1文字列xxxxxxxxは，ジョブ情報ブロックのアドレスである 8桁の 16進数を表す。
2文字列ggggggは，プロセスの UICグループ番号を含む 6桁の 8進数を表す。

(次ページに続く)
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表 11–6 (続き) 共用論理名テーブルの省略時保護

テーブルの種類 テーブル名 省略時の保護

システム・テーブル LNM$SYSTEM_TABLE SYSTEM=RWC, OWNER=RWC,
GROUP=R, WORLD=R

クラスタ単位システ
ム・テーブル

LNM$SYSCLUSTER_
TABLE

SYSTEM=RWC, OWNER=RWC,
GROUP=R, WORLD=R

クラスタ単位親テーブ
ル

LNM$CLUSTER_TABLE SYSTEM=RWC, OWNER=RWC,
GROUP=R, WORLD=R

ユーザが作成したテー
ブル

ユーザが指定 SYSTEM=RWCD,
OWNER=RWCD, GROUP=NO
ACCESS, WORLD=NO ACCESS

11.9.6 共用論理名管理のための特権とアクセス必要条件

表 11–7には，それぞれの共用論理名テーブルにおける論理名の作成，削除，読み込
み (変換)に必要な特権とアクセス権を示します。特権，アクセス・タイプ，アクセス
制御の詳細については，このマニュアルの第 10章を参照してください。

表 11–7 共用論理名の作業に必要な特権またはアクセス・タイプ

論理名が存在す
るテーブル テーブル名 作業 必要な特権またはアクセス・タイプ

ジョブ・テーブ
ル

LNM$JOB_xxxxxxxx1 論理名の作成ま
たは削除

論理名を作成する，または削除するテー
ブルに対して，WRITE (W)アクセス

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

グループ・テー
ブル

LNM$GROUP_gggggg2 論理名の作成ま
たは削除

論理名を作成する，または削除するテー
ブルに対して，WRITE (W)アクセス，
または， GRPNAM特権

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

システム・テー
ブル

LNM$SYSTEM_TABLE 論理名の作成ま
たは削除

システムの UICグループ番号 (0からシ
ステム・パラメータMAXSYSGROUPま
での間)，または， SYSNAM特権

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

クラスタ単位シ
ステム・テーブ
ル

LNM$SYSCLUSTER_
TABLE

論理名の作成ま
たは削除

システムの UICグループ番号 (0からシ
ステム・パラメータMAXSYSGROUPま
での間)，または， SYSNAM特権

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

クラスタ単位親
テーブル

LNM$CLUSTER_TABLE 論理名の作成ま
たは削除

システムの UICグループ番号 (0からシ
ステム・パラメータMAXSYSGROUPま
での間)

1文字列xxxxxxxxは，ジョブ情報ブロックのアドレスである 8桁の 16進数を表す。
2文字列ggggggは，プロセスの UICグループ番号を含む 6桁の 8進数を表す。

(次ページに続く)
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表 11–7 (続き) 共用論理名の作業に必要な特権またはアクセス・タイプ

論理名が存在す
るテーブル テーブル名 作業 必要な特権またはアクセス・タイプ

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

ユーザ作成テー
ブル

ユーザ指定 論理名の作成ま
たは削除

論理名を作成する，または削除するテー
ブルに対して，WRITE (W)アクセス

論理名の読み込
み (変換)

論理名が存在するテーブルに対して，
READ (R)アクセス

11.10 論理名テーブルの作成

CREATE/NAME_TABLEコマンドは，論理名テーブルを作成し，それをディレクト
リ論理名テーブルの 1つにカタログ化します。論理名テーブルを識別する，または論
理名テーブルに反復的に変換する論理名は，常にディレクトリ論理名テーブルの 1つ
に入力する必要があります。

11.10.1 プロセス固有の論理名テーブルの作成

プロセスに固有の論理名テーブルを作成するには，テーブルを LNM$PROCESS_
DIRECTORY (省略時設定)に作成します。

ディレクトリ・テーブルの名前には 1～ 31の文字を含むことができます。大文字英
数字，ドル記号( $ )，アンダスコア( _ )だけが有効です。小文字のテーブル名を指定す
ると，自動的に大文字に変換されます。

次の例では， TAXという名前のプロセス固有論理名テーブルを作成し，論理名
CREDITの定義をテーブル内に配置し，テーブルの作成をチェックします。 SHOW
LOGICAL/TABLEコマンドにより，表示する論理名テーブルを指定することができ
ます。

$ CREATE/NAME_TABLE TAX
$ DEFINE/TABLE=TAX CREDIT [ACCOUNTS.CURRENT]CREDIT.DAT
$ SHOW LOGICAL/TABLE=TAX CREDIT

"CREDIT" = "[ACCOUNTS.CURRENT]CREDIT.DAT" (TAX)

ファイルのフックアップ中に新しいテーブルをシステムに自動的に検索させるように
するため，次の例に示すように LNM$PROCESSを再定義することができます。

$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$PROCESS LNM$PROCESS_TABLE, TAX
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11.10.2 共用可能論理名テーブルの作成

共用可能論理名テーブルを作成するには，/PARENT_TABLE修飾子を使用し，共用
可能テーブルを指定します。例を次に示します。

$ CREATE/NAME_TABLE/PARENT_TABLE=LNM$SYSTEM_DIRECTORY NEWTAB

11.10.3 クラスタ単位の論理名テーブルの作成

他の共用可能論理名テーブルを作成する場合と同様の方法で，クラスタ単位の論理名
テーブルを作成することができます。クラスタ単位の論理名テーブルは，共用論理名
テーブルの特殊なタイプで，すべての共用可能論理名テーブルに適用する特権とアク
セス必要条件に従います ( 第 11.10.4項を参照してください)。

次の例では，クラスタ単位の論理名テーブルを作成する方法を示します。

$ CREATE/NAME_TABLE/PARENT_TABLE=LNM$CLUSTER_TABLE -
_$ new_clusterwide_logical_name_table

新しいクラスタ単位の論理名テーブルに常駐するクラスタ単位の論理名を作成するに
は，次の例に示すように，DEFINEコマンドで新しいクラスタ単位の論理名を定義
して，新しいテーブルの名前を/TABLE修飾子で指定します。

$ DEFINE/TABLE=new_clusterwide_logical_name_table logical_name -
_$ equivalence_string

11.10.4 特権とアクセスの必要条件

特権を持つユーザは，特殊目的のために共用論理名テーブルを作成できます。例え
ば，アプリケーションで 1つ以上の共用論理名テーブルを作成すると，ファイルの記
憶位置などの情報をアプリケーション・ユーザとやり取りすることができます。

$ CREATE/NAME_TABLE APPX_FILE_LOCATOR /PARENT=LNM$SYSTEM_DIRECTORY -
_$ /PROTECTION = (S:RWD,O:RWD,G:R,W:R)

共用論理名テーブルを作成するには，次のものを備えている必要があります。

• 親テーブルへの CREATE ( C )アクセス

• SYSPRV特権または LNM$SYSTEM_DIRECTORYへのWRITE (W)アクセス

共用論理名テーブルを削除するには，次のものを備えている必要があります。

• テーブルへのDELETE ( D )アクセス

• SYSPRV特権または LNM$SYSTEM_DIRECTORYへのWRITE (W)アクセス
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11.10.5 省略時保護の変更

オペレーティング・システムは，システムまたはユーザが作成する共用論理名テーブ
ルに対して，省略時の保護を提供します。この省略時保護はシステム管理者またはテ
ーブル所有者が変更できるセキュリティ・プロファイルに格納されます。詳細につい
ては，『OpenVMS Guide to System Security』を参照してください。

自分が作成したテーブルの省略時保護は，次の方法で変更できます。

• DCLの CREATE/NAME_TABLEコマンドで/PROTECTION修飾子を使用する
方法。このコマンドではUICベースの保護を設定できる。

• すでに作成されているテーブルに対して， ACLエディタまたは SET SECURITY
/ACL/OBJECT_TYPE=LOGICAL_NAME_TABLEコマンドで ACL保護を適用
する方法。

共用論理名テーブルの ACLは，システムのブート間には保存されません。システム
がブートされるごとにこれらの論理名テーブルで ACLを再設定する必要がありま
す。

共用論理名テーブルへの ACL保護の適用についての詳細は，『OpenVMS DCLディ
クショナリ』の SET SECURITY/ACLコマンドを参照してください。

11.10.6 論理名テーブルへの制限値の設定

制限は，所定の論理名テーブルが消費することのできるシステム資源の量を制限する
ために使用します。プロセス，グループ，およびシステム論理名テーブルには，無限
の制限があります。省略時設定により，論理名テーブルを作成すると，これも無限の
制限を持つことになります。

制限値を指定して，作成する論理名テーブルのサイズをバイト単位で制限することが
できます。論理名が作成される前に，そのデータ構造のサイズがテーブルの残りの制
限値に対してチェックされます。新しいエントリに使用できる制限値が十分でない
と，システムはエラー・メッセージを表示します。

いったんテーブルに制限値を設定してしまうと，変更することはできません。テーブ
ルに余地がなくなった場合は，DEASSIGNコマンドを使用して古い論理名を削除し
ます。これで新しい論理名のためにスペースを解放できます。

次の例では，論理名テーブル ABCが作成され， 500バイトの制限値を与えられま
す。

$ CREATE/NAME_TABLE/QUOTA=500 ABC
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11.10.6.1 ジョブ・テーブルの制限値の設定

ジョブ論理名テーブルは，共用可能テーブルです。ジョブ論理名テーブルの制限値
は，テーブルの作成時に設定されます。制限値は，次の基準の 1つまたはそれ以上で
決まります。

• システム利用者登録ファイル SYSUAF.DATでユーザに設定されている
JTQUOTA値 (プロセスによって起動された最初のイメージがシステム・イメ
ージ LOGINOUTであった場合)

• Create Process ($CREPRC)システム・サービスへの呼び出しで指定される
PQL$_JTQUOTA制限リスト値

• 独立プロセスを作成するために使用する RUNコマンド上の/JOB_table_QUOTA
修飾子の値

• SYSGENパラメータ PQL_DJTQUOTA (先行する条件のいずれも適用しない場
合)。このパラメータの標準の省略時設定値は， 1024バイトですが，システム・
マネージャはこれを変更することができます。 System Generationユーティリテ
ィ (SYSGEN)は，パラメータ PQL_DJTQUOTA (省略時設定のジョブ論理名テー
ブルの制限)および PQL_MJTQUOTA (最小ジョブ論理名テーブルの制限)の値を
表示して設定するために使用されます。

ジョブ論理名テーブルに対する制限値 0は，制限がないことを示します。あらゆる実
用的な目的からも，制限は無限にされます。

11.11 論理名変換の順序の変更

LNM$FILE_DEVは，検索される論理名テーブル，および論理名変換の検索順序を
定義します。一般には，省略時設定の検索順序を変更する必要はありません。ただ
し，新しい，プロセス固有の論理名テーブルの名前を追加して， LNM$FILE_DEV
で指定されたテーブルより先に検索されるようにしたい場合もあります。同様
に，システム管理者が， 1つ以上の共用可能論理名テーブルの名前を追加して，
LNM$FILE_DEVで指定されたテーブルより先に検索されるようにしたい場合もあり
ます。

システムが最初に検索する論理名の新しいテーブルで LNM$FILE_DEVのプロセス
固有定義を作成するには，次の手順にしたがいます。

1. 新しい論理名を含むファイルを作成します。

2. この新しいファイルを新しい論理名テーブルに変換します。

3. プロセス論理名ディレクトリ・テーブルを親テーブルとして指定して，
LNM$FILE_DEVの固有定義を作成します。

4. LNM$FILE_DEVの固有定義のテーブル名リストの始めに新しい論理名テーブル
名を追加します。
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次の例では，新しい論理名テーブル，NEWTABが作成され，最初に検索されるテー
ブルにNEWTABをリストして LNM$FILE_DEVのプロセス固有定義が作成されま
す。

$ CREATE/NAME_TABLE NEWTAB
$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY LNM$FILE_DEV -
_$ NEWTAB, LNM$PROCESS, LNM$JOB, LNM$GROUP, LNM$SYSTEM

上記の例では，次の理由からシステムはNEWTABテーブルを最初に検索します。

• LNM$FILE_DEVのプロセス固有定義が，省略時設定のシステム・バージョンの
代わりに使用されている。

• LNM$FILE_DEV内では，NEWTABが他の論理名テーブルより前にリストされ
ている。

LNM$FILE_DEVのシステム定義に新しい論理名テーブルを追加する場合には，
SYSNAMまたは SYSPRV特権を備えている必要があります。

次の例は，NEWTABがプロセス固有テーブルではなく共用可能テーブルとして作成
される点を除いては，以前のものと同様です。

$ CREATE/NAME_TABLE/PARENT=LNM$SYSTEM_DIRECTORY NEWTAB
$ DEFINE/TABLE=LNM$SYSTEM_DIRECTORY LNM$FILE_DEV -
_$ NEWTAB, LNM$PROCESS, LNM$JOB, LNM$GROUP, LNM$SYSTEM

LNM$FILE_DEVによって定義された検索リストから論理名テーブルを削除するこ
ともできます。次の例では， LNM$FILE_DEVのプロセス固有定義が，プロセスお
よびシステム論理名テーブルだけを含むように作成されます。プロセス固有定義には
LNM$JOBおよび LNM$GROUPが含まれないので，論理名を変換する必要のある
後続のコマンドはそのジョブまたはグループ・テーブルを検索しません。

$ DEFINE/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY -
_$ LNM$FILE_DEV LNM$PROCESS,LNM$SYSTEM

11.12 論理名テーブルの削除

論理名テーブルを削除するには，それを含むテーブル (システムまたはプロセス・デ
ィレクトリ論理名テーブル)とテーブルの名前を指定します。親論理名テーブルを削
除すると，子孫のテーブルにあるすべての論理名 (と子孫のテーブル自身)が削除され
ます。

共用可能論理名テーブルを削除するには，テーブルへのDELETEアクセスまたは
SYSPRV特権を備えている必要があります。

次の例では，コマンドが論理名WORKFILEを削除します。

$ DEASSIGN WORKFILE

11–31



デバイスとファイルの論理名定義
11.12論理名テーブルの削除

次の例では，コマンドがプロセス・ディレクトリ・テーブルから論理名テーブル TAX
を削除します。

$ DEASSIGN/TABLE=LNM$PROCESS_DIRECTORY TAX

11.13 プロセスパーマネント論理名

DCLは，ログイン時にプロセスパーマネント論理名を作成します。これらの名前の定
義は，プロセスの期間中にわたり有効です。これらの論理名を再割り当てすることは
できません ( DEFINEコマンドに別の等価文字列を指定して)これらを再定義するこ
とはできますが，再定義された名前が後に再割り当てされると，プロセスパーマネン
ト名は再設定されます。

次のプロセスパーマネント論理名が使用できます。

• SYS$INPUT

省略時設定の入力装置またはファイルを参照する論理名。

• SYS$OUTPUT

省略時設定の出力装置またはファイルを参照する論理名。

• SYS$ERROR

システムがメッセージを書き込む省略時設定の装置またはファイルを参照する論
理名。

• SYS$COMMAND

ログイン時に SYS$INPUTの値を参照する論理名。

11.13.1 会話型とバッチ処理の間の等価名の相違点

システムを会話型で使用する場合には，DCLが SYS$INPUT， SYS$OUTPUT，
SYS$ERROR， SYS$COMMANDを使用するターミナルに等しいと定義します。た
だし，コマンド・プロシージャを実行してバッチ・ジョブを発行すると，DCLはこ
れらの論理名に対して新しい等価文字列を作成します。

コマンド・プロシージャを会話型で実行すると，次の状況が生じます。

• SYS$INPUTは，コマンド・プロシージャに等しいと定義されます。したがっ
て，DCLはコマンド・プロシージャからデータを取得します。この割り当ては一
時的なものです。コマンド・プロシージャが終了すると， SYS$INPUTはその元
の値を取り戻します。

• SYS$OUTPUT， SYS$COMMAND， SYS$ERRORは，ターミナルに等しいと
定義されたままです。
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バッチ・ジョブを発行すると，次の状況が生じます。

• SYS$INPUTおよび SYS$COMMANDは，バッチ・ジョブのコマンド・プロシー
ジャに等しいと定義されます。

• SYS$OUTPUTおよび SYS$ERRORは，バッチ・ジョブのログ・ファイルに等し
いと定義されます。

コマンド・プロシージャをネストすると (つまり，他のコマンド・プロシージャ
を実行するコマンド・プロシージャを記述する場合)， SYS$INPUTの等価文字
列が現在実行中のコマンド・プロシージャを指すように変更されます。ただし，
SYS$OUTPUT， SYS$ERROR， SYS$COMMANDの等価文字列は，明示的に変更
を加えない限り変化はありません。

さらに，ファイルをオープンするコマンドを入力すると，DCLはそのファイルをプ
ロセスパーマネント・ファイルとしてオープンします。たとえば，OPENコマンド
でファイルをオープンすると，このファイルはプロセスパーマネント・ファイルとし
てオープンされます。ファイルを明示的にクローズするか，またはログアウトするま
で，このファイルはオープンされた状態です。

プロセスパーマネント・ファイルは，メモリの特殊な領域に格納されます。同時に多
数のファイルをオープンした状態にしておくと，この領域を消耗してしまう可能性が
あるので注意してください。そのような状況が発生したら，ファイルをいくつかクロ
ーズ (するかまたはログアウト)してください。

11.13.2 プロセスパーマネント論理名を使用するファイル入出力の切り換え

プロセスパーマネント論理名を使用して，ファイル入出力を切り換えることができま
す。コマンド・プロシージャで，これらの名前を使用してターミナルからのデータを
読み込み，データを表示することができます (第 13章および第 14章を参照してくだ
さい)。DCLは， SYS$INPUTおよび SYS$COMMANDに対する新しい定義を無視
するので注意してください。

OpenVMSバージョン 7.1では，DCL PIPEコマンドが導入されました。 PIPEコ
マンドは，ファイル入出力を切り換える代替方法です。 PIPEコマンドについては，
『OpenVMS DCLディクショナリ: N–Z』を参照してください。

11.13.2.1 SYS$INPUTの再定義

SYS$INPUTを再定義して，コマンド・プロシージャによって起動されたイメージが
端末や他のファイルからの入力を読み込むようにすることができます。 DCLは常に
省略時設定の入力ストリームから入力を取得するので，DCLは SYS$INPUTの再定
義を無視します。

次の例で，コマンドは新しいコマンド・プロシージャ・ファイルの一部です。
DEFINEコマンドは， SYS$INPUTを SYS$COMMANDに再定義します。
SYS$COMMANDは，ログイン時の最初の入力ストリームであるターミナルを
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参照します。この新しい定義で，コマンド・プロシージャによって起動されたイメー
ジは，コマンド・プロシージャ・ファイルから (省略時設定)ではなくターミナルから
入力を取得しますが，これは特定の期間に限られます。

/USER_MODE修飾子は， SYS$INPUTが次のイメージの期間だけ再定義されるこ
とをコマンド・プロシージャに知らせます。この例では，次のイメージはエディタで
す。エディタが終了すると， SYS$INPUTはその省略時設定値を再開します。この場
合，省略時設定値は，コマンド・プロシージャ・ファイルです。

$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ EDIT/TPU MYFILE.DAT

.

.

.

11.13.2.2 SYS$OUTPUTの再定義

SYS$OUTPUTを再定義して，省略時設定の装置から別のファイルに出力を切り換え
ることができます。 SYS$OUTPUTを再定義すると，システムは論理名割り当てで指
定した名前でファイルをオープンします。 SYS$OUTPUTを定義すると，すべての後
続の出力は新しいファイルに出力されます。

忘れずに SYS$OUTPUTを割り当て解除してください。解除しないと，出力は指定し
たファイルに引き続き書き込まれます。ユーザ・モードで SYS$OUTPUTを再定義し
て ( DEFINE/USER_MODEで)，出力をイメージから切り換えることもできます。
この定義は，次のコマンド・イメージが実行されるまでしか有効ではありません。い
ったんコマンド・イメージが実行されると (つまり，出力がファイルに取り込まれる
と)，論理名 SYS$OUTPUTはその省略時設定値を再開します。

ログイン時に，システムは SYS$OUTPUTという 2つの論理名を作成します。 1つ
の名前はエグゼクティブ・モードで作成され，もう 1つの名前はスーパバイザ・モー
ドで作成されます。 SYS$OUTPUTを再定義してスーパバイザ・モード論理名を優先
することができます。スーパバイザ・ノード名を再割り当てすると，システムは，エ
グゼクティブ・モードの等価文字列を使用して SYS$OUTPUTをスーパバイザ・モー
ドで再定義します。エグゼクティブ・モード名は，割り当て解除することはできませ
ん。

SYS$OUTPUTをファイルに再定義すると，出力が指定したファイルに向けられてい
ても，論理名にはファイル指定の装置部分しか含まれません。

SYS$OUTPUTを再定義したとき，システムが指定したファイルをオープンできない
場合には，エラー・メッセージが表示されます。

SYS$OUTPUTを再定義すると，ほとんどのコマンドは出力を既存のバージョンのフ
ァイルに向けます。ただし，新しいバージョンのファイルを作成してから出力を書き
込む特定のコマンドもあります。
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次の例では， SYS$OUTPUTがMYFILE.LISとして定義されてから， SHOW
DEVICESコマンドが入力されます。 SHOW DEVICESによって生成される表示
は，ターミナルではなく現在のディレクトリのMYFILE.LISに向けられます。他の
テキスト・ファイルの場合と同様に，このデータを操作することができます。

$ DEFINE SYS$OUTPUT MYFILE.LIS
$ SHOW DEVICES

以下の例では， SYS$OUTPUTがファイル TEMP.DATに再定義されています。
SYS$OUTPUTが再定義されると，DCLからの出力とイメージからの出力はファイ
ル TEMP.DATに向けられます。 SHOW LOGICALコマンドからの出力と SHOW
TIMEコマンドからの出力も， TEMP.DATに向けられます。 SYS$OUTPUTが再割
り当てされると，システムはファイル TEMP.DATをクローズして， SYS$OUTPUT
をターミナルに再定義します。 TYPEコマンドが入力されると， TEMP.DATに集め
られた出力がターミナルに表示されます。

$ DEFINE SYS$OUTPUT TEMP.DAT
$ SHOW LOGICAL SYS$OUTPUT
$ SHOW TIME
$ DEASSIGN SYS$OUTPUT
$ TYPE TEMP.DAT

"SYS$OUTPUT" = "DISK1:" (LNM$PROCESS_TABLE)
06-MAY-1998 13:26:53

SYS$OUTPUTが再定義されると，等価文字列には装置名DISK1が含まれますが，
ファイル指定全体は含まれません。

11.13.2.3 SYS$ERRORの再定義

SYS$ERRORを再定義して，エラー・メッセージを指定するファイルに向けること
ができます。ただし， SYS$ERRORを再定義したためこれが SYS$OUTPUTと異な
る場合 (または SYS$ERRORを同時に再定義せずに SYS$OUTPUTを再定義した場
合)には，DCLコマンドは SYS$ERRORと SYS$OUTPUTの両方に，情報，警告，
エラー，重大エラーメッセージを送ります。このため， SYS$ERRORの定義によっ
て指示されたファイルで 1回，そして SYS$OUTPUTによって指示されたファイル
で 1回と，これらのメッセージを合計 2回受け取ることになります。正常終了のメッ
セージが送られるのは， SYS$OUTPUTに指示されたファイルだけです。

標準のエラー表示メカニズムを使用するDCLコマンドとイメージは， SYS$ERROR
が SYS$OUTPUTと異なっていても， SYS$ERRORと SYS$OUTPUTの両方
にエラー・メッセージを送ります。ただし， SYS$ERRORを再定義してから
SYS$ERRORを参照するイメージを実行する場合，イメージがエラー・メッセージ
を送るのは， SYS$ERRORで指示されたファイルだけです。これは， SYS$ERROR
が STS$OUTPUTと異なっている場合でも該当します。
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11.13.2.4 SYS$COMMANDの再定義

SYS$COMMANDを再定義することはできますが，DCLはその定義を無視します。
DCLは常に，最初の入力ストリームに対して省略時の定義を使用します。ただし，
SYS$COMMANDを参照するイメージを実行する場合には，イメージは新しい定義
を使用することができます。
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シンボルは，数値，文字，論理値 (真または偽など)を表す名前です。DCLコマンド
行でシンボルを使用すると，DCLは，シンボルを対応する値に置き換えてからコマ
ンドを実行します。

パラメータ，修飾子，または値をいくつも指定しなければならないDCLコマンド行
を入力するのは面倒で時間がかかります。DCLとの会話を簡単にし，時間を節約す
るためには，頻繁に使用するコマンドの代わりに使用するシンボルを設定します。

また，コマンド・プロシージャ内でシンボルを使用して，特定のデータ型を収集した
り，格納したり，操作することもできます。コマンド・プロシージャについての詳細
は，第 13章と第 14章を参照してください。

本章では，次のことについて説明します。

• シンボルの使用

• シンボルの表示

• 他のシンボルに対するシンボルの使用

• シンボルによるデータの格納と操作

• 文字列

• 数値と式の使用方法

• 論理値と式の使用方法

• 式での値タイプの変換

• シンボル・テーブル

• シンボルの値のマスク

• シンボル置換

• コマンド処理の 3つのフェーズ

• シンボルを使用するための別の方法:自動フォーリン・コマンド

その他の情報については，次のマニュアルを参照してください。

• シンボルとその使い方の追加情報については，『OpenVMS DCLディクショナ
リ』

• 新しいコマンドの定義方法の追加情報については，『OpenVMS Command
Definition, Librarian, and Message Utilities Manual』
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12.1 シンボルについて

シンボルは，次のように使用できます。

• コマンド，パラメータ，コマンド行の同意語として使用する。長いコマンド行を
入力する代わりにシンボルを使用できる。

• シンボル名を入力するだけでイメージを実行するフォーリン・コマンドを定義す
る。このコマンドは，DCLに未知のものなので「フォーリン」と形容される。

• コマンド・プロシージャ・ファイルで，変数の条件付き実行や置換などのプログ
ラミング・タスクを実行する。

シンボルは，式の中の変数として使用したり，コマンド・プロシージャとの間で
パラメータを渡すのに使用したりできる。また， READ，WRITE， INQUIRE
などのDCLコマンドは，シンボルを使用してデータ・レコードを表す。

たとえば，頻繁にアクセスするディレクトリに省略時の値を設定するシンボルを作成
することができます。次のコマンドは，省略時の値をWORK1:[JONES.WORK]ディ
レクトリに設定するWORKシンボルを定義して使用する方法を示しています。

$ WORK :== SET DEFAULT DISK1:[JONES.WORK]
$ WORK
$ SHOW DEFAULT

DISK1:[JONES.WORK]

12.1.1 論理名とシンボルの違い

論理名とシンボルは似ていますが，使用目的は異なります。論理名とシンボルの機
能，用途，その他の性質の違いを次の表に示します。

性質 論理名 シンボル

機能 デバイス，ディレクトリ，ファイ
ル，キュー，その他のシステム・
オブジェクトの指定を表す。

コマンドまたはコマンド文字列の一部を
表す。

用途 デバイス，ディレクトリ，ファイ
ル，キュー，その他のシステム・
オブジェクトの完全な指定の代わ
りに使用する。論理名は，変換の
ためにファイル・システムに渡す
コマンド文字列パラメータの一部
として使用しなければならない。

コマンド文字列の代わりに使用する。シ
ンボルは，コマンド言語インタプリタに
よって変換されるコマンド文字列の最初
の語として使用しなければならない。

格納 プロセス，ジョブ，グループ，ま
たはシステム論理名テーブルに格
納される。第 11.10節を参照。

グローバル・シンボル・テーブルとロー
カル・シンボル・テーブルに格納され
る。第 12.10節を参照。

作成 論理名を作成するには ASSIGNコ
マンドまたは DEFINEコマンド
を使用する。第 11.3節を参照。

シンボルを作成するには割り当て文 (
=または= = )を使用する。第 12.2節を
参照。
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性質 論理名 シンボル

表示 論理名を表示するには SHOW
LOGICALコマンドまたは SHOW
TRANSLATIONコマンドを使用
する。第 11.6節を参照。

シンボルを表示するには SHOW
SYMBOLコマンドを使用する。第
12.3節を参照。

削除 論理名を削除するには
DEASSIGNコマンドを使用す
る。第 11.4節を参照。

シンボルを削除するには DELETE
/SYMBOLコマンドを使用する。第
12.2.5項を参照。

12.2 シンボルの使用

ローカルとグローバルの 2つのタイプのシンボルを作成できます。ローカル・シンボ
ルには，現在のコマンド・レベルから，および現在のコマンド・レベルで実行される
コマンド・プロシージャからアクセスできます。グローバル・シンボルには，すべて
のコマンド・レベルからアクセスできます。

シンボルは，文字列，数値，レキシカル関数，論理値，別のシンボルを使用して定義
できます。シンボル名の長さは 1～ 255文字とし，先頭の文字が英字，アンダスコ
ア( _ )，ドル記号( $ )でなければなりません。シンボル名の中では，小文字も大文字も
すべて大文字として扱われます。

シンボルを作成するには，割り当て文 ( =または= = )または文字列割り当て (:=また
は:= =)を使用します。文字列割り当てを使用すると，すべての英字が大文字に変換
され，複数のスペースやタブが 1つのスペースに圧縮されます。文字列割り当ては，
DCLコマンドを表すシンボルを作成したり，フォーリン・コマンドを定義したりする
のに使用できます (いずれの場合も 255文字が上限です)。文字列割り当ての中で文字
列が 2行にわたる場合には，ハイフンを使用します。

READと INQUIREコマンドを使用してもシンボルを作成することができます (第 13
章と第 14章を参照)。

ローカル・シンボルの作成
次の例では，ローカル・シンボル SSがDCLコマンド SHOW SYMBOLに割り当て
られます。

$ SS = "SHOW SYMBOL"

次の例では，ローカル・シンボルDBがDCLコマンドDIRECTORY
ACCOUNTS:[BOLIVAR]に割り当てられます。

$ DB := DIRECTORY ACCOUNTS:[BOLIVAR]
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グローバル・シンボルの作成
次の例では，グローバル・シンボルDCは，DCLコマンド行を表すために使用され
ています。DCLコマンドDIRECTORYは，シンボル名の入力時に指定の修飾子付き
で実行されます。

$ DC == "DIRECTORY/SIZE=ALL DISK1:[JONES.TAX]MONEY.LIS"

次の例では，グローバル・シンボル READYはDCLコマンド行を表すために使用さ
れています。このシンボル名を入力すると，DCLの PRINTコマンドが指定された修
飾子と一緒に実行されます。

$ READY :== PRINT/CONFIRM/QUEUE=AKI$LN03/NOTIFY/RESTART
$ READY FILE.DAT

12.2.1 DCLコマンドを表すシンボルの使用

DCLコマンドを表すシンボルは，ログイン・コマンド・ファイル (LOGIN.COM)で
定義することも，DCLレベルで会話形式で定義することもできます。ログイン・コ
マンド・ファイルでシンボルを定義した場合は，ログインするたびにそのシンボルを
使用できますが，シンボルを会話形式で定義した場合は，現在のプロセス中でのみシ
ンボルを使用できます。

DCLコマンドと同じ名前を持つシンボルを定義すると，その定義は DCLコマンド名
を無効にします。たとえば， TYPE HELP.LSTコマンドとしてHELPシンボルを定
義すると，HELPを入力しても，システムのヘルプ・ユーティリティを起動できなく
なります。

12.2.2 シンボルの短縮

アスタリスク( * )を使用してシンボルを作成すると，シンボルの短縮形を使用できま
す。一般に，シンボル定義の短縮形は，シンボルを使用できる状況であればいつでも
使用できます。ただし，部分文字列の置換を含むシンボルは例外です。詳細は，第
12.6.5項を参照してください。

シンボルを定義する際には，既存のシンボルが新しいシンボルと置き換えられてしま
うことがあります。既存のシンボルがアスタリスクの位置，またはその後まで新しい
シンボルと完全に一致する場合には，既存のシンボルは新しいシンボルに置き換えら
れます。また，アスタリスクの位置まで，またはその後まで既存のシンボルと部分的
に一致する名前を持つシンボルを新たに定義することはできません。

次の例は， PR， PRI，または PRINに短縮できるローカル・シンボル PRINTを作
成します。

$ PR*INT = "PRINT/CONFIRM/QUEUE=AKI$LN03/NOTIFY/RESTART"

12–4



シンボル，コマンド，式の定義
12.2シンボルの使用

指定された修飾子を付けてDCLの PRINTコマンドを実行するには，シンボルのフル
ネームかその短縮形を使用します。

12.2.3 フォーリン・コマンドの定義

DCL以外のイメージのファイル指定をシンボルに定義すると，そのシンボル名でイメ
ージを実行できます。イメージを実行するシンボルをフォーリン・コマンドといいま
す。フォーリン・コマンドは，コマンド・インタプリタがDCLコマンドとして認識
しないイメージです。 (DCLコマンドのどの要素とも同様に，フォーリン・コマンド
の文字数の上限は 255文字です。)

シンボルをフォーリン・コマンドとして定義するときの形式は，次のとおりです。

シンボル名:=[=] $イメージ・ファイル指定
シンボル名=[=] "$イメージ・ファイル指定 "

シンボル定義冒頭のファイル指定の前のドル記号( $ )は (ドル記号とファイル指定の間
にはスペースはない)，イメージの実行要求を意味しています。

イメージ・ファイル指定の場合，省略時のデバイスとディレクトリ名は
SYS$SYSTEMに，省略時のファイル・タイプは EXEになります。省略時のフ
ァイル・バージョン番号は最も大きいバージョンになります。

フォーリン・コマンドを使用すると， Command Definitionユーティリティによ
って新しいコマンドを定義することもできます。詳細は，『OpenVMS Command
Definition, Librarian, and Message Utilities Manual』を参照してください。

シンボルを指定せずに，フォーリン・コマンドを自動的に実行する方法もあります。
詳細については，第 12.14節を参照してください。

次の例では，グローバル・シンボル PRINTALLは，
DISK1:[ACCOUNTS]PRINTALL.EXEイメージを実行するように定義されてい
ます。

$ PRINTALL :== $[ACCOUNTS]PRINTALL

コマンド行で， PRINTALLの後にパラメータが付くことがあります。

次の例では，ファイル指定 RAT.DATは， PRINTALLで定義されたイメージに渡さ
れるパラメータです。

$ PRINTALL RAT.DAT
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12.2.4 シンボルの置換

コマンド・インタプリタは，一重引用符( ’ )で囲まれたシンボルを検索して，それを
変換します。したがって，前に一重引用符が付いたシンボルまたはレキシカル関数を
使用してパラメータを指定した場合は，シンボル置換が行われます (第 12.12節を参
照)。それ以外の場合には，コマンド・インタプリタはコマンド行を解析しません。こ
のため，パラメータを受け取るイメージ側で，コマンド行の解析または評価を行わな
ければなりません。

12.2.5 シンボルの削除

DELETE/SYMBOLコマンドは，シンボルを削除します。グローバル・シンボルを
削除するには，/GLOBAL修飾子を指定します。たとえば，グローバル・シンボル
TEMPを削除するには，次のコマンドを入力します。

$ DELETE/SYMBOL/GLOBAL TEMP

12.3 シンボルの表示

SHOW SYMBOLコマンドは，シンボルの値を表示します。個々のシンボルの値を
表示するには， SHOW SYMBOLコマンドの後にシンボルの名前を入力します。
個々のグローバル・シンボルの値を表示するには，/GLOBAL修飾子を指定しま
す。 SHOW SYMBOL/ALLコマンドはすべてのローカル・シンボルを， SHOW
SYMBOL/ALL/GLOBALコマンドはすべてのグローバル・シンボルを表示します。

シンボルが整数値を持つ場合， SHOW SYMBOLコマンドは値を 10進数， 16進
数， 8進数で表示することに注意してください。

次の例では，シンボル PRが表示されます。

$ SHOW SYMBOL PR
PR*INT = "PRINT/CONFIRM/COPIES=2/QUEUE=DOC$LN03/NOTIFY/RESTART"

次の例では，シンボル TOTALに対して整数値が表示されます。

$ SHOW SYMBOL TOTAL
TOTAL = 4 Hex = 00000004 Octal = 00000000004

12.4 別のシンボルの値としてのシンボルの使用

シンボルを定義しておくと，それを別のシンボルの値として使用することができま
す。DCLは，シンボルを使用するコンテキストに応じて，シンボルを文字列または
数値として解釈します。
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次の例では，整数値 3をシンボル COUNTに割り当てています。

$ COUNT = 3

この場合， COUNTの値を別の割り当て文で使用できます。たとえば， COUNTの
値が 1に加算されます。

$ TOTAL = COUNT + 1

結果の (4)が TOTALシンボルに定義されます。

12.4.1 シンボルの連結

いくつかのシンボルを連結して長い文字列を作成するには，プラス記号( + )を使用で
きます。それぞれのシンボル名の前後に一重引用符( ’ )を置けば， 2つ以上のシンボル
を連結することもできます。

シンボル置換の要求については，第 12.12.2項を参照してください。

次の例では，シンボル "Saturday"と "Sunday"を使用して，シンボル "WEEKEND"が
作成されます。

$ DAY1 = "Saturday, "
$ DAY2 = "Sunday"
$ WEEKEND = DAY1 + DAY2
$ SHOW SYMBOL WEEKEND

WEEKEND = "Saturday, Sunday"

次の例では，一重引用符を使用して，シンボルNAMEと TYPEが連結されます。

$ NAME = "MYFILE"
$ TYPE = ".DAT"
$ PRINT ’NAME’’TYPE’

PRINTコマンドは，MYFILE.DATの内容を印刷します。

12.4.2 文字列割り当ての中に含まれるシンボル

文字列割り当ての中にローカル・シンボルを指定するには，コロンと等号 (:=)を使用
します。文字列割り当ての中にグローバル・シンボルを指定するには，コロンと 2つ
の等号 (:= =)を使用します。どちらのタイプのシンボル (ローカルまたはグローバル)
の場合も，シンボルを一重引用符( ’ )で囲みます。そうしないと，DCLはそれをシン
ボルとは認識しません。

シンボルに空の文字列を定義すると，次の例に示すように，そのシンボルは 0の値を
持つようになります。
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次の例は，文字列割り当て文にの中に COUNTシンボルを指定しています。

$ BARK := P’COUNT’

前の例では， COUNTに整数値 3を割り当てています。この例では， COUNTは文
字列値に変換され，文字 Pに追加されます。このとき，ローカル・シンボル BARK
は P3と同じ値を持っています。

次の例では，シンボル Aはヌルです。

$ A = ""
$ B = 2
$ C = A + B
$ SHOW SYMBOL C

C = 2 Hex = 00000002 Octal = 00000000002

12.5 シンボルによるデータの格納と操作

シンボルは，コマンド・プロシージャの中の変数として使用できます。変数には，リ
テラル値以外のものとして計算したり割り当てたりする値が入ります。たとえば，レ
キシカル関数の値を変数に割り当てたり，ファイル・レコードの値を変数に読み込ん
だりすることができます。

式は，値が組み合わされたものです。コマンド・プロシージャの中では，式は，シン
ボル割り当て文 (等号の右辺)， IF文，WRITEコマンドの中で，あるいはレキシカル
関数の引数として使用されます。

シンボル定義では，割り当て文の左辺がシンボル名，右辺が式になります。式の中の
それぞれの値 (オペランドとも呼びます)は，演算子によって別の値に接続できます。
DCLは式を評価して，その結果をシンボルに割り当てます。式が文字列として評価さ
れた場合は，シンボルは文字列値を持ちます。

次の例では，ローカル・シンボル BARKが， 3つの数値を加算する式として定義さ
れています。

$ BARK = 1 + 2 + 3

オペランドは 1， 2，および 3です。演算子はプラス記号( + )です。前の例では，評価
された式が整数なので，シンボルは整数値を持ちます。

12.6 文字列

文字列には，印刷可能な文字が入ります。付録 Aに，文字列に指定できる ASCII文
字セットとDEC Multinational文字セットの表があります。これらの表は文字列に
含むことのできる文字を示しています。
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文字は，次の 3つに分類されます。

• 英数字

A～ Zの大文字， a～ zの小文字， 1～ 9の数字，ドル記号( $ )，アンダスコ
ア( _ )，ハイフン( - )。

• 特殊文字

表示や印刷が可能な上記以外の文字。感嘆符( ! )，引用符( " )，番号記号( # )など。

• 印刷不可能な文字

表示や印刷ができないすべての文字。一般に，印刷不可能な文字は表示や印刷の
ときには無視されますが，いくつかの印刷不可能な文字は，次のような制御機能
を持ちます。

文字 機能

HT 次の水平タブで印刷や入力を開始する

LF 次の行で印刷や入力を開始する

FF 次のページの冒頭で印刷や入力を開始する

CR 同一行の最初のスペースで印刷や入力を開始する

ESC ターミナル・エスケープ・シーケンスの開始を示す

SP スペースを 1つ挿入する

12.6.1 文字列の定義

文字列を引用符( " " )で囲めば，文字列を定義できます。シンボル割り当てを行ったと
きの英字の大文字/小文字とスペースは，この方法で残します。次の点に注意してくだ
さい。

• 文字列の中に引用符( " )を指定するには，引用符を 2つ連続して入力する。

• 文字列が 2行にわたる場合には，プラス記号 (文字列の連結)とハイフン (継続)を
使用する。

引用符で囲まれた文字列の中では，ハイフン継続文字は使用できない。

次の例では，文字列 "YES"が引用符で囲まれます。したがって，引用符の内部で定義
しなければなりません。

$ PROMPT = "Type ""YES"" or ""NO"""
$ SHOW SYMBOL PROMPT

PROMPT = "Type "YES" or "NO""

次の例では，文字列が 2行に継続されます。

$ HEAD = "MONTHLY REPORT FOR" + -
_$ " DECEMBER 1999"
$ SHOW SYMBOL HEAD

HEAD = "MONTHLY REPORT FOR DECEMBER 1999"
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12.6.2 文字列式

文字列式には，文字列，文字列として評価されるレキシカル関数，文字列値を持つシ
ンボルが入ります。式の中で文字列を使用する場合には，文字列を引用符( " " )で囲
まなければなりません。引用符を使用しないと，文字列はシンボルとして処理されま
す。

文字列式は，次の値 (「文字列オペランド」と呼びます)を組み合わせます。

• 引用符で囲まれた文字列

• 文字列を表すシンボル

• 文字列として評価されるレキシカル関数

文字列と数値との間で演算や比較を実行すると，DCLはその文字列を数値に変換し
ます。

文字列オペランドは，後述するように，加算 (文字列連結)，減算 (文字列削減)，比
較，他の文字列との置換を行うことができます。

次の例では，文字列 "CAT"は引用符で囲まなければなりません。

$ TEMP = "CAT"

次の例では， TEMPシンボルは文字列 "CAT"を表しています。 TOPICシンボルは，
文字列 "THE"と TEMPシンボルが表す文字列 ("CAT")を連結します。結果は "THE
CAT"となります。

$ TOPIC = "THE" + TEMP

次の例では，シンボル COUNTはレキシカル関数 F$STRING(65)を表します。

$ COUNT = F$STRING(65)

12.6.3 文字列の操作

次のような文字列操作を指定できます。

• 連結

プラス記号は， 2つの文字列を連結します。

• 削減

マイナス記号は，最初の文字列から 2番目の文字列を削除します。

2番目の文字列が最初の文字列の中で 2回以上生じている場合には，最初の文字列
だけが削除されます。
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次の例では，プラス記号 (+)を使用して， 2つの文字列を連結します。

$ COLOR = "light brown"
$ WEIGHT = "30 lbs."
$ DOG2 = "No tag, " + COLOR + ", " + WEIGHT
$ SHOW SYMBOL DOG2

DOG2 = "No tag, light brown, 30 lbs."

次の例では，マイナス記号 (�)を使用して，文字列を削除します。

$ SHOW SYMBOL DOG2
DOG2 = "No tag, light brown, 30 lbs."

$ DOG2 = DOG2 - ", 30 lbs."
$ SHOW SYMBOL DOG2

DOG2 = "No tag, light brown"

12.6.4 文字列の比較

2つの文字列を比較する場合，文字列は文字ごとに比較されます。長さの異なる文字
列は等しくありません (たとえば， "dogs"は "dog"より大きいとみなされます)。

比較の際の基準となるのは，文字の ASCII値です。この基準のもとでは， 0～ 9の数
字は A～ Zの英字より小さく， A～ Zの大文字は a～ zの小文字より小さくなりま
す。次のいずれかの条件が真になると，文字列比較は終了します。

• すべての文字の比較が終了した。この場合，文字はすべて等しいとみなされる。

• 一致しない最初の文字を検出した。

表 12–1に様々な文字列比較のタイプを示します。

表 12–1 文字列比較

比較 演算子 説明

等しい .EQS. 文字列と文字列を比較して，等しいかどうかを判定する。

より大きい，
または等しい

.GES. 文字列と文字列を比較して，最初に指定された文字列の値が 2
番目の文字列の値より大きいかまたは等しいかを判定する。

より大きい .GTS. 文字列と文字列を比較して，最初に指定された文字列の値が 2
番目の文字列の値より大きいかどうかを判定する。

より小さい，
または等しい

.LES. 文字列と文字列を比較して，最初に指定された文字列の値が 2
番目の文字列の値より小さいかまたは等しいかを判定する。

より小さい .LTS. 文字列と文字列を比較して，最初に指定された文字列の値が 2
番目の文字列の値より小さいかどうかを判定する。

等しくない .NES. 1つの文字列を別の文字列と比較して，等しくないかどうかを
判定する。

これらの例の中では， LAST_NAMEシンボルが "WHITFIELD"の値を持つものとし
ます。
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• 次の例では， LANT_NAMEシンボルの値は "HILL"というリテラルに等しくない
ため， 0 (偽)が戻されます。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .EQS. "Hill"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 0 . . .

• 次の例では， LAST_NAMEシンボルの値が "HILL"というリテラルより大きい
か，または等しいため， 1 (真)が戻されます。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .GES. "HILL"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 1 . . .

• 次の例では， LAST_NAMEシンボルの値が "HILL"というリテラルより大きいた
め， 1 (真)が戻されます。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .GTS. "HILL"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 1 . . .

• 次の例では， LAST_NAMEシンボルの値が "HILL"というリテラルより大きいた
め， 0 (偽)が戻される。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .LES. "HILL"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 0 . . .

• 次の例では， LAST_NAMEシンボルの値が "HILL"というリテラルより小さくな
いため， 0 (偽)が戻される。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .LTS. "HILL"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 0 . . .

• 次の例では， LAST_NAMEシンボルの値が "HILL"というリテラルに等しくない
ため， 1 (真)が戻される。

$ TEST_NAME = LAST_NAME .NES. "HILL"
$ SHOW SYMBOL TEST_NAME
TEST_NAME = 1 . . .

12.6.5 部分文字列の置換

置換文字列の位置とサイズを指定すると，文字列の一部だけを別の文字列に置き換え
ることができます。この場合の形式は次のとおりです。

ローカル・シンボルの場合は，

シンボル名[オフセット,サイズ] :=置換文字列
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グローバル・シンボルの場合は，

シンボル名[オフセット,サイズ] := =置換文字列

各要素は次のとおりです。

オフセット 元の文字列の最初の文字を基準として置換文字列の位置を示す整数であ
る。オフセット 0はシンボルの最初の文字を意味し，オフセット 1は 2番
目の文字を意味する。

サイズ 置換文字列の長さを示す整数である。

部分文字列を置換する場合には，次の規則に従います。

• 大括弧[ ]は必ず指定しなければならない。シンボル名と左大括弧の間にはスペー
スはいれない。

• サイズとオフセットには， 0～ 768の範囲の整数値を指定する。

• 置換文字列は文字列でなければならない。

• 指定するシンボル名は，最初は未定義でもかまわない。割り当て文でシンボル名
を作成し，必要であれば，シンボル値の前または後にスペースを挿入する。

• オフセットとサイズを指定すれば，ブランク行を表すシンボルを作成することも
できる。

レコードを一列に並べれば，リストが読みやすくなり，ソートしやすくなります。こ
の形式を使用して，データの格納方法を指定できます。

次の例では，最初の割り当て文は Aというシンボルに PACKRATの値を割り当てて
います。 2番目の割り当て文は，MUSKを Aの値の中の最初の 4文字に置き換える
ことを指定しています。この結果， Aの値はMUSKRATになります。

$ A := PACKRAT
$ A[0,4] := MUSK
$ SHOW SYMBOL A

A = "MUSKRAT"

次の例では，シンボル Bが以前に値を持っていない場合には， 4つのスペースの後に
RATを付けた値が与えられます。

$ B[4,3] := RAT

次の例では， 80個のブランクからなる値を LINEシンボルに割り当てています。

$ LINE[0,80]:= " "

次の例では，最初の文は，DATAの最初の 15桁にNAMEの値を埋め込みます。 2
番目の文は， 18桁目にGRADEの値を埋め込みます。 16桁目と 17桁目はブランク
になります。

$ DATA[0,15] := ’NAME’
$ DATA[17,1] := ’GRADE’
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12.7 数値と式の使用方法

数値は次のいずれかの値になります。

• 10進数 - 0～ 9の ASCII文字

• 16進数 - 0～ 9と A～ Fの ASCII文字

• 8進数 - 0～ 7の ASCII文字

シンボルに割り当てる数値は， -2147483648～ 2147483647 (10進数)の範囲でなけ
ればなりません。この範囲にない数値を指定した場合や，この範囲にない数値が計算
で得られた場合には，エラーは報告されませんが，結果は間違った値になります。

12.7.1 数値の指定

DCLコマンド・レベルとコマンド・プロシージャの中では，数値は次のように指定し
ます。

• 正の整数

正の整数は，該当する数字を入力することによって指定します。

• 負の整数

負の整数には前にマイナス記号( - )を付けます。

• 基数

10進数以外の基数を指定するには， 16進数の場合には%Xを， 8進数の場合に
は%0を数値の前 (ただし，マイナス記号の後)に付けます。

• 小数

数値には小数点を含めることができません。計算のときには，小数点は切り捨て
られます。たとえば， 8を 3で除算すると 2になります。

次の例では， 13という数値をDOG_COUNTというシンボルに割り当てています。

$ DOG_COUNT = 13
$ SHOW SYMBOL DOG_COUNT
DOG_COUNT = 13 Hex = 0000000D Octal = 00000000015

次の例では，負の値 (������)がマイナス記号(� )によって表現されます。

$ BALANCE = -15237
$ SHOW SYMBOL BALANCE
BALANCE = -15237 Hex = FFFFC47B Octal = 37777742173

次の例では， 16進数Dが%Xという接頭語によって表現されます。
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$ DOG_COUNT = %XD
$ SHOW SYMBOL DOG_COUNT

DOG_COUNT = 13 Hex = 0000000D Octal = 00000000015
$ BALANCE = -%X3B85
$ SHOW SYMBOL BALANCE

BALANCE = -15237 Hex = FFFFC47B Octal = 37777742173

12.7.2 数値の内部記憶

数値は，内部的には符号付きの 4バイト整数，すなわちロングワードとして格納され
ます。正の整数は 0～ 2147483647の値に，負の整数は 4294967296から数値の絶対
値を引いた値になります。たとえば， -15237という数値は 4294952059として格納
されます。負の整数は， ASCIIや 10進数で表示する場合には，マイナス記号形式に
変換されますが， 16進数や 8進数で表示する場合には，マイナス記号形式には変換
されません。たとえば， -15237という数値は， 16進数の -00003B85ではなく， 16
進数の FFFFC47B ( 10進数 4294952059 )として表示されます。

数値は， ASCII表記規則を使用して一連の数字としてテキスト・ファイルに格納され
ます (たとえば，数値の 1は 49として格納されます)。

数値式では，値はリテラル数 (3など)または数値を持つシンボルでなければなりませ
ん。また，数値を表す文字列 (たとえば， "23"または "–51")を使用できます。数値と
文字列の間で演算を行ったり比較したりする場合，文字列は数値に変換されます。

数値式は，次の値 (整数オペランドと呼ばれます)を組み合わせます。

• 整数。たとえば，

$ COUNT = 1

• 整数として評価されるレキシカル関数。たとえば，

$ B = F$INTEGER("-9" + 23)

• 整数値を持つシンボル。たとえば，

$ A = B - 6

前の例では， Bというシンボルは F$INTEGER関数 (-923)によって戻された整数
値を表します。

このような整数オペランドは，後述するように，算術演算子，論理演算子，比較演算
子によって接続できます。
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12.7.3 算術演算

次のような算術演算を指定できます。

• 乗算

アスタリスク( * )は， 2つの数値を乗算します。

• 除算

スラッシュ( / )は，最初に指定された数値を 2番目に指定された数値で除算しま
す。数値が割り切れない場合には，余りは切り捨てられ，四捨五入は行われませ
ん。

• 加算

プラス記号( + )は， 2つの数値を加算します。

• 減算

マイナス記号( - )は，最初に指定された数値から 2番目に指定された数値を減算し
ます。

• 単項プラスと単項マイナス

プラス記号とマイナス記号は，後に続く数値の符号を変更します。

例

• 次の例では，シンボルを割り当てるときに，乗算を使用する方法を示していま
す。

$ BALANCE = 142 * 14
$ SHOW SYMBOL BALANCE
BALANCE = 1988 Hex = 000007C4 Octal = 00000003704

• 次の例では，シンボルを割り当てるときに，除算を使用する方法を示していま
す。

$ BALANCE = BALANCE / 14
$ SHOW SYMBOL BALANCE
BALANCE = 142 Hex = 0000008E Octal = 00000000216

• 次の例では，シンボルを割り当てるときに，加算を使用する方法を示していま
す。

$ BALANCE = BALANCE + 37
$ SHOW SYMBOL BALANCE
BALANCE = 179 Hex = 000000B3 Octal = 00000000263

• 次の例では，シンボルを割り当てるときに，減算を使用する方法を示していま
す。

$ BALANCE = BALANCE - 15416
$ SHOW SYMBOL BALANCE
BALANCE = -15237 Hex = FFFFC47B Octal = 00000142173
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• 次の例では，単項マイナスを使用して，数値����の符号を変更する方法を示して
います。

$ BALANCE = -(- a142)
$ SHOW SYMBOL BALANCE

BALANCE = 142 Hex = 0000008E Octal = 00000000216

12.7.4 数値の比較

表 12–2は，数値比較のタイプの一覧です。

表 12–2 数値比較

比較 演算子 説明

等しい .EQ. 数値と数値を比較して，等しいかどうかを判定する。

より大きい，ま
たは等しい

.GE. 数値と数値を比較して，最初の数値が 2番目の数値より大きいか，
または等しいかどうかを判定する。

より大きい .GT. 数値と数値を比較して，最初の数値が 2番目の数値より大きいかど
うかを判定する。

より小さい，ま
たは等しい

.LE. 数値と数値を比較して，最初の数値が 2番目の数値より小さいか，
または等しいかを判定する。

より小さい .LT. 数値と数値を比較して，最初の数値が 2番目の数値より小さいかど
うかを判定する。

等しくない .NE. 数値と数値を比較して，等しくないかどうかを判定する。

ここに示す例では， BALANCEシンボルが -15237の値を持つと想定しています。

• 次の例では， BALANCEは -15237に等しいため， 1 (真)が戻されます。

$ TEST_BALANCE = BALANCE .EQ. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE

TEST_BALANCE = 1 . . .

• 次の例では， BALANCEは -15237より大きいか，または等しいため， 1 (真)が
戻されます。

$ TEST_BALANCE = BALANCE .GE. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE

TEST_BALANCE = 1 . . .

• 次の例では， BALANCEは -15237より大きくないので， 0 (偽)が戻されます。

$ TEST_BALANCE = BALANCE .GT. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE

TEST_BALANCE = 0 . . .

• 次の例では， BALANCEは -15237より小さいか，または等しいので， 1 (真)が
戻されます。
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$ TEST_BALANCE = BALANCE .LE. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE
TEST_BALANCE = 1 . . .

• 次の例では， BALANCEは -15237より小さくないので， 0 (偽)が戻されます。

$ TEST_BALANCE = BALANCE .LT. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE
TEST_BALANCE = 0 . . .

• 次の例では， BALANCEは -15237に等しいので， 0 (偽)が戻されます。

$ TEST_BALANCE = BALANCE .NE. -15237
$ SHOW SYMBOL TEST_BALANCE
TEST_BALANCE = 0 . . .

12.7.5 数値オーバレイの実行

特殊な形式の割り当て文を使用すれば，現在のシンボル値のバイナリ・ (ビット・レ
ベル)オーバレイを実行できます。

ローカル・シンボルの場合は，

シンボル名[ビット位置,サイズ] =置換式

グローバル・シンボルの場合は，

シンボル名[ビット位置,サイズ] = =置換式

各要素は次のとおりです。

ビット位置 オーバレイを実行するビット 0からの相対位置を示す整数である。

サイズ オーバレイするビット数を示す整数である。

数値オーバレイを使用するには，次の規則に従います。

• 大括弧( [ ] )は必ず指定しなければならない。シンボル名と左大括弧の間にはスペー
スをいれない。

• リテラル値は 10進数とみなされる。

• サイズの最大長は 32ビット。

• 置換式は数値式でなければならない。

• シンボル名が未定義であるか，文字列として定義されている場合には，オーバレ
イの結果は文字列になる。それ以外の場合には，オーバレイの結果は整数にな
る。

次の例は， BELLシンボルを 7の値に定義しています。 BELLの下位バイトは
00000111というバイナリ値です。ここで，このバイナリ値のオフセット 5の位置の 0
を 1に変更すれば (ビットは，右から左に 0から順にカウントされます)， 00100111
(10進数 39)というバイナリ値が得られます。
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$ BELL = 7
$ BELL[5,1] = 1
$ SHOW SYMBOL BELL
BELL = 39 Hex = 00000027 Octal = 00000000047

12.8 論理値と式の使用

これ以降の節では，論理値と式の使用について説明します。

12.8.1 論理演算

一部の演算では，数値と文字列を次のような値を持つ論理データとして解釈します。

• 真

数値が奇数の場合 (すなわち，下位バイトが 1の場合)には，その数値の論理値は
真となります。文字列の場合は，最初の文字が大文字または小文字の Tまたは Y
のときに，その文字列の論理値は真となります。

• 偽

数値が偶数の場合 (すなわち，下位バイトが 0の場合)には，その数値の論理値は
偽となります。文字列の場合は，最初の文字が大文字または小文字の Tまたは Y
でないときに，その文字列の論理値は偽となります。

次の例では，DOG_COUNTに 13という値が割り当てられています。 IF STATUS
は，論理値 STATUSが真であることを意味します。

$ STATUS = 1
$ IF STATUS THEN DOG_COUNT = 13

$ STATUS = "TRUE"
$ IF STATUS THEN DOG_COUNT = 13

12.8.2 論理式

論理演算は，演算の対象となる数値のすべてのビットに影響します。論理式の値は整
数であり，式の結果も整数になります。論理式で文字列値を指定すると，文字列が整
数に変換されてから，式の評価が行われます。

通常は，論理式を使用して，論理値の下位ビットを評価します。すなわち，値が真か
偽かを判断します。次の論理演算を指定できます。

• 論理否定 (.NOT.)

.NOT.演算子は，論理値のビット構成を反転します。真の値は偽となり，偽の値
は真となります。
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• 論理積 (.AND.)

.AND.演算子は，次に示すように， 2つの論理値の論理積を求めます。

ビット・レベル 要素レベル

1 .AND. 1 = 1 真.AND.真 = 真

1 .AND. 0 = 0 真.AND.偽 = 偽

0 .AND. 1 = 0 偽.AND.真 = 偽

0 .AND. 0 = 0 偽.AND.偽 = 偽

• 論理和 (.OR.)

.OR.演算子は，次に示すように， 2つの論理値の論理和を求めます。

ビット・レベル 要素レベル

1 .OR. 1 = 1 真.OR.真 = 真

1 .OR. 0 = 1 真.OR.偽 = 真

0 .OR. 1 = 1 偽.OR.真 = 真

0 .OR. 0 = 0 偽.OR.偽 = 偽

次の例は，真の値を偽に反転させます。式の評価は -2で，この値は偶数であるため，
結果は偽となります。

$ SHOW SYMBOL STATUS
STATUS = 1 Hex = 00000001 Octal = 00000000001

$ STATUS = .NOT. STATUS
$ SHOW SYMBOL STATUS
STATUS = -2 Hex = FFFFFFFE Octal = 37777777776

次の例では，真の値と偽の値の論理積を求めた結果が偽の値になっています。

$ STAT1 = "TRUE"
$ STAT2 = "FALSE"
$ STATUS = STAT1 .AND. STAT2
$ SHOW SYMBOL STATUS
STATUS = 0 Hex = 00000000 Octal = 00000000000

次の例は，真の値と偽の値の論理和を求めることによって，結果は真の値になってい
ます。

$ STAT1 = "TRUE"
$ STAT2 = "FALSE"
$ STATUS = STAT1 .OR. STAT2
$ SHOW SYMBOL STATUS
STATUS = 1 Hex = 00000001 Octal = 00000000001

12–20



シンボル，コマンド，式の定義
12.8論理値と式の使用

12.8.3 論理演算の結果

次の表は，ビット単位と数値単位の論理演算の結果を示しています。論理演算では，
大文字または小文字の Tまたは Yで始まる文字列は数値 1として処理され，これ以外
の文字で始まる文字列は，数値 0として処理されます。また，奇数は真になり，偶数
とゼロは偽になります。

指定された: 結果:

ビット A ビット B .NOT. A A .AND. B A .OR. B

1 1 0 1 1

1 0 0 0 1

0 1 1 0 1

0 0 1 0 0

指定された: 結果:

数値 A 数値 B .NOT. A A .AND. B A .OR. B

奇数 奇数 偶数 奇数 奇数

奇数 偶数 偶数 偶数 奇数

偶数 奇数 奇数 偶数 奇数

偶数 偶数 奇数 偶数 偶数

12.8.4 レキシカル関数が戻す値の使用

レキシカル関数は，通常コマンド・プロシージャの中で使用され，システム・プロセ
ス，バッチ・キューと印刷キュー，ユーザ・プロセスなどについての情報をシステム
から検索します。レキシカル関数を使用して，文字列を処理したり論理名を変換する
こともできます。レキシカル関数をシンボルに割り当てた場合，実際にはレキシカル
関数によって戻される情報 (たとえば，数値や文字列)がシンボルに割り当てられま
す。このとき，DCLレベルでは，DCLの SHOW SYMBOLコマンドでその情報を
表示できます。コマンド・プロシージャの中では，シンボルに格納された情報を後で
プロシージャで使用できます。それぞれのレキシカル関数については，『OpenVMS
DCLディクショナリ』を参照してください。

レキシカル関数を使用するには，レキシカル関数の名前 (先頭に F$が付く)とその引
数リストを指定します。次の形式を使用します。

F$関数名 (引数[,...])

引数リストは関数名の後に指定し，その間にスペースやタブをいくつでもいれること
ができます。

レキシカル関数を使用する場合は，次の規則に従います。

• 引数リストは括弧で囲む。
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• 引数リストの中では，引数を正確な順序で指定し，それぞれの引数はコンマで区
切る。オプションの引数を省略しても，コンマは省略しない。

• 引数が必要ない場合は，括弧だけを入力する。

• 式を作成するときの規則に従う。すなわち，文字列は引用符で囲み，整数，シン
ボル，レキシカル関数は引用符で囲まない。

レキシカル関数は，文字列，整数，シンボルと同じように使用します。式の中でレキ
シカル関数を使用すると，DCLは自動的に関数を評価して，関数を戻り値と置き換
えます。

次の例では， F$LENGTH関数は，引数 BUMBLEBEEとして指定された値の長さを
戻します。DCLは，自動的に戻り値 (9)を判別し，この値を使用して式を評価しま
す。したがって，式 (9 + 1)の結果は 10となり，この値が SUMシンボルに割り当て
られます。

$ SUM = F$LENGTH("BUMBLEBEE") + 1
$ SHOW SYMBOL SUM
SUM = 10 Hex = 0000000A Octal = 00000000012

各レキシカル関数は，情報を整数または文字列のいずれかとして戻すことに注意して
ください。また，レキシカル関数の引数は，整数または文字列式として指定しなけれ
ばなりません。

たとえば， F$LENGTH関数は，文字列式である引数を必要とし，整数の値を戻しま
す。前の例で， "BUMBLEBEE"引数は文字列式であり，戻り値( 9 )は整数です。

レキシカル関数は，シンボルを使用できる場所であればどこでも使用できます。シン
ボルを一重引用符で囲んで (第 12.12節を参照)，シンボル置換を強制しなければなら
ない場所では，レキシカル関数の前後に一重引用符を置いて，レキシカル関数の評価
を強制しなければなりません。レキシカル関数は，他のレキシカル関数の引数値とし
ても使用できます。

F$LENGTH関数に対して引数を指定する，他の方法を以下の例に示します。それぞ
れの例では，引数は文字列式です。

• 次の例は，シンボルと文字列を両方含む引数を示しています。

$ BUG = "BUMBLEBEE"
$ LEN = F$LENGTH(BUG)
$ SHOW SYMBOL LEN
LEN = 9 Hex = 00000009 Octal = 00000000011

BUGシンボルを引数として使用する場合，前後に引用符は付けません。レキシカ
ル関数は "BUMBLEBEE"値を自動的に BUGに置換して，長さを判別し， 9の値
を戻します。
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• 次の例は，シンボルと文字列を両方含む引数を示しています。

$ BUG = "BUMBLEBEE"
$ LEN = F$LENGTH(BUG)
$ SHOW SYMBOL LEN

LEN = 9 Hex = 00000009 Octal = 00000000011
$ LEN = F$LENGTH(BUG + "S")
$ SHOW SYMBOL LEN

LEN = 10 Hex = 0000000A Octal = 00000000012

BUGシンボルは引用符で囲まれていませんが，文字列の "S"は引用符で囲まれ
ています。引数を評価してからでないと， F$LENGTH関数は長さを判別でき
ません。 BUGシンボル ("BUMBLEBEE")によって表現される値は "S"文字列
と連結され，結果は "BUMBLEBEES"になっています。 F$LENGTH関数は，
"BUMBLEBEES"文字列の長さを判別して， 10の値を戻します。

• 次の例は， F$DIRECTORY関数の引数として別のレキシカル関数を使用してい
ます。 F$DIRECTORY関数は，大括弧を含む，現在の省略時のディレクトリの
名前を戻します。この例では，現在の省略時のディレクトリは[SALMON]です。

$ LEN = F$LENGTH(F$DIRECTORY())
$ SHOW SYMBOL LEN

LEN = 8 Hex = 00000008 Octal = 00000000010

F$DIRECTORYを引数として使用する場合は，前後に引用符を付けません。関数
は自動的に評価されます。 F$DIRECTORY関数の結果が戻ってからでないと，
F$LENGTH関数は長さを判別できません。結果が戻ると， F$LENGTH関数は省略
時のディレクトリの長さ (大括弧を含む)を判別します。

12.8.5 演算の順序

式には演算と比較操作をいくつでも指定できます。次の表は，式の中に 2つ以上の演
算子がある場合の演算子を評価順にリストしたものです。演算子は，優先順位の高い
順にリストされています。すなわち，上にある演算子ほど先に実行されます。

優先順位 演算

7 単項プラス( + )と単項マイナス( – )

6 乗算( * )と除算( / )

5 加算 (連結)と減算 (削減)

4 すべての数値および文字比較

3 論理 NOT演算

2 論理 AND演算

1 論理 OR演算

1つの式の中に同じ優先順位を持つ複数の演算子がある場合には，左から右に演算が
行われます。通常の優先順位 (演算と比較を評価する順)を変更するには，最初に実行
しようとする演算を括弧で囲みます。括弧をネストすることもできます。
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次の例では，括弧があるために，乗算の前に加算が実行されます。括弧がなければ，
乗算を先に実行するため，結果は 26になります。括弧はネスト可能です。

$ RESULT = 4 * (6 + 2)
$ SHOW SYMBOL RESULT
RESULT = 32 Hex = 00000020 Octal = 00000000040

12.8.6 データ・タイプの評価

DCLのシンボルの評価結果は，文字列または整数値のいずれかになります。シンボル
のデータ・タイプ (文字または整数)は，現在割り当てられている値のデータ・タイプ
によって決まります。データ・タイプは永久的なものではないので，値のタイプが変
更されると，シンボルのタイプも変更されます。

式は，値のタイプと使用する演算子に応じて，整数値になったり文字列値になったり
します。

次の例では，ローカル・シンボルNUMには，最初に文字値が割り当てられ，次に整
数式が割り当てられるときに整数値に変換されます。

$ NUM = "ABC"
$ NUM = 2 + 5

次の表は，DCLがどのように式を評価するかをまとめたものです。最初の欄には，
式に指定できる値と演算子を示します。 2番目の欄は，それぞれの場合に，式全体の
評価結果のタイプを示しています。表の中で，任意の値は文字列または整数を表して
います。
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式 結果の値タイプ

整数値 整数

文字列値 文字列

整数レキシカル関数 整数

文字列レキシカル関数 文字列

整数シンボル 整数

文字列シンボル 文字列

+， –，または.NOT.任意の値 整数

任意の値.AND.または.OR.任意の値 整数

文字列 +または -文字列 文字列

整数 +または -任意の値 整数

任意の値 +または -整数 整数

任意の値*または/任意の値 整数

任意の値 (文字列比較)任意の値 整数

任意の値 (数値比較)任意の値 整数

12.9 式の値タイプの変換

式の中のオペランドがすべて同じ値のデータ・タイプになっていないと，DCLは式
を評価できません。値のタイプには，文字列データ・タイプと整数データ・タイプが
あります。文字列データには，文字列，文字列値を持つシンボル，文字列値を戻すレ
キシカル関数があります。整数データには，整数，整数値を持つシンボル，整数値を
戻すレキシカル関数があります。 1つの式に数値オペランドと文字列オペランドの両
方が入っている場合には，DCLはすべての文字列を整数に変換するか，すべての整
数を文字列に変換します。

一般に，文字列値と整数値の両方を使用すると，文字列値が整数に変換されます。た
だし，DCLが文字列比較を行うときは例外で，この場合には整数が文字列に変換さ
れます。

また，次のレキシカル関数を使用すると，式の値を決定したり変更したりできます。

• F$TYPEは，シンボルの現在の値タイプを決定する。

• F$INTEGERは，文字列式を整数値に変換する。

• F$STRINGは，整数式を文字列値に変換する。

12.9.1 文字列を整数に変換する

文字列は，次のようにして整数に変換されます。

• 数値を含む文字列は，その整数値に変換される。たとえば，文字列 "45"は整数 45
に変換される。
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• 文字列が T， t， Y，または yで始まる場合には，整数 1に変換される。

• 文字列がこれ以外の文字で始まる場合には，整数 0に変換される。

次の表は，文字列を整数値を変換する場合を示しています。

文字列 結果として生じる整数

"123" 123

"12XY" 0 (偽)

"Test" 1 (真)

"hello" 0 (偽)

12.9.2 整数を文字列に変換

整数を文字列に変換すると，結果として生じる文字列には整数値に対応する数値が入
ります。次の表は，整数を文字列値に変換する場合を示しています。

整数 結果として生じる文字列

123 "123"

1 "1"

0 "0"

12.10 シンボル・テーブル

シンボルは，オペレーティング・システムによって管理されるローカル・シンボル・
テーブルまたはグローバル・シンボル・テーブルに格納されます。

12.10.1 ローカル・シンボル・テーブル

DCLでは，コマンド・プロシージャの実行時， CALLコマンドの使用時，およびバ
ッチ・ジョブのキュー登録時にユーザが作成するすべてのコマンド・レベルとメイ
ン・プロセスに対して 1つずつのローカル・シンボル・テーブルが保持されます。ロ
ーカル・シンボルを作成すると，DCLは，そのシンボルを現在のコマンド・レベル
のローカル・シンボル・テーブルに収めます。コマンド・レベルのローカル・シンボ
ル・テーブルは，そのレベルが続くかぎり存在しますが，該当コマンド・レベルが終
了すると，そのローカル・シンボル・テーブル (およびその中のすべてのシンボル)も
削除されます。プロセス，コマンド・プロシージャ，バッチ・ジョブについての詳細
は，第 16章を参照してください。

ローカル・シンボル・テーブルには，ユーザが定義したローカル・シンボルに加え
て，DCLの 8つのシンボルが収められます。 P1～ P8までのこれらのシンボルは，
パラメータをコマンド・プロシージャに渡すときに使用されます。コマンド・プロシ
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ージャに渡されるパラメータは文字列とみなされます。それ以外の場合， P1～ P8は
空の文字列 ("")として定義され，ローカル・シンボル・テーブルに格納されます。

12.10.2 グローバル・シンボル・テーブル

DCLでは， 1つのプロセスが存在する間， 1つのグローバル・シンボル・テーブル
だけが保持され，すべてのグローバル・シンボルがそのテーブルに収められます。グ
ローバル・シンボル・テーブルには，ユーザがアクセスするグローバル・シンボルに
加えて，後述する予備グローバル・シンボルが収められています。このようなグロー
バル・シンボルは，使用しているプログラムやコマンド・プロシージャ，ならびにシ
ステム・コマンドやユーティリティについての状態情報を提供します。

$STATUS予備グローバル・シンボル
$STATUSは，最も最近実行されたコマンドが戻す条件コードです。シンボ
ル$STATUSはOpenVMSオペレーティング・システムのメッセージ・コードの
形式に準拠します。 EXITコマンドにパラメータ値を指定すれば，アプリケーショ
ン・プログラムでグローバル・シンボル$STATUSの値を設定できます。システム
は，$STATUSの値を使用して，どのようなメッセージを表示するか，次に高いコマ
ンド・レベルで実行を継続するかどうかなどを決定します。$STATUSの下位 3ビッ
トの値は，グローバル・シンボル$SEVERITYに収められます。

$SEVERITY予備グローバル・シンボル
$SEVERITYは，最も最近実行されたコマンドが戻す条件コードの重大度レベルで
す。$STATUSの下位 3ビットに等しいシンボル$SEVERITYは，次のような値を持
ちます。

0 警告

1 成功

2 エラー

3 情報

4 重大 (回復不能な)エラー

$RESTART予備グローバル・シンボル
$RESTARTは，システム・クラッシュによる割り込みが生じた後でバッチ・ジョブ
が再開された場合に TRUEの値になります。それ以外の場合は， FALSEの値になり
ます。

12.10.3 シンボル・テーブル検索順序

コマンド・インタプリタはシンボルの値を判別するときに，シンボル・テーブルを次
のような順序で検索します。

1. 現在のコマンド・レベルのローカル・シンボル・テーブル。

2. 前のコマンド・レベルのローカル・シンボル・テーブル。現在のレベルから後方
に検索する。
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3. グローバル・シンボル・テーブル。

12.11 シンボルの値のマスク

これ以降の節では，シンボルの値をマスクする方法について説明します。

12.11.1 SET SYMBOLコマンド

省略時の設定では，外側のコマンド・プロシージャ・レベルで定義されるすべてのシ
ンボル (グローバルとローカル)は，内側のプロシージャ・レベルにアクセスできま
す。ただし， SET SYMBOLコマンドを使用すれば，コマンド・プロシージャの中
のローカル・シンボルまたはグローバル・シンボルを他のコマンド・プロシージャで
定義されたシンボルと区別できます。 SET SYMBOLコマンドは，ローカル・シン
ボルとグローバル・シンボルの値をマスクします。したがって，コマンド・プロシー
ジャが別のコマンド・プロシージャを実行する場合， 2番目のプロシージャで SET
SYMBOLコマンドを指定すれば，両方のプロシージャで同じシンボル名を使用でき
ます。

SET SYMBOLコマンドは，DCLがコマンド行を処理する前に，動詞文字列 (コマン
ド行の最初のトークン)をシンボルとして変換しようとするかどうかも制御します。
省略時の設定では，変換を行おうとします。この設定を変更して変換を行わないよう
にすると，コマンドを起動するときに，コマンド・プロシージャが外側のプロシージ
ャ・レベル環境によって影響されなくなるので便利です。

12.11.2 シンボルの有効範囲

シンボルの有効範囲は，ローカル・シンボルとグローバル・シンボルとでは異なりま
す。プロシージャ・レベルを終了して，前のプロシージャに戻ると，ローカル・シン
ボルとグローバル・シンボルの両方で，前のレベルのシンボル有効範囲コンテキスト
が復元されます。

現在の汎用シンボルの有効範囲状態を表示するには，レキシカル関数
F$ENVIRONMENT("SYMBOL_SCOPE")を使用します。現在の動詞の有効範
囲状態を表示するには，レキシカル関数 F$ENVIRONMENT("VERB_SCOPE")を使
用します。

ローカル・シンボルの有効範囲
ローカル・シンボルはプロシージャ・レベルによって左右されます。ローカル・シン
ボルを外側のプロシージャ・レベルで定義すると，内側のどのプロシージャ・レベル
でもシンボルを読み込むことができます (ただし，シンボルへの書き込みはできませ
ん)。外側のプロシージャ・レベルにローカルなシンボルに値を割り当てると，現在の
プロシージャ・レベルで新しいシンボルが作成されます。ただし，外側のプロシージ
ャ・レベルのシンボルは変更されます。
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SET SYMBOL/SCOPE=NOLOCALコマンドを使用すると，外側のプロシージャ・
レベルで定義されたすべてのローカル・シンボルが現在のプロシージャ・レベルとそ
の内側のプロシージャ・レベルではアクセスできなくなります。たとえば，プロシー
ジャ・レベル 2と 4で SET SYMBOL/SCOPE=NOLOCALを指定すると，次のよう
になります。

• プロシージャ・レベル 2では，レベル 2のローカル・シンボルのみの読み書きが
可能。

• プロシージャ・レベル 3では，レベル 2のローカル・シンボルを読み込める (書き
込みは不可)。また，レベル 3のローカル・シンボルの読み書きが可能。

• プロシージャ・レベル 4では，レベル 4のローカル・シンボルのみの読み書きが
可能。

グローバル・シンボルの有効範囲
グローバル・シンボルはプロシージャ・レベルに左右されません。現在のグローバ
ル・シンボルの有効範囲コンテキストがそれ以降のすべてのプロシージャ・レベルに
適用されます。

/SCOPE=NOGLOBAL修飾子を使用すると，/SCOPE=GLOBAL修飾子を指定す
るか，プロシージャを終了して，グローバル・シンボルがアクセス可能であった
前のレベルに戻るまで，すべてのグローバル・シンボルはそれ以降のすべてのコマ
ンドにアクセスできません。また，/SCOPE=NOGLOBAL修飾子を指定すると，
/SCOPE=GLOBAL修飾子指定するまで，新しいグローバル・シンボルを作成できな
くなります。

12.12 シンボルの置換

コンテキストによっては，英字で始まる文字列がシンボル名またはレキシカル関数と
して使用されることがあります。このような場合，DCLはシンボルまたはレキシカ
ル関数をその値と置き換えようとします。シンボルをその現在の値で置き換えること
をシンボル置換といいます。これ以外のコンテキストでシンボルまたはレキシカル関
数を使用する場合には，置換演算子を使用してシンボル置換を要求しなければなりま
せん。

シンボルの自動評価
シンボルやレキシカル関数が次のように使用された場合，DCLはシンボルやレキシ
カル関数を自動的に評価します。

• 割り当て (=)文の右辺

• レキシカル関数の引数の中

• DEPOSIT， EXAMINE， IF，またはWRITEコマンドの中

• 文字列の後に等号またはコロンが付かない場合，コマンド行の先頭
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• 部分文字列置換または数値オーバレイを実行している場合の，割り当て文の左辺
にある大括弧の中 (第 12.6.5項を参照)

次の例では，コマンド・インタプリタは，英字で始まる文字列をシンボル名として，
数値または基数演算子( % )で始まる文字列をリテラル数値として使用します。

• 次の例では， COUNTが自動的に認識され，シンボルとして評価されます。

$ TOTAL = COUNT + 1

• この例では， 2行目で，QUERYシンボルが F$LENGTH関数と一緒に使用され
ているため，QUERYは自動的に評価されます。また， F$LENGTH関数は割り
当て文の右辺にあるため，自動的に評価されます。

$ QUERY = "Have we met before?"
$ LEN = F$LENGTH(QUERY) + 5
$ SHOW SYMBOL LEN
LEN = 27 Hex = 0000001B Octal = 000033

• 次の例では， IFコマンドは Aと Bの両方をシンボル名として使用し，その現在
の値を使用します。

$ IF A .EQ. B THEN WRITE SYS$OUTPUT "DONE"

• この例では， 2行目で，コマンド・インタプリタは， PDELをその現在の値と自
動的に置き換え，その結果得られたコマンドを実行します。

$ PDEL = "DELETE SYS$PRINT/ENTRY="
$ PDEL 181

• 次の例では，DCLはシンボル BELLを 7という値として自動的に定義し，代入
文の左辺の大括弧で囲まれた値をもとに，新しい値を割り当てます。

$ BELL = 7
$ BELL[5,1] = 1
$ SHOW SYMBOL BELL
BELL = 39 Hex = 00000027 Octal = 00000000047

12.12.1 シンボル置換の強制

上記の場所にないシンボルの置換を強制するには，次にようにシンボルを一重引用
符( ’ )で囲みます。

$ TYPE ’B’

引用符で囲まれた文字列の中のシンボルの置換を強制するには，そのシンボルの前に
2つの一重引用符( ’ )を付け，シンボルの後に 1つの一重引用符( ’ )を付けます。

$ T = "TYPE ’’B’"
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コマンド行を処理する場合，DCLは次の順序でシンボルをその値に置換します。

• 強制置換

一重引用符 (二重引用符で囲まれた文字列の場合には， 2つの一重引用符)で区切
られたすべての文字列を左から右に置換します。前に 1つの一重引用符が付いた
シンボルは反復変換されますが，前に 2つの一重引用符が付いたシンボルは反復
変換されません。

• 自動置換

コマンド行の中のそれぞれの値を左から右に評価して，値がコマンドの場合は実
行し，式の場合には評価します。式の中のシンボルは割り当てられた値と置き換
えられますが，この置換は反復されません。

次の例は，DCLがシンボルを置換する順序がどのように影響するかを示していま
す。シンボル PN， FILE1，およびNUMは，次のように定義します。

$ PN = "PRINT/NOTIFY"
$ FILE1 = "[BOLIVAR]TEST_CASE.TXT"
$ NUM = 1

このシンボル定義の場合，次のコマンドは，[BOLIVAR]TEST_CASE.TXTというフ
ァイルを印刷します。

$ FILE = "’FILE’’NUM’’"
$ PN ’FILE’

最初のコマンドでは，強制置換によってNUMが 1になり， FILE’’NUM’は FILE1
になります。 SHOW SYMBOL FILEコマンドを入力すると， FILE="’FILE1’"に
なります。

2番目のコマンドは 2つの置換を行います。最初に，’FILE’は’FILE1’に置換されま
す。一重引用符( ’ )で囲まれているため，’FILE1’も置換が必要です。自動置換によ
って FILE1は[BOLIVAR]TEST_CASE.TXTになります。このファイル名は次に，
PNの値である PRINT/NOTIFYに渡されます。結果は，次のような文字列になりま
す。

$ PRINT/NOTIFY [BOLIVAR]TEST_CASE.TXT

12.12.2 シンボル置換の演算子

置換演算子を使用すると，DCLが通常はシンボル置換を行わない場所でのシンボル
置換を要求できます。DCLは，次の 2つの置換演算子を受け入れます。

• 一重引用符( ’ )

• アンパサンド( & )
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この 2つの演算子の相違点は，置換が行われる時間です。前に一重引用符が付くシン
ボルはDCLコマンド処理の第 1フェーズで置換され，前にアンパサンドが付くシン
ボルは第 2フェーズで置換されます。コマンド処理のフェーズについての詳細は，第
12.13節を参照してください。

一重引用符( ’ )

一重引用符( ’ )は，最もよく使用する置換演算子です。コマンド・パラメータや修飾
子の代わりにシンボルを使用する場合に，一重引用符を使用してシンボル置換を要求
します。一重引用符は，文字列割り当て( := )文の右辺でシンボル置換を要求するのに
使用します。

引用符で囲まれた文字列の中でのシンボル置換を要求するには，シンボル名の前に 2
つの一重引用符を置き，シンボル名の後に 1つの一重引用符を置きます。

一重引用符を使用してシンボル置換を要求した場合は，置換する値の途中では (ハイ
フン継続文字を使用して)改行できません。

次の例では， TYPEコマンドは，次にくる文字列がファイル指定を想定するコマンド
です。一重引用符は， LITが評価しなければならないシンボルであることを示してい
ます。一重引用符を省略すると，DCLは LIT.LIS (LISは， TYPEコマンドの省略時
のファイル・タイプ)というファイルを探します。

$ LIT = "LIGHT.BILLS"
$ TYPE ’LIT’

次の例では，NAMEの値が置換されて， FILEは REPORT.DATになります。

$ NAME := REPORT
$ FILE := ’NAME’.DAT
$ SHOW SYMBOL FILE
FILE = "REPORT.DAT"

次の例では，NAMEシンボルの現在の値は FREDです。

$ MESSAGE = "Creating file ’’NAME’.DAT"

この場合，MESSAGEは次の値を持ちます。

Creating file FRED.DAT

アンパサンド( & )

アンパサンド( & )もコマンド・インタプリタが認識する置換演算子です。多くの場
合，一重引用符とアンパサンドは同じ機能を果たします。アンパサンドは，一重引用
符と一緒に使用して置換の実行順序に影響を及ぼすときの置換演算子として最も効果
的です。

シンボルが未定義の場合のコマンド・インタプリタのアクションは，コマンドのコン
テキストによって決まります。詳細は，第 12.13.5項を参照してください。
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最初のコマンドでは，コマンド・インタプリタは，コマンド処理の第 1フェーズ (検
索)でNAMEシンボルを現在の値と置き換えます。 2番目のコマンドは，コマンド処
理の第 2フェーズ (解析)で NAMEシンボルを現在の値と置き換えます。方法は異な
っても，結果は同じになります。

$ TYPE ’NAME’
$ TYPE &NAME

次の例では，アンパサンドは，一重引用符と一緒に使用されて換の実行順序に影響を
及ぼしています。

$ P1 = "FRED.DAT"
$ COUNT = 1
$ TYPE &P’COUNT’

最初に，コマンド・インタプリタは一重引用符で囲まれたシンボル (’COUNT’)を評
価します。結果は次のようになります。

TYPE &P1

次に，前にアンパサンドが付いたシンボル (P1)を評価します。結果は次のようになり
ます。

TYPE FRED.DAT

次の例のように， Pと COUNTの両方と一緒に一重引用符を使用したとします。

$ TYPE ’P’’COUNT’

コマンド・インタプリタは，左から右に処理を進めて Pを評価しようとします。 Pは
定義済みのシンボルではないため，DCLは Pに空の値を指定します。次に，コマン
ド・インタプリタは COUNTシンボルを評価します。結果は次のようになります。

TYPE 1

次の例では， Aは Bの現在の値に等しく定義されています。

$ B = "MYFILE.DAT"
$ A = "&B"
$ TYPE ’A’

アンパサンド( & )を引用符( " " )の中で使用してもシンボル置換は行われません。し
たがって，割り当てを行っても， Bの値は置換されませんが， TYPEコマンドは
MYFILE.DATを表示します。これは，コマンド・インタプリタが最初に&Bの値を
Aに置換するからです。コマンド・インタプリタは，次にMYFILE.DATを&Bシン
ボルに置換します。 Bを再定義すれば， TYPEコマンドの結果はそれに応じて変化し
ます。
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アンパサンドを使用するときには，次の規則に従ってください。

• アンパサンドはシンボル名の前に置き，シンボル名の後には置かない。

• アンパサンドは区切り文字 (ブランクまたは特殊文字)の後に置かなければならな
い。

• アンパサンドを使用して，引用符( " " )で囲まれた文字列の中で置換を要求するこ
とはできない。

• アンパサンドを使用して 2つ以上のシンボル名を連結することはできない。

• 一般に，シンボルを正しく変換するために必要な場合を除いて，シンボル置換に
アンパサンドは使用してはならない。

12.13 コマンド処理の3つのフェーズ

コマンド・インタプリタは，シンボル置換を次の 3つのフェーズで実行します。

12.13.1 第 1フェーズ:コマンド入力検索

コマンド入力検索では，前に一重引用符が付いたシンボルを左から右に順に評価しま
す。前に 1つの一重引用符が付いたシンボルは，第 1フェーズ置換で説明するよう
に，反復変換されますが，前に 2つの一重引用符が付いたシンボルは反復変換されま
せん。

12.13.2 第 2フェーズ:コマンドの解析

コマンド解析フェーズでは，次のことを行います。

• コマンド行を解析する。当該行の最初の項目がシンボルかどうかをチェックし
て，シンボルの場合には評価する。

• 前にアンパサンドが付いたシンボルを左から右に順に評価する。

このフェーズでのシンボル置換は反復されません。

12.13.3 第 3フェーズ:式の評価

式の評価フェーズでは，次のことが行なわれます。

• 前にDEPOSIT， EXAMINE， IF，およびWRITEコマンドが置かれたシンボル
を評価する。

• レキシカル関数の中のシンボルを評価する。

このフェーズでのシンボル置換は反復されません。
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コマンド・インタプリタは，コマンド・プロシージャの中で実行されるコマンドやプ
ログラムが入力データとして読み込んだ行は解析しないことに注意してください。し
たがって，このようなデータ行ではシンボル置換を行いません。

AVERAGEプログラムは， SYS$INPUT (コマンド入力ストリーム)から 55， 57，
9999を読み込みます。これらのデータ行はコマンド・インタプリタによっては読み
込まれません。シンボル名を入力しても評価されません。

$ RUN AVERAGE
55
57
9999

12.13.4 繰り返し置換と反復置換

シンボル置換には，繰り返し置換と反復置換があります。

• 繰り返し置換は， 1つのコマンド行で 2つ以上のタイプの置換を行います。

• 反復置換は，コマンド・インタプリタが置換された値を調べて，値自体がシンボ
ルかどうかをチェックします。反復置換が行われるのは，前に一重引用符が付い
たシンボルがコマンド処理の第 1フェーズで変換される場合のみです。

第 1フェーズ置換
一重引用符( ’ )を使用してシンボル置換を要求すると，コマンド・インタプリタは，
コマンド処理の第 1フェーズで反復置換を実行します。

ただし，引用符で囲まれた文字列の中にシンボルを指定した場合には，一重引用符を
使用する置換は反復されません。

次の例では，置換は反復されます。

$ MAC = "5"
$ A = "’MAC’"
$ B = ’A’
$ SHOW SYMBOL B

B = 5 Hex = 00000005 Octal = 00000000005

次の理由から， B = ’A’文の後， Bシンボルの値は 5になります。

• シンボル名 Aは一重引用符で囲まれているため，その現在の値 (’MAC’)で置き換
えられる。

• この値 (’MAC’)も一重引用符で囲まれているため，コマンド・インタプリタは
MACを現在の値( 5 )と置き換える。

• この値( 5 )には一重引用符が付いていないので，コマンド処理の第 1フェーズは
終了である。第 2フェーズまたは第 3フェーズでのこれ以上の置換は必要ないた
め， 5がシンボル名 Bに割り当てられる最終値になる。
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ただし， Aを引用符で囲まれた文字列の中で指定した場合にはどうなるでしょう。

$ B = "’’A’"
$ SHOW SYMBOL B
B = "’MAC’"

この場合は， Bは’MAC’の値を持ちます。引用符で囲まれた文字列の中では置換は
反復されないため，シンボル名 Aは一回だけ置換されます。

第 2フェーズ置換
コマンド・インタプリタが反復置換を自動的に実行するのは，コマンド行に一重引用
符がある場合だけです。場合によっては，コマンド同意語の定義をネストするとよい
でしょう。

次の例では， EXECが処理されると，コマンド・インタプリタは置換を一回だけ実行
します。

$ MAC = "TYPE A.B"
$ EXEC = "’MAC’"
$ EXEC

結果は文字列’MAC’になります。MACはコマンドとして認識されないため，エラ
ー・メッセージが出されます。このエラーは，コマンド処理の第 1フェーズに置換
が実行されない (EXEC文字列が一重引用符によって区切られていない)ために生
じています。第 2フェーズでは， EXECがコマンド行の最初の値であるため，文
字列’MAC’が EXECに置き換えられます。この置換は反復されません。したがっ
て，’MAC’が一重引用符で区切られていても，これ以上置換は行われません。

コマンド同意語 EXECを正しく使用するには，次に示すように， EXECを一重引用
符で囲みます。

$ ’EXEC’

この場合，コマンド処理の第 1フェーズで EXECシンボルが評価されます。この置換
は反復置換であるため， (’MAC’)も評価され， TYPE A.B文字列が置換されます。

第 3フェーズ置換
コマンド・インタプリタがコマンドの中の式を解析すると，式の中に指定されたシン
ボルは一回だけ置換されます。ただし，式の中に一重引用符またはアンパサンドを使
用すれば，反復置換を強制できます。このようにして反復置換を強制した場合には，
次の点に注意してください。

• コマンド・インタプリタは，コマンド文字列を実行する前に，一重引用符または
アンパサンドによって要求されたすべての置換を実行する。

• シンボル置換を自動的に実行するコマンドは，コマンド処理の第 1フェーズと第 2
フェーズの後でこれを行う。

置換の結果，有効なシンボル名が得られない場合には，コマンドは正しく実行されな
いことに注意してください。
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次の例は， IFコマンドでの反復置換を示しています。

$ P1 = "FRED.DAT"
$ COUNT = 1
$ IF P’COUNT’ .EQS. "" THEN GOTO END

コマンド・インタプリタはこの行を検索して， COUNTシンボルをその現在の値と置
き換えます。結果は次のようになります。

IF P1 .EQS. "" THEN GOTO END

この文字列には一重引用符がないため，コマンド・インタプリタはこれ以上置換を実
行しません。ただし， IFコマンドを実行すると，シンボル名 P1を自動的に評価し
て，その現在の値と置き換えます。

次の例では，シンボル名 FILENAMEは無効です。

$ FILENAME = "A.B"
$ IF ’FILENAME’ .NES. "" THEN TYPE ’FILENAME’

コマンド・インタプリタは， FILENAMEシンボルをその現在の値 (A.B)に置き換え
ます。結果は次のようになります。

IF A.B .NES. "" THEN TYPE A.B

IFコマンドがコマンド行を実行するとき， A.Bは有効なシンボルでないため，エラ
ーになります。この IFコマンドを正しく処理するためには，次のように，一重引用
符を省略します。

$ IF FILENAME .NES. "" THEN TYPE ’FILENAME’

12.13.5 未定義シンボル

コマンド行でシンボルを使用するときにそのシンボルが未定義の場合には，コマン
ド・インタプリタは，コンテキストに応じて，エラー・メッセージを表示するか，シ
ンボルを空の文字列と置き換えます。未定義シンボルについては，次の規則が適用さ
れます。

• コマンド処理の第 1フェーズと第 2フェーズでは，前に一重引用符またはアンパ
サンドが付いたすべての未定義シンボルを空の文字列と置換する。

• コマンド処理の第 3フェーズでは，未定義シンボルを見つけると，警告メッセー
ジを表示して処理を最後まで実行しない。

次の例は，コマンド・インタプリタが前に一重引用符が付いた未定義シンボルをどの
ように処理するかを示しています。
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$ FILE := MYFILE’FILE_TYPE’
$ SHOW SYMBOL FILE
FILE = "MYFILE"

$ PRINT ’FILE’

FILEシンボルが作成されると， FILE_TYPEシンボルがその現在の値と置き換えら
れます。 FILE_TYPEが定義されていない場合は， FILE_TYPEは空の文字列と置き
換えられます。ファイル指定の中にファイル・タイプがないと， PRINTコマンドは
省略時のファイル・タイプである LISを使用します。したがって，ファイル指定は
MYFILE.LISと解釈されます。

次の例では，コマンド処理の第 3フェーズで式が評価されます。

$ A = 1
$ C = A + B
%DCL-W-UNDSYM, undefined symbol - check validity and spelling

Bシンボルは未定義であるため，コマンド・インタプリタは式を評価できません。

12.14 シンボルを使用するための別の方法:自動フォーリン・コマン
ド

プロシージャに対してシンボルを定義せずに，DCLレベルからコマンド・プロシー
ジャ (ファイル・タイプ.COM)または実行可能イメージ (ファイル・タイプ.EXE)を起
動することもできます。自動フォーリン・コマンドを使用すると，DCLは特定のデ
ィレクトリからコマンド・プロシージャまたは実行可能イメージを検索して，それを
自動的に実行できます。

DCLシンボルでなく，DCLコマンド・テーブルに登録されていないコマンド動詞を
入力すると，一般に次のメッセージが表示されます。

DCL-W-IVVERB, unrecognized command verb - check validity and spelling

しかし，論理名DCL$PATHが定義されている場合には (およびブランクでない場合
には)，DCLはファイル名に無効動詞が含まれており，省略時のファイル指定とし
てDCL$PATH:.*が指定されているファイルに対して， RMS $SEARCHを実行しま
す。

DCLが.COMまたは.EXEファイルを検索すると，コマンド行の残りの部分をパラ
メータとして使用して，そのファイルを自動的に実行します (この動作は，DOS，
UNIX，その他のオペレーティング・システムの PATHオプションによく似ていま
す)。

次の例では，DCLシンボル SYSGENは必要ありません。DCLは SYS$SYSTEM
ディレクトリから SYSGEN.EXEを検索します。DCLは，シンボル "SYSGEN"が
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"$SYS$SYSTEM:SYSGEN"として定義されているかのように動作し， SYSGENイ
メージをフォーリン・コマンドとして起動します。

$ SYSGEN
%DCL-W-IVVERB, unrecognized command verb - check validity and spelling
\SYSGEN\
$ DEFINE DCL$PATH SYS$SYSTEM,SYS$DISK:[]FOO
$ SYSGEN SHOW MAXPROCESSCNT
Parameter Name Current Default Min. Max. Unit Dynamic
-------------- ------- ------- ------- ------- ---- -------
MAXPROCESSCNT 157 32 12 8192 Processes

次の例では， SSは "@SS.COM"として定義しておく必要がありません。これは，
DCLが SYS$SYSTEMディレクトリから SS.COMまたは SS.EXEを自動的に検索す
るからです。その処理を正しく実行できない場合には，DCLはカレント・ディレク
トリから SS.COMまたは SS.EXEを検索します。

$ TYPE SS.COM
$ SHOW SYMBOL/LOCAL/ALL
$ EXIT
$ SS "This is a parameter"

P1 = "This is a parameter"
P2 = ""
P3 = ""
P4 = ""
P5 = ""
P6 = ""
P7 = ""
P8 = ""

$ SS.EXE "This is a parameter"
P1 = ".EXE"
P2 = "This is a parameter"
P3 = ""
P4 = ""
P5 = ""
P6 = ""
P7 = ""
P8 = ""

この例では，DCLは SS.COMを検索し， "SS"が "@SS.COM"として定義されている
シンボルであるかのように動作します。コマンド行の残りの部分をパラメータとして
解析して，コマンド・プロシージャが起動されます。 "SS.EXE"がイメージ SS.EXE
を起動するのではなく， 2つのパラメータを使用して SS.COMが起動され，最初の
パラメータが ".EXE"というテキスト文字列であることに注意してください。これ
は，OpenVMSオペレーティング・システムで，コマンドの解析とシンボルの置換が
実行される方法と一貫しています。
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12.14.1 自動フォーリン・コマンドの使用

次のことに注意してください。

• 論理名DCL$PATHは検索リスト・タイプの論理名でもかまわない。

• 論理名の各変換のノード，デバイス，ディレクトリの部分だけが使用される。

• 通常の論理名の優先順位が有効である。ユーザは独自の論理名を定義することに
より，DCL$PATHのシステム定義を変更できる。システム定義が存在するとき
に，ユーザがその機能を使用したくない場合には，論理名の定義を " "に変更する
ことにより，システム定義を無効にできる。

• DCLの動詞およびシンボル名に対して使用できる文字は，ファイル名に対して
使用できる文字と異なる。たとえば，DCLシンボルではハイフン (-)を使用でき
ず， 1文字目にドル記号 ($)を使用することもできない。実行するイメージまたは
プロシージャがDCLシンボル名として正しくない場合には，この新しい機能を使
用して直接起動することはできない。

• DCLはコマンドを解析していない。起動されるイメージが独自のコマンド解析を
実行しなければならない。 Cプログラムの場合には，main( )ルーチンに対して
"argc"と "argv"パラメータを使用する。他の言語で作成されたプログラムの場合に
は， LIB$GET_FOREIGNを呼び出して，コマンド行全体を入手する。その後，
コマンド行をプログラムで解析しなければならない。

• ディレクトリにコマンド・プロシージャと実行可能イメージの両方が登録されて
いる場合には，最初に検索されたファイルが起動される。OpenVMSシステムで
は，ディレクトリはアルファベット順に並べられているため， ".COM"ファイルの
方が ".EXE"ファイルより先に検索される。他のオペレーティング・システムを稼
動しているノードを示すDCL$PATH論理名に，ネットワーク・ファイル指定を
指定した場合には， ".COM"ファイルより前に ".EXE"ファイルが検索される可能
性がある。

DCLは無効動詞をファイル指定として使用し， "DCL$PATH:.*"を省略時の
ファイル指定として使用して検索を実行するため，特定のファイルが検索さ
れるような方法で論理名を定義することができる。たとえば，論理名 FOOを
"FOO.EXE"として定義し，DCLプロンプトに対して "FOO"と入力すると，
FOO.COMは絶対に起動されず， FOO.EXEだけが起動される。

注意

特権付きユーザが省略時のデバイスおよびディレクトリを他のユーザ・アカ
ウントに設定した場合には， "SYS$DISK:[ ]"を DCL$PATH論理名の定義に指
定しないでください。この操作を実行すると， DCLはカレント・ディレク
トリを検索します。入力エラーがある場合や，検索リストで変換の配置方法
が不適切な場合には，カレント・ディレクトリのユーザ・イメージが検索さ
れ，特権が与えられた状態で誤って起動される可能性があります。
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12.14.2 自動フォーリン・コマンドの制限事項

次の制限事項に注意してください。

• OpenVMSオペレーティング・システム Version 6.2より以前のバージョンで，自
動フォーリン・コマンドを使用することはできない。

• 新しい動詞をいつでもDCLコマンド・テーブルに追加することができるため，あ
る時点で自動フォーリン・コマンドによって動作したコマンドが，将来動作しな
くなる可能性がある。

• 自動フォーリン・コマンド機能は，どのような場合にも動作するわけではない。
次の例では，DCL (動詞の最初の 4文字だけを調べる)は， SHOWという動詞
(SHOWMEの最初の 4文字)と一致するものを検索し， SHOWME.COMプロシ
ージャではなく， SHOW USERSコマンドを実行する。 SHOWMEをDCLシン
ボルとして定義した場合には， SHOWMEコマンドは SHOWME.COMを起動す
る。

$ DEFINE DCL$PATH SYS$SYSTEM,SYS$DISK:[]FOO
$ TYPE SHOWME.COM
$ SHOW SYMBOL P1
$ EXIT
$ SHOWME USERS

OpenVMS User Processes at MARCH 2, 1999 01:40 PM
Total number of users = 1, number of processes = 11

Username Interactive Subprocess Batch
RSMITH 9 2
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13
コマンド・プロシージャの概要

コマンド・プロシージャとは，DCLコマンドと，DCLコマンドで使用されるデータ
行が格納されたファイルです。 1つか 2つのDCLコマンドしか入っていない簡単な
コマンド・プロシージャもありますが，複雑なコマンド・プロシージャになると，洗
練されたコンピュータ・プログラムのような働きをします。コマンド・プロシージャ
を実行すると，DCLインタプリタはファイルを読み込んで，その中に入っているコ
マンドを実行します。

システム管理者がシステム・ログイン・コマンド・プロシージャを設定した場合に
は，ログインするたびにそれが実行されます。システム・ログイン・コマンド・プロ
シージャを使用すれば，システム管理者は，自分を含むシステム上のすべてのユーザ
がログインしたときに，必ず特定のコマンドが実行されるように設定できます。

システム・ログイン・コマンド・プロシージャを実行した後，システムはパーソナ
ル・ログイン・コマンド・プロシージャを実行します (存在する場合)。パーソナル・
ログイン・コマンド・プロシージャは，システム環境をカスタマイズするためのもの
です。パーソナル・ログイン・コマンド・プロシージャに登録されているコマンド
は，ログインするたびに実行されます。つまり，ログイン時には，最大 2つのログイ
ン・コマンド・プロシージャが自動的に実行されます (システム全体のログイン・コ
マンド・プロシージャの他にユーザ独自のログイン・コマンド・プロシージャがある
場合はその両方)。

ユーザのアカウントを設定した人が，ユーザの最上位ディレクトリにログイン・コマ
ンド・プロシージャを格納することもあります。ログイン・コマンド・プロシージャ
が最上位ディレクトリに格納されていない場合には，自分でログイン・コマンド・プ
ロシージャを作成し， LOGIN.COMという名前を付け，最上位ディレクトリに格納
することもできます。システム管理者が特に指定しない限り，ユーザがログインした
とき，そのユーザが作成した LOGIN.COMファイルが実行されます。

本章では，次のことについて説明します。

• コマンド・プロシージャを作成するための基礎的な説明

• コマンド・プロシージャの作成手順

• コマンド・プロシージャの実行

• コマンド・プロシージャの終了，解釈，エラー処理

• ログイン・コマンド・プロシージャ
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DCLコマンド・プロシージャには，次の 2種類があります。

• 単純なプロシージャ

作成された順に，一連のDCLコマンドを実行する。

• 複雑なプロシージャ

プログラムのような機能を実行する。

13.1 コマンド・プロシージャを作成するための基礎的な説明

コマンド・プロシージャを作成するには，次の 2種類の方法があります。

• EVEのようなテキスト・エディタを使用して，新しいファイルを作成する方法

• DCLコマンド CREATEを使用して，新しいファイルを作成する方法

作成するファイルには，コマンド行，ラベル，コメント，条件文，変数を格納できま
す。

13.1.1 省略時のファイル・タイプ

コマンド・プロシージャの省略時のファイル・タイプは.COMです。コマンド・プ
ロシージャの名前を指定するときに，ファイル・タイプとして.COMを指定した場
合には，ファイル名を指定するだけで，コマンド・プロシージャを実行できます。
SUBMITコマンドとプロシージャ実行( @ )コマンドでは，特に指定した場合を除き，
ファイル・タイプは.COMであるものと解釈されます。

13.1.2 コマンドの作成

コマンド・プロシージャにコマンドを登録する場合には，次のことに注意してくださ
い。

• コマンドと修飾子の名前は完全に指定する。このようにすると，OpenVMSの将
来のリリースに対して，コマンド・プロシージャの互換性を維持できる。

• プロシージャを読みやすくするために，継続行を使用する。継続行の先頭には，
ドル記号がない。次の例を参照。

$ PRINT LAB.DAT -
/AFTER=17:00 -
/COPIES=20 -
/NAME="COMGUIDE"
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13.1コマンド・プロシージャを作成するための基礎的な説明

13.1.3 コマンド行の作成

コマンド行を作成する場合には，次のことに注意してください。

• コマンド，コメント，ラベルを指定する各行の先頭には，ドル記号( $ )を指定しな
ければならない。

• データを含む行が必要な場合には，その行にはドル記号( $ )を指定しない。

• ドル記号( $ )から始まるデータ行を指定しなければならない場合には，DCLコマ
ンドDECKと EODを使用する。次の例を参照。

$ ! Everything between the commands DECK and EOD
$ ! is written to the file WEATHER.COM
$ !
$ CREATE WEATHER.COM
$ DECK
$ FORTRAN SUMMER
$ LINK SUMMER
$ RUN SUMMER
$ EOD
$ !
$ ! Now execute WEATHER.COM
$ @WEATHER
$ EXIT

先頭にドル記号が指定されていないコマンド行も，DCLで正しく解釈されると思わ
れますが，なるべくDCLコマンド行の先頭にはドル記号を指定してください。

13.2 コマンド行でのラベルの使用

DCLコマンド・プロシージャでは，ループ，コード・セクション，サブルーチンの先
頭をマークするためにラベルを使用します。ラベルを使用する場合には，次の規則に
注意してください。

• ループ，サブルーチン，条件コードをわかりやすく区別するために，ラベルは単
独の行に指定する。

• 255文字以内のラベル名を使用し，名前の内部ではスペースを使用しない。

• ラベルとコマンドの区別は，ラベルの場合は，ドル記号( $ )のすぐ後に指定し，コ
マンドの場合は，その前にスペースを指定することにより行う。

• 各ラベルの最後にはコロンを指定する。

• ラベルを削除することはできない。
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13.2コマンド行でのラベルの使用

13.2.1 ローカル・シンボル・テーブル内のラベル

コマンド・インタプリタがラベルを検出すると，ローカル・シンボル・テーブルの特
殊なセクションにそのラベルが登録されます。ラベルのために使用できる容量は制限
されています。コマンド・プロシージャで多くのシンボルを使用し，多くのラベルが
含まれている場合には，コマンド・インタプリタはシンボル・テーブル空間をすべて
使用してしまう可能性があり，エラー・メッセージが表示されます。この場合には，
プロシージャにDELETE/SYMBOLコマンドを指定して，不要になったシンボルを
削除します (ただし，ラベルを削除することはできません)。

13.2.2 重複するラベル

コマンド・プロシージャで同じラベルを 2回以上使用する場合には，ローカル・シン
ボル・テーブルの既存の定義は新しい定義に置き換えられます。

重複するラベルが存在する場合には，GOTOコマンドは，DCLが最後に処理した
ラベルに制御を渡します。また，GOTOコマンドは重複するラベルを処理するとき
に，次の規則も使用します。

• 重複するラベルがすべてGOTOコマンドの前に指定されている場合には，制御
は，GOTOコマンドにもっとも近いラベルに渡される。

• 重複するラベルが GOTOコマンドの前と後に指定されている場合には，制御は，
前に指定されているラベルのうち， GOTOコマンドにもっとも近いラベルに渡さ
れる。

• 重複するラベルがすべてGOTOコマンドの後に指定されている場合には，制御
は，GOTOコマンドにもっとも近いラベルに渡される。

13.3 コマンド・プロシージャでのコメントの使用

コマンド・プロシージャを作成する場合には，なるべくコメントを指定してくださ
い。コマンド・プロシージャを更新したり，問題を解決するときに，コメントが指定
されていると役立ちます。コメントは次の方法で使用できます。

• プロシージャの先頭で，プロシージャについて説明し，プロシージャに渡される
パラメータについても説明する。

• 各コマンド・ブロックの先頭で，プロシージャのそのセクションについて説明す
る。

• ドル記号( $ )と感嘆符( ! )をどちらも含む行で，コマンド・シーケンスを区切る。
このようにすると，コマンド・プロシージャの概略がわかりやすくなる。ブラン
ク行を挿入すると，コマンド・インタプリタはそれらの行をデータ行として解釈
し，データ行が無視されたことを警告するメッセージが生成される。
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13.3コマンド・プロシージャでのコメントの使用

コマンド・プロシージャにコメントを指定する場合には，次の規則が適用されます。

• コメントの先頭を示すには，感嘆符( ! )を使用する。コマンド・プロシージャを実
行する場合，コマンド・インタプリタは感嘆符の右側のすべてのテキストを無視
する。

• コマンド行にリテラルとして感嘆符を指定するときは，感嘆符を引用符で囲
む( " " )。

13.4 コマンド・プロシージャの作成方法

コマンド・プロシージャの作成を開始する前に，コマンド・プロシージャが実行する
タスクを会話形式で実行します。必要なコマンドを入力し，使用される変数と条件，
および発生する会話を記録します。

これ以降の節では，簡単なコマンド・プロシージャの作成方法を説明します。これ以
降で使用する例は， CLEANUP.COMというコマンド・プロシージャです。このコマ
ンド・プロシージャは，ディレクトリを整理するために使用します。

定義

• 変数

タスクを実行するたびに変化するデータ

• 条件

変化する可能性のあるコマンドまたはコマンドの集合であり，タスクを実行する
たびにテストしなければならない。

• 繰り返し

条件が満足されるまで繰り返し実行されるコマンドまたはコマンドの集合。

13.5 コマンド・プロシージャの作成手順

コマンド・プロシージャを作成するには，次の手順を実行します。

手順 操作

1 コマンド・プロシージャを設計する。

2 変数を割り当て，条件をテストする。

3 ループを追加する。

4 コマンド・プロシージャを終了する。

5 プログラム・ロジックをテストおよびデバッグする。

6 クリーアップ・タスクを追加する。

7 プロシージャを完成する。
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13.5コマンド・プロシージャの作成手順

13.5.1 手順 1:コマンド・プロシージャを設計する

コマンド・プロシージャを設計するには，次の操作を実行します。

手順 操作

1 プロシージャが実行するタスクを決定する。

2 コマンド・プロシージャが使用する変数と，その変数のロード方法を判断する。

3 コマンド・プロシージャが必要とする条件と，条件をテストする方法を判断する。

4 コマンド・プロシージャを終了する方法を決定する。

クリーンアップ操作で一般に実行される特定のコマンドがあります。次の表は，これ
らのコマンドと，そのコマンドが実行するタスクを示しています。

コマンド 実行するタスク

DIRECTORY カレント・ディレクトリの内容を表示する。

TYPE filespec ファイルを表示する。

PURGE filespec ファイルをパージする。

DELETE filespec ファイルを削除する。

COPY filespec new-filespec ファイルをコピーする。

変数
タスクを実行するときに変化するデータは変数です。ディレクトリにファイルを作成
したり，ファイルを削除する場合には，ディレクトリを整理するたびに，ファイル名
が異なります。したがって， CLEANUP.COMでファイル名は変数です。

条件
コマンド・プロシージャを実行するたびにテストしなければならないコマンドは，条
件であると考えられます。 CLEANUP.COMのコマンドは，実行しなければならない
操作に応じて，一部またはすべてが実行されるため，各コマンドは条件です。

設計の決定
CLEANUP.COMコマンド・プロシージャで使用する変数と条件を判断した後，変数
のロード方法，条件のテスト方法，コマンド・プロシージャの終了方法を判断しなけ
ればなりません。 CLEANUP.COMコマンド・プロシージャの場合には，次の判断を
下しました。
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タスク 実現方法

変数のロード コマンド・プロシージャはターミナルからファイル名を入手す
る。

条件のテスト コマンド・プロシージャ:

• ターミナルからコマンド名を入手し，コマンド名をもとにし
て適切な文を実行する。

• DELETEコマンドと DIRECTORYコマンドを区別するため
に，各コマンド名の最初の 2文字を確実に読み込む。

ループの終了 ループを終了するには， EXITコマンドを入力しなければならな
い。

コマンド・プロシージャを理解しやすく，また管理しやすくするには，プロシージャ
が最初のコマンドから最後のコマンドへと順に実行されるように，文を作成しなけれ
ばなりません。

13.5.2 手順 2:変数を割り当て，条件をテストする

値を変数に割り当てるには，多くの方法があります。この節では， INQUIREコマ
ンドの使い方について説明します。他の方法については，第 14章を参照してくださ
い。

値を変数に割り当て，条件をテストするには，次の操作を実行します。

手順 操作

1 INQUIREコマンドを使用して，値を変数に割り当てる。

2 実行しなければならない処理を判断する。

3 IF文と THEN文を使用して条件をテストする。

4 プログラム・スタブを作成し，コマンドのプレースホルダとしてコマンド・プロシー
ジャに挿入する。

5 必要に応じてエラー・メッセージを作成する。

13.5.2.1 INQUIREコマンドの使用

INQUIREコマンドは，値を要求するプロンプトを表示し，ターミナルから値を読み
込み，その値をシンボルに割り当てます。

省略時の設定では， INQUIREコマンドは次の操作を実行します。

• 応答を大文字に変換する。

• 複数のブランクとタブを 1つのスペースに置換する。

• 先頭と後続のスペースを削除する。

• 応答にシンボルやレキシカル関数が含まれている場合には，引用符置換を実行す
る。
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次の例は，コマンド・プロシージャ CLEANUP.COMの中でコマンド名の入力を求め
るコマンドです。 INQUIREコマンドは入力された値をシンボル COMMANDに割り
当てます。

$ INQUIRE COMMAND-
"Enter command (DELETE, DIRECTORY, PRINT, PURGE, TYPE)"

13.5.2.2 リテラル文字の保存

INQUIREコマンドを使用するときに，小文字や複数のスペースとタブを保存するに
は，応答を引用符 (" ")で囲みます。応答の内部で引用符を使用するときは，引用符で
囲んだテキストを引用符で囲みます (""text"")。

13.5.2.3 IFと THENを使用した条件のテスト

INQUIREコマンドで変数を要求するプロンプトを表示した後，どのような処理を実
行するかを判断する文をコマンド・プロシージャに指定しなければなりません。たと
えば，どのコマンドを実行するかを判断するには，ユーザが入力したコマンドを可能
な各コマンドに対してチェックする文を，コマンド・プロシージャに指定しなければ
なりません。

条件が真であるかどうかをテストするには， IFコマンドと THENコマンドを使用し
ます。次の表は， CLEANUP.COMでチェックしなければならない可能性を示してい
ます。

場合 結果

一致するものが見つかった場合 コマンドを実行する

一致するものが見つからない場合 次のコマンドに進む

有効なすべてのコマンドをチェックした後，一致
するものが見つからない場合

エラー・メッセージを出力する

13.5.2.4 プログラム・スタブの作成

プログラム・スタブとは，設計をテストするときに，プロシージャで使用する一時的
なコード・セクションです。通常，プログラム・スタブは，そのスタブのかわりに実
際に使用される機能を示すメッセージを出力します。全体の設計が正しく動作するこ
とを確認した後は，各スタブを正しいコーディングに置き換えます。

例:変数の割り当てと条件のテスト
次の例では，変数の割り当てと条件のテスト方法を示しています。

13–8



コマンド・プロシージャの概要
13.5コマンド・プロシージャの作成手順

$ INQUIRE COMMAND-
"Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"

$ IF COMMAND .EQS. "EXIT" THEN EXIT
$!
$! Execute if user entered DELETE
$ DELETE:
$ IF COMMAND .NES "DELETE" THEN GOTO DIRECTORY 1 2
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is the DELETE section." 3
$! Execute if user entered DIRECTORY
$ DIRECTORY: 4
$ IF COMMAND .NES "DIRECTORY" THEN GOTO PRINT
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is the DIRECTORY section."

.

.

.
$! Execute if user entered TYPE
$ TYPE:
$ IF COMMAND .NES "TYPE" THEN GOTO ERROR 5
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is the TYPE section."
$!
$ ERROR:
$ WRITE SYS$OUTPUT "You have entered an invalid command." 6
$!
$ EXIT

例を確認するときは，次のことに注意してください。

1 この IF文は，ユーザが入力したコマンド (COMMAND)が "DELETE"に等しいか
どうかをテストする。 COMMANDがDELETEに等しい場合には，コマンド・
プロシージャは次のコマンドを実行する。

2 この文にはGOTOコマンドも指定されている。GOTOコマンドは，実行の流れ
をプロシージャ内のラベルに変更するために使用する。この場合， COMMAND
がDELETEに等しくない場合には，プロシージャは DIRECTORYラベルに進
む。

3 この文はプログラム・スタブである。コマンド・プロシージャのロジックのテス
トが終了した後，この行はDELETE操作にとって必要な実際のコマンドに置き換
えられる。

4 これはDIRECTORYサブルーチンのラベルである。各コマンド・ブロックを識別
するラベルは，オプション・リストのコマンドと同じである。このため，GOTO
文でシンボル COMMANDを使用できる (これはユーザの要求に等しく定義されて
いる)。

5 この IF文は， "TYPE"コマンドが入力されたかどうかをテストする。 "TYPE"が
入力された場合には，プロシージャは "This is the TYPE section."を出力する。
しかし，これはテストする最後のコマンドであるため，入力されたコマンドが
"TYPE"でない場合には，プログラムはエラー・メッセージを表示する。

6 すべてのコマンドをテストした後，正しいコマンド名が見つからない場合には，
プログラムは "You have entered an invalid command."を出力する。
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13.5.3 手順 3:ループを追加する

ループとは，条件が満足されるまで繰り返し実行される文の集まりです。ループは次
のように機能します。

1. ユーザ入力から値を入手します。

2. コマンドを処理します。

3. ユーザがコマンド・プロシージャを終了するまで，処理を繰り返します。

ループを作成するには，次の手順を実行します。

手順 操作

1 ループの先頭にラベルを付ける。

2 変数を調べて，ループの中のコマンドを実行する必要があるかどうかを判別する。

3 ループを実行する必要がない場合には，ループの終わりに進む。

4 ループを実行する必要がある場合には，ループ本体の中のコマンドを実行してから，ル
ープの始めに戻る。

5 ループを終了する。

次の例では， CLEANUP.COMコマンド・プロシージャでのループの使い方を示して
います。

$ GET_COM_LOOP:
$ INQUIRE COMMAND-
$ "Enter command (DELETE, DIRECTORY. EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"
$ IF COMMAND .EQS. "EXIT" THEN GOTO END_LOOP
$!
$! Execute if user entered DELETE
$ DELETE:
$ IF COMMAND .NES. "DELETE" THEN GOTO DIRECTORY
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is the DELETE section."
$ GOTO GET_COM_LOOP

.

.

.
$ END_LOOP:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Directory ’’F$DIRECTORY()’ has been cleaned"
$ EXIT

コマンドを実行した後，ユーザが EXITコマンドを入力するまで，制御はGET_
COM_LOOPラベルに戻されます。 EXITコマンドが入力されると，プロシージャは
ディレクトリが整理されたことを示すメッセージを出力します。
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13.5.4 手順 4:コマンド・プロシージャを終了する

コマンド・プロシージャを終了するには，次の手順を実行します。

手順 操作

1 どこでコマンド・プロシージャを終了するかを判断する。

2 必要に応じて EXITまたは STOPコマンドを指定する。

13.5.4.1 EXITコマンドの使用

コマンド・プロシージャで EXITコマンドを使用すると，次のことが可能になりま
す。

• プロシージャが特定の行を実行しないようにすることができる。

• 複数の実行パスを持つプロシージャを終了できる。

• コマンド・プロシージャを終了できる。

次の例は，プロシージャの最後に指定されているエラー処理ルーチンを実行しないよ
うにするために， EXITコマンドを使用する方法を示しています。

.

.

.
$ EXIT ! End of normal execution path
$ ERROR_ROUTINE

.

.

.

次の例は，複数の実行パスを持つプロシージャを終了するために， EXITコマンドを
使用する方法を示しています。

$ START:
$ IF P1 .EQS. "TAPE" .OR. P1 .EQS. "DISK" THEN GOTO ’P1’
$ INQUIRE P1 "Enter device (TAPE or DISK)"
$ GOTO START
$ TAPE: !Process tape files

.

.

.
$ EXIT
$ DISK: ! Process disk files

.

.

.
$ EXIT

各ラベル (TAPEとDISK)の後のコマンドは，プロシージャで異なるパスを与えま
す。DISKラベルの前の EXITコマンドは，プロシージャがそのラベルに明示的に分
岐した場合を除き，DISKラベルの後のコマンドが実行されないようにします。
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プロシージャの最後に EXITコマンドを指定する必要はありません。これは，プロシ
ージャのエンド・オブ・ファイルにより，暗黙に EXITコマンドが実行されるからで
す。しかし，なるべく EXITコマンドを指定するようにしてください。

13.5.4.2 STOPコマンドの使用

コマンド・プロシージャで STOPコマンドを使用すると，重大なエラーが発生した
ときに，プロシージャを終了することができます。会話形式で実行されているコマン
ド・プロシージャで STOPコマンドを使用した場合には，制御はDCLレベルに戻さ
れます。バッチ・モードで実行されているコマンド・プロシージャの場合には，バッ
チ・ジョブが終了します。

このコマンド行は，重大なエラーが発生したときに，プロシージャを停止するように
要求します。

$ ON SEVERE_ERROR THEN STOP

13.5.5 手順 5:プログラム・ロジックをテストおよびデバッグする

プログラム・スタブを使用してコードを作成した場合には，コマンド・プロシージャ
の全体的なロジックをテストしなければなりません。可能性のあるすべての実行パス
をテストしなければなりません。

コマンド・プロシージャをテストおよびデバッグするには，次の手順を実行します。

手順 操作

1 コマンド・プロシージャに正しい各コマンドを入力して，プログラム・ロジックをテス
トする。

2 誤ったコマンドを入力して，プログラム・ロジックのテストを継続する。

3 EXITコマンドを使用して，コマンド・プロシージャを終了することにより，プログラ
ム・ロジックのテストを終了する。

4 必要な場合には， SET VERIFY， SET PREFIX， SHOW SYMBOLコマンドを使用
して，プログラムをデバッグする。

次の例では，可能な各コマンドと無効なコマンドを入力および実行して，コマンド・
プロシージャをテストし，最後にプロシージャを終了する方法を示しています。

$ @CLEANUP
Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): DELETE
This is the DELETE section.
Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): DIRECTORY
This is the DIRECTORY section.
.
.
.
Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): PRINF
You have entered an invalid command.
Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): EXIT

$
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13.5.5.1 コマンド・プロシージャのデバッグ

次のコマンドは，コマンド・プロシージャをデバッグするのに役立ちます。

• SET VERIFY

実行する前に各行を表示する。チェック設定でエラーが発生した場合には，その
エラーと，エラーを生成した行が表示される。 SET VERIFYコマンドでは，コ
マンド行だけをチェックするのか，データ行もチェックするのかを指定するため
に，キーワードを使用できる。

SET VERIFYコマンドは，ログアウトするまで， SET NOVERIFYコマンドを
入力するまで，または F$VERIFYレキシカル関数を使用してチェック設定を変更
するまで有効である (チェック設定の変更についての詳しい説明は，第 15章を参
照)。

• SET PREFIX

チェック機能が有効な場合には，DCLコマンド SET PREFIXを使用し，各コマ
ンド行の前に，そのコマンドが実行された時刻を挿入することにより，プロシー
ジャ・ログ・ファイルにタイム・スタンプを出力できる。

• SHOW SYMBOL

SHOW SYMBOLコマンドを使用すれば，プロシージャ内のシンボルがどのよう
に定義されているかを判断できる。

例: SET VERIFYコマンドの使用によるデバッグ
次の例では， END_LOPというラベルの綴りが誤っています。チェック機能が有効に
設定されているため，エラーがどこで発生したのかを正確に判断できます。

$ SET VERIFY
$ @CLEAN
$ GET_COM_LOOP:
$ INQUIRE COMMAND -

"Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"
Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): EXIT
$ IF COMMAND .EQS. "EXIT" THEN GOTO END_LOP
%DCL-W-USGOTO, target of GOTO not found -
check spelling and presence of label

エラーを修正するには，ラベルを END_LOOPに変更します。

例: SET PREFIXコマンドの使用によるデバッグ
次の例ではタイム・スタンプの使い方を示しています。

$ SET VERIFY
$ @TEST
$ SET DEFAULT SYS$LOGIN
$ SHOW DEFAULT

USER$:[SMYTHE]
$ SET PREFIX "(!5%T) "
$ @TEST
(17:52) $ SET DEFAULT SYS$LOGIN
(17:52) $ SHOW DEFAULT

USER$:[SMYTHE]
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例: SHOW SYMBOLコマンドの使用によるデバッグ
次の例では， SHOW SYMBOLコマンドを使用して，シンボル COMMANDがどの
ように定義されているか判断する方法を示しています。

$ SET VERIFY
$ @CLEAN
$ GET_COM_LOOP:
$ INQUIRE COMMAND -

"ENTER COMMAND (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"
ENTER COMMAND (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE): EXIT

$ SHOW SYMBOL COMMAND
COMMAND = "EXIT"
$ IF COMMAND .EQS. "exit" THEN GOTO END_LOOP

.

.

.

SHOW SYMBOLコマンドを実行すると，シンボル COMMANDの値が "EXIT"で
あることがわかります。 INQUIREコマンドは入力を大文字に自動的に変換します
が，コマンドをテストする IF文では，文字列 "exit"で小文字を使用しているため，
DCLは文字列が等しくないと判断します。このエラーを修正するには， IF文に指定
した，引用符で囲んだ文字列を大文字にします。文字列の残りの部分は，大文字でも
小文字でもかまいません。

13.5.5.2 実行中にチェック機能をオンにする

コマンド・プロシージャの実行中に割り込みをかけて，チェック機能を有効にするこ
ともできます。コマンド・プロシージャに SET VERIFYコマンドや Ctrl/Yキー・シ
ーケンスが含まれていない限り，次の操作を実行して，チェック機能を有効に設定で
きます。

手順 操作

1 Ctrl/Yを押して実行に割り込みをかける。

2 SET VERIFYコマンドを入力する。

3 CONTINUEコマンドを入力して，コマンド・プロシージャの実行を続行する (チェッ
ク機能を有効にした状態で)。

13.5.6 手順 6:クリーンアップ・タスクを追加する

一般に，コマンド・プロシージャを実行した結果，ユーザのプロセス状態が変化しな
いようにしなければなりません。したがって，コマンド・プロシージャには，プロセ
スをもとの状態に戻す一連のコマンドを指定しなければなりません。このコマンドは
通常， "CLEAN_UP"というラベルの付いたサブルーチンの一部です。一般的なクリ
ーンアップ操作としては，ファイルを閉じる操作と，省略時のデバイスおよびディレ
クトリをリセットする操作があります。
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コマンド・プロシージャにクリーンアップ・タスクを追加するには，次の操作を実行
します。

手順 操作

1 CLEAN_UPなどのラベルを使用して，クリーンアップ・サブルーチンを開始する。

2 F$GETJPIレキシカル関数を使用して，開かれているファイルがあるかどうかテスト
する。

3 DELETEコマンドまたは PURGEコマンドを使用して，一時ファイルまたは余分なフ
ァイルを削除する。

4 (デバイスやディレクトリなど)省略時の設定を変更した場合には， SET DEFAULTコ
マンドを使用して，元の状態に復元する。

5 クリーンアップ操作が確実に実行されるように， ON CONTROL_Y文を指定する。

13.5.6.1 ファイルを閉じる

ファイルが開かれている場合には，プロシージャを終了する前に確実にファイルを閉
じてください。レキシカル関数 F$GETJPIを使用すれば，プロセスに対して残され
ているオープン・ファイル・クォータ (FILCNT)を調べることができます。 FILCNT
が，コマンド・プロシージャの開始時と終了時に同じである場合には，開かれたまま
になっているファイルはありません。

この例では，ファイルが開かれたままになっていることをユーザに警告するために使
用するコマンドを示しています。

$ FIL_COUNT = F$GETJPI ("","FILCNT")
.
.
.

$ IF FILCNT .NE. F$GETJPI ("", "FILCNT") THEN-
WRITE SYS$OUTPUT "WARNING -- file left open)

13.5.6.2 一時ファイルまたは余分なファイルの削除

一時ファイルを作成した場合には，それを削除します。一般に，ファイルを更新した
場合には，ファイルをパージして以前のコピーを削除しなければなりません。自分で
作成していないファイルを削除する場合には，そのファイルを削除してもかまわない
かどうか確認してください。たとえば，重要なデータが格納されているファイルを更
新した場合には，バージ操作は必要に応じて省略できます。

省略時のデバイスとディレクトリのどちらか一方または両方を変更した場合には，コ
マンド・プロシージャを終了する前に，元の省略時の設定に戻さなければなりませ
ん。元の省略時のディレクトリの名前をセーブするには， F$ENVIRONMENTレキ
シカル関数のDEFAULTキーワードを使用します。コマンド・プロシージャの最後
に，保存したデバイスとディレクトリを復元する SET DEFAULTコマンドを指定し
ます。

この例に示したコマンド行は，デバイスとディレクトリの省略時の設定を保存し，復
元します。
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$ SAV_DEFAULT = F$ENVIRONMENT ("DEFAULT")
.
.
.

$ SET DEFAULT ’SAV_DEFAULT’

13.5.6.3 一般に変更されるプロセス属性

次の表は，一般に変更されるその他のプロセス属性，これらの属性をセーブするため
に使用されるレキシカル関数，復元するために使用されるレキシカル関数またはコマ
ンドを示しています。

属性
セーブのための
レキシカル関数

復元のための
レキシカル関数

DCLプロンプト F$ENVIRONMENT SET PROMPT

省略時の保護 F$ENVIRONMENT SET PROTECTION/DEFAULT

特権 F$SETPRV F$SETPRVまたは
SET PROCESS/PRIVILEGES

制御文字 F$ENVIRONMENT SET CONTROL

検査 F$VERIFY F$VERIFY

メッセージ・フォーマット F$ENVIRONMENT SET MESSAGE

キーの状態 F$ENVIRONMENT SET KEY

これらのレキシカル関数についての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を
参照してください。

13.5.6.4 クリーンアップ操作を確実に実行するには

コマンド・プロシージャが途中で打ち切られる場合でも，クリーンアップ操作が確実
に実行されるようにするには，コマンド・プロシージャの各コマンド・レベルを次の
文で開始します。

$ ON CONTROL_Y THEN GOTO CLEANUP

ON CONTROL_Yコマンドの使用方法についての詳細は，第 14章を参照してくださ
い。

13.5.7 手順 7:コマンド・プロシージャを完成する

全般的な設計が正しく動作している場合には，次の操作を実行してコマンド・プロシ
ージャを完成します。

手順 操作

1 コマンド・プロシージャ内の最初のプログラム・スタブをコマンドに置き換える。

2 コマンド・プロシージャをテストして，新しいコマンドが正しく機能するかどうか確認
する。

3 必要に応じて，コマンド・プロシージャをデバッグする。
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手順 操作

4 最初のプログラム・スタブが正常に機能する場合には，次のスタブに移動する。すべて
のプログラム・スタブが置換されるまで，この操作を続行する。

例:プログラム・スタブとコマンドの置換
次の例は， CLEANUP.COMの TYPEセクションのコードを示しています。

$! Execute if user entered TYPE
$! TYPE:
$ IF COMMAND .NES. "TYPE THEN GOTO ERROR
$ INQUIRE FILE "File to type"
$ TYPE ’FILE’
$ GOTO GET_COM_LOOP

既存のコードは次のように置き換えられます。

$ WRITE SYS$OUTPUT "This is the TYPE section."

例: CLEANUP.COMコマンド・プロシージャ
次の例は，完成した CLEANUP.COMコマンド・プロシージャを示しています。

$ GET_COM_LOOP:
$ INQUIRE COMMAND -

"Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"
$ IF COMMAND .EQS. "EXIT" THEN GOTO END_LOOP
$!
$!Execute if user entered DELETE
$ DELETE:
$ IF COMMAND .NES. "DELETE" THEN GOTO DIRECTORY
$ INQUIRE FILE "File to delete? "
$ DELETE ’FILE’
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
$!Execute if user entered DIRECTORY
$ DIRECTORY:
$ IF COMMAND .NES. "DIRECTORY" THEN GOTO PRINT
$ DIRECTORY
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
$!Execute if user entered PRINT
$ PRINT:
$ IF COMMAND .NES. "PRINT" THEN GOTO PURGE
$ INQUIRE FILE "File to print? "
$ PRINT SYS$OUTPUT ’FILE’
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
$!Execute if user entered PURGE
$ PURGE:
$ IF COMMAND .NES. "PURGE" THEN GOTO TYPE
$ PURGE
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
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$!Execute if user entered TYPE
$ TYPE:
$ IF COMMAND .NES. "TYPE" THEN GOTO ERROR
$ INQUIRE FILE "File to type"
$ TYPE ’FILE’
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
$ ERROR:
$ WRITE SYS$OUTPUT "You entered an invalid command."
$ GOTO GET_COM_LOOP
$!
$ END_LOOP:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Directory ’’F$DIRECTORY()’ has been cleaned."
$
$ EXIT

13.6 コマンド・プロシージャの実行

コマンド・プロシージャを動作させるには，実行しなければなりません。コマンド・
プロシージャは次の方法で実行できます。

• 別のコマンド・プロシージャの内部から実行する方法

• リモート・ノードで実行する方法

• DCLコマンドにパラメータまたは修飾子として指定する方法

• 会話形式で実行する方法

• バッチ・ジョブとして実行する方法

• ディスクおよびテープ・ボリューム上で実行する方法

この節では，これらの各方法について説明します。

13.6.1 他のコマンド・プロシージャの内部からのコマンド・プロシージャの実行

プロシージャ実行コマンド( @ )を使用すれば，別のコマンド・プロシージャの内部か
らコマンド・プロシージャを実行できます。

次のコマンド・プロシージャWRITEDATE.COMは，コマンド・プロシージャ
GETDATE.COMを起動します。

$! WRITEDATE.COM
$!
$ INQUIRE TIME "What is the current time in hh:mm format?"
$ @GETDATE [JONES.COM]GETDATE.COM
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13.6.2 リモート・ノードでのコマンド・プロシージャの実行

TYPEコマンドを使用すると，リモート・ノードの別のアカウントのトップ・レベ
ル・ディレクトリでコマンド・プロシージャを実行できます。次の操作を実行するコ
マンド・プロシージャを実行できます。

• ローカルOpenVMS Clusterのサービスのうち，クラスタ全体に提供されないサ
ービスの状態を表示する。

• リモート・ノードにログインしているユーザの一覧を表示する。

TYPEコマンドの後にアクセス制御文字列を入力します。次の形式を使用してくださ
い。

$ TYPE nodename"username password"::"TASK=command_procedure"

usernameおよび passwordという変数は，リモート・ノードのアカウントのユーザ
名とパスワードです。

このコマンド・プロシージャは，コマンド・プロシージャが存在するリモート・ノー
ドにログインしているユーザを表示します。

$!SHOWUSERS.COM
$!
$ IF F$MODE() .EQS. "NETWORK" THEN DEFINE/USER SYS$OUTPUT SYS$NET
$ SHOW USERS

次の例では， SHOWUSERS.COMはノードORIOLEの BIRDのアカウントのト
ップ・レベル・ディレクトリに格納されており，パスワードは BOULDERです。
SHOWUSERS.COMは，リモート・ノードORIOLEで DCLコマンド SHOW
USERSを実行します。 TYPEコマンドは， SHOWUSERS.COMからの出力をロー
カル・ノード，つまり typeコマンドを入力したターミナルに表示します。

$ TYPE ORIOLE"BIRD BOULDER"::"TASK=SHOWUSERS"

OpenVMS User Processes at 11-DEC-1999 17:20:13.30
Total number of users = 4, number of processes = 4

Username Node Interactive Subprocess Batch
FLICKER AUTOMA 2 1
ROBIN FABLES 1 2 1
DOVE MURMUR 1
DUCK FABLES 1 1

13.6.2.1 セキュリティに関する注意

TYPEコマンドとアクセス制御文字列を入力すると，ターミナルにパスワードが表示
されます。第 16章の説明に従って，セキュリティに関する適切な予防措置をとって
ください。
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13.6.3 DCL修飾子またはパラメータを指定したコマンド・プロシージャの実行

DCLコマンドのパラメータまたは修飾子を指定するコマンド・プロシージャを作成で
きます。この種のコマンド・プロシージャは， 1つ以上のコマンドで特定のパラメー
タまたは修飾子の組み合わせを頻繁に使用するときに便利です。

コマンド行で修飾子やパラメータを指定する場所に，プロシージャ実行コマン
ド( @ )を入力することができます。

このコマンド・プロシージャを使用すると， LINKコマンドに対する修飾子を入力で
きます。

$! This command procedure contains command
$! qualifiers for the LINK command.
$!
/DEBUG/SYMBOL_TABLE/MAP/FULL/CROSS_REFERENCE

このコマンド行は，DEFLINK.COMに指定された修飾子を使用して，
SYNAPSE.OBJという名前のオブジェクトをリンクします。

$ LINK SYNAPSE@DEFLINK

このコマンド・プロシージャは，DCLコマンドに対するパラメータ CHAP1.TXT，
CHAP2.TXT， CHAP3.TXTを入力するために使用できます。

$! PARAM.COM
$! This command procedure contains a list of
$! parameters that can be used with commands.
$!
CHAP1, CHAP2, CHAP3

このコマンド行は，パラメータ・リストのかわりにコマンド・プロシージャ PARAM
を指定します。次の例では，パラメータは PARAM.COMに指定されているファイル
名です。

$ DIRECTORY/SIZE @PARAM

注意

実行プロシージャ・コマンド( @ )を実行すると，指定したファイル全体が
DCLのコマンド入力先とされます。

13.6.3.1 制限事項

コマンド・プロシージャを実行する場合には，次の制限事項があります。

• コマンド・プロシージャの先頭に修飾子名が指定されている場合には，プロシー
ジャ実行コマンド( @ )の前にスペースを指定できない。
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• コマンド・プロシージャの先頭にパラメータが指定されている場合には，プロシ
ージャ実行コマンド( @ )の前にスペースを指定できない。

13.6.4 会話形式でのコマンド・プロシージャの実行

会話形式でコマンド・プロシージャを実行するには，コマンド・プロシージャ名の前
にプロシージャ実行コマンド( @ )タイプして入力します。

このコマンドは，WORKDISK:ディスクの[MAINT.PROCEDURES]ディレクトリの
プロシージャ SETD.COMを実行します。

$ @WORKDISK:[MAINT.PROCEDURES]SETD Return

長いコマンド行を表すためにシンボル名を定義できます。定義したシンボルを使用し
て，コマンド・プロシージャを実行できます。

シンボルを使用して上記例のコマンド・プロシージャを実行するには，ログイン・コ
マンド・プロシージャに次のコマンド行を指定しておきます。

$ SETD == "@WORKDISK:[MAINT.PROCEDURES]SETD"

ログイン後，次のようにシンボル名を入力すれば， SETD.COMプロシージャを実行
することができます。

$ SETD Return

省略時の設定では，コマンド・プロシージャを会話形式で実行する場合，オペレーテ
ィング・システムは出力をターミナルに表示します。しかし，実行コマンドに対し
て/OUTPUT修飾子を指定すれば，出力をファイルにリダイレクトできます。

コマンド・プロシージャの出力をファイルにリダイレクトする場合には，プロシージ
ャはエラー・メッセージをターミナルに送信し，さらに，出力を受信しているファイ
ルにもエラー・メッセージを送信します。

このコマンド・プロシージャは， SETD.COMからの出力を，ターミナルではなく，
ファイル RESULTS.TXTに書き込みます。

$ @SETD/OUTPUT=RESULTS.TXT

/OUTPUT修飾子は，コマンド・プロシージャ名のすぐ後に指定しなければならず，
修飾子とプロシージャ名の間にスペースを指定することはできません。この制限事項
が守られないと，DCLは修飾子を，プロシージャに渡すパラメータとして解釈しま
す。
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13.6.5 バッチ・ジョブとしてのコマンド・プロシージャの実行

長い処理時間を必要とするコマンド・プロシージャを使用する場合 (たとえば，大き
いプログラムをコンパイルしたりアセンブルする場合)には，これらのプロシージャ
をバッチ・ジョブとして実行すれば，ターミナルを引き続き会話形式で使用すること
ができます。

コマンド・プロシージャをバッチ・モードで実行するには，DCLコマンド SUBMIT
を入力して，コマンド・プロシージャをバッチ・キュー (実行を待っているバッチ・
ジョブのリスト)に登録します。ジョブをキューに登録すると，ジョブは省略時のバ
ッチ・ジョブ SYS$BATCHに登録され，実行を待っているジョブのキューの最後に
追加されます。前に登録されていたジョブが終了すると，新たに登録したジョブが実
行されます。OpenVMSシステムでは，同時に実行できるバッチ・ジョブの数は，シ
ステム管理者がバッチ・ジョブを作成するときに指定します。

次の例では， JOB1.COMという名前のコマンド・プロシージャの実行方法を示して
います。 SUBMITコマンドは省略時のファイル・タイプ.COMを使用します。した
がって，コマンド・プロシージャのファイル・タイプが.COMである場合には，ファ
イル・タイプを入力する必要はありません。

$ SUBMIT JOB1
Job JOB1 (queue SYS$BATCH, entry 651, started on SYS$BATCH))

13.6.5.1 リモート・バッチ・ジョブ

システムがネットワークの一部として接続されている場合には，コマンド・プロシー
ジャをリモート・ノードにバッチ・ジョブとして登録できます。このようにして使用
するコマンド・プロシージャでは，ローカル・ファイルの場合と同じコマンドおよび
修飾子を使用して，リモート・ノードのファイルを開いたり，閉じたりするDCLコ
マンドや，これらのファイルのレコードを読み込んだり，書き込むコマンドを使用で
きます。

13.6.5.2 バッチ・ジョブの再起動

省略時の設定では，ジョブが終了するためにシステムに障害が発生した場合には，バ
ッチ・ジョブは最初の行から再実行されます。しかし，コマンド・プロシージャで次
のシンボルを使用すれば，別の場所から再起動することを指定できます。

• $RESTART

これはグローバル・シンボルであり，今回の実行の前に少なくとも 1回以
上，バッチ・ジョブが起動されていた場合には，このシンボルの値は真にな
る。$RESTARTの値を指定してはならない。システムが適切な値を割り当てる。

• BATCH$RESTART

これはグローバル・シンボルであり，シンボルの値は， SET RESTART_VALUE
コマンドを使用して指定できる。
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$RESTARTと BATCH$RESTARTの使用
次の操作手順は，$RESTARTシンボルと BATCH$RESTARTシンボルの使用方法を
示しています。

手順 操作

1 プロシージャの可能な各開始点の先頭にラベルを指定する。

2 各セクションの最初の処理として， SET RESTART_VALUEコマンドを使用して，
BATCH$RESTARTの値をラベルに等しく設定する。

3 プロシージャを開始するときに$RESTARTをテストする。

4 $RESTARTが真の場合には， BATCH$RESTARTを分岐先ラベルとして使用して，
GOTO文を実行する。

このコマンド・プロシージャは，ライブラリから多くのモジュールを取り出し，それ
らのモジュールを連結し，作成されたファイルをソートします。

$! SORT_MODULES.COM
!
$! Set default to the directory containing
$! the library whose modules are to be sorted
$ SET DEFAULT WORKDISK:[ACCOUNTS.DATA83]
$!
$! Check for restarting
$ IF $RESTART THEN GOTO "BATCH$RESTART"
$!
$ EXTRACT_LIBRARIES:
$ SET RESTART_VALUE=EXTRACT_LIBRARIES

.

.

.
$ CONCATENATE_LIBRARIES:
$ SET RESTART_VALUE=CONCATENATE_LIBRARIES

.

.

.
$ SORT_FILE:
$ SET RESTART_VALUE=SORT_FILE

.

.

.
$ EXIT

このコマンド・プロシージャが途中で打ち切られた場合には， BATCH$RESTART
の値に応じて，ファイルの先頭から再実行されるか， CONCATENATE_
LIBRARIESというラベルの付いた文から再実行されるか， SORT_FILEという
ラベルの付いた文から再実行されます。多くの独立したモジュールを取り出している
ため，各抽出操作は別々のセクションにすることができます。
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13.6.6 ディスクおよびテープ・ボリュームでのコマンド・プロシージャの実行

これ以降の節では，ディスクおよびテープ・ボリューム上でコマンド・プロシージャ
を実行する方法を説明します。

13.6.6.1 個人用ディスクでの実行

SUBMITコマンドを使用してコマンド・プロシージャをキューに登録する場合に
は，割り当てられているデバイス上のファイルにアクセスすることができません。し
かし，/SHARE修飾子を使用してマウントされている個人用ディスクに存在するコマ
ンド・プロシージャは実行できます。

13.6.6.2 テープ・ボリューム上での実行

次の場合には，テープ・ボリュームに存在するコマンド・プロシージャを実行できま
す。

• プロシージャで他のプロシージャを起動しない場合。

• プロシージャで，GOTOコマンドの前に指定されているラベルを参照するGOTO
コマンドを実行しない場合。

上記のいずれかの条件が満足される場合には，次の操作により，コマンド・プロシー
ジャを実行できます。

手順 操作

1. コマンド・プロシージャを共用ディスク・ボリュームにコピーする。

2. コマンド・プロシージャを共用ディスク・ボリュームで実行する。

13.7 コマンド・プロシージャの終了と割り込み

この節で説明する方法を使用してコマンド・プロシージャを終了する場合には，コマ
ンド・レベルについて理解しておかなければなりません。

コマンド・レベルとは，DCLレベル・インタプリタの入力ストリームです。ターミ
ナルからコマンドを入力する場合には，コマンドはコマンド・レベル 0で入力されま
す。単純な会話形式のコマンド・プロシージャ (CLEANUP.COMなど)は，コマン
ド・レベル 1で実行されます。プロシージャが終了し，DCLプロンプトが画面に再
表示されると，コマンド・レベル 0に戻ります。

13.7.1 終了方法

コマンド・プロシージャの実行中に，そのプロシージャを終了するには，次の 3種類
の方法を使用できます。

• コマンド・プロシージャに EXITコマンドを指定する方法

• コマンド・プロシージャに STOPコマンドを指定する方法
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• プログラムの実行中に Ctrl/Yを入力する方法

EXITコマンドによる終了
コマンド・プロシージャは，プロシージャの終わりに到達するか， EXITコマンドを
検出すると終了します。いずれの場合も，次に高いコマンド・レベルに制御が戻りま
す。 EXITコマンドによって終了する場合，状態値を EXITコマンドのパラメータと
して指定すれば，その状態値を次に高いコマンド・レベルに戻すことができます。

たとえば，DCLコマンド・レベルで SUBを起動し， SUBが SUB1を呼び出すと，
次のようなアクションが生じます。

1. SUB1を終了すると， SUB1を呼び出した後のコマンド行で SUBに戻る。

2. SUBを終了すると，DCLコマンド・レベルに戻る。

STOPコマンドによる終了
STOPコマンドによって終了した場合には， STOPコマンドを実行するコマンド・レ
ベルにかかわらず，制御はいつでもDCLコマンド・レベルに戻ります。

バッチ・ジョブの中で STOPコマンドを実行すると，バッチ・ジョブが終了します。

Ctrl/Yによる終了
Ctrl/Yを押して，コマンド・プロシージャを中断させてから， EXITコマンドまた
は STOPコマンドを使用してプロシージャを終了することができます。この場合，
EXITまたは STOPどちらのコマンドを使用した場合でもDCLレベルに戻ります。

次の例では， Ctrl/Yを押すことにより， TESTALLプロシージャに割り込みがかか
ります。 EXITコマンドはプロシージャの処理を終了し，DCLレベルに戻ります (プ
ロシージャに割り込みをかけた後， STOPコマンドを入力することもできます)。

$ @TESTALL Return

Ctrl/Y

$ EXIT Return

$

13.7.2 終了処理ルーチン

コマンド・プロシージャを中断させる場合，コマンド (イメージ)が終了処理ルーチン
を宣言するものであると， EXITコマンドは終了処理ルーチンに制御を渡します。た
だし， STOPコマンドはこれらのルーチンを実行しません。
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13.8 エラー処理

省略時の設定では，コマンド・インタプリタは，コマンドを実行してエラーまたは重
大エラーが生じると EXITコマンドを実行します。このとき，プロシージャは終了し
て前のコマンド・レベルに戻ります。他の重大度 (成功，警告，通知エラー)の場合に
は，コマンド・プロシージャの処理が継続されます。

コマンド・インタプリタは以上のようにしてエラー処理を行いますが，ユーザがコ
マンド・プロシージャの中のラベルを参照したときに，そのラベルが存在しない場
合 (たとえば，GOTO ERR1コマンドをコマンド・プロシージャ内に指定したが，
ERR1がプロシージャ内でラベルとして使用されていない場合)には，警告メッセー
ジを出してコマンド・プロシージャは終了します。

システムがエラー処理ルーチンの一部として EXITコマンドを出した場合
は，$STATUSの値は直前のコマンド・レベルに戻されます。このとき，コマン
ド・インタプリタは$STATUSの上位桁を 1に設定するため，状態値に関連するメッ
セージを再表示しません。

たとえば，次のコマンド・プロシージャ TEST.COMには，出力ファイル指定にエラ
ーがあります。

$ CREATE DUMMY.DAT\
THIS IS A TEST FILE
$ SHOW TIME

このプロシージャを実行すると， CREATEコマンドが$STATUSにエラーを
戻し，対応するメッセージを表示します。このとき，コマンド・インタプリタ
は$STATUSの値を調べて，エラーが生じたかどうかを判別し， EXITコマンドを出
して$STATUSの値を戻します。 CREATEコマンドはすでに 1回メッセージを表示
したため，プロシージャが終了してもエラー・メッセージは再表示されません。DCL
コマンド・レベルでは，$STATUSにエラー・メッセージが保持されていますが，上
位桁は 1に設定されています。

$ @TEST
%CREATE-E-OPENOUT, error opening DUMMY.DAT\ as output
-RMS-F-SYN, file specification syntax error
%DCL-W-SKPDAT, image data (records not beginning with "$") ignored
$ SHOW SYMBOL $STATUS
$STATUS = "%X109110A2"

$ WRITE SYS$OUTPUT F$MESSAGE(%X109110A2)
%CREATE-E-OPENOUT, error opening !AS as output
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13.8.1 省略時のエラー処理

次の表は，コマンド・プロシージャの実行中に，エラーが発生したり， Ctrl/Yによる
割り込みが発生したときに，実行される省略時の処理を示しています。これらの省略
時の処理は，ON， SET [NO]ON， SET [NO]CONTROL=Yコマンドを使用して変
更できます。

割り込み 省略時の処理

エラーまたは重大なエラー プロシージャを終了し，次のコマンド・レベルに戻る。

DCLコマンド・レベルまたはコマ
ンド・レベル 1での Ctrl/Y

プロシージャに割り込みがかかる。他のイメージによっ
て強制的に終了されない場合には，プロシージャを続行
できる。

レベル 1より下のコマンド・レベ
ルでの Ctrl/Y

プロシージャは終了し，次の上位コマンド・レベルに移
動する。

13.9 エラー処理のその他の方法

これ以降の節では，その他のエラー処理方法を説明します。

13.9.1 ONコマンド

ONコマンドは，特定の重大度またはそれ以上の重大度のエラーが生じたときに実行
されるアクションを指定します。このようなエラーが生じた場合には，システムは次
のようなアクションをとります。

• ONコマンドによって指定されたアクションを実行する。

• 指定されたONアクションの結果を示すように$STATUSと$SEVERITYを設定
する。通常は，成功状態に設定される。

• 省略時のエラー・アクション (エラーまたは重大エラーが生じた場合には終了す
る)を再設定する。

ONコマンドの処理は 1回だけ実行されます。したがって，コマンド・プロシージャ
がONコマンドに指定された処理を実行した後，省略時のエラー処理はリセットされ
ます。

ONコマンドによって指定された処理は，コマンドが実行されているコマンド・レベ
ルの内部だけで適用されます。したがって，別のプロシージャを起動するプロシージ
ャの内部でONコマンドを実行した場合には，ONコマンドの処理は，ネスティング
したプロシージャに適用されません。

ONコマンドの形式は次のとおりです。

ON condition THEN [$] command
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ただし， conditionは次のいずれかのキーワードです。

ONキーワード アクション

WARNING コマンド・プロシージャは，警告，エラー，重大エラーが生じたとき
に指定されたアクションを実行する。

ERROR コマンド・プロシージャは，エラーまたは重大エラーが生じたときに
指定されたアクションを実行し，警告エラーの場合には処理を継続す
る。

SEVERE_ERROR コマンド・プロシージャは，重大 (回復不可能な)エラーが生じたとき
に指定されたアクションを実行し，警告またはエラーが生じた場合に
は処理を継続する。

特定の重大度レベルに対してONコマンドの処理が設定された場合には，同じ重大度
またはそれより重大度の高いエラーが発生したときに，コマンド・インタプリタは指
定された処理を実行します。重大度の低いエラーが発生した場合には，コマンド・イ
ンタプリタはファイルの処理を続行します。

例: ONコマンドの使用
このコマンドを使用すれば，省略時のエラー処理を変更して，警告，エラー，または
重大なエラーが発生したときに，プロシージャを終了できます。

$ ON WARNING THEN EXIT

例:エラー発生後の再開
コマンド・プロシージャにこのコマンドが指定されている場合には，エラーまたは重
大なエラーが発生するまで，コマンド・プロシージャは通常どおりに実行されます。

$ ON ERROR THEN GOTO ERR1

このようなエラーが発生すると，プロシージャは ERR1から実行を再開しま
す。$STATUSと$SEVERITYは正常終了に設定され，省略時のエラー処理はリ
セットされます。別のONコマンドまたは SET NOONコマンドが実行される前に，
2番目のエラーが発生した場合には，プロシージャは終了し，前のコマンド・レベル
に戻ります。ONコマンドで指定されたアクションは，コマンドが実行されているコ
マンド・レベルでのみ適用されます。したがって，あるプロシージャ内で他のプロシ
ージャを起動するようにONコマンドを使用した場合，ONコマンドのアクションは
ネストしたプロシージャには及びません。

図 13–1は，ONコマンド・アクションを図式化しています。
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図 13–1 ONコマンドのアクション
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$ EXIT
.
.
.
$ FORTRAN C
.
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.
$ ON WARNING THEN EXIT
.
.
.
$ FORTRAN B
.
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.
$ FORTRAN A
$ ON ERROR THEN CONTINUE
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.
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DBA1:[HIGGINS]FORT.COM
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$ @FORT
.
.
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1 このONコマンドは，省略時のコマンド・アクション (警告の場合は処理を継続
し，エラーまたは重大エラーの場合は終了する)を無効にする。 A.FORをコンパ
イル中にエラーまたは重大エラーが生じると，次のコマンドの処理に進む。

2 前のONコマンドが有効な場合は，省略時のコマンド・アクションに戻るため，
A.FORと B.FORの両方をコンパイル中にエラーまたは重大エラーが生じると，
コマンド・プロシージャは終了する。

3 C.FORをコンパイル中に警告，エラーまたは重大エラーが生じると，コマンド・
プロシージャは終了する。

4 コマンドの実行前にコマンド・プロシージャが終了していなければ，そのコマン
ドが実行される。

付録 Bのサンプル・コマンド・プロシージャ FORTUSER.COMと CALC.COMは，
ONコマンドを使用してエラー処理を設定する方法を示しています。

13.10 SET NOONコマンドの使用方法

コマンド・プロシージャの中で SET NOONコマンドを使用すれば，コマンド・イン
タプリタがコマンドによって戻される状態をチェックしないようにできます。このコ
マンドは，ONコマンドをNO状態に設定します。 SET NOONコマンドを使用し
ても，コマンド・インタプリタは引き続き値を$STATUSと$SEVERITYに収めます
が，エラー・チェックは行いません。エラー・チェック機能を再開させるには， SET
ONコマンドまたはONコマンドを使用します。
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プロシージャでエラー・チェックが無効に設定されている場合には，コマンドまたは
プログラムを実行した後，$STATUSの値を明示的にチェックできます。

次の例では， RUNコマンドの前に SET NOONコマンドが指定されているため，プ
ログラム TESTAのまたは TESTBがエラーを戻した場合には，コマンド・プロシー
ジャは実行を続行します。 SET ONコマンドは，コマンド・インタプリタによる省略
時のエラー・チェックを復元します。

$ SET NOON
$ RUN TESTA
$ RUN TESTB
$ SET ON

次の例では，最初の IFコマンドは，$STATUSの値が真であるかどうか (つまり，値
が奇数の数値であるかどうか)を確認します。その場合には， FORTRANコマンド
は正常終了しており， LINKコマンドが実行されます。 LINKコマンドを実行した
後，$STATUSが再度テストされます。$STATUSの値が奇数である場合には， RUN
コマンドが実行されます。奇数でない場合には， RUNコマンドは実行されません。
SET ONコマンドは現在のON条件処理を復元します。つまり， SET NOONコマン
ドを実行する前に有効だった条件を復元します。

$ SET NOON
$ FORTRAN MYFILE
$ IF $STATUS THEN LINK MYFILE
$ IF $STATUS THEN RUN MYFILE
$ SET ON

SET ONまたは SET NOONコマンドは，現在のコマンド・レベル，すなわちコマン
ドを実行するコマンド・レベルにだけ適用されます。別のコマンド・プロシージャを
呼び出すコマンド・プロシージャの中で SET NOONコマンドを使用すると，ネスト
されたプロシージャの中では省略時のエラー・チェック方式が適用されます。 SET
NOONは，DCLレベルで会話形式で入力しても意味を持ちません。

13.11 Ctrl/Yによる割り込み処理

省略時の設定では，コマンド・プロシージャの実行中に Ctrl/Yを押すと，コマンド・
インタプリタは， Ctrl/Yコマンド・レベルと呼ばれる特別なコマンド・レベルでコマ
ンド入力を求めるプロンプトを出します。 Ctrl/Yコマンド・レベルでは，コマンド・
インタプリタ内で実行されるDCLコマンドを入力した後， CONTINUEコマンドを
入力すれば，コマンド・プロシージャの実行を再開できます。また，コマンド・プロ
シージャの実行を強制的に終了するDCLコマンドを入力すれば，プロシージャを終
了できます。

この節では，ONコマンドを使用することにより，コマンド・プロシージャが Ctrl/Y
による割り込みを処理する方法の変更について説明します。
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13.11.1 コマンド・プロシージャの中断

会話形式で実行中のコマンド・プロシージャを中断するには， Ctrl/Yを押します。
Ctrl/Yを押すと，コマンド・インタプリタは Ctrl/Yレベルと呼ばれる新しいコマン
ド・レベルを設定して，コマンド入力を求めるプロンプトを出します。いつ中断が生
じるかは，実行中のコマンドまたはプログラムによって異なります。

• コマンドがコマンド・インタプリタ自体によって実行されている場合 (たとえば，
IF，GOTO，割り当て文)には，コマンド・インタプリタが Ctrl/Yレベルでコマ
ンドを求めるプロンプトを出す前にコマンドの実行が終了する。

• コマンドまたはプログラムが別のイメージ (すなわち，コマンド・インタプリタ以
外のイメージ)の場合には，コマンドが中断されてから，コマンド・インタプリタ
は Ctrl/Yレベルで別のコマンドの入力を求めるプロンプトを出す。

Ctrl/Yレベルでは，コマンド・インタプリタは以前に設定されたすべてのコマンド・
レベルの状態を格納するため， Ctrl/Yによる中断後に正しい状態を復元できます。

プロシージャの中断後は，次のようにします。

• コマンド・インタプリタの中で実行されるDCLコマンドを入力する。

DCLコマンドの中では， SET VERIFY， SHOW TIME， SHOW
TRANSLATION， ASSIGN， EXAMINE，DEPOSIT， SPAWN， ATTACHで
す。これらのコマンドのうちの 1つ以上を入力すると， CONTINUEコマンドで
プロシージャの実行を再開できる。コマンド・インタプリタの中で実行されるコ
マンドのリストについては，第 14.7.2項を参照すること。

ユーザが CONTINUEコマンドを入力すると，中断されたコマンドやプログラム
から，または最も最近に完了したコマンドの後の行からコマンド・プロシージャ
が再開される。

• 別のイメージを実行するDCLコマンドを入力する。

ユーザが新しいイメージを起動するコマンドを入力すると，コマンド・インタプ
リタはコマンド・レベル 0に戻って該当コマンドを実行する。これでコマンド・
プロシージャの実行は終了する。新しいイメージを開始する前であれば，中断さ
れたイメージによって宣言されたどの終了ハンドラでも実行できる。

• EXITまたは STOPコマンドを入力してコマンド・プロシージャの実行を終了す
る。

EXITコマンドを使用した場合は，中断されたイメージによって宣言された終了ハ
ンドラを実行できるが， STOPコマンドはこれらのルーチンを実行しない。

注意

Ctrl/Yを押した後に (コマンド・レベルから明示的に，またはONルーチンの
一部として)コマンド・プロシージャを終了しない場合，次に入力されるコマ
ンドはこのコマンド・プロシージャのコンテキストの中で解釈されます。た
とえば，会話レベルで次のシンボルを定義したとします。
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MAIL = "mail/edit=(send,reply,forward)"

Ctrl/Yを押して，この定義を含まないコマンド・プロシージャを中断した後，
MAILコマンドを入力してメッセージを送信しても，エディタは自動的には起
動されません。

13.11.2 特権イメージの中断

特権イメージの実行を中断した場合，このイメージのコンテキストをセーブしたけれ
ば， CONTINUE， SPAWN， ATTACHのいずれかのコマンドを入力します。他の
コマンドを入力すると (ユーザが生成または接続したサブプロセスの中から入力する
場合を除く)，特権イメージは強制的に終了されます。

13.12 Ctrl/Yアクション・ルーチンの設定

これ以降の節では， Ctrl/Yアクション・ルーチンの設定方法を説明します。

13.12.1 ONコマンドの使用

エラー状態のときのアクションを定義するONコマンドによって，コマンド・プロシ
ージャの実行中に生じた Ctrl/Yによる中断のアクション・ルーチンを定義する方法を
指定することもできます。ユーザが指定するアクションは，省略時の Ctrl/Yアクショ
ン ( Ctrl/Yコマンド・レベルでコマンド入力を求めるプロンプトを出す)を無効にし
ます。

$ ON CONTROL_Y THEN EXIT

プロシージャがこのONコマンドを実行した場合，この後のプロシージャの実行中に
Ctrl/Yによる中断が生じると，プロシージャは終了します。このとき，前のコマン
ド・レベルに制御が渡されます。

Ctrl/Yを押してON CONTROL_Yを使用するプロシージャを中断した場合は，次の
アクションを実行します。

• 現在実行中のコマンドがコマンド・インタプリタの中で実行されるコマンドの場
合には，コマンドを完了してから Ctrl/Yアクションが実行される。

• 現在のコマンドまたはプログラムがコマンド・インタプリタ以外のイメージによ
って実行される場合には，イメージが強制終了されてから Ctrl/Yアクションが実
行される。ただし，イメージが終了ハンドラを宣言している場合には，終了ハン
ドラを実行してから Ctrl/Yアクションが実行される。 Ctrl/Yアクションの後はイ
メージ処理は継続できない。
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13.12.2 Ctrl/Yの入力結果

Ctrl/Yアクションを実行しても，省略時の Ctrl/Yアクションには自動的に戻りませ
ん。 Ctrl/Yアクションは，次のいずれかの条件が生じるまで有効です。

• プロシージャが終了する (Ctrl/Yを押す， EXITまたは STOPコマンドを実行す
る，または省略時のエラー状態処理アクションの結果として)。

• 別のON CONTROL_Yコマンドを実行する。

• プロシージャが SET NOCONTROL=Yコマンドを実行する (第 13.13節を参照)。

Ctrl/Yアクションは各アクティブ・コマンド・レベル内で指定でき，指定されたコマ
ンド・レベルに対してのみ影響します。

次の例に見られるように，このプロシージャが実行されると， Ctrl/Y割り込みが生
じるたびに SHOW TIMEコマンドが実行されます。 SHOW TIMEコマンドの実行
後，プロシージャは，中断されたコマンドの後のコマンドから実行を再開します。

$ ON CONTROL_Y THEN SHOW TIME
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次の図は， Ctrl/Yによる中断後の実行フローを示しています。

図 13–2 Ctrl/Yアクション後の実行フロー

$

.

.

.
$ @FILES
.
.
.

.

.

.
$ @PRIV

Interruption not allowed...continuing

1

4

DBA1:[HIGGINS]FILES.COM

$ EXIT
$ DELETE *.TMP;*
$ DELETE STATUS.OUT;1
$ CLEAN_UP:
$ EXIT
.
.
.
$ IF $STATUS THEN DELETE STATUS.OUT;1
$ TYPE STATUS.OUT;1
.
.
.
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO CLEAN_UP
.
.
.

3

.

.

.
$ IF $STATUS THEN DELETE STATUS.OUT;1
$ TYPE STATUS.OUT;1
.
.
.

"Interruption not allowed...continuing"
$ ON CONTROL_Y THEN WRITE SYS$OUTPUT−
.
.
.

5

2

ZK−0827−GE

Ctrl/Y

Ctrl/Y

DBA1:[HIGGINS] PRIV.COM

6

1 TYPEコマンドの実行中に Ctrl/Yによる割り込みが発生。

2 ラベル CLEAN_UPに制御が移る。

3 ルーチンの実行完了後にコマンド・プロシージャは終了し，会話コマンド・レベ
ルに戻る。

4 TYPEコマンドの実行中に Ctrl/Yによる割り込みが発生。

5 ONコマンドで指定されているWRITEコマンドが実行される。

6 中断されたコマンドの次のコマンドからコマンド・プロシージャが再開される。
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次の図は，ネストされたコマンド・プロシージャの実行中に Ctrl/Yを押すとどうなる
かを示しています。

図 13–3 ネストされたコマンド・プロシージャ実行中の Ctrl/Y
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$ EXIT
.
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.
$ ON CONTROL_Y THEN SHOW TIME
.
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DBA1:[HIGGINS] SUBSUB.COM
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$ @SUBSUB
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DBA1:[HIGGINS] SUBSEARCH.COM
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.
$ @SEARCH

.

Ctrl/Y

.

.

DBA1:[HIGGINS]SEARCH.COM

$ CLEAN_UP:

Ctrl/Y

$ EXIT

Ctrl/Y

.

.

.

.

.

.
$ NEXT_STEP:

$ @SUBSEARCH

3

.

4

.

.
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO CLEAN_UP
.
.
.

1 SEARCH.COMの実行中に Ctrl/Yによる割り込みが生じると， CLEAN_UPラベ
ルに制御が渡される。

2 SUBSEARCH.COMの実行中に Ctrl/Yによる割り込みが生じると，
SEARCH.COMの中のNEXT_STEPラベルに制御が渡される。

3 SUBSEARCH.COMでは Ctrl/Yアクションが指定されていないため， Ctrl/Y割
り込みが生じると，プロシージャは終了して前のコマンド・レベルに戻る。

4 SUBSUB.COMの実行中に Ctrl/Yによる割り込みが生じると， SHOW TIMEが
実行される。
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13.13 Ctrl/Yによる割り込みの無効化/有効化

これ以降の節では， Ctrl/Yによる割り込むを有効にする方法，および無効にする方法
を説明します。

13.13.1 SET NOCONTROL=Yの使用

SET NOCONTROL=Yコマンドは， Ctrl/Yによる割り込みを無効にします。すなわ
ち，コマンド・プロシージャが SET NOCONTROL=Yコマンドを実行した場合は，
Ctrl/Yを押しても割り込みは生じません。

SET NOCONTROL=Yコマンドは，ON CONTROL_Yコマンドによって設定された
現在の Ctrl/Yアクションも取り消します。省略時の Ctrl/Yアクションに戻すには，
次の 2つのコマンドを使用します。

$ SET NOCONTROL=Y
$ SET CONTROL=Y

SET NOCONTROL=Yコマンドは， Ctrl/Yの処理を無効にし，現在のON
CONTROL_Yの処理を取り消します。 SET CONTROL=Yコマンドは Ctrl/Yの
処理を有効にします。この時点で，省略時の処理が再度有効になります。つまり，
プロシージャの実行中に Ctrl/Yが押された場合には，コマンド・インタプリタは，
Ctrl/Yコマンド・レベルでコマンドを要求するプロンプトを表示します。

SET NOCONTROL=Yコマンドはどのコマンド・レベルでも使用できます。 SET
CONROL=Yコマンドによって Ctrl/Yによる割り込みを使用可能にするまで，すべて
のコマンド・レベルで Ctrl/Yは無効です。

13.13.2 SET CONTROL=Yコマンドの使用

ON CONTROL_Yコマンドは，別のON CONTROL_Yまたは SET
NOCONTROL=Yコマンドが実行されるか，コマンド・プロシージャが終了す
るまで有効です。

Ctrl/Yが無効に設定されているときに，無限に終了しないループを終了するには，
DCLコマンド STOPを使用して，別のターミナルからプロセスを削除しなけれ
ばなりません。省略時の Ctrl/Yの処理を無効に設定した場合には，できるだけた
だちにリセットしてください。省略時のCtrl/Yの処理をリセットするには， SET
NOCONTROL=Yコマンドの後に SET CONTROL=Yコマンドを実行します。

このコマンド・プロシージャでは，ファイルの内容を表示しているときに Ctrl/Yを押
すと，制御はラベル END_TYPEに渡されます。
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.

.

.
$! Type a file
$ IF COMMAND .NES. "TY" THEN GOTO END_TYPE
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO END_TYPE
$ TYPE ’FILESPEC’
$END_TYPE:
$!
$! Reset default
$ SET NOCONTROL=Y
$ SET CONTROL=Y

.

.

.

注意

ON CONTROL_Yコマンドと SET NOCONTROL=Yコマンドは特別な用途で
使用します。一般に， Ctrl/Yによる割り込みを無効にすることはおすすめし
ません。 Ctrl/Yが無効なときに非終了ループを終了するには，ループ・プロ
シージャを実行しているプロセスを別のターミナルから削除しなければなり
ません。

13.14 条件コードを使用しているコマンド・プロシージャでのエラー
の検出

コマンド・プロシージャの中のそれぞれのDCLコマンドの実行が終了すると，コマ
ンド・インタプリタは，コマンドの終了理由を説明する条件コードをセーブします。
このコードを見ると，処理が完了したのか，情報またはエラー・メッセージが出され
たのかがわかります。

コマンド・インタプリタは，コマンド・プロシージャの中のそれぞれのコマンドを実
行し終わると，条件コードを調べます。特別なアクションが必要なエラーが生じた場
合は，システムはそのアクションを実行します。それ以外の場合には，プロシージャ
の中の次のコマンドが実行されます。

13.14.1 条件コードの表示 ($STATUS)

コマンド・インタプリタは，条件コードを 32ビットのロングワードとして予約グロ
ーバル・シンボル$STATUSにセーブします。$STATUSは，次のようなシステム・
メッセージ・コードの形式に従います。

• ビット 0～ 2には，メッセージの重大度が指定される。

• ビット 3～ 15には，メッセージ番号が指定される。

• ビット 16～ 27には，メッセージを生成する機能に関連する番号が指定される。
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• ビット 28～ 31には，内部制御フラグが指定される。

コマンドの実行が完了した場合，$STATUSは奇数値になります (ビット 0～ 2には
1または 3が指定されます)。何らかの警告またはエラーが生じた場合は，$STATUS
は偶数値になります (ビット 0～ 2に 0， 2，または 4が指定されます)。コマン
ド・インタプリタは，$STATUSの現在の 16進値を保持して表示します。 SHOW
SYMBOL $STATUSコマンドを入力すると，$STATUSの ASCII変換値が表示され
ます。

次の例では，ファイル名が誤って入力されています。

$ CREATE %FILE.LIS
%CREATE-E-OPENOUT, error opening %FRED.LIS; as output
-RMS-F-WLD, invalid wildcard operation
$ SHOW SYMBOL $STATUS
$STATUS = " %X109110A2"

$ WRITE SYS$OUTPUT F$MESSAGE(%X109110A2)
%CREATE-E-OPENOUT, error opening !AS as output

13.14.2 EXITコマンドを含む条件コード

コマンド・プロシージャが終了すると，コマンド・インタプリタは前のコマンドの条
件コードを$STATUSに戻します。条件コードは，最後に実行されたコマンドが正常
終了したかどうかに関する情報を提供します。

コマンド・プロシージャで EXITコマンドを使用する場合には，DCLが$STATUSに
割り当てる値を変更する値を指定できます。この値は状態コードと呼び，整数式とし
て指定しなければなりません。

コマンド・プロシージャに，ネスティングしたコマンド・プロシージャが含まれてお
り，複数のコマンド・レベルを作成する場合には， EXITコマンドを使用して，省略
時の条件コードを明示的に無効にする値を戻すことができます。

次の 2つのコマンド・プロシージャについて調べてみましょう。

$! This is file A.COM
$!
$ @B

.

.

.
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$! This is file B.COM
$!
$ ON WARNING THEN GOTO ERROR

.

.

.
$ ERROR:
$ EXIT 1

B.COMのONコマンドは， B.COMの実行中に警告，エラー，重大なエラーのいず
れかが発生した場合には，プロシージャの制御がラベル ERRORに渡されることを示
しています。ここでは，条件コードは明示的に 1に設定されており，正常終了を示
します。したがって， B.COMが終了すると，エラーが発生したかどうかとは無関係
に，正常終了コードが A.COMに戻されます。

13.14.3 重大度レベルの決定

$STATUSの下位 3ビットは，コマンドが終了する原因となった条件の重大度を示し
ます。条件コードのこの部分は，予約されているグローバル・シンボル$SEVERITY
に格納されます。$SEVERITYシンボルの値は 0～ 4の範囲であり，各値はそれぞれ
次の重大度レベルを表現します。

値 重大度

0 警告

1 正常終了

2 エラー

3 情報

4 致命的な (重大な)エラー

正常終了コードと情報コードは奇数の数値であり，警告コードとエラー・コードは偶
数の数値です。

13.14.4 正常終了のテスト

次に示すように，$SEVERITYまたは$STATUSに対して論理テストを実行する IF
コマンドを使用すれば，コマンドの正常終了をテストできます。

$ IF $SEVERITY THEN GOTO OKAY
$ IF $STATUS THEN GOTO OKAY

これらの IFコマンドは，$SEVERITYおよび$STATUSの値が真 (奇数)の場合に
は，ラベルOKAYに分岐します。$SEVERITYと$STATUSの現在の値が奇数の場合
には，コマンドまたはプログラムは正常終了しています。コマンドまたはプログラム
が正常終了しなかった場合には，$SEVERITYと$STATUSの値は偶数です。したが
って， IF式は偽になります。
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条件が真であるかどうかをテストするかわりに，偽であるかどうかをテストすること
もできます。次の例を参照してください。

$ IF .NOT. $STATUS THEN . . .

コマンド・インタプリタは条件コードの重大度レベルを使用して，ONコマンドによ
って定義される処理を実行するかどうかを判断します。第 13.9節の説明を参照して
ください。

13.15 $STATUSを設定しないコマンドの使用

大部分のDCLコマンドは，正常終了したときに状態値とエラー・メッセージを
生成するシステム・ユーティリティを起動します。しかし，正常終了したとき
に，$STATUSと$SEVERITYの値を変更しないコマンドがいくつかあります。これ
らのコマンドは次のとおりです。

CONTINUE DECK DEPOSIT

EOD EXAMINE GOTO

IF RECALL SET SYMBOL/SCOPE

SHOW STATUS SHOW SYMBOL STOP

WAIT

これらのコマンドを正しく実行できなかった場合には，条件コードは$STATUSに格
納され，重大度レベルは$SEVERITYに格納されます。

13.16 ログイン・コマンド・プロシージャ

ログイン・コマンド・プロシージャとは，ユーザがログインするたびに，オペレーテ
ィング・システムが自動的に実行するコマンド・プロシージャです。また，ユーザが
キューに登録した各バッチ・ジョブの先頭で，システムはこのプロシージャを実行し
ます。

ログイン・コマンド・プロシージャには，次の 2種類があります。

• システム全体で有効な (またはグループで定義された)プロシージャ

• 個人用プロシージャ

13.16.1 システム全体のログイン・コマンド・プロシージャ

システム全体で有効なログイン・コマンド・プロシージャには，次の特徴がありま
す。

• 個人用ログイン・コマンド・プロシージャより前に実行される。
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• システム全体で有効なログイン・コマンド・プロシージャが終了すると，制御は
個人用ログイン・コマンド・プロシージャに渡される。

• このようなコマンド・プロシージャを使用すると，システム管理者は，ユーザが
ログインするときに特定のコマンドを必ず実行するように設定できる。

システムまたはグループ・ログイン・コマンド・プロシージャを設定する場合，シス
テム管理者は，論理名 SYS$SYLOGINを該当するログイン・コマンド・プロシージ
ャに定義します。このログイン・コマンド・プロシージャは，すべてのシステム・ユ
ーザに対して適用するように指定することも，特定のユーザ・グループに対してのみ
適用されるように指定することもできます。

13.16.2 パーソナル・ログイン・コマンド・プロシージャ

ユーザは，ログインするたびに同じコマンドを実行するパーソナル・ログイン・コマ
ンド・プロシージャを作成できます。

ログイン・コマンド・プロシージャのファイル指定は，システム管理者が割り当てま
す。ほとんどの場合，ログイン・コマンド・プロシージャは LOGIN.COMという名
前にします。システム管理者が特に指定しない限り，ログイン・コマンド・プロシー
ジャを LOGIN.COMという名前にします。

以下は LOGIN.COMプロシージャの例です。

$IF F$MODE() .NES. "INTERACTIVE" THEN EXIT
$SET TERMINAL/INSERT
$DIR :== DIR/DATE/SIZE
$EDIT :== EDIT/EDT
$EXIT

13.16.3 専用アカウントのログイン・コマンド・プロシージャ

システム管理者は，特別なコマンド・プロシージャの名前をアカウントの LGICMD
フィールドに置くことによって，専用のアカウントを設定できます。専用のアカウン
トにログインした場合に実行できるのは，コマンド・プロシージャでそのアカウント
に指定された機能だけで，完全なDCLコマンド・セットは実行できません。専用ア
カウントについての詳細は，『OpenVMSシステム管理者マニュアル』を参照してく
ださい。

13.17 拡張ファイル指定と (Extended File Specifications)解析スタイ
ル

特定のファイル名解析スタイルを必要とするコマンド・プロシージャでは，そのコマ
ンド・プロシージャ内にコマンドを入れて解析スタイルを切り替えることができま
す。次のコマンド・プロシージャは，現在の解析スタイルを保存し，解析スタイルを
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TRADITIONALに設定し，コマンド (未指定)を実行して，保存された解析スタイル
を復元します。

$ original_style= f$getjpi("","parse_style_perm")
$ SET PROCESS/PARSE_STYLE=TRADITIONAL

.

.

.
$ SET PROCESS/PARSE_STYLE=’original_style’

最初のコマンドにより， ’original_style’が現在の解析スタイルになります。 2番目の
コマンドにより，解析スタイルが TRADITIONALに設定されます。最後のコマンド
により，解析スタイルが元のスタイルに再設定されます。

13.18 DCLコマンド・パラメータでの拡張ファイル名の使用

ファイル名をパラメータとして使用するコマンド・プロシージャは，ODS-5環境で
は異なった結果を生成する場合があります。

解析スタイルは TRADITIONALから EXTENDEDに変更することができます。この
項では， EXTENDEDに変更した場合に影響を受ける可能性のある，次の分野につい
て説明します。

• コマンド・プロシージャのファイル指定

• 大文字と小文字の区別および$FILE

• アンパサンドと一重引用符の置換

解析スタイルの切り替えについての詳細は，第 5.3節を参照してください。

13.18.1 コマンド・プロシージャのファイル指定

インダイレクト・コマンド・プロシージャが使用されている場合には，一部のプロシ
ージャの引数を引用符で囲む必要がある場合があります。

次の例は，同じコマンド・ファイル SS.COMを使用した場合の， TRADITIONAL解
析スタイルと EXTENDED解析スタイルの出力の違いを示しています。

$ create ss.com
$ if p1 .nes. "" then write sys$output "p1 = ",p1
$ if p2 .nes. "" then write sys$output "p2 = ",p2
$ if p3 .nes. "" then write sys$output "p3 = ",p3

• 解析スタイルを TRADITIONALに設定し，コマンド・ファイル SS.COMを実行
すると，出力は次のようになる。
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$ set process/parse_style=traditional
$ @ss ^ parg2 parg3
p1 = ^
p2 = PARG2
p3 = PARG3

サーカンフレックス (^)は，最初の引数であり (エスケープ文字ではない)，プロシ
ージャ引数 p2および p3の大文字と小文字の区別が保存されていないことに注意
してください。

• 解析スタイルを EXTENDEDに設定し，同じコマンド・プロシージャを実行する
と，出力は次のようになる。

$ set process/parse_style=extended
$ @ss ^ parg2 parg3
p1 = ^ PARG2
p2 = PARG3

コマンド・プロシージャでサーカンフレックス (^)が，スペースを引数の区切り文
字としてではなくリテラル文字として識別するエスケープ文字として認識されて
いることと， "^ PARG2"が最初の引数であることに注意してください。大文字と
小文字の区別は保存されません。

• サーカンフレックス (^)に引用符を追加すると，結果は次のようになる。

$ @ss "^" parg2 parg3
p1 = ^
p2 = PARG2
p3 = PARG3

サーカンフレックス (^)は引用文字列の中にあるため，エスケープ文字としては処
理されません。

• 引数 p3に引用符を追加すると，結果は次のようになる。

$ @ss "^" parg2 "parg3"
p1 = ^
p2 = PARG2
p3 = parg3

プロシージャ引数 p3の大文字と小文字の区別が保存されていることに注意してく
ださい。

• 解析スタイルを TRADITIONALに設定すると，次のコマンドではサーカンフレッ
クス (^)と， parg2および parg3の文字列とが，プロシージャ引数として処理さ
れ，コマンド・プロシージャを実行すると，結果は次のようになる。

$ set process/parse_style=traditional
$ @ss^ parg2 parg3
p1 = ^
p2 = PARG2
p3 = PARG3
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• 解析スタイルを EXTENDEDに設定すると，サーカンフレックス (^)は，スペー
スをリテラル文字として識別するエスケープ文字として処理される。DCLは，フ
ァイル "SS^_PARG2.COM"を探し，次の例で示されているエラーが生成される。

$ set process/parse_style=extended
$ @ss^ parg2 parg3
-RMS-E-FNF, file not found

13.18.2 大文字と小文字の区別の保存と$FILE

DCLは，ファイル指定の大文字と小文字の区別を保存しようとします。実際にファ
イル指定の大文字と小文字の区別が保存されるのは，Command Definition Utility
(CDU)を使用して定義されたコマンドに限られます。DCLは，$FILE解析タイプを
持つコマンド定義ファイル (.CLD)の中で定義されている項目の大文字と小文字の区
別を保存します。

詳細は，『OpenVMS Command Definition, Librarian, and Message Utilities
Manual』を参照してください。

13.18.3 アンパサンドと一重引用符の置換

一重引用符ではなくアンパサンド (&)による置換を使用して，従来型の解析の際に大
文字と小文字の区別を保存することができます。

次の従来型の解析の例は，文字列の大文字と小文字の区別を変更する一連のコマンド
を示しています。

$ set process/parse_style=traditional
$ x = "string"
$ define y ’x’
$ sho log y

"Y" = "STRING" (LNM$PROCESS_TABLE)
$ define y &x
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of Y has been superseded
$ sho log y

"Y" = "string" (LNM$PROCESS_TABLE)

アンパサンド (&)を使用することにより，変数 xに割り当てられた文字列の大文字と
小文字の区別が保存されていることに注意してください。

一重引用符による置換は，コマンド行が大文字に設定される前に実行され，アンパサ
ンドによる置換は，コマンド行が大文字に設定された後で実行されます。

次の拡張解析機能の例は，同じ一連のコマンドを示しています。
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$ set process/parse_style=extended
$ define y ’x’
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of Y has been superseded
$ sho log y

"Y" = "string" (LNM$PROCESS_TABLE)
$ define y &x
%DCL-I-SUPERSEDE, previous value of Y has been superseded
$ sho log y

"Y" = "string" (LNM$PROCESS_TABLE)

変数 yに割り当てられた文字列はどちらも小文字で返されていることに注意してくだ
さい。これは，DEFINEコマンドが，大文字と小文字の区別を保存する$FILEを使
用しているために発生します。

このような特徴を持つことから，アンパサンドによる置換は，解析スタイルが
TRADITIONALに設定されている場合でも EXTENDEDファイル名を指定するため
に使用することができます。次に例を示します。

$ set process/parse=extended
$ cre file^ name.doc
Contents of an ODS5 file
Exit

$ set process/parse=traditional
$ a = "file^ name.doc"
$ type file^ name.doc
%DCL-W-PARMDEL, invalid parameter delimiter - check use of special characters
\^NAME\
$ type ’a’
%DCL-W-PARMDEL, invalid parameter delimiter - check use of special characters
\^NAME\
$ type &a
Contents of an ODS5 file

注意

アンパサンドによる置換は，フォーリン・コマンドには使用できません。
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14
DCLでの拡張プログラミング

拡張DCLプログラミングとは，複雑なコマノド・プロシージャとDCLコマンドの
PIPEコマンドを使用することです。この章は，第 13章を読み，DCLでのプログラ
ミングについての基本的な知識があり，高度なプログラミング方式を学習したい方を
対象にしています。

複雑なコマンド・プロシージャは，プログラムと同様の機能を実行できます。コマン
ド・プロシージャでは，変数入力を使用でき，特定の条件が真のときにだけプロシー
ジャのセクションを実行でき，サブルーチンを実行したり，他のコマンド・プロシー
ジャを起動することができます。

DCLの PIPEコマンドも，プログラムと同様の機能を実行できます。たとえば PIPE
コマンドを使用すると，同一DCLコマンド行から，次に示す 1つまたは複数の操作
を実行できます。

• パイプライン処理 (コマンドのシーケンス)

• 入出力のリダイレクト

• 複数の条件コマンドの実行

• バックグラウンド処理

本章では，次のことについて説明します。

• コマンド・プロシージャ入力の実行

• ネスティングしたコマンド・プロシージャにデータを渡すためのパラメータの使
用

• コマンド・プロシージャ出力の実行

• ファイルの読み込みと書き込み (ファイル入出力)

• ファイル入出力エラーの処理

• 実行の流れを制御する方法

• 新しいコマンド・レベルの作成

• CASE文の書き方

• PIPEコマンドの使用
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14.1 コマンド・プロシージャ入力の実行

コマンド・プロシージャでは，ユーザが提供するデータを必要とすることがよくあり
ます。このデータ，つまり入力は会話形式で入手でき ( 第 13章を参照)，非会話形式
で入手することもできます。本章では，非会話型入力方式について説明し，第 13章
で説明していない会話型入力方式についても説明します。

コマンド・プロシージャを実行するたびに，同じデータを使用できます。同じデータ
を使用するには，コマンド・プロシージャでデータを必要とするコマンドの後のデー
タ行にデータを指定します。

次のコマンド・プロシージャは， CENSUS.EXEコマンド・プロシージャを実行しま
す。 CENSUS.EXEはプロシージャが実行されるたびに 1993， 1994， 1995のデー
タを読み込みます。

$ ! CENSUS.COM
$ !
$ RUN CENSUS
1993
1994
1995
$ EXIT

14.1.1 コマンド・プロシージャにデータを登録する場合の制限事項

DCLは，データ行に指定されたテキストをコマンド・プロシージャに直接渡します。
したがって，次に示すように，変換しなければならないデータは処理されません。

• シンボル

• 論理名

• 数式

14.1.2 その他のデータ入力方式

この後の節では，次に示すように，コマンド・プロシージャに対する入力データを入
手するための別の方法について説明します。

• データを渡すためのパラメータの使用

• バッチ・ジョブにデータを渡すためのパラメータの使用

• ネスティングしたコマンド・プロシージャにデータを渡すためのパラメータの使
用

• データを要求するプロンプトを表示するための READ， INQUIREコマンドの使
用

• データを入手するための SYS$INPUT論理名の使用
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14.2 データを渡すためのパラメータの使用

コマンド・プロシージャにデータとしてパラメータを渡す場合には，次のガイドライ
ンに従ってください。

• パラメータはコマンド・プロシージャのファイル指定の後に指定する。

• 1つのコマンド・プロシージャに対して最大 8つのパラメータを渡すことができ
る。

• 渡すパラメータ値の数が 8未満の場合には，値が渡されなかったシンボルにはヌ
ル値が割り当てられる。ヌル値とは空文字列であり，引用符( " " )で表現される。

• パラメータは 1つ以上のスペースまたはタブで区切る。

DCLはローカル・シンボル P1～ P8を使用して，パラメータをコマンド・プロシー
ジャに渡します。 P1には最初のパラメータ値が割り当てられ， P2には 2番目のパラ
メータ値， P3には 3番目のパラメータ値が割り当てられます。以下も同様です。た
とえば，次のコマンドは，コマンド・プロシージャ SUM.COMを起動し， 8つのパ
ラメータをプロシージャに渡します。

$ @SUM 34 52 664 89 2 72 87 3

14.2.1 整数としてのパラメータの指定

パラメータとして整数を指定した場合には，それは文字列に変換されます。次の例で
は， P1は文字列値 24であり， P2は文字列値 25です。

$ @ADDER 24 25

シンボル P1～ P8は，整数式と文字列式の両方で使用できます。DCLは必要な変換
を自動的に実行します。

14.2.2 文字列としてのパラメータの指定

文字列内のスペース，タブ，小文字を保存するには，文字列の前後を引用符( " " )で囲
みます。次の例を参照してください。

$ @DATA "Paul Cramer"

次の例では， P1は Paul Cramerであり， P2はヌルです。引用符を省略した場合に
は，各文字列は独立したパラメータとして渡されます。次の例を参照してください。

$ @DATA Paul Cramer

この例では，文字列 Paulと Cramerが大文字に変換され， P1は PAULに， P2は
CRAMERになります。
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もう 1つの例として，次のコマンドでDATA.COMを起動した場合を考えます。

$ @DATA "Paul Cramer" 24 "(555) 111-1111")

P1～ P8はDATA.COMの中では次のように定義されています。

P1 = Paul Cramer
P2 = 24
P3 = (555) 111-1111
P4–P8 = null

14.2.3 シンボルとしてのパラメータの指定

シンボル値を渡すには，シンボルの前後を一重引用符で囲みます。シンボル値の内部
でスペース，タブ，小文字を保存するには，値を 3組の引用符で囲みます。文字列の
一部として引用符を使用する場合には， 3組の引用符を使用しなければなりません。

別の方法として，テキストを引用符で囲み，シンボルが表示されるときに，シンボル
の前に 2つの一重引用符を指定し，シンボルの後に 1つの一重引用符を指定する方法
があります。

次の例では， P1は Paulであり， P2は Cramerです。シンボルをコマンド・プロシ
ージャに渡すときに，DCLは引用符を削除します。

$ NAME = "Paul Cramer"
$ @DATA ’NAME’

次の例では， P1は‘‘Paul Cramer’’であり， P2はヌルです。

$ NEW_NAME = """Paul Cramer"""
$ @DATA ’NEW_NAME’

次の例では， P1は Paul Cramerに変換されます。

$ ! DATA.COM
$ @NAME "’’P1’"

14.2.4 ヌル値としてのパラメータの指定

空のパラメータを渡すには，コマンド文字列の位置を表す一組の二重引用符を使用
します。次の例では，DATA.COMに渡される最初のパラメータは空のパラメータで
す。

$ @DATA "" "Paul Cramer"

この例では， P1が空値で， P2が Paul Cramerです。
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14.3 バッチ・ジョブにデータを渡すためのパラメータの使用

バッチ・モードで実行されるコマンド・プロシージャにパラメータを渡すには，
SUBMITコマンドの修飾子/PARAMETERSを使用します。

1つの SUBMITコマンドを使用して，複数のコマンド・プロシージャを実行する場
合には，指定したパラメータは，バッチ・ジョブ内の各コマンド・プロシージャに対
して使用されます。

次の例では，コマンドは， 3つのパラメータをコマンド・プロシージャ ASK.COMと
GO.COMに渡します。これらのコマンド・プロシージャはバッチ・ジョブとして実
行されます。

$ SUBMIT/PARAMETERS=(TODAY,TOMORROW,YESTERDAY) ASK.COM, GO.COM)

次の例では， SUBMITコマンドは， 2つのパラメータをコマンド・プロシージャ
LIBRARY.COMと SORT.COMに渡します。

$ SUBMIT-
_$ /PARAMETERS=(DISK:[ACCOUNT.BILLS]DATA.DAT,DISK:[ACCOUNT]NAME.DAT) -
_$ LIBRARY.COM, SORT.COM

ユーザがログインして，各コマンド・プロシージャを実行したかのように，バッチ・
ジョブが実行されます。この SUBMITコマンドが実行するバッチ・ジョブは，ユー
ザのアカウントにログインし，ユーザのログイン・コマンド・プロシージャを実行
し，その後，次のコマンドを実行します。

$ @LIBRARY DISK:[ACCOUNT.BILLS]DATA.DAT DISK:[ACCOUNT]NAME.DAT)
$ @SORT DISK:[ACCOUNT.BILLS]DATA.DAT DISK:[ACCOUNT]NAME.DAT)

データをコマンド・プロシージャの中に指定する方法， SYS$INPUTをファイルとし
て定義する方法でも，データをバッチ・ジョブに渡すことができます。指定されたパ
ラメータは，バッチ・ジョブのそれぞれのコマンド・プロシージャで使用されます。

14.4 ネスティングしたコマンド・プロシージャにデータを渡すため
のパラメータの使用

ネスティングしたコマンド・プロシージャに最大 8つのパラメータを渡すことができ
ます。ネスティングしたプロシージャでのローカル・シンボル P1～ P8は，起動する
プロシージャのローカル・シンボル P1～ P8と関連づけられません。

次の例では，DATA.COMは，ネスティングしたコマンド・プロシージャ
NAME.COMを起動します。

$ ! DATA.COM
$ @NAME ’P1’ Joe Cooper

14–5



DCLでの拡張プログラミング
14.4ネスティングしたコマンド・プロシージャにデータを渡すためのパラメータの使用

DATA.COMの P1が Paul Cramerという文字列である場合には，この文字列引用
符が含まれていないため， 2つのパラメータとしてNAME.COMに渡されます。
NAME.COMでは， P1～ P8は次のように定義されます。

P1 = PAUL
P2 = CRAMER
P3 = JOE
P4 = COOPER
P5–P8 = null

DATA.COMの P1が "Paul Cramer" (引用符が含まれている)の場合には，次に示
すように， 3組の引用符で P1を囲むことにより， 1つのパラメータとして値を
NAME.COMに渡すことができます。

$ ! DATA.COM
$ QUOTE = """
$ P1 = QUOTE + P1 + QUOTE
$ @NAME ’P1’ "Joe Cooper"

この例では，コマンド・プロシージャNAME.COMで P1は Paul Cramerであり，
P2は Joe Cooperです。

14.5 データを要求するプロンプトの表示

コマンド・プロシージャのデータを会話形式で入手するには， INQUIREコマンド (
第 13章を参照)または READコマンドを使用できます。どちらのコマンドも，入力
を要求するプロンプトを表示し，応答をシンボルに割り当てます。

READコマンドと INQUIREコマンドの相違点は次のとおりです。

INQUIREコマンド READコマンド

値を要求するプロンプト 値を要求するプロンプト

ターミナルから値を読み込む 最初のパラメータによって指定されたソースか
ら値を読み込む

値をシンボルに割り当てる 2番目のパラメータとして指定されたシンボルに
値を割り当てる。

READコマンドは，プロンプトに対する応答としてターミナルに入力されたすべての
文字を，正確な文字列値として受け付けます (大文字と小文字の区別，スペース，タ
ブは保存されます)。/PROMPT修飾子を省略した場合には， READコマンドは省略
時のプロンプトとしてData:を表示します。

入力されたパラメータを受け付けることができ，また，必須パラメータが指定されな
かったときに，ユーザ入力を要求するプロンプトを表示するコマンド・プロシージャ
を作成することもできます。
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次の例では，コマンドは Filename:というプロンプトをターミナルに表示し，論理名
SYS$COMMAND (省略時の設定ではターミナル)によって指定されるソースから応
答を読み込み，応答をシンボル FILEに割り当てます。

$ READ/PROMPT="Filename: " SYS$COMMAND FILE

次の例では，プロシージャを起動したときに，ファイル名が指定されなかった場合に
は，ファイル名を要求するプロンプトが表示されます。

$ ! Prompt for a file name if name
$ ! is not passed as a parameter
$ IF P1 .EQS. "" THEN INQUIRE P1 "Filename"
$ COPY ’P1’ DISK5:[RESERVED]*.*
$ EXIT

注意

コマンド・プロシージャをキューに登録して，バッチ・ジョブとして実行す
る場合， DCLは， INQUIREコマンドに続くデータ行から INQUIREコマン
ドに指定されたシンボルの値を読み込みます。データ行を指定しない場合に
は，シンボルには空値が割り当てられます。

14.6 データを入手するためのSYS$INPUT論理名の使用

コマンド，ユーティリティ，その他のシステム・イメージは，省略時の入力ストリー
ムである論理名 SYS$INPUTに指定されるソースから入力を取得します。コマンド・
プロシージャの中では， SYS$INPUTはコマンド・プロシージャ・ファイルとして定
義され，データを必要とするコマンドやイメージはこのファイルの中でデータ行を検
索します。ただし， SYS$INPUTを再定義すれば，ターミナルや別の入力ファイルか
らデータを得ることができます。

14.6.1 ターミナルとしての SYS$INPUTの再定義

SYS$INPUTをターミナルとして再定義できます。このようにすると，コマンド・プ
ロシージャから呼び出されたイメージは，コマンド・プロシージャ内のデータ行から
ではなく，会話形式で入力を入手できます。

コマンド・プロシージャで会話型入力を必要とするDCLコマンドやユーティリティ
を使用する場合には， SYS$INPUTをターミナルとして再定義しなければなりませ
ん。

たとえば，次のコマンド・プロシージャは，入力を会話形式で CENSUS.EXEイメー
ジに提供できるようにします。
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$ ! Execute CENSUS getting data from the terminal
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ RUN CENSUS
$ EXIT

DEFINE/USER_MODEコマンドは， CENSUS.EXEを実行しながら，
SYS$INPUTを一時的に再定義するため， CENSUS.EXEはターミナルから入力
を受け入れます。 CENSUS.EXEが終了すると， SYS$INPUTは元の定義 (コマン
ド・プロシージャ・ファイル)に戻されます。

たとえば，次のコマンド・プロシージャは EVEエディタを使用します。

$ ! Obtain a list of your files
$ DIRECTORY
$ !
$ ! Get file name and invoke the EVE editor
$ EDIT_LOOP:
$ INQUIRE FILE "File to edit (Press Return to end)"
$ IF FILE .EQS. "" THEN EXIT
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ EDIT/TPU ’FILE’
$ GOTO EDIT_LOOP

このコマンド・プロシージャは，ユーザが Returnキーを押してループを終了するま
で，ファイル名を求めるプロンプトを出します。ファイル名を入力すると，プロシ
ージャは自動的に EVEエディタを起動してファイルを編集します。エディタの実行
中， SYS$INPUTはターミナルとして定義されるので，編集内容を会話形式で入力で
きます。

14.6.2 SYS$INPUTを個別ファイルとして定義する場合

SYS$INPUTをファイルとして定義すれば，コマンド・プロシージャはファイルから
入力を得ることができます。コマンド・プロシージャは，データ行のテキストをコマ
ンドまたはイメージに直接渡すことに注意してください。 DCLはデータ行は処理し
ません。データ行にDCLシンボルや式を指定しても，DCLは値をシンボルに置換し
ませんし，式を評価しません。データ行で感嘆符を使用すると，データを渡す先のイ
メージが感嘆符( ! )を処理します。

データ・ファイルの名前を SYS$INPUTとして指定すれば，コマンド・プロシージ
ャ・ファイルにプログラムを登録できます。この操作を実行すると，コンパイラは別
のファイルではなく，コマンド・プロシージャからプログラムを読み込みます。

次の例は， FORTRANコマンドの後にプログラムの文が続くコマンド・プロシージ
ャを示しています。
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$ FORTRAN/OBJECT=TESTER/LIST=TESTER SYS$INPUT
C THIS IS A TEST PROGRAM

A = 1
B = 2
STOP
END

$ PRINT TESTER.LIS
$ EXIT

FORTRANコマンドは，論理名 SYS$INPUTを使用してコンパイルするファイルを
識別します。 SYS$INPUTはコマンド・プロシージャとして定義されているため，
FORTRANコンパイラは， FORTRANコマンドに続く文を (始めにドル記号が付
く次の行まで)コンパイルします。コンパイルが終了すると， 2つの出力ファイル
TESTER.OBJと TESTER.LISが作成されます。このとき， PRINTコマンドは，リ
スト・ファイルを印刷します。

14.7 コマンド・プロシージャ出力の実行

データやエラー・メッセージ，コマンド行のチェックなど，コマンド・プロシージャ
からの出力は，ターミナルまたは他のファイルに送信できます。この節では，次の出
力方法について説明します。

• データの表示

• コマンドとイメージの出力先を切り換える

• コマンド・プロシージャからデータを戻す

• エラー・メッセージの出力先を切り換える

14.7.1 データの表示

シンボルやレキシカル関数を含むデータを書き込むには，WRITEコマンドを使用し
ます。データを二重引用符( " " )で囲む場合を除いて，WRITEコマンドは自動的にシ
ンボル置換を実行します。

次の例では， SYS$INPUTはデータ・ファイルとして指定されています。 TYPEコ
マンドは，その後に続くデータ行からデータを読み込み，データ行をターミナルに表
示します。

$ ! Using TYPE to display lines
$ TYPE SYS$INPUT
REPORT BY MARY JONES
PREPARED APRIL 15, 2002
SUBJECT: Analysis of Tax Deductions for 2002

.

.

.
$ EXIT
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シンボルやレキシカル関数を含むデータを書き込むには，WRITEコマンドを使用し
ます。データを二重引用符( " " )で囲む場合を除いて，WRITEコマンドは自動的にシ
ンボル置換を実行します。

WRITEコマンドを使用して，文字列をリテラル・テキストとして表示するには，二
重引用符( " " )で囲みます。たとえば，次のようになります。

$ WRITE SYS$OUTPUT "Two files are written."
Two files are written.

文字列の中に二重引用符を指定するには， 2組の二重引用符( "" "" )を使用します。た
とえば，次のようになります。

$ WRITE SYS$OUTPUT "Summary of ""Q & A"" Session"
Summary of "Q & A" Session

テキスト行を 2行以上に継続するには， 2つの文字列をプラス記号( + )とハイフ
ン( - )で連結します。たとえば，次のようになります。

$ WRITE SYS$OUTPUT "Report by Mary Jones" + -
" Prepared April 15, 2002"
Report by Mary Jones Prepared April 15, 2002

WRITEコマンドは，シンボル置換を自動的に実行し，シンボルの値を表示します。
文字列内でシンボル置換を強制的に実行するには，シンボルを一重引用符で囲みま
す。たとえば，次のようになります。

$ AFILE = "STAT1.DAT"
$ BFILE = "STAT2.DAT"
$ WRITE SYS$OUTPUT "’’AFILE’ and ’’BFILE’ ready."
STAT1.DAT and STAT2.DAT ready.

この例では， STAT1.DATが AFILEシンボルの変換結果で， STAT2.DATが BFILE
シンボルの変換結果になっています。

14.7.2 コマンドとイメージからの出力先の切り換え

コマンド，ユーティリティ，その他のシステム・イメージは，論理名 SYS$OUTPUT
によって指定されるソースに出力を書き込みます。省略時の設定では，
SYS$OUTPUTはターミナルに定義されます。ただし，次のいずれかの方法を使
用すれば，出力先を切り換えることができます。

• コマンドを起動するときに/OUTPUT修飾子を使用する。/OUTPUT修飾子を受け
入れるDCLコマンドには， ACCOUNTING， CALL，DIRECTORY，HELP，
LIBRARY， RUN (プロセス)， SPAWN， TYPEコマンドがある。

• DEFINE/USER_MODEコマンドを使用して， SYS$OUTPUTをファイルとして
一時的に再定義する。
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• コマンドからの出力を停止するために， SYS$OUTPUTをヌル・デバイスとして
一時的に定義する (DEFINE/USER_MODEコマンドを使用する)。

次の例では，コマンド・プロシージャは， SHOW USERSコマンドからの出力をフ
ァイルに切り換えます。 SYS$OUTPUTの新しい定義は， SHOW USERSコマンド
の実行に対してだけ有効になります。

$ DEFINE/USER_MODE SYS$OUTPUT SHOW_USER.DAT
$ SHOW USERS
$ !
$ ! Process the information in SHOW_USER.DAT
$ OPEN/READ INFILE SHOW_USER.DAT
$ READ INFILE RECORD

.

.

.
$ CLOSE INFILE
$ EXIT

次の例では， SYS$OUTPUTはヌル・デバイス (NL:)として定義されています。

$ DEFINE/USER_MODE SYS$OUTPUT NL:
$ APPEND NEW_DATA.DAT STATS.DAT

.

.

.

/USER_MODE修飾子は，次のイメージが完了するまでの間だけ有効な一時的な論理
名割り当てを作成します。このコマンドを実行すると， SYS$OUTPUTは省略時の定
義 (ターミナル)に戻ります。

DEFINE/USER_MODEコマンドを使用しても，コマンド・インタプリタの中で実
行されるDCLコマンドの出力先を切り換えることはできません。この場合には，
DEFINEコマンドを使用して SYS$OUTPUTを再定義し，処理が終了したら，
DEASSIGNコマンドを使用して定義を削除します。

次の表は，コマンド・インタプリタの内部で実行されるDCLコマンドを示していま
す。

= ALLOCATE ASSIGN

ATTACH CALL CANCEL

CLOSE CONNECT CONTINUE

CREATE/LOGICAL_NAME_
TABLE

DEALLOCATE DEASSIGN

DEBUG DECK DEFINE

DEFINE/KEY DELETE/SYMBOL DISCONNECT

ELSE ENDIF ENDSUBROUTINE

EOD EXAMINE EXIT
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GOSUB GOTO IF

INQUIRE ON OPEN

READ RECALL RETURN

SET CONTROL SET DEFAULT SET KEY

SET ON SET OUTPUT_RATE SET PROMPT

SET PROTECTION/DEFAULT SET SYMBOL/SCOPE SET UIC

SET VERIFY SHOW DEFAULT SHOW KEY

SHOW PROTECTION SHOW QUOTA SHOW STATUS

SHOW SYMBOL SHOW TIME SHOW TRANSLATION

SPAWN STOP SUBROUTINE

THEN WAIT WRITE

次の例では， SHOW TIMEコマンドからの出力をファイル TIME.DATに切り換える
ために使用されるコマンドを示しています。 SYS$OUTPUTの割り当てを解除した
後，省略時の定義 (ターミナル)に戻ります。

$ DEFINE SYS$OUTPUT TIME.DAT
$ SHOW TIME
$ DEASSIGN SYS$OUTPUT

14.7.3 コマンド・プロシージャからのデータを戻す

グローバル・シンボルと論理名は，コマンド・プロシージャのデータを呼び出し側プ
ロシージャまたはDCLコマンド・レベルに戻します。グローバル・シンボルや論理
名は，どのコマンド・レベルでも読み込めます。論理名は，ネストされたコマンド・
プロシージャから呼び出し側のプロシージャにデータを戻すことができます。

次の例では，グローバル割り当て文で作成されたグローバル・シンボルを使用して，
コマンド・プロシージャが値を渡す方法を示しています。

$ @DATA "Paul Cramer"

$ ! DATA.COM
$ !
$ ! P1 is a full name.
$ ! NAME.COM returns the last name in the
$ ! global symbol LAST_NAME.
$ !
$ @NAME ’P1’

$ ! NAME.COM
$ ! P1 is a first name
$ ! P2 is a last name
$ ! return P2 in the global symbol LAST_NAME
$ LAST_NAME == P2
$ EXIT

$ ! write LAST_NAME to the terminal
$ WRITE SYS$OUTPUT "LAST_NAME = ’’LAST_NAME’"

LAST_NAME = CRAMER
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DATA.COMは，コマンド・プロシージャNAME.COMを起動し，NAME.COMに
姓名を渡します。NAME.COMはグローバル・シンボル LAST_NAMEに姓を格納
します。NAME.COMが終了すると，DCLはDATA.COMの実行を続行し，このコ
マンド・プロシージャは，グローバル・シンボル LAST_NAMEを指定することによ
り，姓を読み込みます。コマンド・プロシージャNAME.COMは別のファイルに格納
されています。この例では，わかりやすくするためにインデントを使用して示してい
ます。

このコマンド・プロシージャでは， REPORT.COMはレポートのファイル名を入手
し，ファイル名を論理名 REPORT_FILEに等しく定義し，レポートを REPORT_
FILEに書き込むプログラムを実行します。

$! Obtain the name of a file and then run
$! REPORT.EXE to write a report to the file
$!
$ INQUIRE FILE "Name of report file"
$ DEFINE/NOLOG REPORT_FILE ’FILE’
$ RUN REPORT
$ EXIT

次の例では，コマンド・プロシージャ REPORT.COMは別のプロシージャから起動さ
れます。呼び出し側のプロシージャは，論理名 REPORT_FILEを使用して，レポー
ト・ファイルを参照します。

$! Command procedure that updates data files
$! and optionally prepares reports
$!
$ UPDATE:

.

.

.
$ INQUIRE REPORT "Prepare a report [Y or N]"
$ IF REPORT THEN GOTO REPORT_SEC
$ EXIT
$!
$ REPORT_SEC:
$ @REPORT
$ WRITE SYS$OUTPUT "Report written to ", F$TRNLNM("REPORT_FILE")
$ EXIT

14.7.4 エラー・メッセージの出力先の切り換え

これ以降の節では，エラー・メッセージの出力先を切り換える方法を説明します。
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14.7.4.1 SYS$ERRORの再定義

省略時の設定では，コマンド・プロシージャは， SYS$ERRORに示されるファ
イルにシステム・エラー・メッセージを送信します。 SYS$ERRORを再定義すれ
ば，エラー・メッセージを指定するファイルに書き出すこともできます。ただし，
SYS$ERRORを SYS$OUTPUTと異なるように再定義すると (SYS$ERRORを再定
義せずに SYS$OUTPUTを再定義すると)，標準 VMSシステム・エラー表示方式を
使用するDCLコマンドやイメージは，システム・エラー・メッセージとシステム重
大エラー・メッセージを SYS$ERRORと SYS$OUTPUTの両方に送信します。した
がって，ユーザはこれらのメッセージを， SYS$ERRORの定義に示されるファイル
で 1回と， SYS$OUTPUTに示されるファイルで 1回の合計 2回受信することにな
ります。成功メッセージ，通知メッセージ，警告メッセージは， SYS$OUTPUTに示
されるファイルにだけ送信されます。

DCLコマンドからエラー・メッセージが出されないようにしたい場合は，
SYS$ERRORも SYS$OUTPUTもターミナルに定義しないようにします。

コマンド・プロシージャから自分のイメージを実行するときに，そのイメージで
SYS$ERRORを参照する場合には，イメージはシステム・エラー・メッセージ
を， SYS$ERRORによって示されるファイルにだけ送信します。 SYS$ERROR
が SYS$OUTPUTと異なる場合でも，この規則が適用されます。 SYS$ERRORと
SYS$OUTPUTが異なる場合には，標準的なシステム・エラー表示メカニズムを使用
するDCLコマンドとイメージだけが，この 2つのファイルにメッセージを送信しま
す。

このコマンド・プロシージャはパラメータとしてディレクトリ名を受け付け，省略時
の値をそのディレクトリに設定し，ディレクトリ内のファイルをパージします。シ
ステム・エラー・メッセージが出力されないようにするために，プロシージャは，
SYS$ERRORと SYS$OUTPUTをヌル・デバイスとして一時的に定義します。

$ ! Purge files in a directory and suppress messages
$ !
$ SET DEFAULT ’P1’
$ ! Suppress messages
$ !
$ DEFINE/USER_MODE SYS$ERROR NL:
$ DEFINE/USER_MODE SYS$OUTPUT NL:
$ PURGE
$ EXIT

14.7.4.2 システム・エラー・メッセージの禁止

システム・メッセージが出力されないようにするために， SET MESSAGEコ
マンドを使用することもできます。/NOFACILITY，/NOIDENTIFICATION，
/NOSEVERITY，/NOTEXTのいずれかの修飾子を使用すれば，機能名，メッセージ
識別，重大度レベル，メッセージ・テキストを出力しないように設定できます。
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次の例では， 2番目の SET MESSAGEコマンドが実行されるまで，機能，識別，重
大度，テキスト・メッセージの出力が一時的に禁止されます。

$ ! Purge files in a directory and suppress system messages
$ !
$ SET DEFAULT ’P1’
$ ! Suppress system messages
$ !
$ SET MESSAGE/NOFACILITY -

/NOIDENTIFICATION -
/NOSEVERITY -
/NOTEXT

$ PURGE
$ SET MESSAGE/FACILITY -

/IDENTIFICATION -
/SEVERITY
/TEXT

$ EXIT

14.8 ファイルの読み込みと書き込み (ファイル入出力)

コマンド・プロシージャからファイルを読み込んだり，コマンド・プロシージャにフ
ァイルを書き込んだりするには，次のようにします。

手順 操作

1 OPENコマンドを使用してファイルをオープンする。

OPENコマンドは，論理名をファイルに割り当て，ファイルを読み込むのか，書き込
むのか，または読み込みと書き込みを両方行うのかを指定する。これ以降の READ，
WRITE， CLOSEコマンドは，この論理名を使用してファイルを参照する。

2 READまたはWRITEコマンドを使用して，ファイルからレコードを読み込んだり，
ファイルにレコードを書き込んだりする。

ファイルへの入出力を行う 1つの方法に，レコードを読み込んだり，レコードを処理
したり，変更済みのレコードを同じファイルまたは別のファイルに書き込んだりするル
ープを設計する方法がある。

3 CLOSEコマンドを使用してファイルをクローズする。

CLOSEコマンドを取り込まない場合，ログアウトするまでファイルがオープンされた
ままになる。

注意

ユーザがログインすると，システムが SYS$INPUT， SYS$OUTPUT，
SYS$COMMAND， SYS$ERRORの各ファイルを自動的にオープンするた
め，これらのファイルを読み書きのために明示的にオープンする必要はあり
ません。

この後の節では，次のことについて説明します。

• OPENコマンドの使用

• ファイルへの書き込み
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• WRITEコマンドの使用

• READコマンドの使用

• CLOSEコマンドの使用

• ファイルの変更

– レコードの更新

– 新しい出力ファイルの作成

– ファイルへのレコードの追加

14.9 OPENコマンドの使用

OPENコマンドは，順編成ファイル，相対編成ファイル，索引順編成ファイルをオー
プンします。ファイルはプロセス永久ファイルとしてオープンされ， CLOSEコマン
ドでファイルを明示的にクローズしない限り，プロセスが存在する間はオープンされ
たままになります。ファイルがオープンされているときは，プロセス永久ファイルの
使用に関するOpenVMS RMSの制限事項に従います。

OPENコマンドは，ファイルをオープンすると，論理名 (最初のパラメータとして指
定される)をファイル (2番目のパラメータとして指定される)に割り当て，その名前
をプロセス論理名テーブルに収めます。これ以降の READ，WRITE， CLOSEコマ
ンドはこの論理名を使用してファイルを参照します。

次の例では，OPENコマンドは，論理名 INFILEをDISK4:[MURPHY]STATS.DAT
ファイルに割り当てます。

$ OPEN/READ INFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT

注意

OPENコマンドの中の論理名は固有の名前でなければなりません。入力し
たコマンドは正しいのに，OPENコマンドが動作しない場合には，OPEN
コマンドの中の論理名を変更します。論理名定義のリストを表示するには，
SHOW LOGICALコマンドを使用します。

コマンド・プロシージャが正しいファイルにアクセスできるようにするには，完全な
ファイル指定 (たとえば，DISK4:[MURPHY]STATS.DAT)を使用するか，ファイル
をオープンする前に SET DEFAULTコマンドを使用して正しいデバイスとディレク
トリを指定します。

共用可能ファイルも指定できます。/SHARE修飾子を使用すると，他の開かれている
ファイルをアクセス可能に設定できます。さらに，ユーザは DCLコマンド TYPEと
SEARCHを使用して，共用可能ファイルにアクセスできます。
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OPEN/READコマンドはファイルを開き，論理名をファイルに割り当て，レコー
ド・ポインタをファイルの先頭に設定します。読み込みの対象としてファイルを開く
場合には，レコードを読み込むことはできますが，書き込むことはできません。レコ
ードを読み込むたびに，ポインタは次のレコードに移動します。

このコマンド・プロシージャのOPEN/READコマンドは，ファイル STATS.DATを
開き，論理名 INFILEをファイルに割り当てます。

$ OPEN/READ INFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
$ READ_FILE:
$ READ/END_OF_FILE=DONE INFILE DATA
$ GOTO READ_FILE
$ DONE:
$ CLOSE INFILE
$ EXIT

新しいファイルに書き込む場合には，OPEN/WRITEコマンドを使用します。
OPEN/WRITEコマンドは印刷ファイル形式で順編成ファイルを作成します。ファイ
ルのレコード形式は固定長制御部付き可変長 (VFC)であり， 2バイトのレコード・ヘ
ッダが付いています。/WRITE修飾子を/APPEND修飾子と組み合わせて使用するこ
とはできません。

既存のファイルを指定した場合には，OPEN/WRITEコマンドは，既存のファイルよ
り 1つだけ大きいバージョン番号の新しいファイルを開きます。

次の例のコマンド・プロシージャは，書き込みのために使用できる新しいファイル
(NAMES.DAT)を作成します。

$ OPEN/WRITE OUTFILE DISK4:[MURPHY]NAMES.DAT
$ UPDATE:
$ INQUIRE NEW_RECORD "Enter name"
$ WRITE OUTFILE NEW_RECORD
$ IF NEW_RECORD .EQS. "" THEN GOTO EXIT_CODE
$ GOTO UPDATE
$ EXIT_CODE:
$ CLOSE OUTFILE
$ EXIT

OPEN/APPENDコマンドは，既存のファイルの最後にレコードを追加します。存在
しないファイルを開こうとした場合には，エラーが発生し，ファイルは開かれませ
ん。/APPEND修飾子を/WRITE修飾子と組み合わせて使用することはできません。

次の例では，レコードが既存のファイル，NAMES.DATの最後に追加されます。
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$ OPEN/APPEND OUTFILE DISK4:[MURPHY]NAMES.DAT
$ INQUIRE NEW_RECORD "Enter name"
$ WRITE OUTFILE NEW_RECORD

.

.

.
$ CLOSE OUTFILE

OPEN/READ/WRITEコマンドは，レコード・ポインタをファイルの先頭に設定し，
最初のレコードを読み込むことができるようにします。この方法を使用してファイル
を開く場合には，最後に読み込んだレコードだけを置換できます。新しいレコードを
ファイルの最後に書き込むことはできません。さらに，変更されたレコードは，置換
されるレコードと正確に同じサイズでなければなりません。

次の例では，レコード・ポインタがファイル STATS.DATの先頭に設定され，最初の
レコードを読み込むことができるようにします。

$ OPEN/READ/WRITE FILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT

14.10 ファイルへの書き込み

ファイルにデータを書き込むには，次のようにします。

手順 操作

1 書き込み用のファイルをオープンする。

2 書き込みループの先頭にラベルを付ける。

単独のレコードを書き込んだり読み込んだりする場合を除いて，ファイル入出力は常に
ループの中で実行される。

3 書き込もうとするデータを読み込む。

INQUIREコマンドまたは READコマンドを使用して，データをシンボルに読み込
む。

4 データをテストする。

データが入ってるシンボルをチェックする。シンボルが空の場合 (たとえば， Return
を押して当該行にデータを入力しない場合)には，ファイルに書き込もうとするデータ
の終わりに達したら，ループの終わりに進む。それ以外の場合には，処理を続ける。

5 データをファイルへ書き込む。

WRITEコマンドを使用して，シンボルの値 (1つのレコード)をファイルに書き込む。

6 ループの先頭に戻る。

以下，ファイルに書き込むデータがなくなるまで，ループが繰り返される。

7 ループを終了して，ファイルをクローズする。

次のコマンド・プロシージャは，データを新しいファイル STATS.DATに書き込みま
す。この名前のファイルが存在する場合には，新しいバージョンが作成されます。
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$ ! Write a file
$ ON ERROR THEN EXIT ! Exit if the command
$ ! ! procedure cannot
$ ! ! open the file
$ OPEN/WRITE IN_FILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT ! Open the file
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO END_WRITE ! Close the file if you
$ ! ! quit execution with
$ ! ! Ctrl/Y
$ ON ERROR THEN GOTO END_WRITE ! Close the file if an
$ ! ! error occurs
$WRITE: ! Begin the loop
$ INQUIRE STUFF "Input data" ! Prompt for input
$ IF STUFF .EQS. "" THEN GOTO END_WRITE ! Test for the end of
$ ! ! the file
$ WRITE IN_FILE STUFF ! Write to the file
$ GOTO WRITE ! Go to the beginning
$END_WRITE: ! End the loop
$ ! !
$ CLOSE IN_FILE ! Close the file

14.10.1 固有の名前を持つファイルの作成

固有の名前を持つファイルを作成するには， F$SEARCHレキシカル関数を使用し
て，その名前がすでにディレクトリに存在するかどうかを調べます。 F$SEARCHに
ついての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』のレキシカル関数の説明を参
照してください。

次のコマンド・プロシージャは，ファイル名を求めるプロンプトを出してから，
F$SEARCHレキシカル関数を使用して，省略時のディレクトリで指定された名前を
検索します。指定された名前を持つファイルがすでに存在する場合には， ERROR_1
に制御が渡され，プロシージャは， "The file already exists"のメッセージを表示して
から，GET_NAMEラベルに制御を戻します。このとき，プロシージャは以下の例に
見られるような他のファイル名を求めるプロンプトを出します。

$ ! FILES.COM
$ !
$GET_NAME:
$ INQUIRE FILE "File" ! Prompt the user for a file name
$ IF F$SEARCH (FILE) .NES. "" ! Make sure the file name is unique
$ THEN
$ WRITE SYS$OUTPUT "The file already exists"
$ GOTO GET_NAME
$ ELSE
$ OPEN/WRITE IN_FILE ’FILE’ ! Open the file with WRITE access
$ ENDIF

.

.

.
$ EXIT
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14.11 WRITEコマンドの使用

これ以降の節では，WRITEコマンドの使用について説明します。

14.11.1 データの指定

WRITEコマンドのデータを指定する場合は，第 12章に説明する文字列式の規則に従
います。次に，いくつかのデータの指定方法を示します。

• 文字列式として書き込むデータを指定する。WRITEコマンドは，シンボルとレ
キシカル関数を自動的に置換する。

• リテラル文字列として文字列を出力ファイルに書き込む。WRITEコマンドは，
引用符で囲まれた文字列に対してシンボル置換を実行しない。

• リテラル文字列とシンボル名を組み合わせる。シンボル置換を強制的に実行する
には，文字列全体を引用符で囲み，シンボルの前に 2つの一重引用符，シンボル
の後に 1つの一重引用符を指定する。

リテラル文字列とシンボル名を組み合わせて使用する別の方法として，シンボル
の前後にカンマを挿入し，カンマで区切られたシンボルの前後を引用符で囲み，
文字列全体を二重引用符で囲む方法がある。次の例を参照。

$ WRITE OUTFILE "Count is ",COUNT,"."

• 強制的なシンボル置換を実行するには，WRITEコマンド行に一重引用符を指定
する。

• 一重引用符を使用して文字列内で強制的なシンボル置換を実行することにより，
リテラル文字列とレキシカル関数を組み合わせる。

例
$! Define symbols
$!
$ CREATED = "File created April 15, 2002"
$ COUNT = 4
$ P4 = "fourth parameter"
$!
$! Open the file DATA.OUT for writing
$!
$ OPEN/WRITE OUTFILE DISK4:[MURPHY]DATA.OUT
$!
$ WRITE OUTFILE CREATED 1
$ WRITE OUTFILE "CREATED" 2
$!
$ WRITE OUTFILE "Count is ’’COUNT’." 3
$ WRITE OUTFILE P’COUNT’ 4
$!
$ WRITE OUTFILE "Mode is ’’f$mode()’" 5
$!
$ CLOSE OUTFILE
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$ TYPE DISK4:[MURPHY]DATA.OUT Return 6
File created April 15, 2002
CREATED
Count is 4.
fourth parameter
Mode is INTERACTIVE
$

例を確認する際には，次のことに注意してください。

1 書き込むデータを文字列式として指定する。

2 CREATED文字列をリテラル文字列として出力ファイルに書き込む。

3 リテラル文字列とシンボル名を組み合わせる。

4 WRITEコマンドの中で一重引用符を使用してシンボル置換を強制する。この例で
は，WRITEコマンドは，値を COUNTシンボルに置換し，その結果のコマンド
文字列 (P4)でシンボル置換を行う。

5 一重引用符を使用してリテラル文字列とレキシカル関数を組み合わせる。

6 前のWRITEコマンドによって出力ファイルDATA.OUTに書き込まれたデータを
表示する。

14.11.2 /SYMBOL修飾子の使用

WRITEコマンドは，レコードを書き込むとき，書き込まれたレコードの後にレコー
ド・ポインタを置きます。WRITEコマンドは，長さが最大 2,048バイトまでのレコ
ードを書き込めます。

次のいずれかの条件が存在するときには，/SYMBOL修飾子を使用してレコードを書
き込みます。

• レコードが 1,024バイトより長い。

• WRITEコマンドの中の式が 255バイトより長い。

長いレコードの書き込みについての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』の
WRITEコマンドの説明を参照してください。

14.11.3 /UPDATE修飾子の使用

WRITEコマンドと一緒に/UPDATE修飾子を使用すれば，新しいレコードを挿入せ
ずに，レコードを変更できます。/UPDATE修飾子を使用するには，読み込みと書き
込み両用でファイルをオープンしなければなりません。
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14.12 READコマンドの使用

READコマンドは，レコードを読み込み，その内容にシンボルを割り当てます。
READコマンドを使用すると， 1,024文字以内の長さのレコードを読み込むことがで
きます。ファイルからデータを読み込むには，次のようにします。

手順 操作

1 読み込み用のファイルをオープンする。

2 読み込みループの先頭にラベルを付ける。

単独のレコードを読み込んだり書き込んだりする場合を除いて，ファイル入出力は常に
ループの中で行われる。

3 ファイルからデータを読み込む。

READコマンドと一緒に/EDN_OF_FILE修飾子を使用して，レコードを読み込み，そ
の内容をシンボルに割り当てる。/END_OF_FILE修飾子を使用すると，ファイル終わ
りへの到達時点で，/END_OF_FILE修飾子によって指定されたラベルに制御が渡され
る。普通は，読み込みループの終わりを示すラベルを指定する。

4 データを処理する。

ファイルを順に読み込む場合には，現在のレコードを処理してから次のレコードを読み
込む。

5 ループの始めに戻る。

ファイル終わりに到達するまで，ループが繰り返される。

6 ループを終了して，ファイルをクローズする。

次のコマンド・プロシージャは， STATS.DATファイルの中のそれぞれのレコードを
読み込んで処理します。ファイルの終端状態が戻るまで， READコマンドを繰り返
し実行します。ファイルの終端状態が戻ると， END_READのラベルが付いた行に分
岐します。

$ OPEN/READ INFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT !Open the file
$ !
$READ_DATA: !Begin the loop
$ READ/END_OF_FILE=END_READ INFILE RECORD !Read a record; test for
$ ! end of file
$ ! Process the data

.

.

.
$ GOTO READ_DATA !Go to the beginning
$ ! of the loop
$END_READ: !End of loop
$ CLOSE INFILE !Close the file
$ EXIT

READコマンドのシンボル名を指定すると，コマンド・インタプリタは，現在のコ
マンド・レベルのローカル・シンボル・テーブルにシンボル名を置きます。 2つ以上
の READコマンドに同じシンボル名を使用すると，それぞれの READコマンドがシ
ンボル名の値を再定義します。たとえば，上例のプロシージャでは， READコマン
ドは，ループを通るたびに入力ファイル (STATS.DAT)から新しいレコードを読み込
み，このレコードを使用して RECORDシンボルの値を再定義します。
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14.12.1 /END_OF_FILE修飾子の使用

ファイルから読み込みを行う場合，普通は，ファイルの終端に到達するまで 1つ 1
つのレコードを順に読み込んで処理していきます。 READコマンドと一緒に/END_
OF_FILE修飾子を使用すれば，ループが作成され，ファイルからレコードを読み込
んで処理し，すべてのレコードを読み込み終わった時点でループを終了することがで
きます。

/END_OF_FILE修飾子に指定するラベルは，GOTOコマンドに指定するラベルと同
じ規則に従うことに注意してください (GOTOコマンドについての詳細は，第 13章を
参照してください)。

ループの中で READコマンドを使用するときには，必ず/END_OF_FILE修飾子を使
用するようにします。そうしないと，OpenVMSレコード管理サービス (OpenVMS
RMS)によってファイルの終端を示すエラー状態が戻されたときに，コマンド・イン
タプリタは，現在のONコマンドに指定されるエラー・アクションを実行します。た
とえば，OpenVMS RMSがエラー状態%RMS-E-EOFを戻すと，コマンド・プロシ
ージャが固有のエラー処理方法を設定している場合を除いて，コマンド・プロシージ
ャは終了します。

14.12.2 /INDEXと/KEY修飾子の使用

索引順編成ファイルからレコードをランダムに読み込むには， READコマンド修飾
子の/INDEXと/KEYを使用します。/INDEXと/KEY修飾子は，索引の中で指定され
たキーを探してそのキーに関連するレコードを戻すことによって，レコードをファイ
ルから読み込むように指定します。索引を指定しないと，主インデックス (0)が使用
されます。

レコードをランダムに読み込む場合，/KEYまたは/INDEX修飾子を指定せずに
READコマンドを使用すると，ファイルの残りの部分を順に読み込むことができま
す。

14.12.3 /DELETE修飾子の使用

READコマンドと一緒に/DELETE修飾子を使用すると，索引順編成ファイルから
レコードを削除できます。/DELETE修飾子を指定した場合は，レコードの読み込
みが終わってからレコードがファイルから削除されます。/DELETE修飾子と一緒
に/INDEXと/KEY修飾子を使用すれば，特定のキーによって指定されたレコードを
削除できます。

/DELETE，/INDEX，/KEY修飾子についての詳細は，『OpenVMS DCLディクシ
ョナリ』の READコマンドの説明を参照してください。
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14.13 CLOSEコマンドの使用

CLOSEコマンドは，ファイルを閉じ，OPENコマンドで作成された論理名の割り当
てを解除します。コマンド・プロシージャを終了する場合には，その前にコマンド・
プロシージャで開いたすべてのファイルを閉じてください。開いたファイルを閉じな
かった場合には，コマンド・プロシージャが終了するときに，ファイルは開かれたま
まになり，開かれているファイルに割り当てられている論理名は，プロセス論理名テ
ーブルから削除されません。

次の例では， CLOSEコマンドはファイル STATS.DATを閉じ，論理名 INFILEの割
り当てを解除します。

$ OPEN INFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
.
.
.

$ CLOSE INFILE

14.14 ファイルの変更

この節では，次の 3種類のファイル変更方法について説明します。

• レコードの更新

• 新しい出力ファイルの作成

• レコードの追加

14.14.1 レコードの更新

更新方式を使用してレコードを変更する場合には，ファイル内の一部のレコードだけ
を変更できます。この方式では，レコードのサイズを変更したり，ファイル内のレコ
ード数を変更することができないため，書式化されたレコード (たとえばデータ・フ
ァイル内のレコード)に対してだけ使用できます。

ファイルの一部だけを変更するには，次の操作を実行します。

手順 操作

1 読み込みアクセスと書き込みアクセスの両用ファイルをオープンする。

2 READコマンドを使用して，変更したいレコードに到達するまでファイルを読み込
む。
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手順 操作

3 レコードを変更する。

順編成ファイルでは，このレコードのテキストは元のレコードと同じサイズでなければ
ならない。変更済みのレコードのテキストの方が短い場合は，レコードにスペースを埋
め込んで，元のレコードと同じ長さになるまで変更済みのレコードの終わりにスペース
を追加する。変更済みレコードのテキストの方が長い場合は，新しいファイルを作成す
る必要がある。

4 WRITE/UPDATEコマンドを使用して変更したレコードをファイルに書き込む。

5 変更しようとするすべてのレコードの変更が終わるまで，手順 2～ 4を繰り返す。

6 CLOSEコマンドを使用してファイルをクローズする。

ファイルをクローズした後，個々のレコードが変更済みであっても，ファイルのバージ
ョン番号は最初と同じである。

次のコマンド・プロシージャは，それぞれのレコードを読み込んで更新することによ
って，順編成ファイルに変更を加える方法を示しています。

$! Open STATS.DAT and assign it the logical name FILE
$!
$ OPEN/READ/WRITE FILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
$ BEGIN_LOOP:
$! Read the next record from FILE into the symbol RECORD
$ READ/END_OF_FILE=END_LOOP FILE RECORD
$! Display the record and see if the user wants to change it
$! If yes, get the new record. If no, repeat loop
$!
$ PROMPT:
$ WRITE SYS$OUTPUT RECORD
$ INQUIRE/NOPUNCTUATION OK "Change? Y or N [Y] "
$ IF OK .EQS. "N" THEN GOTO BEGIN_LOOP
$ INQUIRE NEW_RECORD "New record"
$! Compare the old and new records
$! If old record is shorter than new record, issue an
$! error message. If old record and new record are the
$! same length, write the record. Otherwise pad the new
$! record with spaces so it is correct length
$!
$ OLD_LEN = F$LENGTH(RECORD)
$ NEW_LEN = F$LENGTH(NEW_RECORD)
$ IF OLD_LEN .LT. NEW_LEN THEN GOTO ERROR
$ IF OLD_LEN .EQ. NEW_LEN THEN GOTO WRITE_RECORD
$ SPACES = " "
$ PAD = F$EXTRACT(0,OLD_LEN-NEW_LEN,SPACES)
$ NEW_RECORD = NEW_RECORD + PAD
$!
$ WRITE_RECORD:
$ WRITE/UPDATE FILE NEW_RECORD
$ GOTO BEGIN_LOOP
$!
$ ERROR:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Error -- New record is too long"
$ GOTO PROMPT
$!
$ END_LOOP:
$ CLOSE FILE
$ EXIT
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レコードはターミナルに表示され，レコードを変更する必要があるかどうかが尋ねら
れます。レコードの変更を選択すると，ターミナルから新しいレコードが読み込ま
れ，新しいレコードの長さと元のレコードの長さとが比較されます。元のレコードの
方が長い場合には，新しいレコードにスペースを追加して同じ長さにします。元のレ
コードの方が短い場合には，エラー・メッセージが表示され，新しいレコードを求め
るプロンプトがもう一度出されます。

14.14.2 新しい出力ファイルの作成

ファイルに大きな変更を加えるには，そのファイルを読み込みアクセス用にオープン
し，新しいファイルを書き込みアクセス用にオープンします。新しい出力ファイルを
作成するので，レコードのサイズを変更したり，レコードを追加したり削除したりで
きます。

OPEN/WRITEコマンドは，書き込みアクセス用の新しいファイルをオープンしま
す。新しいファイルは元のファイルと同じ名前にすることができ，バージョン番号
は，古いファイルのバージョン番号より 1だけ大きくなります。

注意

読み込み用に正しいファイルがオープンされるように，既存のファイルを読
み込みアクセス用にオープンしてから，新しいバージョンを書き込みアクセ
ス用にオープンするようにしなければなりません。

ファイルに変更を加えるには，次の手順に従ってください。

手順 操作

1 該当ファイルを読み込みアクセス用にオープンする。

これは入力ファイルであり，このファイルを変更する。

2 書き込みアクセス用に新しいファイルをオープンする。

これは出力ファイルであり，このファイルを作成する。出力ファイルに入力ファイルと
同じ名前を指定すると，出力ファイルは，入力ファイルより 1だけ大きいバージョン
番号を持つ。

3 READコマンドを使用して，変更中のファイルからレコードを 1つずつ読み込む。

元のファイルからそれぞれのレコードを読み込むときに，レコードをどのように処理す
るかを決定する。

4 すべてのレコードが終了するまで，レコードの読み込みと処理を続ける。

5 CLOSEコマンドを使用して，入力ファイルと出力ファイルの両方をクローズする。

次の表では， RECORDシンボルに元のファイルから読み込んだレコードが収められ
ます。
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レコードが次の
ような場合 結果

変更なし 新しいファイルに同じシンボルを書き込む。

変更あり INQUIREコマンドを使用して別のレコードをシンボルに読み込んでか
ら，変更済みのシンボルを新しいファイルに書き込む。

削除された シンボルを新しいファイルに書き込まない。

挿入された ループを使用して，シンボルにレコードを読み込んだり，シンボルを新し
いファイルに書き込んだりする。

例：レコードの変更

• 次の例では，NEW_FILEシンボルが新しいファイルに書き込まれています。

$ ! No change
$ WRITE NEW_FILE RECORD

• 次の例では， INQUIREコマンドが変更されたシンボルを新しいファイルに書き
込むために使用されています。

$ ! Change
$ INQUIRE NEW_RECORD "New record"
$ WRITE NEW_FILE NEW_RECORD

• 次の例では，ループが新しいファイルにシンボルを書き込むために使用されてい
ます。

$ ! Insertion
$LOOP:
$ !Get new records to insert
$ INQUIRE NEW_RECORD "New record"
$ IF RECORD .EQS. "" THEN GOTO END_LOOP
$ WRITE NEW_FILE NEW_RECORD
$ GOTO LOOP
$END_LOOP:

例：出力ファイルの作成
次の例は，入力ファイルからレコードを読み込み，レコードを処理してから出力ファ
イルにコピーするコマンド・プロシージャを示しています。
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$! Open STATS.DAT for reading and assign it
$! the logical name INFILE
$! Open a new version of STATS.DAT for writing
$! and assign it the logical name OUTFILE
$!
$ OPEN/READ INFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
$ OPEN/WRITE OUTFILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
$!
$ BEGIN_LOOP:
$! Read the next record from INFILE into the symbol RECORD
$!
$ READ/END_OF_FILE=END_LOOP INFILE RECORD
$! Display the record and see if the user wants to change it
$! If yes, get the new record
$! If no, write record directly to OUTFILE
$!
$ PROMPT:
$ WRITE SYS$OUTPUT RECORD
$ INQUIRE/NOPUNCTUATION OK "Change? Y or N [Y] "
$ IF OK .EQS. "N" THEN GOTO WRITE_RECORD
$ INQUIRE RECORD "New record"
$!
$ WRITE_RECORD:
$ WRITE OUTFILE RECORD
$ GOTO BEGIN_LOOP
$!
$! Close input and output files
$ END_LOOP:
$ CLOSE INFILE
$ CLOSE OUTFILE
$ EXIT

14.14.3 ファイルへのレコードの追加

OPEN/APPENDコマンドは，既存のファイルの終端にレコードを追加します。レコ
ードをファイルに追加するには，次のようにします。

手順 操作

1 OPENコマンドと一緒に/APPEND修飾子を使用して，レコード・ポインタをファイ
ルの終端に置く。

/APPEND修飾子は，ファイルの新しいバージョンは作成しない。

2 WRITEコマンドを使用して新しいデータ・レコードを書き込む。

3 すべてのレコードが終了するまで，レコードを追加し続ける。

4 CLOSEコマンドを使用してファイルをクローズする。

以下のコマンド・プロシージャは STATS.DATという名前のファイルの末尾にレコー
ドを追加しています。
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$! Open STATS.DAT to append files and assign
$! it the logical name FILE
$!
$ OPEN/APPEND FILE DISK4:[MURPHY]STATS.DAT
$!
$ BEGIN_LOOP:
$! Obtain record to be appended and place this
$! record in the symbol RECORD
$!
$ PROMPT:
$ INQUIRE RECORD -

"Enter new record (press RET to quit) "
$ IF RECORD .EQS. "" THEN GOTO END_LOOP
$! Write record to FILE
$!
$ WRITE FILE RECORD
$ GOTO BEGIN_LOOP
$!
$! Close FILE and exit
$!
$ END_LOOP:
$ CLOSE FILE
$ EXIT

14.15 ファイル入出力エラーの処理方法

OPEN， READ，WRITEコマンドのうちのいずれかと一緒に/ERROR修飾子を使用
すると，システム・エラー・メッセージを表示せずに指定されたラベルに制御を渡す
ことができます。入出力操作中にエラーが生じた場合には，/ERROR修飾子は他のす
べてのエラー制御方式 (READコマンドの/EDN_OF_FILE修飾子を除く)に優先しま
す。

次の例は，OPENコマンドと一緒に/ERROR修飾子を使用しています。

$ OPEN/READ/ERROR=CHECK FILE CONTINGEN.DOC
.
.
.

$ CHECK:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Error opening file"

OPENコマンドは，読み込みモードで CONTINGEN.DOCファイルをオープンする
ように要求しています。ファイルをオープンできない場合 (たとえば，ファイルが存
在しない場合)には，OPENコマンドはエラー状態を戻して， CHECKラベルに制御
を渡します。

/ERROR修飾子によって指定されたエラー・パスは，コマンド・レベルに設定されて
いる現在のON状態に優先します。エラーが生じて，ターゲット・ラベルに制御が渡
されると，システムに予約されているグローバル・シンボル$STATUSにエラー・コ
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ードが保持されます。エラー処理ルーチンで F$MESSAGEレキシカル関数を使用す
れば，$STATUSのメッセージを表示できます。

以下の例では， F$STATUSレキシカルの内容を表示するためにレキシカル関数
F$MESSAGEが使用されています。

$ OPEN/READ/ERROR=CHECK FILE ’P1’
.
.
.

$ CHECK:
$ ERR_MESSAGE = F$MESSAGE($STATUS)
$ WRITE SYS$OUTPUT "Error opening file: ",P1
$ WRITE SYS$OUTPUT ERR_MESSAGE

.

.

.

14.15.1 省略時のエラー・アクション

OPEN， READ，WRITE，または CLOSEコマンドを使用しているときにエラーが
生じ，エラー・アクションを指定しないと，現在のONコマンド・アクションが有効
になります。

READコマンドがファイルの終端メッセージを受け取った場合のエラー・アクション
は，次のようにして決定されます。

• /END_OF_FILE修飾子を使用している場合は，指定されたラベルに制御が渡され
る。

• /END_OF_FILE修飾子を使用していない場合は，/ERROR修飾子に指定された
ラベルに制御が渡される。

• どちらの修飾子 (/END_OF_FILEまたは/ERROR)も指定していない場合には，現
在のONコマンド・アクションが有効になる。

14.16 実行フローの制御方法

コマンド・プロシージャでの通常の実行フローは順次です。つまり，ファイルの最後
に到達するまで，プロシージャ内のコマンドが順に実行されます。しかし，特定の文
を実行するかどうかなど，プロシージャの実行を続行するときの条件を制御すること
もできます。

この後の節では，次のことについて説明します。

• 実行フローを制御または変更するために使用できるDCLコマンド

– IF， THEN， ELSE
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– GOTO

– GOSUB

– CALL

• コマンド・ブロックの使用

• 場合分けの文の作成

• ループの作成

14.16.1 IFコマンドの使用

IFコマンドは，式の値をテストして，式の結果が真の場合にコマンドまたはコマンド
のブロックを実行します。式の結果が偽の場合には，次のいずれかになります。

• THENコマンドの後に 1つのコマンドが続く場合には， THENコマンドは実行さ
れず，その後のコマンドが実行される。

• THENコマンドの後にコマンドのブロックが続き， ELSEコマンドが指定されて
いない場合には， ENDIFコマンドのすぐ後にコマンドが実行される。

• ELSEコマンドが指定されている場合には， ELSEコマンドの後のコマンドまた
はコマンドのブロックが実行される。

DCLの IFコマンドには， 2つの形式があります。 1つは，第 13章で説明されてい
るように IFコマンドに指定された式が真の場合に単独のコマンドを実行する形式で
す。

DCLにはブロック構造の IF形式もあります。ブロック構造の IFコマンドは，指定
された式が真の場合に複数のコマンドを実行します。 ELSE文を指定すれば，式が偽
の場合に 1つ以上のコマンドを実行することができます。

14.16.2 THENコマンドの使用

式が真の場合に複数のコマンドを実行するには，動詞 (前にドル記号が付いたDCLコ
マンド)として THEN文を指定し，残りのブロック構造文の終わりに ENDIF文を指
定します。

次の例では， THEN文は動詞として使用されています。

$ IF expression
$ THEN
$ command
$ command

.

.

.
$ ENDIF
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14.16.3 ELSEコマンドの使用

式が偽の場合に 1つ以上のコマンドを実行するには，動詞として ELSE文を指定し，
残りのブロック構造文の終わりに ENDIF文を指定します。

次の例では， ELSEコマンドは動詞として使用されています。

$ IF expression
$ THEN
$ command
$ command

.

.

.
$ ELSE
$ command
$ command

.

.

.
$ ENDIF

14.16.4 コマンド・ブロックの使用

同じコマンド・プロシージャでコマンドを実行するのか，別のコマンド・プロシージ
ャにコマンドを置いて実行するのかに応じて，コマンド・ブロックにはいくつかの実
行方法があります。ガイドラインは次に示します。

• 同じコマンド・プロシージャでコマンドを実行する場合には， THEN文の後にコ
マンドを指定する。次の例を参照。

$ IF condition
$ THEN command

command
.
.
.

$ ENDIF

• 別のプロシージャでコマンドを実行する場合には， THEN文の一部としてそのコ
マンド・プロシージャを呼び出す。次の例を参照。

$ IF condition
$ THEN @command_procedure
$ ELSE command
$ command
$ ENDIF
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• 非ブロック構造の IF形式を指定して，指定された条件が満たされれば，ラベルが
付いたリージョンに制御を渡すことができる。次の例を参照。

$ IF not condition THEN GOTO END_LABEL
.
.
.

$END_LABEL:

IF式の結果が真の場合には， THENコマンドの後のコマンド・ブロックを実行でき
ます。コマンド・ブロックを使用する場合には， IFコマンドの後の行に最初のコマ
ンドとして THENコマンドを指定します。

次の例では， 2つの SET TERMINALコマンドが実行され， F$MODE
が‘‘INTERACTIVE’’に等しい場合には，プロシージャは制御をラベル PROCEEDに
渡します。 F$MODEが‘‘INTERACTIVE’’に等しくない場合には，プロシージャは終
了します。

$ IF F$MODE () .EQS. "INTERACTIVE"
$ THEN
$ SET TERMINAL/DEVICE=VT320
$ SET TERMINAL/WIDTH=132
$ GOTO PROCEED
$ ENDIF
$ EXIT
$PROCEED:

次の例では， IFコマンドと ELSEコマンド，およびコマンド・ブロックを組み合わ
せて使用する方法を示しています。

$ INQUIRE DEV "Device to check"
$ IF F$GETDVI(DEV, "EXISTS")
$ THEN
$ WRITE SYS$OUTPUT "The device exists."
$ SHOW DEVICE ’DEV’
$ SET DEVICE/ERROR_LOGGING ’DEV’
$ ELSE
$ WRITE SYS$OUTPUT "The device does not exist."
$ WRITE SYS$OUTPUT "Error logging has not been enabled."
$ ENDIF
$ EXIT

条件が真の場合には，プロシージャはメッセージを SYS$OUTPUTに書き込み，
SHOW DEVICEコマンドと SET DEVICEコマンドを実行します。条件が真でない
場合には，プロシージャは 2つのメッセージを SYS$OUTPUTに書き込みます。

IF-THEN-ELSEを使用する場合には，次のような制限事項があります。

• ネストされた IF文は 15レベル以下にする。
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• THEN文で始まるコマンド・ブロックは ELSEまたは ENDIF文によって終了す
る。

• ELSE文で始まるコマンド・ブロックは ENDIF文で終了する。

• THEN文は， IF文に続く最初の実行可能文として指定する。

• THENまたは ELSE文を含む行にはラベルを指定しない。ただし， ENDIF文を
含む行にはラベルを指定できる。現在のコマンド・ブロックの中ではプログラム
を分岐できるが，別のコマンド・ブロックの途中に分岐しないこと。

真の文
IFコマンドに続く文は， 1つ以上の数値定数，文字列リテラル，シンボリック名，レ
キシカル関数で構成し，論理演算子，算術演算子，または文字列演算子によって区切
ります。次のいずれかの値を持つ場合に式は真となります。

• 奇数の整数値

• Y， y， T， tのいずれかの英字で始まる文字列値

• 奇数の整数になる数字を含む文字列値 (たとえば，文字列 "27")

偽の文
次のいずれかの値を持つ場合に式は偽となります。

• 偶数の整数値

• Y， y， T， t以外の英字で始まる文字列値

• 偶数の整数になる数字を含む文字列値 (たとえば，文字列 "28")

式の作成
IFコマンドの式を作成する場合には，特に，次の点に注意してください。

• IF文の中でシンボルを使用すると，その値は自動的に置換される。反復置換を強
制する必要がある場合を除いて，置換演算子として一重引用符( ’ )を使用しない。

• 文字列比較演算子の終わりには "S"が付く。たとえば，文字列を比較するに
は，.EQS.，.LTS.，.GTS.などの演算子を使用する。また，整数を比較するに
は，.EQ.，.LT.，.GT.の演算子を使用する。

• 2つの文字列が等しいかどうかを調べる場合は，両方の文字列で同じように大
文字と小文字を区別しなければならない。すなわち，文字列 "COPY"は文字列
"copy"または "CoPy"とは等しくない。

この後に示す例は， IFコマンドと一緒に使用できる式を示しています。さらに詳し
い例が必要であれば，『OpenVMS DCLディクショナリ』の IFコマンドの説明を参
照してください。

次の例では，論理演算子を使用し， THEN文の後の 1つのコマンドだけを実行しま
す。シンボル CONTが真でない場合には，プロシージャは終了します。
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$ INQUIRE CONT "Do you want to continue [Y/N]"
$ IF .NOT. CONT THEN EXIT

.

.

.

次の例は， IF式の中でシンボルとラベルを使用しています。

$ INQUIRE CHANGE "Do you want to change the record [Y/N]"
$ IF CHANGE THEN GOTO GET_CHANGE

.

.

.
$ GET_CHANGE:

.

.

.

CHANGEシンボルが真の場合は，プロシージャはGET_CHANGEラベルに制御を
渡します。それ以外の場合には， IFコマンドの後のコマンドを実行します。

次の例は， 2つの異なる IFコマンドを示しています。

$ COUNT = 0
$ LOOP:
$ COUNT = COUNT + 1
$ IF COUNT .EQ. 9 THEN EXIT
$ IF P’COUNT’ .EQS. "" THEN EXIT

.

.

.
$ GOTO LOOP

最初の IFコマンドは 2つの整数を比較し， 2番目の IFコマンドは 2つの文字列を比
較しています。整数比較には.EQ.演算子が，文字列比較には.EQS.演算子が使用され
ています。

最初に， COUNTの値が整数の 9と比較されます。値が等しいとプロシージャは終了
し，値が等しくないとプロシージャは継続されます。 8つのパラメータ (許容最大数)
を処理した後，ループが終了します。

2番目の IFコマンドでは， P’COUNT’シンボルの文字列値を空の文字列と比較し
て，シンボルが未定義かどうかを調べます。 COUNTシンボルの反復置換を強制する
には，一重引用符を使用しなければなりません。たとえば， COUNTが 2の場合は，
最初の変換結果は P2になります。次に， P2の値を文字列比較に使用します。

IF式の結果が真の時に別のコマンド・プロシージャを実行することもできま
す。次の例では， IF式の結果が真のときに，コマンド・プロシージャ EXIT_
ROUTINE.COMを実行します。
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$ GET_COMMAND_LOOP:
$ INQUIRE COMMAND -

"Enter command (DELETE, DIRECTORY, EXIT, PRINT, PURGE, TYPE)"
$ IF COMMAND .EQS. "EXIT" THEN @EXIT_ROUTINE

14.16.5 GOTOコマンドの使用

GOTOコマンドは，コマンド・プロシージャ内のラベルの付いた行に制御を渡します
(ラベルの使い方についての詳細は，第 13章を参照してください)。GOTOコマンド
は， THEN句で使用すると特に便利であり，プロシージャを前後に分岐させること
ができます。たとえば，コマンド・プロシージャでパラメータを使用する場合には，
プロシージャの先頭でパラメータをテストし，適切なラベルに分岐できます。

GOTOコマンドまたはGOSUBコマンドの分岐先ラベルは，独立した IF-THEN-
ELSE構造または独立したサブルーチンの内部に存在できません。

次の例では， IFコマンドは， P1が空文字列でないことをチェックします。

$ IF P1 .NES. "" THEN GOTO OKAY
$ INQUIRE P1 "Enter file spec"
$ OKAY:
$ PRINT/COPIES=10 ’P1’

.

.

.

P1が空文字列の場合には，GOTOコマンドは実行されず， INQUIREコマンドはパ
ラメータ値を要求するプロンプトを表示します。それ以外の場合には，GOTOコマ
ンドは INQUIREコマンドの後に分岐します。どちらの場合も，プロシージャは，
OKAYというラベルの付いた行の後の PRINTコマンドを実行します。

次の例では，GOTOコマンドはエラー・メッセージを戻します。これは，分岐先
(TEST_1)が IF-THEN構造の内部に存在するからです。

$ GOTO TEST_1
$ EXIT
$ IF 1.EQ.1
$ THEN WRITE SYS$OUTPUT "What are we doing here?"
$ TEST_1:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Got to the label"
$ ENDIF
$ EXIT
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14.16.5.1 再実行の回避

正常に実行されたジョブの一部が再実行されないようにするときにもGOTOコマン
ドを使用できます。この場合は，次のようにします。

手順 操作

1 プロシージャの中の開始ポイントにラベルを付ける。

2 ラベルの後， SET RESTART_VALUE =ラベル名 コマンドを使用して，再開ポイント
をそのラベルに設定する。

SET RESTART_VALUE =ラベル名 コマンドの実行後にバッチ・ジョブが中断
された場合，システムはバッチ・ジョブを再開するときにグローバル・シンボル
BATCH$RESTARTに該当するラベル名を割り当てる。

3 プロシージャの先頭で，$RESTARTシンボルの値をテストする。

$RESTARTが真の場合には， BATCH$RESTARTシンボルを転送ラベルとして使用
して GOTO文を実行する。

$RESTARTグローバル・シンボル
$RESTARTは，システムがユーザ用に残してある予備グローバル・シンボルで
す。いずれか 1つのバッチ・ジョブが中断後に再開された場合は，$RESTARTは
真であり，そうでない場合は，$RESTARTは偽です。予備グローバル・シンボ
ル$RESTARTは削除できません。

コマンド・プロシージャの中に SET RESTART_VALUEコマンドがあり，この要素
の中でジョブを再実行したい場合には， SET ENTRY/NOCHECKPOINTコマンドを
入力して，グローバル・シンボル BATCH$RESTARTを削除します。中断されたジ
ョブを再起動した場合には，ジョブは中断されたセクション内で実行されます。

次のコマンド・プロシージャは，バッチ・ジョブの中で値を再開する方法を示してい
ます。

$ ! Set default to the directory containing
$ ! the file to be updated and sorted
$ SET DEFAULT DISK1:[ACCOUNTS.DATA84]
$
$ ! Check for restarting
$ IF $RESTART THEN GOTO ’BATCH$RESTART’
$
$ UPDATE_FILE:
$ SET RESTART_VALUE = UPDATE_FILE

.

.

.
$ SORT_FILE:
$ SET RESTART_VALUE = SORT_FILE

.

.

.
EXIT
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このコマンド・プロシージャを再開可能なバッチ・ジョブとしてキューに登録するに
は，ジョブを登録するときに SUBMITコマンドと一緒に/RESTART修飾子を指定し
ます。割り込まれたジョブを再開する場合は，割り込みのあった場所からジョブの実
行が開始されます。たとえば， SORT_FILEルーチンの中でジョブに割り込みがあっ
た場合は，ジョブを再開すると， SORT_FILEラベルから実行が開始されます。

システムで障害が発生した場合には，プロセス環境の大部分は維持管理され
ません。システム障害が発生した後も管理されるシンボルは，$RESTARTと
BATCH$RESTARTだけです。したがって，コマンド・プロシージャで使用した
シンボルやプロセス論理名は，それぞれの SET RESTART_VALUEコマンドの後で
再定義するか，または$RESTARTが真のときに実行される THENブロックの内部で
再定義しなければなりません。シンボルと論理名を THENブロックの内部で定義し
た場合には，コマンドGOTO ’BATCH$RESTART’を THENブロックの最後のコマ
ンドとして指定しなければなりません。

14.16.6 GOSUBと RETURNコマンドの使用

GOSUBコマンドは，コマンド・プロシージャの中のラベルの付いたサブルーチンに
制御を渡します。コマンド・プロシージャの中にラベルがない場合には，実行は継
続されず，強制終了されます (ラベルについての詳細は，第 13章を参照してくださ
い)。GOSUBコマンドは，プロシージャ・レベルあたり最大 16までネストすること
ができます。

GOSUBコマンドは，ローカル・サブルーチン・コールの 1つで，新しいプロシージ
ャ・レベルは作成しません。このため，現在のコマンド・レベルで定義されているす
べてのラベルとローカル・シンボルをGOSUBによって起動されたサブルーチンで使
用できます。

RETURNコマンドは，サブルーチンを終了して， GOSUBコマンドの後のコマンド
に制御を戻します。 RETURNコマンドには$STATUSに割り当てる値を指定するこ
とができます。これは，サブルーチンの終了時にDCLが$STATUSに割り当てる値
を変更するものです。この値は， 0～ 4の整数であるか，またはそれと同等な式でな
ければなりません。値を指定すると，DCLはそれを条件コードとして解釈します。
値を指定しなければ，$STATUSの現在の値が保持されます。

次の例は，GOSUBコマンドを使用して制御をサブルーチンに渡す方法を示していま
す。
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$!
$! GOSUB.COM
$!
$ SHOW TIME
$ GOSUB TEST1 1
$ WRITE SYS$OUTPUT "GOSUB level 1 has completed successfully."
$ SHOW TIME
$ EXIT
$!
$! TEST1 GOSUB definition
$!
$ TEST1:
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is GOSUB level 1."
$ GOSUB TEST2 2
$ RETURN %X1 3
$!
$! TEST2 GOSUB definition
$!
$ TEST2:
$ WRITE SYS$OUTPUT "This is GOSUB level 2."
$ WAIT 00:00:02
$ RETURN 4

例を確かめる場合は，次の点に注意してください。

1 最初のGOSUBコマンドは TEST1のラベルが付いたサブルーチンに制御を渡
す。

2 プロシージャは， TEST1サブルーチンの中のコマンドを実行して， TEST2のラ
ベルが付いたサブルーチンに分岐する。

3 TEST1サブルーチンの中の RETURNコマンドは，メイン・コマンド・プロシー
ジャに制御を戻し，正しく実行されたことを示す 1の値を$STATUSに渡す。

4 TEST2サブルーチンの中の RETURNコマンドは， TEST1サブルーチンに制御
を戻す。このコマンドは 3番目のコマンドの前に実行されることに注意。

14.17 新しいコマンド・レベルの作成

新しいコマンド・レベルを作成するには，次の 2種類の方法があります。

• コマンド・プロシージャの内部でプロシージャ実行 (@)コマンドを使用して，別
のコマンド・プロシージャを起動することにより，コマンド・プロシージャをネ
スティングする方法 (第 13章を参照)

• CALLコマンドを使用して，コマンド・プロシージャの内部に存在するサブルー
チンを呼び出す方法
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14.17.1 CALLコマンドの使用

CALLコマンドは，コマンド・プロシージャの中のラベルが付いたサブルーチンに制
御を渡して，新しいコマンド・レベルを作成します。 CALLコマンドを使用すると，
1つのファイルの中に 2つ以上の関連コマンド・プロシージャを保持できるため，プ
ロシージャを管理しやすくなります。サブルーチン・ラベルは一意でなければなら
ず，コマンド・プロシージャの中の CALLコマンドの前後に置きます。サブルーチ
ン・ラベルの入力規則については，第 13章を参照してください。

ラベルに加えて，サブルーチンには最大 8個のオプション・パラメータを渡すことが
できます。パラメータについての詳細は，第 14.2節を参照してください。

CALLコマンドを使用する場合には，次の規則に従ってください。

• 出力は SYS$OUTPUTに送信する。

• サブルーチンからファイルに出力を送信できるように，オプションの/OUTPUT
修飾子を指定する。

• 出力ファイルに対しては，省略時のファイル・タイプ.LISを使用する。

• 出力ファイル指定でワイルドカード文字を使用することはできない。

14.17.1.1 CALLコマンドの省力時の設定

CALLコマンドを使用する場合には，次の省略時の設定が使用されます。

• CALLコマンドで呼び出したサブルーチンとプロシージャ実行( @ )コマンドで呼び
出したプロシージャは，最大 32コマンド・レベルまでネストすることができる。

• SET SYMBOLコマンドによってマスクされている場合を除いて，外側のレベル
で定義されたローカル・シンボルは内側のどのプロシージャまたはサブルーチ
ン・レベルでも使用でき，グローバル・シンボルはどのコマンド・レベルでも使
用できる。

• ラベルは，定義されたときのレベルでのみ有効。

14.17.1.2 サブルーチンの始まりと終わり

SUBROUTINEコマンドと ENDSUBROUTINEコマンドは， CALLサブルーチン
の始まりと終わりを定義します。 SUBROUTINEコマンドのすぐ前にサブルーチン
へのエントリ・ポイントを定義するラベルを置きます。 ENDSUBROUTINEコマン
ドのすぐ前に EXITコマンドを置くことができますが，サブルーチンを終了する必要
はありません。 ENDSUBROUTINEコマンドは，サブルーチンを終了して， CALL
コマンドのすぐ後のコマンド行に制御を渡します。

サブルーチンの中のコマンド行が実行されるのは，サブルーチンを CALLコマンドで
呼び出す場合だけです。コマンド・プロシージャを行ごとに実行する場合，コマンド
言語インタプリタは， SUBROUTINEコマンドと ENDSUBROUTINEコマンドの
間のすべてのコマンドをスキップします。
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サブルーチン・エントリ・ポイントの有効範囲を定義したり，ラベル参照を使用する
ときには，次のような制限事項が適用されます。

• 別のサブルーチンの中で定義されるサブルーチン・エントリ・ポイントは，該当
サブルーチンに対してローカルとなる。サブルーチン・エントリ・ポイントが別
のサブルーチン・ブロックの中にある場合には，そのサブルーチンは呼び出せな
い。

• サブルーチン・エントリ・ポイントが IF-THEN-ELSEブロックの中にある場合
には， IF-THEN-ELSEブロックの外からはこのサブルーチンを呼び出せない。

• すべての SUBROUTINEコマンドには，サブルーチンの終わりを示すための
ENDSUBROUTINEコマンドがなければならない。

次の例では，呼び出しは正しくありません。これは， CALL BARコマンドがMAIN
サブルーチンの外部に存在するからです。

$ CALL BAR
$
$ MAIN: SUBROUTINE
$
$ BAR: SUBROUTINE
$ ENDSUBROUTINE
$
$ ENDSUBROUTINE

この CALLコマンドが正しく機能するようにするには，このコマンドを，
SUBROUTINEと ENDSUBROUTINEで囲まれる部分に指定しなければなりま
せん。

この例に示した呼び出しは， IF-THEN-ELSEブロックの内部に存在するため，実行
できません。

$ IF 1
$ THEN
$ BOB:SUBROUTINE
$ ENDSUBROUTINE
$ ENDIF
$ CALL BOB

次の例には， SUB 1と SUB2という 2つのサブルーチンがあります。これらのサブ
ルーチンは， CALLコマンドで呼び出されるまでは実行されません。
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$
$! CALL.COM
$
$! Define subroutine SUB1.
$!
$ SUB1: SUBROUTINE

.

.

.
$ CALL SUB2 !Invoke SUB2 from within SUB1.

.

.

.
$ @FILE !Invoke another command procedure file.

.

.

.
$ EXIT
$ ENDSUBROUTINE !End of SUB1 definition.
$!
$! Define subroutine SUB2.
$!
$ SUB2: SUBROUTINE
$ EXIT
$ ENDSUBROUTINE !End of SUB2 definition.
$!
$! Start of main routine. At this point, both SUB1 and SUB2
$! have been defined but none of the previous commands have
$! been executed.
$!
$ START:
$ CALL/OUTPUT=NAMES.LOG SUB1 "THIS IS P1"

.

.

.
$ CALL SUB2 "THIS IS P1" "THIS IS P2"

.

.

.
$ EXIT !Exit this command procedure file.

CALLコマンドが SUB1サブルーチンを起動して，出力をNAMES.LOGファイル
に切り換えます。 SUB1サブルーチンは SUB2サブルーチンを呼び出しています。
プロシージャは SUB2を実行して，プロシージャ実行( @ )コマンドによってコマン
ド・プロシージャ FILE.COMを起動します。 SUB1のすべてのコマンドが実行され
ると，メイン・プロシージャの中の CALLコマンドが SUB2をもう一度呼び出しま
す。 SUB2の実行が終わると，プロシージャは終了します。
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14.18 場合分け文の使用

場合分け文は，特殊な形式の条件コードであり，変数または式の値に応じて，一連の
コマンド・ブロックの中の 1つのブロックだけを実行します。普通，場合分け文で有
効な値は，それぞれのコマンド・ブロックの先頭にあるラベルです。場合分け文は，
指定された値をGOTO文のターゲット・ラベルとして使用することによって，該当
するコード・ブロックに制御を渡します。

場合分け文を作成するには，次のようにします。

1. ラベルをリストする。

2. 場合分け文を作成する。

3. コマンド・ブロックを作成する。

14.18.1 ラベルのリスト

ラベルをリストするには，スラッシュ (または，区切り文字として選択した文字)で区
切られたラベルのリストが入っている文字列をシンボルに定義します。このシンボル
定義はコマンド・ブロックの前に置かなくてはなりません。

次の例は， COMMAND_LISTシンボルをラベル PURGE，DELETE， EXITと同
じにしています。

$ COMMAND_LIST = "/PURGE/DELETE/EXIT/"

14.18.2 場合分け文の作成

場合分け文を作成するには，次の手順に従ってください。

手順 操作

1 INQUIREコマンドを使用して場合分け変数の値を得る。

2 IFコマンドと一緒に F$LOCATEと F$LENGTHを使用して，場合分け変数の値が有
効かどうかを判別する。

3 場合分け変数が有効な場合には，場合分け文 (GOTOコマンド)を実行して，該当する
コード・ブロックに制御を渡す。

場合分け変数が有効でない場合は，メッセージを表示して処理を終了するか，別の場合
分け値を要求する。

次の例では，ラベルが完全なコマンド名に定義されています。したがって，
F$LOCATEは，コマンド名の検索文字列の中に区切り文字を含めて，コマンド
が短縮されないようにしています。
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$GET_COMMAND:
$ INQUIRE COMMAND -
"Command (EXIT,PURGE,DELETE)"

$ IF F$LOCATE ("/"+COMMAND+"/",COMMAND_LIST) .EQ. -
F$LENGTH (COMMAND_LIST) THEN GOTO ERROR_1

$ GOTO ’COMMAND’
.
.
.

$ERROR_1:
$ WRITE SYS$OUTPUT "No such command as ’’COMMAND’."
$ GOTO GET_COMMAND

それぞれのコマンド・ブロックには， 1つ以上のコマンドを指定できます。コマン
ド・ブロックの先頭には固有のラベルを付けます。それぞれのコマンド・ブロックを
終わるときには，コマンド・ブロックのリストにないラベルに制御を渡します。

コマンド・ブロックの作成
次の例では，それぞれのコマンド・ブロックに， 1つ以上のコマンドを指定していま
す。コマンド・ブロックの先頭には固有のラベルを付けます (PURGE:, DELETE:)。
それぞれのコマンド・ブロックを終わるときには，コマンド・ブロックのリストにな
いラベル (GOTO GET_COMMAND)に制御を渡します。

$GET_COMMAND:
.
.
.

$PURGE:
$ INQUIRE FILE
$ PURGE ’FILE’
$ GOTO GET_COMMAND
$ !
$DELETE:
$ INQUIRE FILE
$ DELETE ’FILE’
$ GOTO GET_COMMAND
$ !
$EXIT:

14.19 ループの作成

コマンド・ブロックの先頭に，変数をテストするループを作成できます (第 13章を参
照)。しかし，次の操作を実行すれば，ループの最後に終了変数をテストするループを
作成することもできます。

手順 操作

1 ループを開始する。

2 ループ本体の中のコマンドを実行する。
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手順 操作

3 終了変数を変更する。

4 終了変数をテストする。

条件が満足されない場合は，ループの始めに戻る。

5 ループを終了する。

ループの終わりにある終了変数をテストする場合は，終了変数の中の値にかかわら
ず，ループ本体のコマンドが少なくとも 1回は実行されます。

次の 2つの例は， COMMANDが "EX" (EXIT)に定義されたときに終了するループを
実行します。 F$EXTRACTは COMMANDを最初の 2文字に切り捨てます。最初の
例では，終了変数の COMMANDがループの始めにテストされ， 2番目の例では，ル
ープの終わりでテストされます。

$ ! EXAMPLE 1
$ !
$GET_COMMAND:
$ INQUIRE COMMAND-

"Command (EXIT,DIRECTORY,TYPE,PURGE,DELETE,COPY)"
$ COMMAND = F$EXTRACT(0,2,COMMAND)
$ IF COMMAND .EQS. "EX" THEN GOTO END_LOOP

.

.

.
$ GOTO GET_COMMAND
$END_LOOP:

$ ! EXAMPLE 2
$ !
$GET_COMMAND:
$ INQUIRE COMMAND-

"Command (EXIT,DIRECTORY,TYPE,PURGE,DELETE,COPY)"
$ COMMAND = F$EXTRACT(0,2,COMMAND)

.

.

.
$ IF COMMAND .NES. "EX" THEN GOTO GET_COMMAND
$ ! End of loop

ループを一定回数実行するには，終了変数としてカウンタを使用します。次の例で
は，ユーザによって入力された 10個のファイル名がローカル・シンボル FIL1，
FIL2， . . . ， FIL10に収められます。
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$ NUM = 1 ! Set counter
$LOOP: ! Begin loop
$ INQUIRE FIL’NUM’ "File" ! Get file name
$ NUM = NUM + 1 ! Update counter
$ IF NUM .LT. 11 THEN GOTO LOOP ! Test for termination
$END_LOOP: ! End loop

.

.

.

次の例は，カウンタを使用してループの実行回数を制御します。この例では，ループ
は 10回実行されます。終了変数はループの終わりにテストされます。

$! Obtain 10 file names and store them in the
$! symbols FILE_1 to FILE_10
$!
$ COUNT = 0
$ LOOP:
$ COUNT = COUNT + 1
$ INQUIRE FILE_’COUNT’ "File"
$ IF COUNT .LT. 10 THEN GOTO LOOP
$!
$ PROCESS_FILES:

.

.

.

COUNTシンボルを使用してループの中のコマンドの実行回数を記録します。また，
シンボル名 FILE_1， FILE_2から FILE_10までを作成するのにも COUNTを使用
しています。 COUNTの値が増分されるのはループの始めですが，テストされるのは
ループの終わりであることに注意してください。したがって， COUNTが 9から 10
に増分されると， IF文が偽の結果を検出する前にループがもう 1回だけ実行されま
す ( FILE_10の値を得ます)。

一連の値に対してループを実行するには， F$ELEMENTレキシカル関数を使用しま
す。 F$ELEMENT関数は，区切り文字によって区切られた項目リストから項目を取
り出します。 F$ELEMENTの引数として項目番号，項目区切り文字，リストを指定
しなければなりません。

F$ELEMENTレキシカル関数の使用方法についての詳細は，『OpenVMS DCLディ
クショナリ』を参照してください。

次の例では，ファイル CHAP1， CHAP2， CHAP3， CHAPA， CHAPB， CHAPC
が順に処理されます。
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$ FILE_LIST = "1,2,3,A,B,C"
$ INDEX = 0
$PROCESS:
$ NUM = F$ELEMENT(INDEX,",",FILE_LIST)
$ IF NUM .EQS. "," THEN GOTO END_LOOP
$ FILE = "CHAP’’NUM’"
$ ! process file named by FILE

.

.

.
$ INDEX = INDEX + 1
$ GOTO PROCESS
$END_LOOP:
$ EXIT

次のコマンド・プロシージャは，ループを使用して， FILE_LISTシンボルにリスト
されたファイルを別のノードのディレクトリにコピーします。

$ FILE_LIST = "CHAP1/CHAP2/CHAP3/CHAP4/CHAP5"
$ NUM = 0
$!
$! Process each file listed in FILE_LIST
$ PROCESS_LOOP:
$ FILE = F$ELEMENT(NUM,"/",FILE_LIST)
$ IF FILE .EQS. "/" THEN GOTO DONE
$ COPY ’FILE’.MEM MORRIS::DISK3:[DOCSET]*.*
$ NUM = NUM + 1
$ GOTO PROCESS_LOOP
$!
$ DONE:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Finished copying files."
$ EXIT

F$ELEMENTレキシカル関数から戻される最初のファイルは CHAP1であり，次の
ファイルは CHAP2です。以下も同様です。ループを実行するたびに，NUMの値が
増分されるため，次のファイル名が入手されます。 F$ELEMENTがスラッシュを戻
した場合には， FILE_LISTのすべての項目が処理されたため，ループは終了しま
す。

14.20 PIPEコマンドの使用

PIPEコマンドを使用すると，同一コマンド行から 1つまたは複数のDCLコマンドを
実行できます。これにより，コマンドのパイプライン処理，入出力のリダイレクト，
条件実行，バックグラウンド処理など，UNIX形式のコマンドを処理できるようにな
ります。

このようなコマンド処理の形式は，インターネット・ソフトウェアの開発や使用をサ
ポートします。インターネット・ソフトウェアでは，ホスト・システムとターゲッ
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ト・システムの両方で存在を解析する，パイプライン・コマンドの使用を前提にして
います。

これ以降の節では， PIPEコマンドへの割り込み方法，サブプロセスの性能を向上さ
せる方法など，DCLコマンドの実行以外の目的で PIPEコマンドを使用する方法を
説明します。

PIPEコマンドについての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ: N–Z』を参照
してください。

1つの PIPEコマンドに，複数のDCLコマンドを指定できます。指定したDCLコマ
ンドは，順番に実行されます。次の形式を使用します。

PIPE command-sequence ; command-sequence [; command-sequences]...

14.20.1 条件コマンド実行のための PIPEコマンドの使用

先行するコマンド・シーケンスの実行結果により，次のコマンド・シーケンスが実行
されます。

PIPE command-sequence1 && command-sequence2

command-sequence1が成功した時のみ，command-sequence2が実行される点に
注意してください。次の形式を使用すると，command-sequence1が失敗した時の
みcommand-sequence2が実行されます。

PIPE command-sequence1 | | command-sequence2

14.20.2 パイプライン実行のための PIPEコマンドの使用

パイプラインは，縦線( | )区切り文字で表されるパイプで接続されたパイプライン・
セグメント・コマンドのシーケンスです。パイプライン・セグメント・コマンドと
は，パイプライン内のDCLコマンドです。パイプはパイプライン・セグメント・コ
マンドの SYS$OUTPUTを，次のコマンドの SYS$INPUTに接続します。パイプラ
インの形式を次に示します。

PIPE pipeline-segment-command | pipeline-segment-command [ | . . . ]

各パイプライン・セグメント・コマンドは， SYS$OUTPUTを次のパイプライン・セ
グメント・コマンドの SYS$INPUTに接続し，別々のサブプロセスで実行されます。
これらのサブプロセスはパラレルに実行されます。ただし，最初のパイプライン・セ
グメント・コマンドを除く各パイプライン・セグメント・コマンドが，その先行パイ
プライン・セグメント・コマンドの標準出力をその標準入力として読み込む程度に同
期化されます。最後のパイプライン・セグメント・コマンドが終了すると，パイプラ
インは実行を終了します。
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通常，パイプラインでは‘‘フィルタ・アプリケーション’’を使用します。フィルタ・ア
プリケーションとは， SYS$INPUTからのデータを取り，指定した方法でデータを変
換し，それを SYS$OUTPUTに書き込むプログラムのことです。

パイプラインのコンテキストでは，DCLの機能は一部異なります。次に例を示しま
す。

• SYS$COMMANDの使用

サブプロセスの SYS$COMMANDは，通常，その SYS$INPUT(コマンド・プロ
シージャが関係しない場合)と同じです。ただしパイプラインでは，サブプロセス
の SYS$COMMANDは，先行するパイプ (パイプライン・セグメント・コマンド
の SYS$INPUT)ではなく，親プロセスの SYS$COMMANDに設定されます。

• ファイル・アクセス方法

パイプライン・セグメント・コマンドは，パイプとの読み込みと書き込みに，
RMS順編成ファイル・アクセス方法しか使用できません。一部のOpenVMSユー
ティリティは，順次アクセス以外の方法を使用して，入力ファイルや出力ファイ
ルにアクセスすることがあります。これらの操作は，パイプラインではサポート
されていないので失敗します。次の例を参照してください。

$ PIPE CC/NOOBJ/NOLIS TEST.C | SEARCH SYS$INPUT/WIND=(1,1) "%cc-w-"

%SEARCH-F-RFAERR, RMS error using RFA access
-RMS-F-RAC, invalid record access mode

この例では， SEARCHコマンドに/WINDOW修飾子を指定して実行するために
は，相対編成ファイル・アクセス方法が必要です。

• シンボルの置換

DCLがシンボルを置換する順序に注意してください。シンボルの置換は，コマン
ド処理の第 1フェーズで行われます。 PIPEコマンドの一部としてシンボルを定
義した場合，DCLは，シンボルを置換してから，そのシンボルが実際に定義され
ているコマンドを実行しようとします。シンボルの置換を遅延させるには，アン
パサンド (&)を使用します。詳細は，第 12.12.2項を参照してください。

• SYS$PIPEの使用

ほとんどの場合，パイプからの入力は， SYS$INPUTからデータを読み込むこと
により取得できます。ただし，コマンド・プロシージャがパイプライン・セグメ
ント・コマンドとして起動される場合は， SYS$INPUTはコマンド・プロシージ
ャ・ファイルにリダイレクトされます。コマンド・プロシージャの中でパイプか
らデータを取得するには，論理名 SYS$PIPEを使用できます。

次に，パイプラインDCLアプリケーション例 TEE.COMを示します。
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$ ! TEE.COM - command procedure to display/log data flowing through
$ ! a pipeline
$ ! Usage: @TEE log-file
$
$ OPEN/WRITE tee_file ’P1’
$ LOOP:
$ READ/END_OF_FILE=EXIT SYS$PIPE LINE
$ WRITE SYS$OUTPUT LINE ! Send it out to the next stage of the pipeline
$ WRITE tee_file LINE ! Log output to the log file
$ GOTO LOOP
$ EXIT:
$ CLOSE tee_file
$ EXIT

TEE.COMを使用して，次の PIPEコマンドを入力します。

$ PIPE SHOW SYSTEM | @TEE showsys.log | SEARCH SYS$INPUT LEF

コマンド・プロシージャ TEE.COMは，パイプラインを流れるデータを記録しま
す。データは， SYS$INPUTではなく SYS$PIPEから読み込まれます。

• イメージのチェック

パイプラインでは， PIPEコマンドを入力する前に SET VERIFY=IMAGEコマ
ンドを実行した場合でも，省略時の設定でイメージのチェックはオフになってい
ます。これにより，データ・レコードが重複してパイプラインを通過しないよう
になります。

パイプラインでのイメージのチェックをオンにするには，パイプライン・セグメ
ント・コマンドの前に明示的に SET VERIFY=IMAGEコマンドを使用しなけれ
ばなりません。この場合，次のようにサブシェルを使用できます。

$ PIPE ... | (SET VERIFY=IMAGE ; ...) | ...

14.20.3 サブシェル実行のための PIPEコマンドの使用

サブシェルは，区切り文字で区切られ，括弧で囲まれた 1つまたは複数のコマンド・
シーケンスです。サブシェルの形式を次に示します。

PIPE ( command-sequence [separator command-sequence]... )

サブシェル内のコマンド・シーケンスは，サブプロセス環境で実行されます。 DCL
は，サブシェルが終了してから，次のコマンド・シーケンスを実行します。 ( )区切
り文字は， SPAWN/WAITコマンドに似ています。

この形式の PIPEコマンドを使用するときには，シンボルの置換の扱いに注意してく
ださい。シンボルを定義した後，そのシンボルを使用するときには，シンボルの前に
アンパサンド (&)を付けてシンボルの置換を遅延させます。アンパサンドを付けなか
った場合，シンボルの置換はコマンド処理の第 1フェーズで行われ，シンボルの定義
が信頼できないものになります。
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14.20.4 バックグラウンド実行のための PIPEコマンドの使用

コマンド・シーケンスは，次の形式を使用してサブプロセス環境で実行されます。

PIPE command-sequence [ separator command-sequence]... &

DCLは，コマンド・シーケンスの終了を待ちません。バックグラウンド・サブプロセ
スが作成されると，制御はDCLに戻ります。

14.20.5 入出力リダイレクトのための PIPEコマンドの使用

コマンド・シーケンスは，次のようにコマンドの実行中に， SYS$INPUT，
SYS$OUTPUT，または SYS$ERRORをファイルにリダイレクトできます。

• SYS$INPUTをリダイレクトするには，次の形式を使用します。

PIPE command-sequence < redirected-input-file

• SYS$OUTPUTをリダイレクトするには，次の形式を使用します。

PIPE command-sequence > redirected-output-file

• SYS$ERRORをリダイレクトするには，次の形式を使用します。

PIPE command-sequence 2> redirected-error-file

パイプライン・セグメント・コマンドも， SYS$INPUT， SYS$OUTPUT，または
SYS$ERRORをリダイレクトできます。ただし， SYS$OUTPUTのリダイレクト
は，最後のパイプライン・セグメント・コマンドだけに使用でき， SYS$INPUTのリ
ダイレクトは，最初のパイプライン・セグメント・コマンドだけに使用できます。

PIPEコマンドのリダイレクトは，DEFINEコマンドや ASSIGNコマンドを使用し
て行うリダイレクトとは異なります。相違点を以下に示します。

• リダイレクトは，スーパバイザ・モードで作成される。つまり，ユーザ・モー
ド・アプリケーションとDCLコマンドの両方が，リダイレクトに影響される。

• リダイレクトされた環境は，リダイレクト構文を指定するコマンド・シーケ
ンス，またはパイプライン・セグメント・コマンドだけに適用される。コマン
ド・シーケンスまたはパイプライン・セグメント・コマンドの実行後，コマン
ドの実行が続行される前に，元のプロセスの入出力環境 (たとえば SYS$INPUT,
SYS$OUTPUT，および SYS$ERROR )が復元される。

SYS$OUTPUTをリダイレクトすると，コマンド・シーケンスが実際に
SYS$OUTPUTに書き込むかどうかにかかわらず，常にリダイレクトされた出力
ファイルが作成されます。リダイレクトされた出力ファイルと同じ名前を持つファイ
ルのバージョンがすでに存在する場合，そのファイルの新しいバージョンが作成され
ます。この動作は，スーパバイザ・モードでDEFINEまたは ASSIGNコマンドを使
用して， SYS$OUTPUTを再定義する場合と同じです。リダイレクトされたファイル
は，コマンド・シーケンスが実行される前に作成されることに注意してください。次
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の例のように，リダイレクトされたファイルがコマンド・シーケンスでも使用される
場合は，操作が失敗することがあります。

$ PIPE SEARCH TRANS.LOG "alpha" > TRANS.LOG

%SEARCH-W-OPENIN, error opening TRANS.LOG;2 as input
-RMS-E-FLK, file currently locked by another user

この例では，新しいバージョンの TRANS.LOGが作成され，書き込みアクセス用に
オープンされます。次に SEARCHコマンドが，前のバージョンではなく最新バージ
ョンの TRANS.LOGに読み込みアクセスしようとします。

SYS$ERRORをリダイレクトすると，コマンド・シーケンスが実行中に実際に
SYS$ERRORに書き込む場合のみ，リダイレクトされたファイルが作成されます。
リダイレクトされたエラー・ファイルと同じ名前を持つ既存のファイルは存在しませ
ん。リダイレクトされたエラー・ファイルと同じ名前を持つファイルがすでに存在す
る場合は，そのファイルがリダイレクトされたエラー・ファイルとしてオープンされ
ます。次に，このコマンド・シーケンスで作成されたエラー出力は，リダイレクトさ
れたエラー・ファイルの最後に追加されます。この動作は，スーパバイザ・モードで
DEFINEまたは ASSIGNコマンドを使用して， SYS$ERRORを再定義する場合と
同じです。

14.20.6 PIPEコマンドへの割り込み

Ctrl/Yを押すと， PIPEコマンドに割り込みをかけることができます。 PIPEコマン
ドをパイプラインまたはサブシェル・コマンド・シーケンスで実行している場合は，
コマンド・シーケンスと PIPEコマンドが削除されます。この場合，割り込み直後に
CONTINUEコマンドを入力しても， PIPEコマンドの実行は再開されません。

PIPEコマンドが，サブシェル・コマンド・シーケンスまたはパイプライン・コマン
ド・シーケンス以外の，コマンド・シーケンスを実行している場合は，DCLは，コ
マンド・シーケンスが PIPEコマンド動詞なしで入力され， Ctrl/Yで割り込みをかけ
られたように動作します。 Ctrl/Y割り込みについての詳細は，第 13.11節を参照して
ください。

14.20.7 サブプロセスの性能向上

PIPEコマンドは，実行中に多数のサブプロセスを作成できます。通常，コマンド・
シーケンスにより起動されるアプリケーションは，プロセスの論理名とシンボル名に
依存しません。この場合，/NOLOGICAL_NAMEおよび/NOSYMBOLS修飾子を使
用すると，サブプロセスを素早く作成できます。これらの修飾子により，プロセスの
論理名とシンボル名は， PIPEコマンドにより作成されたサブプロセスに渡されなく
なります。
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PIPEコマンドの使用例を次に示します。

• 次の例は，シンボル定義を持つ複数のコマンドを使用して，コマンド・プロシー
ジャに有用なツールを作成する 2つの簡単な方法を示しています。

$ CD_WORK :== PIPE SAVE_DIR=F$DIRECTORY() ; SET DEFAULT FOO:[WORK]
$ BACK :== SET DEF ’SAVE_DIR’
$
$ CD_WORK ! Switch to working directory
$ :
$ :
$ BACK ! Switch back to home directory
$ GET_RECORD :== PIPE READ/END_OF_FILE=CLEANUP IN RECORD ; -

F$EDIT(RECORD, "COMPRESS, TRIM")
$
$ OPEN IN EMPLOYEE.DAT
$ LOOP:
$ GET_RECORD
$ :
$ :
$ GOTO LOOP
$
$ CLEAN_UP:
$ :

• 次の例は，コンパイルおよびリンク操作を示しています。コンパイル中にエラー
が発生しなければ，オブジェクト・ファイルは実行可能イメージを生成するため
にリンクされます。コンパイル・エラーが発生すると，リンクはスキップされま
す。

$ PIPE cc foo.c && link foo, sys$library:vaxcrtl.olb/lib

• 次の例は，条件付きコマンドを実行して，コマンド・プロシージャ中にエラー処
理制御フローを簡単に作成する方法を示しています。イメージ COLLECT_DATA
が失敗すると，制御は CLEAN_UPに移ります。

$ PIPE RUN COLLECT_DATA.EXE || GOTO CLEAN_UP
$ :
$ :
$ EXIT
$
$ CLEAN_UP:
$ :
$ :

• この例の PIPEコマンドは，大きなファイルをコピーするためのバックグラウン
ド・プロセスを作成します。

$ PIPE COPY LARGE_FILE.DAT REMOTE"user password"::[DESTINATION]*.* &
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• 次の例は，サブシェル・コマンド・シーケンスを，サブプロセスで実行していま
す。その結果，プロセス固有の属性 (たとえば省略時のディレクトリ)を変更して
も，サブシェルの終了後，現在のプロセスに影響しません。この例では，プログ
ラム FOOを実行するために必要なデータを提供するため，セーブ・セットがサブ
ディレクトリに復元されます。

$ PIPE (SET DEF [.DATA_DIR] ; BACKUP DATA.SAV/SAV [...]) ; RUN FOO

• 次の例は，パイプライン機能を使用して，システム上のすべてのバイバネート・
プロセスを 1つのコマンドで特定します。

$ PIPE SHOW SYSTEM | SEARCH SYS$INPUT HIB

• 次の例は，パイプライン機能を使用して， 1つのコマンドでテストを実行し，そ
の結果をソートし，結果をベンチマーク・ファイルと比較します。この時，不要
な中間ファイルは生成します。

$ PIPE RUN TEST | SORT/SPECIFICATION=TEST.SRT SYS$INPUT SYS$OUTPUT -
| DIFF SYS$INPUT TEST.BENCHMARK

• 次の例は，パイプラインで，パイプ・セグメント・コマンドとしてサブシェルを
指定する 1つの方法を示しています。

$ PIPE ( SET DEF WRK$:[WORK] ; RUN REPORT ) | MAIL SYS$INPUT SMITH

• 次の例は，パイプラインで/PAGE修飾子を使用する例です。/PAGEは，他の多数
のコマンドにも存在し，同じように PIPEコマンドと組み合わせて使用して他の
有用なツールを作成することができます。

$ more :== TYPE/PAGE=SAVE SYS$INPUT
$ PIPE ANA/RMS PAGE.TXT | more

Check RMS File Integrity 26-JAN-2002 16:12:00.06 Page 1
SYS$SYSDEVICE:[TEST]PAGE.TXT;2

FILE HEADER

File Spec: SYS$SYSDEVICE:[TEST]PAGE.TXT;2
File ID: (4135,58220,0)
Owner UIC: [PIPE]
Protection: System: RWED, Owner: RWED, Group: RE, World:
Creation Date: 26-NOV-2002 16:08:50.05
Revision Date: 26-NOV-2002 16:09:09.06, Number: 1
Expiration Date: none specified
Backup Date: none posted
Contiguity Options: none
Performance Options: none
Reliability Options: none
Journaling Enabled: none

RMS FILE ATTRIBUTES

RETURN/SPACE=More, PREV/NEXT=Scroll, INS/REM=Pan, SELECT=80/132, Q=Quit
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15
レキシカル関数を使用しての情報の取得と処理

レキシカル関数は，コマンド行またはコマンド・プロシージャに情報を戻します。戻
される情報は，プロセス，システム，ファイルとデバイス，論理名，文字列，データ
型に関するものです。レキシカル関数には，接頭辞 F$が付いています。

レキシカル関数は，通常，シンボルや式を使用するコンテキストの中で使用します。
コマンド・プロシージャの中では，論理名を変換したり，文字列処理を行ったり，プ
ロシージャの現在の処理モードを判別したりするのに使用します。レキシカル関数が
戻す情報の多くは，DCLコマンドで取得することもできます。

本章では，次のことを説明します。

• レキシカル関数の機能方法

• プロセスに関する情報の入手

• システムに関する情報の入手

• ファイルとデバイスに関する情報の入手

• 論理名の変換

• 文字列の処理

• データ・タイプの処理

レキシカル関数についての詳しい説明は，オンライン・ヘルプを参照してください。
本章で説明するコマンドについての詳細は，『OpenVMS DCLディクショナリ』を
参照してください。

15.1 なぜレキシカル関数を使うのか

コマンドから情報を得るよりもレキシカル関数から情報を得た方が，コマンド・プロ
シージャの中で情報を処理しやすくなります。たとえば， F$ENVIRONMENT関数
または SHOW DEFAULTコマンドのどちらを使用しても，現在の省略時のディレク
トリの名前を得ることができます。ただし，次の点が異なります。

• F$ENVIRONMENTレキシカル関数を使用した場合は，結果をシンボルに割り当
てておき，後でコマンド・プロシージャの中でこのシンボルを使用できる。
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$ DIR_NAME = F$ENVIRONMENT("DEFAULT")
$ SET DEFAULT DISK4:[TEST]

.

.

.
$ SET DEFAULT ’DIR_NAME’

上記の例で， F$ENVIRONMENT関数は，現在の省略時のディスクとディレク
トリを戻し，この値をDIR_NAMEシンボルに格納する。プロシージャの終わり
に，このDIR_NAMEシンボルを使用して SET DEFAULTコマンドによって省略
時の値に戻している。

• 現在の省略時のディレクトリの値を F$ENVIRONMENTレキシカル関数によって
ではなく， SHOW DEFAULTコマンドによって得た場合には，この出力をシン
ボルに直接に割り当てることはできない。プロシージャは次のようになる。

$! Redirect the output of the SHOW DEFAULT command to a file.
$ DEFINE/SUPERVISOR_MODE SYS$OUTPUT DISK4:[TEST]TEMPFILE.DAT
$ SHOW DEFAULT
$ DEASSIGN SYS$OUTPUT
$!
$ OPEN/READ DIR_FILE DISK4:[TEST]TEMPFILE.DAT ! Open the file.
$ READ DIR_FILE DIR_NAME, ! Read the file.
$ SET DEFAULT ’DIR_NAME’ ! Reset the directory.
$ CLOSE DIR_FILE ! Close the file.
$ DELETE DISK4:[TEST]TEMPFILE.DAT;* ! Delete the file.

15.2 プロセスについての情報

コマンド・プロシージャを実行している間，プロセス属性を頻繁に変更し，その後で
属性を復元します。次のレキシカル関数を使用すれば，プロセスに関する情報を入手
できます。

F$DIRECTORY 現在の省略時のディレクトリ文字列を戻す。

F$ENVIRONMENT ユーザ・プロセスのコマンド環境についての情報を戻す。

F$GETJPI ユーザ・プロセスまたはシステム上の他のプロセスについての会
計情報，状態，識別情報を戻す。

F$MODE プロセスを実行中のモードを示す。

F$PRIVILEGE ユーザ・プロセスに特権が指定されているかどうかを示す。

F$PROCESS プロセスの名前を戻す。

F$SETPRV 指定された特権を設定する。指定された特権が， F$SETPRV関
数を使用する前に使用可能であったかどうかも示す。

F$USER UIC (ユーザ識別コード)を戻す。

F$VERIFY チェック機能のオンまたはオフを示す。

次の表は，コマンド・プロシージャで一般に変更されるプロセス属性を示していま
す。また，これらの属性をセーブするレキシカル関数と，元の設定を復元するDCL
コマンドも示しています。
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属性 操作 コマンドまたはレキシカル関数

制御文字 セーブ F$ENVIRONMENT("CONTROL")

復元 SET CONTROL

DCLプロンプト セーブ F$ENVIRONMENT("PROMPT")

復元 SET PROMPT

省略時の保護 セーブ F$ENVIRONMENT("PROTECTION")

復元 SET PROTECTION/DEFAULT

キー状態 セーブ F$ENVIRONMENT("KEY_STATE")

復元 SET KEY

メッセージ形式 セーブ F$ENVIRONMENT("MESSAGE")

復元 SET MESSAGE

特権 セーブ F$PRIVILEGEまたは F$SETPRV

復元 F$SETPRVまたは SET PROCESS
/PRIVILEGES

チェック機能 セーブ F$VERIFYまたは F$ENVIRONMENT

復元 F$VERIFYまたは SET VERIFY

プロセス属性をセーブした場合，エラーまたは Ctrl/Yによる割り込みによって，元
の属性を復元する前にプロシージャが終了することのないようにしなければなりま
せん。エラーと Ctrl/Yによる割り込みの処理については，第 13章を参照してくださ
い。

15.2.1 チェック設定値の変更

F$VERIFYレキシカル関数を使用すると，コマンド・プロシージャが実行されている
間だけチェック機能を無効にすることができます。このとき，ユーザは，プロシージ
ャを実行しながらそのプロシージャの内容を表示することはできません。

チェック機能には，次の 2つのタイプがあります。

• プロシージャ・チェック

各コマンド行を実行しながら表示する。

• イメージ・チェック

各データ行を処理しながら表示する。
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省略時の設定では， SET [NO]VERIFYコマンドと F$VERIFYレキシカル関数は，
両方のタイプのチェック機能をオン，オフします。通常は，プロシージャの中のプロ
ージャおよびイメージ・チェック設定値は同じになっています (両方がオンか，両方
がオフになっています)。ただし，設定値を変更する場合には，それぞれのチェック設
定値を別々にセーブします。

次の例では，シンボル TEMPを使用して，チェック機能を有効および無効に設定し
ます。

$ ! Enable verification
$ !
$ TEMP = F$VERIFY(1)
$ LOOP:
$ INQUIRE FILE "File name"
$ IF FILE .EQS."" THEN EXIT
$ PRINT ’FILE’
$ GOTO LOOP
$ ! Disable verification
$ !
$ TEMP = F$VERIFY(0)
$ EXIT

次の例では，チェック機能の設定がセーブされます。

$ ! Save each verification state
$ ! Turn both states off
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)

.

.

.
$ ! Restore original verification states
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,-

SAVE_VERIFY_IMAGE)

上記の例で， F$ENVIRONMENT関数は，現在のイメージ・チェック設定値
を戻し，この値を SAVE_VERIFY_IMAGEシンボルに割り当てています。次
に， F$VERIFY関数が現在のプロシージャ・チェック設定値を戻し，この値を
SAVE_VERIFY_PROCEDUREシンボルに割り当てています。 F$VERIFY関
数は，イメージ・チェックとプロシージャ・チェックの両方を無効にします。
F$ENVIRONMENT関数を使用すれば， F$VERIFYによってチェック機能を無効に
する前にプロシージャ・チェック設定値を得ることができます。ただし，上記の例に
示すように， F$VERIFYを使用して 1つのコマンド行の中で両方のタスクを行った
方がプロシージャの長さが短くてすみます。

プロシージャの終わりに， F$VERIFY関数で元の設定値 (シンボル SAVE_VERIFY_
PROCEDUREと SAVE_VERIFY_IMAGEによって指定される)を復元しています。
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注意

時刻印字を使用する場合，チェック機能が使用可能な場合にだけ適用される
ことに注意してください。時刻印字と SET PREFIXコマンドについての詳細
は，『OpenVMS DCLディクショナリ』または DCLヘルプを参照してくださ
い。

15.2.2 省略時のファイル保護の変更

コマンド・プロシージャの中で省略時のファイル保護を変更したい場合があります。
次のコマンド・プロシージャは，プロシージャの実行中に作成されたファイルに関連
する省略時の保護を変更します。この場合，終了する前に元の省略時のファイル保護
を復元しています。

$ SAVE_PROT = F$ENVIRONMENT("PROTECTION")
$ SET PROTECTION = (SYSTEM:RWED, OWNER:RWED, GROUP, WORLD)/DEFAULT

.

.

.
$ SET PROTECTION=(’SAVE_PROT’)/DEFAULT
$ EXIT

この例で， F$ENVIRONMENT関数は， SET PROTECTIONコマンドの構文を使
用して省略時の保護コードを戻しています。このため， SET PROTECTIONコマン
ドと一緒に SAVE_PORTシンボルを使用して元の省略時のファイル保護を復元でき
ます。

15.3 システムについての情報

システムについての情報を得るには，次のレキシカル関数を使用します。

F$CONTEXT F$PID関数と一緒に使用する場合の選択基準を指定する。
F$CONTENT関数と一緒に F$PID関数を使用すると， OpenVMS
Clusterの任意のノードのプロセスについての情報を得ることがで
きる。

F$CSID VMSクラスタ識別番号を戻して，システムの VMSクラスタ・ノー
ド・リストの中の現在の位置を指すようにコンテキスト・シンボル
を更新する。

F$GETQUI システム・ジョブ・キュー・ファイルに収められたキュー，現在キ
ューの中にあるバッチ・ジョブと印刷ジョブ，フォーム定義，属性
定義についての情報を戻す。

F$GETSYI ローカル・システムまたは VMSクラスタ内のノード (システムが
VMSクラスタの一部である場合)についての情報を戻す。

F$IDENTIFIER 識別子を指定された形式から数値形式に，または数値形式から指定
された形式に変換する。

F$MESSAGE 状態コードに関連するメッセージ・テキストを戻す。
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F$PID ユーザがチェックすることが許容されているプロセスのプロセス識
別番号 (PID)を戻す。

F$TIME 現在の日時を戻す。

15.3.1 OpenVMS Clusterノード名の決定

使用中のシステムがネットワークまたはOpenVMS Clusterの一部で，多数のノード
にログインできる場合には，現在使用中のノードを示すようにDCLプロンプトを設
定できます。このためには，ログイン・コマンド・プロシージャの中に F$GETSYI
関数を指定して，ノード名を判別します。次に， SET PROMPTコマンドを使用し
て，ノード固有のプロンプトを設定します。

プロンプト文字列の中でノード名の一部分だけを使用したい場合には， F$EXTRACT
関数を使用して，該当する文字を取り出します。文字の取り出しについては，第
15.6.2項を参照してください。

次の例では，シンボルNODEが FF$GETSYI("NODENAME")として定義され，そ
の後，ノード名がプロンプトとして使用されます。

$ NODE = F$GETSYI("NODENAME")
$ SET PROMPT = "’’NODE’$ "

.

.

.

15.3.2 キューについての情報

F$GETQUI関数を使用すると，バッチ・キューと印刷キューについての各種の情報
を得ることができます。キューの中のジョブやファイルについての情報を得るには，
該当ジョブに対する読み込みアクセス権か SYSPRVまたはOPER特権を持っていな
くてはなりません。

次の例は，バッチ・キュー VAX1_BATCHが終了状態にあるかどうかを判別する方法
を示しています。戻される値は真か偽のいずれかです。キューが終了状態にない場合
には，コマンド・プロシージャはジョブをキューに登録します。

$ QSTOPPED = F$GETQUI("DISPLAY_QUEUE", "QUEUE_STOPPED", "VAX1_BATCH")
$ IF QSTOPPED THEN GOTO NOBATCH
$ SUBMIT/QUEUE=VAX1_BATCH TEST.COM
$ NOBATCH:

.

.

.
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15.3.3 プロセスについての情報

F$PID関数を使用すると，チェックすることが許容されているすべてのプロセスのプ
ロセス識別番号 (PID)を得ることができます。

• WORLD特権を持つ場合はシステムのすべてのプロセス

• GROUP特権を持つ場合はグループ内のすべてのプロセス

• GROUP特権もWORLD特権も持たない場合は自分のプロセスだけ

PID番号を入手した後， F$GETJPI関数を使用すれば，プロセスに関する特定の情
報を入手できます。

次の例は，チェックすることが許容されているプロセスの PIDを得て表示する方法を
示しています。

$ ! Display the time when this procedure
$ ! begins executing
$ WRITE SYS$OUTPUT F$TIME()
$ !
$ CONTEXT = ""
$ START:
$ ! Obtain and display PID numbers until
$ ! F$PID returns a null string
$ !
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT "Pid --- ’’PID’"
$ GOTO START

システムは CONTEXTシンボルを使用して，ポインタを PIDのシステム・リストに
保持しています。ループを通過するたびに，ポインタを変更して，リストの中の次の
PIDを指すようにします。すべての PIDが表示されると，プロシージャは終了しま
す。

次のプロシージャは， PIDとそれぞれのプロセスのUICを表示します。

$ CONTEXT = ""
$ START:
$ ! Obtain and display PID numbers and UICs
$ !
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ UIC = F$GETJPI(PID,"UIC")
$ WRITE SYS$OUTPUT "Pid --- ’’PID’ Uic--- ’’UIC’ "
$ GOTO START

WRITEコマンドの中に F$GETJPI関数を指定すれば，このコマンド・プロシージャ
を短くできます。
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$ CONTEXT = ""
$ START:
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT "Pid --- ’’PID’ Uic --- ’’F$GETJPI(PID,"UIC")’"
$ GOTO START

15.3.4 F$CONTEXTレキシカル関数

OpenVMS Cluster内の任意のノードからプロセスに関する情報を入手するには，
F$CONTEXT関数を使用します。

次の例では，選択基準を設定するために F$CONTEXTが 3回呼び出されています。

$!Establish an error and Ctrl/Y handler
$!
$ ON ERROR THEN GOTO error
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO error
$!
$ ctx = ""
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "NODENAME", "*","EQL") 1
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "USERNAME", "M*,SYSTEM","EQL") 2
$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "CURPRIV", "SYSPRV,OPER", "ALL") 3
$!
$!Loop over all processes that meet the selection criteria.
$!Print the PID number and the name of the image for each process.
$!
$loop: 4
$ pid = F$PID(ctx)
$ IF pid .EQS. ""
$ THEN
$ GOTO endloop
$ ELSE
$ image = F$GETJPI(pid,"IMAGNAME") 5
$ SHOW SYMBOL pid
$ WRITE SYS$OUTPUT image 6
$ GOTO loop
$ ENDIF
$!The loop over the processes has ended.
$!
$endloop:
$!
$ EXIT
$!
$!Error handler. Clean up the context’s memory with
$!the CANCEL selection item keyword.
$!
$error:
$ IF F$TYPE(ctx) .eqs. "PROCESS_CONTEXT" THEN - 7
-$ temp = F$CONTEXT ("PROCESS", ctx, "CANCEL") 8
$!
$ EXIT
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例を調べる場合には，次のことに注意してください。

1 最初の呼び出しでは，検索がOpenVMS Clusterのすべてのノードで実行される
ことを要求する。

2 2番目の呼び出しでは，ユーザ名がMから始まるプロセス，またはユーザ名が
SYSTEMであるプロセスだけを処理することを要求する。

3 3番目の呼び出しでは，現在の特権に SYSPRV (システム特権)とOPER (オペレ
ータ特権)の両方が含まれており，他の特権も持つことができるプロセスだけを選
択する。

4 ‘‘loop’’と‘‘endloop’’というラベルの間のコマンド行は， F$PIDを継続的に呼び出し
て， F$CONTEXT呼び出しで設定された条件を満足するプロセスを入手する。

5 各 PID番号を検索した後， F$GETJPIが呼び出され，プロセスで実行中のイメー
ジの名前が戻される。

6 最後に，プロシージャはイメージの名前を表示する。

7 エラーが発生したり， Ctrl/Yが押された場合には，制御はerrorに渡され，必要に
応じてコンテキストは閉じられる。

8 シンボル・タイプ PROCESS_CONTEXTのチェックに注意しなければならな
い。シンボルがこのタイプである場合には， F$CONTEXTを呼び出すことによ
り，選択条件を取り消さなければならない。シンボルが PROCESS_CONTEXT
タイプでない場合には，選択条件が F$CONTEXTでまだ設定されていないか，ま
たはエラーが発生するかプロセス・リストの最後に到達するまで， F$PIDに対し
てシンボルが使用されていた。

15.4 ファイルとデバイスについての情報

ファイルとデバイスについての情報を得るには，次のレキシカル関数を使用します。

F$DEVICE 指定された選択基準を満たすシステム上のすべてのデバイ
スのデバイス名を戻す。

F$FILE_ATTRIBUTES ファイル属性についての情報を戻す。

F$GETDVI 指定されたデバイスについての情報を戻す。

F$PARSE ファイル指定を解析して，要求された 1つまたは複数のフ
ィールドを戻す。

F$SEARCH ディレクトリでファイルを検索する。

15.4.1 デバイスの検索

システム・サービス$GETDVIを使用することによって特定のデバイスについての情
報を得るには，デバイス名をサービスに提供しなければなりません。デバイス名がわ
からない場合には， F$DEVICEレキシカル関数を使用して検索できます。
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F$DEVICE関数を使用すると，デバイス名，デバイス・クラス，またはデバイス・
タイプに基づくワイルドカード検索ができます。デバイス・タイプに基づいて検索を
行うには，デバイス・クラスも指定しなければなりません。

コマンド・プロシージャのループの中で F$DEVICE関数を使用すると，指定された
選択基準に一致するデバイス名が戻されます。 F$DEVICE関数を実行するたびに，
選択基準に一致する次のデバイスが戻されます。デバイス名が戻される順序は一定で
ないことに注意してください。最後のデバイス名が戻されてから F$DEVICE関数を
呼び出すと，空の文字列が戻されます。

次の例のコマンド・プロシージャは，ユニット番号が 0のユニット上のすべての
RA60のデバイス名を表示します。

$ START:
$ DEVICE_NAME = F$DEVICE("*0:","DISK","RA60")
$ IF DEVICE_NAME .EQS. "" THEN EXIT
$ SHOW SYMBOL DEVICE_NAME
$ GOTO START

15.4.2 ディレクトリの中でのファイルの検索

ファイルを処理する際には，あらかじめ F$SEARCH関数を使用してそのファ
イルが存在するかどうかを調べなくてはなりません。たとえば，次のコマン
ド・プロシージャは， F$PARSEを使用して，デバイスとディレクトリ文字列を
STATS.DATファイルに適用しています。次に， F$SEARCH関数を使用して，
DISK3:[JONES.WORK]に STATS.DATが存在するかどうか判別します。存在すれ
ば，ファイルを処理し，存在しない場合には，別の入力ファイルを求めるプロンプト
を出します。

$ FILE = F$PARSE("STATS.DAT","DISK3:[JONES.WORK]",,,"SYNTAX_ONLY")
$ IF F$SEARCH(FILE) .EQS. "" THEN GOTO GET_FILE
$ PROCESS_FILE:

.

.

.
$ GET_FILE:
$ INQUIRE FILE "File name"
$ GOTO PROCESS_FILE

ファイルの存在を判別した後， F$PARSEまたは F$FILE_ATTRIBUTES関数を使用
すれば，ファイルについての補足情報を得ることができます。
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$ IF F$SEARCH("STATS.DAT") .EQS. "" THEN GOTO GET_FILE
$ PROCESS_FILE:
$ NAME = F$PARSE("STATS.DAT",, "NAME")

.

.

.
$ GET_FILE:
$ INQUIRE FILE "File name"
$ GOTO PROCESS_FILE

15.4.3 ファイルの古いバージョンの削除

プロシージャの終了後にユーザが必要としないファイルが作成された場合には，プロ
シージャを終了する前にこれらのファイルを削除またはパージします。最も新しいバ
ージョンを除くすべてバージョンを削除するには， PURGEコマンドを使用します。
ファイルの特定のバージョンを削除するには，DELETEコマンドと一緒にバージョ
ン番号を指定します。ファイルのすべてのバージョンを削除するには，DELETEコ
マンドのバージョン・フィールドにワイルドカード文字を使用します。

コマンド・プロシージャの中でDELETEコマンドを使用するときに，エラー・メッ
セージが出されないようにするには， F$SEARCH関数を使用して，削除する前にそ
のファイルが存在するかどうかをチェックします。たとえば，特定のモジュールが
存在する場合にのみ TEMP.DATというファイルを作成するコマンド・プロシージャ
を作成することができます。次のコマンド行は， TEMP.DATが存在する場合にだけ
DELETEコマンドを出します。

$ IF F$SEARCH("TEMP.DAT") .NES. "" THEN DELETE TEMP.DAT;*

15.5 論理名の変換

論理名を変換するには，次のレキシカル関数を使用します。

F$LOGICAL 論理名の等価文字列を戻す。

F$TRNLNM 論理名の等価文字列または要求された属性を戻す。

注意

F$TRNLNM関数は，OpenVMSオペレーティング・システムの以前のバー
ジョンで使用されていた F$LOGICALに代わるものです。コマンド・プロシ
ージャが現在のシステム手法を使用して論理名を処理するようにするには，
F$LOGICALの代わりに F$TRNLNMを使用してください。

場合によっては，コマンド・プロシージャの変数としてシンボルではなく，論理名を
使用するとよいことがあります。プログラムは，DCLシンボルにアクセスするより
論理名にアクセスする方が簡単だからです。したがって，コマンド・プロシージャ
から実行するプログラムに情報を渡すには，シンボルを使用して情報を得てから，
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DEFINEまたは ASSIGNコマンドを使用して，シンボルの値を論理名に定義しま
す。

また， F$TRNLNM関数を使用して論理名の値を判断してから，その値をシンボルに
割り当てることもできます。

次の例は，論理名NAMESが定義されているかどうかをテストします。定義されて
いる場合には，プロシージャは PAYROLL.EXEを実行し，定義されていない場合に
は， FILEシンボルの値を得て，この値を使用して論理名NAMESを作成します。
PAYROLL.EXEは，論理名NAMESを使用して従業員名のファイルを表していま
す。

$ ! Make sure that NAMES is defined
$ IF F$TRNLNM("NAMES") .NES. "" THEN GOTO ALL_SET
$ INQUIRE FILE "File with employee names"
$ DEFINE NAMES ’FILE’
$ !
$ ! Run PAYROLL, using the file indicated by NAMES
$ ALL_SET:
$ RUN PAYROLL

.

.

.

このコマンド・プロシージャは， PAYROLLプログラムで使用される論理名を定義し
ます。

$ DEFINE NAMES DISK4:[JONES]EMPLOYEE_NAMES.DAT
$ RUN PAYROLL

.

.

.
$ WRITE SYS$OUTPUT "Finished processing ",F$TRNLNM("NAMES")

プロシージャの終わりに，ファイルが処理されたことを示すメッセージがWRITEコ
マンドによって表示されます。

15.6 文字列の処理

文字列を処理するには，次のレキシカル関数を使用します。

F$CVTIME 時刻文字列についての情報を戻す。

F$EDIT 文字列を編集する。

F$ELEMENT 各要素が区切り文字によって分けられている文字列から要素を取り出す。

F$EXTRACT 文字列の一部を取り出す。

F$FAO 出力文字列を書式化する。

F$LENGTH 文字列の長さを決定する。
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F$LOCATE 文字列の中の文字または部分文字列を探して，オフセットを戻す。

15.6.1 文字列または文字の有無の判別

文字列を調べる理由の 1つに，文字列の中に文字 (または部分文字列)が存在するかど
うかの判別があります。このためには， F$LENGTHと F$LOCATE関数を使用しま
す。 F$LOCATE関数が戻す値が F$LENGTH関数が戻す値と等しければ，探してい
る文字は存在しません。

次のプロシージャは，バージョン番号を含むファイル名を要求しています。バージョ
ン番号が存在するかどうかを判別するために，ユーザが入力したファイル名の中に，
バージョン番号の前に置くセミコロン( ; )があるかどうかをテストします。

$ INQUIRE FILE "Enter file (include version number)"
$ IF F$LOCATE(";", FILE) .EQ. F$LENGTH(FILE) THEN -

GOTO NO_VERSION
.
.
.

F$LOCATE関数は，セミコロンのオフセットを戻します。オフセットは 0で始まる
ため，セミコロンが文字列の最初の文字であれば， F$LOCATE関数は整数 0を戻し
ます。文字列の中にセミコロンがなければ， F$LOCATE関数は，文字列の最後の文
字のオフセットより 1だけ大きいオフセットを戻します。この値は，番号 1から始ま
る文字列の長さに相当する F$LENGTHが戻す長さと同じです。

15.6.2 文字列の一部の取り出し

文字列の一部を取り出すには， F$EXTRACT関数または F$ELEMENT関数のど
ちらかを使用します。定義されたオフセットから始まる部分文字列を取り出すには
F$EXTRACT関数を使用し， 2つの区切り文字の間の文字列の一部を取り出すには，
F$ELEMENT関数を使用します。どちらの関数を使用するかを選択するためには，
解析する文字列の一般形式がわかっていなければなりません。

ファイル指定または時刻文字列を解析するには， F$EXTRACTまたは F$ELEMENT
を使用する必要はありません。代わりに， F$PARSEまたは F$CVTIMEを使用し
て，ファイル指定または時刻文字列の一部を取り出します。

グループ名を取り出すのと同時に，グループ名の長さを判断することもできます。

文字列にその文字列の異なる部分を区切る区切り文字をが含まれている場合に
は， F$ELEMENT関数を使用して，必要な部分を取り出すことができます。
F$ELEMENTを使用すると，文字列の中でカンマで区切られた部分を取り出すこと
により，異なるアクセス・タイプを入手できます。システム・アクセスを判断するに
は，最初の要素を入手します。オーナ・アクセスを判断するには， 2番目の要素を入
手します。以下も同様です。 F$ELEMENT関数を使用する場合には，要素番号は 0
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から始まります。この理由から， 4番目の要素を指定するときは，整数 3を使用しま
す。

次のコマンド・プロシージャは， F$EXTRACT関数を使用してUICのグループ部分
を取り出します。このとき，ユーザのUICグループに応じて，異なるコマンド・セ
ットを実行できます。

$ UIC = F$USER()
$ GROUP_LEN = F$LOCATE(",",UIC) - 1
$ GROUP = F$EXTRACT(1,GROUP_LEN, UIC)
$ GOTO ’GROUP’_SECTION

.

.

.
$ WRITERS_SECTION:

.

.

.
$ MANAGERS_SECTION:

.

.

.

最初に， F$USER関数によってUICを判別します。次に， F$LOCATEを使用して
コンマのオフセットを検出して，グループ名の長さを判別します。コンマによって
UICのグループとユーザ部分が区切られているからです。左括弧とコンマの間にある
ものがグループ名の部分になります。たとえば，UIC [WRITERS,SMITH]のグルー
プ名はWRITERSです。

長さを判別した後，プロシージャは F$EXTRACT関数によってグループの名前を取
り出します。名前はオフセット 1で始まり，コンマの前の文字で終わります。最後
に，該当するラベルに処理を移します。

次の例では，保護コードの各アクセス・タイプがカンマでどのように区切られるかを
示しています。

$ UIC = F$USER()
$ GROUP = F$EXTRACT(1, F$LOCATE(",",UIC) - 1, UIC)
$ GOTO ’GROUP’_SECTION

次の例では，保護コードの各アクセス・タイプがカンマでどのように区切られるかを
示しています。

$ PROT = F$ENVIRONMENT("PROTECTION")
$ SHOW SYMBOL PROT
PROT = "SYSTEM=RWED, OWNER=RWED, GROUP=RE, WORLD"

この例のコマンドは，省略時の保護コードからワールド・アクセスの部分 (4番目の要
素)を取り出します。
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$ PROT = F$ENVIRONMENT("PROTECTION")
$ WORLD_PROT = F$ELEMENT(3,",",PROT)

.

.

.

この例では， F$ELEMENT関数は， 3番目のコンマと文字列の終わりの間にあるす
べてを戻すため，省略時の保護がワールド・ユーザの読み込みアクセスを許容してい
る場合には，文字列 " WORLD=R"が戻されます。

ワールド・アクセス文字列を得たら，さらにそれを調べる必要があります。たとえ
ば，次のようにします。

$ PROT = F$ENVIRONMENT("PROTECTION")
$ WORLD_PROT = F$ELEMENT(3,",",PROT)
$ IF F$LOCATE("=", WORLD_PROT) .EQ. F$LENGTH(WORLD_PROT) -

THEN GOTO NO_WORLD_ACCESS
.
.
.

15.6.3 出力文字列の書式化

WRITEコマンドを使用すると，文字列をレコードに書き込むことができます。レコ
ード内のカラムをそろえるには， F$FAO関数を使用してレコード・フィールドを定
義し，これらのフィールドにプロセス名とユーザ名を格納します。 F$FAO関数を使
用する場合には，制御文字列を使用してレコード内のフィールドを定義します。その
後，これらのフィールドに格納する値を指定します。

レコード内のフィールドを書式化する別の方法として，文字列オーバレイを使用す
る方法があります。しかし， F$FAO関数の方が文字列オーバレイより強力です。
F$FAO関数を使用すると，広範囲にわたる出力操作を実行できます。

この例に示したコマンド・プロシージャでは，WRITEコマンドを使用して，システ
ムのプロセスのプロセス名と PID番号を表示します。

$ ! Initialize context symbol to get PID numbers
$ CONTEXT = ""
$ ! Write headings
$ WRITE SYS$OUTPUT "Process Name PID"
$ !
$ GET_PID:
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ WRITE SYS$OUTPUT F$GETJPI(PID,"PRCNAM")," ", F$GETJPI(PID,"PID")
$ GOTO GET_PID

次に示すように，WRITEコマンドからの出力では，プロセス名とユーザ名の間に 5
つのスペースが挿入されますが，桁そろえは行われません。
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Process Name PID
MARCHESAND 2CA0049C
TRACTMEN 2CA0043A
FALLON 2CA0043C
ODONNELL 2CA00453
PERRIN 2CA004DE
CHAMPIONS 2CA004E3

この例の中では，コマンド・プロシージャは， F$FAO関数を使用して， 16文字フィ
ールドと 12文字フィールドを定義しています。 F$FAO関数は，最初のフィールドに
プロセス名を収めてから，スペースはスキップして， 2番目のフィールドに PIDを収
めます。

$ ! Initialize context symbol to get PID numbers
$ CONTEXT = ""
$ ! Write headings
$ WRITE SYS$OUTPUT "Process Name PID"
$ !
$ GET_PID:
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ LINE = F$FAO("!16AS !12AS", F$GETJPI(PID,"PRCNAM"), F$GETJPI(PID,"PID"))
$ WRITE SYS$OUTPUT LINE
$ GOTO GET_PID

ここで，プロシージャを実行すると，桁がそろえられます。

Process Name PID
MARCHESAND 2CA0049C
TRACTMEN 2CA0043A
FALLON 2CA0043C
ODONNELL 2CA00453
PERRIN 2CA004DE
CHAMPIONS 2CA004E3

次の例は，オーバレイを使用して， RECORDシンボルの最初の 16文字 (オフセット
0から始まる)にプロセス名を収め，次の 12文字 (オフセット 17から始まる)に PID
を収めます。

$ ! Initialize context symbol to get PID numbers
$ CONTEXT = ""
$ ! Write headings
$ WRITE SYS$OUTPUT "Process Name PID"
$ !
$ GET_PID:
$ PID = F$PID(CONTEXT)
$ IF PID .EQS. "" THEN EXIT
$ RECORD[0,16]:= ’F$GETJPI(PID,"PRCNAM")’
$ RECORD[17,12]:= ’F$GETJPI(PID,"PID")’
$ WRITE SYS$OUTPUT RECORD
$ GOTO GET_PID
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このプロシージャでは， F$FAO関数で作成したのと同じ書式が生成されます。

Process Name PID
MARCHESAND 2CA0049C
TRACTMEN 2CA0043A
FALLON 2CA0043C
ODONNELL 2CA00453
PERRIN 2CA004DE
CHAMPIONS 2CA004E3

15.7 データ・タイプの処理

データを文字列から整数に，整数から文字列に変換するには，次のレキシカル関数を
使用します。

F$CVSI 文字列からビット・フィールドを取り出して，符号付きの値である結果を
整数に変換する。

F$CVUI 文字列からビット・フィールドを取り出して，符号なしの値である結果を
整数に変換する。

F$INTEGER 文字列式を整数に変換する。

F$STRING 整数式を文字列に変換する。

F$TYPE シンボルのデータ・タイプを判別する。

15.7.1 データ・タイプの変換

整数と文字列の間で変換を行うには， F$INTEGER関数と F$STRING関数を使用し
ます。たとえば，次のコマンド・プロシージャはデータ・タイプを変換します。ユー
ザが文字列を入力すると整数の同値が表示され，整数を入力すると文字列に変換して
表示されます。GOTO文の中でラベル名を使用するときには， F$TYPE関数をどの
ように使用したらよいかに注意してください。 F$TYPEは，シンボルのデータ・タ
イプに応じて， "STRING"または "INTEGER"を戻します。

$ IF P1 .EQS. "" THEN INQUIRE P1 "Value to be converted"
$ GOTO CONVERT_’F$TYPE(P1)’
$
$ CONVERT_STRING:
$ WRITE SYS$OUTPUT "The string ’’P1’ is converted to ’’F$INTEGER(P1)’"
$ EXIT
$
$ CONVERT_INTEGER:
$ WRITE SYS$OUTPUT "The integer ’’P1’ is converted to ’’F$STRING(P1)’"
$ EXIT
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15.7.2 式の評価

INQUIREや READなどのコマンドは，文字列データしか受け付けません。これらの
コマンドを使用して，整数式として評価したいデータを得るには， F$INTEGER関
数を使用してこのデータを変換してから評価します。

EXPシンボルを F$INTEGER関数の引数として使用する場合には， EXPシンボルの
前後に一重引用符( ’ )を置かなければなりません。こうすると，シンボル置換の最初の
フェーズで EXPの値が置換されます。

次の例では， F$INTEGER関数を使用して，整数式を評価します。

$ INQUIRE EXP "Enter integer expression"
$ RES = F$INTEGER(’EXP’)
$ WRITE SYS$OUTPUT "Result is",RES

このコマンド・プロシージャからの出力は次のようになります。

Enter integer expression: 9 + 7
Result is 16

"9 + 7"の値が置換されます。 F$INTEGER関数が引数の "9 + 7"を処理する場合，式
を評価して正しい結果を戻します。

15.7.3 シンボルの有無の判別

シンボルが存在するかどうかを判別するには， F$TYPE関数を使用します。
F$TYPE関数は，シンボルが未定義であると，空の文字列を戻します。

.

.

.
$ IF F$TYPE(TEMP) .EQS. "" THEN TEMP = "YES"
$ IF TEMP .EQS. "YES" THEN GOTO TEMP_SEC

.

.

.

このプロシージャは， TEMPシンボルが前に定義されているかどうかをテストしま
す。定義済みの場合には， TEMPの正しい値が保持され， TEMPが定義されていな
い場合には， IF文により "YES"の値が TEMPに割り当てられます。
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16
プロセスとバッチ・ジョブ

プロセスとは，システムとの会話を可能にするために，OpenVMSオペレーティン
グ・システムで作成される環境です。プロセスには，独立プロセス (他のプロセスか
ら独立しているプロセス)とサブプロセス (別のプロセスに従属して存在し，資源を得
ているプロセス)があります。メイン・プロセスは親プロセスとも呼ばれ，独立プロ
セスの 1つです。本章では，次のことについて説明します。

• プロセス・コンテキストの解釈

• サブプロセスの使用

• 仮想ターミナルで切断されたプロセスへの接続

• バッチ・ジョブの操作

プロセスの作成方法
ユーザが次のいずれかのタスクを実行すると，システムはプロセスを作成します。

• ログイン

システムはユーザがログインするごとにそのユーザ用にプロセスを作成する。

• バッチ・ジョブの登録

システムはバッチ・ジョブを受け取るとそのジョブ用にプロセスを作成する。バ
ッチ・ジョブが完了すると，システムはプロセスを削除する。

• サブプロセスの生成

ユーザが SPAWNコマンドを使用すると，システムはプロセスを作成する。

• プログラムの実行

/DETACHED修飾子または/UIC=uic修飾子を使用してプログラムを実行すると，
システムはプロセスを作成する。

16.1 プロセス・コンテキストへの割り込み

特権，シンボル，論理名などプロセスが使用する属性を，プロセス・コンテキストと
いいます。システムは，プロセス固有の特性をユーザ登録ファイル( UAF )から取得し
ます。UAFは，システムへのアクセスを許可されたユーザをリストして，それぞれ
のユーザのプロセスの特性を定義します。通常，UAFの管理はシステム管理者が行
います。システムは一度に 1つずつプログラム (イメージまたは実行可能イメージと
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も呼ばれる)を実行しますが，これらのプログラムはプロセスと呼ばれる環境内で実
行されます。

現在のプロセスのプロセス・コンテキストを表示するには， SHOW PROCESS/ALL
コマンドを使用します。

次の例は，プロセス・コンテキストのサンプルです。

11-DEC-2002 13:30:37.12 1 User: CLEAVER 2 Process ID: 24E003DC 3
Node: ZEUS Process name: "CLEAVER" 4

Terminal: VTA2195: TNA2170: (Host: 16.32.123.45 Port: 6789)
User Identifier: [DOC,CLEAVER] 6
Base priority: 4 7
Default file spec: DISK1:[CLEAVER] 8
Number of Kthreads: 1

Devices allocated: ALPHAI$VTA2195:

Process Quotas: 9
Account name: DOC
CPU limit: Infinite Direct I/O limit: 1024
Buffered I/O byte count quota: 119616 Buffered I/O limit: 1024
Timer queue entry quota: 400 Open file quota: 299
Paging file quota: 100080 Subprocess quota: 30
Default page fault cluster: 64 AST quota: 798
Enqueue quota: 5000 Shared file limit: 0
Max detached processes: 0 Max active jobs: 0

Accounting information: 1 0

Buffered I/O count: 16424 Peak working set size: 13920
Direct I/O count: 12014 Peak virtual size: 185392
Page faults: 11113 Mounted volumes: 0
Images activated: 68
Elapsed CPU time: 0 00:04:18.55
Connect time: 0 00:08:22.76

Authorized privileges:
NETMBX TMPMBX

Process privileges: 1 1

GROUP may affect other processes in same group
TMPMBX may create temporary mailbox
OPER operator privilege
NETMBX may create network device

Process rights: 1 2

CLEAVER resource
INTERACTIVE
LOCAL

System rights:
SYS$NODE_ZEUS

Auto-unshelve: on

Image Dump: off

Soft CPU Affinity: off

Parse Style: Traditional

Home RAD: 0
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Scheduling class name: none

Process Dynamic Memory Area 1 3

Current Size (Kb) 128.00 Current Size (Pagelets) 256
Free Space (Kb) 111.18 Space in Use (Kb) 16.81
Largest Var Block (Kb) 109.69 Smallest Var Block (bytes) 8
Number of Free Blocks 10 Free Blocks LEQU 64 Bytes 4

There is 1 process in this job: 1 4

CLEAVER (*)

例を確認するときは，次のことに注意してください。

1 現在の日時

SHOW PROCESS/ALLコマンドを実行した日時。

2 ユーザ名

プロセスに関連するアカウントに割り当てられたユーザ名。

3 プロセス識別番号 (PID)

システムによってプロセスに割り当てられた固有の番号。 SHOW PROCESSコ
マンドは， PIDを 16進数で表示する。

4 プロセス名

プロセスに割り当てられた名前。プロセス名は一意であるため，あるアカウント
でログインした最初のプロセスにはユーザ名が割り当てられ，同じアカウントで
ログインしたそれ以降のプロセスにはターミナル名が割り当てられる。プロセス
名は，DCLの SET PROCESS/NAMEコマンドで変更できる。

5 ユーザ識別コード( UIC )

プロセスに関連するアカウントに割り当てられたグループとメンバの番号または
文字 (たとえば，[PERSONNEL,RODGERS] )。UICにより，ユーザが属するグ
ループが分かる。同じグループに属するユーザ同士は，他のグループのユーザと
の間より自由にファイルやシステム資源を共用できる。

6 優先順位

プロセスの現在の優先順位。

7 省略時のファイル指定

現在のデバイスとディレクトリ。現在の省略時の値は，DCLの SET DEFAULT
コマンドによって変更することができる。

8 プロセス・クォータ

プロセスに関連するクォータ (上限)。クォータは， SHOW PROCESSコマンド
に/QUOTASまたは/ALL修飾子を付けて実行することにより確認することができ
る。
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9 会計情報

プロセスのメモリの使用状況と CPU時間に関する情報。この情報は，時々刻々と
更新されており， SHOW PROCESSコマンドに/ACCOUNTINGまたは/ALL修
飾子を付けて実行することにより，最新の情報を得ることができる。

1 0 プロセス特権

プロセスに付与された特権。特権は，特定のシステム・アクティビティを特定の
ユーザしか実行できないように制限する。特権は， SHOW PROCESSコマンド
に/PRIVILEGESまたは/ALL修飾子を付けて実行することにより確認することが
できる。

1 1 プロセス・ライト

アクセス制御リスト (ACL)保護と一緒に使用されるシステムが定義する識別子。
識別子は， ACLの中でユーザを指定する手段である。 ACLは，ファイル，デバ
イス，メールボックスなどのオブジェクトのユーザに許容または拒否されるアク
セスの種類を定義するセキュリティ・ツール。

1 2 プロセスの動的メモリ空間

プロセスの現在の動的メモリの使用状況。動的メモリは，イメージが実行される
ときにシステムによってそのイメージに割り当てられる。プロセスがそのメモリ
を必要としなくなった場合には，システムはそれを別のプロセスに割り当てる。
この情報は， SHOW PROCESSコマンドに/MEMORYまたは/ALL修飾子を付け
て実行することにより得られる。

1 3 階層構造の中のプロセス

親プロセスに属するサブプロセスのリスト。現在のプロセスはその末尾にア
スタリスク( * )が付けられる。このリストは， SHOW PROCESSコマンド
に/SUBPROCESSESまたは/ALL修飾子を付けて実行することにより得られる。

16.2 独立プロセスの使用

独立プロセスは，親プロセスの種類にしたがって，会話型または非会話型のいずれ
かになります。DCLの RUNコマンドまたは Create Processシステム・サービス
($CREPRC)にユーザが指定する引数に応じて，ユーザまたはOpenVMSオペレーテ
ィング・システムがログインを行います。 RUNも$CREPRCも SYS$SYSTEMで
LOGINOUT.EXEイメージを実行します。

16.3 サブプロセスの使用

SPAWNコマンドを使用すると，現在のプロセスのサブプロセスを作成できます。こ
のサブプロセスの中で，ユーザはシステムと会話して，サブプロセスからログアウト
して親プロセスに戻ったり，親プロセスとサブプロセスを切り替えたりできます。一
度に 1つのプロセスしか実行できません。
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システム上のそれぞれのユーザは，ジョブ階層構造によって表現されます。ジョブ階
層構造とは，メイン・プロセスを頂点とし，それに属するすべてのプロセスとサブプ
ロセスからなる階層をいいます。サブプロセスは親プロセスに従属し，親プロセスが
終了すると削除されます。省略時の設定では，サブプロセスは，親プロセスの名前の
後にアンダスコアと固有の番号を付けた名前を持ちます。たとえば，親プロセス名が
DOUGLASSの場合，サブプロセスにはDOUGLASS_1，DOUGLASS_2というよ
うな名前が付けられます。

16.3.1 Spawnタスクによるサブプロセスの使用

タスクに割り込み， 2番目のタスクを実行してから，元のタスクに戻るには， Ctrl/Y
を使用してタスクに割り込んだ後， 2番目のタスクを実行するサブプロセスを生成
し，そのサブプロセスを終了してから， CONTINUEコマンドを入力して元のタス
クに戻ります。省略時の設定では，ユーザがサブプロセスを作成すると，親プロセス
はハイバネート状態になり，サブプロセスの中でDCLレベルでユーザに制御が渡さ
れます。省略時のディレクトリは親プロセスの現在のディレクトリです。たとえば，
Ctrl/Yを押して EVE編集セッションに割り込んだ場合には， CONTINUEコマンド
を入力してから Ctrl/Wを押して画面を再表示します。

16.3.2 サブプロセスの使用による複数のタスクの実行

最初のタスクの実行を続けながら， 2番目のタスクを実行するには， SPAWN
/NOWAITコマンドでサブプロセスを作成します。 SPAWN/NOWAITは，非会話型
のバッチに似たサブプロセスを生成し，入力を必要としないコマンドを実行するとき
にだけ使用します。

親プロセスとサブプロセスの両方が同時に実行されるため，双方がターミナルを制御
しようとします。混乱が生じるのを避けるため，次の修飾子やパラメータも指定して
ください。

• /OUTPUT修飾子

サブプロセスが，ターミナルではなく，指定されたファイルに出力を書き込むよ
うに指定する。

• SPAWNコマンド・パラメータまたは/INPUT修飾子

サブプロセスが，ターミナルから入力を読み込むのではなく，指定されたコマン
ドを実行するように指定する。

SPAWNコマンドの/INPUT修飾子を指定すると，サブプロセスは非会話型のプロセ
スとして生成され，重大エラーまたはファイルの終端を検出すると終了します。DCL
レベルでは， Ctrl/Zがファイルの終端標識として扱われます。
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16.3.3 サブプロセスの作成

ユーザが作成するそれぞれのプロセスは一意であるため，通常は，あるプロセスで実
行されたコマンドが他のプロセスに影響することはありません。ただし，ターミナル
の制御はプロセス間で受け渡されるため，ターミナル属性に影響するコマンド (たと
えば， SET TERMINAL)は，そのターミナルを制御するすべてのプロセスに影響を
及ぼします。たとえば， 1つのプロセスがエコー表示を禁止し，それを復元せずに終
了した場合には，次にターミナルを制御するプロセスでもエコー表示は禁止されたま
まになります。変更したターミナル属性は， SET TERMINALコマンドによって再
設定します。

次の例では，ユーザは， Ctrl/Yを押してコマンド・イメージ (TYPEコマンド)に割
り込んでサブプロセスを生成し，そのサブプロセスを終了してから元のプロセスに戻
ります。

$ TYPE MICE.TXT
Once the weather turns cold, mice may find a crack in the
foundation and enter your house. They are looking for food and
shelter from the harsh weather ahead.

.

.

.
Ctrl/Y

$ SPAWN
%DCL-S-SPAWNED, process DOUGLASS_1 spawned
%DCL-S-ATTACHED, terminal now attached to process DOUGLASS_1
$ MAIL
MAIL>

.

.

.
MAIL> EXIT
$ LOGOUT
Process DOUGLASS_1 logged out at 31-DEC-1999 12:42:12.46

%DCL-S-RETURNED, control returned to process DOUGLASS
$ CONTINUE
Once inside, they may gnaw through electrical wires and raid
your food. Because mice reproduce so quickly, what started
as one or two mice can quickly become an invasion. If you seal
the cracks and holes on the exterior of your foundation, you can
prevent these rodents from ever getting in.

16.3.4 サブプロセスの終了

SPAWNコマンドによって作成されたサブプロセスを終了するには，次のいずれかの
コマンドを使用します。

• LOGOUT

LOGOUTコマンドでサブプロセスを終了すると，そのサブプロセスは (それが作
成した他のサブプロセスとともに)削除され，親プロセスに戻る。
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• ATTACH

ATTACHコマンドでサブプロセスを終了すると，そのサブプロセスはハイバネー
ト状態になり，ターミナルの制御は指定されたプロセスに渡される。 ATTACH
コマンドのパラメータとしてプロセス名を指定するか， ATTACHコマンド
の/IDENTIFIER修飾子の値としてプロセス識別番号 (PID)を指定しなければなら
ない。

次の例は，DOUGLASS_1サブプロセスを終了して，DOUGLASSプロセスに接続
する方法を示しています。

$ ATTACH DOUGLASS

%DCL-S-RETURNED, control returned to process DOUGLASS

$ SHOW PROCESS

11-DEC-2002 10:34:58.50 User: DOUGLASS Process ID: 2061C478
Node: ALPHAI Process name: "DOUGLASS"

Terminal: VTA2195: TNA2170: (Host: 16.32.123.45 Port: 6789)

User Identifier: [DOC,DOUGLASS]
Base priority: 4
Default file spec: DISK1:[DOUGLASS]
Number of Kthreads: 1

Devices allocated: ALPHAI$VTA2195:

Soft CPU Affinity: off

16.3.5 サブプロセス・コンテキスト

サブプロセス・コンテキストは，サブプロセスが親プロセスから受け継ぐ環境です。
省略時の設定では，サブプロセスは，省略時の値，特権，シンボル，論理名，制御文
字，メッセージ形式，チェック状態，キー定義を受け継ぎます。これらの項目が集ま
ってサブプロセスの環境が形成されます。

次の項目は，親プロセスからは受け継がれません。

• プロセス識別番号 (PID)

システムは，作成したそれぞれのプロセスに固有の PIDを割り当てる。

• プロセス名

省略時の設定では，サブプロセス名は，親プロセスの名前の後にアンダスコ
アと整数を付けたもの。別のプロセス名を指定するには， SPAWNコマンド
に/PROCESS修飾子を使用する。プロセス名は一意でなければならない。

• 作成したコマンド

SET COMMANDコマンドを使用して親プロセスで定義したコマンドは，サブプ
ロセスにコピーされない。作成されたコマンドをサブプロセスで使用するには，
SET COMMANDを使用してサブプロセスに対してそのコマンドを作成しなけれ
ばならない。
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• 特権を付与する特権

サブプロセスを生成する場合，プロセス・コンテキストには，親プロセスの特権
は含まれるが，特権を付与するための特権は含まれない。たとえば，Mailでサブ
プロセスを生成して，特権付き操作を実行したい場合には，Mailを起動する前に
親プロセスで正しい特権を設定しておかなければならない。

サブプロセスが親プロセスのコンテキスト項目の一部を受け継がないようにするに
は，次の SPAWN修飾子を使用します。

SPAWNコマンド修飾子 禁止または変更される項目

/CARRIAGE_CONTROL, /PROMPT DCLプロンプト

/NOCLI CLI (コマンド言語インタプリタ。省略時の
設定では DCL。)

/NOKEYPAD キーパッド定義

/NOLOGICAL_NAMES 論理名

/NOSYMBOL シンボル

/SYMBOL修飾子と/LOGICAL_NAMES修飾子は，システムが定義するシンボル
($SEVERITYや$STATUSなど)やシステムが定義する論理名 (SYS$COMMANDや
SYS$OUTPUTなど)には影響を及ぼしません。

論理名やシンボルをサブプロセスにコピーすると，時間 (数秒)がかかるため，サ
ブプロセスの中で論理名やシンボルを使用する予定がなければ， SPAWNコマンド
に/NOLOGICAL_NAMESと/NOSYMBOL修飾子を使用するとよいでしょう。サブ
プロセスを頻繁に使用する場合には， ATTACHコマンドを使用すると，最も効率良
くサブプロセスで作業を開始したり終了したりできます。この方法を使用すると，シ
ステムが新しいサブプロセスを作成するのを待つことなく，親プロセスとサブプロセ
スとの間で制御を迅速に切り換えることができます。

16.4 仮想ターミナルでの切断されたプロセスの接続

仮想ターミナルが使用可能な状態にあるときに，モデム回線の接続が断たれた場合，
プロセスは切断された仮想ターミナル・プロセスとしてシステム上にアクティブ状態
のまま存在し続けます。ユーザは，システム管理者によって指定された時間 (省略時
の値は 900秒，すなわち 15分)内にプロセスに再接続しなければなりません。この時
間内にプロセスに再接続しないと，プロセスは削除されます。

注意

UIC (利用者識別コード)の一致する仮想ターミナル・プロセスにしか接続で
きません。
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16.4.1 ターミナルの切断

ターミナルが切断されるのは次のような状況の場合です。

• ホストとターミナル間でモデム・シグナルを消失した。

• TT2$M_SECURE属性を設定した状態でターミナル上で BREAKキーを押した。

• DCLのDISCONNECTコマンドを入力した。

• DCLの CONNECT/CONTINUEコマンドを入力した。

プロセスが切断されている場合，古いプロセスに再接続して，切断される前の状態に
戻ることもできます。ログインすると，次のようなプロンプトが出されます。

You have the following disconnected process:
Terminal Process name Image name
VTA52: RWOODS (none)
Connect to above listed process [YES]:

プロンプトに対して Returnキーを押すか， Yesと入力すると，DCLの CONNECT
/CONTINUEコマンドが自動実行されたかのように現在のプロセスからログアウトで
きます。Noと入力するか，応答が遅れると (応答時間が時間切れになると)，新しい
プロセスにログインしたままになります。以後，古いプロセスに接続することはでき
ません。

複数の切断されたセッションがある場合には，再接続したい仮想ターミナルの名前を
求めるプロンプトが出されます。表示されたセッションのどれにも接続したくない場
合には，Noと入力します。

16.4.2 切断されたプロセスの削除

一定の間隔が経過した後，システムは切断されたプロセスを自動的に削除します。し
かし，次に示すように，切断されたプロセスから直接ログアウトすれば，システム資
源を節約できます。

手順 操作

1 他に切断されたジョブがあるかどうかを判断するには， DCLの SHOW USERSコマ
ンドを入力する。

2 DCLの CONNECT/LOGOUTコマンドを入力して，現在のプロセスからログアウトす
る。存在する最後のプロセスに到達するまで，関連する各仮想ターミナル (先頭に VTA
がついたターミナル)に接続する。

3 DCLの LOGOUTコマンドを入力する。

16.4.3 切断されたプロセスの管理

仮想ターミナルを使用すると，一度に複数の切断されたプロセスを管理することがで
きます。ただし，仮想ターミナルにログインしているときは，物理ターミナルが切断
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されていることに注意してください。現在の仮想ターミナル・プロセスに関連する物
理ターミナル以外のデバイスに入出力要求を向けると，待ち状態になります。待ち状
態のプロセスは，時間切れになると終了します。ただし，入出力要求を受けるはずの
物理ターミナルに再接続すれば，待ち状態に入ったポイントからプロセスの実行が継
続されます。それぞれのプロセスにそのコンテキストに関連する名前を付けておく
と，プロセスの再接続が簡単になります。

たとえば， SMITHというユーザがファイルを編集するプロセスを実行する場合，
SET PROCESS/NAMEコマンドを使用して，プロセスを SMITH_EDITと命名でき
ます。こうすれば， SMITHは，編集を続けるためにどのプロセスに接続すればよい
のかが簡単に分かります。

システム管理者は，システム全般でまたはターミナル単位で仮想ターミナルの使用を
制限できます。

16.5 バッチ・ジョブ

バッチ・ジョブは，非会話型のプロセスです。バッチ・ジョブは固有のプロセスで実
行されるため，同時に異なる処理を行う 2つ以上のプロセスを指定することができま
す。たとえば，以下のようなことができます。

• ユーザがタスクを会話形式で実行しているときに，システムはプログラムやコマ
ンド・プロシージャをバッチ・モードで実行することができる。

• 実行時間の長いコマンド・プロシージャを実行することができる。

• コマンド・プロシージャやプログラムを数時間後に実行することができる。

• 特定のプログラムを優先順位を下げて実行したりするときに，バッチ・ジョブを
使用することができる。

16.5.1 バッチ・ジョブの登録

ユーザがバッチ・ジョブをキューに登録すると，使用中のアカウント属性とプロセス
の属性を持つ独立プロセスが作成されます。システムはそのプロセスからジョブを実
行して，ジョブが完了するとプロセスを削除します。また，システム・ログイン・コ
マンド・プロシージャ (SYLOGIN.COM)とパーソナル・ログイン・コマンド・プロ
シージャ (LOGIN.COM)を実行してから，バッチ・ジョブの中のコマンド・プロシー
ジャを実行します。これらのプロシージャを実行すると，出力がログ・ファイルに書
き込まれます。バッチ・ジョブが完了すれば，ログ・ファイルを印刷したり，ディレ
クトリの 1つにセーブしたりできます。

バッチ・モードでジョブを実行するには，DCLの SUBMITコマンドを入力してジョ
ブをバッチ・キュー (実行を待っているバッチ・ジョブのリスト)に登録します。キュ
ーに登録されたジョブは，省略時のバッチ・キューである SYS$BATCHに渡され，
実行を待っているジョブのキューの終わりに追加されます。先に登録されていたジョ
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ブが完了してから，新たに登録されたジョブが実行されます。OpenVMSシステムで
は，同時に実行できるバッチ・ジョブ数は，システム管理者がバッチ・キューを作成
するときに指定します。省略時の設定では， SUBMITコマンドはファイル・タイプ
に.COMを使用します。

たとえば，次のコマンドは， JOB1.COMを SYS$BATCHに登録します。

$ SUBMIT JOB1
Job JOB1 (queue SYS$BATCH, entry 651, started on SYS$BATCH)

システムは，ジョブの名前，ジョブが登録されているキュー，ジョブに割り当てられ
たエントリ番号を表示します。ジョブがバッチ・キューに登録されると，DCLプロ
ンプトが出されます。DCLコマンド (たとえば，DELETE/ENTRY)の中でバッチ・
ジョブを参照しなければならない場合には，ジョブ・エントリ番号を使用して参照し
ます (ジョブ・エントリ番号は， SHOW ENTRYコマンドによって得られます)。複
数のプロシージャを 1つのバッチ・ジョブに登録した場合，エラーまたは回復不可能
な (重大)エラー状態が生じていずれかのプロシージャが終了するとバッチ・ジョブも
終了します。

バッチ・ジョブは，ユーザがバッチ・キューに登録したときにすぐ実行を開始する必
要はありません。バッチ・ジョブの実行を開始する時刻を指定するには， SUBMIT
/AFTERコマンドを入力します。次の例では，ジョブは午後 11時 30分以降にキュー
に登録されます。

$ SUBMIT/AFTER=23:30 JOB1.COM

コマンド・プロシージャをキューに登録してバッチ実行を行う場合には，システム
は，バージョン番号を含む，コマンド・プロシージャの完全なファイル指定をセーブ
します。コマンド・プロシージャをキューに登録した後でコマンド・プロシージャを
更新すると，バッチ・ジョブは，新しいバージョンではなく，キューに登録したコマ
ンド・プロシージャのバージョンを実行します。

ログイン時の省略時の値は，通常，コマンド・プロシージャに示されたファイルにア
クセスするのに必要な省略時の値ではないため，次のいずれかの方法を使用して，正
しいファイルにアクセスするようにします。

• 完全ファイル指定を使用する。

コマンド・プロシージャの中のファイルを参照したり，ファイルをコマンド・プ
ロシージャに渡す場合には，ファイル指定の一部としてデバイス名とディレクト
リ名を指定する。

• SET DEFAULTコマンドを使用する。

コマンド・プロシージャの中のファイルを参照する前に，コマンド・プロシージ
ャの始めに SET DEFAULTコマンドを使用して，正しいデバイスとディレクトリ
を指定する。
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バッチ・ジョブを実行すると，出力をログ・ファイルに書き込みます。省略時の設定
では，ログ・ファイルはキューに登録するコマンド・プロシージャと同じ名前を持
ち，ファイル・タイプは.LOGになります。ジョブが完了すると，システムはログ・
ファイルを印刷し，ディレクトリから削除します。ログ・ファイルのセーブについて
は，第 16.5.3項を参照してください。

ログイン・コマンド・プロシージャ内部のバッチ・ジョブのチェック
バッチ・ジョブをキューに登録するたびに，システムは，パーソナル・ログイン・
コマンド・プロシージャを実行します。 F$MODE( )レキシカル関数を使用してバッ
チ・ジョブをテストすれば，バッチ・ジョブを実行するときにログイン・コマンド・
プロシージャの一部を指定したり省略したりできます。

たとえば，バッチ・ジョブ専用のコマンド，論理名，シンボルを含むログイン・コマ
ンド・プロシージャの中のセクションがあるとします。この場合，このセクションに
BATCH_COMMANDSのラベルを付けてから，ログイン・コマンド・プロシージャ
の始めに次のコマンドを指定します。

IF F$MODE() .EQS. "BATCH" THEN GOTO BATCH_COMMANDS
.
.
.

ユーザがバッチ・ジョブをキューに登録したときに，システムがログイン・コマン
ド・プロシージャの中のコマンドを実行しないようにするには，プロシージャの始め
に次のコマンドを指定します。

IF F$MODE() .NES. "INTERACTIVE" THEN EXIT

このコマンドは，ログイン・コマンド・プロシージャのどこにでも指定できます。ユ
ーザがバッチ・ジョブをキューに登録すると，システムは，前のコマンドが置かれた
ポイントまでログイン・コマンド・プロシージャを実行します。

複数のコマンド・プロシージャの登録
SUBMITコマンドを入力する場合， 1つのジョブの中で複数のコマンド・プロシー
ジャを実行するように指定できます。/NAME修飾子で名前を指定する場合を除い
て， SUBMITコマンドは最初のコマンド・プロシージャの名前をジョブ名として使
用します。エラーによってジョブの中のいずれかのコマンド・プロシージャが終了す
ると，ジョブ全体が終了します。

バッチ・ジョブを実行する場合，最初のプロシージャ (UPDATE.COM)の操作コン
テキストは 2番目のプロシージャ (SORT.COM)には残されません。すなわち，シス
テムは，UPDATE.COMによって作成されたローカル・シンボルを削除してから，
SORT.COMを実行します。ただし，グローバル・シンボルは残されます。
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1つのジョブの中では，それぞれのコマンド・プロシージャに別々のパラメータを指
定することはできません。

次の例では， SUBMITコマンドはバッチ・ジョブを作成します。このバッチ・ジョ
ブは，UPDATE.COMを実行した後， SORT.COMを実行します。

$ SUBMIT UPDATE,SORT
Job UPDATE (queue SYS$BATCH, entry 207) started on SYS$BATCH

次の例は，同じ 2つのパラメータをUPDATE.COMと SORT.COMに渡します。

$ SUBMIT UPDATE, SORT/PARAMETERS = -
_$ (DISK1:[ACCOUNT.BILLS]DATA.DAT, DISK2:[ACCOUNT]NAME.DAT)
$ Job UPDATE (queue SYS$BATCH, ENTRY 208) started on SYS$BATCH

16.5.2 バッチ・ジョブへのデータの受け渡し

バッチ・ジョブの省略時の入力ストリーム (SYS$INPUT)は，実行中のコマンド・プ
ロシージャです。独立プロセスがバッチ・ジョブを実行しているため， (会話形式で
実行するコマンド・プロシージャの場合のように) SYS$INPUTをターミナルに再定
義することはできません。バッチ・ジョブに入力を渡すには，次のいずれかの方法を
使用します。

• コマンド・プロシージャ自体にデータを指定する。

コマンド・プロシージャにデータを指定するには，コマンドまたはイメージの後
の行にデータを置きます。

• SYS$INPUTを一時的にファイルとして定義する。

SYS$INPUTを一時的にファイルとして定義するには，DEFINE/USER_MODE
コマンドを使用します。

• コマンド・プロシージャをキューに登録して実行するときに，コマンド・プロシ
ージャにパラメータを渡す。

コマンド・プロシージャにパラメータを渡すには，バッチ・ジョブをキューに登
録するときに/PARAMETERS修飾子を使用します。

1つのジョブの中ではそれぞれのコマンド・プロシージャに別々のパラメータは指定
できません。別々のパラメータを渡す必要がある場合には，それぞれのコマンド・プ
ロシージャに対して SUBMITコマンドを使用します。

次の例では，データ行がイメージ AVERAGE.EXEに渡されます。
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$! Execute AVERAGE.EXE
$ RUN AVERAGE
647
899
532
401
$ EXIT

次の例では， SYS$INPUTはファイルとして一時的に定義されます。

$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT STATS.DAT
$ RUN AVERAGE
$ EXIT

次の例では，ファイル EMPLOYEES.DATのパラメータがコマンド・プロシージャ
CHECKS.DATに渡されます。

$ SUBMIT/PARAMETERS=(DISK1:[PAYROLL]EMPLOYEES.DAT) CHECKS
Job CHECKS (queue SYS$BATCH, entry 209) started on SYS$BATCH

注意

SHOW QUEUE/FULLコマンドは，バッチ・キューの中のジョブについての
完全な情報を表示します。この中には，プロシージャに渡すパラメータも含
まれるため，バッチ・ジョブにはパスワードなどの機密情報は渡さないでく
ださい。

16.5.3 バッチ・ジョブ出力の制御

省略時の設定では，ログ・ファイルはバッチ・ジョブの中の最初のコマンド・プロシ
ージャと同じ名前を持ち，ファイル・タイプは.LOGになります。システムは，バッ
チ・ジョブからの出力を 1分おきにログ・ファイルに書き込みます。これとは異なる
時間間隔を指定するには，コマンド・プロシージャに SET OUTPUT_RATEコマン
ドを指定します。

システムがログ・ファイルに書き込みを行っているときに， EDTエディタを使用し
てログ・ファイルを読み込もうとすると，ファイルが別のユーザによってロックされ
ていることを示すメッセージが出されます。この場合は，数秒待ってから，もう一度
読み込んでください。ただし， EVEエディタを使用すると，同じ状況でもバッチ・
ジョブのログ・ファイルを読み込めます。 EDIT/TPU/READ_ONLYとログ・ファイ
ルの名前を指定すれば， EVEコマンドを使用してログ・ファイルの中を参照でき，
ファイルを変更しても，その内容はセーブされません。/READ_ONLY修飾子を指定
せずに，何らかの方法でログ・ファイルを変更すると，バッチ・ジョブは終了しま
す。
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バッチ・ジョブはユーザのユーザ名でログインし，そのユーザのパーソナル・ログイ
ン・コマンド・プロシージャを実行するプロセスなので，バッチ・ジョブからの出力
にはパーソナル・ログイン・コマンド・プロシージャの内容も含まれます。バッチ・
ジョブからの出力には，バッチ・ジョブ・ログ・ファイルに書き込まれたすべての情
報 (コマンド・プロシージャ出力，エラー・メッセージなど)と完全なログアウト・メ
ッセージも含まれています。パーソナル・ログイン・コマンド・プロシージャがバッ
チ・ログ・ファイルに書き込まれないようにするには，パーソナル・ログイン・コマ
ンド・プロシージャの始めに次のコマンドを追加します。

$ IF F$MODE() .EQS. "BATCH" THEN SET NOVERIFY

省略時の設定では，ログ・ファイル名は，ジョブをキューに登録したときの名前に
なります。また，省略時の設定では，ログ・ファイルは，ファイル・タイプ.LOGを
持ち，ログイン時の省略時の値によって指定されたデバイスとディレクトリを想定
します。ジョブをキューに登録するときに別のログ・ファイル名を指定するには，
SUBMITコマンドに/LOG_NAME修飾子を使用します。

バッチ・ジョブ・ログ・ファイルには， SYS$OUTPUTと SYS$ERRORへのすべて
の出力が収められます。また，省略時の設定では，コマンド・プロシージャで実行さ
れるすべてのコマンド行も収められます。コマンド行が印刷されないようにするに
は，コマンド・プロシージャの中で SET NOVERIFYコマンドまたは F$VERIFYレ
キシカル関数のいずれかを使用します。ジョブが完了すると，システムは (長いシス
テム・ログアウト・メッセージ形式を使用して)ジョブ終了情報をログ・ファイルに
書き込みます。

SET VERIFYコマンドが有効な場合には， SET PREFIXコマンドを使用してそれぞ
れのコマンド行を時刻印字すれば，それぞれのコマンド行が実行される正確な時間を
知ることもできます。

バッチ・ジョブを正しく実行できない場合には，ログ・ファイルを調べて，コマン
ド・プロシージャに障害が生じたポイントと障害を引き起こしたエラー状態を判別し
ます。

ログ・ファイルのセーブ
ログ・ファイルをセーブするには，/KEEPまたは/NOPRINTER修飾子を使用しま
す。/KEEP修飾子は印刷後にログ・ファイルをセーブし，/NOPRINTER修飾子はロ
グ・ファイルを印刷せずにセーブします。いずれの修飾子も指定しないと，省略時の
アクションがとられて，ログ・ファイルは省略時の印刷キューである SYS$PRINTに
登録され，印刷後は削除されます。/KEEP修飾子と/NORPINTER修飾子は，ログ・
ファイルを省略時のログイン・ディレクトリにセーブします。ログ・ファイルはバッ
チ・ジョブの中の最初のコマンド・プロシージャと同じ名前を持ち，ファイル・タ
イプは.LOGです。別のファイル名やディレクトリ名，またはその両方を指定するに
は，/LOG_FILE修飾子を使用します。ログ・ファイルのファイル指定を変更してセ
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ーブするには，/LOG_FILEに加えて，/KEEPまたは/NOPRINTERのいずれかを指
定しなければなりません。

次の例では，ログ・ファイルがDISK2:[JONES.RESULTS]UPDATE.LOGという名
前のファイルにセーブされます。

$ SUBMIT/LOG_FILE=DISK2:[JONES.RESULTS]/NOPRINTER -
_$ DISK2:[JONES.RESULTS]UPDATE

ログ・ファイルの読み込み
TYPEコマンドを使用すると，ログ・ファイルを読み込んでバッチ・ジョブがどの程
度完了したかを判別できます。ただし，システムがログ・ファイルに書き込みを行っ
ているときにログ・ファイルを表示しようとすると，ファイルが別のユーザによって
ロックされていることを示すメッセージが出されます。この場合には，数秒待ってか
ら，もう一度試してください。

バッチ・ジョブ・ログにすべてのコマンド出力を指定する
通常，プログラムをコンパイルしたりリンクしたり実行したりするバッチ・ジョブ・
コマンド・プロシージャは，コンパイラ・リストやリンカ・マップなどの印刷済みの
出力を生成します。このようなファイルの印刷済みコピーを生成するには，バッチ・
ジョブ・コマンド・プロシージャにファイルを印刷するのに必要な PRINTコマンド
を指定します。

バッチ・ジョブ・ログに，コンパイラまたはリンカ出力ファイルの印刷済みリストを
含む，コマンド・プロシージャからのすべての出力を収めたい場合には，次のいずれ
かを実行します。

• コマンド・プロシージャの中で PRINTコマンドの代わりに TYPEコマンドを使
用する。 TYPEコマンドは SYS$OUTPUTに書き込みを行う。バッチ・ジョブで
は， SYS$OUTPUTはバッチ・ジョブ・ログ・ファイルに等しく定義される。

• 修飾子または該当するコマンドを使用して，出力を SYS$OUTPUTに向ける。

この方法を使用する場合，ログ・ファイルをセーブしない限り，出力ファイルは
ディスクにセーブされないことに注意してください。

このコマンド・プロシージャの処理が終了すると，バッチ・ジョブ・ログ，コンパイ
ラ・リスト，リンカ・マップの 3つの出力リストが生成されます。

$ FORTRAN/LIST BIGCOMP
$ PRINT BIGCOMP.LIS
$ LINK/MAP/FULL BIGCOMP
$ PRINT BIGCOMP.MAP
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次の例では，修飾子を使用して，出力を SYS$OUTPUTに送信する方法を示していま
す。

$ FORTRAN/LIST=SYS$OUTPUT BIGCOMP
$ LINK/MAP=SYS$OUTPUT/FULL BIGCOMP

バッチ・ジョブの中でこれらのコマンドが実行されると，コンパイラとリンカからの
出力ファイルは直接ログ・ファイルに書き込まれます。

16.5.4 バッチ・ジョブ属性の変更

ジョブをキューに登録しても，ジョブの実行開始前であれば， SET ENTRYまたは
SETQUEUE/ENTRYコマンドと一緒に適切な修飾子を使用すれば，ジョブに関連す
る属性を変更できます。

次の例では，バッチ・ジョブをバッチ・キューに保留した状態で，バッチ・ジョブの
名前を変更するために使用できる 2種類の方法を示しています。

$ SET QUEUE/ENTRY=209/NAME=NEW_NAME SYS$BATCH

$ SET ENTRY 209 /NAME=NEW_NAME

どちらのコマンドも，ジョブ番号 209の名前をNEW_NAMEに変更します。

SET ENTRYまたは SET QUEUE/ENTRYコマンドで変更できる内容の一部を次に
示します。修飾子の完全なリストは，『OpenVMS DCLディクショナリ』を参照し
てください。 SUBMITコマンドで指定できるほとんどの修飾子が SET ENTRYと
SET QUEUE/ENTRYコマンドでも使用できます。

次のような変更を加えることができます。

• ジョブの実行開始を遅らせる。

ジョブを実行できるようになる時間を指定するには/AFTER修飾子を，明示的に
解放するまでジョブを保留するには/HOLD修飾子を使用する。

• ジョブを解放する。

/HOLDまたは/AFTER修飾子でキューに登録されたジョブを解放するには，
/NOHOLDまたは/RELEASE修飾子を使用する。

• ジョブを別のキューへ移動する。

ジョブを実行するキューを変更するには，/REQUEUE修飾子を使用する。

• 実行属性を変更する。

ワーキング・セットの省略時の値，ワーキング・セットの超過値，ワーキング・
セットのサイズ，ジョブ・スケジューリング優先順位， CPU時間制限などの実行
属性を変更する。

• ジョブに渡すパラメータを変更する。
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パラメータを変更するには，/PARAMETERS修飾子を使用する。

16.5.5 SUBMITコマンド修飾子

バッチ・ジョブの特性を制御するために SUBMITコマンドに対して指定できる修飾
子は次のとおりです。省略時のワーキング・セット，ワーキング・セットの超過値，
ワーキング・セット・サイズ，ジョブ・スケジューリング優先順位， CPU時間制限
など，実行属性も指定できます。

/AFTER

バッチ・ジョブを実行できるようになる時間を指定する。ジョブは，指定された
時間になるまでバッチ・キューに留まる。ユーザがジョブを明示的に解放するま
でキューの中に保留するには，/HOLD修飾子を使用する。保留されているジョブ
を解放するには， SET ENTRY/RELEASEコマンドを使用する。
/NAME

バッチ・ジョブの名前を指定する。これを指定しないと，ジョブ名の省略時の値
は，ジョブの中の最初の (または唯一の)コマンド・プロシージャのファイル名に
なる。
/NOTE

SHOW QUEUE/FULLコマンドを実行した結果に表示されるメッセージ文字列を
指定する。ジョブについての情報をオペレータやシステム管理者に伝達できるよ
うになる。
/NOTIFY

ジョブの完了を通知するように要求する。バッチ・ジョブの実行が終了すると，
システムはメッセージをターミナルに送信する。
/PARAMETERS

パラメータをバッチ・ジョブに渡す。
/NOPRINTERまたは/KEEP

バッチ・ジョブ・ログ・ファイルをセーブする。
/QUEUE

バッチ・ジョブを SYS$BATCH以外のキューに送信する。リモート・ノードにあ
るコマンド・プロシージャを実行するには，/REMOTE修飾子を使用する。この
とき，ジョブはリモート・ノードの SYS$BATCHに送信される。
/RESTART

ジョブの実行中にシステムに障害が生じた場合に，ユーザがジョブを再開できる
ようにする。
/RETAIN

バッチ・ジョブが完了してもバッチ・ジョブをキューの中に残す。ジョブの完了
状態を調べるには， SHOW QUEUEまたは SHOW ENTRYコマンドを使用す
る。
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16.5.6 バッチ・キューの中のジョブの表示

ジョブがバッチ・ジョブ・キューに登録されていれば， SHOW ENTRYコマンドま
たは SHOW QUEUEコマンドを使用してジョブの状態を監視できます。キューの中
にジョブが存在しない場合には，次のメッセージが表示されます。

$ SHOW QUEUE BOSTON_BATCH
Batch queue BOSTON_BATCH, on BOSTON::

ジョブに関する完全な情報を表示するには， SHOW ENTRYまたは SHOW QUEUE
コマンドに/FULL修飾子を指定します。キューの中の他のジョブの状態を表示するに
は， SHOW QUEUE/ALLコマンドを使用します。

次の例では，エントリ番号 999が表示されます。

$ SUBMIT EXCHAN.DAT
Job EXCHAN (queue SYS$BATCH entry 999) started on SYS$BATCH
$ SHOW ENTRY 999

Entry Jobname Username Blocks Status
----- ------- -------- ------ ------
999 EXCHAN BLASS 3 Executing

On batch queue SYS$BATCH

$ SUBMIT/NOPRINTER/PARAMETER=STATS.DAT UPDATE
Job UPDATE (queue SYS$BATCH entry 1080) started on BOSTON_BATCH
$ SHOW QUEUE BOSTON_BATCH
Batch queue BOSTON_BATCH on BOSTON::

Entry Jobname Username Blocks Status
----- ------- -------- ------ ------
1080 UPDATE ODONNELL 36 Executing

次の例では，/FULL修飾子が指定されているため， BOSTON_BATCHに関する統計
情報と，ジョブ番号 999に関連する属性が表示されます。

$ SHOW ENTRY/FULL 999

Entry Jobname Username Blocks Status
----- ------- -------- ------ ------
999 EXCHAN BLASS 3 Executing

On batch queue BOSTON_BATCH
Submitted 11-DEC-1999 13:12 /PRIORITY=100
WRKD:[BLASS]EXCHAN.DAT;3

$ SHOW QUEUE/FULL BOSTON_BATCH
Batch queue BOSTON_BATCH, on BOSTON::

/BASE_PRIORITY=3 /JOB_LIMIT=5 /OWNER=[EXEC] /PROTECTION=(S:E,O:D,G:R,W:W)

Entry Jobname Username Blocks Status
----- ------- -------- ------ ------
1080 UPDATE ODONNELL 36 Executing
Submitted 11-DEC-1999 10:46 /KEEP /PARAM=("STATS.DAT") /NOPRINTER /PRIO=4
_BOSTON$DQA2:[ODONNELL]TEMP.COM;1 (executing)
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次の例では， SHOW QUEUE/ALLコマンドを使用して， BOSTON_BATCHキュー
内のすべてのジョブを表示します。

$ SHOW QUEUE/ALL BOSTON_BATCH
Batch queue BOSTON_BATCH on BOSTON::

Entry Jobname Username Status
----- ------- -------- ------

923 no privilege Executing
939 no privilege Holding until 11-DEC-1999 19:00

1080 UPDATE ODONNELL Executing

特権ユーザの場合を除いて，自分のアカウントでキューに登録されたジョブの情報し
か表示されないことに注意してください。

16.5.7 バッチ・ジョブの削除と終了

バッチ・ジョブは，実行前でも実行中でも削除できます。保留中またはすでにバッ
チ・キューで実行されている項目を削除するには，DELETE/ENTRYコマンドを使
用します。自分がキューに登録しなかったジョブを削除するには，特別な特権が必要
です。DELETE/ENTRYコマンドの結果としてジョブが終了した場合は，ログ・フ
ァイルは印刷されず，ディレクトリからも削除されません。

DELETE/ENTRYコマンドを使用してジョブを終了した場合は，オペレーティング・
システムの通常のジョブ終了アクティビティが先取りされるため，異常終了として扱
われます。この結果，バッチ・ジョブ・ログには，ジョブ時間と会計情報を要約した
標準ログアウト・メッセージは収められません。ただし，明示的に EXITコマンドま
たは STOPコマンドを出して終了した場合やこのいずれかのコマンドを (現在のON
状態の結果として)暗黙に実行して終了した場合には，正常終了とみなされます。正
常終了後，オペレーティング・システムは，正しいランダウンおよび会計情報プロシ
ージャを実行します。

次のコマンドは SYS$BATCHのなかでジョブ・エントリ 210を削除しています。

$ DELETE/ENTRY=210 SYS$BATCH

16.5.8 バッチ・ジョブの再開

バッチ・ジョブの実行中にシステムが異常終了した場合には，ジョブは完了しませ
ん。システムが回復してキューが再開されると，実行中のジョブは強制終了され，キ
ューの中の次のジョブが実行されます。ただし，バッチ・ジョブをキューに登録する
ときに/RESTART修飾子を指定しておけば，ジョブが終了する前にシステムがクラッ
シュしても，システムが復旧した後，そのジョブは再実行されます。

省略時の設定では，バッチ・ジョブは最初の行から再実行されます。コマンド・プロ
シージャにシンボルを追加すれば，別の場所から実行を再開できますが，これについ
ては第 13章と第 14章を参照してください。
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システム・クラッシュ後のジョブの再開に加えて，ジョブを明示的に終了した後でも
ジョブを再開できます。ジョブを終了した後，同じキューまたは別のキューでジョブ
を再開するには， STOP/QUEUE/REQUEUE/ENTRYコマンドを使用します。

この例に示したコマンドは， SYS$BATCHのジョブ 212を停止し， SYS$BATCHに
再登録します。

$ STOP/QUEUE/REQUEUE/ENTRY=212 SYS$BATCH

このコマンドを入力するには，ジョブ 212が SUBMITコマンドに/RESTART修飾子
を指定して登録されていなければなりません。バッチ・ジョブを 2度目に実行する場
合，システムは，グローバル・シンボル BATCH$RESTARTを使用してどこからジ
ョブの実行を開始するかを判別します。

16.5.9 バッチ・ジョブ実行の同期化

コマンド・プロシージャの中で SYNCHRONIZEコマンドとWAITコマンドを使用す
れば，プロシージャを待ち状態に置くことができます。 SYNNCHRONIZEコマンド
を指定すると，プロシージャは指定されたジョブが完了するのを待ちますが，WAIT
コマンドを指定すると，指定された時間が経過するのを待ちます。

SYNCHRONIZEコマンドでジョブ名を指定する場合は，同期化するジョブがユーザ
名と対応している必要があります。通常ジョブは，そのジョブをキューに登録するプ
ロセスのユーザ名と対応しています。異なるユーザ用のジョブを同期化するには，
SYNCHRONIZEコマンドに/ENTRY修飾子を付けて，ジョブ・エントリ番号を指定
しなければなりません。

たとえば， 2つのジョブを同時にキューに登録して共同作業を行う場合，一方のジョ
ブには次のコマンドを指定できます。

$ SYNCHRONIZE BATCH25

このコマンドを実行すると，ジョブ名 BATCH25を持つジョブの実行が完了するま
で，コマンド・プロシージャの実行を継続できません。

この SYNCHRONIZEコマンドは，ジョブ 454が完了するまで，現在のコマンド・プ
ロシージャを待ち状態に置きます。

$ SYNCHRONIZE/ENTRY=454

図 16–1は，並行して実行するためにキューに登録されたが，正しく実行するために
は同期化しなければならないコマンド・プロシージャの例です。それぞれのプロシー
ジャが大きなソース・プログラムをコンパイルします。
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図 16–1 バッチ・ジョブ実行の同期化

$ EXIT
$ FORTRAN JOBB/LIST

DBA1:[HIGGINS] MINCOMP.COM

2
EXIT$

$ LINK/MAP/FULL JOBA,JOBB
$ SYNCHRONIZE MINCOMP
$ FORTRAN JOBA/LIST

DBA1:[HIGGINS] MAINCOMP.COM

.

.

.
  JOB 315 entered on queue SYS$BATCH
$ SUBMIT MINCOMP
  JOB 314 entered on queue SYS$BATCH
$ SUBMIT MAINCOMP

.

.

.

3

1

ZK−0832−GE

例を確認するときは，次のことに注意してください。

1 それぞれの SUBMITコマンドで 2つのジョブをキューに登録することが要求され
ている。最初のプロセスが作成される。

2 FORTRANコマンドの実行後， SYNCHRONIZEコマンドが実行される。ジョブ
315が現在のジョブまたは待ち状態のジョブの場合には，ジョブ 314は次のコマ
ンドを実行しない。

3 ジョブ 315の実行が完了すると，ジョブ 314は次のコマンドを実行する。

16.5.10 WAITコマンドの使用方法

WAITコマンドは，コマンド・プロシージャがディスクやテープ・ドライブなどの共
用システム資源へアクセスしなければならない場合に便利です。

次の例は，テープ・ドライブの割り当てを要求するプロシージャです

$ TRY:
$ ALLOCATE DM: RK:
$ IF $STATUS THEN GOTO OKAY
$ WAIT 00:05
$ GOTO TRY
$ OKAY:
$ REQUEST/REPLY/TO=DISKS -

"Please mount BACK_UP_GMB on ’’F$TRNLNM("RK")’"
.
.
.

WAITコマンドが正常に終了しないと，プロシージャは待ち状態になります。 5分後
に，要求を再試行します。

ALLOCATE要求の後の IFコマンドは，$STATUSの値をチェックしま
す。$STATUSの値が正常終了を示している場合には，コマンド・プロシージャ
は継続されますが，そうでない場合には，WAITコマンドが実行されます。WAITコ
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マンドは， 5分の時間間隔を指定しています。 5分待機した後，次のコマンドGOTO
が実行され，要求が繰り返されます。このプロシージャは，正常終了するまで，また
はバッチ・ジョブが削除されるか終了されるまで，ループを繰り返し，デバイスを割
り当てようとします。
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A
文字セット

DEC各国語文字セット (MCS)は，Digital Equipment Corporationで作成され使用
された 00～ FFの 16進数で表現される文字の定義から成ります。DEC MCSは，
7ビットの (00～ 7Fの 16進数で表現される) ASCII文字セットと， 80～ FFの 16
進数で表現される 8ビット文字のセットの 2つに分類されます。DEC MCSは，
Digital Equipment Corporationで作成され販売されたソフトウェアのほとんどのユ
ーザにとって使い慣れている文字セットです。

Unicode Standard Character Set (UCS-2)は，Unicode Consortiumによって定義
された， 0000～ FFFFの値で表現される 16ビット文字のセットです。

ISO Latin-1文字セットは， 00～ FFの 16進数で表現される 8ビット文字のUCS-2
の定義です。 ISO Latin-1文字セットの定義は， 80～ FFの 16進数から成るDEC
MCSの定義とは少し異なります。

表 A–1には，DEC各国語文字セット (MCS)が示されています。表 A–1は， 2種類
の文字セットでの文字の違いを示し，図 A–1は，異なっている文字を示しています。

表 A–2には，DCL文字セットが示されています。

Unicode (UCS-2)文字セットについての詳細は，Unicode Consortiumから発行され
ている『The Unicode Standard』を参照してください。

表 A–1 DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

ASCII制御文字1

00 NUL 空文字

01 SOH ヘッダの始点 (Ctrl/A)

02 STX テキストの始点 (Ctrl/B)

03 ETX テキストの終端 (Ctrl/C)

04 EOT 転送の終端 (Ctrl/D)

05 ENQ 問い合わせ (Ctrl/E)

06 ACK 肯定応答 (Ctrl/F)

1ALTMODE文字および DELETE文字 (10進数の 125， 126，および 127)も，制御文字です。

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

ASCII制御文字1

07 BEL ベル (Ctrl/G)

08 BS バックスペース (Ctrl/H)

09 HT 水平タブ (Ctrl/I)

0A LF ライン・フィード (Ctrl/J)

0B VT 垂直タブ (Ctrl/K)

0C FF フォーム・フィード (Ctrl/L)

0D CR キャリッジ・リターン (Ctrl/M)

0E SO シフト・アウト (Ctrl/N)

0F SI シフト・イン (Ctrl/O)

10 DLE データ・リンク・エスケープ (Ctrl/P)

11 DC1 デバイス制御 1 (Ctrl/Q)

12 DC2 デバイス制御 2 (Ctrl/R)

13 DC3 デバイス制御 3 (Ctrl/S)

14 DC4 デバイス制御 4 (Ctrl/T)

15 NAK 否定応答 (Ctrl/U)

16 SYN 同期アイドル (Ctrl/V)

17 ETB 転送ブロックの終端 (Ctrl/W)

18 CAN 取り消し (Ctrl/X)

19 EM 媒体の終端 (Ctrl/Y)

1A SUB 置換 (Ctrl/Z)

1B ESC エスケープ

1C FS ファイル区切り文字

1D GS グループ区切り文字

1E RS レコード区切り文字

1F US ユニット区切り文字

ASCII特殊文字および数値文字

20 SP スペース

21 ! 感嘆符

22 " 引用符 (二重引用符)

23 # ポンド記号

24 $ ドル記号

25 % パーセント記号

26 & アンパサンド

27 ’ アポストロフィ (一重引用符)

1ALTMODE文字および DELETE文字 (10進数の 125， 126，および 127)も，制御文字です。

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

ASCII特殊文字および数値文字

28 ( 左括弧

29 ) 右括弧

2A * アスタリスク

2B + 正符号

2C , コンマ

2D – ハイフンまたは負符号

2E . ピリオドまたは小数点

2F / スラッシュ

30 0 ゼロ

31 1 1

32 2 2

33 3 3

34 4 4

35 5 5

36 6 6

37 7 7

38 8 8

39 9 9

3A : コロン

3B ; セミコロン

3C < 不等号 (左辺は右辺より小さい)

3D = 等号

3E > 不等号 (左辺は右辺より大きい)

3F ? 疑問符

ASCII英文字

40 @ アットマーク

41 A 大文字の A

42 B 大文字の B

43 C 大文字の C

44 D 大文字の D

45 E 大文字の E

46 F 大文字の F

47 G 大文字の G

48 H 大文字の H

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

ASCII英文字

49 I 大文字の I

4A J 大文字の J

4B K 大文字の K

4C L 大文字の L

4D M 大文字のM

4E N 大文字の N

4F O 大文字の O

50 P 大文字の P

51 Q 大文字の Q

52 R 大文字の R

53 S 大文字の S

54 T 大文字の T

55 U 大文字の U

56 V 大文字の V

57 W 大文字のW

58 X 大文字の X

59 Y 大文字の Y

5A Z 大文字の Z

5B [ 左大括弧

5C \ バックスラッシュ

5D ] 右大括弧

5E ^ サーカンフレックス

5F _ アンダースコア

60 ‘ 低アクセント

61 a 小文字の a

62 b 小文字の b

63 c 小文字の c

64 d 小文字の d

65 e 小文字の e

66 f 小文字の f

67 g 小文字の g

68 h 小文字の h

69 i 小文字の i

6A j 小文字の j

6B k 小文字の k

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

ASCII英文字

6C l 小文字の l

6D m 小文字のm

6E n 小文字の n

6F o 小文字の o

70 p 小文字の p

71 q 小文字の q

72 r 小文字の r

73 s 小文字の s

74 t 小文字の t

75 u 小文字の u

76 v 小文字の v

77 w 小文字の w

78 x 小文字の x

79 y 小文字の y

7A z 小文字の z

7B { 左中括弧

7C | 縦線

7D } 右中括弧 (ALTMODE)

7E ~ チルダ (ALTMODE)

7F DEL 削除 (DELETE)

制御文字

80 [予約領域]

81 [予約領域]

82 [予約領域]

83 [予約領域]

84 IND 索引

85 NEL 次の行

86 SSA 選択領域の始点

87 ESA 選択領域の終端

88 HTS 水平タブの設定

89 HTJ 行揃えを使用した水平タブの設定

8A VTS 垂直タブの設定

8B PLD 行単位での部分的な下方向への移動

8C PLU 行単位での部分的な上方向への移動

(次ページに続く)
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表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

制御文字

8D RI 逆方向の索引

8E SS2 シングル・シフト 2

8F SS3 シングル・シフト 3

90 DCS デバイス制御文字列

91 PU1 プライベート使用 1

92 PU2 プライベート使用 2

93 STS 転送状態の設定

94 CCH 文字の取り消し

95 MW メッセージの待機

96 SPA 保護領域の始点

97 EPA 保護領域の終端

98 [予約領域]

99 [予約領域]

9A [予約領域]

9B CSI 制御シーケンス・イントロデューサ

9C ST 文字列終了文字列

9D OSC オペレーティング・システム・コマンド

9E PM プライバシー・メッセージ

9F APC アプリケーション

その他の文字

A0 [予約領域]2

A1 ¡ 逆感嘆符

A2 ¢ セント記号

A3 £ 貨幣のポンド記号

A4 [予約領域]2

A5 ¥ 円記号

A6 [予約領域]2

A7 § セクション記号

A8 ¤ 一般貨幣記号2

A9 © 著作権記号

AA ª 女性形序数指示子

AB « 左角引用符

AC [予約領域]2

AD [予約領域]2

2ISO Latin-1では別の文字です。図 A–1を参照してください。

(次ページに続く)

A–6



文字セット

表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

その他の文字

AE [予約領域]2

AF [予約領域]2

B0 ° 温度記号

B1 ± 正負符号

B2 ² スーパースクリプト 2

B3 ³ スーパースクリプト 3

B4 [予約領域]2

B5 µ ミクロ記号

B6 ¶ 段落記号，段落標

B7 · 中黒

B8 [予約領域]2

B9 ¹ スーパースクリプト 1

BA º 男性形序数指示子

BB » 右角引用符

BC ¼ 小数部四分の一

BD ½ 小数部二分の一

BE [予約領域]2

BF ¿ 逆疑問符

C0 À 低アクセント付きの大文字の A

C1 Á 鋭アクセント付きの大文字の A

C2 Â サーカンフレックス付きの大文字の A

C3 Ã チルダ付きの大文字の A

C4 Ä ウムラウト付きの大文字の A (分音符号)

C5 Å リング付きの大文字の A

C6 Æ 二重母音化した大文字の AE

C7 Ç セディーユ付きの大文字の C

C8 È 低アクセント付きの大文字の E

C9 É 鋭アクセント付きの大文字の E

CA Ê サーカンフレックス付きの大文字の E

CB Ë ウムラウト付きの大文字の E (分音符号)

CC Ì 低アクセント付きの大文字の I

CD Í 鋭アクセント付きの大文字の I

CE Î サーカンフレックス付きの大文字の I

CF Ï ウムラウト付きの大文字の I (分音符号)

D0 [予約領域]2

2ISO Latin-1では別の文字です。図 A–1を参照してください。

(次ページに続く)
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文字セット

表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

その他の文字

D1 Ñ チルダ付きの大文字の N

D2 Ò 低アクセント付きの大文字の O

D3 Ó 鋭アクセント付きの大文字の O

D4 Ô サーカンフレックス付きの大文字の O

D5 Õ チルダ付きの大文字の O

D6 Ö ウムラウト付きの大文字の O (分音符号)

D7 Œ 合字の大文字の OE2

D8 Ø スラッシュ付きの大文字の O

D9 Ù 低アクセント付きの大文字の U

DA Ú 鋭アクセント付きの大文字の U

DB Û サーカンフレックス付きの大文字の U

DC Ü ウムラウト付きの大文字の U (分音符号)

DD Ÿ ウムラウト付きの大文字の Y (分音符号)

DE [予約領域]2

DF ß ドイツ語固有のエスツェット

E0 à 低アクセント付きの小文字の a

E1 á 鋭アクセント付きの小文字の a

E2 â サーカンフレックス付きの小文字の a

E3 ã チルダ付きの小文字の a

E4 ä ウムラウト付きの小文字の a (分音符号)

E5 å リング付きの小文字の a

E6 æ 二重母音の小文字の ae

E7 ç セディーユ付きの小文字の c

E8 è 低アクセント付きの小文字の e

E9 é 鋭アクセント付きの小文字の e

EA ê サーカンフレックス付きの小文字の e

EB ë ウムラウト付きの小文字の e (分音符号)

EC ì 低アクセント付きの小文字の i

ED í 鋭アクセント付きの小文字の i

EE î サーカンフレックス付きの小文字の i

EF ï ウムラウト付きの小文字の i (分音符号)

F0 [予約領域]2

F1 ñ チルダ付きの小文字の n

F2 ò 低アクセント付きの小文字の o

F3 ó 鋭アクセント付きの小文字の o

2ISO Latin-1では別の文字です。図 A–1を参照してください。

(次ページに続く)
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文字セット

表 A–1 (続き) DEC各国語文字セット

16進数のコード
MCS文字
または短縮形 DEC各国語文字名

その他の文字

F4 ô サーカンフレックス付きの小文字の o

F5 õ チルダ付きの小文字の o

F6 ö ウムラウト付きの小文字の o (分音符号)

F7 œ 合字の小文字の oe2

F8 ø スラッシュ付きの小文字の o

F9 ù 低アクセント付きの小文字の u

FA ú 鋭アクセント付きの小文字の u

FB û サーカンフレックス付きの小文字の u

FC ü ウムラウト付きの小文字の u (分音符号)

FD ÿ ウムラウト付きの小文字の y (分音符号) 2

FE [予約領域]2

FF [予約領域]2

2ISO Latin-1では別の文字です。図 A–1を参照してください。
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文字セット

図 A–1 Differences Between DEC Multinational Character Set and ISO Latin-1
Character Set

Hex
Code

MCS
Char or
Abbrev.

DEC Multinational Character
Name

Isolatin-
1 Char Isolatin-1 Character Name

A0 [reserved] nonbreaking space

A4 [reserved] ¤ currencysign

A6 [reserved] broken vertical bar

A8 ¤ currency sign spacing diaeresis

AC [reserved] not sign

AD [reserved] soft hyphen

AE [reserved] ® registered trademark
sign

B4 [reserved] spacing acute

B8 [reserved] spacing cedilla

BE [reserved] fraction three quarters

D0 [reserved] Latin capital letter eth

D7 Œ uppercase OE ligature multiplication sign

DE [reserved] Latin capital letter thorn

F0 [reserved] Latin small letter eth

F7 œ lowercase oe ligature division sign

FD ÿ lowercase y with umlaut,
(diaeresis)

Latin small letter y acute

FE [reserved] Latin small letter thorn

FF [reserved] ÿ Latin small letter y
diaeresis

AF [reserved] spacing macron

ÿ'

D

I

I

3
4

VM-0128A-AI

O

U

`
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文字セット

表 A–2 DCL文字セット

シンボル 名前 意味

@ アットマーク コマンド・プロシージャ・ファイルの内容をコマンド入力
ストリームに収める。

: コロン ファイル指定の中のデバイス名の区切り文字。ダブルコロ
ン (::)はノード名区切り文字。コロンは修飾子区切り文字と
しても使用でき，修飾子名とその値とを分割する。

/ スラッシュ 修飾子の接頭辞。

+ プラス記号 パラメータのセパレータ。一部のコマンドでは，パラメー
タの連結子として働く。文字列連結演算子，単項プラス記
号，数値式の中の補足演算子としても認識される。

, コンマ パラメータまたは引数リストのリスト要素のセパレータ。

- ハイフン 継続文字。文字列分割演算子，単項マイナス記号，数値式
の中の減算演算子，およびディレクトリ検索ワイルドカー
ド文字としても認識される。

( ) 括弧 引数リストのリスト区切り文字。数値式の中で演算順序を
示すときにも使用される。

[ ] 大括弧 ファイル指定の中のディレクトリ名の区切り文字。山括弧
に等しい。

<> 山括弧 ファイル指定の中のディレクトリ名の区切り文字。大括弧
に等しい。

? 疑問符 ヘルプ文字。

& アンパサンド 実行時置換演算子。これ以外の場合には，予備の特殊文
字。

\ バックスラッ
シュ

予備の特殊文字。

= 等号 修飾子値の区切り文字。修飾子名と引数とを分割する。等
号( = )は，シンボル定義での割り当て文としても利用され
る。

^ サーカンフレ
ックス

予備の特殊文字。

# 番号記号 予備の特殊文字。

* アスタリスク ファイル指定の中のワイルドカード文字。数値式の中の乗
算演算子ならびにシンボル定義の中の短縮形区切り文字と
しても使用される。

’ 一重引用符 置換演算子。

. ピリオド ファイル指定の中のファイル・タイプとバージョン番号区
切り文字。サブディレクトリ区切り文字としても使用され
る。

; セミコロン ファイル指定の中のバージョン番号区切り文字。

% パーセント記
号

ファイル指定の中のワイルドカード文字。基数演算子とし
ても使用される。

! 感嘆符 コメントを示す。

" 二重引用符 リテラル文字列区切り文字。
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B
コマンド・プロシージャの例

ここでは，第 13章，第 14章，および第 15章で説明した概念と手法について実際の
コマンド・プロシージャを示しながら説明します。 1つの節で 1つのコマンド・プロ
シージャを解説します。コマンド・プロシージャごとに次の内容を示します。

• プロシージャの概要

• プロシージャの例

• プロシージャで使用される概念と手法に関する説明

• プロシージャの実行例の結果

B.1 CONVERT.COMコマンド・プロシージャ

このコマンド・プロシージャは， (これ以降の時間の)絶対時刻をデルタ時間に変換
し，現在の時刻とユーザが指定した時刻との差を示します。このプロシージャは，
F$TIMEと F$CVTIMEレキシカル関数の使用方法と，割り当て文を使用して算術計
算を行ったりシンボル値を連結する方法を示します。

例: CONVERT.COM

$ ! Procedure to convert an absolute time to a delta time.
$ ! The delta time is returned as the global symbol WAIT_TIME.
$ ! P1 is the time to be converted.
$ ! P2 is an optional parameter - SHOW - that causes the
$ ! procedure to display WAIT_TIME before exiting
$ !
$ ! Check for inquiry
$ !
$ IF P1 .EQS. "?" .OR. P1 .EQS. "" THEN GOTO TELL 1
$ !
$ ! Verify the parameter: hours must be less than 24
$ ! minutes must be less than 60
$ ! time string must contain only hours
$ ! and minutes
$ !
$ ! Change error and message handling to
$ ! use message at BADTIME
$ !
$ ON WARNING THEN GOTO BADTIME 2
$ SAVE_MESSAGE = F$ENVIRONMENT("MESSAGE")
$ SET MESSAGE/NOFACILITY/NOIDENTIFICATION/NOSEVERITY/NOTEXT
$ TEMP = F$CVTIME(P1)
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コマンド・プロシージャの例
B.1 CONVERT.COMコマンド・プロシージャ

$ !
$ ! Restore default error handling and message format
$ ON ERROR THEN EXIT
$ SET MESSAGE’SAVE_MESSAGE’
$ !
$ IF F$LENGTH(P1) .NE. 5 .OR. - 3

F$LOCATE(":",P1) .NE. 2 -
THEN GOTO BADTIME

$ !
$ ! Get the current time
$ !
$ TIME = F$TIME() 4
$ !
$ ! Extract the hour and minute fields from both the current time
$ ! value (TIME) and the future time (P1)
$ !
$ MINUTES = F$CVTIME(TIME,"ABSOLUTE","MINUTE") ! Current minutes 5
$ HOURS = F$CVTIME(TIME,"ABSOLUTE","HOUR") ! Current hours
$ FUTURE_MINUTES = F$CVTIME(P1,"ABSOLUTE","MINUTE") ! Minutes in future time
$ FUTURE_HOURS = F$CVTIME(P1,"ABSOLUTE","HOUR") ! Hours in future time
$ !
$ !
$ ! Convert both time values to minutes
$ ! Note the implicit string to integer conversion being performed
$ !
$ CURRENT_TIME = HOURS*60 + MINUTES 6
$ FUTURE_TIME = FUTURE_HOURS*60 + FUTURE_MINUTES
$ !
$ ! Compute difference between the future time and the current time
$ ! (in minutes)
$ !
$ !
$ MINUTES_TO_WAIT = FUTURE_TIME - CURRENT_TIME 7
$ !
$ ! If the result is less than 0 the specified time is assumed to be
$ ! for the next day; more calculation is required.
$ !
$ IF MINUTES_TO_WAIT .LT. 0 THEN - 8

MINUTES_TO_WAIT = 24*60 + FUTURE_TIME - CURRENT_TIME
$ !
$ ! Start looping to determine the value in hours and minutes from
$ ! the value expressed all in minutes
$ !
$ HOURS_TO_WAIT = 0
$ HOURS_TO_WAIT_LOOP: 9
$ IF MINUTES_TO_WAIT .LT. 60 THEN GOTO FINISH_COMPUTE
$ MINUTES_TO_WAIT = MINUTES_TO_WAIT - 60
$ HOURS_TO_WAIT = HOURS_TO_WAIT + 1
$ GOTO HOURS_TO_WAIT_LOOP
$ FINISH_COMPUTE:
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コマンド・プロシージャの例
B.1 CONVERT.COMコマンド・プロシージャ

$ !
$ ! Construct the delta time string in the proper format
$ !
$ WAIT_TIME == F$STRING(HOURS_TO_WAIT)+ ":" + F$STRING(MINUTES_TO_WAIT)- 1 0

+ ":00.00"
$ !
$ ! Examine the second parameter
$ !
$ IF P2 .EQS. "SHOW" THEN SHOW SYMBOL WAIT_TIME 1 1

$ !
$ ! Normal exit
$ !
$ EXIT
$ !
$ BADTIME: 1 2

$ ! Exit taken if first parameter is not formatted correctly
$ ! EXIT command returns but does not display error status
$ !
$ SET MESSAGE’SAVE_MESSAGE’
$ WRITE SYS$OUTPUT "Invalid time value: ",P1,", format must be hh:mm"
$ WRITE SYS$OUTPUT "Hours must be less than 24; minutes must be less than 60"
$ EXIT %X10000000
$ !
$ !
$ TELL: 1 3

$ ! Display message and exit if user enters inquiry or enters
$ ! an illegal parameter
$ !
$ TYPE SYS$INPUT

This procedure converts an absolute time value to
a delta time value. The absolute time must be in
the form hh:mm and must indicate a time in the future.
On return, the global symbol WAIT_TIME contains the
converted time value. If you enter the keyword SHOW
as the second parameter, the procedure displays the
resulting value in the output stream. To invoke this
procedure, use the following syntax:

@CONVERT hh:mm [SHOW]
$ EXIT

CONVERT.COMコマンド・プロシージャの説明

1 パラメータが省略されたのか，またはパラメータとして入力された値が疑問
符( ? )なのかをチェックする。いずれの場合も，プロシージャは TELLラベルに分
岐する。

2 F$CVTIME関数を使用して，時間値が有効な 24時間形式の時刻を示しているか
どうかをチェックする。 F$CVTIMEは，入力時間が有効でないと警告メッセー
ジを戻す。 F$CVTIME関数がエラーを戻す場合には，省略時のONアクション
を変更して， BADTIMEラベルに制御を渡す。
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コマンド・プロシージャの例
B.1 CONVERT.COMコマンド・プロシージャ

プロシージャは， F$ENVIRONMENT関数を使用して現在のメッセージ設定値を
セーブしてから，警告メッセージやエラー・メッセージが表示されないようにメ
ッセージ形式を設定する。時間値をチェックしたら，省略時のON状態とメッセ
ージ形式を復元する。

3 パラメータの形式をチェックする。次の形式の時間値でなければならない。

hh:mm

IFコマンドは， (1)入力された値の長さが 5文字であるかどうか， (2) 3番目の文
字 (オフセット 2)がコロンであるかどうかをチェックする。 IFコマンドには論理
OR演算子が含まれているため，いずれかの式が真の場合 (すなわち，値の長さが
5文字でないか， 3番目の文字の位置にコロンがない場合)には，プロシージャは
BADTIMEラベルに分岐する。

4 F$TIMEレキシカル関数が現在の時間値を TIMEシンボルに収める。

5 F$CVTIME関数が現在の時間 (TIMEシンボルにセーブされている)から
"minute"と "hour"フィールドを取り出してから，変換したい時間から "minute"と
"hour"フィールドを取り出す。

6 この割り当て文は，現在の時間と将来の時間を分に変換する。割り当て文の
中でシンボルMINUTES，HOURS， FUTURE_HOURS，および FUTURE_
MINUTESを使用すると，これらの値は自動的に整数に変換される。

7 ここで，将来の時間 (分)から現在の時間 (分)を減算する。

8 この結果が 0未満の場合には，将来の時間は翌日になると解釈される。この場
合，プロシージャは，これ以降の時間に 24時間を加算してから現在の時間を減算
する。

9 プロシージャはループに入り，その中でMINUTES_TO_WAITの値から時間数を
計算する。ループを通過するたびに，MINUTES_TO_WAITが 60より大きいか
どうかをチェックする。 60より大きい場合には，MINUTES_TO_WAITから 60
を減算してから，時間数のアキュムレータ ( HOURS_TO_WAIT )に 1を加算す
る。

1 0 ループを終了すると，プロシージャは時間値と分値を時間文字列に連結する。
シンボルHOURS_TO_WAITとMINUTES_TO_WAITはそれと同値の文字列
に置き換えられ，間にコロンが置かれる。これによって得られた文字列は，
これ以降の時間のデルタ時間が収められるWAIT_TIMEシンボルに割り当て
られる。WAIT_TIMEはグローバル・シンボルとして定義されているため，
CONVERT.COMプロシージャが終了しても削除されない。

1 1 2番目のパラメータである SHOWが入力された場合には，結果の時間値を表示
し，入力されなかった場合には，プロシージャが終了する。

1 2 BADTIMEラベルでは，プロシージャは，間違って入力された値と正しい形
式を示すエラー・メッセージを表示する。エラー・メッセージを出した後，
CONVERT.COMが終了する。 EXITコマンドは，上位桁が 1に設定されたエラ
ー状態を戻すため，エラー・メッセージは表示されない。
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コマンド・プロシージャの例
B.1 CONVERT.COMコマンド・プロシージャ

プロシージャは， EXITコマンドでエラー状態を明示的に指定するため，ユーザ
は別のプロシージャの中から CONVERT.COMを実行できる。 CONVERT.COM
が完了すると，呼び出し側プロシージャは時間が正しく変換されたかどうかを判
別できる。

1 3 TELLラベルでは，プロシージャの実行内容を表示する。 TYPEコマンドは，入
力データ・ストリームの SYS$INPUTにリストされた行を表示する。

CONVERT.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$ SHOW TIME
10-JUN-1999 10:38:26
$ @CONVERT 12:00 SHOW

WAIT_TIME = "1:22:00.00"

SHOW TIMEコマンドは，現在の日時を表示します。 CONVERT.COMはパラメー
タ 12:00と SHOWを指定して実行されます。プロシージャは，絶対時刻 12:00をデ
ルタ値に変換して，それをターミナルに表示します。

B.2 REMINDER.COMコマンド・プロシージャ

所定の時間にターミナルに催促メッセージを表示します。このプロシージャは，
メッセージを表示したい時間とメッセージのテキストを求めるプロンプトを出
し， CONVERT.COMを使用して時間をデルタ時間に変換します。次に，指定さ
れた時間まで待ってから催促メッセージを表示するサブプロセスを生成します。
F$ENVIRONMENT， F$VERIFY，および F$GETDVI関数の使用方法を示しま
す。

例: REMINDER.COM

$ ! Procedure to obtain a reminder message and display this
$ ! message on your terminal at the time you specify.
$ !
$ ! Save current states for procedure and image verification
$ ! Turn verification off for duration of procedure
$
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE") 1
$ SAVE_VERIFY_PROC = F$VERIFY(0)
$ !
$ ! Places the current process in a wait state until a specified
$ ! absolute time. Then, it rings the bell on the terminal and
$ ! displays a message.
$ !
$ ! Prompt for absolute time
$ !
$
$ GET_TIME:
$ INQUIRE REMINDER_TIME "Enter time to send reminder (hh:mm)" 2
$ INQUIRE MESSAGE_TEXT "Enter message"
$ !
$ ! Call the CONVERT.COM procedure to convert the absolute time
$ ! to a delta time
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コマンド・プロシージャの例
B.2 REMINDER.COMコマンド・プロシージャ

$ !
$ @DISK2:[JONES.TOOLS]CONVERT ’REMINDER_TIME’ 3
$ IF .NOT. $STATUS THEN GOTO BADTIME
$ !
$ !
$ ! Create a command file that will be executed
$ ! in a subprocess. The subprocess will wait until
$ ! the specified time and then display your message
$ ! at the terminal. If you are working at a DEC_CRT
$ ! terminal, the message has double size blinking
$ ! characters. Otherwise, the message has normal letters.
$ ! In either case, the terminal bell rings when the
$ ! message is displayed.
$
$ CREATE WAKEUP.COM 4
$ DECK ! Lines starting with $ are data lines
$ WAIT ’WAIT_TIME’ 5
$ BELL[0,7] = %X07 ! Create symbol to ring the bell
$ IF F$GETDVI("SYS$OUTPUT","TT_DECCRT") .NES. "TRUE" THEN GOTO OTHER_TERM
$ !
$ DEC_CRT_ONLY:
$ ! Create symbols to set special graphics (for DEC_CRT terminals only)
$ !
$ SET_FLASH = "<ESC>[1;5m" ! Turn on blinking characters
$ SET_NOFLASH = "<ESC>[0m" ! Turn off blinking characters
$ TOP = "<ESC>#3" ! Double size characters (top portion)
$ BOT = "<ESC>#4" ! Double size characters (bottom portion)
$ !
$ ! Write double size, blinking message to the terminal and ring the bell
$ !
$ WRITE SYS$OUTPUT BELL, SET_FLASH, TOP, MESSAGE_TEXT
$ WRITE SYS$OUTPUT BELL, BOT, MESSAGE_TEXT
$ WRITE SYS$OUTPUT F$TIME(), SET_NOFLASH
$ GOTO CLEAN_UP
$ !
$ OTHER_TERM:
$ WRITE SYS$OUTPUT BELL,MESSAGE_TEXT
$ WRITE SYS$OUTPUT F$TIME()
$ !
$ CLEAN_UP:
$ DELETE WAKEUP.COM;*
$ EOD
$ !
$ ! Now continue executing commands.
$ !
$ SPAWN/NOWAIT/INPUT=WAKEUP.COM 6
$ END: 7
$ ! Restore verification
$ SAVE_VERIFY_PROC = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROC, SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT
$ !
$ BADTIME:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Time must be entered as hh:mm"
$ GOTO GET_TIME
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コマンド・プロシージャの例
B.2 REMINDER.COMコマンド・プロシージャ

REMINDER.COMコマンド・プロシージャの説明

1 F$ENVIRONMENT関数を使用してイメージ・チェック設定値を SAVE_
VERITY_IMAGEシンボルにセーブする。次に， F$VERIFY関数を使用し
て，プロシージャ・チェック設定値を SAVE_VERIFY_PROCシンボルにセーブ
する。 F$VERIFY関数は両方のタイプのチェック設定値をオフにする。

2 INQUIREコマンドを使用して，催促メッセージを送信する時間を求めるプロン
プトを出す。この値は CONVERT.COMプロシージャへの入力として使用され
る。メッセージのテキストを求めるプロンプトも出す。

3 ネストされたプロシージャ CONVERT.COMを実行する。ファイル指定の一部と
してディスクとディレクトリを指定するようにする。こうすると，システムは，
REMINDER.COMを実行するディレクトリにかかわらず， CONVERT.COMを
探すことができる。

CONVERT.COMは，催促をデルタ時間に変換して，この時間をグローバル・シ
ンボルWAIT_TIMEに戻す。このデルタ時間は，現在の時間からメッセージを送
信する時間までの時間間隔を示している。 CONVERT.COMがエラーを戻す場合
は，プロシージャは BADTIMEラベルに分岐する。

4 CREATEコマンドを使用して新しいプロシージャWAKEUP.COMを作成する。
このプロシージャはサブプロセスの中から実行される。 CREATEコマンドで
ドル記号で始まる行を読み込めるようにするには，DECKと EODコマンドを
CREATEコマンドの入力の前後に置く。このため，DECKと EODコマンドの間
の行はすべてWAKEUP.COMに書き込まれる。

5 WAKEUP.COMは，次のタスクを実行する。

• WAIT_TIMEシンボルによって示される時間まで待つ。

• ターミナル・ベルを鳴らす BELLシンボルを作成する。

• ターミナルがDEC_CRTターミナルかどうかと，ダブルサイズの点滅文字を
表示するのにエスケープ・シーケンスを受け入れられるかどうかを判別する。
DEC_CRTターミナルがあるかどうかを調べるには， SHOW TERMINALコ
マンドを入力して，この属性がリストされるかどうかを見る。

• ターミナルがDEC_CRTターミナルの場合には，プロシージャはシンボル
SET_FLASH， TOP， BOTを定義する。これらのシンボルがあると，ターミ
ナルは点滅するダブルサイズ文字を使用するようになる。プロシージャは，タ
ーミナルを元の状態に戻す SET_NOFLASHシンボルも定義している。これら
の定義を EDTエディタを使用して作成するときに，エスケープ文字 (<ESC>)
を入力するには， ESCキーを 2回押す。

これらのシンボルを定義した後，ターミナルに 3行を書き込む。 1行目は，ベ
ルを鳴らし，点滅文字をオンにしてから，メッセージの上半分を (ダブルサイ
ズ文字を使用して)表示する。 2行目は，ベルをもう一度鳴らし，メッセージ
の下半分を表示する。 3行目は，現在の時間を書き込んで，点滅属性をオフに
してターミナルを通常の状態に戻す。
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DEC_CRTターミナルがない場合には，ターミナル・ベルを鳴らし，ユーザか
らのメッセージと時間を表示する。

• DELETEコマンドは，WAKEUP.COMプロシージャが実行後に削除されるよ
うにする。

6 WAKEUP.COMを作成した後，サブプロセスを生成して，入力コマンド・ファ
イルとしてWAKEUP.COMを使用するようにそのサブプロセスに指示する。
/NOWAIT修飾子があるので，サブプロセスがWAKEUP.COMからコマンドを実
行しているときに，ユーザはターミナルで作業を続けることができる。指定され
た時間に，WAKEUP.COMはターミナルにユーザのメッセージを表示する。

省略時の設定では， SPAWNコマンドは，グローバル・シンボルとローカル・シ
ンボルを 1つのサブプロセスに渡す。したがって，ユーザが REMINDERにシン
ボルWAIT_TIMEとMESSAGE_TEXTの値を与えるが，WAKEUP.COMもこ
の 2つのシンボルにアクセスできる。

7 終了する前に元のチェック設定値を復元する。

REMINDER.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$ @REMINDER
Enter time to send reminder (hh:mm): 12:00
Enter message: TIME FOR LUNCH
%DCL-S-SPAWNED, process BLUTO_1 spawned
$

.

.

.
TIME FOR LUNCH
11-DEC-1999 12:00:56.99

時間値とメッセージを求めるプロンプトを出します。次に，メッセージを表示するサ
ブプロセスを生成します。ユーザがターミナルで作業を継続していても，サブプロセ
スは，指定された時間になると，ターミナル・ベルを鳴らしたり，ユーザのメッセー
ジを表示したり，時間を表示したりします。

B.3 DIR.COMコマンド・プロシージャ

DCLコマンド・プロシージャDIRECTORY/SIZE=ALL/DATEを模倣して，指定さ
れたファイルの (使用済みと割り当てられた)ブロック・サイズと作成日を表示しま
す。 F$PARSE， F$SEARCH， F$FILE_ATTRIBUTES，および F$FAOレキシカ
ル関数の使用方法を示します。
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例: DIR.COM

$ !
$ ! Command procedure implementation of DIRECTORY/SIZE=ALL/DATE
$ ! command
$ !
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$ !
$ ! Replace any blank field of the P1 file specification with
$ ! a wildcard character
$ !
$ P1 = F$PARSE(P1,"*.*;*") 1
$ !
$ ! Define initial values for symbols
$ !
$ FIRST_TIME = "TRUE"
$ FILE_COUNT = 0
$ TOTAL_ALLOC = 0
$ TOTAL_USED = 0
$
$ LOOP: 2
$ FILESPEC = F$SEARCH(P1)
$ ! Find next file in directory
$ IF FILESPEC .EQS. "" THEN GOTO DONE
$ ! If no more files, then done
$ IF .NOT. FIRST_TIME THEN GOTO SHOW_FILE
$ ! Print header only once
$ !
$ ! Construct and output the header line
$ !
$ FIRST_TIME = "FALSE" 3
$ DIRSPEC = F$PARSE(FILESPEC,,, "DEVICE") -

+F$PARSE(FILESPEC,,, "DIRECTORY")
$ WRITE SYS$OUTPUT ""
$ WRITE SYS$OUTPUT "Directory ",DIRSPEC
$ WRITE SYS$OUTPUT ""
$ LASTDIR = DIRSPEC
$
$ !
$ ! Put the file name together, get some of the file attributes, and
$ ! type the information out
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$ !
$SHOW_FILE:
$ FILE_COUNT = FILE_COUNT + 1
$ FILENAME = F$PARSE(FILESPEC,,, "NAME") - 4

+ F$PARSE(FILESPEC,,, "TYPE") -
+ F$PARSE(FILESPEC,,, "VERSION")

$ ALLOC = F$FILE_ATTRIBUTES(FILESPEC, "ALQ")
$ USED = F$FILE_ATTRIBUTES(FILESPEC, "EOF")
$ TOTAL_ALLOC = TOTAL_ALLOC + ALLOC
$ TOTAL_USED = TOTAL_USED + USED
$ REVISED = F$FILE_ATTRIBUTES(FILESPEC,"RDT")
$ LINE = F$FAO("!19AS !5UL/!5<!UL!> !17AS",FILENAME,-

USED, ALLOC, REVISED)
$ WRITE SYS$OUTPUT LINE
$ GOTO LOOP
$
$ !
$ ! Output summary information, reset verification, and exit
$ !
$ DONE: 5
$ WRITE SYS$OUTPUT ""
$ WRITE SYS$OUTPUT "Total of ’’FILE_COUNT’ files, " + -

"’’TOTAL_USED’/’’TOTAL_ALLOC’ blocks."
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT

DIR.COMコマンド・プロシージャの説明

1 F$PARSE関数を使用して，ユーザが提供するファイル指定である P1のブラン
ク・フィールドにアスタリスクを置く。DIR.COMを実行するときにユーザがパ
ラメータを指定しないと， F$PARSE関数は "*.*;*"の値を P1に割り当てる。この
結果，DIR.COMは現在の省略時のディレクトリにあるすべてのファイルを表示
する。

2 F$SEARCHレキシカル関数がこのディレクトリで P1によって示される 1つまた
は複数のファイルを検索する。 P1にワイルドカード文字 (アスタリスク)が指定さ
れている場合， F$SEARCH関数は一致するすべてのファイル指定を戻す。最後
のファイル指定が戻されると，DONEラベルに分岐する。

3 最初のループ実行時に，ディレクトリ表示用のヘッダを書き込む。このヘッダに
は，デバイスとディレクトリの名前が含まれている。これらの名前を得るため
に， F$PARSE関数を使用している。

4 F$PARSEレキシカル関数を使用して，ディレクトリの中のそれぞれのファイル
指定からファイル名を取り出す。このとき， F$FILE_ATTRIBUTESレキシカル
関数は，使用済みのブロック数，割り当てられたブロック数，それぞれのファイ
ルについての作成日情報を得る。最後に， F$FAO関数がディレクトリの中のそれ
ぞれのファイルごとに 1行ずつフォーマットする。 F$FAO関数はファイル名とフ
ァイル属性情報を引数として使用する。
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5 F$SEARCHが空の文字列を戻す場合は，DONEラベルに分岐して，ファイルの
合計数，使用されたブロックの合計数，ディレクトリで割り当てられたブロック
の合計数を示す要約情報を表示する。

DIR.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$ @DIR [VERN]*.COM

Directory DISK4:[VERN]

BATCH.COM;1 1/3 11-DEC-1999 11:43
CALC.COM;3 1/3 11-DEC-1999 11:30
CONVERT.COM;1 5/6 11-DEC-1999 15:23

.

.

.
LOGIN.COM;34 2/3 11-DEC-1999 13:17
PID.COM;7 1/3 11-DEC-1999 09:49
SCRATCH.COM;6 1/3 11-DEC-1999 11:29)

Total of 15 files, 22/48 blocks.

このプロシージャは，[VERN]ディレクトリのすべての COMファイルに関する情報
を戻します。

B.4 SYS.COMコマンド・プロシージャ

現在のプロセス，グループ内のすべてのプロセス (現在のプロセスが group特権を持
つ場合)，およびシステム上のすべてのプロセス (現在のプロセスがworld特権を持つ
場合)についての統計情報を戻します。 F$PID， F$EXTRACT，および F$GETJPI
レキシカル関数の使用方法を示します。

例: SYS.COM

$ !
$ ! Displays information about owner, group, or system processes.
$ !
$ ! Turn off verification and save current settings
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$ CONTEXT = "" ! Initialize PID search context 1
$ !
$ ! Output header line.
$ !
$ WRITE SYS$OUTPUT " PID Username Term Process " + - 2

"name State Pri Image"
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$ !
$ ! Output process information.
$ !
$LOOP:
$ !
$ ! Get next PID. If null, then done.
$ !
$ PID = F$PID(CONTEXT) 3
$ IF PID .EQS. "" THEN GOTO DONE
$ !
$ ! Get image file specification and extract the file name.
$ !
$ IMAGNAME = F$GETJPI(PID,"IMAGNAME") 4
$ IMAGNAME = F$PARSE(IMAGNAME,,,"NAME","SYNTAX_ONLY")
$ !
$ ! Get terminal name. If none, then describe type of process.
$ !
$ TERMINAL = F$GETJPI(PID,"TERMINAL") 5
$ IF TERMINAL .EQS. "" THEN -

TERMINAL = "-"+F$EXTRACT(0,3,F$GETJPI(PID,"MODE"))+"-"
$ IF TERMINAL .EQS. "-INT-" THEN TERMINAL = "-DET-"
$ IF F$GETJPI(PID,"OWNER") .NE. 0 THEN TERMINAL = "-SUB-"
$ !
$ ! Get more information, put process line together,
$ ! and output it.
$ !
$ LINE = F$FAO("!AS !12AS !7AS !15AS !5AS !2UL/!UL !10AS", - 6

PID,F$GETJPI(PID,"USERNAME"),TERMINAL,-
F$GETJPI(PID,"PRCNAM"),-
F$GETJPI(PID,"STATE"),F$GETJPI(PID,"PRI"),-
F$GETJPI(PID,"PRIB"),IMAGNAME)

$ WRITE SYS$OUTPUT LINE
$ GOTO LOOP
$ !
$ ! Restore verification and exit.
$ !
$DONE:
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT

SYS.COMコマンド・プロシージャの説明

1 CONTEXTシンボルが空の値で初期化される。このシンボルを F$PID関数と一緒
に使用すると，プロセス識別番号のリストを得ることができる。

2 ヘッダを書き込む。

3 最初のプロセス識別 (PID)番号を得る。現在のプロセスに groupまたはworld特
権がない場合には，現在のプロセスの PID番号が戻される。現在のプロセスが
group特権を持っている場合には，グループ・リストの中の最初の PID番号が戻
され，現在のプロセスがworld特権を持っている場合には，システム・リストの
中の最初の PID番号が戻される。最後の PID番号が戻されるまで，順に PID番
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号を戻し続ける。この時点で，空の文字列が戻され，プロシージャの終わりに分
岐する。

4 F$GETJPIレキシカル関数を使用して，それぞれの PID番号のイメージ・ファイ
ル指定を得る。 F$PARSE関数は， F$GETJPI関数が戻す指定からファイル名を
取り出す。

5 F$GETJPI関数を使用して，それぞれの PID番号のターミナル名を得る。
F$EXTRACT関数は， F$GETJPI(PID,"MODE")が戻すMODE指定の最初の 3
文字を取り出して，プロセスのタイプを判別する。 F$GETJPI関数をもう一度使
用して，プロセスがサブプロセスかどうかを判別する。

6 F$GETJPIレキシカル関数を使用して，ユーザ名，プロセス名，プロセス状態，
プロセス優先順位，戻されたそれぞれの PID番号のプロセスの基本優先順位を得
る。 F$FAOレキシカル関数は，この情報を画面に合わせてフォーマットする。

SYS.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$ @SYS

PID Username Term Process name State Pri Image
00050011 NETNONPRIV -NET- MAIL_14411 LEF 9/4 MAIL
00040013 STOVE RTA6: STOVE LEF 9/4
00140015 MAROT -DET- DMFB0ACP HIB 9/8 F11BAC
00080016 THOMPSON -DET- MTA0ACP HIB 12/8 MTAAACP
00070017 JUHLES TTF1: JUHLES LEF 9/4

.

.

.
00040018 MARCO TTA2: MARCO HIB 9/4 RTPAD
0018001A VERN RTA3: VERN LEF 9/4
0033001B YISHA RTA7: YISHA CUR 4/4
0002004A SYSTEM -DET- ERRFMT HIB 12/7 ERRFMT

このプロシージャは，システム上のすべてのプロセスに関する情報を戻します。現在
のプロセスはworld特権を持っています。

B.5 GETPARMS.COMコマンド・プロシージャ

このコマンド・プロシージャは，プロシージャに渡すパラメータの数を戻します。別
のプロシージャからGETPARMS.COMを呼び出せば，呼び出し側プロシージャに渡
されたパラメータの数を判別できます。

例: GETPARMS.COM

$ ! Procedure to count the number of parameters passed to a command
$ ! procedure. This number is returned as the global symbol PARMCOUNT.
$ !
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE") 1
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
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$ !
$ IF P1 .EQS. "?" THEN GOTO TELL 2
$ !
$ ! Loop to count the number of parameters passed. Null parameters are
$ ! counted until the last non-null parameter is passed.
$ !
$ COUNT = 0 3
$ LASTNONNULL = 0
$ LOOP:
$ IF COUNT .EQ. 8 THEN GOTO END_COUNT
$ COUNT = COUNT + 1
$ IF P’COUNT’ .NES. "" THEN LASTNONNULL = COUNT
$ GOTO LOOP
$ !
$ END_COUNT: 4
$ !
$ ! Place the number of non-null parameters passed into PARMCOUNT.
$ !
$ PARMCOUNT == LASTNONNULL
$ !
$ ! Restore verification setting, if it was on, before exiting
$ ! 5
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT
$ !
$ TELL: 6
$ TYPE SYS$INPUT

This procedure counts the number of parameters passed to
another procedure. This procedure can be called by entering
the following string in any procedure:

@GETPARMS ’P1 ’P2 ’P3 ’P4 ’P5 ’P6 ’P7 ’P8

On return, the global symbol PARMCOUNT
contains the number of parameters passed to the procedure.

$ !
$ EXIT

GETPARMS.COMコマンド・プロシージャの説明

1 現在のイメージとプロシージャのチェック設定値をセーブしてから，チェックを
オフに設定する。

2 疑問符がパラメータとしてプロシージャに渡された場合には， TELLラベル (注
6)に分岐する。

3 プロシージャに渡されたパラメータ数をカウントするループが設定される。カウ
ンタ COUNTと LASTNONNULLは，ループに入る前に 0に初期化される。ル
ープの中で， COUNTは増分され， 8の値になっているかどうかテストされる。
COUNTが 8に等しい場合には，最大数のパラメータが入力されている。空以外
のパラメータが渡されるたびに LASTNONNULLはそのパラメータの番号に定義
される。
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IFコマンドを実行するたびに， COUNTシンボルは異なる値を持つ。 1回目は，
COUNTの値は 1で， IFコマンドは P1をチェックし， 2回目は， P2をチェッ
クし，以下も同様である。

4 パラメータ・カウントが 8になると， END_COUNTに分岐する。
LASTNONNULLシンボルには，最後に渡された空以外のパラメータのカウ
ントが入っている。この値はグローバル・シンボル PARMCOUNTに収められ
る。 PARMCOUNTは，呼び出し側のコマンド・レベルで値をテストできるよう
にグローバル・シンボルとして定義しなくてはならない。

5 元のチェック設定値が復元される。

6 TELLラベルでは， TYPEコマンドが入力ストリームに収められたデータを表示
する。コマンド・プロシージャの中では，入力ストリームはコマンド・プロシー
ジャ・ファイルである。 TYPEコマンドは，GETPARMS.COMの使用方法に関
する命令を表示する。

GETPARMS.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
SORTFILES.COMプロシージャは， 3つの空以外のパラメータを渡すようにユーザ
に要求します。 SORTFILES.COMプロシージャには，次の行が入っています。

$ @GETPARMS ’P1’ ’P2’ ’P3’ ’P4’ ’P5’ ’P6’ ’P7’ ’P8’
$ IF PARMCOUNT .NE. 3 THEN GOTO NOT_ENOUGH

.

.

.
$NOT_ENOUGH:
$ WRITE SYS$OUTPUT -
"Three non-null parameters required. Type SORTFILES HELP for info."
$ EXIT

SORTFILES.COMプロシージャは，次のようにして起動できます。

$ @SORTFILES DEF 4
Three non-null parameters required. Type SORTFILE HELP for info.

このプロシージャを正しく起動するには，すなわち， SORTFILESに渡されたパラメ
ータをそのままGETPARMSに渡して処理するには，シンボル P1～ P8が 1組の二
重引用符で囲まれていなくてはなりません。

GETPARMSからの戻り値が 3でない場合には， SORTFILESはエラー・メッセージ
を出力して終了します。

B.6 EDITALL.COMコマンド・プロシージャ

EDTエディタを繰り返し起動して，同じファイル・タイプを持つファイルのグループ
を編集します。このプロシージャは，レキシカル関数を使用して出力からファイル名
を取り出す方法を示しています。また，コマンド・プロシージャの中で起動されたプ
ログラムの入力ストリームを再定義する方法も示しています。
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例: EDITALL.COM

$ ! Procedure to edit all files in a directory with a
$ ! specified file type. Use P1 to indicate the file type.
$ !
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO DONE ! Ctrl/Y action 1
$ ON ERROR THEN GOTO DONE
$ !
$ ! Check for file type parameter. If one was entered, continue;
$ ! otherwise, prompt for a parameter.
$ !
$ IF P1 .NES. "" THEN GOTO OKAY 2
$ INQUIRE P1 "Enter file type of files to edit"
$ !
$ ! List all files with the specified file type and write the DIRECTORY
$ ! output to a file named DIRECT.OUT
$ !
$ OKAY:
$ DIRECTORY/VERSIONS=1/COLUMNS=1 - 3

/NODATE/NOSIZE -
/NOHEADING/NOTRAILING -
/OUTPUT=DIRECT.OUT *.’P1’

$ IF .NOT. $STATUS THEN GOTO ERROR_SEC 4
$ !
$ OPEN/READ/ERROR=ERROR_SEC DIRFILE DIRECT.OUT 5
$ !
$ ! Loop to read directory file
$ !
$ NEWLINE: 6
$ READ/END=DONE DIRFILE NAME
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND: ! Redefine SYS$INPUT
$ EDIT ’NAME’ ! Edit the file
$ GOTO NEWLINE
$ !
$ DONE: 7
$ CLOSE DIRFILE/ERROR=NOTOPEN ! Close the file
$ NOTOPEN:
$ DELETE DIRECT.OUT;* ! Delete temp file
$ EXIT
$ !
$ ERROR_SEC:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Error: ",F$MESSAGE($STATUS)
$ DELETE DIRECT.OUT;*
$ EXIT

EDITALL.COMコマンド・プロシージャの説明

1 ONコマンドは，このプロシージャの条件処理を設定する。このプロシージャの実
行時に Ctrl/Yが押されると，DONEラベルに分岐する。同様に，エラーまたは
重大エラーが生じても，DONEラベルに分岐する。

2 パラメータが入力されたかどうかをチェックする。入力されていない場合には，
ファイル・タイプを求めるプロンプトを出す。
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3 DIRECTORYコマンドは， P1として指定されたファイル・タイプを持つすべて
のファイルをリストする。コマンド出力はDIRECT.COMファイルに書き込まれ
る。/VERSIONS=1修飾子は，それぞれのファイルの最も大きいバージョン番
号だけをリストするように要求する。NOHEADING修飾子と/NOTRAILING
修飾子は，出力に見出し行やディレクトリ要約を含めないように要求する。
/COLUMNS=1修飾子は，レコードごとにファイル名が 1つずつ指定されるよう
にする。

4 IFコマンドは，$STATUSの値をテストすることによって，DIRECTORYコマン
ドからの戻り値をチェックする。DIRECTORYコマンドが正しく実行されない
と，$STATUSは偶数の整数値になり，プロシージャは ERROR_SECラベルに分
岐する。

5 OPENコマンドは，ディレクトリ出力ファイルをオープンして，それに論理名
DIRFILEを指定する。

6 READコマンドは，DIRECTORYコマンド出力の行をシンボル名NAMEに読み
込む。すべての行を読み込むと，DEFINEコマンドを使用して，編集セッション
の入力ストリーム (SYS$INPUT)がターミナルになるように再定義する。次に，
エディタを起動して，NAMEシンボルをファイル指定として指定する。編集セッ
ションが完了すると，コマンド・インタプリタは，コマンド・プロシージャの中
の次の行を読み込んで，NEWLINEラベルに分岐する。ディレクトリの中にある
指定されたファイル・タイプのすべてのファイルを編集すると，DONEラベルに
分岐する。

7 DONEラベルは， READコマンドの/END修飾子のターゲット・ラベルであると
ともに，プロシージャの始めに設定された ON CONTROL_Y条件とON ERROR
条件のターゲット・ラベルでもある。このラベルでは，クリーンアップ処理を行
う。

CLOSEコマンドは，DIRECTORYコマンドの出力ファイルをクローズし，
/ERROR修飾子はファイルの中の次の行のラベルを指定する。このように
/ERROR修飾子を使用すると，ディレクトリ・ファイルがオープンされていない
ときに表示されるはずのエラー・メッセージが出されなくなる。このような状況
は，ディレクトリ・ファイルをオープンする前に Ctrl/Yを押した場合などに生じ
る。

クリーンアップ処理の 2番目のステップは，一時ディレクトリ・ファイルを削除
することである。

EDITALL.COMコマンド・プロシージャの実行結果例

$ @EDITALL DAT
* .

.

.
%DELETE-I-FILDEL, device:[directory]DIRECT.OUT;1 deleted (x blocks)
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EDITALLプロシージャがDATとして指定された P1によって起動されます。このプ
ロシージャは，省略時のディレクトリにあるファイル・タイプDATを持つすべての
ファイルのディレクトリ・リストを作成し，エディタを起動してそれぞれのファイル
を編集します。ファイル・タイプDATを持つ最後のファイルを編集し終わると，一
時ファイルDIRECT.OUTを削除して，ターミナルにメッセージを表示します。

B.7 MAILEDIT.COMコマンド・プロシージャ

このコマンド・プロシージャは，MAILユーティリティでテキスト・エディタを起動
しています。

例: MAILEDIT.COM

$ ! Command procedure to invoke an editor for Mail.
$ !
$ ! Inputs:
$ !
$ ! P1 = Input file name.
$ ! P2 = Output file name.
$ !
$ ! If MAIL$EDIT is undefined, Mail will invoke the user’s selected
$ ! callable editor set by the mail SET EDITOR command.
$ !
$ ! If MAIL$EDIT is defined to be a command procedure, Mail will create
$ ! a subprocess to edit the mail, but any SET EDITOR command in Mail
$ ! will override the definition of MAIL$EDIT for the remainder of that
$ ! Mail session.
$ !
$ ! Note that this procedure is run in the context of a subprocess.
$ ! LOGIN.COM is not executed. However, all process logical names
$ ! and DCL global symbols are copied. In particular, note that the
$ ! user’s individual definition of the symbol EDIT is used if there
$ ! is one. Otherwise, the system default editor is used.
$ !
$ ! The default directory is the same as the parent process
$ !
$ DEFINE /USER SYS$INPUT ’F$TRNLNM("SYS$OUTPUT")’ 1
$ IF P1 .EQS. "" THEN GOTO NOINPUT 2
$ EDIT /OUTPUT=’P2’ ’P1’ 3
$ EXIT
$NOINPUT:
$ EDIT ’P2’ 4
$ EXIT

MAILEDIT.COMコマンド・プロシージャの説明

1 DEFINEコマンドは，エディタ入力をコマンド・ファイルからではなく，ターミ
ナルから得られるようにする。

2 IF文は，異なる出力ファイル名を持つファイルを編集することと，同じファイル
名を持つファイルを編集することを区別する。

3 この EDITコマンドは，入力ファイル名と出力ファイル名でエディタを起動す
る。この行を，たとえば次のように編集すると，ユーザが選択したエディタを起
動できる。
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$ RUN XYZ_EDITOR.EXE /INPUT= ’P1’ /OUTPUT=’P2’

4 この EDITコマンドは， 1つのファイル名でエディタを起動する。この行を，た
とえば次のように編集すると，ユーザが選択したエディタを起動できる。

$ RUN XYZ_EDITOR.EXE /INPUT= ’P2’ /OUTPUT=’P2’

MAILEDIT.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$DEFINE MAIL$EDIT MAILEDIT.COM
$MAIL
MAIL> SHOW EDITOR
Your editor is defined by the file MAILEDIT.COM.

B.8 FORTUSER.COMコマンド・プロシージャ

FORTRANプログラムの作成，コンパイル，実行を行う会話型ユーザの，ターミナル
環境を制御するシステム定義のログイン・コマンド・プロシージャのサンプルを示し
ます。 FORTUSER.COMが，ログイン・コマンド・プロシージャとしてリストされ
る専用アカウントにログインした場合は， FORTUSER.COMが受け入れるコマンド
しか実行できません。このプロシージャは，レキシカル関数を使用してオプション・
テーブルを参照し，ユーザが入力したコマンドと有効なコマンドのリストとを比較す
る方法も示しています。

例: FORTUSER.COM

$ ! Procedure to create, compile, link, execute, and debug
$ ! FORTRAN programs. Users can enter only the commands listed
$ ! in the symbol OPTION_TABLE.
$ SET NOCONTROL=Y 1
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$ OPTION_TABLE = "EDIT/COMPILE/LINK/RUN/EXECUTE/DEBUG/PRINT/HELP/FILE/DONE/" 2
$ TYPE SYS$INPUT 3

VMS FORTRAN Command Interpreter

Enter name of file with which you would like to work.
$ !
$ ! Set up for initial prompt
$ !
$ PROMPT = "INIT" 4
$ GOTO HELP ! Print the initial help message
$ !
$ ! after the first prompting message, use the prompt: Command
$ !
$ INIT:
$ PROMPT = "GET_COMMAND"
$ GOTO FILE ! Get initial file name
$ !
$ ! Main command parsing routine. The routine compares the current
$ ! command against the options in the option table. When it finds
$ ! a match, it branches to the appropriate label.
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$ !
$ GET_COMMAND:
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO GET_COMMAND ! Ctrl/Y resets prompt 5
$ SET CONTROL=Y
$ ON WARNING THEN GOTO GET_COMMAND ! If any, reset prompt
$ INQUIRE COMMAND "Command"
$ IF COMMAND .EQS. "" THEN GOTO GET_COMMAND
$ IF F$LOCATE(COMMAND + "/", OPTION_TABLE) .EQ. F$LENGTH(OPTION_TABLE) - 6

THEN GOTO INVALID_COMMAND
$ GOTO ’COMMAND’
$ !
$ INVALID_COMMAND: 7
$ WRITE SYS$OUTPUT " Invalid command"
$ !
$ HELP: 8
$ TYPE SYS$INPUT

The commands you can enter are:
FILE Name of FORTRAN program in your current

default directory. Subsequent commands
process this file.

EDIT Edit the program.
COMPILE Compile the program with FORTRAN.
LINK Link the program to produce an executable image.
RUN Run the program’s executable image.
EXECUTE Same function as COMPILE, LINK, and RUN.
DEBUG Run the program under control of the debugger.
PRINT Queue the most recent listing file for printing.
DONE Return to interactive command level.
HELP Print this help message.

Enter Ctrl/Y to restart this session
$ GOTO ’PROMPT’ 9
$ EDIT: 1 0

$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND:
$ EDIT ’FILE_NAME’.FOR
$ GOTO GET_COMMAND
$ COMPILE:
$ FORTRAN ’FILE_NAME’/LIST/OBJECT/DEBUG
$ GOTO GET_COMMAND
$ LINK:
$ LINK ’FILE_NAME’/DEBUG
$ PURGE ’FILE_NAME’.*/KEEP=2
$ GOTO GET_COMMAND
$ RUN:
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND:
$ RUN/NODEBUG ’FILE_NAME’
$ GOTO GET_COMMAND
$ DEBUG:
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND:
$ RUN ’FILE_NAME’
$ GOTO GET_COMMAND
$ EXECUTE:
$ FORTRAN ’FILE_NAME’/LIST/OBJECT
$ LINK/DEBUG ’FILE_NAME’
$ PURGE ’FILE_NAME’.*/KEEP=2
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$ RUN/NODEBUG ’FILE_NAME’
$ GOTO GET_COMMAND
$ PRINT:
$ PRINT ’FILE_NAME’
$ GOTO GET_COMMAND
$ BADFILE: 1 1

$ WRITE SYS$OUTPUT "File must be in current default directory."
$ FILE:
$ INQUIRE FILE_NAME "File name"
$ IF FILE_NAME .EQS. "" THEN GOTO FILE
$ IF F$PARSE(FILE_NAME,,,"DIRECTORY") .NES. F$DIRECTORY() - 1 2

THEN GOTO BADFILE
$ FILE_NAME = F$PARSE(FILE_NAME,,,"NAME")
$ GOTO GET_COMMAND
$ DONE:
$ EXIT

FORTUSER.COMコマンド・プロシージャの説明

1 SET NOCONTROL=Yコマンドは，このプロシージャの制御下でログインするユ
ーザが，プロシージャまたはプロシージャの中のコマンドやプログラムに割り込
めないようにする。

2 このオプション・テーブルには，ユーザが実行できるコマンドがリストされる。
それぞれのコマンドはスラッシュによって区切られている。

3 プロシージャ自体を示している。

4 シンボル名 PROMPTにプロシージャの中のラベルの値が割り当てられる。プロ
シージャを初めて起動するとき，このシンボルの値は INITになる。HELPコマ
ンド・テキストは， PROMTラベルを指定するGOTOコマンドで終了する。この
テキストを初めて表示する場合には，GOTOコマンドの結果，HELPラベルに
分岐する。このとき，ユーザが入力可能なコマンドを示すHELPメッセージが表
示される。次に，プロシージャは INITラベルに戻って，そこで PROMTの値を
"GET_COMMAND"に変更し，最後に， FILEラベルに分岐して，ファイル名を
得る。これ以降は，ヘルプ・テキストが表示されると，GET_COMMANDラベル
に分岐して，次のコマンドを得る。

5 Ctrl/Y条件アクションが，警告条件アクションと同じように， GET_COMMAND
ラベルに戻るように設定される。プロシージャは，コマンドを求めるプロンプト
を出し，入力があるまでプロンプトを出し続ける。セッションを終了して会話型
コマンド・レベルに戻るには，DONEコマンドを入力する。

6 F$LOCATEレキシカル関数と F$LENGTHレキシカル関数を使用して，オプショ
ンのリストにコマンドが指定されているかどうかを判別する。 F$LOCATE関数
は，ユーザが入力したコマンドで末尾にスラッシュが付くものを検索する。たと
えば， EDITと入力すると， EDIT/を検索する。オプション・リストにコマンド
が指定されていない場合には，プロシージャは INVALID_COMMANラベルに分
岐する。オプション・リストにコマンドが指定されている場合は，該当するラベ
ルに分岐する。
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7 INVALID_COMMANDラベルで，プロシージャはエラー・メッセージを出し，有
効なコマンドの一覧を示すヘルプ・テキストを表示する。

8 ヘルプ・テキストには，有効なコマンドがリストされる。このテキストは一番最
初に表示される。また，ユーザがHELPコマンドや無効なコマンドを入力したと
きも表示される。

9 HELPテキストの末尾のGOTOコマンドはシンボル名 PROMPTを指定してい
る。このプロシージャを初めて起動するとき，このシンボルは INITの値になり，
それ以降はGET_COMMANDの値になる。

1 0 リストの中の有効な各コマンドは，オプション・テーブルに対応するエント
リを持ち，コマンド・プロシージャの中に対応するラベルを持つ。ターミ
ナルから入力を読み込む EDITなどのコマンドの場合は，入力ストリームを
SYS$COMMANDとして定義するDEFINEコマンドがプロシージャに含まれ
る。

1 1 BADFILEラベルで，プロシージャはファイルが現在のディレクトリになくては
ならないことを示すメッセージを表示する。次に，別のファイル名を求めるプロ
ンプトを出す。

1 2 ファイル名を得ると，現在の省略時のディレクトリ以外のディレクトリをユーザ
が指定しなかったかどうかをチェックする。ここで F$PARSE関数を使用して，
ファイル名を取り出す (それぞれのコマンドには，該当する省略時のファイル・タ
イプがある)。次に，GET_COMMANDラベルに戻って，ファイルを処理するコ
マンドを得る。

FORTUSER.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
この例は，このコマンド・プロシージャを専用コマンド・プロシージャとして使用す
る方法を示しています。

Username: CLASS30
Password:

OpenVMS Version 7.1

OpenVMS FORTRAN Command Interpreter

Enter name of file with which you would like to work.

The commands you can enter are:

FILE Name of FORTRAN program in your current
default directory. Subsequent commands
process this file.

EDIT Edit the program.
COMPILE Compile the program with VAX FORTRAN.
LINK Link the program to produce an executable image.
RUN Run the program’s executable image.
EXECUTE Same function as COMPILE, LINK and RUN.
DEBUG Run the program under control of the debugger.
PRINT Queue the most recent listing file for printing.
DONE Return to interactive command level.
HELP Print this help message.
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Enter Ctrl/Y to restart this session
File name: AVERAGE
Command: COMPILE
Command: LINK
Command: RUN
Command: FILE
File name: READFILE
Command: EDIT

このサンプル実行は， CLASS30というユーザが FORTUSERコマンド・プロシージ
ャによって制御されるアカウントにログインするときのセッションを示しています。
FORTUSERコマンド・プロシージャは，ユーザが実行できるコマンドと，セッショ
ンを再開するための命令を表示します。次に，ユーザが AVERAGEファイルを指定
して，それをコンパイル，リンク，実行します。この後，ユーザは FILEコマンドを
入力して，別のファイルで作業を開始します。

B.9 LISTER.COMコマンド・プロシージャ

入力データを求めるプロンプトを出し，データを桁揃えしてからソートし，出力ファ
イルに書き込みます。このプロシージャは， READとWRITEコマンドとともに，割
り当て文の部分文字列オーバレイ形式を示しています。

例: LISTER.COM

$ ! Procedure to accumulate programmer names and document file names.
$ ! After all programmer names and file names are entered, they are
$ ! sorted in alphabetic order by programmer name and printed on
$ ! the system printer.
$ !
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE") 1
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$ !
$ OPEN/WRITE OUTFILE DATA.TMP ! Create output file 2
$ !
$ ! Loop to obtain programmers’ last names and file names,
$ ! and write this data to DATA.TMP.
$ !
$ LOOP: 3
$ INQUIRE NAME "Programmer (press Return to quit)"
$ IF NAME .EQS. "" THEN GOTO FINISHED
$ INQUIRE FILE "Document file name"
$ RECORD[0,20]:=’NAME’ 4
$ RECORD[21,20]:=’FILE’
$ WRITE OUTFILE RECORD
$ GOTO LOOP
$ FINISHED:
$ CLOSE OUTFILE
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$ !
$ DEFINE/USER_MODE SYS$OUTPUT: NL: ! Suppress sort output
$ SORT/KEY=(POSITION:1,SIZE=20) DATA.TMP DOC.SRT 5
$ !
$ OPEN/WRITE OUTFILE DOCUMENT.DAT 6
$ WRITE OUTFILE "Programmer Files as of ",F$TIME()
$ WRITE OUTFILE ""
$ RECORD[0,20]:="Programmer Name"
$ RECORD[21,20]:="File Name"
$ WRITE OUTFILE RECORD
$ WRITE OUTFILE ""
$ !
$ CLOSE OUTFILE 7
$ APPEND DOC.SRT DOCUMENT.DAT
$ PRINT DOCUMENT.DAT
$ !
$ INQUIRE CLEAN_UP "Delete temporary files [Y,N]" 8
$ IF CLEAN_UP THEN DELETE DATA.TMP;*,DOC.SRT;*
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT

LISTER.COMコマンド・プロシージャの説明

1 LISTER.COMは，現在のチェック設定値をセーブして，チェックをオフに設定す
る。

2 OPENコマンドが書き込み用の一時ファイルをオープンする。

3 INQUIREコマンドは，プログラマ名とファイル名を求めるプロンプトを出す。
INQUIREコマンドのプロンプトに対して Returnと表示される空の行を入力する
と，プロシージャは，これ以上入力されるデータがないとみなして， FINISHED
ラベルに分岐する。

4 シンボルNAMEと FILEに値を割り当てた後，割り当て文の文字列オーバレイ
形式を使用して， RECORDシンボルの値を構築する。 RECORDの 1～ 21桁に
は，NAMEの現在の値が書き込まれる。コマンド・インタプリタは，NAMEの
値にスペースを埋め込んで，指定された 20文字の長さにする。

同様に， RECORDの次の 20桁に FILEの値が埋め込まれると， RECORDの値
が出力ファイルに書き込まれる。

5 ファイルがクローズされると，プロシージャは出力ファイルDATA.TMPをソート
する。DEFINEコマンドは， SORTコマンド出力を空のファイルであるNLに向
ける。これ以外の場合は，これらの統計情報はターミナルに表示される。

ソート操作は，最初の 20桁，すなわちプログラマ名によって実行される。

ソート済み出力ファイルには，DOC.SRTの名前が付けられる。

6 OPENコマンドで最終的な出力ファイルであるDOCUMENT.DATを作成する。
ファイルに書き込まれる最初の数行はヘッダ行で，タイトル，日時，カラムの見
出しが示される。
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7 DOCUMENT.DATファイルをクローズして，ソート済み出力ファイルDOC.SRT
をこのファイルに追加する。次に，出力ファイルはシステム・プリンタのキュー
に登録される。

8 最後に，中間ファイルを削除するかどうかを決定するようにプロンプトを出す。
INQUIREコマンド・プロンプトに対して真の応答 (T， t， Y，または y)を入力
すると，ファイルDATA.TMPとDOC.SRTは削除される。偽の応答を入力する
と，この 2つのファイルは保管される。

LISTER.COMコマンド・プロシージャ実行結果例
$ @LISTER
Programmer: WATERS
Document file name: CRYSTAL.CAV
Programmer: JENKINS
Document file name: MARIGOLD.DAT
Programmer: MASON
Document file name: SYSTEM.SRC
Programmer: ANDERSON
Document file name: JUNK.J
Programmer: Return

Delete temporary files [Y,N]:y

このプロシージャを実行して得られる出力ファイルは次のようになります。

Programmer Files as of 31-DEC-1999 16:18:58.79

Programmer Name File Name

ANDERSON JUNK.J
JENKINS MARIGOLD.DAT
MASON SYSTEM.SRC
WATERS CRYSTAL.CAV

B.10 CALC.COMコマンド・プロシージャ

算術計算を行い，その結果を 16進値と 10進値に変換します。

例: CALC.COM

$ ! Procedure to calculate expressions. If you enter an
$ ! assignment statement, then CALC.COM evaluates the expression
$ ! and assigns the result to the symbol you specify. In the next
$ ! iteration, you can use either your symbol or the symbol Q to
$ ! represent the current result.
$ !
$ ! If you enter an expression, then CALC.COM evaluates the
$ ! expression and assigns the result to the symbol Q. In
$ ! the next iteration, you can use the symbol Q to represent
$ ! the current result.
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$ !
$ SAVE_VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$ START:
$ ON WARNING THEN GOTO START 1
$ INQUIRE STRING "Calc" 2
$ IF STRING .EQS. "" THEN GOTO CLEAN_UP
$ IF F$LOCATE("=",STRING) .EQ. F$LENGTH(STRING) THEN GOTO EXPRESSION
$ !
$ ! Execute if string is in the form symbol = expression
$ STATEMENT: 3
$ ’STRING’ ! Execute assignment statements
$ SYMBOL = F$EXTRACT(0,F$LOCATE("=",STRING)-1,STRING) ! get symbol name
$ Q = ’SYMBOL’ ! Set up q for future iterations
$ LINE = F$FAO("Decimal = !SL Hex = !-!XL Octal = !-!OL",Q)
$ WRITE SYS$OUTPUT LINE
$ GOTO START
$ !
$ !
$ ! Execute if string is an expression
$ EXPRESSION: 4
$ Q = F$INTEGER(’STRING’) ! Can use Q in next iteration
$ LINE = F$FAO("Decimal = !SL Hex = !-!XL Octal = !-!OL",Q)
$ WRITE SYS$OUTPUT LINE
$ GOTO START
$ !
$ CLEAN_UP:
$ SAVE_VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(SAVE_VERIFY_PROCEDURE,SAVE_VERIFY_IMAGE)
$ EXIT

CALC.COMコマンド・プロシージャの説明

1 プロシージャを再開するエラー処理条件を設定する。警告またはそれ以上の重大
度を持つエラーが生じると，プロシージャは始めに戻って，ON条件を再設定す
る。

この方法を使用すると，ユーザが式を間違って入力してもプロシージャは終了し
ない。

2 INQUIREコマンドは，算術式を求めるプロンプトを出す。プロシージャは，次
のいずれかの形式の式を受け入れる。

名前=式

式

ユーザが Returnを押すと，プロシージャは， CALCセッションが終わったとみ
なして，終了する。

ユーザが "名前=式 "形式で入力した場合は，プロシージャは STATEMENTラベル
で実行を継続し，そうでない場合は， EXPRESSIONラベルに分岐する。
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3 割り当て文を実行して，式の結果をシンボルに割り当てる。次に，シンボル名を
取り出して，シンボルの値をQに割り当てる。こうしておくと，ユーザは，次に
プロシージャを反復するときにQを使用することもできるし，シンボルを使用す
ることもできる。次に，プロシージャはこの結果を表示し， STARTラベルに戻
る。

4 式を評価して，評価結果をQシンボルに割り当てる。ユーザは，次にプロシージ
ャを反復するときにQを使用できる。次に，この結果を表示して STARTラベル
に戻る。

CALC.COMコマンド・プロシージャの実行結果例
$ @CALC
Calc: 2 * 30
Decimal = 60 Hex = 0000003C Octal = 00000000074
Calc: Q + 3
Decimal = 63 Hex = 0000003F Octal = 00000000077
Calc: TOTAL = Q + 4
Decimal = 67 Hex = 00000043 Octal = 00000000103
Calc: 5 + 7
Decimal = 12 Hex = 0000000C Octal = 00000000014
Calc: Return

$

プロシージャからのプロンプトの 1つ 1つに，ユーザは算術式を入力します。プロ
シージャはその結果を 10進数， 16進数， 8進数で表示します。データのない行で
Returnを押しただけの空の行で CALCセッションは終わりです。

B.11 BATCH.COMコマンド・プロシージャ

コマンド文字列，コマンド・プロシージャ，コマンドのリストのうちのいずれかを受
け取って，バッチ・ジョブとして実行します。

例: BATCH.COM

$ VERIFY_IMAGE = F$ENVIRONMENT("VERIFY_IMAGE")
$ VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(0)
$!
$! Turn off verification and save current settings.
$! (This comment must appear after you turn verification
$! off; otherwise it will appear in the batch job log file.)
$!
$!
$! If this is being executed as a batch job,
$! (from the SUBMIT section below) go to the EXECUTE_BATCH_JOB section
$! Otherwise, get the information you need to prepare to execute the
$! batch job.
$!
$ IF F$MODE() .EQS. "BATCH" THEN GOTO EXECUTE_BATCH_JOB 1
$!
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$!
$! Prepare to submit a command (or a command procedure) as a batch job.
$! First, determine a mnemonic process name for the batch job. Use the
$! following rules:
$!
$! 1) If the user is executing a single command, then use the verb name.
$! Strip off any qualifiers that were included with the command.
$! 2) If the user is executing a command procedure, then use the file name.
$! 3) Otherwise, use BATCH.
$!
$ JOB_NAME = P1 2
$ IF JOB_NAME .EQS. "" THEN JOB_NAME = "BATCH"
$ IF F$EXTRACT(0,1,JOB_NAME) .EQS. "@" THEN JOB_NAME = F$EXTRACT(1,999,JOB_NAME)
$ JOB_NAME = F$EXTRACT(0,F$LOCATE("/",JOB_NAME),JOB_NAME)
$ JOB_NAME = F$PARSE(JOB_NAME,,,"NAME","SYNTAX_ONLY")
$ IF JOB_NAME .EQS. "" THEN JOB_NAME = "BATCH"
$!
$!
$! Get the current default device and directory.
$!
$ ORIGDIR = F$ENVIRONMENT("DEFAULT")
$!
$!
$! Concatenate the parameters to form the command string to be executed.
$! If the user did not enter a command string, the symbol COMMAND will have
$! a null value.
$!
$ COMMAND = P1 + " " + P2 + " " + P3 + " " + P4 + " " + - 3

P5 + " " + P6 + " " + P7 + " " + P8
$!
$!
$! If the user is executing a single command and if both the command and the
$! original directory specification are small enough to be passed as
$! parameters to the SUBMIT command, then submit the batch job now
$!
$ IF (P1 .NES. "") .AND. (F$LENGTH(COMMAND) .LE. 255) .AND. - 4

(F$LENGTH(ORIGDIR) .LE. 255) THEN GOTO SUBMIT
$!
$!
$! If the single command to be executed in the batch job is very large, or
$! if you have to prompt for commands to execute in the batch job, then
$! create a temporary command procedure to hold those commands and get the
$! fully expanded name of the command procedure.
$!
$ CREATE_TEMP_FILE:
$ ON CONTROL_Y THEN GOTO CONTROL_Y_HANDLER 5
$ OPEN/WRITE/ERROR=FILE_OPEN_ERROR TEMPFILE SYS$SCRATCH:’JOB_NAME’.TMP 6
$ FILESPEC = F$SEARCH("SYS$SCRATCH:" + JOB_NAME + ".TMP")
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$!
$! By default, have the batch job continue if it encounters any errors.
$!
$ WRITE TEMPFILE "$ SET NOON"
$!
$! Either write the single large command to the file, or prompt for
$! multiple commands and write them to the file.
$!
$ IF COMMAND .NES. " " THEN GOTO WRITE_LARGE_COMMAND
$
$ LOOP:
$ READ /END_OF_FILE=CLOSE_FILE /PROMPT="Command: " SYS$COMMAND COMMAND
$ IF COMMAND .EQS. "" THEN GOTO CLOSE_FILE
$ WRITE TEMPFILE "$ ",COMMAND
$ GOTO LOOP
$
$ WRITE_LARGE_COMMAND:
$ WRITE TEMPFILE "$ ",COMMAND
$
$!
$! Finish the temporary file by defining a symbol so that you will know
$! the name of the command procedure to delete and then close the file.
$! Define the symbol COMMAND to mean "execute the command procedure
$! you have just created". Then submit the batch job and execute
$! this command procedure in the batch job.
$!
$ CLOSE_FILE: 7
$ WRITE TEMPFILE "$ BATCH$DELETE_FILESPEC == """,FILESPEC,""""
$ CLOSE TEMPFILE
$ ON CONTROL_Y THEN EXIT
$ COMMAND = "@" + FILESPEC
$!
$!
$! Submit BATCH.COM as a batch job, and pass it two parameters.
$! P1 is the command (or name of the command procedure) to execute.
$! P2 is the directory from which to execute the command.
$!
$ SUBMIT: 8
$ SUBMIT/NOTIFY/NOPRINT ’F$ENVIRONMENT("PROCEDURE")’ /NAME=’JOB_NAME’ -

/PARAMETERS=("’’COMMAND’","’’ORIGDIR’")
$ GOTO EXIT
$!
$!
$! The user pressed Ctrl/Y while the temporary command procedure was open.
$! Close the command procedure, delete it if it exists, and exit.
$!
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$ CONTROL_Y_HANDLER: 9
$ CLOSE TEMPFILE
$ IF F$TYPE(FILESPEC) .NES. "" THEN DELETE/NOLOG ’FILESPEC’
$ WRITE SYS$OUTPUT "Ctrl/Y caused the command procedure to abort."
$ GOTO EXIT
$!
$!
$! The temporary command procedure could not be created.
$! Notify the user and exit.
$!
$ FILE_OPEN_ERROR: 1 0

$ WRITE SYS$OUTPUT "Could not create sys$scratch:",job_name,".tmp"
$ WRITE SYS$OUTPUT "Please correct the situation and try again."
$!
$!
$! Restore the verification states and exit.
$!
$ EXIT: 1 1

$ VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(VERIFY_PROCEDURE,VERIFY_IMAGE)
$ EXIT
$!
$!
$! BATCH.COM was invoked as a batch job. P1 contains the command
$! to execute and P2 the default directory specification.
$! Return a status code that indicates the termination status of P1.
$!
$ EXECUTE_BATCH_JOB: 1 2

$ SET NOON
$ VERIFY_PROCEDURE = F$VERIFY(VERIFY_PROCEDURE,VERIFY_IMAGE)
$ SET DEFAULT ’P2’
$ ’P1’
$ IF F$TYPE(BATCH$DELETE_FILESPEC) .EQS. "" THEN EXIT $STATUS
$ STATUS = $STATUS
$ DELETE /NOLOG ’BATCH$DELETE_FILESPEC’
$ EXIT STATUS

BATCH.COMコマンド・プロシージャの説明

1 この IF文は， BATCH.COMがバッチ・モードで実行されているかどうかをテス
トする。 BATCH.COMを会話形式で起動した場合，バッチ・ジョブとして実行
されるコマンド文字列またはコマンド・プロシージャをパラメータとして指定す
る。パラメータを指定しないと， BATCH.COMはコマンドを求めるプロンプトを
出し，これらのコマンドをファイルに書き込んでから，このコマンド・プロシー
ジャをバッチ・ジョブとして実行する。

バッチ・ジョブから 1つまたは複数のコマンドを実行する準備が整うと，
BATCH.COMは SUBMITコマンドを使用して BATCH.COM自体をバッチ・
ジョブとしてキューに登録し，このジョブからコマンドを実行する (注 8を参
照)。 BATCH.COMをバッチ・ジョブとして起動した場合には，プロシージャは
EXECUTE_BATCH_JOBラベルに分岐する。 BATCH.COMをバッチ・モードで
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実行するときには，実行するコマンドまたはコマンド・プロシージャを P1とし
て，省略時のディレクトリを P2として指定しなければならない。

2 これらのコマンドは，バッチ・ジョブの実行準備を行う。最初に，バッチ・ジョ
ブの名前を構築する。コマンド文字列が渡された場合， BATCH.COMは動詞名を
ジョブ名として使用し，コマンド・プロシージャが渡された場合は，ファイル名
を使用する。入力が渡されなかった場合には，ジョブに BATCHという名前を付
ける。

3 パラメータを連結して，実行するコマンド文字列にする。コマンド文字列は
COMMANDシンボルに割り当てられる。

4 SUBMITコマンドは， 255文字より長いパラメータは渡すことができない。した
がって，プロシージャは，コマンド文字列とディレクトリ名の長さが 255文字未
満になっているかどうかをテストする。両方の文字列が 255文字未満であり，ユ
ーザが実際にはコマンド文字列を渡した場合には， SUBMITラベルに分岐する。

5 Ctrl/Yハンドラが設定されるので，コマンド・プロシージャのこのセクションで
ユーザが Ctrl/Yを押すと，クリーンアップ処理が実行される。

6 実行するコマンドを収める一時ファイルを作成する。ユーザが長いコマンド文字
列を指定した場合は，プロシージャはWRITE_LARGE_COMMANDに分岐し
て，このコマンドを一時ファイルに書き込む。そうでない場合には，実行するコ
マンドを求めるプロンプトを出す。それぞれのコマンドは一時ファイルに書き込
まれる。

7 一時ファイルをクローズする前に，シンボル割り当て文をファイルに書き込
むようにする。この文は，一時ファイルのファイル名を BATCH$DELETE_
FILESPECシンボルに割り当てる。一時ファイルをクローズした後，プロシージ
ャは省略時の Ctrl/Yハンドラを再設定する。次に， COMMANDシンボルを定義
して，実行時に COMMANDシンボルが一時コマンド・ファイルを起動するよう
にする。

8 定義されたジョブ名を使用して，プロシージャ自体をバッチ・ジョブとしてキ
ューに登録する (注 2を参照)。また，実行するコマンドまたはコマンド・プロシ
ージャと，コマンドを実行するディレクトリの 2つのパラメータも渡す。次に，
EXITラベルに分岐する (注 11を参照)。

9 一時ファイルの作成中にユーザが Ctrl/Yを押すと，ここのセクションでクリーン
アップ処理を実行する。

1 0 このセクションは，一時ファイルを作成できないときにエラー・メッセージを作
成する。

1 1 元のチェック設定値を再設定してから終了する。

1 2 これらのコマンドは， BATCH.COMがバッチ・モードで実行されるときに実行
される。最初に，ONエラー処理機能が使用可能になり，ユーザの省略時のチェ
ック設定値が設定される。次に，省略時の値が P2によって示されるディレクト
リに設定され， P1によって示されるコマンドまたはコマンド・プロシージャが
実行される。一時ファイルが作成された場合には，このファイルは削除される。
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BATCH$DELETE_FILESPECを削除する前に， P1の完了状態がセーブされ
る。この完了状態は EXITコマンドによって戻される。

BATCH.COMコマンド・プロシージャの実行結果例

$ @BATCH RUN MYPROG
Job RUN (queue SYS$BATCH, entry 1715) started on SYS$BATCH

この例は， BATCH.COMを使用して，バッチ・ジョブの中からプログラムを実行し
ています。

B.12 COMPILE_FILE.COMコマンド・プロシージャ

PASCALまたは FORTRANで書かれたファイルのコンパイル，リンク，実行を行
います。処理するファイルを求めるプロンプトを出し，ファイル・タイプが PASか
FORかを判別します。ファイル・タイプが PASでも FORでもない場合，またはフ
ァイルが現在の省略時のディレクトリに存在しない場合には，該当するエラー・メッ
セージを出力します。このプロシージャは， IF-THEN-ELSE言語構成の使用方法を
示しています。

例: COMPILE_FILE.COM

$! This command procedure compiles, links, and runs a file written in Pascal
$! or FORTRAN.
$!
$ ON CONTROL_Y THEN EXIT
$!
$ TOP:
$ INQUIRE FILE "File to process"
$ IF F$SEARCH(FILE) .NES. "" 1
$ THEN
$ FILE_TYPE = F$PARSE(FILE,,,"TYPE") 2 ! determine file type
$ FILE_TYPE = F$EXTRACT(1,F$LENGTH(’FILE_TYPE’),FILE_TYPE) ! remove period
$! Remove type from file specification
$ PERIOD_LOC = F$LOCATE(".",FILE)
$ FILE = F$EXTRACT(0,PERIOD_LOC,FILE)
$ ON WARNING THEN GOTO OTHER
$ GOTO ’FILE_TYPE’
$ ELSE 3
$ WRITE SYS$OUTPUT FILE, "does not exist"
$ ENDIF 4
$!
$ GOTO END
$!
$!
$!
$ FOR: 5
$ ON ERROR THEN GOTO PRINT
$ FORTRAN/LIST ’FILE’
$ GOTO LINK
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$!
$ PAS:
$ ON ERROR THEN GOTO PRINT
$ PASCAL/LIST ’FILE’
$ GOTO LINK
$!
$ OTHER:
$ WRITE SYS$OUTPUT "Can’t handle files of type .’’FILE_TYPE’"
$ GOTO END
$!
$ LINK: 6
$ ON ERROR THEN GOTO END
$ WRITE SYS$OUTPUT "Successful compilation ...."
$ LINK ’FILE’
$ DEFINE/USER_MODE SYS$INPUT SYS$COMMAND
$ RUN ’FILE’
$ GOTO CLEANUP
$!
$ PRINT: 7
$ WRITE SYS$OUTPUT "Unsuccessful compilation, printing listing file ...."
$ PRINT ’FILE’
$!
$ CLEANUP:
$ DELETE ’FILE’.OBJ;
$ DELETE ’FILE’.LIS;
$!
$ END:
$ INQUIRE/NOPUNCTUATION ANS "Process another file (Y or N)? "
$ IF ANS THEN GOTO TOP
$ EXIT

COMPILE_FILE.COMコマンド・プロシージャの説明

1 IFコマンドは， F$SEARCHレキシカル関数を使用して，ディレクトリを検索
し，ファイルが存在するかどうかを判別する。

2 THENコマンドの後のコマンド・ブロックは，次のことを行う。

• F$LENGTHレキシカル関数を使用して，ファイル・タイプの長さを判別す
る。

• ファイル・タイプを判別する。

• ファイル・タイプからピリオドを削除する。

• ファイル指定からファイル・タイプを削除して，ファイル名を判別する。

• ファイル名からピリオドを削除する。

• エラーが生じたときのアクションを定義する。

• FILE_TYPEシンボルによって定義されるラベルに分岐する。

3 "File to process:"プロンプトに対してユーザが入力したファイルがディレクトリの
中にない場合には， ELSEコマンドの後のコマンドを実行する。

4 ENDIFコマンドは， IF-THEN-ELSEコマンド言語構成を終了する。
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5 FORTRANプログラムをコンパイルして， LINKラベルに分岐する。コンパイル
中にエラーが生じると， PRINTラベルに分岐する。

6 プログラムが正しくコンパイルされたことを表示して，プログラムをリンクして
から実行し， CLEANUPラベルに分岐する。エラーが生じると，プログラムは
ENDラベルに分岐する。

7 プログラムのリスト・ファイルを省略時の印刷キューに登録する。

例: COMPLILE_FILE.COMコマンド・プロシージャの実行結果例

$ @COMPILE_FILE
File to process: RAND.PAS
Successful compilation
%DELETE-I-FILDEL,WORK:[DESCH]RAND.OBJ;1 deleted (3 blocks)
%DELETE-I-FILDEL,WORK:[DESCH]RAND.LIS;1 deleted (9 blocks)
Process another file (Y or N)? N Return
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1次パスワード (primary passward)
ユーザ・パスワードのうち，ユーザが入力する最初のユーザ・パスワード。システ
ムによっては， 2次パスワードも必要な場合がある。 1次パスワードは，そのパス
ワードとともに指定するユーザ名に対応づけたパスワードでなければならない。

2次パスワード (secondary password)
1次パスワードを正しく入力した直後に入力するログイン時のユーザ・パスワード。
ただし， 2次パスワードは必要ない場合もある。 1次パスワードと 2次パスワード
を使用することによって，ログイン時に複数のユーザがいることを各ユーザに認識
させることができる。あまり一般的な方法ではないが，パスワード長を長くする目
的で 2次パスワードを使用することもできる。この場合， 2つのパスワードの合計
文字数が多くなるので，パスワードの推測には多くの時間がかかり，難しい。

ASCII (American Standard Code for Information Interchange)
情報交換用米国標準コードを参照。

CPU (central processing unit)
中央処理装置を参照。

DCL (DIGITAL Command Language)
DIGITALコマンド言語を参照。

DECnet-Plus
Digital Network Architecture (DNA)フェーズ Vを実現したHPのハードウェア/ソ
フトウェア製品のファミリであり，OSIおよびDNAプロトコルを統合する。OSI
に準拠しており，DECnetフェーズ IVおよび TCP/IPと互換性がある。

DIGITALコマンド言語 (DIGITAL Command Language (DCL))
OpenVMSシステムでのコマンド・インタプリタ。ユーザとオペレーティング・シ
ステム間の通信を可能とする。

Extended File Specifications
OpenVMSにこれまで内在していたディレクトリやファイル命名に関する多くの制
限を取り除くオプションの機能。深い階層のディレクトリや拡張したファイル名を
使用できる。

MIME(Multipurpose Internet Mail Extension)
メール・メッセージに非テキスト・ファイルを添付する標準的な方法。グラフィッ
ク，サウンド・ファイル，等をエンコードし,プレーン・テキストとして送信する。
このテキストは読むことができない。受信側は，MIMEインタープリタ・ユーティ
リティを使用して元のファイル形式に戻すことができる。

用語集 –1



RMS (Record Management Services)
ファイルおよびフィールド内のレコードを処理するために呼び出すオペレーティン
グ・システムのプロシージャの集合。 VMS RMSによりプログラムは，ブロックの
読み込みおよび書き込み (ブロック入出力)同様，レコード・レベルのGETおよび
PUT要求 (レコード入出力)を実行できる。 VMS RMSはシステム・ソフトウェア
の完全な部分であり，そのプロシージャはエグゼクティブ・モードで実行される。

UAF (user authorization file)
システム上の各アカウントの詳細を保持したファイル。各アカウントに割り当てら
れたユーザ名，パスワード，ユーザ識別コード (UIC)，クォータ，制限，特権を含
む。

UFD (user file directory)
ディスクまたはテープに格納されたファイル群を一時的に登録するファイル。UFD
には，格納された各ファイルの名前，タイプ，バージョン番号が保持される。ま
た，ファイルの実際の記憶位置を識別し，そのファイル属性リストを指す一意な番
号も入る。ディレクトリも参照のこと。

UIC (user identification code)
ユーザ，ファイル，グローバル・セクション，コマンド・イベント，フラグ・クラ
スタ，メールボックスに割り当てた番号の組み合わせ。UICは， owner， group，
world， systemの各ユーザ・カテゴリが使用できるアクセス・タイプ (read，
write， read/write，またファイルの場合は execute， delete，その両方)を指定す
る。

アカウント (account)
ユーザがシステムを使用するには，アカウントを保持していなければならない。ア
カウントは，ユーザのユーザ名によって識別される。アカウントが異なれば，異な
るサービス・レベル (たとえば，ユーザが保持する特権，ログインできる期間など)
を許可できる。

アクセス制御エントリ (access control entry (ACE))
アクセス制御リストの中のエントリ。アクセス制御エントリは，識別子，識別子の
保持者に対するアクセス権の許可または禁止，ディレクトリに対する省略時の保
護，機密保護アラームの詳細を指定できる。

アクセス制御リスト (access control list (ACL))
ユーザまたはグループが保護されたシステム・オブジェクトに対して持つアクセス
権を定義したエントリの集合。

アクセス制御文字列 (access control string)
リモート・ノードに送信するログイン情報を表す 0文字から 42文字までの文字列。
OpenVMSシステムの場合，アクセス制御文字列は通常，ユーザ名，スペースまた
はタブ，そしてパスワードから構成される。
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安全ターミナル・サーバ (secure terminal server)
すでにログアウトされているターミナルだけにユーザがログインするように設計さ
れているOpenVMSソフトウェア。ユーザがターミナルで Breakキーを押すと，安
全ターミナル・サーバは (使用可能にされている場合)，ログインされているプロセ
スをすべて切断してから，ログインを開始することによって応答する。ターミナル
でプロセスがログインされていない場合は，ただちにログインできる。

イメージ (image)
リンカによって結合された実行プログラムを構成するプロシージャとデータ。この
実行可能なプログラムはプロセスで実行される。実行可能イメージ，共有イメー
ジ，システム・イメージの 3つのタイプがある。

印刷キュー (print queue)
印刷されるのを待機しているファイルのリスト。

エディタ (editor)
テキスト・ファイルの作成および修正のために使用するプログラム。

エラー・メッセージ (error message)
ユーザが要求した処理が失敗した場合にシステムが送信するメッセージ。各エラ
ー・メッセージはエラーを検出したオペレーティング・システムの部分を特定す
る。ほとんどのエラー・メッセージは入力ミスまたは構文エラーが原因である。ほ
とんどの場合，コマンドの再入力によりエラーの訂正ができる。

演算子 (operator)
式の中でコンピュータにオペランドの処理方法を指定する部分。たとえば，プラス
記号 (+)は加算を実行することを指定する演算子である。

オブジェクト
システムがアクセスを制御する情報の受動的な格納場所。オブジェクトへのアクセ
スは，そのオブジェクトに格納されている情報へのアクセスを意味する。

オープン・アカウント (open account)
パスワードが不要であるアカウント。

オペランド (operand)
式の中で値を持つ部分。オペランドは，式の評価の中で演算子によって処理され，
結果が生成される。

オペレーティング・システム (operating system)
コンピュータ・プログラムの実行およびシステム関数の実行を制御する統合された
プログラムの集合。

カーソル (cursor)
モニタ画面上で使用され，画面上の位置を示す表示子。

開始位置修飾子 (start position qualifier)
EVEにおいて，指定したバッファを開いたときに，最初にカーソルが表示される行
および桁の位置を決定するための修飾子。
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解析 (parsing)
次のいずれかです。

1. コマンド文字列を要素に分割し解釈すること。

2. OpenVMS RMS (レコード管理サービス)同様に，ファイル指定を解釈するこ
と。

階層ディレクトリ構造 (hierarchical directory structure)
1つのディレクトリの下に複数のディレクトリが並び，それが何段にも並んだツリー
構造のディレクトリ構造。

会話型モード (interactive mode)
ユーザがコマンドを入力するとシステムがそれを実行し反応する，オペレーティン
グ・システムとの通信モード。 1つのコマンドを完了しないと次のコマンドを入力
できない。

書き込み (write)
イメージがデータを送信することまたはその機能。たとえば， PRINTコマンドを実
行すると，指定したファイルが格納されている記憶域から読み込まれ，プリンタに
書き込まれる。読み込みも参照のこと。

空値 (null value)
コマンド・プロシージャの中で二重引用符 ("")で表示される文字を持たない文字
列。

完全な名前 (full name)
DECdnsネームスペース内の名前の完全な指定であり，ルート・ディレクトリか
ら，名前を指定しているオブジェクト，ディレクトリ，またはソフト・リンクま
で，パス内のすべての親ディレクトリを含んでいる。ネームスペース名も含むこと
ができるが，ネットワーク内にネームスペースが 1つだけしか存在しない場合は不
要である。

キー (key)
次のいずれかです。

1. 索引編成ファイルで， 1つの索引編成ファイルの各データ・レコードの文字列，
パック 10進数， 2バイトまたは 4バイトの符号なしバイナリ数， 2バイトま
たは 4バイトの符号付き整数。ユーザがレコード内での長さと位置を定義し，
OpenVMS RMS (レコード管理サービス)はキーを使用して索引を構成する。

2. 相対ファイルで，データ・ファイル内の各データ・レコードの相対レコード番
号。OpenVMS RMS (レコード管理サービス)は相対レコード番号を使用して，
ランダム・アクセス・モードで相対ファイル内のデータ・レコードの識別とアク
セスを行う。

3. Sort/Mergeユーティリティで，レコードのソートに必要な情報を含むレコード
内のデータ・フィールド。
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キーパッド (keypad)
ターミナルのメイン・キーボードの隣にある小さなキー・セット。

キーボード (keyboard)
タイプライタに類似した操作を行うことができる入力デバイス。

キーワード (keyword)
通常コマンド文字列またはステートメントなど特定の構文形式で使用される予約
語。

キュー (queue)
次のいずれかです。

1. 処理されるジョブの列。たとえば，バッチ・ジョブ・キューあるいはプリンタ・
ジョブ・キュー。処理は基本的に FIFO (ファースト・イン/ファースト・アウト)
であるが，ジョブの実行を要求したプロセスの優先順位を反映する。プリント・
キューも参照。

2. リストまたは表の中にエントリを作成すること。 INSQUE命令を使用して行う
ことが多い。

区切り記号 (delimiter)
文字列，ステートメント，プログラムの要素の区切り，終了，まとめのために使用
する文字。

クローズ (close)
ファイルに対するすべての操作を終了すること。

グローバル・シンボル (global symbol)
次のいずれかです。

1. プログラム内のモジュールで定義され，他のモジュールによる参照が可能なシン
ボル。リンカがグローバル・シンボルの定義と参照の一致を確認する。ローカ
ル・シンボルも参照。

2. すべてのコマンド・レベルでアクセス可能なコマンド言語シンボル。

係留アカウント (captive account)
ユーザの処理を制限するOpenVMSアカウント。通常，ユーザが使用できるコマン
ド・プロシージャとコマンドは特定のものだけに制限される。たとえば，このアカ
ウントのユーザは， Ctrl/Yキー・シーケンスを使用できない。このアカウントはタ
ーンキーや結合アカウントと同義である。

結合 (concatenate)
ファイルを一続きにリンクすること。

高性能 Sort/Mergeユーティリティ (high-performance Sort/Merge utility)
OpenVMS Alphaシステムで使用可能な Sort/Mergeユーティリティのバージョン。
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構文 (syntax)
スペル・チェック，修飾子およびパラメータの順序を含むコマンドの特別な書式。
スペルミスの語が最も一般的な構文エラーである。

コマンド (command)
DCL (DIGITALコマンド言語)で，通常英語表記による命令のこと。ユーザがター
ミナルから入力する。または，コマンド・プロシージャに書き込まれている。コマ
ンドはソフトウェアにターミナルの監視あるいはコマンド・プロシージャの読み込
みを要求し，いくつかの明確なアクティビティを実行する。たとえば COPYコマン
ドを入力した場合， 1つのファイルの内容を別のファイルにコピーするようにシス
テムに要求する。

コマンド・イメージ (command image)
DCLコマンドと結合しDCLコマンドで起動されるプログラム。

コマンド・インタプリタ (command interpreter)
プロセスのコンテキストでスーパバイザ・モードで実行されるプロシージャ・ベー
スのシステム・コード。ターミナルからのユーザ入力またはコマンド・ファイルで
発行されたコマンドを受け取り，構文をチェックして解析する。

コマンド・パラメータ (command parameter)
ファイル指定，オプション，定数などの，スペースで区切られたオペランド。コマ
ンドの中で，オペランドを指定する位置が異なれば，そのオペランドの意味も変わ
る。

コマンド・プロシージャ (command procedure)
ターミナルでユーザが個々のコマンドを入力するのではなく，コマンド・インタプ
リタが受け付けるコマンドとデータを含むファイル。したがって，コマンド・プロ
シージャは自動的にコマンドをオペレーティング・システムに渡す方法を提供す
る。さらに，ユーザはループ，カウンタ，ラベル，シンボル代入などのプログラミ
ング手法を使用して，ユーザの会話型処理に代わる複雑なコマンド・シーケンスを
設定できる。また，コマンド・プロシージャはバッチ・ジョブとしてシステムに処
理される。

コマンド列 (command string)
コマンドまたはオプションでコマンドを修正する情報を含む行 (または連続した行の
集合)。コマンド文字列は，コマンド，コマンド修飾子，コマンド・パラメータ (た
とえば，ファイル指定)，コマンド・パラメータ修飾子から構成される。コマンド列
は通常リターン・キーを押すことで終了する。

コマンド・レベル (command level)
コマンド・インタプリタ用の入力ストリーム。最初の入力ストリームは，必ずコマ
ンド・レベル 0である。会話型コマンド・プロシージャはコマンド・レベル 1で実
行を開始する。バッチ・ジョブ・コマンド・プロシージャは，コマンド・レベル 0
で実行を開始する。コマンド・プロシージャ内でプロシージャ実行コマンド (@)ま
たは CALLコマンドを使用すると，最高 32個のネストしたコマンド・レベルを作
成できる。
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索引順編成ファイル (indexed sequential file)
各レコードに 1つまたは複数のデータ・キーが埋め込まれているレコード・ファイ
ル。ファイルの中のレコードは，そのレコードに関連づけられているキーを指定す
ることで個々にアクセスできる。

サブディレクトリ (subdirectory)
上位のレベルのディレクトリにカタログされたディレクトリ。このディレクトリの
所有者に所属する付加的なファイルをリストする。

サブプロセス (subprocess)
別のプロセスによって作成された補助プロセス。サブプロセスを作成したプロセス
がその所有者である。プロセスおよびそのサブプロセスは，クォータ・プールおよ
び制限を共有する。所有者プロセスがシステムから削除された場合，すべてのその
サブプロセス (さらにそのサブプロセス)も削除される。

サブルーチン (subroutine)
別のプログラムで呼び出された場合，実行される補助ルーチン。ある条件が満たさ
れるまで，サブルーチンはしばしば繰り返して呼び出される。

式 (expression)
変数，定数，その両方を演算子で組み合わせたもので，コンピュータが式を評価し
て結果を生成する。

識別子
ライト・データベースに登録され，アクセス要求の確認でシステムが使用する英数
字文字列であり，ユーザまたはユーザ・グループを表現する。識別子には，環境，
機能，汎用，ユーザ識別コード (UIC)の 4種類がある。

磁気テープ (magnetic tape)
データの格納とアクセスが可能なメディア。

時刻印字 (timestamp)
日時を完全に指定する文字列。 11-DEC-1998 17:13:21はその一例である。

システム管理者 (system manager)
コンピュータ資源をユーザが使用できるようにしたり，資源の使用法を管理する制
約を設定したりする人間。

システム・パスワード (system password)
ログインを開始する前にターミナルで必要なパスワード。

システム・ログイン・コマンド・プロシージャ (system login command
procedure)
システム管理者が，ユーザがログインしたときに特定のコマンドが必ず実行される
ように設定するプロシージャ。

実行可能イメージ (executable image)
プロセスの中で実行できるイメージ。実行すると，プロセスの実行用ファイルから
実行可能イメージが読み込まれる。
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指定ファイル (specification file)
Sort/Mergeユーティリティの中でソートに必要なコマンドと修飾子を指定するのに
使用するコマンド・ファイル。

修飾子 (qualifier)
1つあるいは複数のオプションを選択して，コマンド動詞またはコマンド引数を修正
するコマンド文字列の部分。修飾子が存在する場合，それを適用するコマンド動詞
またはパラメータの次に/qualifier[=option]の形式で指定する。たとえば，コマンド
文字列‘‘PRINTファイル名/COPIES=3’’では， COPIES修飾子によりユーザが特定
のファイルの出力を 3部必要とすることを示す。

出力ファイル (output file)
処理操作の結果を含むファイル。たとえば，ソートあるいは編集されたファイル。

順次アクセス・モード (sequential access mode)
プログラムがレコードの出現する順番にレコードの検索あるいは書き込みを行うよ
うなレコードの検索あるいは格納の方法。この場合，操作はファイル内の任意の位
置から開始し，任意の位置で終了する。

順ファイル編成 (sequential file organization)
レコードが最初に書き込まれた順に構成されるファイル編成。レコードの長さは固
定の場合もあれば，可変の場合もある。レコードは，レコード・アドレスの順にま
たはランダムにアクセスできる。固定長レコードの場合は，相対レコード番号によ
ってもランダムにアクセスできる。

照合シーケンス (collating sequence)
順序付けのために文字セット (たとえば， ASCII，DECで定義している文字セッ
ト， EBCDICなど)の各文字に割り当てられた順序。

情報交換用米国標準コード (American Standard Code for Information
Interchange(ASCII))
テキスト表現および通信プロトコルに使用されるアルファベット，句読点，数字，
その他の特殊なシンボルを表現する 8ビットの 2進数の集合。

省略時の設定 (default)
ユーザが特に指定しない場合，自動的にコマンドで使用される数値または操作。ほ
とんどの場合，省略時の設定は通常のものあるいは使用される可能性の高いもので
ある。

省略時のディスク (default disk)
省略時の設定で，ユーザが作成するすべてのファイルについて，システムが読み込
みおよび書き込みを行うディスク。コマンドのファイル指定で明示的にデバイス名
を指定しない場合は常に省略時のディスクが使用される。

省略時のディレクトリ (default directory)
ユーザがディレクトリ指定を行わない場合に，OpenVMSオペレーティング・シス
テムが想定するディレクトリ。

用語集 –8



ジョブ (job)
プロセスおよび存在するならばそのサブプロセス，およびこれらが作成するすべて
のサブプロセスに等価な会計情報の単位。ジョブはバッチ型と会話型に分類され
る。たとえば，ユーザがシステムにログインした場合，ジョブ・コントローラはそ
のユーザの要求を処理する会話型ジョブを作成し，シンビオント・マネージャがコ
マンド入力ファイルをジョブ・コントローラに渡した場合，バッチ・ジョブを作成
する。

ジョブ・ツリー (job tree)
すべてのプロセスとサブプロセスから構成され，メイン・プロセスが最上部にある
階層構造。

侵入の試み (break-in attempt)
権限のない不正ソースが，システムにアクセスしようとすること。最初にシステム
にアクセスする場合はログインを介して行うので，侵入の試みとは非合法なログイ
ンの試みを指す。この試みは，システム上でアカウントを保持していることが分か
っているユーザのパスワードを推測や試行錯誤によって当てることで行う。

シンボル (symbol)
定義された場合，特定のコンテキストで特定の機能または実体 (たとえば，コマンド
列，ディレクトリ名前，ファイル名など)を表す実体。

シンボル有効範囲 (symbol scope)
シンボルにアクセスできるコマンド・プロシージャ・レベルの集合。

数値式 (numeric expression)
算術演算子によって結合されたオペランドの集合である算術文。

スクローリング (scrolling)
1行以上のテキストを縦方向に移動して表示するビデオ・ターミナルの機能。たとえ
ば TYPEコマンドが入力された場合，最も古い表示は先頭行から削除され，新たな
表示が画面の最下行に現れる。

制限付きアカウント (restricted account)
安全なログイン・プロシージャを持つOpenVMSアカウント。このユーザは，シス
テムまたはプロセスのログイン・コマンド・プロシージャの実行中， Ctrl/Yキー・
シーケンスを使用できない。ログイン・コマンド・プロシージャの実行後，制御は
ユーザに戻される。

相対ファイル編成 (relative file organization)
各レコードがバケット内で同じ長さのセルを 1つずつ占めているようなファイル編
成。各セルに，ファイルの先頭からの相対位置を表す一連番号が割り当てられてい
る。

ターミナル (terminal)
キーボードとビデオ画面あるいはプリンタを持つ周辺機器の一般名。プログラムの
制御により，ユーザはターミナルのキーボードからコマンドおよびデータを入力で
き，メッセージをビデオ画面あるいはプリンタに受信できる。端末とも呼ぶ。
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ソフトウェア (software)
特定のコンピュータ・システムの操作に関連したイメージ，プロシージャ，規則，
ドキュメンテーションの集合。たとえば，オペレーティング・システムはソフトウ
ェアである。

タイムアウト (timeout)
デバイスが入出力転送を完了するまでの制限時間が満了すること。

大容量記憶デバイス (mass storage device)
データおよびその他のタイプのファイルを使用しない場合に格納するための入出力
デバイス。典型的な大容量記憶デバイスは，ディスク，磁気テープ，フロッピー・
ディスクを含む。

代理ログイン (proxy login)
ユーザがローカル・ノードにアカウントを保持している場合と同様に，リモート・
ノードからローカル・ノードに実際にログインできるログイン。ただし，ユーザは
アクセス制御文字列でパスワードを指定しない。リモート・ユーザは，アカウント
を自分で保持することも，他のユーザとアカウントを共用することもできる。

単純文字 (simple character)
バージョン以外のすべてのファイル指定の構成要素に使用できる基本文字セット。

中央処理装置 (central processing unit (CPU))
プログラムの実行を含むすべての計算と入力および出力のルーチンを扱うハードウ
ェア。すなわち， CPUはコンピュータ内で実際に計算を行う部分である。

ディスク (disk)
高速ランダム・アクセス・デバイス。数種類のディスクがある。フロッピー・ディ
スクは小型のフレキシブル・ディスクである。ハード・ディスクには固定式または
可動式がある。可動式ディスクには，保護ケースに入った 1つのハード・ディスク
および保護ケースに入った複数の積み重ねられたディスクがある。

ディレクトリ (directory)
ディスクまたはテープに格納されたファイルの集合を簡単に一覧できるファイル。
ディレクトリはファイルの名称，タイプ，バージョン番号を含む。また，ファイル
の実際の位置の識別およびその属性の指定のための一意的な数値を含む。サブディ
レクトリを参照。

データ (data)
通信，分析，処理に適した形式を持ち，事実，概念，命令の任意の表現を示す一般
的な用語。

デバイス (device)
データの受信，格納，送信が可能な，プロセッサに接続した任意の周辺装置の一般
名称。カード・リーダ，ライン・プリンタ，ターミナルはデータ記録のためのデバ
イスの例である。磁気テープ・デバイス，ディスク・デバイスは大容量記憶デバイ
スの例である。ターミナル・ライン・インタフェース，プロセッサ間リンクは通信
デバイスの例である。デバイスはハードウェアである必要はない。
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デバイス名 (device name)
ファイルを格納するデバイス・ユニットを識別するファイル指定のフィールド。デ
バイス名はまた，データ転送要求の入出力周辺装置を識別するニーモニックを含
む。デバイス名は，ニーモニック，次にコントローラ識別文字 (適用できる場合)，
ユニット番号 (適用できる場合)，最後のコロンで構成される。

等価文字列 (equivalence string)
論理名テーブルにおいて論理名に結び付けられている文字列。等価文字列は，たと
えばデバイス名であったり，他の論理名であったり，あるいは論理名とファイル指
定の一部とが連結されたものであったりする。

独立プロセス (detached process)
所有者のないプロセス。サブプロセスの木構造での親プロセス・ユーザがシステム
にログインした場合，ジョブ・コントローラは独立プロセスを作成する。また，バ
ッチ・ジョブを起動した場合，あるいは論理リンク接続要求に対してサービスを行
う場合も独立プロセスを作成する。ジョブ・コントローラが作成したプロセスを所
有しないため，このプロセスを独立プロセスと呼ぶ。DCLコマンド RUN/UICおよ
びプロセス作成システム・サービス (UICを指定する)は，適当な特権プロセスの独
立プロセスの作成を可能にする。

入力ストリーム (input stream)
コマンドとデータのソース。ユーザのターミナル，バッチ・ストリーム，コマン
ド・プロシージャなどがある。

入力ファイル (input file)
コンピュータに転送するためのデータを含むファイル。

しばしば，入力ファイルと出力ファイルは混同される。DCLは通常これらのファイ
ルに対してプロンプトを表示する。しかし，ほとんどのシステム・ユーティリティ
はコマンド行での位置で入力ファイルと出力ファイルを識別する。使用するコマン
ドの構文に注意する必要がある。

ネットワーク (network)
相互接続された個々のコンピュータ・システムの集合。

ノード (node)
次のいずれかです。

1. ネットワーク内の他のコンピュータ・システムと通信可能な個々のコンピュー
タ・システム。

2. OpenVMS VAXシステムの場合，中央処理装置 (CPU)，制御装置，メモリ・サ
ブシステムなどの VAXBIインタフェース。それぞれ， VAXBIバス上の 16個の
論理記憶位置のうちの 1つを占有する。

3. OpenVMS VAXシステムの場合，システム通信サービス (SCS)ソフトウェアが
認識する VAXプロセッサまたはHSC。
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ノード指定 (node specification)
ファイル指定の最初のフィールド。このフィールドは，ネットワーク上のコンピュ
ータの位置を識別する。

バージョン番号 (version number)
ファイル指定でファイル・タイプの次の次の数値フィールド。ファイルを編集した
場合，バージョン番号が 1つ上がる。

パーソナル・ログイン・コマンド・プロシージャ (personal login command
procedure)
ユーザがシステム環境をカスタマイズするためのコマンド・プロシージャ。これに
含まれているコマンドは，ユーザがログインするたびに実行される。

ハードウェア・デバイス (hardware device)
ライン・プリンタ，ターミナル，大容量記憶などの機械的なデバイスを含む物理的
なコンピュータ装置。

ハードコピー・ターミナル (hardcopy terminal)
用紙に出力するターミナル。ターミナルを参照。

パスワード (password)
ユーザが自身の識別とそのアカウントへのアクセスの許可の証明のために提示する
文字列。システム・パスワードおよびユーザ・パスワードの 2種類がある。ユー
ザ・パスワードは， 1次および 2次パスワードを含む。

バッチ・ジョブ (batch job)
バッチ処理サブシステムの制御下でスケジューリングされ実行されるプログラム。
バッチ・ジョブに対する入力制御は，ディスクに格納されたコマンド・プロシージ
ャから指定され，出力先としてディスク・ファイルが指定される。

バッファ (buffer)
入力または出力操作中にデータ・レコードの一時的な記憶領域として使用される内
部メモリの領域。

パラメータ (parameter)
次のいずれかです。

1. P1～ P8のシンボルの範囲に対応して，コマンド・プロシージャに渡される
値。コマンド・パラメータを参照。

2. ネットワーク管理コンポーネントのための運用時または永久データベースのエン
トリ。

反転ビデオ (reverse video)
省略時のビデオ・コントラストを反転させるビデオ・ターミナルの機能。省略時の
表示が白地の背景に黒い文字の場合，反転ビデオは黒地の背景に白い文字となる。

反復変換 (iterative translation)
論理名の定義に別の論理名が含まれている場合に行われる，論理名の繰返し変換。
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汎用デバイス名 (generic device name)
特別なユニットではなくデバイスのタイプを識別するデバイス名。特定のコントロ
ーラあるいはユニット番号が省略されたデバイス名。

ビデオ・ターミナル (video terminal)
オペレーティング・システムとの会話を表示するためのキーボードとビデオ画面 (ま
たはモニタ)。ターミナルを参照。

ファイル (file)
ユーザにとって意味のある構造に配置されたデータ要素の集合。ファイルには任意
の名前を付けることができる。また，プログラムあるいはデータを格納でき，シス
テムがアクセスできる。アクセスには 2つのタイプがある。ファイルの変更はでき
ない読み込み専用と，ファイルの内容の変更も可能な読み込み/書き込みである。ボ
リュームを参照。

ファイル・パス (file path)
ファイル指定の中のディスクとディレクトリの部分。

ファイル指定 (file specification)
大容量記憶メディア上のファイルの一意的な名前。ノード，デバイス，ディレクト
リ名，ファイル名，ファイル・タイプ，バージョン番号を識別する。

ファイル・タイプ (file type)
ピリオドに続く 0～ 39文字の識別子から構成されるファイル指定のフィールド。通
常このフィールドは，コンパイラあるいはアセンブラのリスト・ファイル，バイナ
リ・オブジェクト・ファイルなどの同一の使用法または属性を持つファイルの一般
的なクラスを識別する。

ファイル名 (file name)
ファイル指定で，ファイル・タイプに先行する 1～ 39文字のファイルの名称を含む
フィールド。

ファンクション・キー (function key)
特別なシグナルをオペレーティング・システムに送信するキーボード・キー。ファ
ンクション・キーは Fxと記述され， xはキーに結合した番号である。たとえば，
Mailで F9キーと押した場合，メッセージの転送をシステムに通知する。

フィールド (field)
論理レコードの連続したバイトの集合。

フォーリン・コマンド (foreign command)
コマンド・インタプリタでDCLコマンドとして認識されない名称を持つイメージを
実行するシンボル。

フォーリン・ファイル指定 (foreign file specification)
ファイル指定がOpenVMS構文または形式に従っていないファイル。

フォルダ (folder)
メール・メッセージを格納できるファイルの区分。
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複合文字 (compound character)
単純文字と拡張文字セットの文字の組み合わせ。

物理デバイス名 (physical device name)
システムに対して物理デバイス (記憶ディスクあるいはターミナルなど)を一意的に
識別する文字列。

プライベート・ボリューム (private volume)
プロセスが排他的に使用するために割り当てた大容量記憶媒体。

プリント・フォーム
印刷のためにページ設定とストックを定義する属性の集合。

プログラム (program)
特別の結果を目的にした一連の命令。プログラミング言語はプロシージャを作成す
るためのものであり，コンピュータで実行できる。イメージを参照。

プログラム・スタブ (program stub)
コマンド・プロシージャの作成中に，試験のために使用するコードの一時的な部
分。プログラム・スタブは，通常，メッセージを出力して置換するプロシージャを
知らせる。

プロセス (process)
システム・ソフトウェアでスケジューリングされる基本的実体。プロセスはイメー
ジを実行するコンテキストを提供する。プロセスはアドレス空間，およびハードウ
ェア・コンテキストとソフトウェア・コンテキストから構成される。

プロセス・デフォルト・ディレクトリ (process default directory)
システムは，自動的にユーザの最上位ディレクトリをログイン時のプロセス・デフ
ォルト・ディレクトリにする。

プロンプト (prompt)
ユーザに入力を促すためにターミナル上に表示される文字列。

ベスト・エフォート・デリバリ (best-effort delivery)
回線障害などのエラーが発生した場合に，エラーの回復をせずにデータの受け渡し
を試みるネットワーク・プロトコル。

ヘルプ (help)
HELPコマンドの使用に適合した形式のテキスト・ファイル。オンライン・ヘルプ
は最大 9レベルの検索を提供できる。

保護コード (protection code)
システム・ユーザがファイルまたは他の保護オブジェクトに対してどのアクセス・
カテゴリを持てるか，またアクセスした場合アクセス・カテゴリが何を実行できる
かを指定する文字列。

保護されたオブジェクト
システムがアクセスを制御する共用可能情報を格納したオブジェクト。オブジェク
トも参照。
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ホスト (host)
ネットワークに接続されたシステム。ノードも参照。

ボリューム (volume)
ディスク・パックあるいは磁気テープなどの大容量記憶メディア。ボリュームはフ
ァイル構造の最大の論理ユニット。

ボリューム・セット (volume set)
1つまたは複数の大容量記憶媒体にある，ファイル構造をしたデータの集まり。

マスター・ファイル・ディレクトリ (master file directory (MFD))
ディスクのメイン・ディレクトリが格納されているファイル。

メモリ (memory)
データまたは命令がバイナリ・ワード形式で置かれる一連の物理的な位置。メモリ
の各位置はアドレス可能であり，その内容は変更できる。メモリを大容量記憶デバ
イスと混同してはならない。

文字列 (character string)
印字可能な文字の連続した集まり。

文字列 (string)
連続して結合された文字。エディタがテキスト・ファイルで語または句を検索する
場合，文字列を検索する。コマンドを形成する文字列はコマンド列と呼ばれる。

ユーザ登録ファイル (user authorization file (UAF))
UAFを参照。

ユーザ・パスワード (user password)
ユーザに対応したパスワード。ユーザはログイン時にこのパスワードを正しく指定
しなければ，システムへのアクセスを許可されない。ユーザ・パスワードには 1次
パスワードと 2次パスワードの 2種類がある。必要な場合は， 1次パスワードの後
に 2次パスワードを入力する。

優先順位 (priority)
プロセスの実行中にシステム資源を取得する優先権を決定する，プロセスに割り当
てられたランク。

ユーティリティ (utility)
プログラム開発ユーティリティ (エディタ，リンカ)，ファイル管理ユーティリティ
(ファイル・コピー，ファイル・フォーマット変換ユーティリティ)，オペレーション
管理ユーティリティ (ディスク・クォータ，自己診断プログラム)などの関連した汎
用機能の集合を提供するプログラム。

読み込み (read)
イメージがデータを受け入れることまたはその機能。たとえば， TYPEコマンドを
実行する場合，システムはディスクから指定のファイルを読み込み，それをターミ
ナルへ書き込む。書き込みも参照のこと。
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ライン・エディタ (line editor)
行単位でファイルへの追加，削除を行うプログラム。

ライン・プリンタ (line printer)
ファイルの 1行分を同時にプリントする出力デバイス。低速のデバイスでは処理が
終了しないような大量の出力をプリントするために使用する。ほとんどすべてのシ
ステムは，ライン・プリンタ用のデバイスを持つ。ある場合，ライン・プリンタは
実際に高速のターミナルである。

ランダム・アクセス (random access)
直前に検索あるいは書き込みを行ったデータの位置に依存しないデータの検索ある
いは書き込みの手法。ランダム・アクセスは，すべての情報が等しくアクセス可能
であるメモリあるいは大容量記憶デバイスを参照する。

リモート・ノード (remote node)
ネットワークの中の，現在ログインしているノード以外の任意のノード。

レキシカル関数 (lexical function)
DCL (DIGITALコマンド言語)コマンド・インタプリタがコマンドを解釈する前に
評価と置換を行うコマンド言語の構成。レキシカル関数は現在のプロセスに関する
情報 (たとえば，ユーザ識別コード (UIC)または省略時のディレクトリ)，あるいは
別の文字列に関する情報 (たとえば，文字列の長さまたは位置)を戻す。

レコード管理サービス (RMS)
RMS (Record Management Services)を参照。

レコード指向デバイス (record-oriented device)
ターミナル，ライン・プリンタ，カード・リーダなどのデバイス。レコード指向デ
バイスの物理レコードは，プログラムが 1回の入出力操作でアクセスできる最大の
データ単位である。

レコードのソート (record sorting)
レコードの並べ替えプロセス。レコード自体は変えずに，順序を変えてレコード全
体の出力ファイルを生成する。

レコード・ファイル・アドレス (record file address (RFA))
ファイル内のレコードの一意なアドレス。 RFAを使用すると，すでにアクセスした
レコードに，後でランダムにアクセスできる。このアクセスは，ファイルの編成に
関係なく実行できる。

ローカル・シンボル (local symbol)
次のいずれかです。

1. 定義されたモジュール内でのみ意味を持つシンボル。言語処理プログラムにグロ
ーバル・シンボルとして認識されないシンボルはローカル・シンボルと見なされ
る。言語処理プログラムはローカル・シンボルの参照と定義の一致を確認して結
合する。これらはリンカに認識されず，別のオブジェクト・モジュールでは使用
できない。しかし，リンカからデバッガには渡すことができる。グローバル・シ
ンボルを参照。
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2. 現在のコマンド・レベルおよびその後に起動されるレベルでのみアクセス可能な
コマンド言語シンボル。定義しているコマンド・レベルが終了すると削除され
る。

ローカル・ノード (local node)
ユーザが物理的に配置されているネットワーク・ノード。

ロギング・アウト (logging out)
DCL (DIGITALコマンド言語)コマンド LOGOUTを入力する文字列。オペレーテ
ィング・システムにユーザが特定のターミナルを使用して終了することを通知す
る。

ロギング・イン (logging in)
システムに対するユーザの確認。ユーザがログ・インする場合，システムのプロン
プトに対してユーザ名，パスワードを入力する。ユーザ名およびパスワードがシス
テムのアカウントに一致した場合，そのユーザはシステムへのアクセスを許可され
る。

ログイン・クラス (login class)
ユーザがシステムにログインする方法。システム管理者は，ログイン・クラス (ロー
カル，ダイヤルアップ，リモート，バッチ，ネットワーク)に基づいてシステム・ア
クセスを制御できる。

ログイン・コマンド・プロシージャ (login command procedure)
ログイン時およびバッチ・ジョブの開始時に自動的に実行されるコマンド・プロシ
ージャ。

ログイン・ディレクトリ (login directory)
ユーザのログイン時に LOGINOUTが設定する省略時のディレクトリ。

論理式 (logical expression)
値が真または偽のどちらかである式。

論理デバイス名 (logical device name)
隠されたデバイス名を短い意味のある名称と等価にする文字列。

論理名 (logical name)
システム・オブジェクトを示すため別の文字列の代わりとするためにユーザが指定
した名前。システム・オブジェクトは，例えばファイル，ディレクトリ，デバイ
ス，キュー等。論理名は論理名テーブルで管理される。

論理名テーブル (logical name table)
論理名および対応する等価名を含むテーブル。論理名はプライベートにも共用にも
することができる。省略時の共用テープルは，ジョブ，グループ，システム，クラ
スタワイド・システム，クラスタワイド・パレント・テーブル。
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ワイルドカード文字 (wildcard character)
アスタリスク( * )やパーセント( % )記号などの非英数字文字で，ファイル指定のファ
イル名，ファイル・タイプ，バージョン番号などの一部またはすべてと置き換えて
使用され，そのフィールドのすべてを指定する。

割り当てステートメント (assignment statement)
DCL (DIGITALコマンド言語)で，シンボル名を文字列または数値と結合して使用
すること。シンボルはシステム・コマンドの同義語を定義でき，コマンド・プロシ
ージャの変数としても使用できる。
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